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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ドナウ河の岸辺の道──疾しつ走そうする車から車へと跳とび渡わたる乙ツバメ＝次々に振ふるわれる白はく刃じん──車の屋根・ドア・ガラス越ごしに銃じゆうを持つ男たちの腕うでを刺さす／肩を斬きる／手首を貫つらぬく──戦せん闘とう不能。

　州知事の車を襲しゆう撃げきするはずの十二台の車両の軍勢が大混乱に陥おちいる──屋根越しに少女を撃うとうとして車内で乱射／一発も当たらず──一台また一台と互いにぶつかったり路ろ肩かたに乗り上げたりしてたちまち半数が走行不能に。

　残り半数が州知事の車列から引き離はなされる──乙＝弾だん丸がんをかわしつつ車を跳び渡って最も後方にいる車の屋根に着地／窓から身を乗り出す男たち／右へ左へカタナを振るう──悲鳴・悲鳴・悲鳴──火器を持つ腕を斬りつけ無力化。

　敵車両が速度を上げるのを待ってからおもむろにカタナを真下に向けて突き刺す──屋根越しにドライバーの腕を貫く──悲鳴。

　ぐらぐら揺ゆれる車──カタナを引き抜ぬき跳ちよう躍やく──今度は次々に前方の車に向かって跳びながら着地するつど屋根越しにドライバーの手や腕を貫いて回る／どの車両も速度を落とす／カタナ傷の痛みに耐たえられずギブアップして停車／横道にそれて逃にげ出す。

　最後の敵車両を無力化＝跳躍──戦術班の軍用機体を蹴ける／運うん搬ぱん車両の屋根を蹴る／護衛車両のトランクにひらりと着地──リアウィンドウの向こうで州知事の護衛たちが顎あごが落ちそうなほど大口を開けている──乙＝にっと笑えみを返して車の上を走って跳躍。

　次の護衛車両へ跳び乗る──嚙かみ終わったロリポップの棒をぷっと吹き捨てる。

　州知事と日向ヒナタがいる車に跳び移ろうとしたところで違い和わ感かん／危機感──左手のドナウ河。

　水しぶきを上げて車列と並走する小型船──舳へ先さき＝ロケット弾を構えるスキンヘッドの男たち。

《船！》乙＝無線通信で警告──日向の即そく応おう＝軍用機体へ。《守れ、サロモン！》

　飛来するロケット弾──先ほど乙が跳び渡った軍用機体がその軌き道どう上に／アームの機銃で迎げい撃げき／機械仕じ掛かけの精密射撃──宙でロケット弾が炸さく裂れつ。

《前方に敵勢力、進路を変へん更こう。河から離れろ》日向の指示。

　半キロ先の前方──河かわ面もから現れる鋼こう鉄てつの鎧よろい＝三体のアームスーツ──黒山羊やぎが二つ／赤い鹿しかっぽい姿をしたやつが一つ──地下で雛ヒビナの腕を折った赤いアームスーツ。

　敵のアームスーツが道路に躍おどり出る──その手前で右折する車列＝高速アウト道路バーンへ。

《サロモン、ブルクハルト、足止めしろ》日向の指示──軍用機体×二台がアームスーツを迎撃するため曲がり角にとどまる／うち一台は怪かい物ぶつ拳けん銃じゆうで損傷。

　一いつ瞬しゆんの思案──乙＝自分もとどまってアームスーツの相手をするべきだろうか？

　異変が発生──衝しよう撃げき音＝道を曲がってしばらく過ぎたところで州知事の乗る車がぐらつく。

　左後輪がパンク──遅おくれて音おん紋もんデータ＝狙そ撃げきの銃弾──ファーストフード店に現れたやつ。

　州知事の車が停とまる──周囲を守って停車する護衛車両／軍用機体／運搬車両。

　乙＝車の屋根で決断──狙撃手を相手にする／引きつける──カタナを高くかざす／自分を撃てというメッセージ──撃てるものなら撃ってみろ。「転送を開かい封ふう」

　輝かがやき──機き甲こう化＝瞬時に飛ひ翔しよう──日向へ無線通信。《オレが撃ったやつを探すよ》

　車から飛び出す日向＋州知事＋運転手──乙が乗っていた護衛車両へ。

　二人を乗せてドアを閉める日向＝自分は乗らずに指示。《カスパル、州知事の車を先導して橋へ向かい、対岸に渡れ。俺おれはスーツを着て追いかける》

　日向──運搬車両の荷台を開いて飛び込む／中に〈ミノタウロス〉式アームスーツ。

　そのときにはすでに上空にいる乙──死の眼まな差ざしを探す／狙撃のためのレーザー光線／だが探査にヒットせず／滑かつ空くうして誘さそい出そうとしたところへいきなり視線──衝撃。

　レーザー光線が現れた直後──飛来する弾丸が抗こう磁じ圧あつのヘルメットで僅わずかに軌き道どうを逸そらされながら左側頭部の〈飾り耳オーア〉を粉々にした／視界が真っ白に染まるほどの衝撃。

　視線を悟さとられないようギリギリまで照準器を使用せず──馬ば鹿かげた神かみ業わざ。

　壊れた〈飾り耳オーア〉の再転送＝接続官コーラスのフォロー──半ば意識を失いながら旋せん回かい／滑空／両目を閉じて探査のみを頼たよりに飛翔──ＭＳＳ本部の解かい析せき班がすぐさま敵の位置を割り出してくれた＝ドナウ・タワー。

　一帯を一望できる場所／ずっと州知事の車を追つい跡せき──おそらく作戦を指揮。

　そちらへ向かって飛翔──と思いきやまったく別の角度からいきなりレーザー光線が到とう来らい。

　ドナウ・タワーから数百メートル──ドナウパークの木々の狭はざ間ま＝まさに狙ねらい撃ち。

　がんと再び頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき──意識が薄うすれる／頭の中でがんがん衝撃音が鳴り響ひびく／それまでしっかり押し込めていたはずのワニの声が溢あふれ出す──楽しい楽しい楽しいなァ。

　落下しながら自分が右目だけ開いているという感覚──ワニの目が爛らん々らんと光る／脳のう裏りに響き出す声。《一部バランサーの解除レジストキーを承認。第一メリアー体の造ぞう換かん既き定てい値を拡大──》

　マスターサーバーの声＝炎の天使祝辞──心を吞のみ込む揺りかごに引き寄せられる。

　遅れて音紋データ＝合がつ致ちする銃撃音──ヤマモトを撃ったのと同じ武器。

　心が熾し烈れつな怒いかりに染まる──もぎ取られる意識／だがふいに違ちがう感覚／何かにつながっている／接続能力によって結ばれるビジョン。

（克こく服ふくせよ──）

　はっと左目を開いた──消えかけた意識が引っ張り戻もどされる／真っ逆さまの空／落下する自分／背に大きな何か＝〈フエ羽デーＤル・〉デー──はばたかない八枚の羽＝強きよう烈れつなサファイアの輝き。

　ダメだ──吞み込まれるな──だが羽の半分が体に巻きつく／刃やいばでできた青い甲かつ冑ちゆうに。

　残りの羽が抗磁圧を発して体勢を保つ──右腕が巨大な剣けん状の武器に。

　それ以上の変へん貌ぼうを必死に拒こばむ──そこへ二つの狙撃が襲おそいかかる＝いずれも頭部へ。

　抗磁圧の鎧が弾丸の軌道を逸らす──鎧が完成していないせいで衝撃を逸らせず／頭のそばで火花が舞まう／みたび衝撃で脳を揺さぶられる。

　自然と右腕を上げていた──剣がカチンと音を立てて縦に割れる／手首ごと二つに／狭間に細い針状の武器＝抗磁波照射装置──青い光がともる──高熱の塊かたまりを音もなく放つ。

　木々が一瞬で燃え上がる／濛もう々もうたる蒸気／高熱で蜃しん気き楼ろうが発生──揺らめく空間を素す早ばやく走る何か／狙撃手に違いない存在／ヤマモトを殺した誰だれか。

　だが自分が放った熱のせいで探査しきれず──一瞬で消えた。

　戦うのではなく牽けん制せいするための狙撃だった──もう一人の狙撃手も攻こう撃げきせず／ドナウ・タワーを探査しても何も現れず──すぐさま撤てつ退たいした。

　ぐらぐら揺れる心──ふいに理性が戻ってくる／危機感に襲われる。

　狙撃は特甲トツコー児童の自分を州知事の護衛から引き離すためだ／まだ危険は去っていない／今すぐ戻らなければ──州知事を守らなければ。

　だが狙撃手を追いかけたいという抗あらがいがたい思い──ワニの笑い声がさんざめく／心が再び揺りかごに吞み込まれそうになる／もがくように左手を宙に伸のばした──変貌していない通常の特甲のままの手＝誰もいない／けれども確かな感かん触しよく／つかんでくれた──電子の手で。

《そうだ、偉えらいぞ、切り裂さきジャックくん。だいぶ君の中のワニを黙だまらせられるようになったじゃないか》上から目線の偉そうな接続官コーラス──むかつくけれども適切な導引。《いいな、いったん還送するぞ。三ドライ、二ツヴアイ──一アインス、そら》

　輝き＝ぱーんと薄いガラスが砕くだけるような音──身にまとった特甲が全すべて砕け散る。

　還送＝カタナを握にぎる左手──ワニを遠ざけてくれるたった一つのお守り／宙で抱だきしめた。

　右手を差し伸べる。「転送を開封」

　機甲化＝一秒余──立て続けに衝撃を受けたせいで、ぼうっとしながら飛翔。

　眼下──河岸の道路で敵性アームスーツ×三台と交戦──戦術班の軍用機体×二台＋日向の青いアームスーツ。

　突進する青い水牛──赤い鹿しかっぽいアームスーツがいなす・かわす・見事な体たい捌さばき。

　青い水牛がふいに倒れる──突進する勢いを利用された／体幹を崩くずされた──アイキ？

　あの赤鹿に乗っているのが誰であれ驚きよう嘆たんに値あたいする／機械の鎧を的確に操縦している──ＭＰＢの中隊長の言葉を思い出す＝日本人であるロートヴィルトは格闘の天才。

　ならさっきの狙撃手の一人はホイテロート？　だがそうとは限らない──ホイテロートかもしれないしそうではないかもしれない──ここで考えていたって意味がない。

　日向を支し援えんしたかったが迫はく撃げきせず──敵性アームスーツが後退気味であるのを見て取る。

　彼らも牽制──州知事から護衛を引き剝はがすために現れた／果たして赤いアームスーツが撤退を開始／黒いアームスーツが追つい随ずい──三体が次々に河かわ面もに飛び込んで姿を消した。

　おそらく河底を移動して地下水道へ逃とう走そう──機械の鎧が作動不良に陥れば溺でき死しするのに／命知らずの撤退──俄が然ぜん、州知事が心配になった。

　州知事の車と護衛は戦闘を避さけて公園沿いの道路を通過／インターチェンジからドナウ河を横断するフロリズドルファー通りへ／危険から遠ざかっていくかに見える──だが違和感。

　公園／道路／船／河からアームスーツ／二人の狙撃手──どうして敵は順番に現れたのか？

　みんなでいっぺんに現れて道路を塞ふさげば良かったのに──ただしその場合は護衛と真っ向からぶつかり合う／自分や戦術班と激突する／だから敵は正面から戦うのを避けた？

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな襲撃で州知事を殺そうとしたとは思えない──スピードを上げて河を越こえる州知事の車と護衛を追って降下──目を走らせる／何かが来るはず／転送兵器とか特甲猟りよう兵へいとか敵の切り札となるものがどこかで待ち伏ぶせしているはず。

　車列が中なか州すであるドナドナウウ島インゼルの上を無事に通過──再びドナウ河の上へ。

　予想──河面から敵が飛び出す／船から火線が放たれる／河岸の木々や下水トンネルから何かが飛び出してくる──いずれも現れず。

　ドナウ河を半ばまで通過──ふいに違和感／危機感／警告される何か──黄色い感じ。

　対岸＝第二ブリギ十区ツテナオ──立体交差路を降りてインターチェンジへ──危険の正体＝そのまま降りた先の道路──材木を積んだ馬ば鹿かでかいトレーラーが道路の真ん中で横向きに停車／運転していたスキンヘッドの男たちがドアを開いて走って逃にげ出す。

　高速下降──迫撃＝腕の灼刃ヒート機能ブレイドを発揮──トレーラーの連結部分を溶よう断だんした。

　黄色く染まるインターチェンジ──先導役の軍用機体が現れる──必死に通信。《これをどかして！　急いで通って！》

　軍用機体が速度を上げて驀ばく進しん──荷台にぶつかりながらトレーラーの運転車両をアームでどかす／道路の外へ押し出す／車列が通れるだけの隙すき間まを作る。

　隙間を車列が走り抜けた刹せつ那な──道路が噴火した。

　アスファルトがめくれ返って炎ほのおが噴ふん出しゆつ──トレーラーの荷台が爆ばく風ふうで宙に浮ういた／材木が一瞬で黒くろ焦こげに／衝撃波で軍用機体が道路の外へ転てん倒とう／しんがりの護衛車両の後輪がずたずたになって横よこ滑すべり──残りの車が爆風に揺さぶられ次々に停車。

　乙＝途と方ほうもない熱風に煽あおられながら必死に退たい避ひ──上空へ／十分な距きよ離りを取って見下ろす。

　濛々と立ち上る黒こく煙えん──州知事を殺すための罠わな＝トラック／船／アームスーツ／狙撃。

　そして四つ目のＡＰ爆ばく弾だん──まぎれもない敵の切り札。




　　　　†




　夕焼け空──都市を回遊する車両＝ＭＳＳ公用車／距離を置いて走る護衛車両／周囲を監かん視しする捜そう査さ班の車両──徹てつ底てい的に走行コースを変える＝追跡や待ち伏せを警けい戒かい。

　炙あぶり出し──尾び行こう者／電子的な追跡者──現時点では誰も少女を追ってきていない。

　邂かい逅こう場所──ヘルガの指定＝第ラント三シユト区ラーセ／ミッテ駅／ヴィエナウイーン・ヒルトン・ホテル／駐ちゆう車しや場。

　ニナの采さい配はいに任せる──護衛の配置／州知事の弾だん劾がい失敗で逆上した〈ローデシア〉や〈アルレッキーノ〉が襲ってくる可能性を考こう慮りよ。

　イタリア人捜査官イザベラからも警告──〝黒手組が殺しの指令を出した。標的は十中八九、州知事だ。あんたも気をつけておくれ〟

　ＭＰＢ本部ビルを出た時点から少女をＭＳＳの捜査班が尾行──少女の調査／少女が襲われたときの護衛／日本人青年ヤマモト・シンジローのように殺害されないように。

　少女に怪あやしい行動なし／尾行者・襲しゆう撃げき者・電子的追跡なし──ホテルの駐車場に無事到とう着ちやく。

　ヘルガ＝乗り込んだ車の窓越ごしに見た──墓地で父の遺い骸がいにすがりついていた少女。

　そのときの悲痛さはなし／堂々とした歩み／私服姿──大人びたジャケット／スカート／肩かたに吊つるした小さなバッグ／脇わきの下に銃の膨ふくらみ──根っからの兵士といった機械のような硬こう質しつさを漂ただよわせている。

　かと思いきや、少女の唇くちびるの間から風船ガムが膨らむ・弾はじける・もぐもぐ嚙かむ──ひどく年相応／思わず笑えみをこぼした。

　その間もＰＤＡと同期したイヤホンから報告──捜査報告／州知事の護衛状じよう況きよう／鳳アゲハとイギリス・チームの合流。

　ニナ＝タイミングを見計らって姿を現す／少女を背後から呼び止めて振ふり返らせる──身元確かく認にん／荷物確認／ボディ・チェック／少女の銃を預かる。

　淡たん々たんと応じる少女＝ニナに従いヘルガが乗る車へ──ニナが後部座席のドアを開く。「乗ってくれ」

　目を伏ふせたまま乗る少女──ヘルガと向かい合って座る／静かに顔を上げる／ヘルガの目を真っ直すぐ見つめる／ＭＰＢ遊撃小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスの特甲児童＝類たぐい希まれなる素質を持つ若い狙撃手。

　陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー＝通つう称しよう〈魔弾フライの射手シユツツ〉──長く紅あかい髪かみ／硬質な灰色の目／大人びた美び貌ぼう・態度・体つき──火が彼女から無む邪じや気きさを奪うばった／悪運に耐たえる意志が彼女を冷たく輝く鋼はがねのように鍛きたえ上げた。

　火と鋼を己おのれのものとした少女──猟犬の本能で生き延びた／ヘルガがそうだったように。

　まるで生き別れの姉妹が再会した気分──親しみを込こめて微笑ほほえみかけた。〝初めまして、私の鏡合わせの生者さん〟

　少女＝小さくうなずく／かすかな笑み──メッセージを共有する者の顔。

　ニナを任務に戻らせて車を出発させた──少女に不安がる様子はなし／移動がお互たがいの安全のためであることを承知している／触ふれがたいほどに静せい穏おんな態度。

　ヘルガ＝おもむろに切り出す──暗あん誦しよう──カール・クラウスからのメッセージを口にした。

　少女＝秘ひめた意志を刺し激げきされたような熱のこもった眼まな差ざしに／ますます冴さえやかになる美貌／うなずいて応じた──やはり暗誦──滑なめらかに／一言一句記き憶おくしている。

　カール・クラウスの意図は問わず──ただ目的を確かめた／結びつけるべき事件／覆おおわれたものを暴あばく意志／お互いが背負う火──それから送られたメッセージ・カードを見せ合った／求めるべき報むくいを確かめ合うために──強烈なほどの頼たのもしさを若い少女に感じた。

　話した／互いに堰せきを切ったように──葬ほうむられた事件／死者の数／犠ぎ牲せい者しやの意味。

　開かれる扉とびらへためらわず歩み入る──火を分かち合うべき者とともに。




　　　　†




　まさかの変貌──〈蟲チオン〉の首しゆ魁かいたる娘むすめ＝蛭ツー雪シユエ──その転送／機甲化／一秒余。

　鮮せん血けつのごとき朱しゆ色いろ／輝かがやく銀色──二種の機甲──さながら道タ教オの陰イン・陽ヤン図。

　四し肢し＝蛇じや腹ばらの多関フレキ節型シブルユニット＝〝擁ヨン刃レン肢ツー〟──より鋭えい利りに／限界まで長く多関節に。

　左右の上じよう腕わん＝朱色──左右の下腕＝銀色──二つの脚あし＝朱色──全てに異なる特甲兵装。

　頭部＝〈飾り耳オーア〉と抗磁圧のヘルメット──真っ赤な四枚の羽／データにヒット／細長いウスバカゲロウの羽──さながら地底に住む蟻あり地じ獄ごくたちの中でゆいいつ成虫と化した女王。

《羽を狙え》レイ＝左ひだり腕うでを失ったアームスーツ──巧たくみにバランスを取りながら右腕の刃を振りかざして飛びかかる／果か敢かんな攻撃／打撃を覚かく悟ごし敵の隙すきを誘さそう──鳳に二の矢を任せる。

　娘＝羽う毛もうのような軽かろやかさで刃をかわす／くるくると舞い踊おどる──飛ひ翔しようではなく複雑に乱らん舞ぶ＝上下にＷ字飛行／蛇だ行こうするＳ字飛行／コウモリ並みの三次元移動──宙を追う鳳＝中距ダダダダ離かダダダダら重ダダダダ機関ダダダダ銃をダダダダ掃射ダダダ！／一発として当たらず／予測不能の舞い／信じがたい回避能力。

　ふわりと鳳の射キル・界ゾーンから娘が消える＝緩ゆるやかなようで目にもとまらぬ速さ──どかん！

　鳳の視界の下方＝レイのアームスーツが横よこ殴なぐりに吹ふっ飛ばされる──娘＝朱あかい右上腕＝蛇腹の腕の先／握りしめた拳こぶし／超ちよう振しん動どう型雷らい撃げき器。

　鳳＝素早くそちらへ掃射──レイがとどめを刺さされるのを防ぐ／弾丸の雨で娘を回避不能の空間に押し込もうと試みる──ひらりとかわす娘＝迅じん速そく回避／同時に鳳へ反撃。

　真っ赤な炎が視界一いつ杯ぱいに現れた──娘＝朱い左上腕＝火炎フアイ放射ア・ブラ器スター。

　鳳＝素早く回避──炎が追う／高熱の炎で探査が阻そ害がい／めくるめく火か炎えん越ごしに掃ダダ射ダダしダダたダ！。

　娘＝炎は隠かくれ蓑みの──いつの間にか頭上へ／天てん井じようギリギリ／何かを放射。

　ぞっとする輝き──娘＝銀色の右下腕＝内蔵された液状フリユス化金イヒ・属メタルが数ミクロンの殺人ワイヤーに／五指から放射──鳳＝全力で回避／羽を八つ裂ざきにされかける／機き銃じゆうに火花。

　回避軌き道どうへ攻こう撃げき──娘＝銀色の左下腕＝弧こを描えがく蛇腹の腕／ぎらぎら輝く灼刃ヒート機能ブレイド。

　模も倣ほうされた武器──四つの腕に四種の特甲／同時に使いこなす／途方もない接続能力。

　機銃を盾たてにした──燃える刃／さながら赤熱する巨きよ大だいな斧おの／銃身を真っ二つに／そのまま首を刎はねられかけた──抗磁圧のヘルメットが辛からくも防ぼう御ぎよ／必死にはばたく／宙へ退避。

　娘＝掠かすれた吐と息いき──笑っている／その喉のどに×字の傷きず跡あと／喋しやべれない／代わりに電子の声。

　羽に得体の知れない重み──情報汚お染せん／目に見えない電子のイバラが羽に絡からみつく。

　猛もう然ぜんと掃射／牽けん制せい──きーんと耳鳴り──つながろうとする声（７。１１。３──）

　またあれが起こる──フロー状態を防ぐため／悪意ある伝染から心を守るため。

　記憶が身代わりに──ぶつん──何かが消える／そして軽くなる／羽が力強くはばたく。

《你ニー用ヨン第デイ九ジウ人レン保バオ[image: ]フー自ツー己チー呢ナ？》急にざらざらノイズ混じりの無線通信＝今まで鳳に認識できずにいた娘の声──上下にＷ字を描く飛行で追ってくる。《我ウオ以イー[image: ]ウエイ你ニー[image: ]メン不ブ能ナン[image: ]シヤー第デイ九ジウ人レン》

　意味が分からず──胡こ蝶ちようの夢の話を知っているからといって中国語に堪たん能のうなわけではない。

　あるいは自分に向けられた言葉ではない──通信を聞いている他の誰かへ喋っている。

《只ヂー要ヤオ不ブ[image: ]シヤー[image: ]ナオ袋タイ就ジウ行シン了ラ》殺意に満ちた笑み──ぞっとする艶つややかさ。

　娘が接近＝炎を放つ／殺人ワイヤーが弧を描く──鳳＝地下空間で相手に負けず劣おとらず迅速回避／機銃を再転送／武器も羽も異常なし／接続官コーラスたちが激しい情報汚染を食い止めている。

　弾幕ダダダダで牽ダダダダ制しダダダダながダダダダら頭ダダダ！をフダダダダル回ダダダダ転さダダダダせてダダダダ分析ダダダ！──娘の攻撃＝いずれも近接／反動が激しい武器は使えず／中距離以上からは攻撃してこない──娘の状況＝仲間がいない／単独で鳳とレイを迎むかえ撃うちに来た／仲間のためとしか思えない──娘の役割＝時間稼かせぎ／仲間を逃にがし車両を隠すため／Ｇチームの奇き襲しゆうは半ば成功していた──娘の援えん軍ぐん＝現時点では情報汚染のみ。

　電子の荊イバラから守られている限りこちらが優勢──娘の兵装＝特甲猟兵たちと同じなら転送限界があるはず──不退ダダダダ転のダダダダ構えダダダダで撃ダダダダちまダダダダくっダダダたダダ！──激げき烈れつな火線の嵐あらし。

　娘＝驚きよう愕がくすべき回避力──迅じん速そく・柔やわらか・複雑な軌き道どう／くるくる舞まい飛ぶ／火線をかわす。

　鳳＝空のドラム式弾倉マガジンを銃撃の熱とともに廃はい棄き／蒸気／輝き──再転送＝新たな弾倉。

　さらなる掃射／観察／分析──娘の両りよう脚あし＝方向転てん換かんするたび風になびくように動く──明らかに重心移動のため／昆こん虫ちゆうの羽がある限り不要なはずの尾び翼よくやバランサー代わり。

　飛行に不慣れな証しよう拠こ──脚を読む／パターンを読み解く／軌道を先読み──捕とらえた。

「ご奉ダダダダ仕いダダダダたしダダダダますダダダわダダ！──ッ!!」

　必中の火線を一点へ集中──全すべて空を切った／娘の姿が消えた──読みを外された。

　しまった！　飛行を制せい御ぎよするためのバランサーにしているのだと思った──思わされた。

　眩げん惑わくの乱舞──探査＝頭上右斜ななめ／ほぼ真横／死角──娘＝優ゆう雅がですらある旋せん回かい攻撃。

　朱い右みぎ脚あし＝蛇腹の先に円えん筒とう形ポッド＝にわかに展開──連結式チエーン爆雷・マイン＝脚で投とう擲てき。

　鳳＝慄りつ然ぜん──重機関銃の長い銃身を槍やりのように振る──掃射は間に合わず／銃身の先せん端たん部分で数珠じゆずつなぎの爆雷を絡め取る／機銃ごと投げ捨てる──炸さく裂れつ＝六つの円えん盤ばん形爆雷＋機銃。

　爆炎／爆圧／爆風──機銃の弾倉が全て瞬しゆん時じに誘ゆう爆ばく──粉々になる機銃＝破は片へんをもろに浴びた／羽に亀き裂れつ／爆熱が生み出す烈風できりもみ状態に──壁かべに激げき突とつ──すぐさま娘が追撃。

　朱い左脚＝蛇腹の先が同じ形の何か＝にわかに展開──こちらを向く＝銃口／短く切り詰つめたような銃身／超伝導レール式の射出装置／まるで足首に装着した軽機関銃＝鋭いタタタタ一連タタタタ射撃タタン！。

　鳳＝左手が砕くだける／半身に被ひ弾だん／左側の羽が穴だらけになって砕け散る──失しつ墜つい。

　落下しながら体をひねった──右側の羽を展開／変貌／硬こう化か＝サナギ化──盾に。

　十メートルほど落ちて激突──床ゆか面めん／損傷した左腕をクッションに／二の腕からもげた。

　娘＝Ｓ字滑かつ空くう──ふりかざした銀色の左下腕＝灼刃ヒート機能ブレイド──硬化した羽ごと斬きりにきた。

　躍おどり込むレイのアームスーツ──右腕の刃を振り上げる──身の毛もよだつ金属音。

　灼しやく熱ねつする二つの刃の正面衝しよう突とつ──アームスーツと娘の刃──互いに切り込み合う／ねじれ合う／ばちばち盛せい大だいな火花が噴出──娘の朱い右上腕＝鉄てつ拳けん──右フック＝どん！

　アームスーツ＝がら空きの左ひだり脇わき腹ばらに雷撃器の一撃──真横に吹っ飛ぶ／刃が離はなれる／転てん倒とう。

　娘＝左下腕の刃を再転送せず──銀色の右下腕＝殺人ワイヤーを近きん距きよ離りで放射。

　鳳＝輝き──サナギ化した羽を捨てて離り脱だつ／脱皮さながら／再転送された羽をひるがえして頭上へ飛翔──足の下でワイヤーがサナギを引き裂さく／首があった辺りへ攻撃が集中／床のコンクリートごと激しく切りつけている。

　疑問／分析／答え──娘＝損傷した武器を転送しない／転送限界／おそらく回数制限。

　度たび重なる自分の首への攻撃＝頭部を切り落とそうとする──彼女が好むとどめの刺し方？

　あるいは自分の首に用がある？　その場合、自分の脳内チップを抉えぐり出して電子戦の手札にするためとしか思えない──連想＝犠脳少女たち／怒いかりが込み上げる／戦意が燃え盛さかる。

　みたび機銃を再転送／もげた左腕は後回し──熾し烈れつな攻撃の意志とともに握にぎりしめた。

　ふいに探査＝トンネル──ハリーのアームスーツが疾しつ駆く／飛び出す／鮮あざやかにスライディングしながら頭上の娘へ機銃を掃射──鳳＝ぴたりと合わせて旋せん回かい／掃射／容よう赦しやなし。

　必中のＶ字掃射──舞い飛ぶ娘＝回避不能の空間へ追い込まれる。

　にわかに輝き＝娘の六つの四肢──兵装が一変＝六つの円筒形ポッド。

　またもやの眩惑──転送はしないと思わされた／一つの腕に一つの兵装と思い込まされた。

　六つの四肢が連結式チエーン爆雷・マインを一挙投擲──うち二つが損傷の激しいレイのアームスーツへ。

　鳳＝身をひるがえしながら左腕を再転送──急下降／レイのアームスーツの右腕をつかむ／引きずる／自分が来た道へ戻もどりながら羽を展開＝サナギ化──アームスーツごと包み込む。

　寸前に炸裂──身を炙あぶる炎ほのおを羽が辛くも遮しや断だん／砕けるそばから瞬時に再転送を繰くり返す羽──熱・爆圧・轟ごう音おん・音速で飛んでくる破片でずたずたになりながらも耐たい久きゆう。

　衝撃がやんでサナギを捨てる──再び羽を転送／機銃を構える／濛もう々もうたる炎と煙けむり。

　一角＝遮しや蔽へい物の後ろから立ち上がるハリーのアームスーツ──娘の姿はなし。

　探査にノイズ──娘が放った爆雷＝火炎だけでなく電波を阻害する物質をまき散らした。

　ハリーの登場で三対一になるや形勢不利と見てすぐさま逃にげた──おそらく仲間の撤てつ退たいが完かん了りようした／鳳の首を刎ねることを諦あきらめた。

　通信もノイズまみれ──ハリーのアームスーツが近寄る／レイのアームスーツに肩かたを貸して起こす／トンネルを指さす──鳳＝ひらりと宙を舞まって続く──互いに伏ふく兵へいを警けい戒かい。

《……フロストとＤＹが〝オールド・ニック〟を一いつ匹ぴき確保した》ハリー＝ざりざりノイズ音。

《……〝ウィッチ〟を仕留め損そこないました》レイ＝打撃でぼうっとしたような声──ノイズで聞き取りづらい。《申し訳ありません……》ノイズ。《……ハイネス》

　妙みような呼び方──二人のアームスーツを見やる。

《レイ》たしなめるような声。

《ああ……イエス、ミスター・ハリー》レイ＝なぜか呼び直す──尊敬する指揮官に返答しているという調子／だが隠しきれない恭きよう順じゆんの響ひびき。

　鳳＝ふいに合点──Ｇチーム／通信での言い方はＧゴルフ／意味は幽霊ゴースト──まさか／驚おどろき／混乱／そんなはずない──だがなぜかひどくしっくりくる。

　そのまま会話もなく移動──レイのアームスーツの機能回復＝一人で疾駆──静せい穏おんさが失われてぎしぎし軋きしみつつもスピードアップ──迅速に通路を移動。

　古い浄じよう水すい場の跡あと地ちへ出る──水が溢あふれた際に溜ためておくための空間／今は空っぽ。

　水の代わりに巨大な物体──真っ白いトレーラー＝ドア・タンク・電気配線が全て外されている──主要な部品を全て取り外されて箱だけになっているであろう動く手術施し設せつ。

　辿たどり着いた途と端たん、脳内チップを通して報告＝激しい情報汚染が完全にクリアに──支し援えんしてくれた者たちの尽じん力りよく／さもなければ手痛い打撃をこうむっていた。

　ＭＳＳとＭＰＢの接続官コーラス同士が何らかの情報をやり取りしている／やがて接続の解除──かと思えば別のＩＤから何かの情報が送られてきた。

　ＭＰＢの特甲児童＝電子戦に参加してくれた少女──目の前にあるトレーラーを手がかりにしてさらに辿り着くべき存在を示してくれていた。

《ありがとうございます……ＭＰＢの方》接続が途切れる前にささやいた──このトレーラーの中で八人もの少女たちが脳を抉り出されたという事実に衝撃と悲痛を覚えた／何のための犠ぎ脳のうか今も不明／報復と解明／二つの意志が一つになるのを感じた。《お陰かげで……分かりました。あたくしが追うべきものが……。奪うばわれた因果関係の全てを……必ず、取り戻して見せます》

　返事もなく相手が接続解除＝限界をきたした──その寸前、遠く離れた相手と自分が抱いだいている使命感と悲しみがすっかり混じり合った気がした──犠ぎ牲せいにされた少女たち／安息を奪われた彼女たちの魂たましいに救いを／悪意に満ちた電子のイバラをはびこらせる者へ報復を。

　ふいに反対側の地下道から陽気な音──車のクラクション＝くすんだ灰色の大型バン。

　二体のアームスーツが戦利品を運うん搬ぱん──機銃を肩に担かついだフロストのアームスーツがバンを後ろから押す／ＤＹのアームスーツが運転席側のドアを開いて右手でハンドルを操作しながら左手で油断なく機銃を構えている。

　二人の合流──バンの屋根を軽く叩たたくＤＹ＝クリアになった通信。《手術台ではありませんが〝オールド・ニック〟の一つです。〝ハイブ〟に仕し掛かけた爆弾を起爆しますか？　ミスター・ハリー？》

《やれ、ＤＹ》ハリー＝果敢に。《作戦の半分を成功させろ》

《ラジャー》ＤＹが手を下ろす──遠えん隔かく操作／アームスーツに目立った動作なし。

　一いつ拍ぱくの間を置いて地じ響ひびき──ずーんという音が遠くから聞こえてくる。

《〝ハイブ〟を破は壊かい。四匹の〝オールド・ニック〟のうち一匹を手に入れた。みな、よく戦ってくれた》ハリー＝みなを見回す／ねぎらう──鳳へ。《課題は残ったが、次の作戦に活いかそう。大老たち側の情報漏もれについてはブラックストーンに調査させる。手術台を奪えなかったのは失敗だが、補助機器の一部は奪えた。しばらくあの悪あく魔まの犠脳手術はできないはずだし、あの車両に搭とう載さいされた機器を解かい析せきすれば、本物の悪魔の住み処かにつながるものが出てくるだろう。電子の目を持つ男の脳を、犠脳手術で抜ぬき取られた脳と同期させているはずだからな》

　犠脳手術の証拠の次に制圧すべき本命／ＭＰＢの少女が示し唆さしたもの──悪魔の住み処／電子の目を持つ男／その電子の砦とりで──サードアイが用いているはずの別のトレーラー。

　本当に追うべき相手──手がかりを獲かく得とくするためあらゆる手段を講じるＧチーム──その戦いぶりに心から賛さん嘆たん。

　と同時に、先ほど抱いた考えを確かめる会話の段取りをざっと頭の中で整えた／ブラックストーン仕込みの質問術──あえて地声で聞いた。「犠脳少女たちはサードアイにつながり、サードアイはリヒャルト・トラクルにつながる、というわけですのね、ミスター・ハリー」

《その通りだ、ミズ・アゲハ》

「それがミッターマイヤー氏との約束なのですね。彼が命を落としたときは、リヒャルト・トラクルを裁くため、自ら幽霊となって立ち向かうことが」

《君たちが逮たい捕ほしたリヒャルト・トラクルが本物のお喋りリチヤリチャード・ードトーカーと判断され、その上であの男が逃げ出したり、新たなお喋り屋トーカーが現れたときは、必ずそうすると誓ちかった》

「あなビコーた方ズ・オの高ブ・ユ貴なア・ノる義ブレス・務ゆオブリえにージユ、殿ユア・下ハイネス？」英語で質問──狙ねらい澄すましたタイミング。

　ほんの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく──バンを押し終えたフロストのアームスーツがさっと鳳を見る。

　それですっかり確信が持てた──地上へ降りてにっこりフロストに微笑ほほえみかける。

《まったく、フロスト坊やボーイ》溜ため息いき混じり＝レイ──トレーラーの荷台へ歩みつつ呆あきれ声。《そこはしらを切るところだぜ》

《ミスター・ハリーが教えたんじゃないのか？》フロスト＝戸と惑まどい声。《でなきゃ──》

《おおかたレイが口を滑すべらせたんだろう》ＤＹ＝やれやれという調子。《ミスター・ハリーなんて、わかりやすすぎる名前だと忠告したでしょう》

《ミスター・ハリーの生存を、それとなく敵に感づかせる必要があるから、その名前にされたんだ》フロスト＝ハリーを弁護／だが弁護しきれず。《ミズ・アゲハが参戦した時点で変えるべきだったかもしれないが》

《お前たち、少しはごまかそうとしたらどうだ》ハリー＝アームスーツの腰こしに両手を当てて叱しかるポーズ。

　鳳＝ハリーに歩み寄る──アームスーツを見上げる。「生存を心よりお喜び申し上げますわ。ミスター・ハリー・ウェールズ。いいえ、ヘンリー・オブ・ウェールズ王子殿下。コソボで狙そ撃げきされた傷はもうよろしいのですか？」

　ハリー＝アームスーツの両手を下ろす／胸部装そう甲こうを開く──汗あせばんだ精せい悍かんな顔が現れる。

「私を暗殺する計画を逆手にとって、レイが空くう砲ほうを撃ち、被弾したふりをしただけだ」

　かまをかけたものの本人に面と向かって言われたことに驚きを覚える──ついまじまじと見てしまう／イギリス王室の重要人物／元陸軍軍人の王子という変わり種──数々のゴシップ。

　いわく──ダイアナ妃ひが王室騎き馬ば隊員と不ふ倫りんしてできた子ではないかという噂うわさ／十代にして飲酒・喫きつ煙えん・マリファナ・各種依い存ぞん症しように／たびたび起こる誘ゆう拐かい未み遂すい事件／多感な時代を限りなく激しく過ごした──泥でい酔すい／喧けん嘩か／おふざけ／度を超こした悪ふざけ／出回る全ぜん裸ら写真。

　本人は陽気なスポーツ好き・ヒップホップ好き・女好き──だがよりにもよってジンバブエ出身の女性を恋こい人びとに／〈ローデシア〉の語源となったかつての奴ど隷れい王国／今は英国系住民を弾圧する独裁国家──てんやわんやで破局／復縁／破局／復縁の繰り返し。

　一方で王立陸軍士官学校に入学して近衛騎兵を志望──なんと実際にアフガニスタンでタリバン掃そう討とう作戦に極ごく秘ひで参加／メディアにすっぱ抜かれイスラム過激派が王子の首に懸けん賞しよう金をかけてやむなく帰国──ざっと思い出すだけでも話題に事欠かない破は天てん荒こうそのものの王子。

　だがなんであれ、本来であればこんな至近距きよ離りで会話を交かわす機会など持てるはずもない本物のロイヤリティ──目を合わせるだけでなんとなく萎い縮しゆくしてしまう。

「いったい……なぜですの？　国民の目を欺あざむいてまで……」

《また恋人に逃げられて自棄やけになったんですよね？》レイ＝トレーラーに爆弾が仕掛けられていないか調べつつ横やり。《彼女もパパラッチにはうんざりでしょう。母上のダイアナ妃みたいに冷れい却きやく期間を置けばいいのに》

「彼女は関係ない」むきになるハリー＝大ありだと顔に書いてある。「母の話もするな」

《彼女もさぞ悲しんでいることでしょう。あなたの訃ふ報ほうを受け取ったんだから》ＤＹ＝レイを手伝ってトレーラーの荷台を撫なでるように調べて回る。《どうするんですか？　今さら生きてましたなんてニュース、王室の広報屋どもが、また頭を抱かかえますよ》

《国民は喜ぶはずです。俺も喜びました》フロスト＝あくまで弁護に努めようとする／努めきれず。《死んだふりをして敵から隠かくれていたというのはちょっと格好悪いですが》

「隠れるためじゃない。戦うためだ」ハリー＝むすっと訂てい正せい──真顔になって鳳を見る。「私の生存を知ったからといって、誰だれもその情報をメディアに売ることはできない。ブラックストーンが手を回してもみ消すし、そもそも現時点では、ただのデマと思われ、誰にも信じてもらえないだろう。君にこうして姿を見せたのは、王子としてではない。ミッターマイヤーやあの戦犯法ほう廷ていの証人たちの仇かたきを討うたんとする、一人の兵士としてだ」

「はい、ミスター・ハリー」鳳＝相手が望む呼び方に直す──相手が王族だという緊きん張ちようをなんとか振ふり払はらう／本心から告げる。「ともに戦えることを、光栄に思います」

　うなずくハリー。「きわどい戦せん闘とうだった。だが、なぜ奇き襲しゆう直前にこちらの動きが漏れたか探さぐることで、逆に敵のネットワークが解明できる。あの魔女ウイツチの予想外の戦術も確かく認にんできた。戦いはこれからだ」

　がちゃりという音＝安全を確認したレイとＤＹがトレーラーの荷台を開く／中を照らす──その間もフロストが油断なく周囲を警戒。

《ミスター・ハリー、こちらへ》ＤＹ＝慇いん懃ぎん──神しん妙みよう。《情報が漏れたことと関係があるかもしれません》

　ハリー＝装甲を開いたまま移動／手招き──鳳＝ふわりと宙を舞って後に続く。

　荷台の前に立つハリー／舞い降りて覗のぞき込む鳳──二人並んで厳しい顔に。

　手術用の機器を取り払われたと思おぼしき空間──床ゆか・壁かべ・天てん井じよう＝照らされた場所全すべてに血。

　勢いよく切り裂さいたことを示す飛ひ沫まつ血けつ痕こん──まさに八つ裂ざき／バラバラ死体＝一人分。

　切断された男性の首＝荷台の扉とびらの方に向けて置かれ、ハリーと鳳にどんより白はく濁だくした目を向けている──生首の手前に置かれたバッジ＝未来党──これ見よがし。

「まさに悪魔的なメッセージだな」ハリー＝嫌けん悪おを込こめつつも冷静に。「我々Ｇチーム、ミズ・アゲハ、〈九クー龍ロン会〉の大老たち、そしてこの件にかかわる誰かへの警告だろう。大老たちの首でなくて何よりだが、魔女が生きているとなれば大老たちも失望して姿を隠すだろう。九人目の犠脳者の情報も手に入れるのが難しくなったかもしれない。〈インフィニティ〉と未来党と大老たちは、違い法ほうな医い療りよう行こう為いと医薬品売買を通じて、ひとつながりのビジネスを形成していた。これは彼らの蜜みつ月げつ関係が終わったことを意味している。この哀あわれな男が何者か判明し次し第だい、報むくわれるべき死者の名めい簿ぼに、彼の名も書き加えよう」
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　息ができる──息をしている。

　どくん──激しい鼓こ動どう／胸の奥がきりきり痛む／喉のどが痛くて熱い──意識が戻もどる。

　誰かの手で顔を横に向かせられた──げぼげぼ水を吐はいた／体が痙けい攣れん／激しい不整脈。

　肺が息をしようとする／飲み込んだ水を吐き出そうとする──矛む盾じゆんする不ふ随ずい意い反応。

　横たわったまま噎むせる／咳せき込む──苦しさでべしょべしょ溢れ出す涙なみだ・鼻水・涎よだれ。

　どうにか呼吸が安定──すすり泣きながら黒くろ髪かみの少女を見上げた。「……うぇ？」

　へたへたうずくまって顔を伏ふせる少女──言葉もなし／疲ひ労ろうで声も出せずにいる／無呼吸の反動で全身が小刻みに震ふるえている。

　視界の隅すみ＝水路の縁へり──雛を引っ張りながら這はい上がった／無呼吸マラソンの直後でやってのけた／真っ暗くら闇やみの水の中で手をつかんでくれた──信じがたいタフさ・勇ゆう敢かんさ・精神力。

　感謝なんだか感動なんだかわからない涙がどばっと噴ふきこぼれた──助けに行ったのは自分の方なのに／この人に命を救われた。

　輝かがやき＝還送──二人とも通常の姿に／特甲トツコーの負ふ荷かをなくすため／結局のところ自分は代だい替たい可能な機械ではなく生身の人間なのだと思い知らされる。

　少女が顔を上げた──疲ひ労ろう困こん憊ぱいしながら不敵な笑み／つい微笑み返していた／鳳や乙にもそんな笑顔を返したことないのに／ずっと長いことまともに笑ったことさえなかったのに。

　もう少しで二人して生存を祝って大声で笑いそうになった──自分がじたばた笑い転げるところを克こく明めいに想像／残念ながら実現せず／お互たがい急に真顔に──全身の痒みに気づいた。

「痒かゆい」雛＝濡ぬれた服を指でつまむ──少女も自分の服を見下ろす。「毒のせいか？」

　下水の毒がしみこんだ服──二人そろって慌あわてて脱ぬぐ／引っぺがす／暗い地下で丸まる裸はだかに／駆かけっこするみたいに水路へ──浅めの水に飛び込む／痺しびれる冷たさ／毒を洗い流した。

　ようやく落ち着いてくる──改めて辺りを見回す＝異様な空間であることに気づく。

　壁に照明／錆さびていない綺き麗れいな金属製のドア／あちこちに積んである段ボール箱／どこかの会議室のように並べられた長机──机の上の工具・何かの部品・ワイヤー類。

　箱のロゴに気づく──食い入るように見つめた＝『フォルクマール整備会社』

　直感──火から逃にげ、水に流され、結果的に辿たどり着いた──ここがそうだという確信。

　カチッと音──人の気配にきょとんとなる／すぐそばで少女が弾だん丸がんみたいに水から飛び出す／距離を詰つめる／どうしたらそういうことを無思考かつ反射的にやれるのか雛にはさっぱりわからない瞬しゆん時じの反応──男の声。「動くな」

　がつん！　背後から近づいてきて銃じゆうのロックを外した男──動くな、と言い終わると同時に顔面に少女の拳こぶしを食くらって後ろ向きに吹ふっ飛んでいた。

　少女が男の手から銃を奪うばう──体をひねる／空いた手で胸を隠す／おかしな内うち股また姿勢──まるで大英博物館にある有名な『うずくまるアフロディテ像』の〝見たらぶっ殺す〟バージョン。

「動くな、っつーか、こっち見んな！」わめく──雛＝後方で傍ぼう観かん／見られたくないなら水から出なければいいのに／危険を排はい除じよしてもらっておきながら他人ひと事ごと。

「よせ、撃うつな。撃たないでくれ」新たな人ひと影かげが現れる──両手を上げて出てくる。

　二人とも黒人男性──殺されたマルティン・フォルクマール社長の部下？

　何かがぴんとくる／とても重要な何か／再び辺りを見回す／注意深く見ていく──あった。

　多分そう／あれがそう／きっとそうに違ちがいない──少女が男たちに向かって何かわめきながら上着を奪って着るのをよそに水から出た。

　裸のまま歩む雛──少女が奪ったばかりのジャケットをかけてくれた。

　そのまま頓とん着ちやくせず歩み寄る──しゃがみこむ／机の下／もぐりこんで手を伸のばした／引き寄せてじっと見た／大きな箱形──脳内チップで検けん索さくするまでもなく記き憶おくに合がつ致ちする形状。

　あの船の設計資料通りの品──かき集められた破は片へんの山からゆいいつ発見されていない物。

「やっぱり、そう」ぽつっと呟つぶやきがこぼれる──少女がジャケットの裾すそを引っ張る／どうやらお尻しりが見えていたらしい／意外に細かい性格──少女が覗き込む。「何か見つけたのか？」

「これ」軽々持ち上げる＝機械仕じ掛かけの腕わん力りよく──どんと机に置いて眺ながめる。「船のコネクター。きっと爆ばく弾だんをつけるときに外したの。きっとここで作ったの。船を燃やした爆弾を」

「なんだって……？」少女＝呆あつ気けに取られた顔──二人の黒人男性を振り返る／銃を突つき出す／やたらと尋じん問もんに慣れた口調──お前たちが船を吹き飛ばしたのかとか州知事を狙ったのかとかそういうことを詰きつ問もん。

　きっと、そうじゃない──強い確信／だが口にはせず／コネクターを見つめながら脳のう裏りで別のものを見ていた──別の黒人男性の顔／醜みにくい神父の笑み──アダー・ガウス神父。

　きっとあの神父が関かん与よしている──フォルクマール社が神父を手伝っている。

　盗ぬすまれたＡＰ爆弾はここでセッティングされた／抜ぬき取ったコネクターを後から運んだ／ここなら安全だと思って──もしかするとここで船を爆発させることが話し合われた。

　アダー神父やフォルクマール社長らが枢機卿の自爆の手助けをした。

　彼らが枢すう機き卿きようを死地へ送り出した──枢機卿の死に方からして船が爆発することを知っていたとしか思えない／船に乗る誰かと一緒に天に召めされるつもりだったとしか思えない──神もきっとお喜びになると思えるほどの誰か／自分の命を犠ぎ牲せいにしてでも葬ほうむるべき相手。

　そんな人物は限られている──だが直感に次ぐ直感／ほぼ全て推測／今はまだ確証なし。

　死んだ枢機卿についてはひとまず頭から追いやる──アダー神父に焦しよう点てんを当てる。

　州知事／枢機卿／〈ローデシア〉／シャーリーン──全てに通じる〈ワタリガラス〉。

　スパイとか二重スパイとかそういう問題ではない──きっとあの神父にとって敵も味方もない／利用できるかできないかだけ／ある種の商売人──あのリヒャルト・トラクルみたいに。

　潜せん入にゆうがばれた今、ただ一人、交こう渉しようが可能そうな男──あの神父ならシャーリーンとも仲ちゆう介かいしてくれるかも／自分を自由の身にしてくれるかも／これまでの自分を消してくれるかも。

　このコネクターの発見が大きな取引材料になるかも。

　突とつ飛ぴだがきわめて魅み惑わく的な考え──たちまち心を奪われた。

（噓ではないのかね？）

　怖こわい質問がリフレイン──だが平気だった／平然と首しゆ肯こうした／そこにいない神父に向かって──金輪際、噓ではなかった。
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　ヘルガと少女を乗せた車が第二エー・十四区ヴエーへ──ＭＰＢ本部ビルまで少女を送る。

　もつれ合う幾いくつもの事件──見えてこなかったパズルのピースを分かち合った／報復の火の根底にある解明の意志──〈医師狙そ撃げき事件〉、〈ルフトハンザ３１９便ハイジャック事件〉、〈インフィニティ教団の自爆事件〉、〈クローネンブルク爆殺事件〉──〈クーデター事件〉。

　あらゆる火が〈リスト〉の隠いん蔽ぺいのためにあったという仮説──架か空くうの陰いん謀ぼう論めいた考え。

　だが強い現実感／使命感──少女との会話がもたらしてくれたもの。

　現実感──鏡合わせの生者がもたらした新たな視点／情報／事件のつながり。

　使命感──隠蔽に荷か担たんした国内の人間を一人残らず調べ上げねばならない。

　やがてＭＰＢ本部ビルが近づく──別れを惜おしみながら手を差し出した。「楽しかったわ。そして、とても頼たのもしい気持ちにさせていただいたわ」

　握にぎり返す少女＝力を込こめて。「求める火は一つ」

　微笑ほほえむヘルガ＝確信を込めて。「〈外げ典てん〉を焼く火を」

　ＭＰＢ本部ビル前に──ＭＳＳ公用車と護衛車両の登場に驚おどろくＭＰＢ隊員たち。

　少女がドアを開く──外に出る。「それでは失礼します」

　返事をする前にコール音──さっと携けい帯たい電話を耳に当てる／少女を見つめたまま／ニナからの報告を聞いた──同胞たる少女に告げるべきことがら。

「了りよう解かい。すぐに本部に戻るわ、ニナ」通信を維い持じ──少女へ。「四発目のＡＰ爆弾が炸さく裂れつ……そして四人目の犠脳少女の死亡を確認。報むくわれるべき事件が、また一つ増えたわ。健けん闘とうと幸運を。あなたに許された火が、この都市の怠たい惰だの罪を焼かんことを」

　少女＝無言のまま敬礼──ヘルガが口にしたことをそのまま返すという仕草／とことん鏡合わせの少女──微笑んでドアを閉じた。

　見送る少女を背後にＭＳＳ本部へ直行──携帯電話へ。「特甲児童は全員、無事ね？」

《はい》ニナ＝きびきびと。《新たに情報が。鳳とイギリスの部隊が、犠脳手術に用いたと思われる機材を積んだ車両を確保。同じ現場で未来党員と思われる男性の惨ざん殺さつ死体を発見》

「フォルクマール社長の遺体がメッセージとして遺い棄きされたこととの関連を調べてちょうだい。凶きよう器き、殺害手段、場所、拷ごう問もんの有う無むから、両方に関与したと思おぼしき者を絞しぼり込んで」

《了解。それと、今しがた、例の船のコネクターが発見されました。現場にフォルクマール整備会社と関係のある人物がいたとのこと》

「州知事の護送後に、何か知っていないか聴ちよう取しゆを」

《は……。なお、未来党員が犠牲になったのは〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で内務大臣がウィルスで死んで以来です。敵勢力の内ない紛ふんの可能性について調査します》

「ええ。頼むわ、ニナ。あとは戻ってから話しましょう」

　携帯電話をオフに──ＰＤＡを取り出す／画面を展開／メッセージ・カードの画像を表示。

　少女との会話の最中に送られてきたもの──送り主＝エドワルト・メッサーシュミット。

　心配ないことが証明されたと告げるため──ＡＰ爆弾の炎ほのおに巻き込まれかけたというのに。

　じっと見つめた──兄に宛あてられたメッセージ。




　　方はこ舟ぶねを建てんとする兵士の名が祝福されんことを

　〝かくて審さばき手の座したもうとき

　　外典は黙もく示し録ろくとなりて顕あらわれ

　　報いられざること一つとしてなからん〟

　　血を捧ささげし巡じゆん礼れい者たちの列に新たな名が加わる

　　船が彼を迎むかえ、火の贖あがないが行われるだろう　汚けがれた霊れいを退けるために

　　それは一人であって大勢、光の背後に立ち現れる影かげと影のつながり

　　暗闇に片手をひたす者だけが光ある側の手で影をつかむ

　　まとうべき衣ころもを選ぶ者たちの祈いのりに価値はなくとも

　　正しき審しん判ぱんの前には赦ゆるしの恩おん寵ちようが与あたえられねばならない

　　都市に建つ方舟に刻まれる言葉は三つ、犠牲、受難、恩おん赦しや

　　塔とうにのぼれ




　　　カール・クラウス




　覆おおわれたものを暴あばけというヘルガや少女に送られたのと同じ示し唆さ──違う方法。

〝暗闇に片手をひたす〟──エドワルトに何かの決断を迫せまっている。

〝まとうべき衣を選ぶ者たち〟──隠蔽者たち／装しよう束ぞくをシンボルにする〈ローデシア〉？

〝赦しの恩寵〟──報復とは異なる態度／ヘルガや少女とは明らかに違う。

〝犠牲、受難、恩赦〟──フォルクマールの犠牲、エドワルトの受難、そして次は？

〝塔にのぼれ〟──ヘルガにはうかがい知れない言葉／エドワルトに訊きいても教えてくれるかわからない──自分にも意味が分からないと言われそう。

　おのずと伝わってくること──兄はこの都市で自分とは違う戦い方を選んだ。

　互いを遠ざけることで守る──どちらかが倒たおれても、残された者が進み続けるために。




　　　　†




　第インネ一レシユ区タツト＝市庁舎に到とう着ちやく──傷だらけ＝車両／軍用機体／日向のアームスーツとその肩かたに乗る乙。

　乙＝右目に眼帯着用──レベル３の戒いましめ／ワニが怖いというより腹立たしくて／いずれ心の中のワニを一刀両断にしてその腹中でチクタク鳴る己おのれの心臓を取り出してやるという決意。

　日向＝河底を捜そう索さくして敵性アームスーツの足あし跡あとを発見──捜査班と他の戦術班の機体を呼んで追つい跡せきを任せる／自分はむっつり不ふ機き嫌げんに州知事の護衛を指揮。

　地下駐ちゆう車しや場──乙がひらりとアームスーツから降りる／日向が装そう甲こうを解いて外に出る。

　エドワルト州知事が悠ゆう々ゆうと車両から降りて二人を振ふり返る──何ごともなかったかのような堂々たる様子。「強力な護衛に感謝する。お陰かげで今日という日を乗り切ることができた」

「これでもう誰だれも、あなたが爆弾に関与したとは思わない」日向＝聴取というより強大な相手に対戦するかのような気き迫はく──戦闘の直後だからという以上の珍めずらしいほどの気の荒あらさ。「地下で、船のコネクターが発見されました」

「船とは？」いかにも政治家らしいふてぶてしさで聞き返す。

「枢機卿が死んだ船にＡＰ爆弾を設置するために外されたコネクターです」燃えるような眼まな差ざし──傍かたわらの乙がちょっとひやひや／日向が州知事につかみかかったらどうしよう／どっちを助ければいいんだろう。

「では枢機卿の事件が進展するかもしれないというわけだな。大いに諸君の捜査に期待する」

「あなたはどこまで知ってるんですか？」日向＝悔くやしげ──あるいは信しん頼らいに値あたいする人物が自分たちとは違う道を進もうとするのへ必死に呼び掛かけるよう。「全すべてあなたの考えだとはとても思えない。いったい誰が、あなたにこれをやらせているんですか？」

「私には大勢の政治的な助言者がいる」エドワルト＝否定も肯こう定ていもせず──手を差し出す。「ＭＳＳ長官に伝えたまえ。聴取はいつでも応じる。だがおそらく護衛はもうさほど必要ではなくなったと考えられると」

　日向＝憮ぶ然ぜん──心配そうな乙の視線に気づく／気を取り直したように州知事と握あく手しゆ／乙も続いて握手／三人の戦術班メンバーとも握手──政治家らしい丁てい寧ねいさで微笑みを残して去るエドワルト＝ボディガードと秘書がぞろぞろ続く／市庁舎の中へ。

　じっとエドワルトが入っていったゲートを睨にらむ日向──そこへバイクの爆音。

　スロープを下って傷だらけの護衛車両のそばで横よこ滑すべりするように急停止──やたら派手な塗と装そうのおんぼろバイク／『８８８！』『４×２＋０』など〈ローデシア〉特有の隠いん語ごをあしらったステッカー／潜入用にこしらえたバイク──黒いヘルメットを取る＝日向に負けず劣おとらずぶすっとした顔の御ミ影カゲが現れる。「手ひどくやられたと聞いたぞ。だから私にあの水牛型の玩具おもちやを譲ゆずっておけばよかったんだ」

「アームスーツを着て潜入する気か？」日向＝珍しく皮肉を返す。「潜入はどうした？」

「雛くんが特甲トツコー児童だとばれた。私も連中の暗殺リストに載のって襲おそわれた」ヘルメットをバイクのハンドルにかける──バイクを降りて何の未練もなげにステッカーを剝はがす／くしゃくしゃ丸める／ポイ捨て。「本当なら州知事襲しゆう撃げきに参加し、内部から大いに撹かく乱らんしてやるはずだったのだがな」

「殺されそうになったの？」乙＝しげしげ。

「むろん全員逮たい捕ほしたよ、サムライおフロ嬢イラ様イン」変な呼び方──機嫌を直してウィンク。「ちなみに私がいた強ごう盗とう部隊のアジトは、私と捜査班と所しよ轄かつの警察の合同で急襲済みだ。ＡＰ爆ばく弾だんが炸裂した後、襲撃は絶えたろう？　最終攻こう撃げき部隊を全員確保した」

「誰が連中を指揮していた？」日向＝答えを予期するような鋭するどい問い方。

「ロートヴィルトだ」御影＝同じく戦意のこもった声こわ音ね──他の戦術班の面々も色めき立つ。

「ホイテロートは？」乙＝居並ぶ男たちの中で最も冷静──カタナを抱いだいて静せい穏おんさを保つ。「オレを狙撃したやつが二人いたんだ。ホイテロートもいたかも。それともアームスーツを着てたのかな。赤い鹿しかみたいなやつがいた」

「ホイテロートには、〈戦犯法ほう廷てい事件〉でニナがたっぷり銃じゆう弾だんを食らわせたはずだがな」御影＝乙の問いを半分肯定／だが否定。「残念ながらホイテロートと思われる人物は別の場所にいた。そいつが雛くんの潜入を見み抜ぬいたんだ。アジア的風ふう貌ぼう。〈ローデシア〉の攻撃部隊を指揮していた。攻撃対象は、ＭＰＢの特務捜査班だ。ちなみにこの捜査班は、あちらの特甲児童の小隊長と、元〈特憲コブラ〉のペーア・ガブリエルというなかなか面おも白しろい組み合わせだぞ」

「そうなの？」記き憶おく──白人に化けたホイテロート／〈特憲コブラ〉の隊長のゴリラ男／メチャクチャ強くてカッコイイ小隊長さん。「ホイテロートは？　捕つかまえた？」

「雛くんが、やつの移動ルートを判明させ、ＭＰＢとＭＳＳの捜査チームが網あみを張ったが、逃にげられたそうだ」御影＝鷹おう揚ように肩をすくめる──乙の神しん妙みような面持ちを見て態度を改める。「何しろ蟻ありの巣のような場所だ。取り逃がしたのは残念きわまりないが、責めないでやってくれ」

「オレ、別に、怒おこったりしないし」気を遣つかわれるのがくすぐったくって肩をすくめ返す──首を傾かしげる。「じゃ、ロートヴィルトが狙撃したとするっしょ。他ほかにもライフルを撃うったやつと、赤いアームスーツを着てたやつがいたってこと？」

「そういうことになるが……ずいぶん赤いアームスーツにこだわるんだな」

「アイキっぽい技わざを使うんだ。すごく上手に」乙＝他意なく左目で日向を見やる。「アームスーツを着た日向の体タイを崩くずしたんだよ」

「タイ……崩す？」御影＝日本的な表現に戸と惑まどう。

「えっと……投げるってこと。ジュードーみたいに」乙＝道場通いで習った通りに意訳。

「ほほう」御影＝にやにや。「お前も乙くんを見習って道場に通ったらどうだ？　その間、私があのスーツを預かっておいてやるぞ」

「必要ない」日向＝ようやくいつもの憮然とした冷静な対応に。「こちらの動作を利用した体術だ。データをもとに対策を研究する。そちらの〈ローデシア〉潜せん入にゆう捜そう査さは終しゆう了りようか？」

「無念だがそういうことだ」

「ＭＰＢの特甲児童と元〈特憲コブラ〉を狙ねらった理由は？」

「詳くわしいことはわからんが、元〈特憲コブラ〉の大男も、〈ローデシア〉に浸しん透とうしようとして正体がばれたらしい」

「わざわざホイテロートが現場で指揮した。しかも特甲児童がいるところで。ただの暗殺じゃない。他に理由があるはずだ。襲撃犯たちは〈ローデシア〉の人員だけか？」

「いいや。現場で、プリンチップ社の刻印が入ったアームスーツ数体と、操縦者の遺体が発見されている。操縦していたのはクルド人グループの人員だ」

「クルド人が？」乙＝つい日向を見る──ＭＳＳ本部に現れたサソリ男を思い出す。

「ファーストフード店での籠ろう城じようと同じ構図だ。白人至上主義者をクルド人グループがなぜか支し援えんした」御影＝乙と日向を交こう互ごに見ながら。「ところで四つ目のＡＰ爆弾は州知事を殺すためだけに使われたと思うか？」

「そんなわけがない」日向＝吐はき捨てるように。「もしそうならこの市庁舎や州知事が立ち寄る施し設せつの地下に仕し掛かけているはずだ。爆弾には別の目的があった。炸裂地点に、ついでに州知事を追い込もうとしただけだ」

「さて、どうやってその確証を得る？」御影＝腕うで組ぐみ。「ちなみにＭＰＢの特務班は黒人街を捜査中だった。そして雛くんの報告によれば、州知事の右腕だったフォルクマールが船を吹ふき飛ばしたＡＰ爆弾に関かん与よしていた可能性が濃のう厚こうだ」腕をほどいて指折り数える。「ロートヴィルト、ホイテロート、アームスーツの使い手、〈ローデシア〉、黒人街、クルド人グループ、爆弾運うん搬ぱんに関わったトルコ人や日本人。爆弾追跡の捜査指揮官はお前だ。私も参加しよう。まずはどいつを捕まえて喋しやべらせるべきかな？」

　日向＝険しい顔──嫌けん悪おを込こめて。「サソリに訊こう」
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　日向＋乙＋御影＋三人の戦術班メンバーが一いつ斉せいに移動──がらんとなった地下駐車場に入れ替かわるように黒くろ塗ぬりのリムジンが到とう来らい──国連機関の車両を示すナンバープレート。

　黒いスーツの男たちが車を降りてゲートを通過──ＶＩＰ用エレベーター＋通路。

　市内の爆弾テロに関する州知事のコメントを求めて殺到する記者＋レポーターとは別の空間を通る──暗殺で厳げん戒かい態勢の中、警備以外には誰にも姿を見せずに州知事の執しつ務む室へ。

　秘書が男たちのタグを確かく認にん＝国連諮し問もん委員会──中へ入れる。

　重じゆう厚こうな調度品が並ぶ執務室──記者会見のため着き替がえ終えたエドワルトが振り返る。

　先頭の男が進み出る──禿とく頭とう／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／爛らん々らんと輝かがやく緑の目──嬉き々きとした笑えみをエドワルトに向ける。「ご無事で何よりですな、エドワルト・メッサーシュミット州知事殿どの」

　エドワルト＝じっと男を見つめ返す／怒いかりも憎にくしみも見せず／分厚い仮面をかぶるような無表情さ。「市庁舎の備品である車両や、都市の公共施し設せつは、無事とは言い難がたい」

「復旧の費用には困らないでしょう。それどころか被ひ害がいがあった区域で新たな都市作りを行って余りある収益が流れ込むはず。あなたがここに用意した書類にサインしさえすれば」

　禿頭の男が穏おだやかに手を振る──後ろで並んでいた男の一人がブリーフケースを捧ささげ持つようにして前へ出る／デスクに置いてケースを開く──〝極ごく秘ひ〟マークだらけの分厚い書類の束を幾いくつもデスクに並べてから元の位置へ戻もどる。

「国際金きん融ゆう機関の誘ゆう致ちに関する全書類です。どうぞ御ご覧らん下さい、州知事殿」禿頭の男＝満面の笑み／大おお袈げ裟さな手振り──デスクに金銀財宝が並んでいるというように。

「入念に内容を確認する。サイン後は？」エドワルト＝相手から目を離はなさず。

「ご連れん絡らくを頂き次し第だい、私か、この事務官たちが取りに来ます」

「わかった。さほど待たせずに済むだろう」

「これ以上のビジネスはこの世に存在しないことをお約束しますよ、州知事殿」

　うなずくエドワルト──男よりも先に分厚い手を差し出す。「確かにこれ以上の取引は存在しない。リヒャルト・トラクル諮問委員」

　にっこり微笑ほほえむ男──穏やかに手を握にぎり返す。「お見覚え頂き光栄です」

「忘れようもないからな」エドワルト＝握った手を離さず──一転して猛たけ々だけしいまでの笑みを浮うかべる。「影に触れたぞ、リヒャルト・トラクル。暗くら闇やみに片手をひたしてな。ロッシーニ枢すう機き卿きようが乗る船にいたのは、そちらか？　それとも顔の片側に火傷やけどを負ったという方か？」

「さて、身に覚えがありませんな」手を握らせるがまま──顔に貼はりついたままの笑顔。「私のことは、どうぞヘル・リヒャルトとお呼び下さい、州知事殿」

「覚えておこう」ゆっくりと手を離す──笑顔の男／機械のように微び動どうだにせぬ他の男たちを等しく見み渡わたす。「これからすぐ会見を開かねばならない。今日はこれで、お引き取り願おう。書類にサインをした後で、いろいろと話し合おう。何なら、お喋りに興じよう」

「それはそれは。大いに楽しみですな。では、お手間を取らせて申し訳ありませんでした、州知事殿。いえ……未来のオーストリア首相閣下殿」慇いん懃ぎん／へつらい／毒どく蛇へびの笑み──穏やかに会え釈しやく。「またアオフ・会うヴイー日ダーゼまでーエン」

　エドワルト＝小さくうなずく──すぐに出ていく男たち／ドアが閉まる際に振り返ってまた会釈するリヒャルト・トラクル──喜き悦えつに満ちた顔／緑に輝く目／相手を吞のみ込もうとする挑ちよう発はつ的な眼まな差ざし／無言のささやき──〝暗闇にひたすのは片手だけで済むかな？〟

　挑いどむ意志とともに見つめ返す──〝光ある側の手でお前たちをつかんでみせる〟

　ドアが閉じる──汚けがれた亡ぼう霊れいどもが去ってゆく。

　デスクの電話＝スピーカーから事務官の呼び掛け。《会見の準備ができました》

「すぐに行く」答えつつデスクに歩み寄る──亡霊どもが置いていった書類の束。

　全てにサインした──中身を見ようともせず。

　赦ゆるしの恩おん寵ちようのもと──塔へのぼり全てを制圧するのだという決意とともに。
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階──解かい析せきフロア。

　激しい電子戦／現場の特甲児童の支援／ＭＰＢ側の未知の戦術──サナギが消えるなりぶっ倒たおれた水ミ無ナ月ヅキ＝ぼそりと一言〝記録はとっただろうな〟──うなずく冬トウ真マ／うなずき返す水無月＝そのまま担たん架かで運ばれ医い療りようフロアへ──終日検査のフルコース。

　冬真──バックアップ済みの全記録を解析／戦せん闘とう終了後もフル稼か働どうするＡＩとマスターサーバー／アル課長と解析官が総がかり──今回の電子戦をあらゆる角度から分析。

　課長たちがしゃかりきになるのをよそに閉じこもる冬真──水無月不在の個人待機室をしっかり活用／鳳の接続に焦しよう点てんを絞しぼる／ノイズに注目──十五桁の数字。

『４１３７２９２３１７１３１１７』

　素数ごとに区切って紙に書き出す──八個の素数。

『４１／３７／２９／２３／１７／１３／１１／７』

　もとは十三桁だった──それが増えた／しかも次の素数が現れた。

　連想＝〈５０１コード〉──特甲児童の脳内チップにおけるベーシック・コード／十八個の素数を足した数。

　その下に別の数字を書き出す──ノイズとして現れたことがない五個の素数。

『３１　１９　５　３　２』

　このうち２から１９まで足すと２９──脳内チップのマッピングの一つたる数字／頭ず蓋がい骨こつの数え方の一種／ブリリアント・モデルと呼ばれる〝五十八〟面体の二分の一の数／サードアイの脳内チップにおけるナルシシスト・コード構成数たる〝八十七〟の三分の一の数。

　この２９に３１を足すと６０──時間をはかる基き礎そとなる数＝六十進法。

　５８は頭蓋骨という脳を納める空間を表す数──時間面を司つかさどる６０と不思議に対ついをなす。

　５８と６０の間にある数はまたもや素数──５９。

　ただの偶ぐう然ぜんかもしれない──普ふ通つうに考えれば何の意味もない／だが何か意味があると思えて仕方がない／まるで中世の錬れん金きん術じゆつ師にでもなった気分──偶然に起こった化学反応を神の啓けい示じとみなして神秘化した人々。

　だがもしこれが何かのコードなら──特甲トツコー児童同士の間で交わされる何かだとしたら。

　仮説──ＭＰＢ側の特甲児童がやらかした強ごう引いんきわまりない協同的ブレークアウトがきっかけで特徴的なノイズが発生した。

　仮説──〈戦犯法廷事件〉で発生したノイズは特甲猟りよう兵へいの影えい響きようによるもの／通信に介入した特甲猟兵の存在が結果的に協同的ブレークアウトと同様のノイズを発生させた。

　仮説──このノイズは特甲児童同士がつながり合おうとするときに生まれるのではないか。

　連想＝〝ターミナル・ユニット〟──電子戦の演習の前にバロウ神父がアデライードやクラリッサとともに構築した理論／追つい跡せき不能性の解明／不可視のシステムの存在証明。

　ＢＶＴは非現実的だとして採用を拒きよ否ひ──だがＭＳＳもＭＰＢも兵器開発局も実際は敵性ユニットの存在を仮定して捜査を行っている。

　その成果＝ＭＳＳとＭＰＢが共有する情報──〈九姉妹〉、〈ジークフリート〉、〈オーディン〉、〈ニーベルング〉と呼ばれる四つもの未知のユニットが都市内に存在──全て敵性。

　このうち〈ジークフリート〉は〈空港占せん拠きよ事件〉で現れた戦せん闘とう機〈太タイ公コン望ワン〉の犠脳ユニットと九十九％の確率で一いつ致ち──廃はい棄きされるべき兵器の頭脳を何者かが盗ぬすみ出した。

　不可視のターミナル・ユニットは存在する──実現可能なものとして。

　仮説──もし特甲児童同士がつながり合って一つのユニットと化すことが初期の開発計画にふくまれていたとしたら／製造段階に入る前に死んだ開発顧こ問もんたちが採用していたとしたら／吹雪くんが水無月に提案した無茶な戦術がとっくの昔に考案されていたとしたら。

　もしそれがレベル４の目的だとしたら──バロウ神父の言葉＝ターミナル・ユニットのヒントになったのはブラウン博士の〈ガラテア・コンプレックス〉と呼ばれるシステム理論。

　どういうものか想像もつかない──数百万台の車両ＡＩをつなぐ多重システム／交通管理局の依い頼らい／まるで自分の父のように──もしや父のメンデルはブラウン博士の同どう僚りようだった？

　ふと天てん井じようを見上げた──そこに何かあるのではない／上階にいる相手／地下二階の情報処理施設の一角──資料閲えつ覧らん室で専用の部屋を与あたえられているバロウ神父がいる方角。

　神父様なら自分には閲覧が許可されないものを自由に調べることが出来る──もしかすると自分にもこっそり見せてくれるかもしれない。

　時刻を見た──じき鳳が帰き還かんする頃ころ合あい／鳳に会ってからバロウ神父に頼たのみに行こう。

　立ち上がる──水無月に文句を言われるといけないのできちんとお片付け／ついでにソファの周りの娯ご楽らく品を整理／手早く掃そう除じ機きをかける──完全にお母さん状態。

　それから課長に許可をもらってフロアを退出──どうバロウ神父にお願いするか／どうしたら自分もブラウン博士のレポートを読まなければいけないのだとわかってもらえるか──思案しながらエレベーターに乗った。
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　ＭＳＳ本部ビル最上階＝長官室のモニター──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ＝ますます瘦そう顔がんに／そのうち骨と皮だけになりそう／神経が限界をきたし決けつ壊かい寸前の顔。

　ヘルガ＝憐あわれみを残らず捨てた鋭するどい笑み。「地下のトレーラー内で発見された惨ざん殺さつ死体は、エーリヒ・ユングハルト未来党員のものと断定。ビクスラー党首の後こう継けい者しやと目されたやり手の議員であり、州議会の議場でエドワルト州知事を弾だん劾がいすべく質疑を担当した未来党の副幹事長ですわ。まさか議会の失態のせいでこうなったとは考えにくいですが──」

《当然だ》エゴン＝押し殺した声で遮さえぎる。《それに失態を犯おかしたわけではない。質疑の準備不足だったに過ぎない》

「ええ、そうですわね」艶つやめく微び笑しよう──まさにエドワルトの罠わなにかかった一人であるエゴンがどこまでこの事件に関与しているのか見定める／ＭＰＢの少女との会話で手に入れた曇くもりのない客観視。「はっきりしているのは、未来党の幹部が今回の連続爆ばく弾だんテロの実行グループによって殺害されたということ。殺害の動機は何であれ、未来党の主立った党員をただちに保護監かん視し下に置くべきではありませんか？」

《むろんそのようにする。すでに第二作戦部隊に対策を命じた。君たちＭＳＳは爆弾テロの被害を未然に防ぐことに注力したまえ。公安が政党に干かん渉しようすることは好ましいことではない》

「むろんそのようにしますわ、エゴン局長」

《くれぐれも追うべき相手を誤るな》

「ええ。決して見誤りませんわ」自信に満ちたいらえ──相手を追い詰つめるように。

　モニターの向こうから睨にらみつけてくるエゴン──まるで〝助けてくれ〟と叫さけんでいるかのよう／そうしてやれる機会があるだろうか／エゴンは決して助けを求めないだろうという直感──なぜそうなのか／政党政治だけが理由とは思えない。

　エゴンの〝怠たい惰だ〟も脅迫されてのことだとしたら──その可能性について今まで考えもしなかった自分に驚おどろかされる／元国法研メンバーの絆きずなに目め隠かくしされていた気分。

《……以上だ。職務に戻りたまえ》エゴン＝〝何もするな〟と目が言っている──にっこり微笑むヘルガに怒りの眼差しを精せい一いつ杯ぱい送りながらモニターオフ。

　モニターがすぐに切り替わる──二人のＭＳＳ隊員＝ニナ／ディーゼル課長。

　ニナ＝四つ目の爆破現場で捜そう査さ中／車内の通信カメラ越ごし──ディーゼル課長＝解析フロアの自分のデスク──二人ともエゴンとヘルガの会話をしっかり傍ぼう聴ちよう。

「捜査項こう目もくを追加。エゴン局長およびグスタフ内務調査官を徹てつ底てい的にマーク。特にＢＶＴ局長の怠惰の罪が、彼自身と未来党を守るためであるという確証を手に入れてちょうだい」

《はい、長官。ただちに捜査チームを編成します》ニナ＝即そく応おう──ディーゼル課長＝追つい随ずい。《法務省の許可が下り次第、全すべての未来党員を監視下に置けます、長官》

「すぐに許可を得るわ、ディーゼル課長。それまでイギリスの件は全て極ごく秘ひ事じ項こうよ。ＢＶＴにも、もうしばらくこちらで情報を精査してから報告するとしましょう」

《あの局長なら王子が生きているとは信じないでしょうな》ディーゼル課長＝面おも白しろがる顔。

「王子生存の情報について、ディーゼル課長の所感は？」

《確かにあり得るといったところです。ただ、王子ご本人にお会いしてみなくては……。いえ、会ったところで混乱するだけでしょう。王室の発表を待つばかりです》

「イギリス側から送られたトム・バード隊員のデータはダミーだったそうね？」

《はい。確かく認にんしたところトム・バード隊員は除隊後、民間の警備企き業ぎように職を得てのちペーパーになっておりました。ペーパーとは書類上でしか存在しないということです。そもそも私が会った人物が本当にトム・バードだったかも不明です。我々がエリカ・Ｍやマックス・Ｍという架か空くうの隊員を設定するように、あちらもトム・バードという架空の隊員を設定しており、極秘活動に従う人物にそのつど与えるのでしょう》

「わざわざあなたがいるＭＳＳに情報を渡わたしたのも、ダミーに信しん憑ぴよう性せいを持たせるためだったというわけね。最初の爆弾が炸さく裂れつした後、イギリス側がグスタフ調査官に連れん絡らくした件は？」

《裏付けがとれました。通話記録では確かにブラックストーン捜査官が、ヘルガ長官にかけたのと同じ電話で、グスタフ氏に連絡をしています》

「ＡＰ燃料の紛ふん失しつはまさにイギリスの王子が訪問中のコソボで起こった……そのことをもっと考えるべきだったわね。グスタフ氏への連絡、我々への情報提供、〈インフィニティ〉へ潜せん入にゆうさせた少女、鳳さんとの共同捜査。これらに加え、イギリス側が干渉もしくは操作した可能性がある人物があと二名いるわ」

《はい》ニナ＝慎しん重ちような口調。《ヤマモト・シンジローと、アイラ・シェン。二人はともにイギリスに留学しております。イギリスの諜ちよう報ほう機関にとって、〈アンタレス事件〉に関かん与よした日本人グループおよびトルコ人グループの縁えん戚せきである二人は監視対象だったはずです》

「そしてこの時期にアイラ・シェンが帰国し、あえてシディカ・シェンの寄生通信が露ろ見けんするような動きをした。そしてヤマモト・シンジローは枢すう機き卿きようが乗る船のナンバーを事前に特定していた。この二点について、改めて捜査項目の優先順位を上げてちょうだい」

《ただちに取りかかります》ニナ＝即応──余念なし。

《私もイギリスで学んだ身ですが何の連絡もありませんでした》ディーゼル課長＝残念そうな顔。《長官は、もしかすると今事件の火ひ蓋ぶたを切ったのはイギリスとお考えですか？》

「ブラックストーン捜査官が鳳さんに語ったところによれば、暗黒社会の地質変動は以前から起こっていたそうよ。そして今この都市が、その変動の中心点になった……だからイギリスの諜報機関が動き出したと考えるべきでしょうね」

《気になるのは西せい欧おう諸国の機関しか国内で活動していないことです》ニナ＝ずっと疑問に思っていた様子。《特に、先の〈アンタレス事件〉のような、アメリカとロシアの関与がどこにも認められません。リヒャルト・トラクルが両国と関係していないとしてですが》

「二大国が傍ぼう観かんしているのは事態の背景を知りつつ、自国への影響を推おし量っているからでしょうね。国連やＥＵ成立のときと同じよ。アメリカもロシアも状じよう況きようの分析に努めながら国際的な時流に乗るしかなかった。今、この都市で何かが統合されようとしている。社会の暗くら闇やみにはびこる影たちがつながろうとしている。そう考えれば、対立するはずの幾いくつものグループが、率そつ先せんして連れん携けいし合っていることもうなずけるわ」

《イギリス側がいう、お喋トーり屋カーたちズのネットワークですね》ディーゼル課長＝仁に王おう立ち／やる気に満ちた上じよう腕わん二頭筋の力こぶ。《世界的アンダーグラウンド・マネーのネットワークが再統合される……ならばその阻そ止しに成功した者こそ歴史に名を残すでしょう》

《問題は、この国が背負ってきた怠惰の罪です》ニナ＝ヘルガの思いを代弁／ともに同じ思いを抱いだいていることの表明。《今や、我々の捜査を封ふうじようとするＢＶＴやその配下の部隊にも影が潜ひそんでいるとみるべきでしょう》

「つまり切り札を使うときが来たということよ、ニナ。大至急、イグナツ・フォン・エアラッハ国民党員と連絡をとり、会合をセッティングしてちょうだい。彼を通してＭＳＳの独立と、法務省の全面的なバックアップを取り付けるわ」

《了りよう解かいしました、ヘルガ長官》ニナ＝神しん妙みよう──国民党への鞍くら替がえ／社会党のエドワルト州知事と袂たもとを分かつヘルガの覚かく悟ごを察するも信しん頼らいの証あかしとしてあえて何も言わず吞のみ込んだ。

「頼んだわよ、ニナ、ディーゼル課長。ＡＰ爆弾は残り五つ。その全てを阻止しなさい」

《はっ》《了解です》ニナ／課長＝果か敢かん──モニターオフ。

　ヘルガ＝宙を見つめ沈ちん思し黙もつ考こう──これでいつかどこかで兄と衝しよう突とつする可能性すら生まれた。

　エドワルトの動き──独自の警備／政党政治に邁まい進しん／弾劾に失敗した未来党に対し反はん撃げきに出ない／むしろ切り崩くずしに動いているという情報──未来党の内部分ぶん裂れつを画策して離り党とう者を己おのれの傘さん下かのグループに再所属させる腹づもり。

〝赦ゆるしの恩おん寵ちよう〟──兄は敵すら己の陣じん営えいに取り込むことで事態を制圧しようとしている。

〝彼らを裁く〟──ヘルガの目的＝覆おおわれたものを暴あばく／全てを敵に回してでも。

　ますます兄から遠ざかる──別の道を歩むことになる。

　妹は報むくいを／兄は赦しを──相反する役目／それでいいのだと自分に言い聞かせた。
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　脳を奪うばわれた八人の少女たち──四人目の死亡／呼吸停止／心停止／４フイアーＪ・ヨツトＯ・オーウィルスによる生命停止／摘てき出しゆつされた行方ゆくえ不明の脳と肉体の〝接続〟を肉体の死によって切断した。

　オールド・ニック＝悪あく魔まの車両──割り出された信号──すぐには分ぶん析せきできず。

　ＡＰ爆弾の起爆信号／犠ぎ脳のう少女にかけられた死の呪のろい──いずれも阻止できず。

　爆弾炸さく裂れつとほぼ同時に４ＪＯウィルスの起動──これまでにない速度で少女の命を奪った。

　敵は連続爆破テロの態勢に──だがいまだに目的不明／犯行声明なし・政府への脅迫なし・政治的取引すらなし──何かが進行している──だが何が？

　都市を爆破する理由は？　犠脳少女たちとの関連は？

　鳳──ＭＳＳの車両に乗って帰還／黙然と考えながら直進／地下駐ちゆう車しや場からエレベーター・ホールへ──どすん。

「えっ？」「わっ？」鳳＋少年＝変な角度で衝突──機き敏びんに後ろに下がって体勢を保つ鳳／目の前で尻しり餅もちをつく少年。「ご……ごめん」

「申し訳ありません」咄とつ嗟さに手を差し出す。「つい……考え事をしていたものですから」

「ううん……こっちこそ」少年が差し出された手を握にぎる──ちょっと情けなさそうに手を借りて立ち上がる様子が妙みように可愛らしい。

「お帰りなさい、鳳さん」少年の笑え顔がお──親しげ／喜びの念／温かな何か。

「ええ……ただいま戻もどりましたわ」鳳＝やや遅おくれて少年が迎むかえに来てくれたのだと気づく／こちらの無事を喜んでくれている／ひどく安心させられる／だが唐とう突とつに疑問──なぜ？

　なぜこの少年が迎えに来るのか／なぜ喜んでくれるのか──わかりきったことだという気持ちが起こるのに答えが出てこない──思い出せない。

　心に何かが忍しのび寄ってくる／冷たい虚きよ無む／無感情へと自分を引きずり込む暗い森のビジョン──抗あらがうように急いで考えた＝この少年はいったい誰なのか。

　まだ全て忘れてはいないはずだと心がささやく──失うな／思い出せ／バロウ神父が保護者の代わりをしている学童／解析課の人員／自分と同い年の少年／教会で出会った／辛つらいとき声をかけてくれた──自分を気にかけてくれ続けた。

　名前──彼の名前は──思い出せ。「冬真・ヨハン・メンデルさん」

「う……うん」冬真＝ひどく不安そうな面持ち。「あの、鳳さん……？　どうかした？」

「いえ……何もありませんわ。冬真さんこそ、どうかなさいましたの？　顔色が悪いですわ」

「そ、そう？　多分……事件のことを、色々と考えてたからかな」

　ふと合点──彼が偽にせのＩＤによる捜査を提案してくれた／エリカ・Ｍ捜査官を追つい跡せきしてくれている／自分を見守ってくれている──鳳が向き合う事件に不安を抱いている。

　何か非常事態が勃ぼつ発ぱつするのではないかと身構える少年──安心させてあげたくなった。

「冬真さん、あなたのお誕生日は？」にっこり──ポシェットに手をやる。

「え？」ぽかん──耳を疑うといった様子／だが律りち儀ぎに返答。「誕生日は……七月三日だよ」

「蟹かに座ざですのね」よく見れば少年が首にかけたＩＤタグにも生年月日があった──ポシェットから銀のケースを取り出して開いてみせる──カラフルな絆ばん創そう膏こう＝全てに手書きの印。

　いつか誰かが教えてくれたおまじない──大人びたポシェットと一いつ緒しよに受け継ついだ習慣。

「さ、お手を」先ほど握った少年の手の甲こうにぺたりと貼はる──絆創膏＝バナナの香かおり＝蟹座の印。「怖こわいときには勇気を、寂さびしいときには優やさしさを、哀かなしいときには喜びを与あたえてくれる、おまじないですわ」

「うん……」冬真──どこか哀しげな微笑ほほえみ／やけに愛いとおしそうに絆創膏を撫なでる／何かを訴うつたえたくて仕方ないのだけれど必死に黙だまっているという様子。「ありがとう……鳳さん」

「どういたしまして」微笑みつつ解かい釈しやく＝きっと解析課の人員として深刻な事件の勃発に心を痛めている──不安そうな少年の様子がやけに可愛かった。

　なんてことだろう──この自分が異性を可愛いと感じるだなんて／少年などというのはがさつで騒そう々ぞうしいだけの存在とばかり思っていたのに。

　なんだかやけに嬉うれしくなる──そのまま立ち話をしていたいところだが脳内チップを通してニナから検査を受けるよう命令が来た／冬真からも検査について言げん及きゆうされた／今すぐ入念に検査すべきだという冬真の言い分が意外だった──それほど心配してくれているのだと思った。

　また嬉しくなって言う通りにした──にこやかに挨あい拶さつ／冬真が見守ってくれていることへの頼たのもしさを感じながら自分だけエレベーターで上階へ／冬真は地下階へ。

　地下一階から六階の医い療りようフロアへ──自分以外誰もいないエレベーター＝四方の壁かべにおかしな落書き。『偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃やしなさい』

　なんだろう──疑問には思うが異様だとは思わず。

　つながりが生じたせいで見えている／きっと誰かにとって〈脳の中の小人〉をなんとか正常に保とうとするための言葉──だが意味は皆かい目もくわからない。

　エレベーターのドアの上──階数表示＝『３７２９２３１７１３１１７』──自分は今どの段階なのだろう／どちらへ引き寄せられるのだろう／つながろうとする導引を幾つも感じた。

　エレベーターの非常用スピーカー──ささやき声。（１３──）（１１──）（７──）

　八人の少女たちの呼び声──ユニット化を促うながすための。

　壁の落書きから赤い筋が流れ落ちる──血で書かれた文字／フロー状態へのいざない。

　ドアの方に輝かがやき＝天国ヒンメルの青・ブラオ──早く安全な場所へ逃にげろと言ってくれている。

　今さらどこに逃げればいいのだろう──〈脳の中の小人〉が狂くるい始めているのに。

　医療フロアに出ていつもの検査室へ──狭せまい更こう衣い室／用意された検査着／籠かごにポシェットを入れた／エリカ・Ｍの身分証を置いた──シャツのボタンを外しながら身分証を見つめた。

　名無しを意味するコードＮＮ８──その下に具体的な任務の項こう目もく。『冬真に助けを求めろ』

　項目は空白のはず──いつからその言葉が見えていたのだろう／外的解かい離り性ビジョンによる侵しん食しよくが始まったときのためのセーフティとなるキーワード／エレベーターで見た落書きのように／自分をフロー状態から遠ざけるため何かを犠ぎ牲せいにする──〈身代わり〉にする。

　ボタンを外していた手が止まる──きーんと耳鳴りがした／にわかに声を認にん識しきした。

（九人目を盾たてにしたな？）

　脳のう裏りに顔──地下で遭そう遇ぐうした機械化兵士の娘むすめ＝蛭ツー雪シユエ──悽せい愴そうたる魔ま笑しよう。

　彼女が無線通信を通して告げた言葉──今になってその意味がわかった。

（お前たちは九人目を殺せないと思った）

　よろめく──更衣室の壁に肩かたをぶつける／はだけたシャツの襟えりを握って意味もなく閉じようとする／どう身を守っていいかわからず──このつながりから逃のがれるすべが見つからず。

　理解できなかったはずの中国語──急に意味がわかるようになった／あの娘むすめとの間につながりが生じたせいで／無線通信がきっかけになった。

　いや違ちがう──そもそも事件の始まりから仕し掛かけられていた／最初の犠脳少女の声を聞いたときから／着実に何かが進行していた──この自分をも接続しようとしている何かが。

（首から上だけ生かしておけばいい）

　がんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき──悲鳴を上げたのだと思った／だが声が出ない。

　喉のどに傷きず痕あとがあるというビジョン──あの娘の喉──彼女から声を奪った×字の傷。

　またよろめく／反対側の壁にぶつかる／シャツから手を離はなす──籠の中の身分証を取って抱だきしめた。

『冬真に助けを求めろ』

　壁に身を押しつけながらずるずるひざまずく──恐きよう怖ふが込み上げてくる。

　嫌だ──今この状態で助けを求めるとは記き憶おくを〈身代わり〉にするということだ──助けを求めれば求めるほど上書きされた記憶ごと消えるということだ。

　あの人が自分の中から消えてしまう──今このとき初めて心が助けを拒こばんだ／あの人を失いたくない／完全に忘れてしまうくらいならいっそ狂ってしまった方がいい──だがそういう記憶であるからこそ〈身代わり〉になりうるのだ。

　四方の壁もドアも消えていつしか暗い夜の森が現れていた──（外的解離性ビジョン）──かさかさ音がする／草むらを黒い虫が這はい回っている／ひどく喉が渇く／振ふり子のようにフロー現象と双そう方ほう向こう的な調和の間を行ったり来たりする──徐じよ々じよに振り幅はばが強くなってゆく。

　天国ヒンメルの青・ブラオを探した──自分を正しい道に連れ戻してくれるビジョン／だがどこにもない。

　黄色い輝き──紅あかい光点──（克こく服ふくせよ）──ビジョンがこだまする／遠のいてゆく／仲間たちとの双方向的な調和から遠ざかってゆく。

　助けて──うずくまったまま涙なみだが溢あふれた──ついで心がねじ切れる衝撃が来た。

　がくがく身を震ふるわせた──身分証を取り落とす／声も出ず／自分を正常に保つために大切な何かが盾となって失われたのを悟さとった──そう悟ったことさえ忘ぼう却きやくが吞み込んでいった。

　やがて呼吸が正常に／激しい動どう悸きが収まってゆく／体の震えが止まる──立ち上がる。

　喉をさすった──喉の傷のビジョンも綺き麗れいに消えていた。

　頰ほおを流れ落ちる涙──やがて静かに引いていった。

　床ゆかの身分証に気づいて拾う──ちらりと見る＝これを食べたところで失われた感情は取り戻せないだろう──ぽいと籠に放ほうった。

　服を脱ぬいで検査着に着き替がえつつ思案した──人の血肉にも等しいものを食べねばならない。

　感情がやどっているであろう何か──記憶のかけら／盾となって砕くだけ散ったものの破は片へん／その代わりとなるもの──そう、たとえば、あのブレスレットのような。

　それを食べれば思い出せると確信させてくれるものならば──たとえどんなものだろうと迷わず口にするだろうと思った。




　　　　†




　出動するたび彼女がおかしくなってゆく──彼女の中の自分が消えてゆく。

　まるで彼女の一部が死んでいくのを見る気分──彼女と自分の大切な思い出と一緒に。

　資料閲えつ覧らん室のオフィスにいるバロウ神父に相談した──どうにかしたい気持ちを訴えた。

　抱いだいた仮説を並べ立てた──ヒントになるかもしれないもの＝ブラウン博士のレポート。

「私も、お前の推測をもとに検証してみよう。兵器開発局にも同様の分析を依い頼らいしておこう。レポートについては、お前の閲覧を申しん請せいしてみるが……難しいかもしれない。私も兵器開発局の資料室に入らねば読めないし、コピーや外部への持ち出しは禁じられているのだ」

　冬真の気持ちを汲くんでくれているバロウ神父──そのはず／なのに／なぜか疑いを抱いた／もしかして神父様はレポートを見せたがっていない？

　理由はわからず──開発顧こ問もんゆいいつの生き残りとして自分が解決したい？　読めば危険を招くと思っている？　漠ばく然ぜんとした直感──特甲児童の開発顧問たちのレポートを閲覧禁止とすることを推すい奨しようしたのはバロウ神父なのでは？

　何かを警けい戒かいしているようなバロウ神父──つい吹雪くんを連想／内部の犯行や情報漏ろう洩えいを警戒するあまり協力者を増やすことを拒む／誰も危険な目に遭あわせたくなくて秘密主義になる。

　だが天性たる冬真の素す直なおさが直感を否定──神父様まで疑うなんて／どうかしている／もっと冷静にならなきゃ。

　バロウ神父の次に真っ先に相談したい相手＝水無月──検査中ゆえ相談できず。

　解析課のフロアへ戻る──自分のデスクで鳳の〝症しよう状じよう〟が進行していることを文書でヘルガに報告──ついでノイズを解析／何の成果もなし／ＡＩに解析を任せる。

　ヒントを求めて宙を仰あおぐ／何も見つからない／戦せん闘とうデータの解析で騒さわがしいフロア──集中するため水無月の待機室へ。

　水無月のデスクを勝手に使用──継けい続ぞく中の何かの解析＝シャーリーンの追跡──デバイスがフル稼か働どう中。

　ずっとシャーリーンの行方を追っている水無月──もの悲しい気持ちにさせられる。

　自動追跡くらいでシャーリーンが見つかるわけがない──だが追跡を中断させて水無月のデバイスを自分のヒント探しのために使う気にはならない──立ち上がる。

　部屋を出ようとして足を止めた──息を吞のんで水無月のデスクを振り返った。

　シャーリーン。

　特甲児童に最も近かった人物──水無月の脳内チップに推測したコードで侵しん入にゆうしてのけた。

　いったいどうしてそんなことができたのか？　ＭＳＳ内部にいる際に特甲児童について調べ上げた──そうするのが自然な立場だった。

　シャーリーンが見たものを探せ──自分のデスクに戻る／シャーリーンの背反容疑を裏付ける〝押おう収しゆう物〟の一覧を検けん索さく／地下三階の科学捜査のラボにヒット──証しよう拠こ保管室のサーバー。

　シャーリーンが使用していたデバイス／ＰＤＡ／携けい帯たい電話／私用の端たん末まつ／レンタルサーバーの一覧──吸い出されたデータの全すべてが証拠として保管してある。

　そのうち特甲児童にまつわるファイルを片っ端ぱしから検索──膨ぼう大だいな数のファイル／脳内チップに関するデータを抽ちゆう出しゆつ／開発顧問のレポートに関係しそうなものを探した。

　ヒット──ファイル名＝『フィッシャー・フォン・ポラック博士の〈魂プシケー〉のレポート』

　開発顧問のうち心理部門を担当した博士──飛行型特甲児童に夢見ることではばたく力を与えた人物／接続官コーラスの開発概がい要ようを提唱／象しよう徴ちよう面から脳機能を解明しようとした人物。

　自分の端末に丸ごとコピー──画面にかじりつくようにして読んだ。

　レポートの正式なタイトル──『魂プシケーあるいは精神的〝春秋エクイ分点ノツクス〟における接続的かつ数位的な照応の試みについて』

　まったく意味がわからない──水無月いわく＝開発顧問は誰もが天才的な頭脳の持ち主／何をやろうとしていたのか理解するのも難しい。

　読めば意味がわかるだろうと思って先へ進む──どうやら脳内チップと脳について語っているらしいということしかわからず／得体の知れない用語の連発／これを他の博士たちは理解したのだろうか／バロウ神父に助けを求めるべきだろうか。

　とにかく全文に目を通すことに決めた──一つ一つ理解することを諦あきらめる／気になるフレーズやキーワードをチェック／後で個別に調べるため一覧化。

　マーカーが施ほどこされている箇か所しよを幾いくつも発見──シャーリーンによるもの／自分と同じように悪戦苦く闘とうしながらレポートを読んだ／重要と思える場所をマークして意味を自動検索させた。

『フロー状態』についての項目に出くわす──マーカーだらけ／シャーリーンが入念に読んだ証拠／勢い込んで読んだ。

　抽ちゆう象しよう的で意味深長で独特すぎる用語の数々──頭痛がしそうになる。

　フロー＝洪こう水ずい／溢れる／過か剰じようになる──コンピュータ・デバイスの機能停止の一因。

　それが脳内チップと脳の間でも発生──ポラック博士ならではの言い回し。

『フロー状態とは脳内チップにおいては５２の座である。それはブロードマン第４野を主とし、ペンフィールドのいう〈脳の中の小人〉のチップ転写体が狂い出すことであり、２３と２９の結合に支障をきたすことである』──？？？

　脳内チップの機能面──運動系／感覚系──ＡＩに検索を任せる／やっと理解がつく。

〝ブロードマン〟──脳地図を作ったことで知られる人物／脳の組織構造をもとに５２の部位に分けた／部位は〝野〟と呼ばれる。

〝第４野〟──人の脳の部位／一次運動野とも／体の各部位への神経出力を司つかさどる。

〝ペンフィールド〟──共同研究者たちとともに一次運動野の脳皮質のさらに詳しよう細さいな脳地図を作った／脳のう細さい胞ぼうと対応する体の各部位を図にした──顔・手足・体を脳の形に従って描えがいた。

〝脳の中の小人〟＝別名〝運動野のホムンクルス〟──ペンフィールドによる絵図。

　ホムンクルスとはラテン語で小人を意味する／脳の中に小さな人間がいるかのような絵。

　一次運動野と向き合う一次体性感覚野──運動野は小人の半身／感覚野は小人の別の半身。

　つまり──脳内チップにおける運動と感覚の結合に支障をきたすことがフロー状態？

　それが何を意味するかわかるようでわからない──２３と２９？　二つの素数？

　意味を検索しつつ読み解く──驚おどろくべき数字の数々が現れる。

　ブロードマン脳地図──脳を５２の野に分けた。

　ペンフィールドによる運動と感覚のホムンクルス──運動野は２３／感覚野は２９／合計して５２個の部位が小人を構成する／人間の脳と肉体を接続するポイントとなる。

　脳全体の地図──運動＋感覚──いずれも５２という数に照応。

　運動野の各部位＝２３──うち手足１１／頭部７／体幹器官３／口内２。

　感覚野の各部位＝２９──うち手足１３／頭部１１／体幹器官５。

　全て素数──脳をマッピングした結果の数──自然の神秘というしかない数字。

　そしてポラック博士の本領発揮──数秘術師も顔負けのオカルトがかった主張。

『脳内チップにおける機能的かつ象徴的な照応は、脳地図における領域の〝野〟に対し、数位的な〝座〟と呼び分けることにする。このうち、〈魂〉の座は５９である。これは〈ブリリアント・モデル〉たる五十八面体に投入される光であり、全ての面に反射し、投入されるのと同じ一点から放出される光の座である。このように脳内チップにおけるコード形成は、脳の構造的な数位において有意的かつ照応的に設定されうるのである』

　要するに＝ポラック博士は数字に意味をつけた──象徴的に／脳機能に従って／脳内チップの機能を司るものとして──脳構造とデジタル・セキュリティの両方にとって重要となる数。

　つまり素数を使って脳内チップとそのコードを意味づけた。

　いわく──『〈眠ねむりながら目覚める者〉たちの座は６１である。これは〈魂〉の座と隣りん接せつする素数であり、生ける冗じよう長ちよう性としてフロー状態を解消しうる。脳内チップにおいては〈身代わり〉を司る数位である』

　いわく──『〈有用なる空白〉の座は５３である。これは手足の運動１１、手足の感覚１３を、生まれながらにして学習しえなかった脳に特異の座である。運動野の２３と感覚野の２９の結合たる５２に対し、これもフロー状態を冗長的に解消しうる。ただし〈眠りながら目覚める者〉たちと異なるのは、この座は〈身代わり〉ではないという点である。〈有用なる空白〉の座こそ、脳内チップにおいては〈時間面の回転〉を司る数位である』

　いわく──『数位で意味づけるならば〈時間面の回転〉は２と３と５と１９と３１の座によって進行する。時計が六十進法によって進行するのと同じように、これらの数位的な座の計においてこそ完全なる精神的〝春秋エクイ分点ノツクス〟がもたらされる。古代の人々がいう〝等しエクイい夜ノツクス〟──すなわち昼夜の平分時である。昼と夜の長さが等しい時間となるように、意識と無意識が、肉体と精神が、運動と感覚が、そしてまた自己と他者が、〈ガラテア・コンプレックス〉の目指す〝双方向的な調和〟において互たがいに等しく結合するのである』

　まったくもって意味不明──金輪際わからない──だが強きよう烈れつに引きつけられる。

　自分が立てた仮説の一つ──六十進法──ノイズにあらわれない五つの素数の合計／まさに同じことがこのレポートに書かれていた。

　本格的に中世の錬れん金きん術じゆつ師になった気分──たまたま起こったことを神秘化した人々の仲間入り／その気分をとことん肯こう定ていするどころか神秘に没ぼつ頭とうすることが現世の解決になるのだと言わんばかりのレポート──意味がわからないまま夢中になった。

　同時に慄りつ然ぜんとする予感──シャーリーンはこのレポートを通して特甲トツコー児童にまつわる何かの秘密を解いたのではないか／だから水無月の脳内チップへも侵入できたのではないか。

　ということは逆に自分がその秘密を解きさえすれば、鳳も水無月も吹雪くんも、特甲児童みんなを、守ることができるのではないか。

　周囲の雑音すら聞こえず──難解で眩げん惑わく的ですらあるレポートにひたすら没頭した。

　彼女を守るすべを求めて──守ることができると信じて。
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　取引──潜せん入にゆう捜そう査さからの逸いつ脱だつ／ミイラ取りがミイラに／違ちがう自分になるために。

　狂くるった特甲猟りよう兵へいたちから渡わたされた携帯電話──市の電話案内サービスに普ふ通つうに登録されていた教会の電話番号にかけた。

　応答──アダー神父＝〝これはこれは。誰だれかと思えば、イギリスの子からとは。例の地下道では不幸なアクシデントが起こったと聞いたが、元気だったかね？〟

　雛ヒビナ──変わらぬ懇こん願がん／主張＝〝逃げたいのぉ〟

　ＭＳＳにも同様のことを都合の良い部分だけ報告──〝アダー神父は人種を問わず色んな勢力と通じているので潜入がばれた後でも上手に接せつ触しよくすれば情報が手に入るかもしれない〟

　偶ぐう発はつ的に船のコネクターを発見した雛──捜査班の信用を勝ち取る／頼たよりにされる／ヘルガ長官のゴーサインがたやすく手に入る。

　潜入捜査から接触工作へ──パンク少年の自分にさようなら／いつものゴスっ気たっぷりの装よそおいで第二ライヒ十五エンシユ区マオスの教会へ──ＭＳＳ車両の送そう迎げいつき／録音機と発信器を所持／脳内チップがあるので本来は不要の品々──捜査班の目くらましとして自発的に身につける。

　教会──初めて神父と会ったときと同じ席／ほどなくして扉とびらが開く／暗がりからアダー神父がのっそりと現れる／優やさしげな笑えみ──こちらの本心を見み透すかすような眼まな差ざし。

「こんにちは、カミルくん」ベンチには座らず立ったまま──雛のスカート姿を眺ながめる。「それともアデナウアーお嬢さんと呼ぶべきかね？」

「ボク、男の子だもん」本名を口にされても動どう揺ようせず──ヘッドホンを外して首にかける／小さな録音機をポケットから取り出して前のベンチの背もたれに乗せる。

「ふむ」小首を傾かしげる──録音機を見つつあっさり合わせる。「では、カミルくん。地下では大変な目に遭ったようだね。無事で何よりだ。そんな中、行方知れずとなっていた兄弟を見つけてくれたことに感謝するよ」

　兄弟──地下にいた二人の黒人男性／神父のそらっとぼけ／きっと神父が二人をあそこに匿かくまっていた。「なんで船のコネクターが欲しかったのぉ？」

「さあ。今は亡なきフォルクマールにしかわからないだろう」鉄面皮──法服から何かを取り出す／ずっしりとした衛星電話／盗とう聴ちようも傍ぼう受じゆも防止する機能つきと知れる品──差し出す。

「その人はなんで爆ばく弾だんを盗ぬすんだのぉ？」受け取る──電子パネルに単一回線の表示＝接続準備中。

「さて。もしかすると混こん沌とんを作ろうとしたのかもしれない」

「混沌？」今度は雛が首を傾げる。

「アフリカ的な混沌だ。誰が何のために殺したかも一見してわからないような紛ふん争そう状態だよ。かの戦犯法ほう廷ていでもそうだったろう？　たいていの人間はそうした状態を嫌きらう。だが混沌としていた方が都合が良い人間もいるのだよ。ビジネスの幅はばが広がるからね。たとえば君と私がこうして再び会えたのも、混沌の恩おん恵けいだ」

「ふうん」なんだか大いに納なつ得とく──そういう状じよう況きようを作ることをお勧すすめされている気分／州知事がクビにならないどころか逆転勝利を勝ち取ったのもそのお陰かげだろうか。

「さっそく商談といこう。ＭＳＳはＡＰ爆弾が九つあると推測しているのだね？」

「うん」

「どこに設置されるかはわかっていない？」

「うん。知ってるのぉ？」

「残念ながらわからない。わかるのは一つずつ爆破が行われるということだ。爆破目標は〈大魔ま術じゆつ師し〉と〈光の女王〉ならびに〈光の王〉が、何らかの根こん拠きよでもって決めている」

「なんのために爆弾を使うのぉ？」

「それを解明するのがＭＳＳの仕事ではないかね？」穏おだやかにはぐらかされる──答えを知っているともいないとも言わず。「ところで、君が開こうとしている扉には必ず代だい償しようがつきまとう。今よりさらに重荷を背負うことにもなりかねない。私が扉を開いてやれれば良いのだが、今はそれができない。光にふれて求めるものを手に入れるしかない。さもなくば私が開いた扉から君が歩み出たところで、光が追ってくることになる」

　シャーリーンと改めて連れん絡らくをとれ──さもなくばＭＳＳから逃げて孤こ立りつした時点で襲おそわれる／きっと食い残しが嫌いなホイテロートとかが追ってくる。

「うん」こくんとうなずいてみせた──危ない橋を堂々と渡る／爆弾魔の本能に加えて身につけたふてぶてしさ／これまで味わってきた恐きよう怖ふのたまもの。

　ひょいと録音機を取るアダー神父──一方の手で雛に座ったままでいるよう示す／やたら似合わないウィンク／録音機に何やらぶつぶつ吹ふき込みつつ扉の方へ戻もどる／姿を消す＝雛と会話しているふり。

　気づけば衛星電話の接続が完かん了りようしている──耳に当てた。「もしもし」

《ちぃーっす、〈光の女王〉でーっす。〈炎ほのお〉の……なんだっけ。〈竜人〉とか？　あ、そっか。もう〈ローデシア〉にはいないんだった。聞いたよ。ホイテロートに撃うたれそうになったんだって？》享きよう楽らく的というか自じ堕だ落らくな感じの声──以前にも増してだらだらした調子／自分勝手さが二百％増しという印象。《あのさ、聞こえてる？》

「うん、シャーリーン」短く返答──脳のう裏りで水ミ無ナ月ヅキの顔がよぎる／後ろめたさ／気分の悪さ／それ以上にこの女に対するたまらない不快感──意外な気分。

《久しぶりだね、雛。爆弾が得意な子っていうからもしかしてーって思ってたんだ。元気してた？》

「うん」ぽそっと返答──会話を弾はずませた方が情報を得るという点では良いのかもしれないが不快感のせいでそうする気になれず＝結論から入る。「ボク、ＭＳＳから逃げたいの」

《あのさ、それって本当なの？　あたしはほら、最初からそーいう気持ちがあってさ。まあ本当にそうすることになるかどうかは五分五分だとも思ってたんだけど、やっぱり裏切って逃げたじゃない？　あんたがそうしたいって理由がよくわかんないんだけど》

「終身刑けいになるから」淡たん々たんと答える──相手に弱みを握にぎられる嫌いやな気分を味わう。

《あー、気づいちゃった？　そっか、そういうことね。まあ、そっちの長官がどうにかしてくれるとは思うけどさ。いや、無理かな。確か、あんたの個人ファイルに〝重犯〟って書いてあったしなー。すごいね、その年で今のあたしと大して変わんないってわけだ》

「なんで誰も言わなかったのぉ？」つい質問──答えを聞く前に訊きかなければ良かったと後こう悔かい。

《だって、言ったって仕方ないじゃん。あんたが二十歳はたちになって準成人したとき、自動的に裁判になるわけだしさ。まあ、ニナとか鳳アゲハとかは、あんたが真面目まじめに働けば許されると思ってるんじゃない？　でもさ、普通の暮らしは、まあ無理だよね。きっと長官が取引してさ、ＭＳＳで働いてる限り、刑務所には行かずに済みますっていうのが妥だ当とうじゃない？　永久就職ってやつね。就職先を探す必要ないっていう点じゃ楽だと思うよ》

　心のどこかでシャーリーンが否定してくれることを期待していた──別にそのまま働いていればいつか許されるとかなんとか言ってくれるのではないかと思った自分が馬ば鹿かだった。

《でさ、あんたの場合、ただ逃げても大変じゃない。体のこととかさ。メンテナンスしなきゃでしょ。まあ、もっと金のかからない手足に替えることになるんだろうけど。そーいうのをやってくれる相手とかも紹しよう介かいして欲しいって感じ？》

「うん」さらに弱みを握らせる──相手に合わせる。「できる？」

《ま、できるけどさ。何年かはやっていけると思うよ。でもその後はどうかな。きっとお金が必要だな。あんたが会った特甲トツコー猟兵みたいに、うちらと一いつ緒しよに働くってんなら別だけどさ》

「ボク、戦いたくない」

《まあ、そうだろうね。じゃあ、全然違う身分を用意してさ、どこかの国に紛まぎれ込んで、機械化保険とか生活保障とかも、もらえるようにしてあげよっか？》

　密入国者を支配するギャングたちの常じよう套とう句──生活を保障してやると言いつつがんじがらめに支配していく／自分が踏ふみ込むのはそういう領域なのだと自覚させられる。

　出し抜ぬくすべ──取引するとみせかけてこの女にも自分が死んだと思わせる／幽ゆう霊れいになってこの女に用意させたものを抱かかえてこの世から姿を消す。

　具体的にどうするべきかわからず──だが何か考えつくという自信／犯罪者的な楽観。

「うん」

《わかった。でも代わりに働いてもらうけど、いい？》

「どうすればいいのぉ？」

《ＡＰ爆弾を爆発させないといけないんだよね。このままだと爆弾の設置箇か所しよを読まれちゃいそうでさ。食い止められると困るのね。だから残りの爆弾を必ず爆発させたいの。それが無理な場合は特甲猟兵にやってもらうことになるんだけどさ、なるべくならやらせたくないんだ。ユニットが干かん渉しよう気味になって、ものすごく仕事が増えちゃうから》

　意図的にこちらに情報を流している／ＭＳＳ側がどこまでつかんでいるか探さぐっている──面めん倒どうなので直接的に対応。「ユニットって何？」

《あー、わかってない？　まあ気にしないで。こっちの都合だから。で、せっかく爆弾が得意なあんたがこうしてこっち側に来てくれるっていうんだから、甘えちゃっていいよね？》

　こっち側という言葉に寒けがするような嫌な気分を味わう──今すぐ通話を切りたい気分をこらえる。「うん。いいよ」

《五つ目はもうすぐだから。きっとそっちも何か情報をつかむでしょ。ＭＳＳや他の組織に止めさせないで爆発させてね。絶対だよ。爆弾は九つ目まであるから。お願いね。失敗するとさ、面倒なことになんの。そのときは別のことも頼たのむからね》

「別のこと？」

《二つかな。一つは、ＭＰＢの特甲児童のこと。あんたが地下道で一緒にどんぱちした女の子なんだけどさ。あの子、ちょっと邪じや魔まなんだよね。死んでもらわないといけないんだ》

　小隊長さん──〈ローデシア〉の暗殺リストに載のせたのはシャーリーンたちだった／さっきシャーリーンがわざと口にした言葉──〝ユニットが干渉気味〟＝彼女を殺す理由。

　わざとこちらに示し唆さしている──あまりに情報を流しすぎている／いつの間にか周囲に満ちる黄色い輝かがやき──何かがまずい。

《あと一つは、鳳のことね。あ、心配しないで。殺す気はないんだ。ただ、あの子の脳内チップに用があってさ。あたしがあの子に侵しん入にゆうするのを助けて欲しいんだよね。あんた、電子戦技術も勉強したでしょ？　最初のＡＰ爆弾の設置地点に侵入したのあんただよね？》

「うん」違い和わ感かん／危機感──なぜこうもこの女はだらだらと喋しやべり続けるのか／なぜ神父はこの場から姿を消したのか──相手がまた喋り出そうとする前に遮さえぎる。「今、ボクに何かしてる？」

《あっははははははは》いきなり、たがの外れた笑い声──正義とか倫りん理りとかそういうものが何もなくなった人間独特の虚うつろな刺とげ々とげしさ。

　今度こそ本当に背筋が寒くなった──周囲を見回すが具体的に危険なものが見えない／感じられない／だが何かがある／目に見えないもの──ふいに思い当たってぞっとなった。

　ベンチのこの席──さっと身を屈かがめて床ゆかを見回した／何もない／だがどこかにあるはず。

　前のベンチの背もたれ──聖書とか聖歌の歌詞カードとか置いてあるくぼみ／覗のぞき込む／くたびれた聖書の背表紙──真っ黄色に輝くしろもの。

《いやー、あんたやっぱ、こっち側に向いてるよ。鋭するどい鋭い。ま、ちょっと遅おそかったけどね。改良型の試作品でさ。上手うまくいくか、テストさせてもらったんだ》

　聖書をつまんで手に取った──糊のり付づけされて開かない／中の紙をくりぬいて何かを入れた／背表紙に小さな穴／そこから何かを噴ふん出しゆつさせた／気体にして自分に吸わせた。

「４フイアーＪ・ヨツトＯ・オー」口にしながらやられたと思った──頭を猛回転／どう対処するか。

《ピンポーン。大正解。ま、安心してよ。もともと空気感かん染せんも勝手な増ぞう殖しよくもしない上に、自じ壊かい機能つきの安全なウィルス兵器だから。ちょっと吸っただけじゃ致ち死し量には届かないねー、やっぱ。残念。でもこれであんたが生きてるかどうか、こっちはわかるから。よく死んだふりして逃にげるやつがいるんだよね。あと、具合を悪くさせることもできるよ。高熱出させたりとかさ。ま、約束を守ったら消してあげるから。じゃ、頼んだよ。爆弾を必ず爆発させてね。自由になりたいなら、頑がん張ばって働きな》

　一方的／独善的／良心のかけらもない愉ゆ快かいそうな態度──ああ、きっと自分も無事に逃げ出して自由を手に入れたらこんな大人になるのだと思わせられる──不快感の理由を悟さとる。

　通話が切れる──一方の手に持っていた聖書を元の位置に戻す。

　雛＝必死に思案／すでに得ている情報──〝死の呪のろい〟の解除方法＝〈大魔術師〉が持つという〝魔法の品〟──それが何であるか判明させなければならない。

　奥の扉から再びアダー神父が現れる──シャーリーンから連れん絡らく終了が伝えられたらしい／背負わされた新たな重荷／仕込まれたウィルス／全すべて知っている顔──録音機を差し出す。「ずいぶん長く喋ったものだ。楽しかったかね？」

「うん」受け取った──後悔も恐おそれもなく／これが洗礼なのだと思った／彼らがいる暗黒世界の流りゆう儀ぎを学べと自分に言い聞かせた──身を守るために／幼い頃ころからそうしてきたように。

「そういえば、君が〈炎〉の称しよう号ごうとともに得た洞窟ＤＥＮは、誰だれも使っていない。しばらく誰も使わないだろう。機会があれば、行ってみるといい。私が扉を開いておこう」

　取引の品はそこに置いておくということ──本当にそうするかどうかわからず／そうしなかったときの報復を用意する必要があると思った。

「うん」録音機をしまう／衛星電話を返す──席を立つ。「さようなら」

「君のような子を沢たく山さん見てきた」急に口調が変わる──厳おごそかでさえある態度。「私自身がそうだった。正しく進まねばならない。さもなければヴィッテルスのように操作される。彼が白紙のコインを託たくしたのは、彼の世代では成し遂とげられないと確信したからだ。彼もまた死を偽ぎ装そうしたが、その後の行いは彼の意思ではなかった。死を装よそおってのちも操作され続けた」

　茫ぼう々ぼうとした眼まな差ざしで見つめ返す──何の取引かわからず／不思議な気分／それまでのアダー神父とは違ちがう何かを感じた。

「くれぐれも自分を白紙に保ちなさい。あえて自らを檻おりの中に閉とざし、メッセージを放つことで世界と戦うことを選んだ者もいる。彼の傍かたわらには幽霊となった子供たちもいる。彼らが君たちに託したのは、正しく進むための道だ。彼らのように、暗くら闇やみに身をひたすための階段を下りる必要はない」

　意味不明──だが自然と伝わってくるもの／この神父は雛に何かをさせたがっている／ビジネス以上の何か／もしかするとシャーリーンたちを出し抜くようなこと。

「どういうことぉ？」素す直なおに質問──素す直なおに教えてくれるとは思わず。

「君は、どの組織も不可能だったほど深く暗闇にふれたということだ。もちろん君の事情はわかっているよ、アデナウアーお嬢さん。だからこそ君は彼らを信用させることに成功した」微び笑しよう──あくどいという点では誰にも引けを取らない笑えみ。「彼らに操作されるのではなく、彼らを操作してやりたまえ。魔ま法ほうの品は、〈大魔術師〉が道どう化けとして配った写真で握りしめているものだ。戦犯法ほう廷ていで、自ら裁かれることを選んだ者がいたことを思い出すといい」

　言うだけ言って小さく会え釈しやく──するする暗がりへ戻るアダー神父／自分は真っ暗闇へ続く階段をひたすら下り続けているというよう／やがて小こ柄がらなその姿が奥へ消える。

　雛──教会を出ながらぼんやり思案／恐怖はなし／耳に残るシャーリーンの笑い声の不愉快さ／アダー神父のやけに真に迫せまった眼差し──どちらも無関心の壁かべで心から押しやった。

　どうにかして手に入れねばならないもの──ウィルスの自壊コード／ご丁てい寧ねいにアダー神父が教えてくれた／〈大魔術師〉に自分をけしかけるために。

　戦犯法廷で裁かれることを選んだ将軍──黄金の銃じゆうの弾だん倉そうに秘密の証人を意味する漢詩が刻まれていた／それと同じこと／〈大魔術師〉ことハンス・Ｗ・クラインが握る品。

　事件の始まり／写真で見た──骨こつ董とう品のＰ３ピス８拳トーレ銃３８。




　　　　†




　サソリ男＝ムスタファ・ドゥピスク──追つい跡せき＋監かん視し。

　そのオフィス──第二フロリ十一ズド区ルフ＝貿易センター／ハイテク総合ビル十四階／負ふ債さい処理会社／銀行が切り捨てた企き業ぎようをむさぼり食くらうピラニア金きん融ゆう業／あくどさ満点の金貸し屋。

　その正体──〈クルド人民戦線〉ヨーロッパ方面隊〈青いサソリ〉の親玉／武器・兵員・資金を集めて同どう胞ほうにばらまく／兵へい站たん部隊の指揮官──通つう称しよう〝旗フラグ艦シツプ〟＝生きつ粋すいのゲリラ。

　だが本人はなかなか尻尾しつぽを出さず──逮たい捕ほされず／犯罪をおかさず／全て人にやらせて自分は安全地帯に居続ける／そんじょそこらのマフィアより用心深くしたたか。

　だが日向ヒナタ＋捜そう査さ班の尽じん力りよく──ムスタファの会社の関連企業である外国製の家具を扱あつかう貿易会社を突つき止める。

　トラックを大量購こう入にゆう／何かを空港で受け取る／運び出す──シディカ・シェン名義の会社に輸送／密輸されたＡＰ爆ばく弾だんの燃料と推測──逮捕の根こん拠きよには十分。

　対テロ法案にもとづく一いつ斉せい逮たい捕ほ──法務省に働きかけて執しつ行こう令状をもぎとるヘルガ。

　サソリの強きよう襲しゆう作戦＝ゴーサイン──乙ツバメ＋日向／御ミ影カゲ＋戦術班／捜査班／解かい析せき課の監視班。

　警けい戒かい──敵の武装集団＋アームスーツ＋情報汚お染せん＋特甲猟りよう兵へい＋ＡＰ爆弾。

　所しよ轄かつの警察も動員──第二フロリ十一ズド区ルフ＝ハイテク総合ビルを二重三重に包囲。

　名目はＡＰ爆弾の捜査──自分は刑けい務む所しよ行きにならないと高をくくるサソリ男の足あし下もとで一いつ般ぱん人を避ひ難なん／ビルから追い出す／一階ずつ制圧してゆく。

　地下駐ちゆう車しや場──捜査用トレーラーのコンテナ＝捜査用機材／捜査班／日向＋乙＋御影。

「向かいのビルで集音マイクの設置に成功」捜査班員──にやりと。「どうやら来客中のようです」

「こっちに流せ」日向＝鋭い語気──敵を追う猟犬モード全開。

《──もう十分、協力しているはずよ》機材を通して女性の声──日向＋乙＝息を吞のむ／顔を見合わせる／聞き覚えのある日本訛なまりのドイツ語──マリ・カツラギ。

《そっちの例の会社をよこして、ソネルを釈しやく放ほうさせろ》ついで男性の声──こちらも聞き覚え＝サソリ男ことムスタファ。《あと、人もよこせ。とにかく人手が足らないんだ》

《どっちも無理よ。もう日本人青年会を利用しないで。彼らはこの事件に関かかわらない。私が関わらせないわ》マリ＝必死に説得する調子。

《ケンジ・アリサワが継ついだ会社が必要だ》ムスタファ＝相手の言うことなど聞いちゃいない態度。《シディカ・シェンの会社は逃げ道として使えなくなった。あの孫まご娘むすめが馬ば鹿かみたいに役所に連れん絡らくしまくったせいだ。なんであの孫娘が生きているのか意味がわからん。あの孫娘と付き合っていた日本人のガキは狙そ撃げきさせたのに。あのガキはなんだ？　お前らのスパイか？》

《馬鹿なこと言わないで》

《お前の首を切り取って持っていけば、日本人は言うことを聞くってことか？》

《ふざけないで》

《ふざけてると思うのか？》

「なんでマリがいんの？」乙＝ついひそひそ声に。

「爆弾を運ばされた日本人と関係があるんだろう」日向＝会話を聞くべきか考えている。

「どうする？」御影──突とつ入にゆうを促うながす。「私にはテロ協力を強要された日本人が抵てい抗こうしているように聞こえる。ついでに言えば、この女性の身が危険だと思える程度には物ぶつ騒そうな話題だ」

　日向＝うなずく──行動を決断。「今すぐ確保だ。行くぞ」

　みな素早く外へ──行くぞ＝御影たちだけでなく自分にも呼び掛かけてくれた──乙＝ロリポップをくわえながらなんか嬉うれしい／良い気分／日向が対等に扱ってくれている──大人たちの中の特とく殊しゆな子供とみなしているのではなく。

　日向に従う乙──右目に眼帯／何となく自分への戒いましめ／日向も黙もく認にん。

　別の車両へ行く日向──荷台＝〈ミノタウロス〉式アームスーツ。

「私がその玩具おもちやを使ってやってもいいんだぞ」御影＝未練がましい。「何しろお前はここの指揮を執とらねばならないんだからな」

「心配いらん」日向＝にべもなく──アームスーツに乗り込む。「俺が先頭で行く。警官隊を任せるぞ」

「後ご詰づめとは。つくづくこの事件では損な役回りだ」御影＝戦術班二名とともにショットガンを手に移動／フル装備／全身防弾──所轄の機動隊員が待つ屋内の非常階段へ。

　出入り口は武装した警官が封ふう鎖さ──エレベーター＋警備システムをＭＳＳ解析課が掌しよう握あく。

　日向のアームスーツ＋乙＋捜査班──業務用エレベーターへ／重量制限ギリギリ／馬鹿でかい鋼鉄の水牛とともに十四階へ到とう着ちやく──くわえた砂糖菓が子しの甘味と突入の緊きん張ちようが心地ここちいい。

　目的の階へ到着──素早く散開する捜査班──堂々と廊ろう下かを進むアームスーツ＋乙。

　オフィスの受付──鋭い目をした黒いスーツの男＝二足歩行する鋼鉄の水牛／カタナをひっさげた少女──異様なコンビが歩み来るさまに下した顎あごがかくんと下がる。

　後に続く捜査班──スーツの男を問答無用で引きずり出す／黙だまらせる／武装解除／受付カウンターの下の散弾銃を押おう収しゆう／電話回線を確認──ＭＳＳ解析課が侵入済み。

　がん！　アームスーツの手て荒あらなノック──オフィスのドアがくの字に曲がって床に。

　ドアを踏ふみつける青い水牛＋乙──室内にいた五名がぎょっと立ち上がる／凍こおりつく。

　窓を背にした豪ごう華かなデスクの後ろ＝ムスタファ──来客用のソファ＝スーツ姿のマリ──壁かべ際ぎわの事務机＝クルド系らしきスーツ姿の男が二名──入ってすぐ横にソファ＝剝むき出しの拳銃を軽く握にぎっているドア番らしき革かわジャケットの男──みな愕がく然ぜん。

《ＭＳＳだ。動くな》アームスーツから日向の声──サーチライト付きの巨きよ大だいな機銃をこれみよがしに構えてみせる。《全員拘こう束そくする。ビルは封鎖済みだ。大人しく従え》

「妙みように静かだと思ったらこれだ」ムスタファ＝相変わらずぐらぐら揺ゆれる体幹／動くなと言われたのにデスクの上の大きなマグカップへ手を伸のばす──マグカップの中に指を突っ込む。

　乙＝瞬しゆん時じの確信──コーヒーらしき液体／だがマグカップから湯気なし／自然と伝わってくるもの／習慣としていつもカップにそれを入れている──非常時のために。

「これでも食ってろ」ムスタファ＝マグカップの中から取り出す──手しゆ榴りゆう弾だん。

　あまりに無造作／慣れた動作／止める間もなくピンを引き抜ぬく──部屋の真ん中に放ほうる。

　雛なみの自爆的応答──事務机の男二名はムスタファがそうすることを察していたらしく慌あわてて机の下に潜もぐり込んでいる──マリも迅じん速そくにソファを踏み越こえて柱の陰かげへ飛び込もうとしている──ドア番の男だけが何が起こっているかわからずマリへ怒ど鳴なっている。「待て！」

　アームスーツの突進──日向の怒ど声せい＝捜査班へ。《下がれ！　爆弾だ！》

　乙＝下がらずに前進──ムスタファが手榴弾を取り出したときにはカタナの柄つかを握っている／片目を塞ふさいだまま正確に距きよ離りを測っている／鉄板を拳こぶし大に加工した爆弾──その程度の物なら何度も練習で斬きったという自信を込こめて跳ちよう躍やく＝抜刀──水平に一いつ閃せん。

　宙で手榴弾を上下に切断──導火構造を正確に寸断／衝しよう撃げきでは爆発せず／切り口から火薬と小さな鉄球がばらまかれる──早はや業わざ＝まさにかまいたち。

　手榴弾が放たれてから一秒余──斬った勢いのまま横へ移動する乙。「日向！」

　アームスーツがそのまま突進──切断された手榴弾の上半分を宙でキャッチ／両手で握り込む／腹に抱いだく／屈かがみ込む──機体を爆弾の上に覆おおいかぶせる。

　ばん！　炸さく裂れつ──半減した爆圧／爆風／破は片へん──アームスーツが握り込んで外へ出さず。

　ムスタファ＝その隙すきに逃とう走そう──デスクのそばのドアから隣りん室しつへ／いつでも移動できる場所にデスクを構えていた／サソリ男の警戒態勢。

　乙＝抜き身のカタナを手にムスタファを追う──他方の手でカタナのベルトを腰こしに巻く。

　視界の隅すみ──ドア番の男＝マリへ手を伸ばす／片方の手の拳銃を振ふり上げている。

　マリ──男の手首をつかむ／相手の勢いを利用して体幹を崩くずす／男がぐるんと投げられて床ゆかに激突──マリの手＝いつの間にか奪うばい取った男の拳銃。

　見事なさばき──やっぱり／モリサンの技わざを受け継いでる／マリにも教えてもらおうっと。

　ムスタファが大きな音を立てて閉じたドア──乙＝エナメル靴ぐつのカカトで蹴けり開く／シリンダー錠じようがドア枠わくごと外れる──隣室＝豪華なオフィスによくあるキッチン。

　冷蔵庫／食器棚だな／ワインセラー／コンロ／食器を洗う台──奥に搬はん入にゆう用の別の出入り口。

　追う──人ひと影かげ／にわかに危機感／首筋の産うぶ毛げがぞわっと立つ感じ──咄とつ嗟さに刃やいばをかざした。

　ぎん──火花／刃と刃の激突／重くて分厚い鋼鉄──消火用の手て斧おのを振るったムスタファ。

　逃にげたと見せて手斧を構えて待っていた──かと思えばくるりと背を向け逃走／搬入通路／追いすがる乙──斧を放ほうり捨てていきなり壁へ頭から飛び込むムスタファ。

　いちいち間のない行動／突飛にしか見えない行動──一瞬で姿が消えた。

　乙＝頭の中で「？」マークが浮うかぶ──ややあって理解＝ダストシュート──アルミ板の蓋ふたを吹ふっ飛ばして飛び込んだ。

　思わずたたらを踏む──カタナを持ったままではつっかえそう／ムスタファがあらかじめ決めていたであろう逃走ルート──手斧を捨てたのは中で引っかかるとわかっているから。

《サソリがゴミの穴に逃げた。追っかけるよ》刃を鞘さやに納める＝走る──搬入通路から廊下へ。

《気をつけろ。何をするかわからん》日向──全隊通信。《オフィスを制圧。四名確保。サソリが逃げた。ダストシュートだ。敵性アームスーツを警戒》

　乙──廊下から非常階段へ／列を成していた御影＋捜査班＋武装した警官達が目を丸くする──彼らの頭上を跳とび越える／ひらりとスカートを翻ひるがえらせて壁を蹴る・手すりを蹴る・身構えていた警官の肩かたを蹴る──四階ほど下りたところで着地──再び廊下へ。

　脳内チップでビル内の構造を確認──ダストシュート＝各階に集積場／ムスタファがとどまっているとも思えず。

　ゴミの経路を無視──吹き抜け＝エレベーター・ホールへ──跳んだ。

　エレベーター・シャフトを蹴る・吹き抜けの鉄てつ柵さくを蹴る・なんだかわからない綺き麗れいな装そう飾しよく品を蹴る──八階下＝地上二階の停止したエスカレーター──手すりベルトにすとんと着地。

　疾しつ走そう＝ベルトの上を駆かけ下りる／狭せまい足場をいささかも踏み外さず──いっぺんやってみたかったんだ──思わず歓かん声せい。「あっは！」

　キャット・ウォークならぬキャット・ランを披ひ露ろう──二階から地下一階まで手すりベルト上を全力疾走──通路へ降りて搬入区画へ。

　地下一階──大きなゴミ箱が並ぶ一角／業務用駐車場──広々としたそこで待つ／くわえた菓か子しをガリガリ囓かじる。

　僅わずかの間──ばたんと騒そう々ぞうしく開け放たれるドア／来ると思っていたのとは違ちがう方角／警備員用のドア／いつの間にか警備員の制服に着き替がえたムスタファ──ぴたりと立ち止まる。

　囓り終えたロリポップの棒をぷっと噴ふき捨てる／サソリ男に向き直る──白い歯を見せてにっこり質問。「ねー、インガオーホーって知ってる？」

「なんなんだこのガキ」ムスタファ＝制服のポケットから何のためらいもなく大おお振ぶりのナイフを取り出す──ぐらぐら酔よっ払ったような歩みで近づいてくる。「特甲児童か？　なんで特甲を使わないんだ？」

　乙＝静せい穏おんなる抜刀体勢──殺してはいけないのでついナイフを打ち払はらおうと考える／狙ねらう／無造作に間合いを越えて接近するムスタファ──見れば見るほど挙動不ふ審しん／狙おうとして狙えず／本当にナイフを振るう気があるのかすら疑わしい動き方。

　かと思えばいきなり踏み込まれた──サソリの尾おさながらの迅速さ／銃じゆう弾だんのように刃の切っ先が迫せまる／完全に抜刀の機を逸いつする──内心で舌打ち＝しまった。

　すぱっと服の胸むな元もとを切り裂さかれた──紙一ひと重え＝いきなり頸けい動どう脈みやくを裂さきにきた／特甲児童の急所／機械ではなく生身のはずの部分──かわした代わりに服と肌はだの表面を切られた。

　刃は物ものに毒を塗ぬっている場合もある──カガミ・センセイの教え／この男ならそうしていてもおかしくないと思わされる。

　裂けた服＝隙すき間まから覗のぞくダイヤの首くび飾かざり／水玉模様のブラ／肌にうっすら切り傷──ものすごくむかついた──右目の眼帯を外したくなる／この男を真っ二つにしてやれというワニの笑い声がどこからともなく響ひびき出す。

「こんなところで決けつ闘とうか？」いきなり間延びした声──ずびーっと洟はなをかむ音。「見るからに古式ゆかしい感じだな」

　乙＋ムスタファ＝互たがいを視界にとらえたまま新たに現れた男を一いち瞥べつ──しわくちゃのジャケット／よれよれのズボン／ごま塩頭と無ぶ精しよう髭ひげ──ピエール・バスティーユ捜そう査さ官。

「ピエールのおっちゃん？」ちょっとびっくり。「どうしてここに？」

「ＭＳＳの長官に聞いてな」ジャケットから吸入器を取り出す──シュコーッと吸い込む／うむん／えへん。「お嬢じようさんがたが州知事を守ってる間、ずっと運び屋を追っかけてたんだ。で、お嬢さん達がここに踏み込むっていうんで見に来た。その男に訊ききたいこともあるしな。俺がそいつを大人しくさせてやろう」

「おっちゃんが？」不満顔──力不足を指し摘てきされた気分。「オレだって追っかけてきたし。やらせてよ」

「そう言うな。兄弟子でしの指導だと思ってくれ」無造作に歩み寄る──ウィンク。「それにお嬢さん、なんだかそいつを斬っちまいそうだぞ」

　図星──口を尖とがらせつつ後ろに下がる。「こいつ、危ないよ」

「そうらしいな」なんとムスタファにもウィンク──手招き＝挑ちよう発はつ。「選手交代だ」

「フランス人の捜査官か」ぶつぶつ呟つぶやく──挑発も目に入っていない感じ／ピエールと目も合わせず／苛いらついたようにぐらぐら体を揺らす。「あちこちうろうろしやがって。なんでさっさと始末しちまわないんだ」

「どいつが俺を始末する予定か教えてくれないか」ピエール──だらんと両りよう腕うでを体の両側に垂らす／両りよう膝ひざがせわしなく揺れる／体幹がぐらぐら揺れ始める。「この国の治安関係者の中にいたりするのか？」

　乙＝瞠どう目もく──二人が歩み寄る／同じような酔っぱらったような歩み／まるで鏡映し。

　ピエール──予期不能の敵に同調する／予期することをやめて相手そのものになる。

　ほんの短い間に二人のリズムがぴったり重なる／ほとんど左右反対の動き方──すぐさま互いの間合いに踏み込む。

　ムスタファ＝閃ひらめくナイフ──それよりも早く動いているピエール／ナイフを振るう手を受け流す／ぱっと相手の袖そでをつかむ／服を握り込むことで相手の腕の動きを封ふうじる／腕だけでなく上半身のほとんどの動きに制限をかける──揺れることで不思議なバランスを保っていた相手の体幹を存分に固定した上で崩す。

　ぐるんとひっくり返って床に背を打ちつけるムスタファ──サソリが尾をつかまれてぶん投げられたよう／ナイフが床に転がる／ムスタファが逃げようとして腹はら這ばいになったところを膝ひざで押さえつけて後ろ手にねじり上げる──ピエールの一方的な制圧。

　自分が鏡になって相手を映す／制する／支配する──そんなやり方があったんだ──感心／感動／思わず真ま似ねして遅おくればせながら体を揺らしてみたりした。

「酔すい拳けんの真似っぽいな」ピエール＝しげしげ／片手で相手の腕をねじりながらもう一方の手で顎あごを撫なでる。「普ふ通つうは映画でしかお目にかかれん。有名なのはジャッキー・チェンの『ドランクモンキー』だったかな。中国人結社にでも教わったのか？」

　ムスタファ＝忌いま々いましげな唸うなり。「くそが。殺してやる」

　そこら中のドアが次々に開かれる──御影＋捜査班＋警官隊が到着／銃を向ける／下ろす。

「なんたることだ」御影＝ムスタファに負けず劣おとらず悔くやしげ。「私の仕事はどこへ行った？」

　大きな足音＝アームスーツ──真っ直すぐ乙に歩み寄る。《負傷したのか？》

「え？」乙＝きょとん──ふと気づく／裂かれた胸元／ブラが丸見え／アームスーツのカメラでズームされている／間近に覗き込まれている──ぱっと両腕で隠かくした／急に顔が赤らむのが自分でわかる／なぜかものすごく恥はずかしい気分。「や……こんなん、大したことねーっしょ」

《手当をしてもらえ》いささかも乙の態度を気にせず。《救護班が外で待機中だ》

　妙に情けない気分。「やだって、そんな見なくたっていーっしょぉ？　大だい丈じよう夫ぶだってば」

《念のためだ》やっとアームスーツがよそを向く──床に落ちたナイフの方を見る。《敵はウィルス兵器を所持している。お前を失うわけにはいかない》

　刃に毒が塗られている可能性──犠ぎ脳のう少女を殺すウィルス／〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉でニナが感かん染せん／さすがに心配しすぎなんじゃないかとは言えず──この男に心配されるのが妙にこそばゆい／お前を失うわけにはいかない、だってさ──なんだかすごく大事にされてる感じがする言葉。

　捜査班をオフィスに残して撤てつ収しゆう──容疑者は勾こう留りゆう施し設せつへ／ぶつぶつ呟きっぱなしのムスタファ。「どうせすぐ釈しやく放ほうだ。荷は全部運び終わってるしな。誰だれが止められるってんだ？　どいつもこいつも始末すりゃいいだけだ」

「やれやれ、あの男の聴ちよう取しゆは少しばかり難なん儀ぎしそうだ。会話にならない」ピエール──ちゃっかりＭＳＳの車両に乗って本部まで同行。

　本部に到とう着ちやく──乙＝日向の指示で検査へ／何ごともなし／押収されたナイフから毒もウィルスも検出されず／切られた服を替かえて聴取室へ。

　聴取室──日向＋御影＋ピエール──ニナもいる──乙＝なぜか気き後おくれ／最近なんか変／日向がいるところにニナがいると妙に落ち着かない。

　聴取──ムスタファでも他の男たちでもなくマリ・カツラギ──到着したばかりらしいケンジ・アリサワも同席／またもやの聴取／会うたびに二人との間に壁かべができていく感じ。

　みなやって来た乙を見る──来るのが当然とばかりに誰も何も言わない／妙みようにほっとする／ニナも席を外せとは言わず──言われたら傷つくんじゃないかと少し怖こわかった。

「やつらは今も日本人を運び屋として使いたがっているんだな？」日向＝聴取を主導。

「はい……人手が足らないと」マリ＝沈ちん痛つうな様子。「私達の〈希望の会〉には、彼らに従うよう脅おどされている者が何人もいるんです」

「沢たく山さんの逮たい捕ほ者が出たからでしょう。必死で人を集めようとしています」ケンジ＝自分たちに抗あらがう力がないことを恨うらむような調子。「逆らえば親族を殺されかねません」

「先ほど、鑑かん識しき班から連れん絡らくがあった」ニナ＝いささかも同情を示さず／日向が肩かた入いれする態度を示す分だけ鋭するどさを増す声こわ音ね。「ムスタファ・ドゥピスクのオフィスを調べたところ、あちこちから無む煙えん石炭の粉が発見された。ヤマモト・シンジローがうちの隊員に委い託たくしたカタナの内部に塗られていたのと同じものだ」

「石炭……ですか」ケンジ＝途と方ほうに暮れた顔。

「心当たりはないのか？」日向＝じっと相手を見つめる／人間噓うそ発見器の眼まな差ざし。

「そう言われても……」ケンジ＝明らかな困こん惑わく。

「別の場所でも同じものが発見された」日向＝マリへ視線を移す。「地下道で、ＡＰ爆ばく弾だんの組み立てが行われたと思われる場所を発見した。枢すう機き卿きようが死んだ船のパーツもそこにあった。そこでも、同じ石炭の粉が発見されている。さらには、保護された犠脳少女たちの衣服からも、同じ成分の物質が発見されている。少女たちがＡＰ爆弾の組み立て場所にいた可能性もある」

「提供すべき情報は何もありません」マリ＝弁護士らしい言い方。「シンのカタナの件は、私達にも説明できないんです」

「何か説明を考えた方がよさそうだぞ」御影＝やんわり相手を追い込む。「ヤマモト・シンジローがカタナに船の番号を刻み込んだ上で、そちらのおフロ嬢イラ様インに渡わたした。事件に関かん与よした者が、共犯者にばれないよう密告をはかったと考えるのが妥だ当とうだろう。だが結局、密告を怪あやしまれて殺された。そういうことになるのではないか？　このままでは日本人が、トルコ系やクルド系の過激派と関与し、ＡＰ爆弾作りと運搬に関与し、枢機卿爆殺に関与し、さらにはカルト教団に囚とらわれていた犠脳少女たちにも関与したということにされるぞ。君たちこそ、主犯と目される〈ローデシア〉につぐ一大テロ組織として扱あつかわれるだろう」

「私達には、そうだともそうでないとも言えません」マリ＝あくまで否ひ認にん気味。「シンが何をしていたか、私達にはわからないんです」

「わからないようにしているってことかもな」ピエール＝ふいに口を開く／世間話でもするような独白めいた調子。「コミュニティを守るため、あえて幾いくつもの細セ胞ルに分かれるってのは、よくある話だ。ときには敵と味方に分かれて、どちらか一方だけでも生き残れるようにする。民族分断てやつだな。戦争で大国に挟はさまれた小国や少数民族がよくやる、最後の手段だ」

　マリ＝質問ではないので黙だまったまま──ケンジ＝呟くように。「そんな風に分断されれば、その時点で〈希望の会〉も僕らの絆きずなも生活も、何もかも終わったようなものです。ただでさえＢＶＴにマークされてますし、このままでは僕らの会は裁判所命令で解散させられるでしょう。再び日本人青年会が作れる日まで、どれほどかかるか……」

　着信音＝ニナ──携けい帯たい電話の画面を一瞥。「日本人青年会のメンバーには保護監かん視しをつける。危機的状じよう況きようにおいては速すみやかに我々や治安組織に連絡をして欲しい。独力で身を守れるような相手ではない」

　ケンジ＋マリ＝わかっているというようにうなずく──だがどうしようもないのだと全身で訴うつたえている。

　ひとまずの聴取終しゆう了りよう──狙そ撃げきを警けい戒かい／二人をＭＳＳの車両で家まで送り届ける。

　ニナ＋日向＋御影＋乙＋ピエール──ＭＳＳ本部ビル二階＝ニナのオフィスへ。

　小こ綺ぎ麗れいですっきりした部屋／トルコ風の置物がちらほら／壁一面に起動中のモニター──部屋の外にコーヒー・サーバー／積んである椅い子す──めいめいに持ち込んで着席。

　ピエール＝さも本場のカフェを味わうというようにすする──ニナ好みの苦味一いつ辺ぺん倒とうの飲み物に顔をしかめる／当然のように座る。「何か情報が？」

　うなずくニナ＝情報を渡す代わりにそっちのもよこせという顔。「ムスタファ・ドゥピスクのオフィスで発見された独立閉へい鎖さ型の端たん末まつの解かい析せきが終わった。そのデータによれば、二トンもの荷が分割されて都市中に運搬されている。運搬先はどれもシディカ・シェン名義の会社だ」

「二トンだと？」御影＝さすがに意表を突つかれた顔。「ＡＰ燃料とは思えん。いったい何を運んだんだ？　犠脳体兵器か？」

「データでは石炭だ」ニナ＝言いつつ信じていなそうな顔。

「石炭と偽いつわって、実際は、磨みがけばきらきら光る宝物だろう」ピエール＝そのことばかり考えてきたせいですっかりくたびれきっているという調子。「つまり、この国に密輸されたダイヤモンドの原石だ。それがこの都市に集つどう犯罪者どもを結びつけている」

「ダイヤ……」乙＝なんとなく服越ごしに胸むな元もとの宝石に触ふれる──それをくれた人の無む惨ざんな死を思い出させられる。「それって、売ったり買ったりしちゃいけない血まみれのダイヤのこと？」

「そうだ。少なくとも俺はそう考えてるんだがね」ピエール＝疲つかれた笑えみ。

「二トンのダイヤモンドだと？」御影＝呆あきれ返った様子で言い直す。「末まつ端たん価格は何億ユーロだ？　もはや密輸といえる規模ではない。国家間の貿易と呼ぶべき量だぞ」

「実際に貿易ルートが利用された可能性がある」ニナ＝携帯電話でモニターを操作／データ表示──イマムラなにがし会社という日本風の名を持つ企き業ぎようの登録書類。「日系の貿易ルートだ。これはケンジ・アリサワが一族から受け継ついだ会社で、取引先である中間管理会社は、それぞれオーストリア系、中国系、イタリア系、トルコ系、クルド系など多数の会社につながっている。親会社はアリサワのものであっても、ほとんど他の企業に食い潰つぶされている状態だろう」

「日系ルートか」日向＝ようやく獲え物ものの臭しゆう跡せきに行き当たった猟りよう犬けんの唸り。「シンジローは、コーヒー豆の輸入ルートについて口にしていた。石炭や鋼材がセットのルートで、販売形態が変わってしまうと」

　乙＝胸を衝つかれる／思い出す──もうカタナは作れなくなる／自分たちに有利な価格ではなくなるから／自分たちのものが他ほかの誰かのものになるから──奪うばわれるから。

「それで石炭か」御影＝日向に劣らぬ獰どう猛もうさ。「確か汽車だかなんだかが文化委託されたのだったな。つまり文化委託を隠れ蓑みのにした大規模な密輸を行ったというわけか？」

「国際的で合法的なルートに寄生したんだ」ピエール＝意外に苦味が気に入ったというようにコーヒーをすする。「この日系の会社にたかっている連中が、運搬がばれそうになるたびに分散して運んだ。そのせいでつかめなかった。そう考えるとすっきりするな、やれやれウーフ」

　うなずくニナ。「最初にシディカ・シェンを追った際は、日本人が何かを運搬させられていた。今回サソリを捕とらえたところ、シディカ・シェンが引き継いでいることがわかった。中国人結社やイタリア人結社も、運搬に参加しているはずだ」

「関係者全員が陽動になり、本隊になりうるわけだ」御影＝腕組み／賛さん嘆たん／敵てき愾がい心しん。「〈アンタレス事件〉のときのような核かくのリレーではなく、フットボールのように異なる者たちの手から手へ回している。しかも荷は一つではなく九つのＡＰ爆弾に、二トンの荷だ。これはとんでもない曲芸だぞ。どうやってこんなキャッチ・アンド・パスを管理している？」

「それを判明させるために、現時点で密輸ルートという想定を修正する」ニナ＝ますます鋭さを増して。「敵は国内で本格的な密貿易ネットワークを形成しようとしているという想定で捜そう査さ項こう目もくを修正し、都市中に電子汚お染せんをばらまく敵ユニット形成の目的も解析させる。こうした追つい跡せき困難なネットワーク作りそのものが敵の目的かもしれん」

「もう一つ。ルフトハンザ３１９便は棺ひつぎに入ったダイヤを積んでこの国へ向かっていた」ピエール＝飲み終えたコーヒーの紙コップをぐしゃりと握にぎり潰す。「国外から来たものばかりが事件の全すべてじゃない。この国の誰かが、巨大なアンダーグラウンド・マネーの誘致を行ったとみるべきだろうな」

「国内主犯説か」御影＝難しい顔。「困ったことに、まったくもって否定できん」

　そうだろうよ、という風にうなずくピエール。「イギリス諜ちよう報ほう機関の情報によれば、この国の未来党は〈ローデシア〉にも〈インフィニティ〉にもつながっている。てことは、プリンチップ社を通して、これまで問題になってきた武装グループ全部と結けつ託たくしてるんじゃないか？」

　コール音＝ニナ──さっと携帯電話を耳に当てる。「私だ。……なに？」

　場に緊きん張ちよう──みなニナの通話終了を待つ／手短に指示を出すニナ。「ただちに所定の施し設せつへ。厳げん戒かい警護だ。解析課にも連絡しておけ。コードの解析を急がせろ」

　通話オフ──ニナ＝みなを見み渡わたす。「監視保護中のアイラ・シェンの容態が急激に悪化。検査の結果、４ＪＯウィルスによる病状と判明した」

「アイラが？」乙＝心臓を何か冷たいもので刺さされたような気分──せっかく守ったのに／シンジローを守れなくて彼女だけはと思っていたのに。「そんな……いつ感染したの？」

「地下で救助された時点で感染させられていたのだろう」ニナ＝敵への怒いかりがにじむ声こわ音ね。「〈トルコ自由戦士団〉からアイラ・シェンが宿しゆく泊はくしていたホテルを通してメッセージが出された。彼女の身み柄がらの引き渡しと、勾こう留りゆう中のソネルおよび〈自由戦士団〉メンバーの釈放を要求している。本事件で初の要求だ」

「またもやわけのわからんタイミングだな」ピエール＝自分が救出した女性の危機／のんびりした口調と裏腹の鋭い眼つき／握りしめた紙コップを両手でねじ切る。「今、彼女を人ひと質じちにすることに意味があるとは思えんし、釈放要求も不自然だ。目的は彼女や兵士自身かもな」

「……どういうこと？」乙＝戦意よりも不意を突かれたことで不安を覚える。

「人手が足らないとサソリが言っていた」日向＝低く唸うなるような声。「運び屋のことだけではないのかもしれん。アイラはソネルから、シェネル・シェンの遺志を継げと言われていたそうだ。つまり、彼女に何らかの適性があるのかもしれない。あるいは彼らにとって組み立てた兵器に同どう胞ほうの命を乗せることが重要なんだろう」

「アイラ・シェンを犠脳体兵器に使う気か……」ニナ＝この上なく重々しい声音──たびたび犠ぎ牲せい者しやを出してきた怒り／携帯電話を握りしめる。「彼女を引き渡すことなどありえん」

「ねえ、日向」乙＝呼び掛かけ／すがるでもなく／焦あせってせき立てるでもなく──とことん静せい穏おんであれと自分に言い聞かせる。「ウィルスって、オレたちのお仕事？」

「いや、違ちがう」日向＝少女の問いに付き合う──少女の静穏さに合わせて獰猛な気配をおさめる。「４ＪＯウィルスは解析課と医い療りようスタッフの範はん疇ちゆうだ。下手に俺たちが扱おうとすれば被ひ害がいを増やすことになりかねない」

「あのサソリ、荷物を運ぶのは終わったとか言ってなかった？　どういうこと？」

「ゴール地点に運んだのではなく、連れん携けいしている相手に渡したということだ。追えば陽動になり、目を離はなせば本隊になる。データ上では現在、シディカ・シェンの会社に戻されている」

「誰だれがそういう命令を出してるの？」

「複数の指揮官だろう。可能性が最も高いのはロートヴィルトとホイテロートだ」

「じゃ、その二人を追っかける？」

「手がかりがない。実行部隊を特定するのが早道だ」

「あのさ、爆弾って、もうどこかで爆発しそうになってるのかな？」

「かもしれん。だがもしそうなら実行部隊の大半は仕事を終え、国外へ逃にげている。サソリはアームスーツも出さず仲間を盾たてにして逃げた。ああいう男なのにまだ国内にとどまったままなのは何か理由がある」

「爆弾は仕し掛かけ終わったけど、他に用事があるってことじゃない？」

「可能性はある。だが爆弾は、必ず他の件と関連している」

「他の件って、どれとどれ？」

「運搬され続けている二トンの荷、都市内の寄生ユニットによる情報汚染、まだ半分が生きている犠脳少女たちだ」

　ＭＳＳきっての迫はく撃げき手＋追跡手──その質疑応答を眺ながめるニナ＋御影＋ピエール。

　御影＝面おも白しろそうに／ひそひそ声。「うちの副長は素す晴ばらしい相棒を得たようだぞ。まるでお前を見ているようじゃないか、潮音シオン」

「成人前の名で呼ぶな」ニナ＝眉まゆをひそめる。「私のよう……乙ザーフイアが？　どういう意味だ？」

「日向と乙くんの関係は、いわばヘルガ長官とお前の関係と同じだ。一方が目と頭脳になり、片方が手足になる。これまで日向には目も頭脳も手足も任せてきた。何しろ戦術班も人手が足らなくてな」

「お嬢じようさんは将来、シュニービッテン副官を見習うことになるかもしれんてわけか。まあ、大いに素質はありそうだ」ピエール＝それが少女の幸福かどうかちょっと心配するような父親めいた顔つき。「だがなんというか、もう少し普ふ通つうの将来があってもいいかもだな」

　乙──ピエールの心配をよそに肝かん心じん要かなめの問いを発する。「オレたち何を追いかけるの？」

　日向＝口をつぐむ──言葉に詰つまるのではなくじっくり頭の中で品定め／乙との対話を通して最も正しい結論を出そうと努めている。

　みなも注目──やがて追跡手の断定。「二トンの石炭を追う」

「ダイヤとは言ってくれんわけか」ピエール＝肩かたをすくめる──だがどこか嬉うれしげ／長いこと孤こ独どくでいたのが急に仲間を得た感じ。「まあ石炭を見つけて磨いてみりゃわかる。俺もその追跡に参加させてもらおう」

「爆ばく弾だんでもロートヴィルトやホイテロートでもなく？」御影＝意外そうに。

「敵が仕掛けた三つの爆弾と、敵にとっても予想外だったらしい船の爆破を結びつけるものは、石炭だけだ。もしそれが本当にダイヤモンドで、敵集団への報ほう酬しゆうにもなるというなら、ダイヤモンドを奪うことで敵を分ぶん裂れつさせられる」

「また撹かく乱らんされるぞ」ニナ＝珍めずらしく即そく座ざに命じず。「どう撹乱を絶つ？」

「御影の仕事だ」日向＝端たん的てき。「お前が追っていたものを追え」

「おっと、確かにＡＰ爆弾は私の仕事だ」御影＝自じ嘲ちようのにじむ笑み。「爆弾のありか、ないし設置ポイントを判明させねば、どのみちこの事件は我々が敗北する。いいだろう。そろそろ私もまともな仕事をしたいところだ。あのとびきりの玩具おもちやばかりか素敵な相棒まで得たお前に、戦術班の指揮権までくれてやる気はないというところを見せてやろう」




　　　　†




　報復──敵同士の。

　第二ラツフ十六ルズシ区テイのチャイナタウン──惨ざん殺さつ現場となった店内＝〈マイＭＥＩスターＳＴＥＲ・シャオＸＩＡＯ〉──前回ブラックストーンに連れてこられたシャマイスオ親ター・方シヤオのお店──現場＝地下の食しよく糧りよう倉庫。

　鳳──ＭＳＳの車で到とう着ちやく／封ふう鎖さされた現場へ歩み寄る。

　ぴかぴかの車＝ＳＬＲマクラーレンが現場を離れる──助手席にいる少女に見覚え。

　ＭＰＢの特甲トツコー児童──プラチナ・ブロンド／青い目／遠くを見る哀かなしげな眼まな差ざし──鳳には気づかず／ＭＰＢの上官らしい男が運転する車に乗って去る。

　組織を超こえて同じ暗くら闇やみと戦っているのだという頼たのもしさ──封鎖テープをくぐって屋内へ。

　ＭＰＢの調査が一段落＝入れ違い──吐はき気をこらえる警察関係者／鑑かん識しきの人員。

　惨殺現場──回転する凶きよう悪あくな刃やいばが慈じ悲ひどころか意思すらなく機械的に殺さつ戮りくしたかのよう／複数の死体／人間の断だん片ぺんのうちどれが誰のものか判別させるだけでもひと苦労。

　血で染まった部屋──ひどく醒さめた目で見た／狂きよう気きに支配された子供たち／特甲猟りよう兵へいが残していったもの──血で書かれた数字。『３７２９２３１７１３１１７』

　血しぶきと歪ゆがんだ字のせいで誰にも読めない──なのにすんなり頭に入ってくる。

　悪意が全てを支配するつながり──自分は瀬せ戸と際ぎわで食い止めているのだという感覚／何かを身代わりにして／だが何を身代わりにしたか思い出せない。

　ここに彼らがいたという確信──それだけつかめればよかった／すぐに屋外へ。

　チャイナタウンへ＝約束の場所──ふと見るとそこら中に数字──『３７』『２９』『１７』──本来は中国語やアルファベットで書かれているはずの看板の群＝どれも数字に見える。

　現場から離れた場所──ドナウ河沿いのオープン・カフェ／空席が目立つ／事件のせいで観光客がすっかり減った──奥の席へ。

　一いち瞥べつしてそれと確信──白しら髪が頭のダンディな男／洒落しやれたスーツ／高級品の扱あつかいに慣れた優ゆう雅がな個人事業者の雰ふん囲い気き──真っ直すぐ歩み寄って微笑ほほえみかけた。「ご機き嫌げんよう、ブラックストーン捜そう査さ官。今日の素顔もよくお似合いですわ」

「感心の極きわみだ。君の目はとことん素晴らしい」優雅な手て振ぶりで着席を促うながす／店員を呼ぶ。

「０＋０の実じつ践せんですわ」微笑み──さも家族か知人と待ち合わせていたというように着席。

「君が導き出す８は、とても多くの者にとっての脅きよう威いとなるだろう」ウィンク。「私がその一人に入らないことを祈いのるばかりだ」

「そんな機会がありますかしら」やって来た若い女性の店員へ注文。「タバスコと紅茶を」

　奇き妙みような顔をしつつ頼まれた通りのものを運んでくる店員──ブラックストーンが率そつ先せんしてチップを払はらう／多すぎず少なすぎず／目立たぬ額をさり気なく渡わたす。

「諜報という点では君の嗜し好こうは人の記き憶おくに残りやすいのが難だな」紅茶に香こう辛しん料りようをどばどば放ほうり込む鳳をからかう。「それはともかく、留学の話をますます本気で勧すすめたいところだ。君なら優すぐれた捜査官になれるだろうし、指揮官としても、組織を守るための政治でさえそつなくこなすだろう。そう、たとえば、ヘルガ長官のようにね」

「そんな……長官にはかないませんわ」正直に返答──真っ赤な液体を優雅にすする／真っ赤に染まった部屋を見た後でも平然とした気分。「もちろん、見習いたいとは思いますけれども」

「君にふさわしい模も範はんだ。将来、彼女のようになることを目標にするのも良いだろう。むろん、この事件を無事に乗り越えることが前提となるがね」

「はい」にっこり──親しげな口調を変えず／するりと言葉を放つ。「〈九クー龍ロン会〉の大老たちは無事なのですか？」

「君が会った三人は生きている。殺されたのは大老たちの部下だ。全員、死体となって発見された未来党員とつながっていた。未来党員の方も、完全なとばっちりというわけではない。大老たちとともに〈蟲チオン〉を排はい除じよしたがっていたらしい。自分たちのビジネスを奪うばわれることを恐おそれてね」

「大老たちは今どこに？」

「国外だ。ほとぼりが冷めるまでここには戻って来られない」

「今は保護証人となって、あなたの母国に？」

「かもしれない」微笑んでかわす──さも自分も知らないと言うよう／なんとも見え透すいた調子。「なんであれ、彼らはこれまで以上に警けい戒かいし、口をつぐんでしまっている。九人目の犠ぎ脳のう者についてもっと情報を出すよう勧めているが、情報を全て出し終えたら始末されると信じているから、なかなか言おうとしない」

「ですが九人目が存在することは確かですのね？」鳳＝燃えるような眼差しに──ぐっと自分を抑おさえる／戦意だけではこの男は教えてくれず。

「そのようだ」ブラックストーン＝奇妙な眼差し──鳳が何かしら演技をしているのではと疑うような視線。

「敵が犠脳手術を行う前に判明させねばなりませんわ」あえて使命感を口にする／情報はないという男の言をひとまず受け入れる──十分に狙ねらい澄すまして別の話題へ。「アイラ・シェンが４ＪＯウィルスによって著いちじるしく体調を悪化させました」

「命にかかわるほどの重体かね？」やんわりと受け止める。

「まだそこまでには至っていません。ＭＳＳが監かん視しする医い療りよう施し設せつで保護しております。けれどもウィルスを死し滅めつさせられない限りそうなる可能性は否定できないとのこと。あなた方は、彼女にも潜入捜査を持ちかけたのですか？」

「情報提供者になることを勧めた」あっさり認める──後こう悔かいはしていないと態度で告げる。「だが必ずしもみな君のような素質を持っているわけではない。彼女の動きによってシディカ・シェンの組織についてかなりの情報がつかめた。だがアイラは諜ちよう報ほうには向かなかった。全てシディカ・シェンに筒つつ抜ぬけとなり、別ルートでの犠ぎ牲せいを出すことになった」

「ヤマモト・シンジローも、同じようにあなたがたの情報提供者だった？」

「いいや。彼はアイラ・シェンの情報提供者だったというべきか……つまるところ彼らは恋こい人びと同士であり、自分たちの境きよう遇ぐうを打ち明けていた。アイラはヤマモトの安全をはかろうとし、ヤマモトはアイラが敵に報復されることを恐れて、知らぬ顔をするよう勧めた」

「本当にヤマモトは、あなた方と通じてはいなかったのですか？」

「こちらに通じてくれていれば、とは思う。だがむろん、そうしていたら命を救えたとは言えない。ヤマモトは、アイラが疑われないよう、そしてまた日本人青年会のメンバーが攻こう撃げきされないよう、敵の目を自分一人に向けさせた。彼がアイラを使って我々や捜査機関に情報を流したかのように敵に思わせたのだ。しかも我々が知る限り、単独で。そういう苛か烈れつな自己犠牲を決意する者を守りきるのは至難の業わざだ」

「それは……あたくしたちも同じですわ」かすかな記憶──犠牲になった子供たち／自分の前で爆弾のスイッチを入れた子供／だが記憶が欠けている／その子の名前は……なんだったか？　その子の死を嘆なげく自分……そのとき誰かがそばにいて声をかけてくれた気がするが思い出せなかった。

「この仕事では必ず受け入れねばならないことだ」ブラックストーン＝急に親身な様子に／新人を励はげますように。「国際イン刑事ター警察ポー機構ルが、通常、情報提供にのみ特化し、イザベラ・カンパネッロ捜査官のように現場に現れることすら稀まれなのは、身の危険に直結するからだ。世界中の捜査官や情報提供者の全すべてを守れるような予算や人員は、世界のどこにもない」

　うなずく──いつの間にか伏ふせていた目を上げる／男をしっかり見つめる。「ヤマモトは誰だれからどんな情報を手に入れ、誰に流そうとしていたのだと思いますか？」

「それは前提がややずれた問いかけだ」急に教官モードに──イギリス人らしい教師的な言い回し。「いいかね。今言った通り、ヤマモトは敵の目を自分に向けさせた。あえて殺されたのだ。だが普通は生きるために情報を流す。彼の場合、自らの死によって隠いん蔽ぺいをはかった。最も隠かくさねばならないのは彼にそのような行動を起こさせた理由そのものだ」

「はい。ご教示に感謝しますわ」素直に生徒役に徹てつする──ブラックストーンに喋しやべらせる最も効果的な態度。「彼が隠そうとしたものの一つは、アイラ・シェンとあなたがたのつながりで、つまり彼女を守りたかった。彼がＭＳＳに運んだカタナには『助けて』というメッセージがありましたが、それも彼ではなく彼女を助けてということなのでしょう」

「だが一方で、彼は枢すう機き卿きようが死んだ船の船体番号とＡＰ燃料、そして石炭というヒントを君たちにもたらした。これらは全て、君たちが発見した地下のＡＰ爆弾の組み立て場所……船のコネクターを発見した場所に存在するものだ。ヤマモトはまず間ま違ちがいなくそこにいた」

「はい。でも、なぜその場所をあたくしたちに教えて、爆弾の組み立てや使用を食い止めてもらおうとはしなかったのでしょうか？」

「それこそが、この事件の最大の謎なぞだ。あの船の爆破は何だったのか？　いまだ解明されず、多くが隠されている。おそらく、ヤマモトが望んだ通りに」

「ということは……彼は船を爆破する側にいた、ということになりますわ」顔が曇くもる──カタナを託たくした青年が爆破に関かん与よしたと聞いたら乙はどう思うだろう。

「そう。ただし、敵が盗まれたと言っているＡＰ爆弾に関与していたことになる。重要なのはタイミングだ。彼は爆破の前に、わざわざ君たちに情報を届けた。彼にとって、隠蔽されることを望んでいたものであるにもかかわらずだ」

「爆破の阻そ止しは不可能だと踏ふんでいた……？」自問──自答。「目的がアイラ・シェンの保護と同様なら、あたくしたちに船体番号を教えたのも、敵の目を逸らすため……」

「そう考えるのが自然だ。彼は君たちではなく君たちが追っている敵に、自分こそがあの船を爆破した張本人だと言いたいのだろう。アイラ・シェンを守るためだけならそこまでする必要はない。であれば、アイラだけでなく他の誰かも守るためだということになる」

「敵からＡＰ爆弾を盗んだ人間を……守ろうとした」

「そうだ。そしてその人物が敵から疑われないよう、ヤマモトは自分に疑いの目を向けさせた。君たちを通して」

「ですが、ＭＳＳの情報が外部へ漏もれることを期待するというのは不自然……」はたと口をつぐむ──またもや乙のことを案じてしまう／もしそういうことだったとしたら／だがブラックストーンはそうだとみなしている。「日向さんが情報を伝えたのは、聴ちよう取しゆに赴おもむいた日本人たちだけ……彼らから敵へ伝わると期待していた。いえ……確信していたと？」

「彼ら日本人会のメンバーの誰かが敵の一員であるか……あるいは敵の一員とみせかけ、敵を内部から混乱させたかだ。おそらくヤマモトがそうであったように」

「でもなぜＡＰ爆弾を……」

「その点については、君がＧチームとともに確保した〈オールド・ニック〉が教えてくれている。ＭＳＳがあれの仕様をただちに解かい析せきしてくれたことで、我々の仮説が裏付けられた。すなわちＡＰ爆ばく弾だんは電子的なキー・コードを発し続けており、炸さく裂れつして途と絶だえることで、何らかのシステムがスタートしてゆくのだと」

「システム……？」

「我々が〈リスト〉と呼ぶ、アンダーグラウンド・マネーのネットワーク・システム。それをこの都市に根付かせるための何かしらのシステムだと思われる。すなわち、この都市内でＡＰ爆弾が一つずつ所定の位置で炸裂することが、そのシステムの目覚めとなっているのではないか。そう考えているのだ」

「あなた方も、敵のユニットを追つい跡せきしようとしている……？」

「ユニット以上のものだよ、レディ・アゲハ。君たちが追っている追跡不能のユニットは、確かに重要だ。八人の犠脳少女たちもその一部であるのだろう。だが我々が仮定するシステムは、それらのユニットによって生まれ出いづる、不可視にして巨きよ大だい、かつ全てのシステムの上に君臨し、全ての影かげに潜もぐり込む、〝第ザ・フア一ースト・優プライオ先リテイ構・ストラ造クチヤー〟だ」

「ユニットのさらに上位のシステム……」咄とつ嗟さについて行けず──だが納なつ得とくさせられる／敵は単に都市を破は壊かいしたいのではない／何かを蔓延はびこらせようとしている。「それを証明することが、あなた方の最終的な目標というわけですのね。そのためにサードアイを……そしてリヒャルト・トラクルを追っていると……」

「そのための最善の手段は、ＡＰ爆弾を炸裂させず敵から奪い、解析することだと我々は結論した。〈オールド・ニック〉がそう教えてくれたのだ。人から魂たましいを抜ぬき取る悪あく魔まの車両がね」

「必ず手に入れてみせますわ」鳳＝抑えていた戦意をあらわに──ようやくこのブラックストーンの本音を聞いた気分。「それで、あなた方の次なる作戦は？」

「君という〈女王クイーン〉を守るチェスの駒こまになることだ、レディ」いきなりウィンク。「ミスター・ハリーがそうすると言って聞かなくてね。もう作戦用のコードネームまで決めている」

　きょとんとなる──意味がわからず。「なんですって？」

「こうしてみるとヘルガ長官と君は歳の離はなれた姉妹しまいのようだな」しげしげ。「今の反応は長官にそっくりだった」

「話を逸らさないで下さい」駆かけ引きを忘れる──率そつ直ちよく。「あたくしが、あなた方の作戦に参加するのではないのですか？」

「ギブ・アンド・テイクだ。君が我々に協力してくれた次は、我々が君を支し援えんする。そもそも我々だけでＡＰ爆弾を発見できると思うかね？　この都市でマスターサーバーの占せん有ゆうが許されている捜そう査さ機関に、非公式に協力した方が有意義だ」

　やはり本心とは思えず──なら最初からそうしろと言いたくなる／人の国でよく勝手なことが言えると感心してしまう／要はＢＶＴに干かん渉しようされずこの国で秘密作戦を行いたいだけではないか──だがなぜかそれ以上の何かを感じる──〈女王クイーン〉を守るチェスの駒。

（九人目を盾たてにしたな）

　脳のう裏りをよぎる声──だが何であるかわからず／妙みように思考がまとまらず。

　唐とう突とつな疑問──何も考えず。「そもそも〈九龍会〉の大老たちは、なぜあたくしを指名したのですか？」

「因いん縁ねんを求めてのことだろう」ブラックストーン＝またもや鳳が演技をしていてそれを見み抜ぬこうとするような眼まな差ざし／あるいは鳳の中の何かしらの変化を読み取ろうというよう。「〈九龍会〉と〈インフィニティ〉、そして未来党には長い因縁がある。だが大老たちは、未来党を危あやういとみて、我々に鞍くら替がえした。そこで、同じ未来党だったアウスト氏の娘むすめである君に、ＭＳＳにおける便べん宜ぎを図はかってもらおうと考えたのだろう」

「因縁……」ふと暗い森の光景が浮うかぶ──振ふり返ってしまった自分。

　暗闇に取り残された人々／炸裂する炎ほのお──報むくいを求めるべき因縁──男の言う通りだった。

　ヘルガがどう決断するかはわからない──だがそうすべきだと思った／自分と家族を焼いた炎／暗闇に閉とざされたかつての因縁の渦うず──全てに報いをもたらすべきだった。




　　　　†




　第レオポル二トシユ区タツト＝駅近のカフェ──遠くに大観覧車／派手な大道芸人が多い観光地区。

　カフェの奥で身を寄せ合う三人の少年──学童＋パンク少年＋不ふ審しんな少年。

　冬トウ真マ＝必死・懸けん命めい・焦しよう燥そう──黒い学童服／通つう販はんで服を買うも着慣れたものを身にまとう。

　水無月＝ぼんやり──適当なラメラメ衣い裳しよう／トゲトゲ髪かみもヘタレ気味。

　吹雪フブキ＝ぼんやり──でかいサングラス／髪色を変えるメイク──ずり下がる／ムラが出る。

「〈魂プシケー〉のレポートが示す数字が、ノイズの謎を解くヒントになるはずなんだ」冬真＝一人だけ力説──脳力低下中の二人の意識を呼び戻もどそうとする。「これって絶対、重要なんだ」

「あー」水無月＝気の抜けた相づち──吹雪＝機械的応答。「はい、重要だと思います」

　二人とも接続官コーラスの激務による接続疲ひ労ろうで虚きよ脱だつ気味──彼らの頑がん張ばりの反動／献けん身しんの証あかし。

　冬真＝自分だけ何の役にも立っていない気分──余計に言い募つのる。「脳内チップについても解析課の誰も知らないことを解明できるかもしれないんだよ」

「うん、わかります」吹雪＝ＡＩみたいな返答。「それと、超ちよう高速チップがあれば敵の情報汚お染せんを確実に撃退できると思います」

「兵器用モジュールなら僕も欲しいな。きっと脳の負ふ荷かを軽減してくれる」水無月＝だらんとした姿──だるそうに冬真の肩かたを叩たたく。「まあ安心するんだな。前回のコンタクトでマスターサーバーも小さな穴をあけることは許した。あっちの〝青馬モレンツ〟がぶち抜いたんだ」

「穴？」冬真＝ＰＤＡに表示した心理開発課のレポートについて語るのを不承不承やめる。

「この都市が長い間、端たん末まつの接続どころか電話回線についても抱かかえていた問題と一いつ緒しよです」吹雪＝ずり下がったサングラス／虚うつろな眼差し。「壁かべが分厚すぎるんです」

「年季の入った石造りの庁舎ばかりってことさ」水無月＝大あくび──伸のびをしつつ解説。「通信用のケーブルを通す穴をあけるのもひと苦労だ。マスターサーバーが導入されて同じ事が起こった。セキュリティの壁が分厚すぎてデータのやり取りが阻そ害がいされ、組織ごとの情報的な孤こ立りつが生じたわけだ」

「穴をあけたってこと？」冬真＝解析課のデータにはなし／おそらく接続官コーラスにしかわからず／二人に置いていかれる気分を味わう。

「夕ユウ霧ギリさんとも相談しました」吹雪＝説明の意思ゼロ──やたら機械的な口調。「壁そのものになれば向こう側が見えます。基幹ユニットを受け皿にします。ブレークアウトは可能です。同時に水無月さんの脳内チップは僕と水無月さんの二重の監かん視し下に置かれるので安心です」

「安心、ね。あれだな。古い映画で……『ハンニバル』だったっけ？　脳みそを生きたまま料理されるやつ。きっとあんな感じだろうな」水無月＝自分のことなのに他人ひと事ごとのよう──また冬真の肩を叩く。「まあどのみち、次に敵とやり合うときが勝負なんだ。そのときが来るまでどうなるかわからない。落ち着けって。君は運転免めん許きよでも取る準備をしたらいい。父親が設計した車に乗って大学に通うんだから」

「まだ決めたわけじゃないよ」冬真＝不安／不満──落ち着きようもなし。

「車？」吹雪＝急に目の焦しよう点てんが合う──興味津しん々しん。「メンデル博士の設計？」

「こいつがもらえる遺産らしい」水無月＝率そつ先せんして解説。「シュタイア社の倉庫で眠ねむってるファースト・モデルだとさ。彼いわく、父親は喋る車を開発していたそうだ」

「してないよ」呆あきれる──父について水無月と話すのは〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のとき以来。

「そうなんだ」吹雪＝何やら納得した調子──と思いきやまた眠たげに／虚脱の顔。「メンデル博士が設計したんでしたら、車同士が接続し合ったりするんでしょうか」

「きっとディズニー映画みたいに車同士がお喋りするのさ。冬真のことだから改良を加えて歌わせたり空を飛んだりするんだろうな。まさに夢の車だ」

「しないってば」がっくり脱だつ力りよく──それこそまともに会話にならず。

　接続官コーラスに義務づけられた休養を利用した会合──水無月と吹雪の間で暗あん黙もくの了りよう解かいがなされた時点で目的は達成／すっかりかやの外の冬真──ほどなくして解散。

　帰き還かん──冬真＋水無月＝ＭＳＳ本部ビルへ／水無月は男性寮りようの自室で午ご睡すいのため上階へ／冬真は引き続き解析を行うため地下四階の解析フロアへ。

　一角の大モニターに都市の地図＝多数のマーカー──四つの爆弾が炸裂した地点／事件関係者の行動が認められた地点／敵の運うん搬ぱん経路──脇わきにホワイトボード＝ディーゼル課長の字。『敵の計画を暴あばけ!!』

　ホワイトボードに多数のメモ用紙＝これまでの情報──九天使の名前／船のコネクターの型／鳳が秘密捜査で得た『九』の漢字／敵が運搬に用いたトラックのナンバー──エトセトラ。

　モニターと向かい合う二人──御影＋バロウ神父──御影＝片手に湯気の立つコーヒーカップ。「いかがですか、神父様。何かこう、ぴんと来るものはありませんか」

「さて……辻つじ褄つまの合わないことだらけだ」バロウ神父＝どうやら御影に頼たのまれて協力しているらしい──帰還した冬真を振り返る。「お帰り、冬真。職場にお邪じや魔ましているよ」

「お疲つかれ様です神父様、御影さん」デスクに戻らず二人の方へ。「敵の行動分ぶん析せきですか？」

「爆弾を追っているのさ。それが私の仕事だからな」御影＝いつになく自分も仕事をしている感をアピール／事件解決の役に立っていないことがフラストレーションらしい。

　冬真＝ちょっと共感。「残り五つあるはずの爆弾のありかですか？」

「運搬ルートから割り出すのは難しい」バロウ神父＝これまでに判明した敵の運搬ルートを眺ながめてかぶりを振る。「意図的に錯さく綜そうさせている。迅じん速そくに目的地に運ぶのではなく、最適なタイミングが来るまで存在を隠いん蔽ぺいし続けるためだ」

「次の爆破地点を判明させる方が早そうですな」御影＝モニターを睨にらむ／目がさまよう。

「過去の爆破からパターンなり爆破目標を割り出すしかない」バロウ神父＝ゆったり俯ふ瞰かん。

　マスターサーバーとＡＩ群の解析に人間の直感的捜査を付加──冬真もなんとなく参加／情報汚染が生じた地点に目が行く──鳳が記き憶おくを失っていった場所。

「被ひ害がいを見てみましょう。まず防災施し設せつの通信ラインに打撃を受けた。水道、ガス、電気、電波といったライフライン。車両や列車の交通ライン。各種の地下埋まい設せつ式の予備電線。そして観光用の遊覧船」

「いずれも情報汚染の痕こん跡せきが認められる。爆破と電子的侵しん入にゆうがセットになっているようだ。ドナウ河の下流で爆破された船を除いてだがね」

「その船をふくめ、全すべて近い場所で爆破が起こっています。最初の爆破は第レオポル二トシユ区タツト。二つ目の船の爆破は第二十ドナウシ二区ユタツトと第十ジンメ一区リングの間のドナウ河。三つ目は第二ライヒ十五エンシユ区マオス。州知事が巻き込まれかけた四つ目の爆破は第二ブリギ十区ツテナオ……都市の東側に集中している」

「そういえば、ある捜査官がもたらした情報によれば、船が爆破された数時間後に、抗磁圧兵器によって第二フロリ十一ズド区ルフの地下道が破壊されている」

　ある捜査官──鳳＝イギリス側からの情報／ＢＶＴが隠蔽した破壊の痕跡。

　冬真──バロウ神父も鳳の秘密捜査についてニナかヘルガ長官から聞いているのだと悟さとる／つい爆弾ではなく鳳の記憶が欠落していくことについてバロウ神父の助けが欲しくなる──だが今は口に出せず／早くバロウ神父が解放されないかと願いつつモニターをあてもなく俯瞰。

「ふむ……本来、船ではなく第二フロリ十一ズド区ルフを爆破する予定だったとすれば、ますます近接していますな。国連都市UNO-CITYがある第二十ドナウシ二区ユタツトを中心に、その周囲を爆破しているのでは？」

「まるで中世の攻こう城じよう戦せんのようにかね？」

「ふむふむ、さすが神父様。上手うまい喩たとえですな。敵は分厚い城じよう壁へきに大きな穴をあけるため、九つものＡＰ爆弾を使用しているとしたら」

「この都市はずっと昔に城壁を撤てつ去きよしてしまったがね。あるのは城壁跡あとに敷しかれた環かん状じよう道路だけだ」

「環状道路」御影＝地図を指さす。「それかもしれませんぞ。御ご覧らん下さい。第二十ドナウシ二区ユタツトを中心に、周囲には八つの地区がある。そのうち四つで爆ばく破はが起こった。九つ目を本丸である中心地に使うとしたら、ちょうど数が合う」

　バロウ神父＋冬真＝時計回りに御影が示す地区を見る──北東＝ＭＰＢ本部がある第二エー・十四区ヴエー──東＝第二ライヒ十五エンシユ区マオス──南東＝第二ラツフ十六ルズシ区テイ──南＝ＭＳＳ本部がある第三十ジーク五区ムント──南西＝第十ジンメ一区リング──西＝第レオポル二トシユ区タツト──北西＝第二ブリギ十区ツテナオ──北＝第二フロリ十一ズド区ルフ。

　まるで時計の針が時刻を示すよう──冬真＝ふと何かを連想／時間面／ポラック博士の〈魂プシケー〉のレポートに示される６０の座──結合されたものの均きん衡こうを意味する数字。

「確かに近接しているし、八つの地区のうち四つで破は壊かいが認められる」バロウ神父＝難しそうな口調。「だが明確なパターンも根こん拠きよも見当たらない。第二十ドナウシ二区ユタツトが最後の目標だと仮定して、残り四つの地区のうち、次にどこが目標になるか不明だ」

「ランダムだとしたらどうでしょう」

「どこでもいいという意味でのランダムではなさそうだ。何か規則があるのでなければ、一つ一つの爆破の間にこれほど時間をかける必要はない」

　冬真＝ふとモニター脇のメモに目が行く──『九』──９を意味する漢字。

　急に何かに近づいたという感覚──御影＋神父様＝〝攻城戦〟〝城壁に大きな穴をあける〟

　水無月＝〝穴をあけるのもひと苦労だ〟〝マスターサーバーも小さな穴をあけることは許した〟

　吹雪くん＝〝壁そのものになれば向こう側が見えます〟〝ブレークアウトは可能です〟

　ポラック博士＝〝数位的な座の計においてこそ完全なる精神的〈春秋エクイ分点ノツクス〉がもたらされる。古代の人々がいう〈等しエクイい夜ノツクス〉──すなわち昼夜の平分時である。昼と夜の長さが等しい時間となるように、意識と無意識が、肉体と精神が、運動と感覚が、そしてまた自己と他者が、〈ガラテア・コンプレックス〉の目指す〈双そう方ほう向こう的な調和〉において互たがいに等しく結合するのである〟

　吹雪くん＝〝メンデル博士が設計したんでしたら、車同士が接続し合ったりするんでしょうか〟

　なぜ吹雪くんはそんな風に解釈したのか？　改めて考えると意味がわからない──まるでブラウン博士が提唱したという〈ガラテア・コンプレックス〉──数百万台の車の接続。

　だがその疑念を押しやる感覚／感かん触しよく──何かの辻褄が合いそうだという大いなる予感。

「ちょっと……すいません」冬真──御影＋神父様の前へ出る／モニターへ手を伸ばす／操作する──加えるのではなく消していく／直感と思考の邪魔になる要素を排はい除じよしていく。

　敵の運搬経路／市内各地での遭そう遇ぐう戦せん／爆破によって傷ついた都市ライフライン──どれも消し去った。

　いつの間にかディーゼル課長が歩み寄る──一心不乱に何かをしている冬真を見つめる。

　互いに等しく結合する──シャーリーンが熟読したはずの〈魂プシケー〉のレポート──水無月の脳内チップの幾いくつかにたやすく侵入しえた理由。

　敵の目標──まるで脳内チップに侵入するかのように都市に情報汚染を仕し掛かけているのなら──接続する上で邪魔になる分厚い壁を爆ばく弾だんで破壊しているのなら。

　数位的な座の計──ランダムで切り替かわる経路の全て──〝穴をあけるのもひと苦労だ〟

　冬真＝片っ端ぱしから表示を消していく作業をやめる──この地図に表示されていなかった経路をマーキング／一つ爆破すると自動的に次が現れる壁──侵入者に読まれないようにするためのランダム・セキュリティ構造／脳内チップにも用いられる防壁。

　電子の城壁の中心＝第二十ドナウシ二区ユタツト──本丸＝漢字の『九』──八人の少女たちの脳を使って等しく結合しようとしているもの──きっとそう／そうだ／そうだったんだ。

　地図に表示した──国連都市UNO-CITYの東にある堅けん固ごな施設──都市最大のマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉＝まさに都市の頭脳。

　敵の目的──マスターサーバーへのブレークアウト。

　わかった──声を上げようとしたとき右みぎ肩かたをがっしりつかまれた＝御影。「でかした」

　さらに左肩をわしづかみに＝ディーゼル課長。「よくやった」

　冬真が振ふり返るより先にモニターに近づいているバロウ神父──操作＝モニター上に見えざる電子の防壁とそれを生み出している予備電線の群を表示。

　バロウ神父＝微び笑しよう──穏おだやかな誉ほめ言葉。「お前は〈アンタレス事件〉でも、〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉でも、最も重要なポイントを見み抜ぬいた。お前の父メンデルが得意としていたように。何を参考にして答えを導き出したのかぜひ教えて欲しいところだが、ともかくここから先は、私達の仕事だ。よくやった、冬真」




　　　　２




　会議──ＭＳＳ本部ビル三階＝通つう称しよう〝教室〟──主立った面々が全員集合。

　ディーゼル課長＝壇だん上じよう／意気揚よう々よう。「爆破目標は、マスターサーバーに関かかわる予備電線であると推測されます。これは地中深く埋設されており、地下道のさらに地下に存在します。敵勢力は地下道と地上を爆破するのではなく、ロケット燃料による甚じん大だいな熱により、さらに地下にある予備電線を焼しよう却きやくしていたのです」

　ヘルガ＝壇の脇──小テーブルに腰こし掛かけ腕うで組ぐみ／戦意をたたえた苛か烈れつな笑えみ。「焼却の目的は？」

　ディーゼル課長。「この予備電線は各地区の電力供給を保護するとともに、都市内に存在するマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の電子防護も兼かねています。電子防護は何重にも存在しており、どれかが消しよう滅めつしてもスイッチング構造により、近きん隣りんのどこかの予備電線がマスターサーバーを守る電子の城壁となります」

　バロウ神父。「スイッチングは厳密なランダムで決まる。予測は不可能だ。ある防壁を焼いてのち、どの予備電線が防壁となっているか解かい析せきするのに時間がかかる」

　御影。「敵の攻こう撃げきパターンが予測不能だった理由ですな。だが今、そのパターンがまぎれもなく第二十ドナウシ二区ユタツトに存在するマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉への侵入を示し唆さしているというわけだ」

　ニナ。「次のスイッチングは？」

　ディーゼル課長。「解析済みです、副官。現在、第二ラツフ十六ルズシ区テイの予備電線が、マスターサーバーの電子防護を担になっています」

「五つ目のＡＰ爆弾はそこにある」御影──雛にウィンク＝ともに爆弾を追って潜せん入にゆうしたヴィーデマン兄弟／やったぞというように。

　雛＝茫ぼう洋よう──確かにやってしまった──よりにもよって冬真が見つけた／過去の事件でも肝かん心じんなところで答えを導き出す少年／彼がいるだけで状じよう況きようが大いに変化する──まさに触しよく媒ばい。

　そんな冬真を改めて素す敵てきだと思ってしまう一方で思考をフル回転──雛＝ぼんやり顔で内心をぴたりと隠かくす。

　爆弾の設置ポイントはこれから次々に判明されるはず──だが炸さく裂れつさせろというシャーリーンの言葉／脅きよう迫はく／この事態を予期しての雛へ指示／きっと他に沢たく山さんの伏ふく兵へいを用意している。

　反撃のヒント＝４ＪＯウィルス──イギリスに通じていたトルコ人の娘むすめに用いられた／イギリスの子という雛の言葉がヒントになってもしかすると敵にばれた／とばっちりを受けた。

　だがそのお陰かげでウィルスの起動を行う者を追つい跡せきする材料が増えた──自分が設定した携けい帯たい電話／シャーリーンの昔の呼び出しＩＤを起動コードに／わざわざコードを変えたりはしていないはず──そしてウィルスは今もサードアイの脳と同期しているはず。

　アイラ・シェンは見せしめ──もしかすると誰だれかを動かすための脅おどし／祖母のシディカ・シェンとか／きっと大勢の人がシャーリーンとサードアイに脅されて働いている──４ＪＯウィルスを起動する携帯電話が幾つも必要だった理由。

　でも自分は脅されても抵てい抗こうできる──抵抗してみせる／だしぬいて見せる／シャーリーンたちがあくどいことを考えるならば自分はさらにその先を行ってみせる。

　シャーリーンの弱点──それを押さえることであの勝手な悪女を操作し返してやれ。

　追い詰つめられた少女の密ひそかな決意──そばにいる鳳＋乙に気づかれないよう息を潜ひそめる／敵の内通者として仲間を見る／シャーリーンが味わったであろう緊きん張ちようを味わう。

　ヘルガ＝果断。「中国人結社〈九龍会〉の幹部がリークした『九』という情報が、マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉を意味していたとするなら、九人目の犠ぎ脳のう者は存在しない。八人の脳を用いたユニットを、段階的にマスターサーバーに寄生することが敵の〈九天使〉の目的だった、ということになるわ」

　冬真＝黙だまったまま──ちらりと鳳を見る／戦意で引き締しまった美しい横顔／自分が引き金を引いた動き／事件解明の可能性──それが彼女にとって良いことであるようひたすら祈いのった。

「ぜひ出動のご指示を、ヘルガ長官」御影＝いよいよ自分の出番だと全身で主張。「敵の行動からしてこれ以外に辻つじ褄つまの合う説はありません」

「どうやらそのようね」ヘルガ＝とっくに決断──ただちに指令。「一アインス、最新の予想をもとに爆弾設置ポイントを捜そう索さく。御影班長が指揮、戦術班Ａ群と雛さん、出動よ。二ツヴアイ、敵が運うん搬ぱんした二トンの荷を捜索。日向副長が指揮、戦術班Ｂ群と乙さん、出動。三ドライ、ニナ副官は通信解析チームとともにセーフガード車両で爆弾設置ポイント付近へ。情報汚お染せんへの対たい抗こう措そ置ちを万ばん全ぜんにし、ＡＰ爆弾を確保後ただちに解析。そして……四フイアー、鳳さん、話があるわ」

　みながちらりと鳳を見る──鳳の捜査内容はＭＳＳ内でも公表されず／捜査から外されているという噂うわさ／どうでもいい捜査をヘルガに命じられているという噂──誰も信じず。

　鳳が秘密作戦に参加して成果を上げているという暗あん黙もくの了りよう解かい──誰もあえて口にせず／長官と要撃小隊長を信しん頼らい。

「私達に許された火をもって、都市中ちゆう枢すうを侵おかす火を絶やしなさい──解アツプト散レーテン！」ヘルガの号令──全員が一いつ斉せいに立つ／要撃小隊の三人だけ互いを振り返る──冬真が三人に歩み寄る／バロウ神父が気き遣づかうように冬真と三人を見守る。

「さあ、お二人とも、お手を」鳳＝出動前のおまじない──長期化する事件／出動間ま際ぎわのためクイズはなし／絆ばん創そう膏こう──乙＝受け取ってカタナのツカガシラの辺りにぺたり──雛＝鼻にぺたり。

「冬真も、おまじない、してもらったら？」乙＝右目に眼帯／左目で笑いかける。

「うん」冬真＝遠えん慮りよがちな笑み／傷つくことに備えて頰ほおが強こわばる。「いいかな鳳さん」

「あら」鳳＝にこやか／絆創膏を取り出しながら。「乙さん、もうお知り合いになりましたのね。雛さんはご挨あい拶さつを？」

　乙──ぴたりと止まる／表情が消える──静かに鳳を見る。

　雛──ヘッドホンを外す／鳳の視線を受け止める／何も表情に出さず／鳳に生じた変化を確かめるため左右に小さくかぶりを振る。

「こちらは解析課の冬真・ヨハン・メンデルさんですわ」鳳＝それぞれの紹しよう介かい。「こちらはあたくしの大切な仲間の雛さんです」

「鳳……」乙＝何か言いかける／吞のみ込む／顔を伏ふせる──訓練で何度も聞かされた／特甲トツコー児童に起こりうる症しよう状じよう──精神を正常に保つための記き憶おくの欠けつ如じよ。

　バロウ神父＝痛ましげに目を閉じる──ヘルガ＋ニナ＝少年と少女たちを見つめる。

「こんにちは、雛さん」冬真＝穏やかに──心を振り絞しぼって。

「こんにちは」雛＝ぽつりとご挨拶──間近に冬真の悲しい笑み／耳に残る悲しい声。

「さ、お手を。冬真さん」鳳＝冬真の手にぺたり──丁てい寧ねいに／これまでの親しみのかけらがまだかすかに生き残っているというように。

「水無月くんの分ももらっていいかな……彼も今から出動だから」

「もちろんですわ」おまじないを欲しがられて嬉うれしげ──絆創膏を手て渡わたす。「解析課のみなさんのバックアップに感謝いたしますわ」

「力の限り守るよ。鳳さんを……みんなを。必ず守るよ」

「ありがとう、冬真さん」ますます嬉しげ──だがすぐに仲間を向く。「さ、行きましょう。この事件を解決するために。あたくしたちも力を尽つくしましょう」

　鳳＝颯さつ爽そうと歩みゆく──乙＝ちらりと冬真に目を向けつつ従う──雛＝遅おくれて従う。

　バロウ神父──そっと冬真の肩かたに手を置く／傷ついた孫を労いたわるように。

　哀かなしげな冬真──諦てい念ねんで心を守ろうとしている／これでいいのだと思い込もうとしている／他ほかにどうするすべもなく。

　雛＝くるりときびすを返す／たたっと冬真に駆かけ寄る──ささやく。「諦あきらめないで」

「雛さん……？」驚おどろく冬真──意外そうな顔のバロウ神父。「雛……」

　冬真に背を向ける／ヘッドホンを装着／仲間の後を追う──かつてない昂こう揚よう。

　いったいこの気持ちはどこから来るのだろう──新たな決意──怒いかり。

　彼らが水無月を傷つけた──鳳から何かを奪うばった──自分を罠わなにかけた。

　だがそれ以上の激しい思い──自分の目の前であんな風に冬真を傷つけた。

　自分はこれから仲間を裏切るだろう──けれども／代わりに──必ず仲間を守ってみせる。

　誰よりも敵に接近しているこの自分が──悪党どもを／鳳をおかしくしている敵を／情報汚染を仕掛けているサードアイとシャーリーンを──混こん沌とんに叩たたき込んでやる。
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　長官室──ヘルガ＝穏やかに。「あなたは冬真くんに関しての記憶を失っているの」

　鳳＝同じように穏やかに耳を傾かたむける──意外そうな顔／だがヘルガを信頼／言葉を受け入れている／どのような記憶だろうと興味を引かれている。

　ヘルガ＝観察者の眼まな差ざし──今このとき鳳が動どう揺ようしたり混乱したりすれば出動に支障をきたす──むしろそうであって欲しい気分。

　だが鳳に動揺は見られず──記憶を失うことを受け入れた者の精神／忘れたことさえ忘れた者に特有の淡たん々たんとした態度──忘れた実感がないせいで他人ひと事ごとにしか思えない。

「あの方は……」鳳＝どう言葉にしていいか思案／首を傾かしげつつ。「あたくしにとって、どのような存在だったのでしょう？」

「大切に思っていたはずよ。そういう記憶でなければ人格改変化プログラムによる〈身代わり〉にはならないのだから」

「そうですか……」鳳＝自然と顔がほころぶ／嬉しげ──記憶を失っても感情の断だん片ぺんは残っている証しよう拠こ。「長官はご存じですか？　その……あたくしと彼が、どういう関係だったか……」

　過去形で話す──感情が客観視されている／実感が伴ともなっていない／まるで空想や夢について話すように。

「休日に一いつ緒しよにお出かけしていたわ」相手に合わせて過去形で話す。「信頼し合っていたし、お互たがいに親愛の情を抱いだいていたでしょうね」

「あたくしが男の子とお出かけ……？」びっくり──だが無意識に唇くちびるを指でなぞる／他方の手で『エリカ・Ｍ』のＩＤカードを握にぎりしめている──記憶のかけらがそうさせている。「まさか……その……あたくし、この方と、とても親しかったとか……？」

「さあ。あなたが彼をどう思っていたか、私にはわからないわ」あえてぼかす──少女自身の中に答えが残っていないか探さぐる。「あなたはどう思うのかしら？」

「悪い方ではなさそうですが……」ちょっとがっかりした様子──自分のボーイフレンドかどうか期待した／恋こい人びとの存在を期待する感情／だがそれも架か空くうのドラマや小説の展開を期待するような気分に過ぎず──まさか自分がという現実感のなさが壁かべになって実感を妨さまたげている。

　現実感がないお陰で記憶の欠落を指し摘てきされても動揺も混乱もせず──精神のバランス＝人格改変化プログラムの正しい効果。

　検査を担当した医師／ディーゼル課長／バロウ神父／ニナ──全員一いつ致ち＝出動に支障なし。

　鳳の状況──出動しないわけにはいかず／少女がイギリス側との確実なパイプになってしまった／あの秘密主義の諜ちよう報ほう機関が鳳を通してのみ情報を開示し続けている。

　彼らの意図──鳳を前線に立たせ続ける／共きよう闘とうにメリットがあると思わせている。

　その見返り──事件の手がかり／鳳への支し援えんを約束／イギリス幽ゆう霊れいチームの待機。

　本来ならば願ったり叶かなったりの状況──だが大いに引っかかる。

　鳳が旧〈インフィニティ〉の生存者であるという以上の何か──なぜか鳳が最前線に立つことで敵へのプレッシャーになるという確信がイギリス側にある。

　イギリス側が何をつかんでいるか読めない──明らかにすべき／そのために鳳を行かせるべき──だが抵抗感／カール・クラウスのメッセージ・ゲームに対するのと同じ感覚。

〝夢見る蝶ちようは聖地の暗くら闇やみに招かれるだろう〟

　ヘルガ──密ひそかな疑念＝自分はこの事件に絡め取られようとしているのだろうか？

　疑念を抑おさえ込む──もしそうである場合どうすべきかはわかっている。

「ただちに出動よ。イギリス側チームと合流し、別働隊としてＡＰ爆ばく弾だんを確保」指令──付け加える／ヘルガ流のおまじない。「冬真さんや解かい析せき課のメンバーがあなたを守るわ」

「了解」敬礼＝果か敢かんな笑えみ──少年の名に勇気づけられたことを自覚せず／回れ右／退室。

　見送る──少女の中にまだ残る感情が彼女を守ることを願いながら。
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　出動──乙＋日向／捜査班／戦術班Ｂ群──シディカ・シェンの会社に運ばれた荷を追う。

　大型車両のコンテナ内──アームスーツの傍かたわらに座る日向＝ボディスーツをチェック。

　向かいの席──乙＝右目につけたままの眼帯／カタナを抱いてうつむく／動かず。

「どうした？」日向＝アームスーツを点検しつつ／ぶっきらぼう。

「あのさ……」乙＝ぽつんと──顔を伏せたまま。「オレ……何か忘れてる？」

「忘れる……」思案げな呟つぶやき──特甲児童の特性について思い当たる。「いや。俺が知る限り、お前は誰のことも忘れていない」

「オレ、忘れないって約束したんだ。モリサンに」乙＝すがるように顔を上げる／空色の左目を真っ直すぐ日向に向ける──心細げ。「約束を破りたくない……」

「忘れはしない」はっきり告げる──安心させるように。「一時的に思い出せなくなるだけだと聞いている。精神が安定すれば、いつか思い出せると」

「思い出せなくなるなんてやだよ……」乙＝悲しげに。「鳳、昔の仲間のこと、いっぱい忘れてるんだ。思い出したことなんてない。思い出してたらオレや雛に話してる」

「不安なら出動しなくてもいい。戦闘に参加しなくていいようニナに言っておく」

「それもやだ」乙＝むすっと／ニナの名前を出されてなぜかかちんとくる／男に甘えて駄だ々だをこねる気分──そうさせてくれる安心にすがった。「ねえ、もしオレが何か忘れてたら、教えてよ」

「わかった」しっかりうなずき返す。

「約束だよ」ますます甘える。

「ああ」

「オレ、思い出すから。絶対、忘れたまんまにしないから」言いつのる＝やっと不安の正体に気づく──モリサンのことも目の前にいる日向のことも忘れたくない／失いたくない。

　ふいに無線通信のコール──日向＝インカム──乙＝脳内チップ。

　応答＝日向。「どうした」

　ニナの声。《ムスタファ・ドゥピスクを乗せた護送車が複数のアームスーツと武装グループに襲しゆう撃げきされた》

　日向＋乙＝顔を見合わせる──鋭するどい表情＝日向。「護送ルートが敵に漏もれた？」

《そうだ。襲撃犯のメッセージ受信を傍ぼう受じゆ。〈サイクロプス〉の名でルートが告げられていた。ＢＶＴの要よう請せいで第三メート十二区リングの留置施し設せつへ移送したことまで漏れた。襲撃現場では〈ローデシア〉団員もいたことが判明している。現在、第二作戦部隊が出動し、ムスタファを捜そう索さく中だ。背後に気をつけろ》

「了りよう解かい」通話オフ──乙へ。「俺たちはこのまま敵の荷を追う」

「サソリ男が逃にげたんでしょ？　ほっとくの？」

「おそらく、やつの方から来る。脱だつ走そう自体、陽動だ。俺たちがサソリを追えば、敵は荷を移動する時間を稼かせげる。俺たちが荷を追えば、やつが俺たちを背後から襲おそう」

「ふーん」カタナを肩に当てる──再戦は望むところ。「〈サイクロプス〉ってのがサソリ男を逃がしたんでしょ。それって誰だれなんだろ？」

「移送ルートを知る誰かだ。敵は、俺たちが爆弾の位置を読むと踏ふんで非常措そ置ちに出た。〈サイクロプス〉の正体がばれる危険を冒おかしてでも陽動を強行した」

　日向＝追つい跡せき手の顔つき──敵を追う／敵に自分たちを追わせる──サソリや〈サイクロプス〉や色んな連中が焦あせってぼろを出すまで追い詰つめる。

　日向の意図が自然と伝わる──乙＝にっと笑む。「ホイテロートもオレたちを追っかけてくるかな？」

「可能性はある。気をつけろ」日向＝乙の暴走を警けい戒かいしているのではない──互いの背後を守り合えると信じてくれている。

　嬉しさが不安を押しのける──運転手から報告。《あと数分で到とう着ちやくします》

「予定通り配置につけ」日向＝インカムへ──揺ゆれるコンテナ内でアームスーツに乗り込む／着るロボットを身につける──胸部装そう甲こうで覆おおわれる前にぼそりと告げる。「もしお前が何かを忘れたとしても、忘れたままにはさせない」

　信しん頼らいに値あたいする返答──感謝を込こめて微笑ほほえんだ。「うん」

　装甲が閉じて男の顔を隠かくす──機械仕じ掛かけの鎧よろいが起動。

　停車──乙＝カタナの柄つかでボタンを押す／コンテナの電動扉とびらを開放──青い水牛＋カタナをひっさげた少女の出動＝揚よう々ようと──互いへの信頼に支えられた怖こわいもののない足取り。
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　第二ラツフ十六ルズシ区テイ＝ドナウ河沿岸──マーライオン／アンコールワットの一部／金閣寺／世界各地の文化遺産という名のドル箱──山盛りの陳ちん列れつ＝〝委い託たく文化保護〟エリア。

　浄じよう水すい場＝ＭＳＳの前線基地──百名以上の関係者を追い出す／捜査班と警察隊が居座る。

　戦術班Ａ群＝軍用機体×八──地下道入り口で臨戦態勢──危険物処理班が待機。

　雛＝布張りの折りたたみ椅スツ子ールにちょこんと座って待機──ヘッドホン＝ハイドン作曲『十じゆう字じ架か上のキリストの最後の七つの言葉』──壮そう大だいかつ麗れい々れいたる苦痛の呻うめきが世界に満ちる。

　十字架の苦痛──同時にキリストが世界の支配者であることの宣言。

　剣けん吞のんたる茫ぼう洋よう──親殺しの罪／終身刑けいの運命／４ＪＯウィルスに冒された身──ついでに自己中心的かつ犯罪傾けい向こうに満ちた自分の性しよう根ねをすっかり自覚＝ぐうの音も出ぬほど汚れた自分。

　こんな自分をあの人が好きになってくれるわけがないという曇くもりなき諦念──だが／ゆえに／そんな自分だからこそ支配できるものがあるのだと心がささやく──けしかける。

　骨の髄ずいまで黒い羊の自分だからこそ──こんな風に頭を回転させられる／こんな風に感覚できる／危機を予見できる──今ではシャーリーンをとてつもなく身近に感じる／同居中の親しん戚せきのように／同どう房ぼうの囚しゆう人じん同士のように／あの女の危あやうさも行動原理も願望も衝しよう動どうも理解できる。

　曲にひたりながら脳内チップで参照＝解析課が作り上げた敵の〝電子的攻こう城じようマップ〟──ＡＰ爆弾／情報汚お染せん／複数の武装グループ／政治経済への浸しん透とう／治安組織の腐ふ敗はい──全すべて考こう慮りよ。

　九つの地区──ほぼ半数に都市の重要なマスターサーバーが集中。

　真ん中の第二十ドナウシ二区ユタツト──〝本丸〟であるマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉＝都市管理局──包ほう括かつ的国土防衛を支えるマスターサーバー〈[image: かむき]カムキ〉＝兵器開発局。

　北東に第二エー・十四区ヴエー──マスターサーバー〈刕レイ〉＝ＭＰＢが占せん有ゆう。

　南西に第十ジンメ一区リング──マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉＝福ふく祉し局。

　南に第三十ジーク五区ムント──マスターサーバー〈[image: ばく]バク〉＝ＭＳＳが占有。

　周辺＝ＡＰ爆弾および特甲猟兵による破は壊かいが起こった地区──第レオポル二トシユ区タツト／第二ブリギ十区ツテナオ／第二フロリ十一ズド区ルフ／第二ライヒ十五エンシユ区マオス──どれもマスターサーバーが存在しない地区。

　第二ラツフ十六ルズシ区テイ──周辺でマスターサーバーが存在せず攻撃もされていない最後の地区。

　雛──冬真が読み解くまでもなくそうなんじゃないかと推測／この段階に入ればＭＳＳも気づくはず／そのことに敵も気づいているはず／予見して備えているはず──何人いるんだか知らないリヒャルト・トラクルも／あのシャーリーンも／サードアイも──最終目標がばれるとわかっていてあらかじめ山盛りの妨ぼう害がいと撹かく乱らんと陽動を用意しているはず。

　その切り札──三人の特甲猟兵。

　雛の切り札──彼らが都市の本丸に侵しん入にゆうしようとしているのと逆のことをすればいい──彼らの本丸に侵入する／サードアイの脳にふれる／ほんの一いつ瞬しゆんでいい／相手の隙すきを突つけば／入念な準備さえあれば──自分ならできるはず。

　裏切りの裏切りを目もく論ろむ少女──誰も怪あやしまず／いつものように怯おびえながらも健けな気げに待機中としか思われず／剣吞さを秘ひ匿とく──自分自身が黄色く輝かがやく／心地ここちよさすら覚える。

　ほどなくして出動準備が完了──御影の通信＝果敢に。《出動だ、野や郎ろうども》

　戦術班の軍用機体×八が疾しつ走そう──地下道へ／二体一組／四方向／しらみつぶしに爆弾探し。

　雛＝一いつ拍ぱく遅おくれて地下道へ飛ぶ──戦術班とは違ちがう経路／下水路／早道。

　Ｂ１＝地下一階──Ｂ２──Ｂ３──Ｂ４──Ｂ５＝地下五階の暗闇へまっしぐら。

　戦術班の通信。《Ｂ１西側エリア、異常なし》《Ｂ１東側エリア、何もない》《六時方向からＢ２へ向かう》《曲がり角に注意しろ》《Ｂ２へ。さっそく電波が乱れがちだ》《Ｂ２西側、第四区画にワイヤー発見、トラップと思われる》《敵の呼び子だ。構わず突とつ破ぱしろ》《Ｂ２東側、第一区画にトラップ、対戦車地じ雷らい。解除する》《ここで間違いなさそうだ。敵が来るなと言ってるからな》《Ｂ２東側、第二区画。十二時方向のＢ３入り口で動体反応──》

　ずん！　地下道に響ひびく重々しい震しん動どう──Ｂ２西側。《トラップ発動。爆弾だ。被ひ害がいなし》

《Ｂ３東側、第二区画で車両を発見。近づくなよ》御影＝敵の待ち伏ぶせにやる気満々／ＡＰ爆弾が存在する可能性が跳はね上がる。《東側チーム、全機Ｂ３へ。サロモン、試ためしに撃うってみろ》

《了解》通信＝銃じゆう撃げき音を相そう殺さい／轟ごう音おんをキャンセリング／にわかにノイズ。《敵の転送兵器！》

《車両がＥＩ兵器に化けた》御影＝ますます果敢。《私とサロモンで叩たたく。伏ふく兵へいを警戒》

《Ｂ３東側、第二区画で交戦。七名の伏兵。掃そう討とうする》

《Ｂ３西側、第四区画で交戦。敵五名。ＲＰＧ装備。スキンヘッド野郎どもだ》

　地下一階から三階で戦闘──雛＝構わず別働／脳内チップで地下地図を参照／羽の探査データと詳しよう細さいに比ひ較かく──ぱっと見は完全に地図通り。

　だが奇き妙みような誤差──壁の位置が数メートルほどずれている／衛星写真と照合できない地下道にありがち／通常の電子マップでは許容の範はん囲い内。

　雛＝奇妙と感じたときにはひらりと舞まい降りて探査──壁をこんこん叩く／なぞる／撫なでる／コンクリートの壁を指でがりがりひっかく──古いコンクリートと新しいコンクリートのおかしな継つぎ目を発見──即そく確信。

　途と方ほうもない超ちよう突とつ貫かん工事──ほぼ百メートル四方の区画＝綺き麗れいに数メートル移動している。

　壁／入り口／柱＝偽ぎ装そう──東側の下水路を潰つぶして区画を丸ごとずらした／新たな下水路を勝手に掘ほった／まるで舞ぶ台たい美術──真っ暗だから細部は適当にごまかしている。

　西側に数メートル分の空白──そちらへ飛んだ。

　見当をつけてぶんぶん８の字飛行──探査／壁を叩いて回る／蹴けって回る──ばきん。

　壁が砕くだけ散る──安やす普ぶ請しんの板張り＝表面にコンクリートを塗ぬって壁と見分けがつかないようにした──本来の通路が出現。

　飛び込む──探査＝通路に何もなし──行き止まりの壁＝剝むき出しの板──蹴り割った。

　飛び出す──広々とした空間＝増水防止用の貯水区画──汚お泥でいが流れ込んだ大きな沼ぬま地ち。

　ここだけ実際の空間と地図データがずれていない──本来の通路を塞ふさいだ／偽にせの通路は途と中ちゆうで行き止まりに／この空間を隠いん蔽ぺいしたかった。

　だが推測されるＡＰ爆ばく弾だんの位置とは違う──爆弾を守護する存在の保管場所＝ビンゴ。

　あれがいる可能性が高い／あれを手に入れれば切り札になるはず──あれのためにトレーラー型の巨きよ大だいな手術台まで用意したのだから。

　ここにあれがいてＡＰ爆弾を守るなら──地下マップを参照／この位置から逆算／伏兵の位置から逆算／敵の破壊目標である予備電線の敷ふ設せつルートから逆算──だいたいわかった。

　出動から五分でＡＰ爆弾の位置をなんとなく解明──だが解体には向かわず／シャーリーンの言う通り爆発させる気もなし。

　雛の目的＝この空間と同じようにずらす──敵の目的／仲間の目標──その狭はざ間まで板いた挟ばさみになる自分を演出する／偽装する／そうしながら敵味方の両方から距きよ離りを取る／幽ゆう霊れいになる。

　あれさえあれば楽になるはず──地下の沼地を飛び回る＝奥に本来の通路／塞がれてはいない／高さ二メートルもないトンネル──あそこにいるのだろうか？

　通路の正面に回って探査しようとしたところへ動体反応──トンネルからぬっと現れる。

　小こ柄がらな男──さすがに予想外／予期すべきなのに／すっかり忘れていた。

　ボーマン──〈ローデシア〉の爆弾男＝〈炎ほのおの竜りゆう騎き士し〉──手に発はつ炎えん筒とう＝シュッと点火／真っ赤な火がシューシュー噴ふき出す／盛せい大だいに交通事故をやらかしたので後続車は気をつけてくれとでもいうよう──赤い火に照らされて浮うかび上がる瘦やせぎすの姿。

「俺のビールをくれ」ぶつぶつ呟つぶやく。「臭くさくてもトイレに流せば詰まっちまう」口から涎よだれ。「バスタブで溶とかしてから捨てよう」夢見るような顔。「俺のビールをくれ」

　泥どろまみれの衣服／意味をなさない呟き──その頭＝額・耳の後ろ・首の付け根から後ろがごっそり消失──脳なしボーマン＝出入り口を塞がれた空間で地下暮らし／出てきたトンネルの奥にキャンプ用品。

　御影と雛の入団試験を担当したボーマン──ＭＳＳの潜せん入にゆう捜そう査さ官を見み抜ぬけず責任を取らされた／無理やり犠ぎ脳のう体にされた／正気も魂たましいも奪うばわれた。

　アダー神父の言葉＝爆弾作りの部屋はしばらく使われない──管理者のボーマンが消えた。

　ボーマンの抉えぐられた額に血の筋──耳から血──頭からだらだら血が垂れ落ちる／耳の後ろからＬＥＤライトっぽいものが突き出している／おかしな配線が脊せき椎ついから伸のびている。

　奪われた〝手術台〟──機材に欠損／中途半はん端ぱな手術しかできず／それでも無理やり実行／犠脳体兵器を電子的に監かん視しするサードアイとのつながりを確保するための電子機器──ポテトに突き刺さしたトマトの枝のよう。

　雛＝目の前に舞い降りる──取り押さえるべきか思案＝すぐ却きやつ下か──ボーマンの胸むな元もとに南なん京きん錠じようで固定された鎖くさり／配線／Ｃ４爆弾を素す敵てきなファッションのように身につけさせられている。

　処理──この男をトンネルに蹴りこんで炸さく裂れつさせる／最も手っ取り早いお片付け。

「そりゃトイレには流せなかったよ」いきなり大声でわめく＝盛大なげっぷ。「何しろオリバーの女によう房ぼうだからな」

　雛＝ボーマンを蹴け飛とばすべく空中でフリーキックの体勢に──オリバー・アデナウアー──雛の父親／ぴたりと止まる／ボーマンの口元を見つめる／読どく唇しん術じゆつ。

「オリバーのやつ、死体を車のトランクに入れてたんだ」大あくび＝大笑い。「防ぼう腐ふ剤ざいを山ほど入れてな。お陰かげで気味が悪いほど真っ黄色だったぜ」発炎筒を頭上で左右に振ふる。「俺がこの棟の管理者だからな。俺が面めん倒どうを見てやらにゃいかん。団員同士は常に助け合うんだ」

　ぶんぶん鳴り始める／何もかもが真っ黄色に輝き始める──心の中の何かが目覚める。

　今すぐ消せ／封ふうじ込こめろ／この男を吹ふき飛ばせ──心の叫さけび──だが動けず。

「ビールをくれ」発炎筒を掲かかげるボーマン──乾かん杯ぱい／口元へ／炎を飲もうとする──鼻と唇くちびるがじゅうじゅう焼ける。「俺の爆弾は最高だ。この棟で犬を飼っちゃいけない。やめてくれ。俺はまだ役に立つ。ＡＰ爆弾を組み立てられる。俺は優すぐれた団員だ。お願いだからやめてくれ。俺の頭を開かないでくれ。俺の脳を取り出さないでくれ。熱い。やめてくれ。顔が熱い」

　やっと炎を遠ざける──焼けただれた顔が雛へ向けられる／涙なみだを流す／すすり泣く──他方の手が胸の爆弾をまさぐる。

　血まみれの顔──哀あわれな声。「助けて……」

　雛＝はっと息を吞のむ──しまった──慌あわててはばたく／飛び退のく／両手足をたたんでガード──かっと閃せん光こう。

　炸裂──爆ばく轟ごうがボーマンの肉体を一瞬で塵ちりに還かえし、その魂の新たな目覚めを高らかに告げた。
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　第二十ドナウシ二区ユタツトと第二ラツフ十六ルズシ区テイの境界──ドナウ河＝河岸のトンネル──地下道。

　ひゅっ、ひゅっ、ひゅっと空を切って走る機体──静せい音おん性能に優れたアームスーツ＝〈カプリコーン〉×四──紫むらさきの輝きに追つい随ずい。

　イギリスＧチームの全面支し援えん──四体のアームスーツ＝コードネーム好きのイギリス流。

　ミスター・ハリー＝〈ナイト〉──レイ＝〈ビショップ〉──ＤＹ＝〈ルーク〉──フロスト＝〈ポーン〉──鳳＝〈クイーン〉を四人が支援。

　作戦名＝〈六つシツクスの駒・ピース〉──ＡＰ爆弾＝〈キング〉──果か敢かんにチェックメイトを目指す。

　御影ら戦術班＋雛とは違う位置から進行──推測されたＡＰ爆弾の設置ポイントへ／敵勢力へ側面攻撃。

　だが敵はイギリスＧチームの存在を知っている──〈蟲チオン〉は報復したいはず／Ｇチームの襲しゆう来らいを予期して迎げい撃げき態勢にあるはず／その態勢を読む／互たがいの位置を読み合う──地下の暗くら闇やみでのチェスゲーム。

《ＭＳＳの制圧チームが敵と接せつ触しよくしましたわ》鳳＝四人へ──自分に従う鋼鉄の騎士たち／文字通り〈クイーン〉として振る舞う／まんざらでもない気分。《このエリアにＡＰ爆弾が存在する可能性が高まりました。間もなく分ぶん岐き点です。敵の待ち伏せにご注意を》

《イエス、〈クイーン〉》ハリー＝本場の発音。《我々が露つゆ払はらいをする。どうぞ、爆弾捜そう索さくルートへお進みあれ。私と〈ビショップ〉は索敵ルートを進む。〈ルーク〉、〈ポーン〉、接敵予想ルートへ入れ。みなで〈クイーン〉を〈キング〉のもとへお連れしろ》

　分岐点──《イエス、〈ナイト〉》レイ＝陽気に／速度を上げてハリーのアームスーツとともに右側通路へ。

　ＤＹ＋フロスト＝左側通路──ＤＹ＝機銃を掲げて。《行け、〈ポーン〉。コードネームに免めんじて特別に前を行かせてやる》──フロスト＝生き真面目まじめ。《了りよう解かい。〈ポーン〉らしく真っ直すぐ進む》

《敵てき陣じん地ちに侵入すれば昇しよう格かくが待ってるぞ》レイ＝茶々入れ。《〈ナイト〉と交こう換かんしてもらえ》

《喜んで譲ゆずろう》ハリー＝真面目に。《ＡＰ爆弾を確保した後で私が〈キング〉になる》

《ご兄弟が聞かれたら穏おだやかな気持ちではいないでしょうな》ＤＹ＝さらに茶々入れ。

　鳳＝中央通路を真っ直ぐ飛ひ翔しよう──またたく間に互いの距離が離はなれてゆく。

《無事ルートに入った。〈クイーン〉、〈キング〉のもとで相あいま見みえましょう。幸運を》ハリー──芝しば居いがかっているというより本気でのめり込んでいる感じ。

　自然と合わせる。《幸運を。どうかお気をつけて》

《イエス、〈クイーン〉》ハリーの応答──かと思いきや三人が次々挨あい拶さつ。《イエスマム》《幸運を、〈クイーン〉》《そちらも気をつけて》

　まるでＭＳＳを率いるヘルガか戦術班を従えるニナの気分──つい昂こう揚よう／しいて冷静に。

　巨大なケーブル坑道を進みつつ五キロ先の戦せん闘とうエリアの様子を脳内チップで確かく認にん──雛だけチームから離れて地下深いフロアに／通信なし／鳳もあえて通信せず。

　雛への信しん頼らい──あの子なら見つけてくれる／爆弾があると確信して行動している／逃にげずに答えに辿たどり着いてくれる──もし雛のルートが自分のルートと重なればそれが答えになる。

　さっそく通信＝ＤＹ。《〈ナイト〉と〈クイーン〉へ。来ました。〈フィーンド〉だ。戦闘を開始します》──フロスト。《〈ウィッチ〉はいない。ＥＩ兵器三台を確認。〈メフィストフェレス〉による操作の可能性大》

　果敢に敵と接触／牽けん制せい／撹かく乱らん──〈フィーンド〉＝〈蟲〉──〈ウィッチ〉＝蛭ツー雪シユエ──作戦前に鳳に開示された新たなコード＝〈メフィストフェレス〉＝サードアイ。

《こちら〈ビショップ〉、動体反応あり。動き方からして〈フィーンド〉だ》レイ＝たちまち索敵に成功。

《側面攻こう撃げきを仕し掛かける。〈ウィッチ〉がいることを期待しよう。排はい除じよすれば大老たちも情報を出す》ハリー＝生きつ粋すいの戦士といった果敢さ──転送兵器を装備した敵をいささかも恐おそれず。

　鳳＝四人のお陰で接敵せず飛翔──予期された最初の爆弾設置ポイント＝何もなし──一キロ先の次のポイント＝何もなし──さらに先の三番目＝探査に大きな物体がヒット。

　地下深くの予備電線の位置とも符ふ合ごう＝敵の工事で位置をごまかされてはいない──接近。

　汚よごれた鉄板で覆おおわれた箱状のもの──爆弾かどうかわからず。《約二メートル四方の正方形の物体を確認。〈キング〉かは不明。確認します》

《気をつけてくれよ、〈クイーン〉》ハリー＝こちらへ移動しようとはせず／全面的に陽動を引き受けてくれている。《こちらの〈フィーンド〉は任せろ》

　用心深く舞い降りる──片手で機銃を握にぎりつつ他方の手を当てる／振しん動どうなし／発熱なし／トラップかどうかも不明──鉄板をまさぐる／角の溶よう接せつ部分に隙すき間ま／ここに雛がいてくれたらと願いつつ思い切って指を入れる──機械仕掛けの握あく力りよく＝ゆっくりと鉄板をひん曲げて中を探査。

　中身＝ほぼ空くう洞どう──中央に配線と配電盤ばんのようなもの／剝き出しの何か／咄とつ嗟さに爆弾だと思い込む──ぬか喜び。

　探査──円えん筒とう形に整えられた粘ねん土ど状の物質＝メリアー体──転送用。

　箱の底に震しん動どう探知機──にわかにメリアー体に反応──解かい析せき課がすぐさま断定＝転送信号。

　瞬しゆん時じに退たい避ひ──眼前で閃光＝敵の転送。

　機銃を構える／箱が崩ほう壊かい／何度も見た光景──ＥＩ兵器＝車輪つき脚きやく部ぶ×六が鉄板を吞み込みながら出現──多数の銃眼を持つ円筒／兜かぶとのようなボディ＝〈ギガントマキア〉。

《物体はＥＩ兵器と判明。破は壊かいします》鳳＝宙へ──ＥＩ兵器が素早く走り出す／円筒がスライド＝多数の銃眼が出現──鳳のダダダダ掃射ダダダ！／敵のダダダダ掃射ダダダ！──互いに左右へ旋せん回かい／おびただしい火線／トンネル中に火花／特甲トツコーに火花／敵ボディに火花──跳ちよう弾だんの輝かがやき＝地下に夜明けがきたよう。

《支援は必要か、〈クイーン〉》ハリー＝あくまで鳳をフォローするつもり。

《感謝しますが、ご無用です》自由に飛び回れない空間──だがかつて対たい峙じした敵兵器／弱点も動き方もわかっている／十分に単独で対応できる相手──吶とつ喊かん。「ご奉ダダダ！仕いダダダ！たしダダダ！ますダダダ！わ─ダダダ！─っダダダ！!!」

《無理はするな。目的は〈キング〉──》ふいにノイズ──予期されたさらなる敵の攻撃＝情報汚お染せん──《来るぞ〈クイーン〉、退避──！》──声が途と絶だえる／電子の悪あく魔まの雄お叫たけび。《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイアアア──！》

　またたく間に蔓延はびこる電子のイバラ──特甲に触ふれる／侵しん入にゆうしようとする／実際に目に見えないイバラが機銃に絡からみついてくる感覚／棘とげで引ひっ搔かかれる音が聞こえるよう。

　敵の電子的攻撃が五感に障さわる──羽と脳内チップの電子防護が食い止めている。

　一方で電子のイバラがもたらす心の眠ねむりが広がるほどに反転する調和──冷ややかな虚きよ無むの目覚め／何もかも焼き尽つくせという怪かい物ぶつ的な戦意──だがそれも何かが防いでくれている。

　鳳＝近きん距きよ離りで激げき烈れつな火線の応おう酬しゆう──機銃に異様な震動／弾丸の転送に遅ち延えん／こちらの転送に支障──だが構わず＝羽が無事な限り戦えるという自信／無む謀ぼうなほどの勇気／だがなぜか無謀とも危あやういとも感じない──心の中に起こる信頼の熱。

　脳のう裏りをよぎる誰だれかの顔──少年の微笑ほほえみ／手の温かさ／唇／だが明めい瞭りようなイメージとならず／薄うすれた記き憶おく──だが確信──電子のイバラが引き起こす心の眠り／その底でまだかすかに息づく心の断だん片ぺん──ＭＳＳの解析課が助けてくれる──あの人ならきっと。
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　ＭＳＳ本部ビル＝地下四階──途と方ほうもない緊きん迫ぱく／熱気／絶え間なくやり取りされるデータ。

　中央のカプセル──水無月＝祈いのりを捧ささげるように膝ひざをついた姿／上半身裸はだか／背に羽／キチキチと音を立て続けるキリギリスの羽──その電子の声＝冬真のデスクのモニターのみ。《さっそく来たぞ。用意はいいな、冬真。穴が空いた瞬間にやるぞ》

「りょ……了解」冬真＝デスクで顔を引き締しめる──予期された非常事態の勃ぼつ発ぱつに備える／水無月と吹雪くんの願いが届くことを神様とマスターサーバーに祈りながら。

　フロアの一角で声──解析官。「何かがマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉とのライン構築を要よう請せい！」

　大おお股またで歩み寄るディーゼル課長。「侵入させてはいけない。ＡＩへ誘ゆう導どうして孤こ立りつさせよう……いや、妙みようだ。限りなく侵入に近いが、要請……？」

　誘導先のＡＩ＝スピーカーに接続──いきなり響ひびき出す声──夢見るような浮うき浮きとした少女の歌声。《ふふん、ふんふんふふーん♪》

《青馬モレンツだ！》水無月＝フロアに響く声。《孤立させるなボス！　味方だ！》

「なんだって？」ディーゼル課長──水無月を振り返る／ゆっくりと冬真を見る。

　冬真──しゃかりきに操作／少女の歌声とともにもたらされたものを解析／正しいプロトコルどころか常識自体を無に帰す少女の乱らん舞ぶ──やっと見つけた。「ライン構築の要請元はＭＰＢマスターサーバー〈刕レイ〉！　接続者はＭＰＢ遊撃小隊隊員、夕霧・クニグンデ・モレンツ！」

　ディーゼル課長＝視線に合わせて回れ右──冬真の背後で仁に王おう立ち／モニターを見下ろす／にやりと口角が上がる。「ＩＤを全公開とはね。いったいいつからＭＰＢ側と話し合っていたんだい？」

「これは……」冬真＝素早く説明しようとする──水無月が遮さえぎる。《この事件が始まった頃ころからさ、ボス。あんたにも内ない緒しよでね。ペナルティは全すべて終わった後で、僕に与あたえるんだな》

「鳳さんたちを守るためなんです」冬真＝自分も慌てて口を挟はさむ。「ＭＳＳだけでなく、ＭＰＢの特甲児童たちも守るために。申し訳ありません──」

「何をする気なんだ？」ディーゼル課長＝大きな手を広げてみせる──言い訳ではなく要点を口にしろというようにうなずきかける。

　水無月＋冬真──口にする前に答えが到とう来らい＝突とつ如じよとしてけたたましく響き渡わたる警告音──マスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の怒いかりの声。

「ＭＰＢ側のマスターサーバーが相互ブレークアウトを要請！」解析官＝驚おどろきのあまり椅い子すから立ち上がる──感動がにじむ声。「〈[image: ばく]バク〉は攻撃態勢に入るも即そく時じ反撃を留保！」

　フロアに衝しよう撃げき──次々に声を上げる解析官たち。「このままではマスターサーバー同士の攻撃が始まるぞ！」「課長、致ち命めい的てきな打撃を受ける前に遮しや断だんを！」「待て、ＭＰＢ接続官が臨時回路のプランを公開！」「両マスターサーバー間に交信発生！　この事態における推論をやり取りしている模様！」

　ディーゼル課長＝無言／動かず腕うで組ぐみ／じっと冬真のモニターを見つめる──勃発したものを受け入れるべきか否いなか見み極きわめんとする眼まな差ざし。

　ふいに警告音が停止──最初に声を上げた解析官＝呆ぼう然ぜん。「なんてことだ。〈[image: ばく]バク〉が攻撃態勢を解除した……」

　にわかに輝き＝カプセル内──水無月の羽が広がる／翻ひるがえる／包み込む。《行くぞ、冬真。全てモニターしろよ。絶対に何も取りこぼすな》

　緑に輝く〈サナギ〉と化す水無月──冬真＝心の中で何度も練習した手順をすぐさま実行／短く返答。「任せて」

　みな次々に立ち上がる──自分たちのモニターに表示されるものとカプセル内で息づく電子の〈サナギ〉を見比べながら報告。「信じられません、自衛しかしないはずのマスターサーバーが要請を受じゆ諾だく！」「マスターサーバーがそれぞれの接続官コーラスを橋はし渡わたししています！」「未知の協同的ブレークアウトが提案……いや、実行されました！」

　冬真の背後──ディーゼル課長＝かっと目を見開く／組んでいた腕をほどく／猛もう然ぜんたる鼻息／満面の笑み。「そういうことか」

　冬真＝皆みなの声に負けじと報告──誰にも止めさせないために声を張り上げる。「協同的ブレークアウトが成立しました！　ＭＰＢとＭＳＳの特甲児童がユニットとなったんです！」

「サイバー世界の夜明けだ、諸君」ディーゼル課長＝さして張り上げているとも思えないのにフロア中に響くバリトン声。「敵にすら想定しえない電子戦手法がここに誕生した。今こそ勝機だ。両組織の接続官コーラスおよび相互ユニット化した特甲児童を全面支し援えん。冬真くん、ブレークアウトを実行した特甲児童は何人かね？」

「四人です」冬真＝モニターを確認しつつ報告──ふと疑問が湧わく。「四人……？」

　つながることに成功した水無月／吹雪くん／ＭＰＢの特甲少女──一人多い。

　急にまた陽気な歌声。《ふふんふんふふーん♪》

　いきなり剣けん吞のんな歌声。《ぶぶんぶんぶぶーん》

「雛さん!?」冬真＝呆あつ気けに取られる──予想外の参戦／現場で戦闘中なのに／今回のことを話したことなんてないのに──情報汚染に対たい抗こうする接続官コーラスの働きをいち早く察してつながりの輪の中に飛び込んできた。

「雛くんが優すぐれた素質の持ち主であることは電子戦の演習でわかっていた」ディーゼル課長＝そう言いつつも驚きを隠かくせない声──昂揚で膨ふくれあがる胸筋／上じよう腕わん二頭筋。「マスターサーバーに接続されざる者によるブレークアウトだ。敵はこれでさらにますます予期せぬ電子戦手法に応じねばならなくなった」

「敵性ゲート推定に成功！」解析官＝仰ぎよう天てん／興奮／裏返る声。「四人の特甲児童が二つのマスターサーバーとともに敵ユニットを探たん索さく！　推定項こう目もくが増加中！」

「全員着席し、全推定対象へ攻撃を開始したまえ！」ディーゼル課長＝雄叫びじみた指令。「敵の情報汚染を無力化するんだ！　敵に反撃の余よ裕ゆうを与えてはならない！　ＭＰＢマスターサーバーのラインを防護し、我らの新ユニットを可能な限り強化！　サイバー戦士たちよ、今が総攻撃のときだ！」

　かつてないほどフロアにみなぎる熱気──ディーゼル課長＝あちこちのデスクで指示／激げき励れい／助言＝兵士を率いる武将さながら。

「正体不明のユニットがこちらの攻撃を拮きつ抗こうさせています！」解析官＝悔くやしげ──さらに続く怒りと焦あせりの声。「こちらも敵が情報汚染を再開！」「敵性ゲートを暴ばく露ろできません！」

「怯ひるむな！」ディーゼル課長＝叱しつ咤た激励。「推定ゲートの類推と敵侵しん攻こう経路を照合し続けろ、必ず突破口が見つかるはずだ！」

　解析官＝憤ふん激げき。「くそっ、敵が破壊的ウィルスで反撃！　〈テューポーンの黒い舌〉だ！」

　冬真＝戦せん慄りつ──サードアイのしぶとさ／マスターサーバー同士のブレークアウトが実行されたというのに／完全に相手の予想を外す攻撃を仕掛けたというのに──事態の進行をモニターしながら冷たい汗あせが背を滑すべり落ちてゆくのを感じた。

　まさか敵は幾いくつもの不可視のユニットを用いてマスターサーバーに匹ひつ敵てきするシステムを組み上げたというのだろうか──そんなシステムがもしマスターサーバーへのブレークアウトに成功したら、いったい誰が止められるというのだろうか。

　けたたましい警告音──〈サナギ〉と化した水無月からの呼び掛かけ／マスターサーバーが自動的に半数の接続を強制閉へい鎖さ。

「バスター・コードが使用されました！」解析官＝悲鳴。

「緊急遮断！　データが解体されるぞ！」ディーゼル課長＝俊しゆん敏びんにそちらへダッシュ／モニターを覗のぞき込む──息を吞のむ。「対象は僕たちではない……？」

「敵の情報汚染が消しよう滅めつ！」別の解析官＝喜ぶべきかどうかわからず戸と惑まどう声。「敵の侵攻経路上のダミー・ゲートが丸ごと消えました！」

「ブレークアウト!?」冬真＝モニター表示に遅おくれて気づく──反射的に立ち上がる。「い……いつの間にか、新しい協同的ブレークアウトが実行されています！」

「味方だ、攻撃してはならない！」ディーゼル課長＝全員に指示／回れ右──すぐさま冬真のデスクに駆かけ寄る。「どこの組織か問い質ただすんだ！」

「通信できません……でも、確かにつながっています」冬真＝着席／この上なく慌あわてふためきながらも懸けん命めいにモニタリング──姿の見えない何者かによる消去デリートの炎ほのおがそこら中で燃え盛さかっている／なのにこちらへ飛び火しない／完かん璧ぺきにコントロールされた攻撃。

「接続官コーラス同士のユニットへ、経路不明の協同的ブレークアウトが成立している。五人目の参加者だ」ディーゼル課長＝重々しく断定──推定。「どこかの組織が秘密作戦を行っていた可能性がある。敵対的ブレークアウトが認められない限り、第三の接続官コーラスとして扱あつかうんだ」

　警告音──またもや水無月＝制圧中の地下施し設せつにてマスターサーバーの干かん渉しようが不可能な兵器の存在を確かく認にん──冬真＝すぐさま照会／ありったけの冷静さで報告。「犠ぎ脳のう体兵器が現れました。雛さんが応戦しています」

　他に警告なし──喋しやべらない水無月＝今すべきことに脳力を傾かたむけている──五人目が何者か探さぐろうとしていたがそれもやめている／協同的ブレークアウトを完璧に維い持じしている。

「行けるぞ」ディーゼル課長＝ぶっとい右手で冬真の肩かたを叩たたく。「このままいけば敵ユニットを解明できる。接続官コーラスたちのお陰かげだ」

　うなずく冬真──敵の爆ばく発はつ的な情報汚お染せんを食い止める謎なぞの炎＝まるで炎を炎で消すかのよう──つながり合う者たちの見えざる戦いに心を奪うばわれる／先ほどの戦慄などすっかり忘れる。

　接続官コーラスたちのお陰──自分には決してできない戦い。

　今まさに渦か中ちゆうにいる水無月と吹雪くん──二人の勝利を祈った／目もく論ろ見みが成功することを祈った／現場で戦う特甲トツコー児童たち全員の勝利を祈り続けた。




　　　　†




　地下五階──塵ちりと化したボーマン／ついでに汚お泥でいを燃やす／有毒ガスが発生。

　雛──爆圧に逆らわず汚泥に飛び込む／爆炎から身を守る／泥どろの中で損傷した羽と特甲を再転送──汚泥から飛び出さず／ゆっくりと這はい出る／斜しや壁へきで腹はら這ばいに──息を潜ひそめる。

　恐きよう怖ふも嫌けん悪おも通り越こした茫ぼう洋ようとした眼に剣吞たる暗い光をたたえて見守る──あれが現れるのはわかっている／バロウ神父が解かい析せきした敵兵器のリスト／予期された脅きよう威い──やがてどろどろの泥だまりの中から思っていた通りのものが姿を現した。

　ボーマンの新たな鋼鉄の体──やたらと長い脚きやく部ぶ／クレーン車よりでかいザリガニを巨きよ大だいなプレス機で平べったくしたような扁へん平ぺいな形状／腹部に遠えん隔かく操作可能な小型機をうじゃうじゃ内蔵／電力確保のための二本の角──かつて遭そう遇ぐうした犠脳体兵器〈ヘーラーの大おお蟹がに〉＝同系統機。

　その腹の装甲がオープン──小蟹の群の誕生／子犬ほどの大きさ／一いつ斉せいに行動を開始／泥だまりを泳ぐ／斜壁に群がる──全て何かのきっかけで起爆する動く爆ばく弾だん。

　雛＝じっと腹這いのまま──小蟹が雛を踏ふみつける／乗り越える／走り去る／でかい虫の大群にたかられる気持ち悪さ──一体をひょいとつかむ／素す早ばやく解体／眠ねむらせて構造を見る。

　どうしたら小蟹が起爆するのかを読み取る──動き／震しん動どう／光源／音おん響きよう／電波／時限／温度──本体の大蟹がいつでも自由に切り替かえられる設定。

　いつだったか破は壊かいした大蟹とはひと味違ちがう厄やつ介かいさ──爆弾魔まボーマンの真骨頂＝むかつく。

　それならそれでやりようはある──問題は生まれ変わったボーマンではない／ボーマンの脳を今も監かん視ししているはずのサードアイ──その監視をごまかす／接続を断たつ／その上で自分があれを手に入れねばならない。

　解体した小蟹を自分に都合の良いようにさくさく改造──いきなりノイズ＝情報汚染。

　ＭＳＳとの接続を最小限にして情報汚染をやり過ごす──大蟹の探査をかわす＝電子戦の演習のたまもの──小蟹を通して自分はここにいないという偽ぎ装そう信号を送り続ける。

　それでも雛がここにいるはずだと判断する大蟹──泥だまりをうろつく／馬ば鹿かでかい足が雛のすぐそばで踏み下ろされる／醜みにくい化け物にされた原因である少女に報復したがっている。

　偽にせの信号か何かで撹かく乱らんしようか思案──ふとノイズに変化／維持していた通信の一つに奇き妙みようなものを感じる／接続官コーラスとのつながり──おかしな情報＝協同的ブレークアウトの提案。

　一いつ瞬しゆん、自分が何か危険なことをしていると勘かん違ちがいされて特甲を解除されるとかそういうひどい目に遭あうのかと思った──慌てて解析課のデータと同期／戦せん闘とう中であることを伝えようとしてぽかんとなる／なぜか冬真のＩＤでモニタリング中／きっと冬真が水無月と相談してシャーリーンとサードアイに対抗する手段を講じていた。

　どこまでも触しよく媒ばいのような少年──本当になんて素敵な人なんだろう／感謝の念が湧く／自分の意図を後押ししてくれた気分──あっという間に水無月が他の特甲児童とブレークアウトを実行＝一つのユニットと化した──二つのマスターサーバーの協同＝その狭はざ間まに飛び込む。

　自分もブレークアウトに参加──水無月に処理を任せる──ゆっくりと立ち上がる。

　今ならサードアイにもわからないはず──自分の存在も／行動も／目的も。

　にわかに羽を広げる──鋭するどくはばたく／震ふるわせる／泥を撥はねとばす。

　うろうろしていた大蟹が信じがたい俊敏さで振ふり返る──通路へ出た小蟹の群が一斉に止まる／元いた空間に向き直る。

　突進──大蟹＝幾つもの脚あしで泥を盛せい大だいに撥ね散らかしながら雛へ躍おどり込んできた。

　雛＝飛ひ翔しよう──弾丸のように大蟹へ／激突寸前でかわす／乙並みの軌き道どう変へん更こう／背面飛行。

　大蟹の頭──地下工事用の巨大な粉ふん砕さい機＝激突した壁が爆撃されたように木こっ端ぱ微み塵じんに。

　旋せん回かい＝身をひねって大蟹の背へ右手の爆ばく雷らいを投とう擲てき──左手で抱だいていた小蟹をポイ捨て。

　大蟹の背で立て続けに炸さく裂れつ──装甲に損傷。

　戻もどってきた小蟹の群──雛が捨てた小蟹に殺さつ到とう＝これが雛であるという偽装信号／爪つめを立てる／目茶苦茶に引き裂さく／数体が炸裂──誘ゆう爆ばく＝粉々に。

　雛＝左手で火か炎えん放射──小蟹の群へ／さらに炸裂／爆風で雛も吹ふっ飛とぶ──天てん井じように激突。

　衝しよう撃げきでよろめく大蟹──雛のいる方を向きながら防ぼう御ぎよ＝脚に内蔵されたポンプで汚水を汲くみ上げる／体にかける／固着剤ざいで固める──氷結装甲。

　それでいい──相手が装甲をまとい始めるや急降下＝ほとんど落下──先ほど損傷を与あたえた背に着地／はりつく／大蟹の背の装甲に手をかける。

　羽を展開＝大きな〈サナギ〉へ──大蟹が汲み上げる汚水を浴びる／一いつ緒しよに固着／凍とう結けつ。

　大蟹の背で瘤こぶと化す雛──まるで寄生虫／体内へ侵しん入にゆうを開始／機械仕じ掛かけの力──装甲を引き剝はがしにかかる／リベットが弾はじけ飛ぶ──空いた隙すき間まにさらに手を押し込んで広げる。

　大蟹が信号を発信──雛の正確な位置を知らせる／小蟹が一斉に大蟹の脚をのぼって背へ。

　氷結装甲と合体した雛の〈サナギ〉に群がる／爪を立てる──炸裂。

　固着した泥が吹っ飛ぶ／羽に亀き裂れつ／衝撃に揺ゆさぶられる──背の羽を多重転送＝何枚も重ねる／分厚くする／岩のようになる──ひたすら耐たい久きゆうの構え──目の前の装甲を引き剝がす。

　小蟹たちが〈サナギ〉の上できちんと順番に炸裂──爆圧／爆ばく轟ごう／爆炎──雛＝頭ががんがんする／熱で息が詰つまる／体を焼かれる／手足が軋きしむ──必死に羽を連続転送。

　自分が大量の鼻血を流していることに気づく／耳鳴りで何も聞こえない／視界が真っ赤で何も見えない／爆発の熱で息ができない──だが──やがて大蟹の装甲に十分な穴が空いた。

　大急ぎで大蟹の中に潜もぐり込む──背から硬こう化かした羽が千切れる。

　訳のわからない配線と機構＝引き裂いて奥へ奥へ入っていった──炸裂の衝撃が遠のく／震動しか感じなくなる。

　やっと息をつく／ぱちぱち瞬まばたく／鼻の奥に溜たまった血を噎むせないよう注意してごくりと吞み込む──口中に鉄の味／手て探さぐりで大蟹の中ちゆう枢すうへ侵入。

　この辺りだろうと見当をつける──背で羽を再転送＝周囲が狭せますぎてひしゃげる／配線を巻き込んでおかしな形に──探査できる分だけ羽の面積があればいい。

　予想通り＝目の前に金属板で覆おおわれたもの──あれが中にあるはず／あれの器うつわのはず。

　すぐさま解体──ほのかな輝かがやき──カプセルに入った髄ずい液えき＝脳──ビンゴ。

　しばし見つめる／脳内チップを通して構造データを呼び出す──殺さずに取り外すための正しい解体手順を確認──おもむろに作業開始。

　機械好きの子供が時計やラジオを嬉き々きとしてバラバラにするよう──巨大な鋼鉄の体に納められていた脳を取り外す／接続を断たつ／殺したり壊こわしたりしないよう丁てい寧ねいに扱う。

　だがふいにノイズ──サードアイの気配が戻ってくる／食い止めたはずの情報汚染が復活し始める／ぞっとなる──中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で作業を止めざるを得ず。

　ＭＳＳとＭＰＢによる前代未み聞もんの協同的ブレークアウトすらしのごうとするサードアイ──まずい／このままでは今自分が何をしているかサードアイにばれるかもしれない／切り札を手に入れようとして逆に泥どろ沼ぬまに陥おちいるかもしれない。

　頭をフル回転──最悪の場合は切り札を諦あきらめるしかない／このままこの犠ぎ脳のうユニットを文字通り握にぎり潰つぶして破壊するしかない。

　だが唐とう突とつにノイズが消滅──凄すさまじいまでの消去デリートの炎＝電子のイバラが焼き払はらわれる。

　ぽかんとなる──いったい誰だれが？　水無月／解析課／マスターサーバー──いずれも追つい跡せきできない何者かがサードアイの反撃を挫くじいた。

　追跡＝だが不明──ＩＤどころか所属も居場所も経路も見事に隠かくした何者か──敵ではない／電子戦においてＭＳＳとＭＰＢを同時に支し援えん／あまつさえ特甲児童同士の協同的ブレークアウトに参加──一瞬でユニット化。

　誰だっていい──迅じん速そくに結論＝作業再開──この好機を逃さず自分の目的を果たせ。

　沼ぬま地ちで氷結装甲をまとう大蟹＝さながら『汚物』と題して製作された巨大な彫ちよう刻こく品──ほどなくして完全停止──炸裂を待って列をなしていた小蟹も停止＝待機モード。

　大蟹が身にまとっていた氷結装甲が溶とけ出す──胸の装甲の内側でガンガン蹴ける音。

　ばん──装甲が内側から弾はじけ飛ぶ／もぞもぞ出てくる雛／しわくちゃの羽──さながら他の虫に寄生するたぐいの蜂はちの幼虫がついに宿主を食い破って成虫になったかのよう。

　両手に大事に抱かかえたもの──カプセル＝ボーマンの脳を生かす機械一式。

　右手で自分の鼻に触ふれる──鳳がくれたおまじないの絆ばん創そう膏こう──そっと剝がした。

　そしてそれを脳が入ったカプセルに貼りつけた──自分流のおまじない／あるいは呪のろい／カプセルの中身が自分のものになるように。

　背の羽を広げる──再び身を覆う／立ったまま〈サナギ〉に／だがすぐに硬化を解く。

　するすると羽が背へ戻ってゆく──切り離はなされた一部を残して。

　雛の両手＝硬化した羽で包まれたカプセル／ちょっとやそっとの衝撃では壊れないはず──まるで黄色に輝く馬鹿でかい卵。

　自分が何をしたかサードアイにもシャーリーンにもわかっていないはず／水無月たちが仕掛けた電子戦でそれどころではないはず／水無月たちとつながったお陰で敵から自分の存在を隠せたはず──自分がこの犠脳ユニットと接続したことは誰にもわからないはず。

　ふわりと舞まって泥沼の真ん中辺りへ──大蟹が出てきた地点＝そっと抱いた卵を落とした。

　どぼん──きらめく羽で覆われたボーマンの犠脳ユニットが泥の中に沈しずんでいった。

　ここなら誰にも見つからない──データによれば中の脳は半年は生きていられる／もし死にそうなら取り出して髄液とか機械とか取り替えてメンテナンスしてやればいい。

　これが切り札になる──サードアイに対たい抗こうするための品／マスターサーバーにも停止できないしろもの──心の中でそれを〈ボーマン・ユニット〉と命名。

　人の命をもてあそぶことへの良心の呵か責しやくなし──悪党の脳を生かし続けることへの疑問もなし──あるのは混沌をもたらすための第一歩を無事に踏めたという確信のみ。

　つくづく犯罪者気質の自分／計画的犯行に長たけた精神──ヘッドホンから流れ続ける曲＝『十じゆう字じ架か上のキリストの最後の七つの言葉』──第四ソナタ＝『神よ、なんぞ我を見捨てたもうや』──まさにこの自分のテーマ曲。

　抗磁圧のヘルメットを解除──手で鼻血を拭ぬぐいながらとぼとぼ歩き出す。

　身を起こす小蟹たち──ぞろぞろ雛の後について歩き始める／〈ボーマン・ユニット〉と同期しているせいで雛のことを大蟹と認にん識しきしている──蠢うごめく爆弾の群×七十二体──奇くしくもソロモンの悪あく魔まと同じ数。

　さあ行こう──昂こう揚ようとも歓かん喜きとも無む縁えんの決意／暗い諦てい念ねんに満ちた思い／こんな自分なんてあの人だけじゃなく誰だって好きになってくれるはずなんてないんだという悟さとりの境地。

　これからはもう決して逃にげない──悪党たちを自由に操るまでは──ただ人生から逃げようとしたところで悪あく辣らつな連中に利用されるだけ／他人に支配されるだけ。

　ならばなすべきことは一つだけ──悪党たち以上の悪辣さを手に入れろ／悪の悪の悪の悪になれ──あの醜い神父の箴しん言げん＝〝彼らを操作してやりたまえ〟

　シャーリーンが自分の優位を確信してうっかり漏もらした言葉──〝ユニット〟

　あの女の急所はわかっている──恋こい人びとのサードアイ／電子犯罪の王様／男の方を操作すればあの女はどうとでもなる──あの女がひざまずいて泣きながら許しを乞うようにしてやる。




　　　　†




　雛が歩み去った泥どろだまりが広がる空間──その一角ですうっと姿を現す少女＝ボサボサの金きん髪ぱつ／萌もえ葱ぎ色の目／背に透とう明めいなイナゴの羽──享きよう楽らく的であることの他ほかは全すべての感情を失ったというような笑えみ──お下がりの軍用ジャケットを肩かたにひっかけながら自分の左手に向かって喋しやべりかける。「ははっ！　見たか、螢ホタル？　あいつ犠脳体の脳みそを自分のもんにしちまったぜ」

「把は握あくしている、皇スメラギ」少女の左ひだり腕うで＝機械化──淡たん々たんとした声。「味方にも知らせず独断でユニットを占せん有ゆうした。未登録の秘密兵器として使うつもりだろう」

「面おも白しろいことするなあ」少女＝飄ひよう々ひようと。「あたしらも使わせてもらおうぜ」

「ユニットのゲートは確認した。今は放ほうっておけ。それよりＭＳＳとＭＰＢの合同電子戦が気になる。敵のユニットやＡＰ爆ばく弾だんだけでなく、やつの位置が特定できるかもしれない」

「そんじゃあ、まずは爆弾だな。そんで、今度こそリヒャルト・トラクルの野や郎ろうをとっ捕つかまえてやろうぜ」死んだはずの子供の笑み──すうっと姿が透明に／享楽的な笑みの残像が煙けむりのようにゆらめく──虚うつろにこだまする声。「捕まえたら、あの男の脳みそを取り出してやろっか。お前の隣となりに置いてさ、螢。お前とあたしが飽あきるまで使ってやるんだ。毎日あいつが殺してくれって頼たのむのを聞いてれば、お前もあたしも失なくした感情ってやつが少しは戻るかもだぜ」




　　　　†




　第十ジンメ一区リング──乙＋日向＋戦術班Ｂ群＋ピエール──市内三カ所の敵拠きよ点てんを立て続けに制圧。

　爆弾捜そう索さくチームが向かった第二ラツフ十六ルズシ区テイと同じく第十ジンメ一区リングも敵がまだ破は壊かいを行っていない地区──飛び込んだ先で予想外のＡＰ爆弾が待っている可能性／いささかも躊ちゆう躇ちよせず踏ふみ込む。

　先せん陣じんを切る──日向＋乙＝ＭＳＳ随ずい一いちの追チエ跡手イサー＆迫撃手モータル──怖こわいものなしの追撃コンビ。

　シディカ・シェン名義の会社＝倉庫／繊せん維い工場／車工場──小規模な戦闘＝〈キプロス＝トルコ自由戦士団〉＆〈ローデシア〉＆〈クルド人民戦線〉──逮たい捕ほ者多数＝みんな下っ端ぱ。

　通信＝脱だつ走そうしたムスタファが繁はん華か街がいの監かん視しカメラに映る／護送車を襲しゆう撃げきしたアームスーツがドナウ河沿岸を移動する様子が目撃される／〈ローデシア〉団員が乗るトラックが何かを積んで移動する──全てフェイクと断定する日向＝完全無視。

　日向＝追跡手の本領発揮──これまで苦く汁じゆうをなめさせられていた猟りよう犬けんの本気モード／陽動も撹かく乱らんも嗅きゆう覚かくから除外／真っ直すぐ〈二トンの荷〉を追跡。

　四つ目の敵拠点──ドナウ河沿岸＝高速道路に隣りん接せつ／だだっ広い場所──砕さい石せき場／セメント工場／総合工務店／トラック輸送ターミナル／燃料加工場／都市ガス集積所──都市建設のための下した請うけ施し設せつが集合。

　ヘルガ長官がもぎとった令状──所しよ轄かつの警察隊を動員＝施設の出入り口を一いつ斉せい封ふう鎖さ。

　操業中止──労働者を片っ端ぱしから駐ちゆう車しや場に集める／見張る／武装していないか調べる。

　戦術班の機体×七──施設内で散開＝しらみつぶしに調べる──〈二トンの荷〉はなし。

　中央＝三階建ての管理棟とう──カタナをひっさげた少女＋青い水牛＋よれよれの上着のフランス人捜そう査さ官が正面から乗り込む──捜査班が全ての出入り口に陣取る／おっかなびっくり従う警察隊。

　どかん！　セメント工場の近くで突然の爆発──通信＝戦術班。《トラップの車爆弾を爆破処理した。被ひ害がいなし》

　乙＝日向のアームスーツと一緒に管理棟の一階ロビーへ──誰もおらず──気づけば姿を消しているピエール＝自分の嗅覚に従って荷がありそうな場所を調べに行った。

《全隊、襲撃に備えろ》日向＝ロビーで機き銃じゆうを構えて警けい戒かい──乙＝先に階段で二階へ／廊ろう下かに人ひと影かげなし／踊おどり場の窓の向こうから光──遠くで落らく雷らいじみた閃せん光こう＝北側のコンテナ置き場。

　通信＝戦術班。《ＥＩ兵器が出現、制圧する》

　また別の方角で盛せい大だいな銃撃音──東側の資材置き場＝乙からは見えず──通信＝戦術班。《マンホールから敵。アームスーツ二体、クルド系武装犯七名を確認。管理棟へ進行中》

《逃げたサソリ男の手勢だ》日向＝動じず。《予想通り挟はさみ撃うちにされた。捜査班と警察隊は建物へ入れ。カスパルとダニエル、来い。撃退する》本日四度目の応戦──最後に乙へ。《アリス、建物にも敵がいるはずだ。俺と戦術班が迎げい撃げきしている間、捜査班とピエール捜査官とで制圧しておけ》

《了りよう解かい》にっこり応答──日向の背後を任せられる／チームの一員としてますます信しん頼らいされている／嬉うれしさとロリポップの甘味を味わう──するする階段を進む。

　自然と伝わってくる気配──まるで建物全体と接続されるかのよう＝だいたいどこら辺に人が隠れているかぴんと来る／物もの陰かげのどういうところに気をつければいいか見なくてもわかる。

　二階＝扉とびらをそっと開く──目前に通路／奥のつきあたりには左右の曲がり角──Ｔ字廊下。

　右＝用具室──廊下に山積みの段ボール箱／出しっぱなしの台車／掃そう除じ用具が壁かべに立てかけてある。

　右奥＝エレベーター──表示灯が沈ちん黙もく／ＭＳＳに遠えん隔かく操作されないよう電力を切っている。

　左＝トイレ──男性用のマーク。

　目前の通路──廊下の壁の凹おう凸とつ＝柱──左右に三つずつ古いドア＝全て少し開いている／あからさまにここにいるぞと言っている。

　通路に目を向けたまま鞘さやでトイレのドアをこんこんノック／用具室のドアをとんとん叩たたく＝どちらも押しただけで開いたりはせず／感かん触しよくからして鍵かぎがかかってるっぽい。

　拳こぶしでそばの壁をこんこん叩く／かかとでとんとん足あし踏ぶみ／壁も床ゆかもそんなに硬かたくない──弾丸が食い込むか跳ちよう弾だんするか見当をつける＝十発のうち二発くらいは弾丸が跳はねそう。

　壁／柱／ドア／狭い空間／室内にきっと多数の遮しや蔽へい物──カタナに不利／手加減しにくいシチュエーション──大声で告白。「オレ、特甲トツコー児童なんだけどさ！　みんな出てきて降こう伏ふくしてよ！　ここだと手加減できなくて斬きっちゃうかも！」

　返事なし──反応あり＝全てのドアの奥──カチリ・カチン・カチッ・カチッ・カシャッ・ガッシャン──待ち伏ぶせする人々が握りしめた銃を即そく射撃可能な状態にした＝これが返事だといわんばかり。

　ドアの数＝六──乙の警告を挑ちよう発はつと受け取って音を立てた迂う闊かつ者＝六人。

　だがどこかに忍にん耐たい強く気配を殺している伏ふく兵へいが必ずいる＝ひとまず六人と想定──残心の心構えを保つためさらに六人いると自分に言い聞かせる──一対十八──勝つにしろ負けるにしろ一分かそこらで決着する数。

　静せい穏おんさに満たされる──精神の静けさ／呼吸の穏おだやかさ──ロリポップをくわえた唇くちびるが引き締しまる＝心地ここちよい緊きん張ちよう／こわばりなし／何ものにもとらわれないユーズームゲの境地。

　カタナの鞘で静かに台車を引き寄せる＝踏んで押さえる──左手でカタナを小こ脇わきに構える。「じゃー、行くよ」

　とん、と狙ねらい澄すまして台車を蹴った──がらがら賑にぎやかな音を立てて通路を滑すべる。

　乙＝すぐにトイレ側の角へ引っ込む──壁に背を向けカタナを体の前に垂直にして持つ──大きな音を立てて敵の注意を逸そらし自分は素す早ばやく迎撃態勢に入る──〝夜よ影かげ〟の型。

　ドアの隙すき間まからサブマシンガンと手×六──ろくすっぽ見ずに銃を突つき出し一斉ガガガがにガガガ乱射ガガ！。

　通路半ばで台車が火花まみれに＝くるくる回転──壁・床に多数の弾だん痕こん／天てん井じよう灯が粉々に／踊り場のドアがバラバラに引き裂さかれて階段にぶちまけられる。

　緊張みなぎる射手のたがが外れる──この六人にはそもそもちゃんと相手を見て撃つ気などない／治安組織に突入させて迎むかえ撃つ／出鼻を挫くじく／足止めして殺さつ到とうさせないようにする──冷静に狙って撃つことができる仲間のため有利な状じよう況きようを作る。

　乙＝跳弾なしの安全圏けん──三秒かそこらで弾丸の雨がやむ＝迂闊な六人が撃ち尽つくした。

　敵の二の矢が放たれる──どこから来るかはわかっている──何人来るかも予想できる。

　乙と同じく跳弾が来ない場所に隠かくれている者たち──三人。

　トイレ／用具室／エレベーター＝解かい錠じよう／解錠／手動──一斉オープン──トイレから一人／用具室から一人／エレベーターから一人──武器を構えて出入りするのは一人が限界の空間。

　トイレ＝乙の真横──突とつ撃げき銃を持った男が飛び出す／男が銃を構える遥はるか手前にひょいと左手で柄つか打ち──ツカガシラが顔面にヒット／真後ろに吹ふっ飛ぶ／出ようとしたトイレの床に舞まい戻もどって昏こん倒とう。

　くるりと転進──用具室＝男が飛び出して片かた膝ひざをつく／後ろの仲間が撃ちやすくなるよう身を低めねばならず／前にしか武器を向けられず──この上なく不自由な体勢。

　ぱしんと鞘で銃身を払はらう／銃身を支えていた左手が宙を泳ぐ／銃口があさっての方を向く／体がぐらぐら揺ゆれる──すれ違う──とんと右手で肩を押してやる／大して力も入れていないのに横よこ倒だおれ。

　エレベーター＝早くも必殺の銃撃を放とうとする立射姿勢──だがそもそも伏兵たちがしなければいけないことが多すぎる＝銃撃音に紛まぎれて鍵を開く／ドアノブを回す／ドアを開く／素早く出る／体を九十度横へ向ける／銃を構える／敵を確認する／狙って撃つ──どんなに急いでやっても一秒かそこらは無む抵てい抗こうに等しい状態。

　すぱん＝立っている男の銃を鞘で払う／重心と銃口を同時に戻そうとして半秒ほど悪戦苦く闘とう／その体幹の崩くずれを見て取る──ぽんと右手で押す／後ろへぶっ倒れる──振ふり返る。

　たっぷり一秒か二秒の空白──時間が勿もつ体たいないので四分の一秒でカタナを振るう。

　前・後ろ＝ばしん・ばしん──〝蝶ちよう番つがい〟の型──二人ぐにゃりと昏倒＝何か気落ちすることがあってその場でうずくまってしまったような姿。

　さっと転進──予備動作なしの疾しつ走そう／灯あかりの消えた通路──跳とんだ──乗った。

　撃たれて止まっていた台車──スケートボードみたいに滑かつ走そう／がらがら盛せい大だいな音／カタナを小脇に──迫撃態勢。

　先ほど乱射した六人がようやく弾倉を取り替かえて銃を突き出す──階段の方／乙はとっくに通過済み／伏兵たちの銃撃も生じず──半数がまごつく／半数が考えなしに再び乱射。

　背後で火線＝滑走する台車──つきあたりの壁が迫せまる──ふわりと真上へ跳ちよう躍やく。

　がん＝台車が壁に激突──左右の曲がり角で息を殺していた二人の伏兵＝音がした方を反射的に振り向く。

　宙を舞いつつ迫撃──がつん・がつん＝鞘で頭部を強打──二人とも昏倒。

　大きな音で敵を惑まどわす〝夜よ影かげ〟の型第二弾──宙から躍おどりかかる〝隼はやぶさ〟の型──合体技。

　台車がぶつかった壁を蹴けってすとんと着地──曲がり角に敵の三の矢──鉄板とか撃ち抜ぬけそうな二バイ脚ポツドつき大型ライフル＝防弾シールドとかアームスーツとかで乱射を突破した治安組織の人間を吹っ飛ばすため──使わせずに制圧。

　左右を見回す──左＝湯ゆ沸わかしと冷蔵庫──右＝配電盤ばんが並ぶ──人の気配なし。

　通路を見やる──内側に開いた六つのドア＝乱射した半数が再び弾倉を交こう換かん中。

　まごつく半数──乙から見て右手前／左手前／左二つ目のドア──乙にはわからない言葉でわめく声／伏兵がやられたと判断したらしい／左手前のドアから銃が乙の方へ突き出される。

　乙──突き出された銃へ左ひだり肩かたからぶつかる＝ドア枠わくと肩で銃身を固定──驚おどろいて銃を引っ張る男の股こ間かんを鞘で強打──ばしん＝ぎゃっと悲鳴／白目を剝むく／泡あわを吹いて悶もん絶ぜつ。

　室内での〝銃つつ払ばらい〟の型の一つ──本当に痛いんだこれ＝妙みように感心。

　気絶した男を肩に担かついで盾たてにしながら室内へ＝事務机しかない部屋──無人。

　回れ右＝通路へ──担いでいた男を肩で突き飛ばす──向かいのドア＝銃を構えて通路へ出ようとした男の足あし下もとへ悶絶した男が倒れ込む／つまずく／銃口が床へ──乙＝銃身を踏む／前まえ屈かがみになって狼ろう狽ばいする男の眼前でにっこり微笑ほほえむ──顎あごの下を柄打ち──がつん＝意識喪そう失しつ。

　今度はその男を盾にしながら素早く室内を覗のぞく──大部屋＝天井のレールをスライドさせる仕切り壁／今は全て開かれている／他の二つの部屋と一つになっている。

　デスク／大きな棚たな／ロッカー／椅い子す／段ボール──あちこち積み上げられて遮蔽物に。

　遮蔽物越ごしにやらねばならない──見た瞬しゆん間かんに決断＝左手の親指でカタナの鯉こい口ぐちを切る／刃はを鞘に固定するハバキの部分だけ抜いておく。

　大部屋内──残り二つのドアから外を窺うかがう二人──三人が遮蔽物の陰かげで待機／物陰で一人が乙に気づく──わめき声＝仲間が死んでいると思って構わず撃つ気だとわかった。

　盾にした男を放ほうり出す──二つ目のドア付近にいた一人に激突。

　跳ぶ──足の下で火線／壁を蹴る／天井を蹴る／部屋の中央へ──宙で刃を抜き放った。

　一いつ閃せん──銃撃した男の額を浅く斬った／わめき声が絶ぜつ叫きように／顔を押さえてひざまずく。

　着地──前後左右に敵／四方に遮蔽物──くるりと転進。

　刺し突とつ──棚を貫かん通つう／向こう側にいた男の肩口を貫通──絶叫＝転てん倒とう──くるりと転進。

　刺突──ロッカーを貫通／向こう側にいた男の腹を突き刺さす──呻うめき＝うずくまる。

　転進──鞘を床に立てる／手を離はなす／両手で柄を握にぎって振りかぶる／切っ先が背に触ふれる。

　一閃──ずばん＝猛もう然ぜんと振り下ろした刃が積まれた椅子を一挙に切断／階段側のドア付近にいた男──振り返ったところを腕うでをばっさり切り裂かれる＝ひっくり返って絶叫。

　左手──床に倒れる途と中ちゆうだった鞘をぱっと宙でつかむ──脇わきに構える。

　転進──二つ目のドア付近にいた男＝体勢を立て直してデスクの向こうで銃を構える。

　火線──頭上を通過──瞬しゆん時じに身を低めた乙＝男の視界から消える／立て膝ひざをつく。

　刺突──狙い澄ました刃＝デスクの下から男の右みぎ脚あしを貫通──絶叫＝もがき倒れる。

　前後左右の敵を攻こう撃げき＝〝四し方ほう詰づめ〟の型──遮蔽物越しに攻撃＝〝戸と隠がくし〟の型──合体技。

　刃を引き抜き立ち上がる──デスクを踏ふみ越える／脚を刺された男の銃を手の届かない場所へ蹴り飛ばす／遮蔽物を避さけてするする進む──入ってきたドア付近。

　嚙かみ終えたロリポップの棒をぷっと捨てる──びゅん＝空を切って刃についた血を振り飛ばす／床で血しぶきが弧こを描えがく──白はく刃じんを引っ提さげ待ち構える。

　通路の反対側の部屋にいる者たちが殺到してくるはず──だが一向に現れず。

　濃のう密みつな血の臭におい──顔を斬られて己おのれの血で視界を失った男／肩を貫つらぬかれてのたうつ男／腹を刺されて呻く男／腕を裂かれてうずくまる男／脚を貫かれて悲鳴を上げている男。

　血みどろ／苦痛の声──まだ動ける他の男たちの怒いかりと焦しよう燥そうを招くはずなのに──さすがにおかしいので外に出てみた。

「やあ、お嬢じようさん」階段の方──ずびーっと洟はなをかんでるピエール。「そっちは血の雨か？」

　残り二つの部屋──完全に沈黙／出入り口でのびている男たち／いつの間にかピエールが片付けていた。

「ピエールのおっちゃん」呆あきれ顔で歩み寄る。「いるって言ってよ。間ま違ちがって斬ったら危ないっしょ？」

「あいつらがお嬢さんに斬られないようにしてやったんだ。ホトケゴコロってやつだな」ウィンク。「それに、大声で呼んだら俺が撃たれちまう」

「オレには斬られないと思ってんだ」じとっと見上げる。

「兄弟子でしとしては、そうだと答えたいがね。本音を言えば、声をかけた拍ひよう子しに斬られそうなんで黙だまってつっ立ってたんだ」

「オレも斬らずにやろうと思ったんだけどさ」言いつつベルトで鞘を腰こしに固定／紙の束を取り出して刃の血を綺き麗れいにぬぐい去る／紙を捨てる＝サムライの作法──鞘にきちんと収める。「オレ、まだまだショギョーが足んないみたい」

「シュギョーだ。入念に待ち構えていた連中を殺さずに済んだんだから大したもんだ。あいつらの応急処置はＭＳＳの捜そう査さ班に任せて、俺たちはこの上の階に行くとしよう」

「ダイヤはあった？」一いつ緒しよに階段をのぼりながら質問。

「今のところお嬢さんのそれ以外には見当たらないな」顎をしゃくってみせる──乙の胸むな元もとを飾かざるダイヤモンド／すっかりお守りになった品──別の品にも言げん及きゆう＝自分の右目の下を指で叩いてみせる。「それは外さないのか？」

　眼帯──お守りというより戒いましめの品／ワニを黙らせるための。「うん。シュギョーだから」

「変な癖くせをつけるのはいかんな」兄弟子の忠告。「動きが左に偏かたよると直すのが大変だ」

「今だけだよ」新しいロリポップをくわえつつ確かにそうかもと反省──でも今はワニをどうにかするゆいいつのすべ。

　三階──会議室／施し設せつの管理者たちの部屋──誰だれもおらず。

　奥に電力を切られたエレベーター──ロビーからは見えなかった／搬はん入にゆう用ではない／裏口から入る偉えらい人のためのものっぽい。

　そのそばに階段を発見＝突入前に確かく認にんした建物の登録図面にはないもの──ピエール＝指を階段と天井の方へ向ける──〝上に行ってみよう〟

　うなずく乙──一緒に階段を上がる／ドアを開く──屋上＝二人揃そろってぽかんとなる。

　砂利じやりだらけの敷しき地ちに似つかわしくないほど豪ごう勢せいなペントハウス──プールやパラソルやバーカウンターつきの小屋まである。

　音を立てず近づく──ペントハウスからでかい笑い声＝〝ぐわはははは〟

　ピエールを先頭にドアを開いて中へ──ホテルのスゥイート・ルームみたい／広々とした間取り／引き戸で仕切られた部屋／綺麗なソファ／豪ごう華かな円えん卓たく／酒さか瓶びんだらけのガラス棚だな──イスラムの人ってお酒飲んだらダメなんじゃなかったっけ＝乙の素そ朴ぼくな疑問。

　笑い声＝短い通路の奥──途中にでかいバスルーム／でかいトイレ／でかいキッチン／でかいダイニング──ちょっとしたレストラン並みの広さ。

　ピエールが静かに奥のドアを開く──贅ぜい沢たくなバーカウンターつきのでかいリビング。

　ものすごく大おお柄がらな女性が出現──特大のソファに身を沈しずめて特大のグラスでワインを飲みながら特大の壁かべ掛かけ液えき晶しようテレビでコメディ番組を見ながらげらげら笑っている──入ってきたピエールと乙を巨きよ大だいな顔が振り返る。「遅おそかったね。待ちくたびれて退たい屈くつしてたところだよ」

　退屈とは無む縁えんそうな愉ゆ快かいそうな笑顔＝シディカ・シェン──スモー級の巨体／七十代のはず／年ねん齢れい不ふ詳しようの黒々とした髪かみ／生気と暴ぼう気きに満ちた目・表情・口元・仕草──初めて見たときは薬で朦もう朧ろうとしていた／今は凶きよう悪あくな猛もう獣じゆうがくつろいでいる雰ふん囲い気き──グラスを脚の短い小テーブルに置いて高価そうなラベルが貼はられたワインボトルをつかんで中身をどばどばグラスに注ぐ──手が大きすぎてボトルがジュースの瓶に見える。

「また会ったな。家を捨てたと思ったら素す敵てきな別宅に住んで──」ピエール＝近づこうとして足を止める──さっと身を翻ひるがえす／乙とぶつからないようキッチンの方へ身を投げ出す。

　シディカ・シェンがぶん投げたワインボトル＝ひょいと手をひねっただけなのに剛ごう速そつ球きゆうじみた勢いで飛来──ピエールがいた辺りの壁で叩たたきつけられ木こっ端ぱ微み塵じんに。

　乙＝ピエールと同じく瞬時に退たい避ひ──ダイニングへ。

　シディカ・シェンの両手が両りよう脇わきの特大クッションの下へ──それぞれの手にショットガン＝フルオート──室内でお祭り用の打ち上げ花火に点火したかのような轟ごう音おんと火線が勃ぼつ発ぱつ。

　強きよう烈れつきわまりない散さん弾だんの雨あられ＝ドア／壁／バーカウンター／棚──一挙粉ふん砕さい。

　改装工事さながら＝キッチンとダイニングとリビングが一瞬で地続きの部屋と化す。

　カタナにとって最も厄やつ介かいな相手──攻こう撃げき範はん囲いが「面」である散弾／ショットガン。

　広い射角／普ふ通つうは腰だめの安定姿勢／体幹を固定しないままの適当な射撃が必殺の一撃になりかねず──〝銃つつ払ばらい〟がしにくい接近戦用火器。

　退避──ピエール＝キッチンの鉄製の調理台の陰──乙＝ダイニングの石造りの棚の陰──遮しや蔽へい物の選せん択たくを間違えた者を隠れた場所ごと一瞬で挽ひき肉にくにしてしまう強烈な火力。

「さっさとアイラやソネルをこっちに返しゃいいのに。まあ、ムスタファの坊ぼうやのお陰でどこで捕つかまってるかはわかったがね」カシャッ・カシャッ＝新しい弾倉を叩き込む音／おそろしく迅じん速そく／特大のショットガンを子供用の野球のバットか何かのように軽々と扱あつかう。

　ピエール──素早く這はい出る／目の前に落ちたフライパンをつかむ／キッチンからトイレへ逃にげ込む。

　乙──さっと飛び出す／バスルームへ。

　シディカ・シェンのさらなる掃そう射しや＝右手×左手──十六発の散弾＝二秒。

　キッチンの棚が全すべて消しよう滅めつ──調理器具や食器がポップコーンみたいに部屋中に飛び散った。

　ダイニングのテーブルと椅子が消滅──石造りの棚が二つに割れた。

　目に見えない怪かい獣じゆうが食い荒あらすよう＝壁が消滅──シディカ・シェンの視界が開ける／トイレが現れる／バスルームが現れる──乙もピエールもいない──はめ殺しの窓が割れている。

　ピエール＝ペントハウスの外の屋上を走る──乙＝反対側を走る──さらなる火線＝二人がいる方に見当をつけて撃うちまくるシディカ・シェン──次々に壁が砕くだけ散って屋上と室内が地続きに。

　二人の背後を散弾が飛び抜ける──ピエール＝シディカ・シェンの背後のバルコニーの戸へ──乙＝シディカ・シェンの斜ななめ後ろの窓へ。

　再装そう塡てんする隙すきを与あたえず／窓をぶち破って突入──どっしり立ち上がるシディカ・シェン＝棍こん棒ぼうみたいに両手のショットガンをぶん回す。

　ピエール＝手にしたフライパンでショットガンの銃じゆう身しんを受け止める／フライパンがひしゃげる／銃身がくの字に曲がる──人形みたいに弾はじき飛ばされるピエール。

　乙＝鞘さやで小テーブルを跳はね上げる──シディカ・シェンの視界＝グラス／ぶちまけられたワイン／テーブル──左手のショットガンでまとめて薙なぎ払はらう。

　がら空きのシディカ・シェンの胸元＝鞘のコジリを突つき込む──びくともせず＝ゴムの塊かたまりでも突いたような感かん触しよく／跳ね返される／さすがに目を丸くする乙──右のショットガンが唸うなりを上げて振ふるわれる／素早く後ろへ跳とんでかわす──ふと気づく──振り乱れるシディカ・シェンの髪＝妙にずれている。

　ピエール──身を投げ出すようにしてシディカ・シェンの右腕に組み付く／相手に持ち上げさせる／巨大な女性の腕を鉄棒代わりにして逆上がりをするピエール──自分の体重を相手の肩関節に集中させる／腕をひしぐ──シディカ・シェンの怒りに満ちた苦痛の声。

　振り払われるピエール＝大の男がまたもやぶん投げられて床ゆかに転がる──だが成果あり。

　シディカ・シェンの右腕がだらんとなる──右手からショットガンが落ちる。

　しかしいきなりの早はや業わざ＝シディカ・シェン──ショットガンの銃口をソファ・マットの隙間に突っ込んで固定／銃身のレバーを引いて弾倉を外す／ソファの上の新しい弾倉をつかむ／グリップを小こ脇わきに挟はさみつつ弾倉を叩き込んだ勢いで銃身を跳ね上げる──銃口が乙を向く。

　魔ま法ほうじみた手さばき／早撃ち好きのソネルより遥はるかに迅速／銃の扱いに熟練しきった女戦士の技わざ──カタナが届かぬ間合い──しまった。

　グローブみたいな左手が軽々とグリップを握る──乙の左手が弾はじくように鯉口を切る／右手に飛び込んできた柄つかを握る。

　連射──盛せい大だいな穴──天井に＝天板と照明を粉砕／粉雪のように舞まい散る破は片へん。

　真上を向いた銃口──乙＝抜ききっていないカタナを振り上げた／刃はに引っかけたままの鞘で間合いを稼かせいで銃身を真下から跳ね上げた──相手が片手で握っていたお陰で素早く跳ねのけられた。

　頭上に振りかぶったカタナ／刃を残らず鞘から抜く／間合いを詰つめる──一閃＝すぱん。

　シディカ・シェンが握るショットガンの銃身──弾くのではなく真っ二つに切断。

　刃を返す＝相手の喉のど元もとに切っ先を突きつける──背後に左手を伸のばす＝リレー選手のような限界ぎりぎりの前ぜん傾けい姿勢／落ちてきた鞘／そちらも見ずに手のひらで受け止めた。

　乙＝踏み込んで前まえ屈かがみになった姿勢を戻もどした──刃は突きつけたまま。

　動きを止めたシディカ・シェン──ふてぶてしさ満まん載さいの態度。「殺さないってわけかい？　クソ甘いおチビちゃんだね」

　挑ちよう発はつには乗らず──いつの間にか残らず嚙み終えていた砂糖菓が子し／ぷっと捨てる／鋭するどく質問。「アイラも手術する気？」

「父親の遺志を継つぐべきだからね」にやりとなる──切断された銃を捨てて自分の髪に手をかける＝かつら──ずるりと外した／額から後ろがぽっかり消失／綺麗な手術痕こん──鳳が手術台の一部を奪うばう前に脳を摘てき出しゆつした。

「日向隊員の予想通りだったな」ピエール──やれやれという感じで体中に降り注いだ破片を払いのける。「犠ぎ脳のう体兵器に脳を移植したのに、なんで今ここで自じ爆ばくしなかった？」

「神の思おぼし召めしに委ゆだねるべきだからね」さも信心深いというような調子。

「手札を温存しておくってことらしい」ピエール＝乙へ。「てことはＡＰ爆弾がここや別のどこかの地下にあってもおかしくないな」

　ばたばた足音＝踏み込んできた捜査班──脳のない巨体のおばあちゃんの異様さに息を吞のむ／一いつ拍ぱく遅おくれて銃を向ける／用心しつつ近づく。

　乙＝刃を引く──ぱちりと納刀／無む駄だだとわかっていたけど質問。「アイラの病気はどうやったら治せるの？」

「さあね」極ごく悪あくを絵に描いたような笑み。「そのうち全部の内臓がどろどろに腐くさるそうだよ。一族を裏切った娘むすめにはちょうどいい罰ばつさ。せめて正しい道に戻って、あたしや父親のように魂たましいを捧ささげるよう言っておくんだね」

　思った通りまったく話にならず──捜査班が手て錠じようをかけようとする／腕うでが太すぎてかけられず／銃に囲まれて移動──階下では全ての戦せん闘とうが終しゆう了りよう。

　金かな網あみだらけのバスが登場──逮たい捕ほ者を搬はん送そう／なんとかシディカ・シェンの巨体を乗せる。

　日向のアームスーツ──ロビー外で敵のアームスーツと兵隊たちを掃そう討とう済み／降りてきた乙たちを振り返る／胸部装そう甲こうが開く──顔を出す。「怪け我がはないか？」

「全然へーき」肩かたをすくめる──怪我どころか返り血一つ浴びてないのに／心配なんてしなくていいのに／でもなんか嬉うれしい。「日向こそ大だい丈じよう夫ぶだった？」

「問題ない。サソリ男が現れるのを待っていたがこちらには来ていないらしい」獲え物ものを誘さそい出せずちょっと不満っぽい顔。

「二トンの荷は見つからないか？」ピエール＝いつものことなので焦あせっても仕方ないと割り切ったような調子──シュコーッと吸入器を吸う。

《副長》通信＝日向のアームスーツ／乙の脳内チップ──戦術班。《倉庫へ来て下さい。たまげたしろものを発見》

「あったか？」返事をしつつきびすを返すアームスーツ──乙＋ピエール＝顔を見合わせる／早足で追う。

　北側コンテナ置き場──破は壊かいされたＥＩ兵器の残ざん骸がい／流れ弾だまで壁に穴が空いた大型倉庫／戦術班の機体×二が制圧──倉庫内のコンテナ＝片っ端ぱしから開けられている／黒い無む煙えん石炭が詰まった木の箱が散乱している。

　機体がコンテナから引っ張り出したらしい木の箱＝石炭の粉まみれ──二トンもなくせいぜい二十キロくらいの荷。

「そいつか？」がしゃがしゃ音を立てて歩み寄る日向のアームスーツ。

　戦術班の機体のハッチが開く──戦術班員が現れる／にやりと笑えみ。「他ほかは全部石炭でしたが、そいつだけちょっぴり違ちがうもんが入ってます」

　日向＝装甲を全て開く／ボディスーツ姿で降りる／木の箱の蓋ふたに手をかけて開く／中身をじっと見つめる──乙＋ピエール＋捜そう査さ班も駆かけつけて覗のぞき込む。

　ぎっしり詰まった石の山＝色んな石が塊になっている──ピエール＝一つ手に取る／目を細めて眺ながめる／疲ひ労ろうしきって山頂に辿たどり着いた登山家のように静かに微笑ほほえむ。「ようやく……こいつに辿り着いたよ」

「これがダイヤ？」乙＝きょとん──あんまりキラキラしてないのに／なんかそこら辺に落ちてる石みたい。

「原石だ。この石の山を分ぶん析せきすれば原産地もわかる──」ふいにコール音＝石を箱に戻す／のそのそ上着から携けい帯たい電話を出す。「俺だ。あんたか、カンパネッロ捜査官。どうした？」

　どうやら知人からの電話らしい──箱を囲む人々から離はなれるピエール。

　乙＝ポッケからロリポップを取り出して包みを開く──くるりと振り返るピエール＝乙と目を合わせる。「わかった。ヘルガ長官によろしく言っておいてくれ」

「どうしたの？」乙＝砂糖菓子をくわえつつまたもやきょとん。

「知り合いのイタリア人からだ。黒手組が殺しの指令を出した」ピエール＝端たん的てき。「で、ＭＰＢの特甲児童が襲しゆう撃げきされるらしい。ついては今日、俺が近くにいるはずの特甲児童のお嬢じようさんに援えん軍ぐんを頼たのみたいそうだ」

「ＭＰＢ？」乙＝びっくり──日向も近寄ってくる。「特甲児童だと？」

「ヘルガ長官にも頼んだらしい。命令は来てないか？」

「ううん──」かぶりを振りかける──まさに命令が到とう来らい＝脳内チップ／緊きん急きゆう指令／ヘルガ長官の名前入り──場所＝第二フロリ十一ズド区ルフ──ドナウ運河とドナウ河を越こえた向こうの地区。「命令が来た。すぐに行って助けろってさ」

　日向＝着信音／携帯電話／同じ指令──即そく応おう＝戦術班へ。「お前たちは次の目標へ向かえ。制圧と並へい行こうして俺とアリスで支し援えんに向かう。武力差のある相手が現れたときは時間を稼げ」

　大声＝みんなの前でその名前で呼ばれるとちょっと恥はずかしい／でも俺とアリスという言い方になんか妙みような満足感。「オレたちだけ？」

「これも敵の陽動だ」日向＝乙の内心に構わず。「先に行け。俺も後から行く」

「うん」こちらも即応──駆け出す／日向が追いかけてきてくれるなら何の不安もなかった／意外なほどの頼もしさ──倉庫の外へ／右手を宙へ。「転送を開かい封ふう」

　一瞬で機き甲こう化＝飛ひ翔しよう──青い輝かがやきが流星のように北へ向かって飛んだ。

　ドナウ運河を越える──第レオポル二トシユ区タツトの上空を飛び去る──ドナウ河の上を北上。

　第二フロリ十一ズド区ルフ＝休日で閑かん散さんとしたショッピングモール──にわかにノイズ＝激しい情報汚お染せん／ああそっか／これのせいで特甲が転送できないのかも──ＭＳＳの解かい析せき課みたいな電子防護がないのかも／別組織にいる同どう胞ほうの窮きゆう地ちを思って昂たかぶる──まっしぐらに迫はく撃げき。

　いた──モールの一角／電話ボックスのそば／ＭＰＢの綺き麗れいなおねーさん。

　長くて紅あかい髪かみ／鋭い美び貌ぼう／大人っぽくて瀟しよう洒しやなカクテルドレス──見るからにボロボロ──額から流れる血／震ふるえる手で握にぎる拳けん銃じゆう──すでに襲撃された／拳銃一つでしのいだ。

　今にも襲おそいかかろうとしている存在──スーツ姿の男＝蛇じや腹ばらの手足──〈蟲チオン〉。

　おねーさん＝孤こ立りつ無援──なのに果か敢かんに迎むかえ撃とうとしている／パニックに陥おちいったり怒いかりと恐きよう怖ふで我を忘れたりせず──ひどく静せい穏おんな戦いの決意というべきものをたたえた姿。

　ボロボロなのにやたらと格好いい──いつか一いつ緒しよに戦ったＭＰＢの小隊長さんを思い出す／ついつい昂こう揚ようして笑い声が飛び出す。「あっはは！　ドキドキしてきたぁーッ!!」

　降下＝宙で特甲を還送──店のひさしを蹴ける／石造りの壁かべを蹴る／おねーさんの前に着地。

　ちらりと振り返る＝びっくりしているおねーさんと目を合わせる──敵ではないと無言で告げてから静かに男に向き直る／自分が信しん頼らいに足る援軍であることを示したくなる。

（克服せよ──）

　どこかで声が響ひびき出す──いつかは支援できなかった／最初のＡＰ爆弾が爆発した事件／敵の狙そ撃げき手に狙ねらわれていた──孤立無援のおねーさん＝だが今はこうして間にあった。

　男＝一見して優すぐれた戦士だとわかる油断なき佇たたずまい／殺さずに捕とらえようと考えれば手痛い反撃に遭あうであろう相手──容よう赦しやなく仕留める気でやらねばならない／だが自分は決してワニに吞み込まれたりしない──なぜかこのおねーさんに自分の静穏さを証明してみせるべきだという強い気持ちが湧わいた。

　するすると刃を抜いた──鞘を腰こしに差した／両手で柄を握った／戦闘態勢──正眼の構え。

　男＝ぐねぐね動く四し肢し・ゆらゆら揺ゆれる体──あのサソリ男っぽい動き／咄とつ嗟さにどう動くか読めない／読ませないための眩げん惑わく──迎え撃うつすべはちゃんと学んでいる。

　乙＝相手の動きに同調する／自分を鏡にして相手を映す──ゆらゆら小さく揺れる／完全に同じ動きをする必要はない／体幹でリズムを感じ取ればいい。

　一閃──男の鋭い右腕＝カタナの刃でさっと叩き返した──受け止めれば多関節の四肢にカタナを絡からめ取られる──男の左ひだり脚あし・左腕・右脚＝立て続け──弾はじく・打ち払う・跳ね返す＝リズムをつかむ／相手の動きの先を読む／来るとわかっているところへ踏ふみ込む──一閃。

　乙＝弧こを描えがいて迫せまる男の左腕を斬きり払った──半ばから切断。

　男がさっと後方へ跳ぶ──跳びきれず＝背後に壁──攻こう撃げきを弾きながら乙が誘ゆう導どう＝相手がどう動くか完全に読み切る──動きを封ふうじ込むために──一いつ瞬しゆんで間合いを詰める。

　男が方向転てん換かんして逃にげようとする／牽けん制せいのために右腕を振るう──容赦なくそちらの腕も斬り飛ばす──男＝両脚がたわむ──右脚を攻撃に／左脚を逃とう走そうに──どちらもさせず。

　必殺の迫撃──男が跳ぼうとした軌き道どうに合わせて正確に刃を振り切った＝袈け裟さ斬ぎり。

　男の左ひだり肩かたから脇わき腹ばらへ刃が通過──男を追い込んだ壁ごと叩き斬る──バキン＝おかしな音。

　するする進む──男の仲間がどこからか飛びかかってきても大丈夫なよう残心の構えを解かず／新あら手てはなし──ようやくカタナに目を向けた＝折れて半分に──先ほどの音の正体。

　斬られて血の海に沈しずむ男──そのそばの壁に折れた刃のもう半分が食い込んでいる。

　斬り方が甘かった／相手を追い込んだもののカタナを損傷／ピエールがいたら笑われているところ──嚙かみ終わったロリポップの棒をぷっと捨てる＝溜ため息いきまじりの呟つぶやきがこぼれる。「あーあ、斬れたと思ったのにさ」

　あれくらいの壁なら斬れるよう練習したのに／相手の肩けん胛こう骨こつが機械化されていたせいで僅わずかに斬撃の軌道が逸それた／正しい斬り方にならなかった──まだまだシュギョーが足らず。

　こういうときのために転送登録したカタナ──だが特甲をまとっていないので壊こわれたからといって再転送してもらえず／復旧の仕方を思い出してますます溜息がこぼれる。

　気を取り直して左手を開く──ぐさりと折れた刃の断面を突つき刺さす／おねーさんがぎょっとなる／もちろん痛みは無オフに／手足に内蔵されたメリアー体に刃が接せつ触しよく。「転送を開封」

　輝き＝刃を引き抜く──手が鞘さやになったようにするする復旧した白はく刃じんが現れる。

　柄を握り直す──びゅんと振ふるう／空を切る／正しい斬り方を復習。「こんな感じ」

　ますます目を丸くするおねーさん──ちゃんと出来るところを証明＝手近な交通標識のポールを試ためし斬り──袈裟斬り＝すっぱり鉄の棒を切断。「うん、これこれ」

　右袈裟／左袈裟／逆右袈裟／逆左袈裟──一通り練習＝静かに納刀／きちんと一礼。

　しげしげこちらを見ている少女──にっこり笑いかける。「ねー、ＭＰＢのおねーさん、ショギョームジョーって知ってる？」

　知らないと顔に書いてある少女──何か言いかける／その目に理解の光／乙が同胞の特甲児童であることをようやく察した──〈戦犯法ほう廷てい事件〉の後で交かわされたビデオレター。

　モールの両側の入り口で人ひと影かげ──ベネチアンマスクとタキシード姿の男たち。

　データ＝〈アルレッキーノ〉──バロウ神父の教会を爆弾で吹ふき飛ばした／おそらくおねーさんを襲った連中＝九人／手に手に武器／殺しに慣れた足取り／特とく殊しゆ部隊員っぽい動き。

　手て強ごわい集団──なのにボロボロになるまでたった一人で特甲もなしに戦ったおねーさん／手にした拳銃もきっと弾たま切れ寸前／しかもそんなのいつものことという感じ──なんだかとっても敬意を表したくなる／一緒に戦えることに妙に浮うき浮きした気分になる／一緒に戦おうという気持ちが笑い声になってこぼれ出す。「あっは、来た来た！」

　すらりと刃はを抜ぬく＝びゅんとまた空を切って予習──予備動作なしの跳ちよう躍やく。

　おねーさんが何かを言う前に／男たちが挟きよう撃げき態勢に入りきる前に──容赦なく迫撃。

　拳銃を持った男のそばに着地／腕を斬り飛ばす／拳銃と腕が狙い通りに飛んでいく──おねーさんの目の前。

「あげる！」乙＝楽しげ──ずっと日向や大人の男たちと一緒に戦っていたせいか久々に同年代の仲間と共きよう闘とうできることに浮き浮き／特甲児童同士の連れん携けいにわくわく。

　おねーさん＝斬られた手から拳銃をもぎ取る／構える／狙う──稲いな妻ずまのような迅じん速そくさ。

　惚ほれ惚れするほど無駄のない動き／正確な狙い／引き金を引く指の静かさ──仮面男たちの一人が顔を撃たれて倒たおれる。

　必殺の滑なめらかさ／静穏さ＝その一発でもしこのおねーさんと戦うことになったらこの上なく厄やつ介かいだとわかる──なんとも言えない頼もしさ。

　慌あわてて散開する男たち──だが遥はるかに早く動いている乙＋おねーさん＝自然とタイミングが合った／初めて一緒に戦うのに／お互たがいの意図がわかった。

　気づけば背を預け合うようにして戦っていた──まるで鏡合わせの二人。







　　　　†




　ＭＳＳ本部ビル＝長官室──複数のモニター＝衛星画像／都市マップ／出動中の部隊の位置／動き／戦闘状じよう況きよう──その一つ＝セーフガード車両〈アイギス〉内のニナ。

《〝青ザーいフイ火ア〟がＭＰＢの特甲児童を発見、襲撃者を撃退中です。現場には日向のアームスーツとバスティーユ捜査官が急行。Ｂ群の残りは〈二トンの荷〉を追っています》

「ありがとう、ニナ」ヘルガ＝微笑／デスクに浅く腰こし掛かけモニターを俯ふ瞰かん／いつにも増して果敢な眼まな差ざし。「Ｂ群の役割は、敵の陽動を振り切り、封じること。ＭＰＢへの支援は十分よ。各群はターゲットの捜そう索さくと敵拠きよ点てんの制圧に専念してちょうだい」

《了りよう解かいです長官。それではＡＰ爆ばく弾だんの捜索に戻もどります》ニナ＝まさに任務中のきびきびした報告──モニター・オフ。

　ヘルガ＝手に携帯電話──先ほどイタリア人捜査官イザベラ・カンパネッロからコール／殺しの指令／情報汚染による通信遮しや断だん／支援要よう請せい──鏡合わせの生者を守ってくれという言葉。

　疑問──これもまた敵の陽動なのだろうか／こちらの心情を突いて／こちらの戦力を分散させるために──だがどうやってＭＰＢの特甲少女を孤立無援の状況におびき寄せた？

　少女の周辺に敵がいる可能性──携帯電話を持ったままデスクの電話の内線ボタンを押す。「私よ。通信解析をお願い。ＭＰＢ遊撃小隊の陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー隊員と過去四十八時間以内にコンタクトがあった相手を調査。通話データがあれば収集してちょうだい」

《はい、長官》事務官の即応＝ＭＳＳ得意の分野──解析課の捜査項こう目もくに追加。

　コール＝携帯電話──かかってきた番号を見る／予期していた相手／ゆったりとした調子になるよう努めながら通話に出た。「ごきげんよう、イグナツ・フォン・エアラッハ上院議員」

《ごきげんよう、ヘルガ長官》親しみのこもった声こわ音ね──ＭＳＳへの信頼／捜査状況への焦あせり──天てん秤びんの右と左で揺れる心。《ＡＰ爆弾の捜査は順調かね？》

「はい、上院議員。今まさに武装した者たちの抵てい抗こうに遭っていますわ。敵が都市内の電子的城じよう壁へきを破は壊かいしようとしている証しよう拠こです」

《それは、今にも爆弾が爆発しそうだということだろうか？》

「マスターサーバーによれば可能性大です。もうじき予備電線におけるランダム・スイッチングが実行され、戦闘が行われている区域が、都市中ちゆう枢すうの電子防護の重要戦略地点となります」

《法務省も君たちの捜査を見守っている。官かん邸ていで……私のすぐそばでね。今回の成果は、今後、ＭＳＳの独立主導が認められるかどうかの重要な判断材料になる。現場の状況は十分に把は握あくできているかね？》

「問題ありませんわ」相手を安心させてやる──ちらりと覚かく悟ごを覗かせる。「私どもは常に要撃を主としております。情報戦を制し、敵の攻撃目標を読んで迎え撃つ。〈アンタレス事件〉のようなテロリズム、〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のような謀ぼう略りやく、〈戦犯法廷事件〉のような要人暗殺、そして今の事件の情報汚染でも同じ事。犠ぎ牲せいが出ないとは断言できません。しかし危機の阻そ止しという使命は必ずまっとうしてみせます。私どもに許された火をもって──」

　報われざることなからんことを誓います──そう言いかけて咄嗟に口をつぐんだ。

《私はＭＳＳを信じているよ》やや安心に傾かたむいた調子。《君たちのこれまでの働きは、どれも賞賛に値あたいするものだ。このたびのＡＰ爆弾によるライフラインへの攻撃と、都市中枢への電子的侵しん攻こうという恐おそるべき危難も、君たちの勇ゆう敢かんな働きが退けてくれると信じている》

「捜査に進展がありましたらすぐにご報告いたしますわ」さらに安心させてやる。「もちろん、一日も早く、事件は解決したとお伝えできるよう全力を尽つくします」

《ああ、それは素す晴ばらしい。忙いそがしいところすまなかった。またのちほど連れん絡らくさせてもらう》

「ええ、ごきげんよう、上院議員」

《ごきげんよう》

　通話オフ──携けい帯たい電話をデスクに置く／多数のモニター／捜査の進行／自分に許された全すべての火の行方ゆくえ──隠かくされたものを暴あばき出すゆいいつのすべ。

　見み据すえた──報むくいのときを求めて。




　　　　３




　犠ぎ脳のう体兵器の沈ちん黙もく──雛がやってのけた／あの怖がりの子が／単独で対たい峙じ──破壊した。

　鳳──掃そう射しやの嵐あらし＝ＥＩ兵器〈ギガントマキア〉と互いにＳ字／逆Ｓ字旋せん回かい──互いに近接・被ひ弾だん──やむことを知らない火の雨＝おびただしい弾だん痕こんに黒く塗ぬり潰つぶされる──壁へき面めん／床ゆか面めん／天てん井じよう──ＥＩ兵器の装そう甲こう／鳳の特甲──抉えぐれる・穿うがたれる・砕くだける。

　転送合戦──鳳＝全身損傷／機銃損傷／羽も打撃を免まぬかれず／抗磁圧のヘルメット内で頭ががんがんする──電子防護／掃射の衝しよう撃げき／必死の飛行／繰くり返される転送──脳に負ふ荷か。

　ＥＩ兵器──装甲・脚きやく部ぶ・銃眼・探査装置──撃ち砕いても再転送される──瞬時に復旧。

　右の鼻び孔こう──つっと流れ落ちる血──抗磁圧のヘルメットを解除するわけにもいかず／拭ぬぐう余よ裕ゆうもなく──喘あえぎながらひたダダダ！すらダダダ！撃ちダダダ！まくダダダ！ったダダダ！。

　転機──ＥＩ兵器の脚部の一つが再転送されてのち動かなくなる──気づくと同時に通信＝ニナ。《エリカ・Ｍ捜査官へ。敵の転送経路を電子的に攻撃中だ。情報汚お染せんはこちらが引き受ける。敵兵器の中枢部分への攻撃に専念しろ》

《了解ヤー！》待ちに待った光明──接続官コーラスたち／現場付近にいるセーフガード車両〈アイギス〉が連携──敵の情報汚染を封じる／転送限界を誘ゆう発はつ／転送兵器の機能を阻そ害がい。

　ＥＩ兵器──銃眼の一部停止／火線減少／装そう塡てん機能に障害──脚部の車輪が一いつ斉せいに停止。

　鳳＝吶とつ喊かん──機銃を巨きよ大だいな槍やりのように構えながら宙でＣ字を描いて敵兵器の側面へ。

　至近距きよ離り──火線を一点集中──ＥＩ兵器の装甲にぽっかり穴が空く／再転送されず／内部機構を破壊──反対側の装甲を突き破って火線の輝かがやきが燃える槍のように飛び出した。

　敵の内部──撃ち砕いたあとでそれとわかった／メリアー体の内部にカプセル＝髄ずい液えき／人間の脳の一部──おそらく惨殺した人々の脳を合体させて生体コンピュータにした／再転送のための増ぞう幅ふく器／マスターサーバーの干かん渉しようを防ぐ盾たて──そのために生きたまま摘てき出しゆつした。

　あの車＝〈オールド・ニック〉を奪うばったから──精密な犠脳手術を封じた／代わりに敵はもっと原始的で簡易な手段を用いた／ユニットではなく犠脳パーツとして用いることにした。

　動かなくなったＥＩ兵器──床ゆかに舞まい降りて見つめた／虚きよ無むが心に忍しのび寄る／脳への負荷の反動が襲おそってくる──〈魂プシケー〉の座が見る夢において心の〈身代わり〉が選せん択たくされた。

　ぷつんと何かが頭の中で音を立てて千切れる感覚──ろくに残っていない記き憶おく／それでも自分を守ってくれた／失うくらいなら狂くるった方がいいと思える何か──暗くら闇やみに消え去った。

　暗い森の幻まぼろしが見える／周囲に広がっていく──（外的解離性ビジョン）──もう自分を守るものは大して残されていない／残されたものを頼たよりに進むしかない。

　この上ない冷静さが訪おとずれる──穏おだやかでも静かでもない冷ややかさ／一個の機械の人格が少しずつ目覚めようとしている。

　ふいに通信＝ハリー。《〈ナイト〉から〈クイーン〉へ。こちらの敵は撤てつ退たいを開始した。爆弾が炸さく裂れつするまで猶ゆう予よはないと思われる。爆弾の発見を急がねばならない》

　すっと現実感が戻ってくる──どれくらいここに立ちつくしていたのか。

　素早く宙へ──応答。《爆弾の捜索ルートを辿たどっています。まだ発見できません》

《〈ナイト〉、二手に分かれるぞ。〈ルーク〉と〈ポーン〉、敵残党を引きつけろ》

　次々に了解の声──いつ数千度の炎ほのおに襲われるとも知れぬ状況で果敢に行動。

　鳳＝定められたルートを全力飛ひ翔しよう──だが発見できず／ルートの終わりに大きな水路に出くわす──疑念＝もしかすると水の中にある？　ＡＰ爆弾が炸裂すれば一いつ瞬しゆんで蒸発──爆発初期の威い力りよくが殺そがれてでも爆破を優先しているのかもしれない。

　だが水の中を探している間に他の場所で爆発したら？　そもそもこの地区に存在しなかったら？　ここでの戦闘の全てが陽動だったら？　焦らず冷静に思案──だが答えは見つからず。

　とにかくしらみつぶしにするしかない──残された時間でこの広大な地下迷めい宮きゆうを可能な限り飛び回るルートの選定を解かい析せき課に頼たのもうとしたとき──暗闇の向こうに黄色い輝き。

　はっと振り返る──誰だれもいない／仲間が来たわけではない／だが何かある──輝きが知らせてくれているもの──何も考えずそちらへ飛んだ。

　元来た道──黄色い輝き／ハチの羽音／危険の存在を告げるもの。

　大きな物──そんな──自分が破壊したＥＩ兵器の残ざん骸がい＝堂々巡めぐりの末に帰着。

　ここに爆弾はない──だが何かがおかしい／ここにそれがあると告げる声／何か見落としている／見えているのに見えなくなっている。

　宙を漂ただよう──飛び交かう声＝ニナの通信／御影の通信／ハリーの通信──誰も爆弾を見つけられない／敵がどんどん撤退していく／炸裂のタイムリミットが迫せまる。

　じっと見つめる──０＋０が８になる／先入観のない眼差し／黄色い輝きが示すもの。

　ふいに通信＝ニナでも御影でもハリーでもない──本来の仲間。

《ねえ鳳ぁ》雛の声──大いなるつながりがもたらすビジョンの源。《わかったよぉ。爆弾がどこにあるか》

　その瞬間、確信が湧わいていた──心の底の決して意識にのぼらぬ場所で／あの子が見つけたものがはっきりと自分にも見えていた。

　頭上を見た──天井＝弾痕だらけ──半ば消えた文字が見えた。

　白いペンキ──『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！』の文字。

《あたくしにもわかりましたわ》ひらりと舞う──地に降り立つ＝最初にＥＩ兵器が出現した場所／大きな金属の箱があった地点──見ると箱の底面だけ床にはりついて弾痕だらけに。

　機き銃じゆうを還送──箱の底面だった分厚い鋼板──機械仕じ掛かけの握あく力りよく／腕わん力りよく＝ひっぺがした。

　敵の突とつ貫かん工事──コンクリートの床に空けた穴。

　抉られた穴にすっぽりおさまった大きな物体──給水塔とうにおかしな機械を山ほどつけたようなおかしな形状──〝ロケットの都市〟とあだ名されるこの都市を揶や揄ゆするしろもの。

　おびただしい火線を交わしたその真下──巨大な爆弾が炸裂のときを待って息づいていた。
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　第二フロリ十一ズド区ルフ＝ドナウ河沿いの高速道路下──地下トンネルの鉄てつ扉ぴが中から蹴けり開かれる。

　地下道を疾しつ走そうしてきた日向のアームスーツが飛び出す──たむろしていた浮ふ浪ろう者しやたちがぎょっとなる／アームスーツにプリントされたＭＳＳのロゴを見て麻ま薬やくや違い法ほうな品や不法侵しん入にゆうの取り締しまりと勘かん違ちがいした人々がばたばた逃にげ出す──無視。

　通信＝ニナ。《ＭＰＢの部隊も急行中だ。遭そう遇ぐう時の同士討うちに気をつけろ》

　端たん的てきに応答。《了解》

　乙が戦闘中の地点／解析課が示す最短ルート──地上の一いつ般ぱん道を進むほかなし。

　幸いなことにオフィス街は軒のき並なみ休日閉店中──軍用機体で闊かつ歩ぽすれば市民の批判や行政からの苦情が殺さつ到とうするのは目に見えているがこれまた無視。

　堂々と道路を走るべく高こう架か下から出ようとしたところで重々しい足音──がしゃん。

　日向の青いアームスーツが振ふり返る──高架用の柱の陰かげから出てきた者たちが振り返る。

　重火器を持った戦闘服姿のアジア系の男たち──十名以上。

　アームスーツ──黒い山羊やぎに似た形状＝サテュリスキー型──三台。

　アームスーツ──赤い鹿に似た形状＝サテュリスキー軽量型──一台。

　敵集団──完全に偶ぐう発はつ的な遭遇／日向とは異なるトンネルから飛び出してきた／同じルートを辿って孤こ立りつしたＭＰＢの特甲児童を叩たたきにきた。

　日向＝いち早く機銃を構える／距離を取る／仲間に伝える──違い和わ感かんに襲われる。

　おかしい──陽動のための部隊ではない／主戦力の投入／何が何でもＭＰＢの特甲児童を殺さねばならないという意志をみなぎらせている。

　牽けん制せい攻こう撃げき──日向の掃射／一斉に逃げ出す浮浪者たち／敵の散開／歩兵が市街地へ／黒いアームスーツ三台が背を向け走り出す──高速道路の壁かべや柱に弾痕／敵に被ひ害がいなし／反撃なし。

　敵に包囲されないよう動いた日向──だが敵は戦わず／おそらくＭＰＢと戦う気でいる。

　追撃すべきところ＝だが阻はばまれる──一いつ拍ぱく遅おくれた機銃の掃射＝赤いアームスーツ。

　さっとかわす日向のアームスーツ──古びてヒビだらけのアスファルトが爆ばく発はつしたように抉れて穴ぼこに──浮浪者たちの溜たまり場を粉ふん砕さい＝粗そ大だいゴミ置き場から拾ってきたであろうソファ・椅い子す・テーブル・グラス・酒さか瓶びんが左から右へ木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛んだ。

　日向のアームスーツ＝青い水牛──高速道路の柱を盾にして素早く移動。

　赤鹿──日向の進路を悟さとっていたように移動──するりと水牛の進路に飛び込む。

　アームスーツ同士の近接戦闘──互たがいに左手に機銃を抱かかえたまま／右みぎ腕うでから溶よう断だん機能付きの巨大な刃やいばが飛び出す──かっと火花＝刃同士が正面衝しよう突とつ。

　かと思えば赤鹿が機銃を落とした／左手が蛇へびのような素早さで絡からみつく／僅わずかな身体バランスの崩くずれを突つかれた──水牛の右腕＝みしり──鋼鉄が歪ゆがむ異様な音。

　相手を振り払はらおうとする水牛──ぴたりと密着する赤鹿──次の瞬間、赤鹿より一回り大きな水牛の機体がぐるんと横回転──背から地面に叩きつけられる。

　機銃を蹴られる──右手から離はなれる。

　絡め取られたままの左腕がみしみし軋きしむ──ひしがれる──このままではもがれる。

　水牛＝パワーと装甲の強度で耐たい久きゆう──左ひだり膝ひざを赤鹿の右みぎ肩かたに叩き込んだ──人間にはあり得ない角度／強きよう烈れつな打撃／ぐらつく赤鹿──やっとのことで振り払った。

　地面を転がるようにして距離を取って立ち上がる──互いに機銃なし。

　過去の戦せん闘とうパターンから解析したはずの赤鹿の格闘術──だが読み切れず／ゆったり構えているように見えてサソリ男より数段上の厄やつ介かいさ──乙流にいえばタツジン・レベル。

　時間稼かせぎが目的の敵──このまま足止めに付き合う気で真っ向から撃退するか／いったん退いてまくか／どうにかして機銃を拾って銃撃戦に持ち込むか──どれが最も現実的か思案。

　がーん！　唐とう突とつに銃撃音──赤鹿の角に命中／僅かに亀き裂れつ／小さな破は片へんと火花が舞う。

　さっと位置を変える赤鹿──二発目の銃撃＝高速道路の柱で火花。

　百メートル先のインターチェンジ付近──ＭＰＢロゴつき車両＝開いた運転席のドアを支えにしてライフルを構える男──スコープを覗のぞく目と同じ側の耳と肩の間に携帯電話＝部下へ指示を出しながらの狙撃。

　いかにも戦闘が日常となった者の姿──狙撃の構えを解く／携帯電話をたたんでズボンのポケットにしまう／ライフルを背に担かつぐ──車内に伸のばした手＝何かを引っ張り出すや今まさにアームスーツ同士が対峙する場へ堂々と接近。

「ＭＰＢ中隊長、ミハエル・宮ミヤ仕シ・カリウスだ」大声＝ＭＳＳロゴ入りの日向のアームスーツへ。「うちの隊員のために出動してくれたと聞いた。感謝の言葉もない。さらに面めん倒どうをかけて心苦しいが、出来れば俺とおたくでその赤い鹿野や郎ろうを仕留めたい。いいか？」

　感謝しているのか命令口調なのか判然としないミハエル──ようやく手にしたものが判明＝右手に突入用の巨大な電気ノコギリ／左手に紐ひもをつけた四角いものが幾いくつか。

《了りよう解かいです、カリウス軍曹》スピーカーモードで返答。

「おっと、青い方に乗ってるのはアナベル伍ご長ちようか？」にっと嬉うれしげな笑えみ──赤鹿との間に遮しや蔽へい物＝浮浪者の住み処かとなった壊こわれて動かない車。「前から言いたかったんだが、ミハエルでいい。どうせもう上がりも下がりもしない階級だからな」

《俺も似たようなものです、カリウス軍曹》回り込む──赤鹿の動きを油断なく見み据すえる。《俺のことはファーストネームで呼んで下さい》

「お互い頭の固い軍人気質らしいな、アナベル伍長」肩をすくめる──喋しやべりながら攻こう撃げきの機会を探さぐっている。「現げん役えきの戦士をクラブの後こう輩はいか何かのように呼ぶのは心が咎とがめて仕方ない」

《同感です》

　にわかに突進＝赤鹿──落ちた自分の機銃へ。

　すかさず止めに入る青い水牛──赤鹿がくるりと転進＝フェイント／水牛が振るう右腕の刃をいなす／再び投げを打ちにかかる──逆らわない水牛＝人間離ばなれした機械仕掛けの跳ちよう躍やく。

　ずん──水牛が立てる地じ響ひびき＝宙で一回転して着地／関節をひしがれる力を相そう殺さい／咄とつ嗟さのアクロバット──だが大いに体勢が崩れる水牛。

　その隙すきに機銃へ向かう赤鹿──ミハエル＝壊れた車のボンネットを跳とび越こえて赤鹿の進路上へ／左手にぶら下げたものを一つだけ親指と人差し指で器用に振り回す──さっと放つ。

　それが何か明らかに知識がない赤鹿の搭とう乗じよう者──ミハエルが放ったものを右腕の刃で溶断。

　真っ二つになったものがべったりと刃に粘ねん着ちやく──ばん！　炸裂／刃に亀裂／溶断機能が半減／爆ばく煙えんにたじろぐ赤鹿──粘着式爆ばく弾だん＝衝しよう撃げきで粘状化する物資で包まれた手しゆ榴りゆう弾だん。

　ミハエル──巧たくみなフットワーク／左手の爆弾をまた一つくるくる回す／アームスーツを前にしていささかも怯ひるまず──巨きよ人じん兵ゴリアテを羊飼いのダビデが投石で倒たおしたという聖書の一節さながら。

　水牛──赤鹿の側面へ／赤鹿が即そく応おう／水牛の刃をいなす／ミハエルから距きよ離りを取る──格闘中の鋼鉄の鎧よろいへ信じがたいほど近づくミハエル──水牛が後退／狙ねらい澄すまして爆弾を投とう擲てき。

　赤鹿の右みぎ脚あしの装そう甲こうに粘着──ばん！　水牛が前進して刃を突き出す──かわす赤鹿／その左ひだり肩かたに火花／水牛の腕をいなす／損傷した刃で反撃──水牛の胸部装甲を刃がかすめる。

　さっと後退＝水牛のフットワーク──前へ出るミハエル＝打撃を受けた赤鹿の肩へ投擲／粘着──ばん！　装甲に亀裂──日向＝感かん嘆たん／驚きよう嘆たん──アームスーツと連れん携けいできるのは軍用機体か特甲トツコー児童くらいのものだという認にん識しきがすっかり覆くつがえされる。

　最後のスリングショット──赤鹿の右脚の装甲に再び粘着＝炸裂。

　水牛の突進に合わせて自分も飛びかかるミハエル──唸うなりを上げる電動ノコギリ＝回転する刃が打撃を受けた装甲を砕くだく・引き裂さく・内部機構を露ろ出しゆつさせる。

　赤鹿の防ぼう御ぎよ＝いなされて脚を払われる水牛──刃を薙なぎ払う＝跳んで逃げるミハエル／制服の肩を焼き切られる／ノコギリがオフに──抱えて転がる。

　水牛が体勢を戻もどす＝でかい脚で前蹴り──受ける赤鹿＝その背後で再びノコギリの獰どう猛もうな唸り／右脚の損傷した箇か所しよに刃を叩き込む──火花・火花・火花──身をひねる赤鹿＝身をひねるミハエル──ノコギリがオフに／赤鹿が振り回した腕をかわして再び転がり逃げる。

　赤鹿の損傷＝右脚の駆く動どう系けい機構が露出──ミハエルの左手＝いつの間にか抜ぬいている拳けん銃じゆう／フルオート／速射──赤鹿の頭部センサーにことごとく命中。

　視覚系＋駆動系のみをひたすら攻撃＝戦車に対たい抗こうする歩兵の戦闘──銃撃されながら前進する赤鹿＝左脚で地に伏ふしたミハエルを蹴りにかかる──跳び起きて逃げるミハエル／横から水牛のタックルを食くらう赤鹿──アームスーツ二台がもつれ合って転てん倒とう。

　水牛＝組み敷しこうとする──あっさりかわされる／いなされる／外される／するりと抜け出す赤鹿＝水牛の脚をひしぐ──水牛＝赤鹿の頭部を肘ひじで殴なぐりつけて離れる──距離を取る。

　頭部センサーの損傷拡大──赤鹿＝水牛に合わせて自分も距離を取る／じわじわ装甲を削けずり取られることへの不安がにじむ挙動／アームスーツと生身の男の連携に気き後おくれした雰ふん囲い気き／人間の肉体を鋼鉄の鎧で破は壊かいすることに抵抗を覚えているとしか思えない様子。

　ミハエル＝汗あせみずく／拳銃を腰こしに戻す／左手で器用に制服のボタンを外す──あえて血で濡ぬれたシャツを見せびらかすように上着の前を開いてみせる。「コータローか？　ムハウィシュか？　とんだ玩具おもちやで遊ぶようになったものだ。まっとうな軍人でいることだけでなく、ライフルにもすっかり飽あき飽きしたってわけか？」

　赤鹿の応答なし──僅かに後退する素そ振ぶり／数メートル先に落ちた機銃を拾う気でいる／皆みな殺ごろしにするというよりこちらの攻撃をやめさせるために。

　ミハエル＝背のライフルを構える──立射姿勢──途と方ほうもないはったり／ライフルの一撃でとどめを刺させるほどの損傷ではない──だが自信満々の態度。「うん？　二人のどちらでもないのか？　どれ、今から引きずり出して顔を見てやろう」

　赤鹿の格かく闘とう技ぎ能のうからして優位とは言いがたい状じよう況きよう──だが精神的な押し引きで優位を取ろうとするミハエル──日向＝はったりに参加／回り込む／あえて自分の機銃を拾おうとせず。

　ミハエルの読みに賭かける──効果てきめん。

　赤鹿の腰の後ろで何かが外れる／地面に転がる──発煙弾──たちまち灰色の煙けむりが噴ふん出しゆつ。

　驚嘆すべき迅じん速そくな動き──赤鹿が身を低める／完全に煙に隠かくれる／あっという間に機銃をつかみ取って転進──風向き・煙の広がり・日向とミハエルの動き・全すべて把は握あくしながらの行動。

　元来たトンネルへ猛もう然ぜんと走り込む赤鹿──追えばトンネルに入ったところ目がけて掃そう射しやを浴びせるぞという無言の威おどし──完全に逃げ腰。

　いかにも高い戦闘技術と矛む盾じゆんした態度──高度な訓練を積んだものの実戦経験がないゲリラのよう／自分の実力の高さを知らないせいで実戦慣れした相手の態度にころりと騙だまされる──自分が不利だと判断してしまう。

　元から時間稼ぎのために立ちはだかっていた赤鹿──これまでどの現場でもフォロー役／実戦経験を積んで先せん陣じんを切るようになったらと思うとぞっとさせられる。

「あれは二人のどれでもないな」ミハエル＝深々と吐と息いき──ライフルを下げる／振り返る。「乗ってるのがうぶなやつで助かった。うちの隊員が近くで敵に囲まれているはずだ。恥はじも外聞もなく頼たのむが、このまま俺と一いつ緒しよに来て助けてくれ」

《そのつもりです。アリスが──うちの特甲児童が支し援えんし、敵を撃退中です》言いつつ機銃を拾う──ともに戦うことはちっともやぶさかではないと態度で告げる。

「恩に着る」いかにも歴戦のつわものといった男の顔に浮うかぶたまらない安あん堵どの表情──つい特甲少女の肉親か何かなのだろうかと思わされる。

　銃撃音ですっかり人がいなくなった道路──あちこちでパトカーのサイレン。

　小走りで車に戻るミハエル──後を追う水牛──のんびりした声。「おうい」

　男＋水牛＝ぴたりと止まる──軽機関銃を逆さに持ってやって来るピエール。「すまんが俺も乗せてくれないか。タイヤを撃うたれちまった」

「確か、バスティーユ捜そう査さ官だったか？」ミハエル＝後部座席にノコギリとライフルを放ほうり込みながら警けい戒かいのこもった調子。「どうしてまたこんなところへ？」

《俺たちと合同捜査中です》日向のフォロー──遮さえぎるピエール。「ＡＰ爆弾を追っててな」

「この地区にあるというのか？」ミハエル＝厳しい表情──ピエールを警戒しつつも爆弾テロの可能性を指し摘てきされて緊きん迫ぱくしている。

「どうかな。この辺の地下にあったとしても驚おどろかんよ」ピエール──〈二トンの荷〉のことは言わず／日向にも言うなと無言で告げている／ＭＳＳ以外の治安組織をまったく信用していない証しよう拠こ。

「ますます急がねばという気になるな。狭せまいが乗ってくれ」ミハエル＝モニターだらけの助手席に顎あごをしゃくる──運転席に乗り込む。「そうゆっくり話すヒマはないが、ヒッチハイクのついでに教えてくれるとありがたいな。遊覧船が吹ふっ飛ばされた後の敵の攻撃は混こん沌とんとしている。見境がないのか、大いに混乱しているのか、それとも何か目的があるのか？」

「その全部だというのが俺の意見だとしたら？」ピエール＝乗り込んできちんとシートベルトを着用。「どんな目的があろうと、船や飛行機を吹き飛ばす連中に見境なんてないだろうな。そういう連中は、追う者を混乱させるのがとびきり得意ときている」

　急発進＝並へい走そうする水牛──呟つぶやくようなミハエルの問い。「ではあんたは今どの程度、混乱しながら爆弾を追ってるんだ？」

「混乱しきってるさ。もうずっと長いことな」本音以外の何ものでもないというような、くたびれきった様子で座席に身を沈しずめる。「どうしてこんなことになったのかと考えない日はない。もしそれが誰だれかのせいだったなら、そいつに報むくいをもたらさない限り俺の心の混乱は終わらない。あんたもそうじゃないのか？　〝赤のロートジャ・バオックアー〟さん？　まあ、中には逆の人間もいるらしいがね。いつか誰かに報いを受けない限り終わらない混乱を抱かかえてるって人間もな」

　水牛のセンサーで中の会話を聞く日向──何かかまをかけているらしいピエール。

　答えないミハエル＝アクセルべた踏ぶみ──危険に囲まれた少女のもとへただ驀ばく進しんした。




　　　　†




　第二フロリ十一ズド区ルフ──祝日は何があっても休むという国民性を如によ実じつにあらわす無人のオフィス街＝かつて国連都市で大きな会議が開かれたものの会期中に祝日が重なり、各国の閣かく僚りようが勢せい揃ぞろいしたにもかかわらず現地人であるはずのオーストリア人の出席者がゼロだったほどの徹てつ底ていした休日信者ぶり。

　お陰かげで副次的被ひ害がいを心配せず存分に戦うことができた──特甲なしで。

　ＭＰＢのおねーさんこと陽炎＝その美び貌ぼうからは想像もつかないほどの恐おそるべきガン・ファイター──敵の銃器を奪うばい取るや、それがどんな種類のどういう用よう途とに特化したものであれ、たちまち生まれたときから親しんできたとでもいうような腕うで前まえを披ひ露ろうしてみせる。

　モールに散開したタキシード姿の男たち──凝こった飾かざりの動物を模したベネチアンマスク＝羊／兎うさぎ／猿さる／蛇へび／鶏にわとり／熊くま／豚ぶた／孔く雀じやく──過去のＭＳＳのデータに馬のマスクが新たに参加。

　バロウ神父の教会に現れたのは八人──今は九人──一人多くなったというよりもともと大勢の部隊員がいて持ち回りでマスクを渡わたされて仕事をしているという印象。

　乙が最初に腕を斬きり飛とばした男──鶏。

　陽炎が最初に撃ち倒した男──豚。

　ショットガンを持つ蛇──陽炎の牽けん制せい／乙の迫はく撃げき──一いつ閃せん＝袈け裟さ斬ぎり。

　自動小銃を持つ孔雀──跳び回る乙を追って掃射──陽炎に額のど真ん中を撃ち抜かれる。

　サイレンサー装備の銃を持つ馬──カフェの看板の陰かげに潜ひそむそいつを看板ごと一刀両断。

　斧おのを振ふり回す熊──マスクごとカタナで頭を真っ二つに。

　氷の銛もりを放つおかしな銃を使う猿──陽炎の銃撃を心臓に食くらってモールにぶっ倒れる。

　手榴弾を投げる兎──カタナが炸さく裂れつ前に爆弾を切断／陽炎の二点連射で顔を撃たれて絶命。

　電撃銃を使う羊──陽炎の銃撃で手ごと武器が砕け散る──一閃＝容よう赦しやなく首を刎はねた。

　カラフルなパラソルとひさしの下に広がる血の海──むせかえるような血臭。

　終しゆう了りよう──紙の束でカタナを綺き麗れいに拭ぬぐう／紙を捨てる／ぱちんと納刀──教わった流りゆう儀ぎ。

　戦せん闘とうの昂こう揚ようを宥なだめるためロリポップを取り出してくわえる──その様子を陽炎に見つめられていることに気づく。

　陽炎＝感心したような顔／乙の平常心を誉ほめてくれている／くすっと微笑ほほえむ──乙とは違ちがうお菓か子しを取り出して口に放ほうり込む──風船ガム。

　カタナ／銃──飴あめ／ガム──ガリガリ／んぐんぐ──奇き妙みように対たい照しよう的でさえある二人＝自分たちがもたらした血なまぐさい現場で返り血一つ浴びずにお菓子を口にしながら改めて微笑みを交かわした。

　鳳が〈戦犯法ほう廷てい事件〉で連携して戦った人──びっくりするくらい綺麗／豊麗を絵に描かいたような砂時計形の長身／戦闘でボロボロだけどきっとすごくよく似合っている赤いカクテルドレス──これぞ大人という理想的な肢し体たい・雰囲気・表情──あまり年ねん齢れいは違わないはずなのに見るからにおねーさんという感じ。

　刃はこぼれ知らずの硬こう質しつナイフのごとき美貌＝だけどすっごく優しい笑顔──すっごく素す敵てきな修道女のような清せい楚そさ。

　勇ましいＭＰＢの小隊長さんとまた違う格好良さ──ニナやヘルガや鳳とも違う／ロリポップを囓かじってなかったらガムを分けてくれそう──辛つらいときとか無条件で甘えさせてくれそう。

「おねーさん、カッコイイねー」本音がこぼれる──初めてまともに声をかけたと遅おくれて悟さとる／無意識に胸を張っている自分──いったいどうしたらあんなに大きく膨らむんだろう／鳳といい勝負／羨うらやましいとか通り越して大自然とかそういうものへの畏い敬けいに近いものを感じる。

「支援に感謝します」にっこり返される──乙が思わず感心してしまうほどきちんとした言葉遣づかい。「なぜここが？　もしかして私の通信を傍ぼう受じゆした？」

「ううん」かぶりを振りつつ疑問──そういえばどうしてだろう──ヘルガの命令にも詳しよう細さいはなし／ピエールにかかってきた電話の詳細も知らず。

　敵の情報汚お染せんのまっただ中にいた陽炎＝マスターサーバーを通して位置をつかんだとしか思えない──だが誰の解かい析せきで？　そういえばさっきからなんか妙なつながりを感じる──ここにいない仲間たちとこれまでにない何かで接続されているかのようなかすかな感覚。

「こいつらを追っかけてたら、おねーさんが──」たまたまいたので助けたという最も詳細をはしょった返答をしようとして口をつぐむ＝脳内チップを通して警告──高速道路付近で敵と遭そう遇ぐうした日向／乙の周辺ですでに新手の敵集団が展開中／日向＋ピエール＋ＭＰＢの部隊が追撃──どーん、という音＝高層ビルだらけのこの区画のどこか／高速道路の方角。

《聞こえているか、アリス》通信＝日向。

《うん。戦ってるの？》宙を見る──無線通信のときの癖くせ。

《武装集団および敵性アームスーツ三体と交戦。スーツはどれも黒山羊だ。一体、そっちへ向かった。追撃を試みる。気をつけろ》

《わかった。オレとＭＰＢのおねーさんの二人なら、きっとやっつけられるよ》

《無理をするな。情報汚染はクリアになっている。危険を感じたらすぐに特甲トツコーを転送しろ》

　部隊指揮官としての忠告──だが純じゆん粋すいに心配してくれている感じがして嬉うれしい。《うん》

　無線通信で返事をしつつ傍かたわらの陽炎に説明。「あっちでオレの仲間が戦ってる。こっちに一つ、山羊が来るから気をつけろってさ」

「山羊……アームスーツ？」すぐにぴんと来た様子──驚いたり慌あわてたりせず。

　この人ならわかってくれるという確信──それどころか大いに共感してくれるに違いないという気持ちが湧わいた。「ねえ、一緒にやろう。今みたいに。おねーさんと一緒なら特甲なしでもやれるっしょ」

　普ふ通つうは愕がく然ぜんとした顔で、なんだって、何を言ってるんだ、と返されるところ──だが陽炎の優やさしい微笑みに変化なし／あっさりうなずく／平然と別のことを訊きいてくる。「目は大丈夫？」

　乙＝ぱちくり──ややあって眼帯のことだと気づく。「うん……本当は見えるんだ」

　陽炎＝やや首を傾かしげる──それからすぐに理解のついた様子で再質問。「見せたくないの？」

　予想以上の鋭するどさ──ずばりと言われる／ぐさりと容赦なく言葉で刺される。

　優しい分だけ遠えん慮りよのない陽炎おねーさん──自分の勇気のなさを的確に指摘された気分／シュギョーなのだと言い返したいのに／片目を塞ふさぐと動きに変な癖がついて大変だぞというピエールの威し文句が思い出される。

　いいや外してしまえ／一緒に戦ってくれる人を不安にさせる必要はない／別に見せたって構わない──だけどちょっと怖こわかった。

　こんなに何でも冷静に受け入れる人だから見せても変に思われないに違いない──でもこんなにも鋭い人なら自分の中のワニを見み抜ぬいて危険だとみなすかも／雛がぶんぶん鳴ってると指摘したように／凶きよう悪あくな人間だと判断されるかも／この人にそんな風に思われたら自分はきっと傷つくという悲しい予感に怯おびえていた──（克こく服ふくあれ）──だが陽炎の真っ直すぐで穏おだやかな眼まな差ざしがびっくりするくらいすんなりその怯えを消してくれていた。

　隠かくしてはいけない──かえってワニにつけいる隙すきを与あたえることになると言われている気分。

　ちょっと心の準備──それから思い切って眼帯を外した／両目を閉じる／塞いだままだった片方の視界がもう片方の視界と一つになるのを待つ──ぱちりと両目を開いて見上げる。

　陽炎＝まじまじ見つめる──蒼あおい左目／金のワニの目。

「ワニの目だよ。オレの中にワニがいて、そいつが出てきたんだ」なるべく冷静に説明──でも不安になって言い訳。「でも大丈夫。これがあるから」お守りのモリサンのカタナを掲かかげてみせる──何も言わない陽炎に不安になる。「……怖い？」

「怖くないよ」陽炎＝にこやかに──曇くもり空に急に太陽が出てきたような眩まぶしさ。

　相手の微笑みに照らされる／ほぐれる／怯えが今度こそ本当に消え去る──まるで自分の勇気を称たたえてもらったような心強さ。

《敵通信を傍受。黒山羊の一体がお前たちを捕ほ捉そくした》

《わかった》すっと気持ちが引き締しまる／心強さが心地ここちよい緊きん張ちように変わる──陽炎へ伝達。「来たってさ」

　モールのどこかでけたたましい音──がん、がらん、がらんという金属音──マンホールの蓋ふたを跳はねとばして地下から黒山羊が躍おどり出てきた／そして、がちゃりと足音──接近。

　乙＝左手で鯉こい口ぐちを切る／右手ですらりとカタナを抜ぬく──陽炎を見上げて先ほどと同じ言葉を繰くり返した。「一いつ緒しよにやろう」

　陽炎＝ぷーと膨らむ風船ガム／ぱちんと弾はじける／もぐもぐ口の中へ──そうしながら握にぎった拳けん銃じゆうを持ち上げてカチリと撃鉄を操作＝拳銃使いの流儀──いつでもやれるという返答。

　嬉しくなって微笑む──優しい微笑みを返される。

　激しい金属的な足音──モールに黒山羊が躍り出る。

　乙＝助走なしの跳ちよう躍やく──陽炎＝滑なめらかに銃を構えた。

　脅きよう威いと正面から対決──二人一緒に。
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　緊急呼び出し＝警察隊が、珍めずらしい祝日出勤者を退去させる／近くのビルでパーティ中だったらしい人々がぞろぞろ移動──ＭＰＢ中隊が各所に出動して封ふう鎖さ。

　敵集団の目標であるＭＰＢの特甲少女のもとへ辿たどり着く前に次々に撃退──敵主力のアームスーツ×三──一つにＭＰＢ中隊の装そう甲こう車が何台も次々に激げき突とつ＝アームスーツの機能停止／搭とう乗じよう者死亡／装甲車の損そん壊かい多数。

　もう一つの黒山羊──ミハエルの作戦＝日向の乗る青い水牛が掃そう射しやで挑ちよう発はつ──おびき出す。

　突進してくる黒山羊──背後から襲おそいかかるミハエル／粘ねん着ちやく爆弾で足を砕くだく／つまずいた黒山羊の首を電動ノコギリで切断──ゴリアテの首を刎ねるダビデさながら。

　ピエール──いつの間にか別行動／散開する武装犯を追う／片っ端ぱしからぶん投げる。

　水牛＋ミハエル──黒山羊の搭乗者の拘こう束そくをＭＰＢ隊員に任せてモールへ。

　血みどろのショッピングモール──残り一つの黒山羊と対決する乙＋陽炎。

　何度もカタナを折られる／弾だん倉そうが空になる──そのたびに転送／そのたびに仮面男たちが残した武器を拾う──最初から最後まで特甲なし。

　二人がかりで黒山羊の力を殺そいでゆく──機銃のバレルにカタナを突つっ込んで作動不能に／装甲に蓄ちく積せきされるダメージ／一つ一つ潰つぶされるセンサー──機動性が大おお幅はばに損そこなわれる。

　乙＝黒山羊の背後へ──さんざんカタナを折られながら辿り着いた敵の急所／損傷した装甲／剝むき出しの背面──一閃＝渾こん身しんの刺し突とつ。

　残った背部装甲を刃が貫つらぬく──中の人間を串くし刺ざしに。

　黒山羊の胸部装甲が開いてアジア系の男がもがきながら出ようとする──正面に立ちはだかる陽炎＝ＭＰＢのロゴ入り拳銃を速タタ射ン！──男の顔面を撃うち抜いた。

　刃を引き抜く──銃を構えたまま後退──ずしんと音を立てて膝ひざをつく黒山羊。

　本当にやってのけた／二人で／特甲なしで──乙＝充じゆう実じつ感かんとともにぱちりと納刀。

　ふいにノイズ＝カリカリ電子音──黒山羊の操縦空間で聞いた声がわめき立てている／ものすごい早口／きっと相手の言うことなど聞く気もない一方的な命令口調──サソリ男ことムスタファ・ドゥピスクの声。

「何語だろう？」陽炎＝油断なく拳銃を手にしたまま。

「多分、クルドの言葉」乙＝血まみれの操縦空間を覗のぞき込む──死んだ搭乗者の代わりに応答してやる。「ルフトハンザ３１９便」

　仲間に逃にがしてもらったくせに自分は襲ってこないサソリ男へ──沢たく山さんの人を犠ぎ牲せいにしてきたくせに姿を見せないホイテロートへ──挑発。

「オレはまだ生きてる。ホイテロートにそう伝えてよ」

　ぷつんと通信が途と絶だえる──ふふん、と沈ちん黙もくした通信機器に向かって笑いをこぼす。

「シュナイダー……」ぽつりと呟つぶやき＝陽炎──じっと乙の顔を見つめて。「乙・アリステル・シュナイダー」

　いつかのビデオレターで交かわした互たがいの名前──覚えていてくれて嬉しかった。「うん。オレもおねーさんの名前、知ってるよ。クルツリンガー隊員。陽炎・ザビーネ・クルツリンガーさん。仲間が言ってた。いい人だって」

「君は……あの〈ハイジャック事件〉の生存者なんだね？」いきなり言げん及きゆう──乙が目を丸くするのも構わず。「あのルフトハンザ３１９便に乗っていたんだね？」

　乙＝びっくり──もしかして、おねーさんの家族とか友人が乗っていたのかと聞こうとしてもっとびっくり──近づいてきたと思ったら力ちから一いつ杯ぱい、抱きしめられていた。

「ありがとう……生きていてくれて」この上なく優しい声こわ音ね──温かい抱ほう擁よう。

　乙＝ひたすら驚おどろいて動けず／硬こう直ちよく／なぜか赤面──もしや泣いているのかと思って、おずおず相手の背に手を回して宥なだめるようにそっと叩たたく──そっと質問。「おねーさんも、あの飛行機で……誰だれか死んだの？」

「その答えを探してる」ゆっくり身を離はなす──涙なみだで潤うるんだ目で乙を見つめる。「君はどこまで知ってるの──」

　乙の視界の隅すみでふいに何かが動く──反射的に陽炎を突き飛ばす／倒たおれたはずの男の一人が身を起こす──外れかかった猿さるの仮面＝心臓に叩き込まれたはずの銃弾／防弾スーツ／死んだふり──おかしな形の武器を構えて撃った。

　氷の銛もりが飛来──さっと鞘さやで払はらった／氷が砕けてきらきら飛散──その傍らで迅じん速そくに膝立ち姿勢となった陽炎が銃を構えて引き金を絞しぼる──ズドン！

　乙＋陽炎＝ぽかん──仮面男の顎あごから上が塵ちりに／体が横へ一回転／店の壁かべに激突。

　陽炎は撃っておらず──遅れて馬ば鹿かでかい拳銃を握る女性が狭せまい小道から走り出てくる。

　やたらと体格のいい女性──ニナとディーゼル課長を足して二で割ったような、というか足しようも割りようもない感じの印象が見事に同居／スタイル抜ばつ群ぐんの棍こん棒ぼうというおかしな形容が思い浮うかぶ──驚くほど愛情のこもった笑顔を乙と陽炎に向ける。「援えん軍ぐんが間にあったようだね、トウペペロガラシンチーネちゃん」

　乙＝陽炎の紅あかい綺き麗れいな髪かみを思わず凝ぎよう視し──そういうあだ名なんだと素直に納なつ得とく。

　陽炎＝そういうわけではないと断るような咳せき払ばらい。「カンパネッロ捜そう査さ官が、ＭＳＳに連れん絡らくして下さったのですか？」

　女性＝拳銃の銃口から噴ふき出る硝しよう煙えんをふっと吹ふき払う。「それについちゃ、そっちのピエール坊ぼうやに頼たのんだのさ」

「いつまで経たっても坊や呼ばわりだ。たった五つばかり下だってだけで」ピエール＝女性の後ろからのそりと現れる──ハンカチで洟はなをかむ／モールの惨さん状じようを見ながら乙に手を振ふる。「今日も血の雨だな。それセ・が戦ラ・争だゲールってわけだ」咎とがめているのではなく感心している──まさかアームスーツまでカタナで倒すとは思わなかったという顔＝よくやったというウィンク。「ご機き嫌げんいかが、お嬢じようさん」

「ピエールのおっちゃん、あっちの敵をやっつけてくれたの？」乙＝にっこり笑え顔がおで感謝の念を告げる──お陰かげで目前の敵に集中できた／おねーさんと二人で戦えた。

「いや。何人かぶん投げただけだ。でかいのはそちらに全部お任せさ」

　がちゃりと足音──乙＝銃を構えかける陽炎に。「仲間だよ」

　陽炎＝意表を突かれた顔──やって来る日向のアームスーツ＝胸部装甲が開く／日向が顔を出す／またもや無傷の相棒に安心した顔。「無事か、アリス」

　よりにもよって陽炎おねーさんの前で呼ばれるとは思わず──つい顔を赤らめる／陽炎と目が合う／もじもじ言い訳。「あの呼び方、やなのにさ」

　そうなんだ、と乙の弱みを見て取ったような、仲の良い妹でも見るようなからかい気味の眼差しを返される。

「ＭＰＢのカリウス軍ぐん曹そうが一台、相手をしてくれた」日向＝乙の様子に構わず報告。「凄すさまじい戦い方をする男だ」

　陽炎＝ぎくりと強こわばる。「カリウス……？」

　乙＝遅おくれて歩み来るミハエルを振り返る──狙そ撃げき現場で会ったＭＰＢの中隊長さん＝ホイテロートの仲間だった人／背にライフル／手に電動ノコギリ／あちこちに切り傷──厳いかめしい顔。

　無言のまま陽炎の前へ──なんとあのおねーさんが緊張しきった様子で直立不動に。

「どうやら斥せつ候こうを肩かた書がきに加えるには、まだ早そうだ」ミハエル＝厳格な調子。

「あの──」陽炎＝かなりびくびくした声音。

「カンパネッロ捜査官から連絡をもらった。お前が受け取ったメッセージのことも聞いた。何もかも話せとは言わん。だが本隊と離れて孤こ立りつする状じよう況きようへ飛び込むときには、もっと保険をかけておくものだ。たとえば、せめてオレからの支援が可能な状態を維い持じするとかな」

　何のことかわからないが明らかに説教タイム──乙＝みんなと一緒に二人に注目／なんかおねーさんが可か哀わい想そう／頑がん張ばって戦ったのに──と思いきや、ぽんと陽炎の頭に手を乗せるミハエル。「お前が無事ならそれでいい、スナシヤルフイパシユツーツエ」

　アップにした陽炎の髪をくしゃくしゃやらかす──ただでさえ戦せん闘とうでほつれていた髪がぐしゃぐしゃに──中隊長さんなりの罰ばつ。

　効果てきめん──陽炎＝みんなの前で子供扱あつかいされて顔が真っ赤に／取り繕つくろうように敬礼／まったく取り繕えないまま詫わびる。「不心得でした、中隊長」

　見ている乙の方がびっくり／まさかおねーさんが子供扱いされるとは思わず／つい先ほど陽炎にされたようなからかい気味の笑みが浮かぶ──みんなやれやれと和なごんだ感じになっている──一人だけ直立姿勢の陽炎＝ごまかすように銃の残弾をチェックしたりしている。

　ミハエル──改めて日向に向き直る。「ＭＳＳの現場支援に心から感謝する、アナベル伍ご長ちよう。お陰でうちのエースが命拾いした。これは俺への大いなる貸しと考えてくれ」

　その言葉で陽炎のことを心から心配していたのがわかる──大事に思ってくれている／なぜだか乙の方がありがとうと言いたくなる。

「いえ、俺たちからすれば、そちらが支援してくれたお陰で助かりました、カリウス軍曹」日向＝珍しく殊しゆ勝しよう──それだけこの中隊長さんを尊敬に値あたいすると思っている。

「偶ぐう発はつ的ってやつだな」ピエール＝さり気なく割って入る。「ルフトハンザ３１９便の生存者であるお嬢さんがＡＰ爆弾を追跡中に、黒手組と、連中が狙ねらいをつけたライフル友愛会の指輪のゆいいつの継承者に遭そう遇ぐうした」

　乙＝ちらりとピエールを見る──指輪のことはよくわからず／〈二トンの荷〉を追っていることを言わない理由を察する／ピエールはＭＰＢを信じていない／日向もそれに合わせている──この中隊長さんが信用できたとしても組織として信用できるかわからないという態度──乙も黙だまって合わせる／でもおねーさんには後で話そうかなとちらりと思案。

「で、一つ問題だ」ピエール＝みなを見回して──これだけはずっと誰かに言いたかったというように。「これらは果たして、本当に、大いなる偶然なのかな？」

　女性＝イザベラがにやりと笑みを浮かべる。「〈ハイジャック事件〉と〈医師狙撃事件〉が二つで一つの事件だってことは、ここにいる人間ならすんなり理解するだろうさ」

　乙＝きょとん──日向＝神しん妙みような面おも持もちで乙と陽炎を見比べている。

「そして今となっては三つで一つになった。この船の爆ばく破は事件と合わせてな」ミハエル＝爆破された遊覧船はもっぱらＭＰＢの管かん轄かつ──モールにやって来た他のＭＰＢ隊員へ手招き。「十二個目の指輪に刻まれた船体番号のことを知らされる前から、俺はなんとなく、殺されたロッシーニ枢すう機き卿きようは、二つの事件の因いん縁ねんを背負っていたんじゃないかって想像していたところだ」

　乙＝ますますきょとん──だが大人たちはみんな納得顔に／小声でこっそり日向に質問＝ひそひそ。「それって枢機卿がダイヤと関係あるってこと？」

　小さくうなずく日向──だが言葉にはせず／迂う闊かつなことはまだ言えないということらしい。

「同感だな。全く同感だ」ピエール＝ミハエルに完全同意。

「問題は、いったい何が、その因縁を説明してくれるのかってことさ」イザベラ＝分厚い肩かたをすくめて──それが簡単に見つかれば苦労はないという感じ。

「船だ」黙って聞いていた日向＝おもむろに断定──追跡手の本能が示す答え。「全すべては爆破された船から始まった」
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　コンクリートの床ゆかに穿うがたれた穴に息づく巨きよ大だいな爆弾──鳳＝機銃を放ほうり出して果か敢かんに爆弾の上部に触ふれる／とっかかりを探さぐる──アゲハチョウの羽の揚よう力りよく＝何とか持ち上げようと苦く闘とう。

　ややあって接近する存在──探査＝ハリーとレイのアームスーツ。

《我々も手伝おう、〈クイーン〉。〈ビショップ〉、ワイヤーを天てん井じようと壁に設置しろ》ハリー＝敵の撤てつ退たい後も律りち儀ぎにコード名を使用──爆弾を目の前にしていささかも怯ひるまず。

《予定よりだいぶ発見が遅れました》レイ＝肩部に内蔵された液状化金属でワイヤーを形成──壁へき面めん移動用のフックを床と壁に打ち込む／ワイヤーを通す／一いつ端たんを爆弾上部に巻き付ける。《こいつはだいぶ危険な作業になりますよ》

《なら急げ》ハリー＝鳳とともにワイヤーを引っ張る──レイも参加／ぎしぎし軋きしみながら爆弾が持ち上がってゆく。

《なんて仕事をしておられるのやら》到とう着ちやくしたＤＹ──〈蟲チオン〉につけられた切り傷だらけの装そう甲こう。《よもや爆弾のレスキューとは》

《手伝います、〈ナイト〉》遅れて走ってくるフロストのアームスーツ──ワイヤーに飛びつくようにして引っ張り上げる。

　鳳＋四体のアームスーツの合同作業──途と方ほうもない重量の爆弾をなんとか引っ張り上げる／慎しん重ちように床面に設置。

　側面に電子式のタイマー＝『８０：２９：１０』──『００：０９：２０』──『２１：１１：３３』──でたらめな数字／表示を意図的におかしくさせている／だが確実に進行中。

　解体されないための仕し掛かけがふんだんに施ほどこされている──四人＝みな黙りこくる／懸けん命めいに爆弾を見る／構造を読み取ろうとする。

　鳳＝羽による精密な探査データを収集──送信＝ＭＳＳ本部へ／仲間へ／この手のしろものを誰よりも得意とする少女へ。

　たちまちデータ返信──解体のための詳しよう細さいな手順＝雛による即そく席せきのマニュアル。

　雛＝かなり離れた位置──それでも到着を待つべきか思案／すぐさま決断／四人とマニュアル・データを共有──宣言。《あたくしがやります。みなさんは退たい避ひして下さい》

　だがテコでも動かぬ様子の四人──ハリー。《これなら二分で解体可能だ》──レイ。《三十秒以内に〈ナイト〉と〈クイーン〉の退避をお勧すすめしますがね》──ＤＹ。《感動的な解体手順ですな。俺にやらせてもらえませんか、〈ナイト〉》──フロスト。《俺がやります。〈キング〉のチェックメイトの後は俺が〈ナイト〉になる約束でしょう》

《全員でやっては上手うまく行きません》鳳＝呆あきれる──不退転の騎き士し達の頼もしさに甘える。《あたくしがこの爆弾のシグナル解かい析せきを行います》

《起爆部品の解体は俺が。この中で俺が一番、解体経験が多い。一分でやってみせますよ、〈ナイト〉》レイ＝機き銃じゆうを床に／さり気なく作業位置に──ハリーを撤退させたがっている。

《では、私が燃料混合部分を担当する》聞かないハリー──機銃を置く。

《起爆部品の固定を手伝おう》ＤＹ＝繊せん細さいな作業を率そつ先せんして担当──機銃を置く。

《俺は見張りですか》フロスト＝自分の役目を察してむすっとなる──それでも従順に機銃を構えて周囲を警けい戒かい。

《こいつを仕掛けたやつは根っからの偏へん執しつ狂きよう気質ですな。通常の手順で解体すれば爆発する仕組みだ》レイ──アームスーツの手でてきぱき解体＝内蔵された工具──ドリル／カッター／ペンチ／スパナ／バーナー。

《確かに、念入りという表現では収まらないほどだな》ハリー──燃料混合を妨さまたげるための加工／すでに混合した比率から残り時間を推定──猶ゆう予よは四分強。《燃料の混合を止められた場合も爆発する仕組みだ。まずは内部のセンサーを騙だましてやろう》

《遠えん隔かく操作による起爆コードを全て封ふうじました》鳳──ＭＳＳ解析課の助け／雛の助け／自分には不得手な作業を仲間のフォローでこなす。《この爆弾に内蔵された入出力系のパーツを解析。マスターサーバーでも干かん渉しようできません》

《嫌いやなものが出てきそうですな》ＤＹ──レイが解体した部品を片っ端ぱしから接着／固定／解体をフォロー。《くそ、見えてきやがった》

《いったいどこのどいつが、そんな冒ぼう瀆とく的なしろものを考えついたんだ》レイ＝解体中の仲間と映像データを共有──その相手が近くにいるかのように暗くら闇やみに機銃を向ける。《人間を爆弾のパーツにするなんて》

　レイ＋ＤＹ──ゆっくりと爆弾中部からそれを取り出す──信号の入出力系／マスターサーバーの干渉を妨ぼう害がいするしろもの／監かん視し中のサードアイと接続中であろうパーツ──人間の脳をつなぎ合わせた有機コンピュータ・ユニット──惨ざん殺さつされた人々から奪うばい取った部品。

《その罰ばち当あたりなしろものを何としても解析すべきだ》ハリー──使命感に満ちた声。《ようやく、やつらの外げ典てんの表紙に触れた。もはや外典と呼ぶのもはばかられる嫌なしろものだ》

《人の皮で作った本に喩たとえるのはどうですかね》レイ──焦あせりを完かん璧ぺきに押し殺した見事な手さばき。《アメリカが、ロシアの核かく兵器開発マニュアルにつけたコード、何て言った？》

《〈ネクロノミコン〉だ》ＤＹ──うんざりした口調／レイ以上に的確な作業。《人間の皮ひ膚ふを羊皮紙代わりにした本のことらしい。ヨーロッパには実物が三冊あると聞いた》

《ついていけない。作ったやつは病気だ》フロスト──心底不快という調子。《その何とか本の名前を敵性システムのコードにするってわけですか》

《ぴったりだな》ハリー──早くも作業を終わらせながら。《やつらのシステムのことを〈ネクロノミコン〉と呼ぼう。お喋り屋トーカーどもが好みそうなしろものだ》

《連中の皮を剝はいでやりたくなりますな》レイ──あながち冗じよう談だんではなさそう／犠ぎ脳のうパーツを爆弾から取り除く／遠隔起爆の回路を全て解体──一分弱。《それにしても完璧なマニュアルだ。いつどうやって作ったんだ？　まさか即席で作ったんじゃないだろうな》

《世の中には天才ってのがいるのさ》ＤＹ──素直に感かん嘆たん。《無事に戻もどれたらこのマニュアルを作った人物を特別教官として招きたいところだ。よし、いよいよラスト・ステージだぞ》

《あたくしも手伝います》鳳──ふわりと舞まう／爆弾の上で膝ひざ立だち／レイの上から手を伸のばす／取り外すべき最後の回路を取り外すのを助ける──ワイヤーの束を静かに引っ張り出す。

《一本でも間ま違ちがえれば全員がロケットで天国まで飛ばされますよ》レイ──ぱちぱちとワイヤーを切ってゆく／丁てい寧ねいで確信に満ちた手さばき。《こんな短い時間じゃ、このマニュアルが本当に正しいか理解できるわけがない。ここから遠ざかることをお勧めします、〈ナイト〉》

《お前がやれると思うなら、それは間違いないということだ、〈ビショップ〉》ハリー──とっくり作業を見届ける構え。《それに、こうしてガララトルガラスネヘビイクを追い詰つめる機会を見ずに撤退する気はない》

《やれやれ買いかぶりだ》レイ＝溜ため息いき──だが遅ち滞たいなく進む作業。

《あなたが〈キング〉になった暁あかつきには他の駒こまに従って頂きたいものですな》ＤＹ──切断されたワイヤーを一つずつ固定／他の起爆装置がないか念入りに調べている。《我々が取り囲んで一歩も動けないようにして差し上げますよ》

《あと四本》フロスト──周囲を警戒しつつデータをリアルタイムで共有。《あと三本》

《あと二本だ》ハリー──ぱちりとレイがワイヤーを切る。

《あと一本》鳳＝思わず声に力がこもる。

　迷わずワイヤーの束からそれを引っ張り出すレイ──腕部に内蔵された切断器具で挟はさむ／いささかの遅滞もなし──ぱちりと切った──ＤＹに固定させた。

　ゆっくりとみなが後ずさる／鳳が床に舞い降りる──爆弾のタイマー＝『９９：９９：９９』──まるで大老が示した『九』の文字の羅ら列れつ──やがてその電子表示がふっと消えた。

　内蔵電力が全て遮しや断だん──巨大な爆弾が永遠の眠ねむりについた。

　レイ＝ふーっと吐と息いき──穏おだやかに宣言。《解体に成功》

　深い安あん堵どの溜息×五──全員が暗がりで脱だつ力りよくしてめいめい座り込み、はかったように反動に襲おそわれ、にわかに大声で笑い出していた。




　　　　†




　歓かん声せい／拍はく手しゆ／雄お叫たけび／口笛──ＭＳＳ解析フロアに響ひびき渡わたる勝利の声。

　冬真──喜びを嚙かみしめる／今なお協同的ブレークアウトを維い持じする水無月や吹雪たちの尽じん力りよくを心の中で称たたえる──羨せん望ぼうすら覚える快挙＝事件の突とつ破ぱ口こうになりうる成功。

　ディーゼル課長＝ＰＤＡで報告中。「はい、長官。ＡＰ爆弾の解体が終しゆう了りよう。戦術班および爆発物処理班が確保に向かっております」

　ふいにアラート＝冬真のデスク──息を吞のむ／ぞっとなる／にわかに検知されたノイズ。

　もう嫌というほど見た数字の列──『３７２９２３１７１３１１７』＝十三桁けた。

　現場の戦闘や電子戦によるノイズではない──今新たに生まれているもの／雛がいる地点で増加／その周囲でどんどん増ぞう殖しよく／未知の発信者たち──間違いないと心が叫さけんだ。

「ディーゼル課長！」思わず大声で呼んだ。

「アルだよ冬真くん」耳ざとくアラートを聞きつけ音もなく近寄っている課長──冬真のデスクを覗のぞき込む＝インカムで全フロアの人員に通信。「特とく徴ちよう的なノイズを検出。〈戦犯法ほう廷てい事件〉で敵性の特甲トツコー猟りよう兵へいが出現した際と同じものだ。みな気を抜ぬいてはならない。サードアイは今なお未知のユニットを用いてこちらの電子的攻こう撃げきを防ぎ、反撃の機会を窺うかがっている。敵はどうあっても当とう該がい地区の予備電線を破は壊かいする気であり、ＡＰ爆ばく弾だんを奪われた際の切り札を配置しているはずだ。各員、襲しゆう撃げきに備え、監視を怠おこたるな。間もなく敵の転送行こう為いが確かく認にんされるだろう。〈戦犯法廷事件〉で猛もう威いを振ふるった者たちが──敵の手に落ちた特甲猟兵たちが来るぞ」




　　　　†




　解析課の歓声＝地上の光溢あふれるところにいる者たち──正義の側にいる人々の喜び。

　きっと冬真や水無月も参加しているに違いない歓喜──それとは無む縁えんとなった自分。

　雛──地下道の各所で小こ蟹がにを放つ／闇やみに潜ひそませる／この地区の地下道をこの子たちの巣にしていつでも使えるようにしてやる／全自動掃そう除じ機きロボットが充じゆう電でん装置を起点にして動き回るように──そのうち都市全域に広げられるかもしれない──小蟹を増やして各地に巣を作れば。

　それこそ〈ローデシア〉の洞窟ＤＥＮの一つと化した、あの悪夢のような集合住宅地を地下から粉ふん砕さいしてやれるかもしれない──〈ボーマン・ユニット〉があればマスターサーバーにさえ解析されることなくやってのけられるかもしれない。

　とはいえ夢見るだけで実際にそんなことをしようとは思わず──もしやってしまったならばＭＳＳだけでなくＭＰＢや〈特憲コブラ〉やもしかするとＢＶＴとか軍まで集まってきて、それら全部に対たい抗こうしなければならなくなる。

　でもどうしても必要なら──やると心に誓ちかったなら／対象をしっかり定めたなら──あの集合住宅地であれ他の最も重要な施し設せつであれ自分はやってのけるだろうという自信があった。

　心が暗闇への階段を下りるごとに芽生える不ふ穏おんな自信──かつてない穏やかさ／諦てい念ねんゆえの悟さとりの境地──そんな剣けん吞のんたる精神を育はぐくみながら地下道を飛ひ翔しよう。

　飛びながら教えた──これから裏切る仲間／けれども必ず守ると誓った同どう胞ほうへ──ＡＰ爆弾の解体方法を。

　シャーリーンの脅きよう迫はく──必ず爆弾を爆発させろ／さもなければ病気にして苦しめる。

　半分だけ聞いてやる──だがもう半分で彼らの急所を握にぎってやる。

　そのための最適なシチュエーション──鳳にＡＰ爆弾の解体をやらせる。

　シャーリーンは鳳を殺さないと言った／だが本当のところは殺せないというニュアンスに近かった──それに乗じる／理由を判明させてやるために／確証をつかむために／シャーリーンの裏をかくために。

　雛による混こん沌とんマニュアル──

　その一：敵が鳳の存在を何とみなしているか探さぐるべき。

　その二：ＡＰ爆弾を奪われたシャーリーンたちがどう窮きゆう地ちに立たされるか見るべき。

　その三：その上でここの予備電線が焼しよう却きやくされたらどう都市が危機に陥おちいるか見るべき。

　その四：そしてついでにＡＰ爆弾が奪われたときの敵の切り札を確認すべき。

　もしその切り札が大方の予想どおり特甲猟兵なら──きっとつけいることができる。

　その五：特甲猟兵が死んだり傷ついたり使い物にならなくなったり、あるいは雛の方が使えるとみなされたとき──シャーリーンたちの背後にいるであろうプリンチップ社のエージェントこと緑の目をした悪魔たるリヒャルト・トラクルが自分に接触してくるかどうか試すべき。

　地下道のある一点に到とう達たつ──ふわりと着地。

　ケーブル拡張用の真新しい坑こう道どう──まだ鉄板も何も張っていない床ゆか／直径五メートルほどの円形トンネル／左右を見回す──上を見る。

　天てん井じよう──白ペンキ＝『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！！』──この地区で二つ目。

　やはりそうだ──ここが予備の爆グラウ心ンド・地ゼロ──ＡＰ爆弾が封じられた場合の第二目標だ。

　ここに彼らが来る──いや──もしかするともう──その予感を裏付けるノイズが突とつ如じよとして発生／ガリガリ何かを引っ搔かくような幻まぼろしの騒そう音おん／得体の知れない重圧／気分の悪さ。

　情報汚お染せんとはまた違う凶きよう悪あくなブレークアウトの兆候──フロー状態の伝でん染せん──狂くるってしまった彼らのつながりを感じた瞬しゆん間かん──衝撃。

　雛の左ひだり腕うでと左の羽がまとめて引き裂さかれた──トンネルの壁かべに叩たたきつけられて転がった。

　打撃の一瞬前にちらりと見えたもの──透とう明めいなガラスの爪つめ。

《君、どこかで会ったね》ひび割れたノイズだらけの通信──雛と他の特甲児童たちのブレークアウトをものともせず通信に介かい入にゆう。《どこだろう。思い出せないな。確か、目を潰つぶしてあげたんじゃなかったっけ。でも元に戻ってる》ざりざりと砂を嚙みながら話しているような声──とても人間の声とは思えない。《また潰してあげる》

　相手が吞のん気きに喋っているうちに再転送──はばたく／宙へ／廃はい墟きよの屋や敷しきで雛を囲んだ三人の一人／身しん体たい感覚が無ゼロになって自分がどこにいるかもわからなくなったカカシ少年。

　データ＝光ミツ葉バ・ヨアヒム・ローゼンツヴァイク──消える特甲猟兵。

　閃せん光こう──横殴ダダダダりのダダダダ火線ダダダダの雨ダダダ！──またもや特甲が引き裂かれる／きりもみ／床に転てん倒とう。

　くすくす笑い。《大人しくしなよ。どうせ君たちのレベル２はレベル３に勝てないんだから。僕の〈悪魔アルラの精ウン〉にはね》

　雛＝全身に打撃──視界朦もう朧ろう／ずるずる這はいながら再転送／そうしながら必死に探査──今いる彼は違う──ここの地下の予備電線を残らず吹ふき飛ばすような特甲ではない。

　来るとしたらあの少年のはず──虚こ空くうで無限の飢うえを訴うつたえるような音色を奏かなでる少年。

　ヘッドホンをオフにしたり外したりする必要もなかった／地面に這いつくばったまま再転送した羽──その探査がとらえた音色。

　何もかも錆さびついたような音──トンネルの向こう＝金切り声を上げるヴァイオリン／奏でる少年は夢見るような穏やかさ──シューマンの『子供の情景』七番＝〝夢トロイ想メライ〟──ピアノ曲アレンジ／というより悪夢的変調／地じ獄ごくに住む子供たちバージョン──さながら回転するミキサーの刃が何もかも引き裂きたいと歌っているよう。

　歩みを止める少年──楽器から弓を離はなす／暗い場所に保管された陶とう磁じ器きを思わせる白い肌はだ／冷ややかな笑えみを浮うかべる桃もも色いろの薄うすい唇くちびる／まどろむように半ば閉じた天頂ゼニス青の瞳・ブルーですら──あちこち赤あか錆さびが浮いている。

　彼のフロー状態が見せる幻まぼろし──心が飢えるほどに体が錆びてゆく／心と体を元に戻したくて食べたくなる──少年のジャケット／ズボン／サスペンダー＝赤黒い血の染しみだらけ。

　サスペンダーに青い馬のバッジ──それだけなぜか綺き麗れいに磨みがいてある。

　データ＝白シラ露ツユ・ルドルフ・ハース──甚じん大だいなる破壊をもたらす役目を負った少年。

　初めて〈戦犯法廷事件〉で遭そう遇ぐうしたときはひたすら恐きよう怖ふに震ふるえた──今も怖こわくて仕方ない／そのすさまじい特甲よりも少年の心が恐おそろしい／こんな荒こう廃はいがあるのかと思ってしまう──目にした人間を自分の食べ物だとみなすなんて。

「君は誰だれ？」白露──記き憶おくごと感情がぽっかり消えた冷ややかな問いかけ。「ここで何をしているの？」

「うぇ……」雛──すぐそばで見えない特甲猟兵が舞い降りる／目の前でヴァイオリン弾ひきの少年が静かに弓を宙へ掲かかげる。

「転送を開かい封ふう」白露のささやき──白熱の輝かがやき＝顔・四し肢し・全身を禍まが々まがしい白しろ銀がね色いろの特甲が覆おおう──キリキリ激しく軋きしむような音を立てて浮ふ遊ゆう──左腕と一体化した盾たて／右手に銀の斧おののような武器──立つこともできない戦闘機の翼つばさのような両りよう脚あし。

　全身を覆う甲かつ冑ちゆうのような特甲＝〈空気エアの精リエル〉──十六対つい・三十二枚の羽が硬こう化かした鎧よろい／身を守るだけでなく抗磁圧を加速させる装着型サーキット──右手の武器で放出＝絶大な破壊力。

　雛＝弾はじかれたように素す早ばやく立ち上がって爆ばく雷らいを投とう擲てき──ほとんど同時に白露が斧を振った。

　抗磁圧の刃──連結された爆雷の束を粉砕／炸さく裂れつ／爆圧で抗磁圧を相そう殺さいしようとしたがしきれず／爆炎が魔ま法ほうのように霧む散さん──目に見えない衝しよう撃げき波はを至近距きよ離りで食くらった雛＝一発で両手をもがれて何十メートルも後方に転がっていった。

　白露＝すーっと宙を移動──雛の方へ。

　そのそばで揺ゆらめく空間──光葉が宙を舞って雛に近づいてくる。

　雛＝ヘッドホンから響く──第七ソナタ＝『主よ、その御み手てに我が霊れい魂こんを委ゆだねます』

　すでに響き出している声──マスターサーバー／あるいは誰かの／優やさしかったママの。

　白露がぴたりと宙で停止──雛まで数メートルの距離で何かを察知したように滞たい空くう。

　構わず近づいてくる光葉──透とう過か防ぼう壁へきに覆われているせいで察知できず。

　自分ならやれると思った──黒い羊の自分／猛たけり狂う父親を吹き飛ばしたように／悪あく辣らつな者たちへ報復を誓ったように──そして、きーん、と耳鳴り──周囲が暗い車庫になった。

　あの汚けがらわしいボロアパートが本当の意味で忌いむべき場所となった瞬間──ぶんぶん鳴っている／黄色く輝いている／膝ひざを抱かかえた姿で車のトランクに押し込められたママの死体／ぶんぶん蠅はえがたかっている／黄色い車が闇でほの暗く光っている／黄色くなったママが光っている／もちろんそれは決してママなんかじゃないしママは狂ったパパに愛あい想そを尽つかして無事に逃にげて平和に暮らしているはずであって逃げようとして見つかったことでこっぴどくパパに殴なぐられたせいで死んでしまって同じアパートに住むパパの仲間たちの手でばらばらにされてバスタブで溶とかされてトイレに流されたりなんかしていない。

　もちろんそんなことは起こらなかったとミツバチたちの羽音がささやいている──暗くら闇やみで光る黄色い車と同じ色をしたミツバチたち／危険と悪意を知らせる羽音／蠅なんかではない何か／絶望を覆い隠かくすための輝き──そこに触ふれてはならないと雛にささやき続ける黄色い輝き。

　夕陽のような綺麗さ──（『プリンチップ株式会社の自作爆弾のホームページへようこそ!!』）──その危険な黄色に満ちた夕焼けが教えてくれた／未来から訪おとずれる怪かい物ぶつを撃退するゆいいつのすべ／未来から迫せまる存在／父親は一人ではない／無数の父親がはびこるこの世で生き延びるため──父親がくすねてきた改造銃じゆうを作るためのパイプを娘むすめである自分がくすねた／用意していたものを詰つめ込んだ／仲間と鯨げい飲いんして帰宅し眠りこける父親の枕まくら元もとに立った。

　時限式のパイプ爆弾＝雛が生まれて初めて作った爆弾を枕の下にそっと突つっ込んだ──平和な家庭の子供がおやすみなさいをパパに告げるように──耳鳴りがひどくなる──全すべては夢／ミツバチたちが覆い隠す／汚きたならしいいびきをかく父親の口がいつの間にか唱えている。

《脅きよう威いの増大に伴ともない、全バランサーの解除レジストキーを承認。第一メリアー体の造換規定値を拡大。国家保安法に基づく第三アクセス権および戦時兵装が許可されました》

　ミツバチたちのささやき──父親が唱えるマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の電子音声──かつてなく黄色い輝き。

　今日が涙の日だ──灰となった心の底から死者がよみがえる審しん判ぱんの日。

　怒いかりの日がもたらした炎の果て──自分ならやってのけられるだろう／ずっと何もかも吹き飛ばすことを夢見てきたのだから──ほの暗い寝しん室しつで爆弾とともに眠ねむる父親と一いつ緒しよに幼い雛もそれを唱えた──爆炎の天使アヴエ祝詞・マリア──何もかも塵ちりに還かえるよう祈いのりを込こめて。

《特トツ甲コーレ・ニベヴオルー・３ドライの転送を実行します》

　眩まばゆいばかりの閃光──地下に曙しよ光こうが差し込んだかのような輝きが勃ぼつ発ぱつした。

　そして次の瞬間にはＡＰ爆弾の炸裂にほとんど等しい爆炎が地下道で荒あれ狂っていた。
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　騒そう然ぜん──解かい析せきフロア。

「特甲猟兵の出現予想地点で〈黄の火トパス〉がレベル３を転送！」解析官＝緊きん迫ぱくの声。

《こちら戦術班Ａ群》御影の通信。《爆炎で近づけない。ルートを変える。くそ、〈アンタレス事件〉で脚あしを焼かれたのを思い出す》

　冬真──ノイズを追つい跡せき／雛が引き起こした爆炎の影えい響きようで通常のノイズが大量発生／水無月のサナギに雪崩なだれ込むノイズを懸けん命めいに除去──ふとおかしなことに気づいた。

　ノイズまみれの爆心地付近にぽっかり空白──まるで台風の目＝ノイズなし／もしかすると爆炎そのものがない──咄とつ嗟さにフロアの地図モニターで地下道を確かく認にん。

　同地点へ向かうルート上で戦術班の軍用機体を示す光点がともる──御影の通信。《Ｂ５第六区画だ。見えるか。何かが爆炎を止めている。敵の特甲猟兵かもしれん。解析を願う》

　専門の解析官の承しよう諾だく──そちらの共有ファイルにアクセスする冬真＝戦術班が送ってきた映像・画像を〝親指サム〟化──〝親指サムの爪ネイル〟画像にして閲えつ覧らん──うち一枚を凝ぎよう視し＝拡大。

　途と方ほうもない爆炎の渦うず──何かがその輝きを遮さえぎっている──金の光の群。

　記憶＝〈アンタレス事件〉を思い出す──閉じこめられた自分を助けてくれた誰か／雪崩れ込む炎を遮ってくれた光の群／幽ゆう霊れいじみた人ひと影かげ──これまで漠ばく然ぜんとＭＰＢの特甲児童だと思っていた／幽霊のように現れて消えた誰かの存在──誰でもないことにやっと気づいた。

　あのとき見た少女＝その背に二対の透明な羽──ＭＰＢの特甲児童に羽はない。

　爆心地で炎を遮しや断だんする光の群を生み出す存在──今も続く電子戦／協同的ブレークアウト／正体アンノ不明ウンの支し援えん者──過去の事件で自分を助けてくれた誰かさん。

　これら三つの存在が同一人物だとしたら──いったい誰なのか。

「例のノイズは発生し続けているかね？」ディーゼル課長──足早に冬真のデスクへ。

「は……はい」慌あわてて本来の仕事に戻もどる──疑問を追い払はらう。「発生源は三つ。おそらく特甲猟兵が二人に加えて、雛さん自身がノイズを発生させています」

「ヒドラ設定による転送だ」うなずくディーゼル課長。「特甲レベル３〈アビスパクマバチ〉。兵器管理局から提供されているデータによれば、透過防壁と気化爆ばく弾だんを装備した全域爆撃型の軀く体たいプランだそうだ。ステルス爆撃機の人間バージョンといっていい。特甲猟兵を撃退するために転送したのだろうが、大いに問題が発生中だ」

「問題……？」

「このままでは雛くんが地下の予備電線を焼却してしまう。いや、もうすでにその事態となった可能性が高い。今、ニナ副官と鳳くんが、それぞれ雛くんに呼び掛かけている。おそらく水無月くんも。雛くんの反応は？」

「いえ……ありません」遮断されても自己増ぞう殖しよくする通信経路＝ヒドラ設定にすら気づいていなかった──別のことに気を取られていた。「ということは雛さんは揺よう籃らん状態に？」

「そうみるべきだろう。協同的ブレークアウトを利用して雛くんを正気に──」

《ぶんぶんぶぶんぶーん》いきなり不ふ穏おんな声──フロアに何百台も増設されたＡＩの一つ／協同的ブレークアウトを維い持じ／マスターサーバーを通してフロアのスピーカーを操作。

「水無月くんの誘ゆう導どうです！」冬真＝感かん嘆たん──水無月＋吹雪の徹てつ底ていしたフォロー。「雛さんが無差別な攻こう撃げき態勢にならないよう、揺籃状態に干かん渉しようしています」

「電子戦演習の成果だ」ディーゼル課長──自分のタブレットを見る／冬真のモニターと見比べる。「同時に水無月くんから警告がきた。恐れていた通り、予備電線が焼却された」

「雛さんが……」

「ＡＰ爆弾は確保できた。これを好機ととらえよう。冬真くんは徹底的に水無月くんや雛くんたちのノイズを除去してやって欲しい」ディーゼル課長＝冬真の肩かたを分厚い手で叩たたく／フロアを振ふり返ってみなに声をかける──号令。「みな聞いてくれ。予備電線は失われた。だが肉を切らせて骨を切るというやつだ。たとえ敵が侵しん入にゆうしたとしても、接続官コーラスと協力し合えば敵の行動をとらえて監かん視しすることができる。そして我々の総攻撃で今度こそ本当に追い詰めることができるはずだ。敵が都市中ちゆう枢すうのマスターサーバーへ侵入する過程を何としても暴あばき出せ」

　冬真＝再びノイズ除去へ──肉を切らせて骨を切る──予備電線の防衛を諦あきらめる代わりに敵の侵入手段を暴ばく露ろして攻撃の糸口にする。

　他方で水無月の脳のコピーが進行している──脳内チップの全解析／本来はマスターサーバーも触れることが出来ない領域／人間の脳からのデータ抽ちゆう出しゆつ──協同的ブレークアウトの陰かげで着実に進行──成功を祈って思わず固かた唾ずを吞のんだ。

　そのとき違い和わ感かんにはっとなった──ノイズが溢あふれてきている／サードアイが再び情報汚お染せんを発生させている／死に物狂ぐるいという感じのノイズの防壁──まるで煙えん幕まく。

　電子戦における特とく徴ちよう──まるで鏡合わせのように互たがいの逆をとる／攻撃と防護／接続と遮断／侵入と阻そ害がい／正しい情報と偽にせの情報のスイッチング──あるいは暴露と隠いん蔽ぺい。

　鏡合わせでなくなるということは片方が押し切られて負けるということ──気づきもしないうちに操作されているということ。

　だがサードアイは鏡合わせの対処を維持──ディーゼル課長はとっくに気づいている／水無月もきっと気づいている／サードアイは劣れつ勢せいだが敗北に至らず踏みとどまっている。

　まさかマスターサーバー同士のブレークアウトですら敵の想定内だったというのだろうか。

　しかもユニットと化した水無月たちの猛もう攻こうをしのぎながら何をしているのだろう──むろん都市管理局のマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉へのブレークアウトを試みているはず／予備電線の破は壊かいとともに〝電子の攻城戦〟を推おし進めているはず。

　だが水面下でもし何か違うことをしていたら──水無月がマスターサーバーの力を借りて自分の脳内チップを読み取ろうとしているように／鏡合わせのように。

　ふいに警告音＝水無月──こちらに喋しやべりかけることもできないほど脳力を傾けい注ちゆう／ＡＩのようにデータの羅ら列れつでしか報告も警告もできず。

　水無月の操作＝冬真のモニターに開かれるウィンドウ──雛のデータ──ぞっとなった。

　これまでの電子捜そう査さで判明した敵性のユニットの一つ──〈九姉妹〉を経由していると推測される信号──機械化キメラウィルスの起動信号と断定。

　４ＪＯウィルス──それが雛の体内で猛もう威いを振るっていた。
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　途方もなく心地ここちよい爆炎の渦の中心──初めて引っ張り出した強きよう烈れつな兵装の素晴らしさに酔よい痴しれる気分／何かに酔い痴れたことなんてないけど／きっとこれがそういう気分。

　Ｂ５フロアに属するトンネル──一いつ瞬しゆんで何倍も拡張／頭上のＢ４フロアをぶち抜ぬく／Ｂ３フロアを吹ふき飛ばす／Ｂ２フロアに爆炎が躍おどり出る／Ｂ１フロアの空気が急きゆう上じよう昇しよう──汚お泥でいが沸ふつ騰とう／浄じよう水すい場周辺の地下が煮にえ立つ汚お濁だくの大おお鍋なべに／熱がもたらす甚じん大だいな圧力が充じゆう満まん──地上のマンホールの蓋ふたが次々に天高く跳はね飛んだ。

　まさに地じ獄ごくの蓋が開いたような有様──中心＝揺籃状態の中で夢を見る雛／ＡＩの代理人格だけが夢見ていると自覚させてくれる──眠りながら目覚める爆撃手の陶とう酔すい。

　燦さん々さんたるトパーズの輝き──背にハニカム構造のタンク＝まるで巨きよ大だいな蜂はちの巣す箱ばこ。

　散布機能に特化した手足──長大で円いダクト構造＝タンクが製造する気化燃料を放出。

　宙に浮うかぶ球状ユニット──タンク・腕うで・足から外れて漂ただよう＝透過防壁の展開装置。

　腰こし＋タンクから生えた羽──はばたかず＝抗磁圧で浮遊／防ぼう御ぎよ／爆熱を遮断／酸素を確保。

　十二枚の羽が拡大＝展開──雛の顔と全身を覆い尽くしてゆく＝強きよう靱じんな鎧へ。

　その姿が炎に揺らめく／溶け込む／透過防壁──すうっと完全に消えた──代わりに満ちる騒そう音おん＝ゴボゴボゴボゴボゴボゴボ──防壁の内外で音の伝わり方が異なるため水中にいるような感じに。

　その間も複数の気化燃料を放出──ふりまいたそばから燃えてしまわないよう不燃状態を保った気体がゆっくりと渦を巻いて混ざり合ってゆく──周囲の空気全てが一個の爆弾に。

　生きた爆撃用ステルス体──転送兵器にのみ許された兵装。

　歩兵の域を超こえた馬ば鹿かげた火力──もともと転送技術は戦場で自分たちの武器が敵の手に渡わたらないよう考案された〝見えない武器〟であり、常にマスターサーバーの管理下に置かれ、必要なときだけ現れ、いつでも消せるものとして開発されたが、その開発費用の問題が巡まわり巡って少年・少女兵の装備に──結果、超ちようスーパー・コンピュータと機械の手足と子供の蜜みつ月げつにおいて、危機的状じよう況きようになればなるほど介かい在ざいできる大人は一人もいないという有様に。

　それでいい──これがベストだという状態になれた──できるかわからなかったけど。

　自分はどうやらレベル３に心奪うばわれずにいる──味方からは完全に孤こ立りつしたし、どちらかというと暴走寸前で、半分眠っているような状態だが、それでもなんとか上手うまくこの狂きよう乱らんと呼ぶべき火力を制せい御ぎよすることができているし、混こん沌とんたるこの状況下で自分が何をしているか誰だれにも知られないまま予備電線を焼き切ることができたのだから。

　問題は二点──その一：敵の特甲猟兵は二人ともまだ死んでいない。

　レベル３同士──意表を突けばあっさり始末できるかもしれないと期待を抱いだいたけれど。

　やっぱりそう甘くない＝激しい炎ほのおの音の向こう──ギャリギャリギャリ／キリキリキリ──尖とがった爪つめで何か硬かたいものをかきむしるような騒音──少年二人の特甲が爆熱に耐たい久きゆう。

　白露──損そん壊かいした白しろ銀がね色いろの特甲＝亀き裂れつだらけ／左腕の盾たてが半ば溶よう解かい／両りよう脚あしがおかしな形にねじくれて浮ふ遊ゆうが不安定に──だが再転送せずそのまま反撃の機を見計らっている／消えた雛の位置を特定するためのヒントがどこかにないかじっと探さぐっている。

　光葉──損壊した水みず銀がね色いろの特甲＝焼けた甲かつ冑ちゆうの表面から溶とけ落ちる電磁波遮断用コーティング／特甲に亀裂／ばちばち火花／巨大な目の模様を持つ羽が熱で黒こげ／両手の爪が熱損壊でぼろぼろ──こちらも再転送せず──両手の平の銃じゆう口こうをでたらめに向けて掃そう射しやしまくり──姿を消すという自分の得意技わざをやり返されて怒り狂っている。

　ターゲットは白露の方──こちらをやればシャーリーンたちはかなり困るはず／ＡＰ爆弾の代わりになってくれる特甲がいなくなる／雛を頼たよらねばならなくなる──だがシャーリーンたちもそれがわかっているのか白露は動かず──暴れる光葉がものすごく邪魔。

　問題その二：今ごろになって体調が急激に悪化──４ＪＯウィルス。

　胸が痛む／呼吸のたび咳せき込む／体が発熱してゆく／ぼうっとする／いきなりインフルエンザ・ウィルスにでも感かん染せんしたよう──ＡＩの代理人格を通して自分自身を傍ぼう観かん。

　シャーリーンの警告──ＡＰ爆弾を何としても起爆させろという威おどし／その割にはタイミングがずれすぎ／もっと早くやると思っていたのに──もしかすると協同的ブレークアウトのせいで起動が遅おくれたのかも／あるいは早めに起動したけど大して感染していなかったせいで症しよう状じようが出るのに時間がかかったのかも／あるいはさすがに雛がここまでやるとは思っておらず特甲猟兵を守るために慌てて起動したのかも。

　なんであれこのまま体調が悪化し続けるかどうかが瀬せ戸と際ぎわ──ただ辛つらいだけか／内臓に異常をきたすか／意識を失うか／それとも死ぬか──しっかり見定めなければならない。

　両方の問題の解決手段──白露に必殺の一撃を見み舞まって息の根を止める。

　好機を探るうちにさらなる問題が発生──その三：何かおかしい。

　鉄てつ錆さびの臭においが鼻につく──抗磁圧のヘルメット内の空気に異常はないのに。

　自分の体が錆びついていくような感覚──自分の頰ほおに赤錆が浮いているという幻まぼろし。

　途方もない飢うえの感覚──フロー状態──自然と伝わってくる／白露が抱かかえる飢えと幻げん覚かく。

　レベル３同士のつながりが勝手に発生──さらに体の感覚が麻ま痺ひしてゆくのを覚える／光葉が抱える症状であることが自然と理解される／痛みごと心も体も無オフになっていく。

　もしかするとシャーリーンのしわざかも──自分とこの二人を協同的ブレークアウトでユニット化させてフロー状態を共有させようとしているのかも／とんでもない嫌いやがらせ／あるいは雛に利用価値があるとわかって本格的に支配しにかかっている。

　それはまずい──自分が狂っているともわからず支配される──考えうる限り最悪の結末。

　そして問題その四：ついにＭＳＳとＭＰＢの通信解かい析せきがサードアイの中ちゆう継けい基地であるトレーラーをかすめた＝解析一歩手前──サードアイの熾し烈れつな反撃＝敵性ユニットがフル稼か働どう。

　推測／仮説＝〈九姉妹〉──八人の犠ぎ脳のう少女たちの脳を用いたであろう犠脳ユニット／九人の天使の歌声／だが最後の一人は存在せず──最終目標はマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉のはず。

　だが今その矛ほこ先さきがいきなり変わった──対象＝鳳の脳内チップ──レベル３同士のつながりが形成されようとしている本当の狙ねらい／この自分を経由して鳳に侵入しようとしている／おそらくユニット化した接続官コーラスにも／電子戦の演習で水無月を殺そうとしたように。

　あるいは鳳にもレベル３を転送させておかしくさせる気かも──おかしくなった鳳をこの自分にぶつける気かも／接続経路を見み出いだすや何もかも汚染し始めるサードアイの戦術──これぞ電子犯罪のお手本という感じの無差別チェスゲーム。

　そうはさせないという途と方ほうもなく逆らいがたい思いがにわかに勃ぼつ発ぱつ──もし鳳が情報汚染にさらされたら今度こそ鳳の中からあの人が消えてしまうかもしれない──傷ついた少年の微笑ほほえみが脳のう裏りをよぎるとともに本来なら決してするはずのないことを決断──接続を一いつ斉せいに遮断。

　仲間との協同的ブレークアウトから逸いつ脱だつ／全通信オフ／解析課との連れん携けい解除／接続官コーラスのフォロー拒否／マスターサーバー〈[image: ばく]バク〉との間の転送のみ維持──完全に孤立。

　鳳に触しよく手しゆを伸のばそうとしていたサードアイの電子のイバラを自分自身ごと孤絶──侵入経路を封ふうじた／代わりにレベル３同士のつながりが切せつ迫ぱく／まるでブラックホールのように自分を吞み込もうとしている──つながりを通して位置がばれるまでに五秒とかからず。

　燃え盛さかる業ごう火かの中で光葉が焦こげた羽を翻ひるがえして雛がいる場所へ両手の銃口を向けた──ついで白露が雛のいる方へすーっと向き直った。

　カキンと音──二人が雛の位置に気づいたときにはもうタンクの安全弁を外していた。

　点火──強烈きわまりない爆ばく燃ねん現象が勃発──二人まとめて消し炭にすべく混合気体を火か炎えんのハリケーンへ変へん貌ぼうさせた。

　透とう過か防ぼう壁へき越ごしに轟とどろく炎の音＝ゴボゴボゴボゴボ──まるで自分が底なし沼ぬまに沈しずむ音。

　ユニットから逸脱した反動で混乱する現実感／４ＪＯウィルスがもたらす熱で朦もう朧ろう／少年たちのフロー状態に巻き込まれて幻覚と麻痺に襲おそわれる──何より人体からかけ離はなれたレベル３の兵装が予想を遥はるかに上回る負ふ荷かを脳に及およぼしていた──接続官コーラスのフォローもなく。

　バチンと何かが弾はじける──ジュウジュウ何かが溶解──自分で自分を焼きながら敵を焼こうとしていることに気づく──だが止めることもできず──きーんと耳鳴り。

　さらに揺よう籃らん状態が迫せまる──眠ねむれる父親／枕まくらにパイプ爆ばく弾だんを差し込む少女／自宅のアパートが夕陽のように黄色く輝かがやく──爆弾製作のホームページ──ママが流されたトイレの排はい水すい口こうがささやく＝お前が自分で自分を吹き飛ばしたのは社会にとって幸いなことだったのだ／お前のような害虫じみた子供は悪と一いつ緒しよに吹き飛ばされることに神の御ご意志があるのだから。

　涙なみだが溢れる──自分なら出来る──悪の悪の悪の悪になって害虫を殺す害虫になれる／行き場を失った電子のイバラがそこら中にはびこってゆく／フロー状態に吞み込まれながら特甲トツコー猟兵たちが日常的に抱え続ける苦しみの声を聞いた──自分も同じように苦しみに叫さけんでいた──何もかも灰に／今日が赦ゆるしにして裁きのとき／呪のろわれし者たちを深く恥はじ入らせ／恩おん寵ちようをもて／赦しにして裁きの炎に引き渡したまえ。

　何もかも灰に──ただそれだけを願って浮かんでいった／爆ばく轟ごうとともに突つき破られた天てん井じようから火柱が上がった／下水道の水が雪崩なだれ込んで蒸気爆発を起こした──その中から制御を失った爆炎とともに羽に覆おおわれた雛が浮かび地上に現れた。

　羽が熾烈なトパーズの輝きに満ちる──まだあの二人は死んでいない／自分もまだ死んでいない／どちらが早いかわからない／正しい目的が電子のイバラと鉄錆の臭いに包まれて消えてゆく──これでは二人のように狂ったユニットにされる／いったんレベル３を解かなければならない／だが解き方がわからない／激しいフロー状態のせいで還送すらできない──自分ごと何もかも灰にするまで止まらない。

　こんなはずではなかったのに──最後の意識が吞のみ込まれる／外的解かい離り性ビジョンに満ちた揺籃状態／醒さめない悪夢に引きずり込まれかけたとき──にわかに声。

「見たか、螢。こいつったらあの二人を一人でやるつもりだったんだぜ」やたら享きよう楽らく的──すぐそばで聞こえるのに姿が見えない。「ちっこいのに根こん性じようあるじゃん。気に入ったね」

《しかもおフロ嬢イラ様インを侵しん入にゆうから守る盾になった》さらに声──爆音でよく聞こえない／炎の熱でよく見えない。《敵の侵入ごと自分を孤立させたんだ。あのときの水無月と同じようにな。水無月はそれで飛べなくなったが、こいつはまだ間に合う。いったんレベル２に戻もどしてやろう。このままではフロー状態が恒こう常じよう化して取り返しがつかなくなる》

　気づけば誰かが雛の左手を握にぎっている──人の手の形をした機械と手をつないでいる。

　炎の揺ゆらめき／すうっと半透明の誰かが現れる／ボサボサの髪かみをした誰か／薄うす汚よごれた幽ゆう霊れいの少女がにっこり笑いかける。「先せん輩ぱいからアドバイスだ。もうちょっと仲間を頼った方がいいぞ」

　パーンとガラスを勢いよく壁かべに叩たたきつけて割るような音──雛の全身を覆う甲冑が崩ほう壊かい／細かな破は片へんへ／粒りゆう子しへ／エメラルドの輝きとともに特甲の大半が置ち換かん──還送／再転送。

　一瞬で自分の特甲に干かん渉しようして解除した──協同的ブレークアウト＝特甲レベル２へ誘ゆう導どう。

　荒あれ狂うレベル３をいとも簡単に鎮しずめた／フロー状態を食い止めた／はびころうとしていた電子のイバラをまとめて消した──いったいどうしたらそんなことができるのかという疑問がこれは結局のところおかしくなった自分が見ている夢なのだというささやきに遮さえぎられた。

「頑がん張ばった御ご褒ほう美びだ。少し休みな。ちょっとだけ、あたしがあいつらの相手をしてやるよ」

　薄うすれる意識──手が離れる／その場に倒たおれ伏ふす／目を閉じる寸前、幽霊少女の微笑みがすうっと空気に溶けて消え去った。




　　　　†




　解体されたＡＰ爆弾＝〈キング〉──二種類の大きな燃料タンク／燃料混合装置／時限装置／起爆装置／単一回線衛星電話を改造した遠えん隔かく操作用の機器／爆弾を解除しようとする者を殺すためのトラップ──そして悪あく魔まの装置＝マスターサーバーの干渉を封じる犠ぎ脳のうパーツ。

　それらを鳳＋四人が五百メートルほど慎しん重ちように運うん搬ぱん──地下二階の合流地点に到とう着ちやく。

　五分後──浄じよう水すい場から駆かけつけた面々が到着。

　爆発物処理班の車両と戦術班の〝カブトケーフムシエル〟×二──鳳を取り囲む純白のアームスーツにぎょっとなる──ニナの通信。《彼らは味方だ。全員、秘密作戦に従事している。ＡＰ爆弾の運搬を引き継つぎ、彼らの存在は忘れろ》

　イギリスの幽霊チームだとは告げず──誰も余計なことは詮せん索さくせず／てきぱき引き継ぎ／爆弾のパーツを車両に載のせる／戦術班の機体の一台がタンクを運搬／もう一台が護衛。

　巨きよ大だいな荷の運搬を引き継いでもらってほっと息をつく──だが安心はできず。

　ハリーたちは引き継ぎの途と中ちゆうで回れ右して地下道を戻っている──防衛線へ。

　地上へ一目散に走り去る車両と軍用機体──鳳もふわりと宙を舞まって地下道を戻った。

　何本もの地下道が合流する広い空間──柱・窪くぼみ・トンネルの陰かげで片かた膝ひざをついて機銃を構えるアームスーツ×四──鳳＝彼らの頭上で長大な機銃を暗がりへぴたりと向ける。

　正面にライフライン・メンテナンス用の三つのトンネル／右に管理用通路につながるドア／左に地下水道の増水防止の下げ水すい溝こうと使われなくなって錆び果てた浄水用設備──各所に動体反応＝探査にヒット。

《来ましたわ》鳳＝全員へ呼び掛かけ。《二十……三十……四十名を超こえる部隊です》

《よしよし、動きからして〈フィーンド〉どもですな》レイ＝いかにも仕事を楽しんでいるという調子。《思った通りですよ、〈ナイト〉。爆発の圏けん外がいに退去していた連中が、慌あわてて爆弾を取り戻しに来たようです》

《合図を待て。引きつけろ》ハリー＝ロイヤリティであることなど綺き麗れいさっぱり忘れて戦士としての自分に没ぼつ頭とう。《〈ウィッチ〉が出たら私と〈ビショップ〉と〈クイーン〉が対応する。〈ルーク〉と〈ポーン〉は前面の敵を足止めし、適時後退しろ。〈キング〉が地上に運ばれるまで時間を稼かせげ》

《イエスサー》ＤＹ＝変わらず落ち着き払はらった紳しん士し的な口調──だが意外にスラング好き。《今度こそあの〈ビッチ〉……もとい〈ウィッチ〉を仕留めたいものですな》

《ところで俺はいつ〈ナイト〉に？》フロスト＝意外にこだわる性格。《もう〈キング〉は手に入れたじゃないですか》

《敵の〈キング〉はまだ幾いくつもあるんだぜ、坊ぼうや》レイ＝陽気に茶々入れ。

《この任務の後でコード名を再考しよう》ハリー＝大まじめ。《迎レデイ撃・アン用ド・意エイム。スリー──ツー──ワン──撃てフアイア！》

　機き関かん銃じゆう×五＝一斉射撃──トンネルを猛もう然ぜんと這はい進んできた〈蟲チオン〉の軍勢＝十字砲ほう火か。

　攻こう撃げきを予期していたように蛇じや腹ばらの手足を展開させて上下左右へ跳とぶ〈蟲〉──被ひ弾だんして吹ふっ飛ぶ／撃げき滅めつされる／貫つらぬかれる／穿うがたれる──いささかも怯ひるまず後続が飛び出してくる。

　ハリーら＝四人が一つずつ弾倉を交こう換かん──合間に手しゆ榴りゆう弾だん／炸さく裂れつ／絶え間なく迸ほとばしる銃火の壁。

　なぎ倒された者たちを躍おどり越えて来る──ハリーとレイが最初に後退／ＤＹとフロストが後退／左右に舞まい飛びながら四人に合わせて後退する鳳──やがて敵の本命が到とう来らい。

　三人の〈蟲〉が蛇腹の腕うでで壁を作りトンネルを突とつ進しん──被弾で手足を吹き飛ばされながら飛び出す／広い空間へ／盾たてとなった彼らの背後から飛ひ翔しよう──紅白のチャイナドレス＝蛭ツー雪シユエ。

　四本の腕＋二つの脚あし＋羽ばたくウスバカゲロウの羽──朱しゆと銀の陰イン・陽ヤン模様の特甲。

　その朱あかい右みぎ脚あし＝円えん筒とう形ポッド──連結式チエーン爆雷・マインを投とう擲てき。

　その朱い左上じよう腕わん＝火炎放射器──巨大な火炎が牙きばを剝むく。

　炸裂／炎ほのおの壁──爆熱を避よけて後退する四人＋鳳＝掃そう射しや続行／炎に向かって撃ち続ける。

　炎から飛び出す蛭ツー雪シユエ＝くるくると眩げん惑わく的な舞いを見せながら掃射をかわして迫る──その銀色の右下腕＝ワイヤーを放出──後退するレイの眼前で柱が輪切りに。

　鳳＝舞い飛ぶ蛭ツー雪シユエへ横よこ殴なぐりに掃射──蛭ツー雪シユエ＝空間を最大限に活用／以前よりさらにきれの増した乱らん舞ぶ／上下左右へＷ字に飛行──地上からのハリーとレイの掃射すら当たらず。

　だが三対一という優位──他の群は蛭ツー雪シユエの動きに追つい随ずいできず／ここで彼女を撃げき墜ついすることさえできれば群の士気を打ち砕くだける可能性は非常に高い／イギリス側に保護された大老たちも沈ちん黙もくを破るかもしれない。

　だがそこへ新たに到来──ドドドドドドと地じ響ひびきのような音＝右方向にあった管理用通路のドアが吹っ飛ぶ／蝶ちよう番つがいが弾はじけ飛ぶ／がらんがらん音を立てて転がるドアを越こえて跳ぶ──〈蟲〉たちの頭上を軽々と躍り越える。

　右みぎ腕うで＝激しく回転する電気ノコギリと機銃──左腕＝巨大な盾──車輪つきの足＝轟くエンジン音──両りよう肩かた＝雷らい撃げき器──あの黒くろ鉄がね色いろの特甲猟兵＝鳳を狙って右腕ダダダダの機ダダダダ銃をダダダダ鋭くダダダダ掃射ダダダ！。

　データ＝陸リク王オウ・マルティン・ユング──以前、地下で遭そう遇ぐうした敵性の特甲猟兵。

　鳳＝素す早ばやく火線をかわす／新たな脅きよう威いとの対たい峙じを即そく決意──四人へ通信。《あたくしが彼を止めます》

《無理をするな〈クイーン〉。時間を稼げばいい》ハリー＝そう言いつつレイとともに積極的に蛭ツー雪シユエを迎むかえ撃とうとしている。

　鳳＝敢然ダダダとダダダ掃射ダダダ！──特甲猟兵＝Ｓの字を描えがく旋せん回かい走行／迅じん速そくきわまりない回かい避ひ運動──走りながらフルフェイスのヘルメットがバシャッと音を立てて開く──下げ劣れつで忌いまわしいぎらぎらした目が宙の鳳をとらえる。「また会おぅたの～、でっかいもんぶら下げとる蝶ちよう々ちようの姉ちゃんよ～。まーたァ可愛がって欲しいんかァ～」

　言うだけ言ってまたヘルメットが閉じる──鳳＝怒いかりと嫌けん悪おが沸ふつ騰とうしかけるがすぐに冷静に──嫌いやな記き憶おくがかすかによぎる／だが具体的に思い出せない／目前の戦いに精神を集中させる──空中／地上──掃射／応射──やむことなき火線。

　鳳＝後退する防衛線から陸王を引き離す／押されていると見せながら別の地下道へ誘導──蛭ツー雪シユエと連れん携けいさせない／〈蟲〉の軍勢を支し援えんさせない／だがそもそもそういうことを考えていないらしい陸王の猛進──特甲猟兵にありがちな連携を知らない戦せん闘とう能力＝つけいる隙すきは大いにある。

　だが突とつ如じよとして別の攻撃──急激な侵入／ユニット化した接続官コーラスたちの警告／雛の異変／雛が経路にされた／なぜ？／遅おくれて理解──レベル３。

　ＡＰ爆弾の代わりに破は壊かいをもたらすべく現れた特甲猟兵──雛が対峙／強敵に対たい抗こうするためレベル３を転送／だがそのためユニットから半ば逸いつ脱だつ／雛を敵対的ブレークアウトが襲った。

　敵はレベル３を熟知している──その転送時に自動発生する何か／電子的つながり／未知のゲート／敵はこちらがレベル３を転送するのを待っていた？

　ただちに接続官コーラスたちがその穴を塞ふさごうとする──解かい析せきが間に合わず。

　電子のイバラの侵入──自己増ぞう殖しよくする〈テューポーンの黒い舌〉＝雛を通して。

　鳳の何かへ迫り来る──自分がどのように侵入されようとしているのかわからない／電子戦の演習でも認にん識しきしなかった何か──未知のゲートが他ならぬ自分の中にあるという感覚。

　五十八個の脳内チップが構成する完かん璧ぺきな脳内マッピング──五八式〈ブリリアント・モデル〉＝受けた光を内部で反射し、光を受けた場所から再び放つ多面体をモデルとするユニット。

　だが──五十八個の脳内チップのどれにも侵入を受けていない──なのに──侵入されようとしている──いったいどこから？　鳳の疑問／接続官コーラスたちの疑問／解析課のマニュアルにもない──敵だけが知っている何かが自分の脳の中にある？

（５９は〈魂プシケー〉の座──）危機──目覚める何か。（機械仕じ掛かけの魂が見る夢──）敵対的ブレークアウトに対抗するために──途と方ほうもなく冷え冷えとした虚きよ無むが忍しのび寄る。

　精神の身代わりが選せん択たくされる──もう大して残っていない記憶のかけら／彼が消える／今の仲間たちの記憶を守るために／自分が戦うすべを忘れないために／失うくらいなら狂くるってしまった方がいいと思える存在を身代わりにして──きーんと耳鳴り──頭の中で何かがぷつんと千切れ飛んで心の底の暗くら闇やみに落ちていった。

　虚無が忍び寄る。

（九人目を盾にしたな）

　サードアイの起死回生──鏡合わせの拮きつ抗こうが破れかけた／だが急激なシャットダウン／侵入するイバラの群が消失／〈テューポーンの黒い舌〉が自己消しよう滅めつ──接続官コーラスたちの神かみ業わざ。

　はっとなる──失われかけた現実感が戻ってくる／迅速に宙で旋回しながら銃撃戦を繰くり広げていることを自覚──侵しん入にゆうを防いだ／接続官コーラスたちが防いでくれた。

　敵が今度こそ撤てつ退たいを開始する──危なかった／だがしのいだ／遅れて理解──なぜしのげたのか──誰だれかが盾になってくれた──情報汚お染せんを真っ向から引き受けてくれた。

　雛がやってくれた──敵の侵入ごと自分を仲間から孤こ立りつさせた／つながり合った仲間を守るために／レベル３を転送したまま──敵の情報汚染を浴びながら──いったい何があの子にここまでの勇気を与えたのか？

《雛さん!?　返事をして下さい雛さん！》呼び掛け──返事なし／通信不能／雛が接続を断たった──仲間が危ないという激げき烈れつな思いが目前の敵への怒りに変へん貌ぼう。

　癇かんに障さわる野や蛮ばん人の猿さるを今すぐ始末して仲間を助けろ──急旋回／急降下／急速に相手の進路へ躍おどり出る／地面に降り立つ──力強く両足でコンクリートの床ゆかを踏ふみしめた。

　自分も盛せい大だいに打撃を受ける覚かく悟ごで対峙──生きつ粋すいの要サプ撃ライ手ザー＝本領発揮──真っダダダダ向かダダダダらダダダ掃射ダダ！。

　それまでの空中機動をかなぐり捨てた強ごう引いんな対決姿勢──さすがに意表を突つかれる陸王＝盾をかざして応射──点火した二つの花火を真っ直すぐ向け合ったような火線の交こう錯さく／眩まばゆい輝かがやきが地下を照らした──僅わずか数秒＝被弾／被弾／被弾／被弾──避けようもない撃ち合い。

　鳳＝右手だけで掃射／ガードした左腕がひしゃげる／抗磁圧のヘルメットが火花まみれに／羽が粉々に／特甲が亀き裂れつだらけに──打撃をものともせず。

　ありったけの掃射を敵の盾へ一点集中──あの盾が抗磁圧を放つ武器であることは知っている／敵にとって最大の武器であることは──身をもって。

　陸王＝突進して盾で鳳を吹き飛ばそうとするもおびただしい掃射で封ふうじられる──一点に集中する弾丸が抗磁圧の防ぼう壁へきに錐きりのように穴を穿つ／盾が凹へこむ／亀裂／損そん壊かい──粉々に砕けた。

　跳ちよう躍やく──陸王の方が跳んだ／高々と／身をひねる／天てん井じようを車輪つきの足で蹴ける／鳳の頭上を越えて遠く後方に着地──Ｂ１へ続く通路を滑かつ走そう＝悪あく罵ば。「くそたれがァ～！　盾ェ狙ねらいおったァ、あのあまっこォ、とんだ乱射トリガ狂ー・ハ野郎ツピーじゃァ」

　人聞きの悪いことを叫さけびながら九十度ターン＝横道へ退たい避ひ──鳳＝見過ごすという選せん択たく肢しはなし／敵は態勢を整えて戻もどってくる／こちらも迅速に再転送──追撃＝横道の入り口へ。

　再び着地しかけた途と端たん、探査に異様なものが浮うかび上がる──ずどん！

　突然の砲撃──寸前でかわす／衝しよう撃げき波はできりもみ／かすめた羽が砕けて燐りん光こうが舞う。

　壁かべに身を打ちつける／慌てて羽を修復／墜つい落らくを防ぐ──今度は自分が退避のため通路を舞い飛ぶ──距きよ離りを取って振ふり返る／機銃を掲かかげる＝啞あ然ぜん──横道から飛び出してきたもの。

　赤あか銅がね色いろの特甲──フルフェイスのヘルメット／空飛ぶ砲身に横乗り／左手に連結式チエーン爆雷・マイン／右手は──右腕そのものが腰こし掛かけられるほど巨大な砲身＝磁圧で飛行するガンバイク。

　嬉き々きとした声。「たまにゃァ、わしにもやらせェ～や！　兄ちゃんは休んどってやァ～！」

　データ＝陸王の弟──秋シユウ水スイ・ルーエン・ユング──〈空港占せん拠きよ事件〉で死亡。

　だが目の前に出現──死んだはずの子供の襲来──兄に代わって。

　至近距離での砲撃──かわした直後に壁が紙細工のように吹き飛んだ／隣りん接せつする地下水路から水と光が溢あふれ出す──地上＝ドナウ河に出る地下トンネル。

　鳳＝距離を取るため地続きになったトンネルへ──砲撃＝さらに入り口が広くなる／衝撃波でぐらつく／だが落ちて水流に叩たたき込まれはせず──自分は決して失墜しないという戦意に支えられながらトンネルを飛翔──明るい日差しの下もとへ飛び出した。

　両岸に高速道路──近くに鉄橋／地を穿つ穴から濛もう々もうたる爆ばく煙えん／ふと探査──地に倒たおれ伏ふした雛の姿──通常の特甲／呼吸確認／接続官コーラスが再接続を試行中──たまらなく安あん堵どした。

　鳳を追ってガンバイクが飛び出す──望むところ──この広い空なら存分に戦える。

　だがふいに視線──照準のためのレーザー光線／半ば予期していた敵の伏ふく兵へい／あるいは指揮官／その死の眼まな差ざし。

　狙撃──空中へ飛び出たところを正確に狙われた／狙うところはわかっていた／頭部を左手で防ぼう御ぎよ──ばちん！

　抗磁圧のヘルメットを作り出す〈飾り耳オーア〉を狙った弾丸──左手首を抉えぐられた／何度目かわからぬ再転送／〈アンタレス事件〉の緒しよ戦せんでは一撃で落とされた──そのときの衝撃を冷たい怒りの念がかき消した。

　冷たい虚きよ無むが忍び寄る。

　地下道入り口から赤銅色のガンバイクが飛び出してくる──予想以上の飛行速度。

　旋回＝迅速に機銃を構えた──あの特甲猟兵がこちらを砲撃の照準にとらえる前に／敵狙撃手がこちらの動きを読む前に──熾し烈れつな火の雨を浴びせかけた／自分の中で冷たく凍こごえるような機械の魂が目覚めるのを感じながら。




　　　　†




　解析班──半数が黙もく々もくと作業／半数が次々に口頭で報告／軽かろやかに動き回る課長の巨きよ体たい──勝負の終しゆう盤ばん戦せんに差し掛かかり否いや応おうなく盛り上がる熱気。

　冬真──ひたすらノイズ除去／ひたすら困こん惑わく──水無月が提供するデータも困惑気味。

　敵が雛と鳳に侵入しようとしたのは明白──雛＝レベル３の転送を逆手に取られた／すでにユニット化した特甲猟兵たちとブレークアウトしかけた──自ら孤絶して仲間を助けた。

　だがすぐに雛のレベル３が還送された／孤絶していたので自力でやったとしか思えない／接続復旧をただちに開始──どうにか再フォローに成功──こちらはいい／敵の手しゆ腕わんに戦せん慄りつすることはあれ困惑はしない／雛の電子戦の才能に驚おどろくことはあれ混乱させられることはない／おかしなところは何もない。

　鳳＝経路不明／侵入対象不明／五十八個の脳内チップに異変なし／特甲の転送経路も無事なまま──まったくもっておかしい──敵が鳳の何に接せつ触しよくしようとしたのかまるでわからない。

　守らなければいけないものが見えない──データにない／何かの間ま違ちがいとしか思えない。

　だがもし再び敵に同じような侵入をされたら──どう防げばいい？　敵の侵入対象自体が不明だなんてありえるのか？　もしかして鳳の脳内チップに隠かくされた何かがあるのか？

　ノイズを除去しながら先ほどの侵入の解析を指示したＡＩの成果を待つ／水無月や吹雪くんが弾はじき出すであろう答えを待つ──だが何もなし。

　いや違う──はたと気づく／解析中止命令／課長権限──解析するなという指示。

　いったいなぜ──課長の姿を探す／視界を遮さえぎられる／制服を押し上げる逞たくましい胸むな元もと──慌あわてて目を上げると課長がいて小さくうなずきかけていた。

　ささやくような小声。「解析優先コード指定だ。僕、ヘルガ長官、バロウ神父様にしか見ることはできない。報告はＢＶＴ局長にのみ直接送られる。僕が就任するずっと前から、鳳くんんのあれはそういう規定で管理されているんだ」

「あれ……」記憶──怪物＝バロウ神父の言葉──人格改変化プログラムの名残なごり／そのせいで仲間同士で殺し合ったという推測──それが起こりかけた。「脳内チップそのものに原因があるんですか？　雛さんや、乙さんにも？」

「五八式にはない」さらに小声に。「鳳くんにだけあるんだ」

「鳳さん一人に？」問いつつぴんと来る──まさか／だがそれ以外に考えられない／そうでないと辻つじ褄つまが合わない。「五八式以外のものって……まさか五十九番目の脳内チップが鳳さんの中にあるんですか？　どうして……何のために？」

　ディーゼル課長＝人差し指を唇くちびるに立てる／それ以上は言わないようにという仕草／つまるところ明白な肯定のジェスチャー／やはりそうなのだ──鳳の脳内にデータにも登録されていない脳内チップがあっておそらくシャーリーンがその仕様を知っていて侵入しようとした。

「必要があれば君には教えていいとバロウ神父様から言われている。確かに今は必要な事態だ。この電子戦の要かなめは、水無月くんと君なんだから。けれどもこれ以上のことは、やっぱりバロウ神父様の口から聞くべきだと思う。今の任務が終わった後で。まずはこの戦いを僕たちの勝利で終わらせよう」

　言い含ふくめるディーゼル課長──うなずくしかない。

　何ごともなかったかのようにフロアへ戻る課長──冬真＝ノイズ除去に戻る／困惑を隠して／五十九番目の脳内チップ／もしかすると水無月ですら知らないこと──（〈魂〉の座は５９）──課長より上のレベルしか知らされない何か／長官と同等のレベル／そんな人々は限られている──ディーゼル課長の言葉＝僕、ヘルガ長官、バロウ神父様にしか見ることはできない。

　解析課ですら触ふれられないブラックボックス──それを知るのは開発顧こ問もんしかいない。

　バロウ神父様──四人の開発顧問の一人／ゆいいつの生き残り／三人はみな世を去った。

　誰かが鳳に五十九番目の脳内チップを移植した──あるいは四人の合意のもとで。

　シャーリーンは元解析課の課長だから知っていておかしくない──だがどうして侵入してのけるのか？　シャーリーンの裏切り後に全面変へん更こうされたシステム──脳内チップのコードですら全すべて修正が施ほどこされたというのに──なぜ？

　ふいに記憶──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉＝水無月の母親の言葉──〝どうしたら良いか喋しやべってやる〟

　犯罪者でありながら優すぐれたハッカー＝だがそれだけでＭＳＳには侵入できない／それ以上の存在でなければならない──〝ＭＳＳの通つう信しん網もうの構築者の一人は、あたしだよ〟

　構築者の一人。

　背筋が冷たくなる想像──シャーリーンの証しよう拠こ品の中にあった〈魂〉のレポート。

　あれをシャーリーンはどこで手に入れたのか？　誰に教えてもらったのか？

　最も単純な回答──もし──あれを作った人間が生きているとしたら？

　開発顧問の誰かが実は生きていて敵に協力しているとしたら？

　自分たちが作ったものへの侵入──いったい誰が止められるというのだろうか。
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　馬ば鹿かでかい倉庫──発見された遊覧船の破は片へんが集められた鑑かん識しき現場＝ＭＰＢ管かん轄かつ。

　まるで〝ハンプティ・ダンプティ落っこちた〟の歌そのもの──だが大人たちの執しゆう念ねんがそれを実現しようとしている／完かん璧ぺきにつなげ直して全体像を導き出そうとしている。

　日向＋ミハエル＋ピエール＋イザベラ──鑑識の偉えらい人から講こう釈しやくを受けている／雛が発見したコネクターについて語っている／そもそもなぜ船が爆ばく破はされたか推理し合っている。

　爆発は計画的だった／碇てい泊はく所で爆発させるつもりだった／船を他ほかの場所に持っていかれないためだった／目的は船の中にある何かだった／あるいはその何かがなくなっていることを悟さとらせないために吹ふき飛ばした──あれやこれや。

　戦術班Ｂ群は〈二トンの荷〉を追つい跡せき中──だが空から振ぶり続き／敵勢力も撤退／残りのダイヤはどこかに隠されてしまった──それでも執しつ拗ように追い続ける。

　乙──ベンチに座って陽炎おねーさんから船とは違う物を見せられる。

　陽炎の携けい帯たい電話＝データ──〈ルフトハンザ３１９便ハイジャック事件〉の犠ぎ牲せい者しやの名めい簿ぼ。

　墜落した飛行機の座席表／パスポートの記録／全員の顔写真──画像の向こうから見つめてくる百数十名分の眼差し＝まるで一人だけ生き残ったことを咎とがめられている気分。

　それ以外に何も心に引っかからず／八歳だった頃ころの曖あい昧まいな記き憶おく──困り果てる。

「どうかな？」傍かたわらに立つ陽炎──明らかに彼女が知らない答えを乙が持っていると思って期待している。

「ほんとに、この中の誰かが、飛行機が墜とされた理由なの？」半信半疑。

「うん」確信に満ちた様子。「きっとね。誰か知ってる人や、変だと思った人はいない？」

「ん～」何か出てこないかとカタナの柄つかで自分の頭をこつこつ叩いてみる／何も出てこない／画面をスクロール──ぴたりと手が止まった。

　乗客名簿＝Ｓの項こう目もく／シュナイダー夫妻／死んだパパとママがこちらを見ていた──もう何も言わず／二人して争ったりせず／到とう着ちやくすることのなかった飛行機／離り婚こんすることのなかったパパとママ──代わりに──バン！

　銃じゆう声せい──銃じゆう弾だんに貫つらぬかれるママ／もしあのとき乙が通路に飛び出さなかったらママは撃うたれなかった／ワニのささやきが聞こえる／お前のその願いが叶かなう場所はワニの腹の中にしかない／願った幸せの全てがある場所／決して何も失われない揺ゆりかごへのいざない。

「シュナイダー隊員？」奇き妙みように切せつ迫ぱくした陽炎の声。

　気づけば右目だけで画像を見ていた──ワニの目だけで／左目を閉じて／またやってしまった／ワニのささやきに引き寄せられた──一方の手でカタナをぎゅっと抱だきしめた／両目を開いて悔くやしさをごまかしながら微笑ほほえんだ──にっこり。「乙って呼んでよ、陽炎おねーさん」

　陽炎＝ちょっと安心したような笑み──辛つらい思いをさせてしまってごめんなさいと顔が言っている／自然と優やさしさが伝わってくる──それでも乙に尋たずねなければならないのだという使命感を抱いだいている。「うん……どうかな、乙くん。何か思い出せないかな」

　かえってこっちが申し訳ない気持ちになる。「百人以上いるし……何年も前だし……、あんまり見てなかったんだ、周りの人のことなんて……」

「座席順にしてみたらどうだろう。ここが君と……君のご両親が座っていた席。この周囲に、誰か気になる人はいなかった？　イタリア語を喋ってた人とか、ハイジャック犯が特に興味を持ったり、犯人が銃を向けたりした人は──」

　乙＝座席表を見るうちまたぞろワニの声が聞こえる気がした──ぐっとこらえる／だが笑い声が聞こえてくる／いつもの揺りかごへのいざないと異なる声──男の笑い声。

　自分がいた座席＝中央席18Ｄ──その右側の通路／乙が飛び出した通路／銃を持った男につかまえられた場所。

　パパが叫さけぶ＝その子を離はなしてくれ──ママが叫ぶ＝その子を返して──バン！　乙に手を伸のばそうとしたママの胸を銃弾が貫いた／逆上したハイジャック犯が撃った／乗客たちが悲鳴を上げる──バン！──混乱／窓の外に輝かがやき／真っ赤な炎ほのお／飛行機の翼つばさが燃えている。

　その中で一人だけ声を上げて笑っている男がいた──乙がつかまった通路沿い。

　乙が座っていた席の二列前方──機内右側の座席──通路側＝16Ｂ席。

「楽しい楽しい楽しいなァ！」

　そこでワニが笑っていた──さも愉ゆ快かいそうに／身をよじらせて／みな悲鳴を上げているのに／ワニの声で笑う男がいた──いや違う／逆かもしれない／この男がワニなのかもしれない。

（ワニの腹の中で時計みたいな音を立てる君の心臓）

　外的解かい離り性ビジョン──心の傷の形／心という鏡に映ったまま消えなくなった恐きよう怖ふ／絶望／あるいは幼い乙が恐怖と絶望の中で直感したある考え──この飛行機がこんなことになったのは今自分のそばで狂くるったように笑っているこの男のせいなのではないか。

　楽しい──男はけたたましい声でそう口にした／ドイツ語で／あるいは英語で／イタリア語で／フランス語で／判然としない記憶の中で──なんであれ男は心の底から愉快がっていた／決して恐怖でおかしくなったわけではなかった／その目には正気と──愉ゆ悦えつ。

　まるで子供が自分の誕生日に集つどった友達の前で大喜びしているような無む邪じや気きな声──だがその目にやどる禍まが々まがしい邪悪さがこう告げていた──〝これは全て私が引き起こしたんだよ、すごいだろうお嬢じようさん〟

　ウィンク──確かに男は片目をつむってみせた／右目を／がくんと揺れた飛行機の中で／ハイジャック犯がひっくり返ったせいで通路へ投げ出された乙に向かって──にこやかに。

　そのときの爛らん々らんと光る緑の目が──愉悦に満ちたワニの笑みが──消えぬ恐怖となって乙の心を食いちぎった。

　いつかピエールに訊きいた質問──本当に自分以外誰も生き残らなかったのか？

　遺体が見つからなかった人もいる──だが生きていたら名乗り出ているはず／理由があってそうしなかった者はいないはず／事件を起こした人間の遺体は全て確かく認にんされた／ハイジャック犯たちの遺体は全て。

　だがワニの遺体はどうなのか──緑の目を輝かせて笑っていた男は。

　ずっとホイテロートがどこにいたか気になっていた／もしかして飛行機に乗っていたかもしれないと思っていた／わけもわからずに／これは全部自分が仕組んだことだと墜おちる飛行機の中で笑い声を上げていたかもしれないと──だがきっと思い違いだった。

　笑っていたのはこの男だ──楽しい楽しい楽しいなァ──この男がワニなのだ。

「どうした、アリス」今度は日向の声──乙の肩かたに手を置いて心配そうに呼んでいる。

「あ……」はっとなる──日向と陽炎が並んで自分を見ている／ピエールたちもこちらに目を向けている／周りが見えなくなるくらい没ぼつ入にゆうしていた──判然としない過去の記憶＝だが間ま違ちがいないという強きよう烈れつな確信──携帯電話の画面を操作して座席の一つをマークした。「ワニだよ……。多分ここに……ワニがいた……。笑ってた。火が……飛行機が揺れて、みんな叫んでたのに……そこにいるワニだけ笑ってたんだ」

　陽炎に携帯電話を返す──鋭するどく見つめる／画面を操作／パスポート記録を呼び出して乙に見せる。「この男性が、ワニ？」

　イタリア国こく籍せき／四十代／これといって特とく徴ちようのない男──名＝レオナルド・タッキナルディ──質の悪い証明写真でもそれとわかる緑の目。

　顔はどうでもよかった／名前も今初めて見た／その両目に引き寄せられた──特徴のない顔の中でゆいいつ特徴的な瞳ひとみの色──鮮あざやかな緑。

　幼い頃に自分が感じたであろう血も凍こおりつくような恐怖の中で小さくうなずいた──そこへコール音＝立て続け。

「どうした」ミハエルの手に携帯電話──ついで日向もＰＤＡを取り出す。「どうした」

　緊きん急きゆう通信＝乙の脳内チップ──息を吞のんだ。「仲間が戦ってる。あいつらが出たんだ」

　顔を見合わせる陽炎／イザベラ／ピエール──日向とミハエルの目配せ＝互たがいに同じ連れん絡らくを受けたという暗あん黙もくの了りよう解かい──ミハエルが代表して事態を告げた。「特甲トツコー猟りよう兵へいが出た。うちの中隊および、遊ゆう撃げき小隊員が急行中だ」

　陽炎がはっとなる──今まさに仲間が戦おうとしていると知って瞬しゆん時じに戦意を抱いた。

　みなが日向を見る──日向＝ＭＳＳが現場にいることを示すためうなずく。「五つ目のＡＰ爆弾を追跡していたうちの部隊が応戦中です」

　乙＝さっと立ち上がる──手を宙へ。「転送を開かい封ふう」

　一瞬で機甲化＝背で羽ばたく青いトンボの羽──相手は特甲猟兵──手加減なんてできる相手じゃない／最初から持てる力を全てぶつけなければならない。

　先に行くよ──と告げようとして陽炎に遮さえぎられた。

「私も行く」真っ直すぐ乙に向かって左手を伸ばす──同どう胞ほうにして組織を超こえた戦友の手＝にわかにエメラルドの輝きに包まれた。「転送を開封」

　このおねーさんにぴったりの真しん紅くの特甲＝右腕と一体化したライフル──乙＝ちょっとびっくり／飛んで連れていけと言われるとは思わず／だが同時に嬉うれしさ──おねーさんと一いつ緒しよなら決して二人ともワニに食われず戦い通せるという頼たのもしい確信──陽炎の機甲化した手／しっかり握にぎった／絶対に落とさないよう力強く。

　飛んだ──陽炎とともに／倉庫を飛び出す／大空へ飛び立つ／仲間がいる南方へ／ドナウ河の下流へ──ワニの正体が何であれ／悲劇が残した爪つめ痕あとがどれほど深かろうとも──克服されざることなからんと心が告げていた。
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　雛──はっと目を開いた／途と端たんに頭ががんがんする／めまいがする／ものすごく悪お寒かんがする／高熱で朦もう朧ろうとしているのだと遅おくれて気づく──４ＪＯウィルスが体内で暴れ回っている──だが内臓が溶とけたり、呼吸や思考ができなくなったり、死んだりはしていない。

　体に力が入らない／体調の悪さだけではない──無茶な転送や接続や接続解除のせいで肉体が世界に溶け崩くずれてゆくような接続酔よいにも襲おそわれている。

　身を覆おおうレベル２の特甲──どうやってレベル３を還送したのか？　どれくらい意識を失っていた？　その間は完全に無防備だったのでは？

　なのに敵が襲ってきていないということは無事に始末できたということだろうか？

　だがふいに答えを悟った──かなり離れた場所で、ぎん、といきなり激しい音が起こった。

　何もない空間──だが誰かがいる──鋭い何かがぶつかり合った／見えないものが二つほどせめぎ合っているような感じがする──見えない敵を見えない誰かが迎むかえ撃っている。

　何とか身を起こそうとして倒たおれた──またぞろ這はいつくばったところで相手が見えた。

　踊おどるように人ひと影かげが飛び込んできた──白銀の特甲／プラチナブロンドの髪かみ／青い瞳／国連都市で水無月と一緒にいるとき会った──〝青馬モレンツ〟

　データ＝ＭＰＢに属する特甲児童──夕霧・クニグンデ・モレンツ＝自然と伝わる透とう明めいな心／雛がもたらした爆炎に怯ひるみもせず──見えない敵がいると悟っているが恐怖の色もなし。

　接続官コーラス同士のユニットに参加していた一人──今は現場に出動／してみると先ほど自分のレベル３を還送してくれたのは彼女だったのだ──見えない別の誰かがいるのではなかった／迅じん速そくに動き回るその姿を目で追えなかっただけ──漠然と理解／他に辻つじ褄つまが合わず。

　すさまじい金属音──夕霧が見えない敵の爪に襲われた。

　夕霧の両りよう腕うでが引き裂さかれる／腹の特甲におぞましい爪痕──転てん倒とうしながら再転送。

　ひび割れた声──介かい入にゆうするノイズまみれの無線通信。《青い目。嫌きらいな目だ。君も潰つぶしてあげるよ》

　光葉の声──やはりレベル３の炎でも死ななかったカカシ少年。

　雛＝歯を食いしばる──できると思ったのに／彼らを焼き尽つくせると思ったのに／気づけば涙なみだが流れていた／悲しいのか悔しいのか夕霧に助けられて安心したのかもわからず。

　ごっちゃになった気持ち──まだ半ば夢の中にいる感覚／悲しさと安あん堵どと暗い悪夢のおぼろげなビジョン／夕焼け色に満ちるマンションの一室の光景──地じ獄ごくの始まりを告げる部屋に再び引き戻もどされてゆく。

　お前は無力ではない──ミツバチたちがささやく──もう一度やればいい／今ならあいつも油断している／自分ならやれる／心を振ふり絞しぼれる／やると決めたことをやれ──やり遂とげろ。

　夕霧＝多数の杭打パイルち器バンカーを腰よう部ぶに転送──ワイヤーつきの杭くいをそこらに放つ／殺人ワイヤーによる網あみの目──見えない敵の位置を浮うかび上がらせるための結界──反応あり。

　蜘く蛛もが張り巡めぐらせた糸の震しん動どうで獲え物ものがかかったことを知るように──ワイヤーを薙なぎ払はらう／切り裂かれた水みず銀がね色いろの羽が宙を舞まう──致命打に至らず。

　光葉の逆ぎやく襲しゆう＝キラキラ光る爪──今度は夕霧の両足がまとめてもぎ取られた。

　寸断されたワイヤーの網の目──夕霧＝地下道の入り口で転倒／残ったワイヤーで自分の体を引っ張る／光葉の追撃をかわしながら再転送──新たな両足でコンクリートの川かわ縁べりに着地。

　そのときには雛の中で再びミツバチたちのささやきが満ちていた──燃え盛さかるエメラルドの輝きとともにもたらされる力。《特甲レベル３を転送します》

　雛＝とんでもない体調の悪さ／とんでもない接続酔い／とんでもないフロー状態に見舞われながらやるべきことをやった──侵しん犯ぱん的ブレークアウト＝すぐそばにいる光葉へ。

　先ほどサードアイが雛を通して鳳に侵入しようとした経路を逆侵入──すでに閉じたゲート／だが僅わずかながら光葉とつながった／ノイズに満ちた心に触ふれられた──位置がわかった。

　そのときにはトパーズに輝くレベル３に身を包まれている──背のタンクから気化学兵器を大量放出／一秒とかからず混合──カキンと音を立てて点火。

　超ちよう高熱の巨きよ大だいな火の玉が勃ぼつ発ぱつ──瞬時に爆炎の積乱雲と化して天高く高熱の牙きばを迸ほとばしらせ、頭上にあった鉄橋を熱で歪ゆがませ、ついで橋そのものが松明たいまつのように燃え上がった。

　雛＝ほとんど意識を失いながら浮ふ遊ゆう／マスターサーバーを経由したＡＩ群のＨＡ連結クラスタと代理人格を構成──切りフエイ替えルオー機能バーにより代理人格が転送を保持──第一目的＝光葉の抹まつ殺さつ──第二目的＝白露の抹殺──その後の目的は設定せず＝力を制限することになりかねない、自分が打撃を負わないとか無事でいるとか正気を保つといった項こう目もくは一いつ切さい無視。

　羽で顔と全身を覆われ、ついで透とう過か防ぼう壁へきで姿を消す寸前、かすかに残った意識のかけらが、爆炎の圏けん外がいに退たい避ひした夕霧の存在を認めた──さすがにこちらへ来ないはず／彼女だけは吹ふき飛ばさずに済むはず。

　だがやがて少女の存在すら意識から消えた──激しいフロー状態を受け入れた。

　仲間殺し──もしそれがレベル３の特質なら／同士討うちの危険を常にはらんでいるのなら／こうして特甲猟兵どもとつながればいい──狂った彼らの仲間入りをして存分にやってやれ。
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「レベル３だ！」乙＝手をつないだ陽炎へ。「オレの仲間がワニに食われた！　レベル３に！」

　トンボの羽がもたらす高速飛ひ翔しよう──陽炎とともに第二ラツフ十六ルズシ区テイの河岸へ。

　状じよう況きよう──鉄橋付近に雛／見えない敵／別のＭＰＢの特甲少女──雛がもたらす爆炎の渦うず。

　状況──鳳ＶＳ特甲猟兵──敵は馬ば鹿かでかい大たい砲ほうに乗って空を飛ぶおかしな兵装。

「私を下ろしてくれ！」陽炎の切せつ迫ぱくした叫び──現場までまだ距きよ離りがある／だが陽炎の特甲の特性──特大ライフル＝長距離支し援えん──最適な地点に投下してやるべき。

「了解ヤー！」すぐさま応じる＝手を離す──ビルの屋上へ。

　鮮やかに着地する陽炎──すぐさまライフルを構える／地上を狙ねらう／仲間と通信。

　乙＝鳳を支援──赤あか銅がね色いろの特甲猟兵に向かって迫撃上じよう昇しよう。

　鳳の掃そう射しや──乙の迫撃──声をかけ合うことなくぴったりのタイミングで挟きよう撃げき態勢へ。

　にわかに転進するガンバイク──くるりと身をひねる／砲身が地上を向く／真っ逆さまに下降──挟撃をかわすゆいいつの選せん択たく。

《乙さん！》鳳＝追撃の号令──自分もさらに敵の退路を遮るため回り込んで下降。

《了解ヤー！》乙＝鋭く進路変へん更こう──敵の急降下へ直角に迫撃。

　特甲猟兵＝左手でチェーンのようなものを引っ張り出す／ブン回す／高速で下降というよりほとんど落下している状態で正確に乙へ投とう擲てき──連結式チエーン爆雷・マイン。

　乙＝水平飛行から素す早ばやく垂直下降──トンボの羽の機能をフルに発揮＝頭上というか足の方というか自分よりも高い位置で爆雷が一挙に炸さく裂れつ──軌き道どう修正＝再び水平飛行──敵へ迫撃。

　敵が体勢を変える＝ぐるんと九十度旋せん回かい──砲口が横を向く／乙を向く──ずどん！

　砲口がこちらを向いた瞬しゆん間かんには右方向へ全力で移動──砲ほう弾だんが左ひだり肩かたをかすめて乙の羽の左半分を粉々に砕くだいた。

　乙＝羽のはばたき停止／再転送せず／慣性に任せて敵へ迫撃──右腕の刃やいばを振るった。

　かっ──と火花が舞った／赤銅色のヘルメット／頭部に亀き裂れつ──だが切断しきれず。

　首を刎はねる気で振るった刃──敵は砲撃の勢いを活いかして後退／放物線を描えがいて落下／乙から遠ざかったせいでぎりぎり届かず。

　砲口がぐんとまた地上を向く──そのまま地面に激げき突とつするかに見えたが寸前で直角に軌道修正／羽とは根本的に異なる飛行能力／抗磁圧を攻こう撃げきでも防ぼう御ぎよでもなく飛行にのみ特化して使っている──地表付近に到とう達たつした鳳が機き銃じゆうを構えて追いすがるが間に合わず。

　本当ならそこに雛がいるのに──三人で完かん璧ぺきな要撃を成し遂げられるのに／久々の三人揃そろってのお仕事──なのに一人がおかしくなるなんて。

　赤銅色の特甲猟兵が地下道へ飛び込む──一瞬で姿を消す。

　乙＝羽を再転送／追撃態勢をとりたいが準備が必要──鳳とともに地下道の地図を確かく認にん。

　御影の軍用機体がこちらへ向かっている──もしあの特甲猟兵が地下へ逃にげる気なら戦術班と挟はさみ撃うちできる／だがもし再び地上へ出てこちらと戦う気なら出入り口は幾いくつもある。

　敵を追うべきか／雛のもとへ向かうべきか思案──にわかに視線──一条のレーザー光線。

　二百メートルほど先の地点──ビル屋上の給水塔とうの陰かげ＝探査光線──さっきまで何もいなかったのに──データ＝鳳が警けい戒かいしていた狙そ撃げき手の潜せん伏ぷく領域と大おお幅はばにずれている。

　咄とつ嗟さにガンバイクがそこへ移動したのかと思った──だが違ちがう＝狙撃用照準器の光。

　しまった──鳳も息を吞のむ／乙とともに退避行動──正確に追ってくる死の眼まな差ざし。

　打撃を覚かく悟ごしたとき、ダーンと高らかなライフルの発射音──敵ではない。

　陽炎おねーさんが撃った──乙を追っていた死の眼差しが一瞬で消える／探査から消える／ビル屋上にいた敵を退けた──迅速かつ精確きわまりない支フオ援ロー。

　だが今度は陽炎へ向けられる別の視線──対岸のビル＝鳳が警戒していた領域／付近に潜伏していた狙撃手──撃った。

　退避しようとした陽炎の右みぎ脚あしに直撃──転倒／屋上の縁ふち／打撃に構わず体勢を整える──ライフルを構えて真っ向からの狙撃合戦──そこへ新たな視線。

　二百メートルほど先の地点──先ほどの隣となりのビル／陽炎が撃ったが死ななかった相手／あるいは第三の射手がそこにいた──それとも囮おとりの照準器を撃っただけで本人はいなかった。

　鳳の声＝久々の指令。《乙さん！　ＭＰＢの陽炎隊員をフォロー！》

　乙──急速旋回／高速飛来──二対一の狙撃合戦に身を投じようとする陽炎へ向かった。

　陽炎も気づいてくれた＝探査／こちらも見ずに／ビル屋上から何もない虚こ空くうへ躍おどり出た。

　おねーさんがそこまで自分を信頼してくれていることに驚おどろき／歓かん喜き──右手を伸のばした。

　陽炎の左手が宙へ差し出される──つかんだ──ありがとうとも助けてとも言わない陽炎＝乙と連れん携けいして戦うことを当然とみなす叫さけび。「来るぞ！」

　返事をする代わりに陽炎を狙う二つの光線のちょうど交こう錯さくしそうな辺りに飛び込んだ──自分を狙撃の標的に／どのみち自分では手の届かない相手／陽炎にしか届かない敵たち。

　左腕でガード──右手で陽炎を宙へ引っ張り上げた。

　近い方＝二百メートル先の敵の狙撃──乙の左腕に激しい火花／衝しよう撃げき／第二関節が損そん壊かい。

　陽炎＝宙で一瞬の静止／一秒にも満たぬ無重力状態──ダダン！──撃った＝立て続け。

　二百メートル先の狙撃手──鳳が警戒していた対岸の狙撃手──次々に探査情報が到とう来らい。

　命中──百二十度余りも銃口を左右へ移動させながらの早はや業わざ／神業──おそらく敵集団の指揮官を兼かねていたであろう狙撃手×２へ反撃──途と方ほうもない成果。

　敵の視線が今度こそ探査から消失ロスト──狙撃手たちの生死不明／倒れて動けないか逃げ去さったかも不明──だがさらなる狙撃の気配はなし。

「あっはははは、ドキドキしたーッ！」たまらない心地ここちよさ──陽炎おねーさんと連携して戦える痛快さ／下を見ると陽炎の美び貌ぼうもこちらを見上げていた──微び笑しよう＝こともなげな顔。

　ますます嬉うれしくなる──もしこの陽炎と戦うとしたら三メートル以内まで近づかないと絶対に勝てない＝ドージョー通いのたまもの／つい強敵との対決を心に思い描いてしまう。

　陽炎の方は乙との対決など考えてなさそう──下降＝河岸へ──乙＋陽炎＝はかったように、ぱっと手を離はなす──陽炎の着地／すでに損傷した脚は再転送済み／ちらりと陽炎が頭上を向く──見送られながら急上昇＝鳳のもとへ。

　鳳──消えた特甲トツコー猟りよう兵へいを警戒／新たな狙撃手を警戒／どちらも襲ってこず──乙へ。《戦術班が地下道の各所を封ふう鎖さ。雛さんを確保して特甲猟兵を追いますわよ──》

　唐とう突とつに警告──抗磁圧のヘルメット／羽の探査──いずれも毒性に満ちた空気を感知。

　鳳＋乙＝愕がく然ぜんと下を見る──燃え盛さかる橋のそばで急激に膨ふくらんでゆく燃焼性の気体。

　戦せん慄りつするほど巨大な爆ばく弾だん──目に見えないそれがさらに膨ぼう張ちよう／複数の気体が混合／ＡＰ爆弾に等しいかそれ以上の威い力りよく──そのそばにＭＰＢの特甲少女＝夕霧・クニグンデ・モレンツ。

　それより離れた所に陽炎──空気の変貌を悟さとって立ち止まる／夕霧が見えない爆弾のまっただ中にいることに気づいて愕然となっている。

　夕霧──その腕うでに燃えるようなエメラルドの輝かがやき＝レベル３の転送──爆弾に吞み込まれながら雛と見えない敵の両方を阻そ止ししようとしている。

　いったいどうするべきか──すぐに静せい穏おんさが答えを教えてくれた──仲間を助けろ。

　ほとんど同時に鳳の指示＝聞き慣れた号令の声。《乙さん！　ＭＰＢの夕霧隊員をフォロー！　見えない敵を牽けん制せい！　雛さんに接触し、接続官コーラスの力でレベル３を還送！　できますわね！》

　要撃小隊のスピードスター──乙の飛翔速度ならできると判断した／雛のレベル３の無差別攻撃が始まる前に接触できるとみなした──乙が思っていることをそのまま命令。

《了解ヤー！》異論とてない急降下──鳳も乙の後を追う──響ひびき出す声。

「あーああーあーあ♪」

　夕霧の虚うつろな歌声＝接続官コーラスたちによるつながりを通して聞こえる──ぞっとなる／彼女もまたレベル３に同調している──彼女も凶きよう暴ぼうなワニを飼っている／そのワニが力を振るおうとしている／雛と見えない敵の両方を攻撃する気でいる／殺す気でやらなければこの場にいる全員が危ないと判断しつつある──この上なくまずい。

　フォローどころではない──雛を助けるためにＭＰＢの特甲少女を力ずくで止めねばならないというシチュエーション──だがそうすると自分が雛に吹き飛ばされるかもしれない。

　また何かが探査にヒット──河岸の地下道＝ドドドドドドと轟とどろき──にわかに飛び出す影かげ。

　陽炎が立つ河岸の下の方──斜壁の下で禍まが々まがしい黒くろ鉄がね色いろの特甲猟兵が出現＝水しぶき。

　何という嫌いやなタイミング──陽炎と特甲猟兵が真っ向から対たい峙じ。

　乙＋鳳＝真っ直すぐに下降──目前で膨れる一方の見えない爆弾──見えない雛を探して正気に戻もどす／見えない敵を撃退──または夕霧を止める／新たな特甲猟兵と戦う／陽炎を助ける。

　いったい何を選ぶべきか──鳳が再び命令を下しかける＝咄嗟に息を吞む。

　乙＝困こん惑わく／にわかに光明──突とつ如じよとして弾丸のように飛び込んできた存在。

　新たに誰かが現場に到来──燃え盛る橋をものともせず突つっ走って跳ちよう躍やく／河岸のコンクリートに着地するや否いなや疾しつ走そう──迷いなどひとかけらとして持ち合わせていない無む謀ぼうそのものだが感動的ですらある驀ばく進しん力──見えない爆弾の爆グラウ心ンド・地ゼロへ怖こわい物知らずの直進。

　漆しつ黒こくの特甲をまとう少女──その問答無用で有う無むを言わせぬ怒ど鳴なり声が炎ほのおの轟きを貫つらぬき、あるいはユニット化した接続官コーラスによる伝達で、その場に集つどう全ての特甲児童の脳のう裏りに響き渡わたった。

「あたしに任せろっ!!」
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「仲間を任せたぞッ!!」声──ＭＰＢ遊撃小隊長＝涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ──その端たん的てきかつ強ごう引いんであるがこの上なく頼たのもしい意志に満ちた叫び。

「了解ヤー！」鳳＝迷いなき即そく応おう──地表ぎりぎりで転進＝急上昇──涼月の背を見送りながら再び空へ──指示＝乙へ。《夕霧隊員をフォロー！》

　乙＝地表付近で転進──涼月を追う／その向こうに攻撃態勢に入った夕霧の背──涼月の猛もう烈れつな怒鳴り声。「お前のバイオリン弾ひきは地下のトンネルの中だ！　行けッ夕霧っ!!　あたしたちも後から行く!!」

　驚きよう嘆たんすべきことが起こった──夕霧の身を包もうとしていた燃え盛るような輝きがぱっと消失／夕霧の虚きよ無むに満ちた歌声がぴたりとやむ／レベル３に引き寄せられていた夕霧の心が一いつ瞬しゆんで引き戻された──小隊長さんの怒鳴り声だけで。

　ドージョーでゼンを習うときのセンセイのカツさながら──自分が悟るのではなく人を悟らせるための声──やっぱりとってもカッコイイ小隊長さん──感動しながらまた転進。

　夕霧の転進──乙の追つい随ずい──ともに地下道へ飛び込んだ──背後でエメラルドの輝き。

　涼月が転送したレベル３──燃えるように輝く二つの拳こぶし──心を奪うばわれもせず。

　鳳＝黒くろ鉄がね色いろの特甲猟兵へ──あの下げ劣れつで野や蛮ばんでいやらしい猿さると真っ向から対峙せねばならなくなった陽炎の背後へ飛来──陽炎と特甲猟兵が直線上に──〈戦犯法ほう廷てい事件〉でともに特甲猟兵を退けた紅あかい特甲少女──彼女ならわかってくれるという思いとともに機銃を構えながら吶とつ喊かんの声を上げていた。「やァ────ッ!!」

　陽炎のダダダ背後かダダダら掃射ダダダを敢行ダダダして直ダダダ進するダダダ特甲猟ダダダ兵へ火ダダダの雨をダダダダ浴びせダダダダかけたダダダ！──確かにわかってくれた陽炎＝微び動どうだにせず／鳳を信頼して動かず／それ以前に驚きよう愕がくで凍こおりついているのかもしれず──構わず掃射──おびただしい弾丸が陽炎の体のそばを通過／むろん一発として陽炎には当たらず──いつかの地下道での借りをたっぷり返してやった。

　陸王＝めった打ち──火線の雨を真横から浴びる／機銃も盾たてもまともに構えることもできず──両足の車輪が火花を散らす／Ｓ字走行──火線から必死に退たい避ひ。

　鳳＝今度は自分が陽炎のそばを飛び抜ぬけながら急上昇──退避する陸王を追撃。

　陸王＝怯ひるまず機銃を掲かかげる──火線の応おう酬しゆう＝地上／上空──あれだけ被ひ弾だんしたにもかかわらず再転送もせずに戦せん闘とうを継けい続ぞく──特甲猟兵の桁けた外はずれのしぶとさ。

　ダーン！　そこへ鋭するどい一撃──必中の射撃＝陽炎──陸王の軌道を完全に読んだ。

　右足の車輪を撃ち砕かれる──陸王＝左足だけでそのまま器用に走行／大きく弧こを描く／機動力を奪われても再転送せず──おそらく転送限界のせい──と思いきや高々と跳躍。

　宙でヘルメットが開く＝叫び。「よ～け遊んだわ～、覚えとれよメスガキどもがァ、次はバラバラにしたらァーやァ!!」

　とことん下劣な猿の捨て台詞ぜりふ＝地下道へ飛び込んで今度こそ姿を消した。

　そのときには橋の方でついに爆炎が勃ぼつ発ぱつ──そして対岸の地下道の暗くら闇やみから、強きよう烈れつな抗磁圧がもたらす、どーんという爆音が轟いていた。
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　正気を失うずっと前に揺よう籃らん状態に埋まい没ぼつ──ＡＩ任せの代理人格にスイッチ／情報汚お染せんもフロー状態も狂きよう気きもぎりぎりまで防ぐために──真っ黄色に輝く父親の寝しん室しつにいた。

　いびきをかく父親の枕まくらの下だけでなくその体を覆おおうように何本も何本もパイプ爆弾を置いた／実際は初めて作った自信作の一本しか使わなかった／幻まぼろしの揺ゆりかごの中でその瞬間を延々とリフレイン／まるで父親の棺ひつぎの中を花でいっぱいにするように──心の底に巣くった父親というビジョンを花束代わりの爆弾で埋まい葬そうするように。

　山と積まれた爆弾──父親のいびきがふと止まった。

　代わりに部屋中がぶんぶん鳴り始める──ハチたちが困惑したようにささやく＝そっちを見るな／そっちを見るな／そっちを見るな──だが雛は見た──夕焼け色に輝く窓を。

　窓の外に広がっているはずの空気爆弾──気化学兵器がもたらす毒に満ちた爆心地に、燃え盛さかるようなエメラルドの輝きが起こった──次の瞬間、そちらへ意識を引き寄せられた。

　侵しん犯ぱん的ではない／協同的でもない何か──何が何だかわからないつながり。

　有無を言わさず強引で問答無用の轟き──完璧なる空白──窓が木こっ端ぱ微み塵じんになった。

　壁も／空気に満ちたはずの爆弾すらも──ぽっかりと穴が空いたように消えていた。

　カキンという音＝代理人格が点火した──消えた窓と壁の向こうでまばゆい光が勃発。

　急激な爆燃現象──超ちよう高温の雲が発生──なのにぽっかりと空いたままの穴に二つの影。

　一つは拳を振ふりかぶる漆黒の特甲少女──もう一つは水みず銀がね色いろの特甲猟兵──どかん！

　少女の拳が特甲猟兵の爪つめと腕を砕くだいた──仮面にヒット──一方が雛の視界から消失。

　手にしたパイプ爆弾の束を取り落とす──幼い雛＝棒立ち／目の前の光景にひたすら呆ぼう然ぜん／こんなの自分の揺りかごの光景じゃない──ハチたちが怯おびえて騒さわぎ出す／輝きに照らされる。

　黄色い輝きではなくエメラルドの輝き──少女が窓があった辺りに立って拳を振りかぶる。

　パーンとガラスを叩たたき割ったような音──幼い雛も／爆弾の束も／埋葬された父も／決して戻りたくないのに消えてくれない部屋も──何もかも砕け散って消えてしまった。

　遠ざかる黄色い輝きとハチたちの羽音──揺りかごが消えてのち透明な空白に満たされたそこに傷だらけの雛がぽつんと立っていた──右手に何かを握にぎったまま。

　手を開いて見る前に何なのかわかった──白紙のコイン。

　最後まで何ものにも刻印されざる自分──どんなにみじめでちっぽけでもお前はそれを握りしめたまま守り抜いてきたんだという声──誰がそんなことを言ってくれているのだろうと疑問に思った途と端たん、いきなり真っ黒い人ひと影かげが突っ込んできて正面から激突した。
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　透とう過か防ぼう壁へきを粉ふん砕さいしながら突進＝涼月──宙の雛に激突＝顔／胸／腰こし／変貌した手足／とにかく体中に衝撃／二人が全身で接触──接続官コーラスたちがここぞとばかりに全力でブレークアウト。

　雛──ぱちりと目を覚ます／エメラルドの輝きとともに自分の特甲がレベル２に戻される／もんどり打って倒たおれたかと思うと誰かの手で抱だきすくめられる──じたばたもがく。

　自分のレベル３が消えたからには空気を操作できず周囲から炎が雪崩なだれ込んでくるはずだという危機感──だが燃え盛る音ばかりで致ち死し的な高熱の奔ほん流りゆうはなし／ぼそぼそいう声／何かを言っている──よく聞こえない。

《まったく君ってやつは》代わりに電子の声──水無月＝ＡＩ越ごし。《いったいどうしたら、これだけ酷ひどい目に遭あえるんだ？》

　答えられず──答える前に電子の戦いに再び没ぼつ頭とうする水無月／答えなくても別にいいと言ってくれている──訊きいたんならこっちが答えるまで待っててよと言いたくなる──答えることもできないくせに。

　自分はいったいどうしてこんな目に遭っているのか／そんなのわからない／わからないけどやるしかない──他ほかにどうしていいかなんてわからない。

　気づけば誰かに押し倒された姿勢で空一面を覆い尽つくす火の粉の群を見ていた──自分の中のフロー状態と呼ぶにふさわしい混乱した精神を誰かの手で木っ端微塵に撃うち砕かれたついでに綺き麗れいさっぱり焼き尽くされた後の光景のよう──なぜか涙なみだが溢あふれた。

「うぇっ……」嗚お咽えつ＝こらえていたはずの怯え──自分に覆い被かぶさる者が誰であれ唇くちびるを震ふるわせて告げた／どんなにみじめでちっぽけでも握りしめたまま守り抜くべきもののために。「逃にげない……ボク……」

　だが呆あきれたような優やさしいような苦く笑しよう混じりのような声。「さっさと逃げてもいいんだよ」

　相手がよっこらしょと起き上がる──再転送される特甲トツコー／エメラルドの輝かがやき／レベル３から元の特甲に戻るＭＰＢの小隊長さん──姿を消したはずの自分を見つけてくれた／地下道で溺おぼれた雛の手をつかんでくれたように──もとの正しい場所に連れ戻してくれた。

　手を差し出された──涙でぼやけるそれを握った／ふらふら身を起こした／気づけば高熱もフロー状態も接続酔よいも消えていた──まるで魔ま法ほうのように。

　口を開きかける──〝今、逃げていいって言ったのぉ？〟──訊く前に小隊長さんがにやりと笑えみを浮うかべた／さも生きてて良かったなというように／地下道で息を吹ふき返したときのように／別に逃げてもいいんだよというように。

　こらえていたものが堰せきを切って溢れ出す──とても言葉にして整理することなどできない感情の爆ばく発はつ／もう何が何だかわからなくなってとにかく叫さけびたくて／父親を吹き飛ばして以来ずっとそんなことなかったのに／きっと特甲児童になる運命を辿たどってから初めてかもしれないというくらい──ただひたすら声を上げてわんわん泣いた。
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　乙──白銀の特甲少女とともに地下道へ／激しく老ろう朽きゆう化か／砂じや利り／水たまり／錆さびた線路／そこら中に邪じや魔まな柱──いきなり周囲が明るく照らされた＝雛が放った爆炎が流れ込んできた。

　炎とともに迫せまるノイズ──訳のわからないひび割れた金切り声。

　見えない敵が飛び込んできた──雛の近くにいたはずなのに／おそらく撤てつ退たいを命じられた／もう一人の特甲猟兵と連れん携けいして逃げ切れと命令された──だがせめて鬱うつ憤ぷんを晴らしたくて乙＋夕霧を引き裂さいてから去ろうというつもりでいる──見くびるなと言いたくなる。

　夕霧＝見えない敵の気配を察知するやたちまちワイヤーをそこら中に展開──肉眼どころか羽の探査ですら咄とつ嗟さにとらえにくいほど細い切断器具／扱あつかいにくいことこの上ない武器を自在に駆く使し×十本×多数──もっと増えてゆく──まさに結界。

　地下道全体には張り巡めぐらさず──乙が自由に通れる道を残しておいてくれている。

　とんでもない早はや業わざ／雛なみのトラップ作り／ワイヤーの乱らん舞ぶというカタナとは別次元の斬撃──もしあの人と戦うとしたらどう戦うべきだろう／優すぐれた使い手に対する敬意であるとばかりについ対決をイメージ──ドージョーで一いつ緒しよに稽けい古こしてくれないかなと割と本気で思案。

　地下道が照らし出されてから数秒後──火か炎えんの渦うずが雪崩れ込んできた。

　高熱で溶とけた水銀色の粒つぶがキラキラ光る／ガラスの爪がきらめく／本体はなおも透過機能を維い持じ──だがユニット化した接続官コーラスたちが発生するノイズをもとに位置を推定──ワイヤーの一つが千切れて完全に特定された。

　乙＝迅じん速そく旋せん回かい／柱の間を飛ひ翔しよう／タイミングを合わせた──夕霧が真っ向から見えない敵へワイヤーを薙なぎ払はらった──その横から十字を描えがくように右みぎ腕うでの燃える刃やいばを振るった。

　弧を描く殺人ワイヤー／高速迫はく撃げきする灼刃ヒート機能ブレイド──異なる切れ味＝見えない敵を挟きよう撃げき。

　一いつ閃せん×二──敵＝襲しゆう来らいのために掲げた爪＋腕で咄嗟に防ぼう御ぎよ──かっと火花が舞まい散った。

　夕霧のワイヤー＝敵の左手首／胴どう部ぶ──乙の刃＝敵の右腕／胸部──ほぼ同時。

　けたたましい叫び──血が舞った／叫びが途と切ぎれた──水たまりが跳はねて敵が倒れたことがわかった途端、迫り来る炎ほのおに吞のみ込まれた。

　双そう腕わんの刃を輝かせる乙──ぎりぎりでワイヤーとすれ違ちがう／千切れた敵の両腕が砂利の上で転がった／それらも炎に吞まれた／敵の生死不明／ノイズも途と絶だえた／仕留めたかもしれないしそうでないかもしれない──少なくとも反撃の気配なし。

　炎が弱まる＝夕霧はとっくに通路の奥へ退避──ふいに別のノイズ──乙＝そちらの敵を探査すべく先行／飛翔──奥の暗闇へ。

　広い空間＝使われなくなった地下鉄のホーム──剝はがれ落ちたタイルの山／錆さびだらけの壁かべ＋床ゆか＋天てん井じよう──キリキリキリキリ軋きしむような音を立てて浮ふ遊ゆうする白しろ銀がね色いろの特甲猟兵。

　白露＝〈戦犯法廷事件〉でとんでもない破は壊かいをもたらした敵──右手の斧おのを一閃。

　壁／柱／床──まとめて切断／飴あめ細工のように歪ゆがむ──抗磁圧の一撃。

　とてつもない切れ味を持つ爆風というべきしろもの──ぎりぎりでかわした／衝しよう撃げき波はに耐たえた／トンボの羽の力をフルに発揮／瓦が礫れきを避よけて切迫──渾こん身しんの迫撃＝左腕の灼刃ヒート機能ブレイド。

　一閃──白露の左腕の盾に弾はじかれた／仮面をかすめた／盾と仮面の両方に損傷──敵が防御のためにまとっていた抗磁圧を切り裂いて刃が届いた──よし。

　急速反転／旋せん回かい／敵の背後で高速Ｕターン──迫撃第二弾＝右腕の灼刃ヒート機能ブレイド。

　白露＝回して遊ぶ玩具おもちやのように宙でくるりと振り返る──同時に斧を横に薙ぎ払う。

　抗磁圧の見えない爆風──刃のような切れ味ではなく巨きよ大だいな棍こん棒ぼうのような衝撃。

　攻こう撃げきの形態を変えられた──避けられず／背の羽が砕け散った／全身に打撃／構わず腕を振るった──鋭い手刀＝敵の盾のど真ん中で受け止められた。

　ドン！　盾から爆風──あまりの衝撃に叫び声を上げた──どこかの暗がりへ／砂利や壊こわれたタイルやよくわからない残ざん骸がいの上を転がった。

　脳のう裏りにこだまするワニの笑い声──強烈なフロー現象の余波＝あいつに接せつ触しよくしたから／見えない敵にも切りつけたから／彼らのどす黒く濁にごったビジョンに引き寄せられそうになる──レベル３を転送したくて仕方なくなる自分──必死に抑おさえ込みながら羽を再転送。

　白露の特甲の輝き＝遠くで斧を振るう──間にあった柱が真っ二つに＝刃の抗磁圧。

　それが届く前にさっとかっさらわれた──分厚い腕／機械仕じ掛かけの腕力／それまで乙がいた空間に爆風が吹き荒あれる──がしゃん・がしゃん＝アームスーツの疾しつ駆く音。

《大だい丈じよう夫ぶか、アリス！》日向の青い水牛──ようやく到とう着ちやく／左手に乙を抱いだく／右手の機き銃じゆうをかざす──だが咄嗟に掃そう射しやできず。《ＭＰＢの特甲児童か？》

　乙＝どうにか衝撃から回復──水牛の肩かたにしがみつく／羽の探査で夕霧が何をしているか理解──意味がわからず。

　日向が撃てない理由──白露へ歩み寄る夕霧──夕霧を振り返る白露──両者攻撃せず。

　夕霧＝左腕にエメラルドの輝き──それまでと違う形状＝電子戦のためのものらしい腕。

　だがそれで攻撃する様子もない──白露にブレークアウトを仕掛けるというのでもない。

　両手を広げる──迎むかえ入れるというように／あるいはただ棒立ちになって相手に身を委ねるというように。

　日向が息を吞む──乙も動けず──夕霧が何をしようとしているのか皆かい目もくわからず。

《白露さん》両手を広げる夕霧──その呼びかけがユニット化した接続官コーラスたちを通して乙にも聞こえる。《夕霧です……白露さん。聞こえますか》

《君の声だ……》苦く悶もんするような声＝白露──乙を驚きよう愕がくさせる／戦せん慄りつさせる／その白銀色の特甲から突とつ如じよとしてどす黒いイバラの群が溢れ出るイメージが浮かぶ。《血が欲しい。君の血。君が……欲しい》

　白露を通して激げき烈れつな侵犯的ブレークアウトが仕掛けられている──敵の電子のイバラが夕霧の脳内チップへ侵しん入にゆうしようとしている。

　夕霧は動かず──何もかも受け入れている／何もかも差し出す気でいる／もしかすると今まさに電子戦で相手を制圧しようとしているという乙の期待──だがそんな風にも見えず。

　白露もなぜか攻撃しない──電子的な攻撃は白露の仕し業わざではない／夕霧の目の前にただ移動／その口元を覆おおう甲かつ冑ちゆうがバシャッと音を立てて開く／桃もも色いろの唇／ほっそりした白い顎あご。

　夕霧＝透明な哀かなしさをたたえたおもて──やがてその抗磁圧のヘルメットをオフにした。

　そして白露が顔を夕霧の首筋に寄せた──二人とも彫ちよう像ぞうのように動かなくなった。

　乙──わけがわからない／あまりのことに思考停止／何をすればいいかもわからず。

　警告＝接続官コーラスたち──夕霧を激烈な電子の侵食が襲おそっていることを報しらせてきている。

　かと思えば夕霧の特甲がエメラルドの輝きとともに還送──特甲なしの通常の姿に／そのまま両腕を白露の甲冑に回した／その首から流れる一筋の血──まるで吸血鬼だ。

　白露が夕霧の首に食いつき血をすすっているのだと理解──幻げん想そう的な倒とう錯さくの美などというものなどかけらも感じず／ひたすらおぞましいとしか思えず──産うぶ毛げが逆立つ嫌けん悪お感かん。

　水牛の肩を蹴けって飛んだ──白露という狂くるった特甲猟兵に対する気持ち悪さに対し、本能的な怒いかりの声を上げて迫撃。「あ────ッ!!」

　白露が少女の首からやっと顔を離はなす──斧の一閃──乙の目の前で砂利が爆発。

　咄嗟にかわすも姿勢がぐらつく／心がぐらつく／どう飛び込めばいいかわからず──何やらおかしな精神的ショックに戸と惑まどう。

　白露──電子の侵食で意識を失った夕霧の体を錆と埃ほこりだらけのホームに横たえる。

　再びぎざぎざの仮面に覆われる前に、血で真っ赤に塗まみれた少年の唇が、歓かん喜きをたたえているのが見えた──そして改めて乙に向き直って高々と斧を掲かかげた。

　斧を持つ手に火花が爆はぜた──ダーン！──暗くら闇やみの向こうからの狙撃。

　夕霧と白露がいるホームの向こうのトンネルに輝き＝紫むらさき・黄──探査に浮かぶ姿＝黒・紅。

　仲間たちが来てくれた──たまらない安あん堵ど感かんとともに猛もう然ぜんと迫撃。

　白露＝さっと夕霧の体に手を伸のばす──少女を奪うばって逃げる気だと知れた／けだものが人に食いつこうとしているような姿／こんなやつに掠さらわれたら何をされるか想像もできない忌いまわしさ──打撃覚かく悟ごで斬きりかかった。

　振ふり上げられた斧──乙の右腕が一発で粉々に／左腕を振るう余よ裕ゆうもなし／ホームの天井に激突＝羽をへし折られながら腐くさったコンクリートにめり込んだ。

　そこへ第二の狙撃＝白露の仮面で弾だん丸がんが火花を散らせる──ついで弾丸に等しい勢いで飛び込んできた涼月＝燃え盛さかるエメラルドの輝きに満ちた右ストレート──乙＝天井から落ちて白露の頭上から襲いかかった。

　白露＝足あし下もとの夕霧ごと無差別に吹き飛ばせず──斧を薙ぎ払う／盾たてを頭上へかざす。

　涼月＝抗磁圧の一撃を相そう殺さいするレベル３の拳こぶし──すかさず左フック──白露のボディへ。

　乙＝羽を再転送／盾から放たれる抗磁圧をかわす／衝撃波を利用して回転／旋回──足＝小型の溶よう断だん機能つき刃を現す──渾身の一閃──白露の胸へ。

　拳＋刃の一撃＝がら空きの胴どう体たいへ──抗磁圧のサーキットたる甲冑＝激しい火花／衝撃を防ぐ／だが二方向へ抗磁圧を放ったせいで防ぎきれず──いかなる攻撃にも微び動どうだにしなかった甲冑が真っ直すぐ後方へ弾き飛ばされた。

　壁に激突する前に宙で停止＝滞たい空くう──夕霧から離れた途と端たんに猛もう烈れつな掃射＝鳳──反対方向から青い水牛の機銃掃そう射しや。

　白露＝火線の雨を浴びながら斧を振りかざす──斧を持つ手に再び狙撃＝甲冑の手甲に亀き裂れつ──盾を掲げて火線をしのぐ。

　ホーム中央に涼月＋乙＋陽炎──夕霧を取り囲む。

　両りよう端たんに鳳＋青い水牛＝絶え間なく掃射──そして火線の雨の上を飛ぶ黄色い輝き＝爆ばく雷らいの束を一挙投とう擲てき──白露の頭上──天井。

　点火──ついでにこっそり呼び寄せていた小こ蟹がにを五体ほど上階で炸さく裂れつさせた。

　フロアの上下で爆撃──老ろう朽きゆう化したコンクリートが崩ほう壊かい／鉄筋が折れ飛ぶ／土砂が噴ふん出しゆつ──白露目がけて何トンあるか知れない石と土と鉄の滝たきが降り注いだ。

　ドン！　抗磁圧の衝撃＝白露──土砂崩くずれに対してではなく自分の足下へ／下階へ大穴を空けた／雪崩なだれ込む土砂とともに姿を消した──ドン！──さらに下層へ＝生き埋うめにならないための選せん択たく／夕霧の簒さん奪だつを諦あきらめて生き延びた／どこかの空間で退たい避ひしたに違いなかった。

　上下階の崩ほう落らく──ホームに亀裂／天井に亀裂／壁が砕くだけ散る──涼月＝夕霧を抱かかえてホームから飛び降りる──後に続く陽炎──元来た道を疾しつ走そうして退避。

　青い水牛＋乙──ともに身を翻ひるがえす／日向がやって来た道／鳳＋雛も追った。

　老朽化のため埋めるか丸ごと下水道にする予定だった地下トンネル──完全崩落。

　別々の側へ退避した特甲トツコー児童たち──ＭＳＳ／ＭＰＢ──通信にノイズ／組織を超こえた電子的つながりが解除されてゆく／接続官コーラスたちの限界／マスターサーバー同士の連結の限界。

　ふいに声。《……たら……みんな……行こうぜ……》ノイズまみれ──ぶつぶつ断絶／だがはっきりこちらへ届く単語。《……スシバー……》

　ＭＰＢの小隊長さんの呼び掛かけ／別れ際ぎわの挨あい拶さつ──鳳＋乙＋雛──きょとんとなる／顔を見合わせる／急に緊きん張ちようが解ける──鳳がぷっと噴ふき出す／乙がからから笑う／雛まで珍めずらしいことにくすくす笑う──走る水牛の中で日向だけがついていけず。

　やがて出口へ──完全に解除された別組織とのつながり／消えずに残る信しん頼らいを抱いて笑い声を響ひびかせながら──光の下に出た。
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　ＭＳＳ本部ビル＝長官室──モニター群の前のヘルガ＝そのおもてに会心の笑み──デスクの上の電話を振り返る。「今しがた解体されたＡＰ爆弾を、当本部ビルに収容しましたわ」

《素す晴ばらしい働きだった》スピーカーモード＝イグナツ上院議員の喜びの声。《ここにいる気むずかしいお歴々も手放しで君たちを賞賛しているよ》

「ですが当とう該がい地区の被ひ害がいは、予備電線をふくめ、甚じん大だいと言わざるをえません」あえてマイナス要素を口にする──思った通りイグナツの明るい声に遮さえぎられる。

《だが人的被害はない。忌まわしい武装犯罪者たちを除けばだがね。彼らの攻撃手段であるＡＰ爆弾が治安組織の手で回収されたことは国家的な朗報だよ。国際社会もこの国の努力を認めてくれる。それに何より、とんでもない数の逮たい捕ほ者もいることだしね。これで諸外国は、この国に巣くう犯罪組織は壊かい滅めつしたとみるだろう》

「まだまだ油断できませんわ」ヘルガ＝本心から警告──ここぞとばかりに主張。「主犯と目されたハンス・Ｗ・クラインは現場に姿を見せていません。敵グループの指揮を執とっていたであろう人物たちも確保できておらず、国家を裏切った特甲猟兵たちも逃とう走そうしたとみられます。彼らが負傷した可能性はありますが、今なお健在とみて積極的に捜そう査さすべきです」

《いやはや、正義の女め神がみもかくやという厳格な態度だな》イグナツ──おそらく近くにいる法務省か内務省の人間が言ったことをそのまま伝えている。《称しよう賛さんと信頼を込こめて、こう言わせてもらうよ。国民党はＭＳＳを首相直ちよつ轄かつの組織にすることに賛成だとね。いずれＢＶＴからも独立し、〈特憲コブラ〉や〈第二作戦部隊〉とも異なる指揮系統を持つ組織となるだろう。もちろん君という有能なトップのもとで。そのために必要な法案については、何も心配いらないとだけ言っておこう。それほど待つ必要すらないだろうともね》

　今度こそ浮うかぶはずの会心の笑み──だがふいに安あん堵どと寂さびしさに襲われる／目を細めて空を眺ながめる／この都市で違ちがう道を進む兄／道半ばにして世を去った婚こん約やく者──二人に別れを告げているような気分を抑えて言った。「ありがとうございます、イグナツ上院議員。必ずやご期待に応こたえ、この事件を解決に導いて御ご覧らんに入れますわ」

《信じているよ、ヘルガ長官。捜査で忙いそがしいとは思うが、よければ次に会うときまでに、独立組織としてふさわしい予算の要望書を用意しておいてくれるかな？》

「喜んでご用意させて頂きますわ」

《それでは、ごきげんよう》

「ごきげんよう、上院議員」

　通話オフ──空に目を向けたまま／審さばきという名の報むくい／許された火の全すべてを手にして歩み続けるのだ──この自分は。

　そのための道がこうして開かれた──もう決して逃のがれられないとでもいうように。




　　　　†




　ＭＳＳ本部ビル＝医い療りようフロア──車輪つき担たん架かで運び込まれた水無月／付き添そう冬真。

　水無月＝朦もう朧ろう／鼻血まみれ／接続酔よいで震ふるえている──だがそれでも意識を保った／検査室に入るまで会話を続けた。「……コピーはしたな？　……消えてはいないな？」

　はっきりうなずいてみせる。「うん。大丈夫。僕と吹雪くんが複製したから」

「僕はあのとき……自分を孤こ絶ぜつした……汚お染せんから彼女たちを守るために……」

「うん」

「自分を閉とざした……だから……きっと途と中ちゆうから情報はない……でもわかった……。レベル３は……あの子が……」

「ちゃんと解かい析せきする。約束する」

　震える頰ほお／目／なんとか冬真を見ようとする──自分の方がひどい有様なのに勇気を持てと言ってくれている。「あの子の中で……身代わりが……」

「うん、わかってる。僕は大丈夫だから。ゆっくり休んで」

　すぐに検査医が来て担架ごと運ばれてゆく水無月──検査室の外で見送った。

　それからエレベーターに乗って地下二階へ──資料閲えつ覧らん室──バロウ神父がいる個室へ。

　軽くノック。「冬真です」

「お入り」優やさしい声──入室すると綺き麗れいに整えられたデスクで紅茶を二人分淹いれていた／リウマチで痛む手で／冬真のために。「長時間の働きで疲つかれたろう」

「神父様こそ。お休みになって下さい。僕がやります」

「ちょうど淹れたところだ。よかったらどうかね？」

　優しさにぐっと胸が詰つまる思いを味わう──耐たえる。「ありがとうございます」

　せめて自分で椅い子すを持ってきて座る──紅茶を頂く／話の糸口をつかむためではなく／ありがたく相手の温かさを味わった。

「鳳には五十九番目の脳内チップが移植されている」バロウ神父──穏おだやかに切り出す／厳冬に佇たつ老オークの木の風ふ情ぜい／揺ゆるがず動じず──優しさを失わず。「植物状態の人間を目覚めさせるためのもので、〈魂プシケー〉の座とも呼ばれる特とく殊しゆな脳内チップだ」

「植物状態？」ショック──だが受け入れる／理解に努める。「鳳さんが？」

「〈インフィニティ事件〉の爆発現場でゆいいつ生存していたのが鳳だった。だが肉体のみならず脳にも損傷を負っていた。また当時、植物状態の人間を目覚めさせる技術を研究していた者たちがいた。その一人が招かれ、鳳の覚かく醒せいを試みた。そして成功した」

「それは……」

「研究者はブラウン博士だ。のちに鳳に関する成果を、カラス博士、ポラック博士、そして私が共有した。特甲児童の開発のために。そのときには鳳は機械化された脳と体を受け入れ、優すぐれた素質を開花させていた」

「機械化された……脳？」

「損傷した脳を補助するための脳内チップが移植されたという意味だ。脳を丸ごと機械にしたわけではないよ」やんわりと言い直す──冬真のショックを和やわらげてやる。「彼女の人格は、彼女自身のものだ。私や開発顧こ問もんたちが人工的に設定したわけでもないし、それほど高度なＡＩはまだどの国でも作られてはいない」

「神父様は以前、おっしゃいました……鳳さんのあれが目覚めたかもしれないと。あれとは、怪かい物ぶつのことだと」

「鳳は……いわば夢の中で目覚め、覚醒しながら夢を見ているのだ……そうブラウン博士は言っていた。五十九番目の脳内チップによって。一度は停止した彼女の脳機能をよみがえらせた際、彼女の人格を再び目覚めさせるための、仮の人格が設定されたのだと」

「仮の人格……？」

「人格の形をした補助的なプログラムだ。ちょうど、骨折した骨をボルトで固定するように。それは本来の腕うでそのものではないが、腕と一体となっている。それと同じだ」

「その……ボルトが、まだ鳳さんの中に残っている？」

「そうだ。脳内チップはいったん移植したら、そうそう摘てき出しゆつはできない。彼女の目覚めののちも脳を守り続けている」

「でもときには、鳳さんをおかしくさせる？」

「その脳内チップにだけ原因があるわけではないよ。他の五十八個の脳内チップ、あるいは機械化された体、あるいは無線通信、あるいは特甲、あるいは人格改変化プログラムの名残なごりによる、複合的な影えい響きようだ」

「具体的に……どうなるんですか？」

「夢の中で目覚め、覚醒しながら夢を見る」先ほどの言葉を繰くり返した／ブラウン博士の言葉を──バロウ神父自身も解明しきれていないのだというように。「彼女本来の人格が眠ねむり、彼女を目覚めさせるための仮の夢が、代だい替たい人格となる。カラス博士はそれを〈ブリリアント・モデル〉内で反射する光と呼んでいた。ポラック博士は、〈魂プシケー〉の光と呼んだ。いずれにせよ本体に反射する、ないしは本体が発する光であって、本体そのものではない」

　眩げん惑わく的──博士たちの独特の言葉遣づかいに惑まどわされそうになる。「つまりバロウ神父様もふくめて、四人の開発顧問がその全ぜん貌ぼうを知っていたということですか？」

「おおまかにはね。だが本来はブラウン博士の研究による成果だ。それをカラス博士、ポラック博士がそれぞれの分野で発展させようとした。だがその基き礎そ理論はあくまでブラウン博士独自のものだ」

「じゃあ……」言い淀よどむ──だが思い切って訊きいた──鳳のために／水無月のために／特甲児童たちみんなのために。「ブラウン博士が生きていて敵に協力している可能性はあると思いますか？」

　バロウ神父＝目を細める／少年を労いたわるように／その疑念から冬真を遠ざけておきたかったのだというように──そして穏やかに言った。

「わからない」

「可能性はないと思っていますか？」

「わからないとしか言いようがないのだよ、冬真」

「でも──じゃあ、死んだ三人の開発顧問のうち誰だれかが実は生きていて敵に協力しているという可能性は……。でなければ、開発顧問が生前、データを渡わたして──」

「わからないことで思い詰めてはいけない」穏やかだが厳しい調子──冬真が口をつぐむのを見て優しく微笑ほほえむ／安心させるように／あるいは警告するように。「そうであろうとなかろうと、私の仕事なのだ。特甲児童に何かしらの危機が訪おとずれるのなら、最後の開発顧問である私が責任を背負い、彼らを安全にしてやらねばならない」

「神父様……」

「私の仕事なのだよ、冬真」

　強い意志を秘ひめた態度──それでわかった／バロウ神父自身がずっと答えを求めてきたということ／疑いを抱いだいていたということ／まるで執しゆう念ねんの捜査を続けているというフランス人や他の外国人捜査官のように──あるいはヘルガやニナのように。

　開発顧問たちが実は生きているかもしれない可能性──あるいはその研究データが悪用された可能性──その悪意を防ぐすべがどこかにあるはずだという信念。

　バロウ神父も辿たどり着くべき答えを求めていた──多くの努力を費ついやして／鳳たちを見守りながら／危機をもたらしたことを詫わびながら／バロウ神父自身のあがないのために。

　着信音──デスクのモニター＝特甲トツコー児童たちの帰き還かんを告げるサイン。

「鳳たちが帰還した。検査を行わねばならないが……その後、一緒に彼女に会うかね？」

　バロウ神父も鳳の中から消えたものを予期している──変えられぬ現実／だが希望はあると無言で励はげましてくれている──たとえどれほどはかない希望であっても。

「一人で大だい丈じよう夫ぶです」微笑んで返した──勇気の全てを振ふり絞しぼって。「確かめる必要がありますから」
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　特甲児童たちの帰還＝三人とも検査へ──雛は集中治療室行き＝４ＪＯウィルスの解析。

　冬真──先に本部ビル二階へ。

　壁かべの大モニター／巨きよ大だいな書類棚だな／多数のデスク──第七まである公安局事務課／科学捜査班／都市情報解析班／解析フロアから出向している通信解析班。

　そしてＭＳＳ要よう撃げき小隊のデスク──鳳のネームプレート──名前入りマグカップ＝トウガラシ入り。

　モニターのスクリーンセーバー──『胡ドリー蝶ム・オのブ・バタ夢フライ』＝複雑な漢字の群が舞まい踊おどる。

　可愛らしい写真立て×二──一つは訓練中の鳳＋乙＋雛が並んでいる写真。

　もう一つ──鳳＋赤毛の少女＋金きん髪ぱつの少女──顔に傷のない鳳／剝むき出しの機械の手足。

　金髪の少女をじっと見つめた──データによればジプシーロマの出身／普ふ通つうはアジア系の顔立ち／だが隔かく世せい遺伝などでたまに現れる金髪碧へき眼がん──そのせいでしばしば西洋人を誘拐したのではと疑われる原因に──根深い偏へん見けん。

　だがおそらくその金髪のお陰で難民保護を受けられた＝白人の子がいると思われて優先的に保護された──他ほかの家族はどうなったんだろう／この少女も赤毛の少女も／どんな地じ獄ごくを生き延びてきたか想像もつかない。

　だがわかること──金髪の少女の面おも影かげ。

　変わり果てたという表現がこれほどぴったりくるものはない──記き憶おく＝荒すさみきった享きよう楽らく的な笑み／汚きたないボサボサの髪かみ／ストリート・チルドレンそのものの出いで立ち／それでわからなかった／連想すらできなかった／だが間違いないという確信があった。

　かつて〈アンタレス事件〉で火の海から自分を助けてくれた少女は──機械の腕と羽を持つ特甲少女は──死んだとされている、この金髪の子だ。

「あたくしに何かご用ですの？」

　背後から声──写真から目を離はなす／微笑みながら振り返る。「こんにちは」

　鳳＋乙＝任務後の検査を終えて綺麗な制服に着き替がえた──乙の手に白いカタナ──鳳の手首にブレスレット＝かつて冬真がその手につけさせた品。

　二人がにこやかに挨あい拶さつ。「ごきげんよう♪」「やっほーっす」

　冬真＝わざとまごついたように黙だまる／鳳の微笑みを見守る／その異変を見て取る──欠けてしまったものを──はたと乙が口をつぐむ＝なぜ冬真がここにいるか悟さとった。

「それで……」鳳＝しげしげと。「あなたは、どなたですかしら？」

　乙の顔から表情が消えた──ちらりと冬真を見る／すぐに目を伏ふせる／じっと目の前の宙を見つめて黙りこくる。

　鳳──乙の様子にも気づかず／冬真がバロウ神父とともに来ていることさえ忘れた／人間関係の中から完全に消えてしまった／どんな記憶も残っていないことがはっきりとわかった。

　自分は泣くだろうと思った──決して彼女が理解することのない悲しみに負けて。

　だが同じ悲しみを抱く者たちがいた──理解していなかったのは自分の方だった／水無月も吹雪もずっとこの悲しみと戦い続けてきたのだ──自分だけ泣くわけにいかなかったし二人の少年たちのお陰で最後まで平静に振る舞うことができた。

　冬真──制服のポケットから黒革かわの品を取り出す／目の前の少女が贈おくってくれたパスケース／それを開いて見せた──ＩＤ＝自分の名前と所属──彼女の新たな記憶となるように。

「情報解析課の冬真だよ。鳳さんたちや、水無月くんをサポートする仕事に就ついてるんだ」

　乙が唇くちびるを嚙かむ／きつく眉まゆをひそめる──何も言わないよう我が慢まんしている。

「初めまして、冬真・ヨハン・メンデルさん♪」

　鳳──ＩＤに刻印された冬真の名前を読みながら／新たに登場した同い年の冬真をにっこり歓かん迎げい──彼女らしい魅み力りよくに満ちた朗ほがらかさで──穏やかに微笑み続ける冬真に告げた。

「あたくしは〈公安Ｍ高機Ｓ動隊Ｓ〉要撃小隊所属──鳳・エウリディーチェ・アウストですわ♪」
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クイズです♪　クイズです♪

平和な神しん殿でんが怪かい神じんテューポーンに襲おそわれたとき、多くの神々が逃にげ出しました。

その中で女め神がみアテネーだけが踏ふみとどまって戦ったのです。

なぜ女神は戦えたのでしょうか？

Ａ☆最強の盾たてを持っていたから。

Ｂ☆最強の軍勢を率いていたから。

Ｃ☆妖よう精せいたちが守ってくれたから。






「さァあ──っ♪　答えはどれですかしらーっ♪」鳳アゲハ＝朝からやる気をみなぎらせる超ちようハイテンション──出動準備中の〈アイギス〉の前で点呼／激げき励れい／習慣のクイズを久々に披ひ露ろう。

　乙ツバメ＋雛ヒビナ──目を見み交かわす／ひそひそ／ぼそぼそ＝〝オレたち今日出撃とかないし〟〝ボク検査だし〟──果たしてこの小隊長は本当に普ふ段だん通りなのか、それとも何か異変の兆きざしがあるのか様子見──クイズの中身などろくに聞いちゃおらず。

「あ・な・た・た・ち♪」にこやか＝右手を腰こしのポシェットへ／魔ま法ほうのように九ミリ拳けん銃じゆうが出現──揺ゆるがぬ通常の態度。「目覚ましの鉛なまり玉だまを食くらいたいですかしら」

「Ｂっス」「Ｃです」乙＋雛＝即そく答とう──取り急ぎの敬けい称しよう。「鳳センセイ」「小隊長ぉ」

「よろしい」拳銃を収納──乙＋雛の後ろへ目を向ける。「あなたもご参加を？」

　振り返る乙＋雛──〈アイギス〉のセッティング補助を終えて出てきた冬トウ真マ＝穏おだやか／嬉うれしげ。「僕もいいの？」

「もちろんですわ」にっこり──まだ記憶のかけらが残っていることを期待させる／だが残ってはいないのだと告げる笑え顔がお。「答えは次のＡＰ爆ばく弾だんを無事に確保したときにお教えいたしますわね」

　乙＋雛＝伏し目がち──ＡＰ爆弾は残り四つ＝〝あと四回もクイズやんの？〟──まるで今のうちに急いで沢たく山さんやっておこうとしているようだという気分を共有──次に鳳が忘れるのは自分たちかもしれないという嫌いやな気分を振り払はらう。

「僕はＡかな」たった今まで中にいた大型トレーラーの防弾板に触ふれながら。「アテネーといえば、やっぱり最強の盾アイギスだから」

「さあ、どうですかしら？」普段以上にいたずらっぽい調子。「水ミ無ナ月ヅキさんもご参加を？」

　冬真の背後＝水無月──〈アイギス〉との同期を終えて出入り口で腕うで組ぐみ／肩かたをドア枠わくにもたせかける／いかにももったいぶった調子。「ふむ、君のいつもの深遠なる問いというわけだ。だが果たしてＡＢＣだけが答えだろうか。いや、深遠であるからには第四の答えもあるに違ちがいない。アテネーといえば数々の妖精たちの生みの親だし、勇ましくも艶あでやかな姿は君自身といっていい。特にあの女神の半はん裸ら姿たるやまさにギリシャ的人間賛歌じゃないか？　だから僕は敢あえてこう言おう。君のＦカップ──」

　鳳＝早はや業わざ──再び拳銃が出現／遊底をスライド／薬室に送り込んでいた一発が飛び出す／宙を跳はねる／左手でつかむ──すぱっと放つ。

「きゃん」命中＝近きん距きよ離り──水無月の額／鞭むち打うつ鋭するどさ／仰あお向むけに倒たおれて再び車内に消える。

「答えはＣまでです」半眼＝傲ごう然ぜん。

　跳ね返って弧こを描えがく弾丸＝撃うったのではなく投げた──宙でぱっとつかむ鳳の左手。

　何ごともなかったかのように再さい装そう塡てん──早業というよりマジックじみた手さばき。

　乙＋雛へ向き直る──二人が後ずさるのをよそに銃をしまう／銀のケースを取り出す／いつもながら一方的な微笑ほほえみ。「ではお二人とも、おまじないをして差し上げますわ♪」

　星座の印がついた香かおりつき絆ばん創そう膏こう＝ぺたり×二──首筋──出撃ではなく人と顔を合わせるので目立たない場所に。

　くるりと振り返る──手に絆創膏×二＝冬真へ──記憶が失われた後にも習慣が残るのかと期待させられる／彼女のもともとの性格がそうさせているに過ぎないと思い知らされる。

「あなたとセクハラ接続官コーラスさんの分ですわ」にっこり──さも大サービスだという調子。

　同じ年の同どう胞ほうへの気き遣づかい──受け取った。「ありがとう、鳳さん」

「揃そろっているな」声──かつかつ靴くつ音おとを響ひびかせ歩み来るニナ。「鳳と乙は速すみやかに移動。出撃でも出動待機でもなく捜そう査さへの同行だが、いつ出撃要よう請せいがあるかわからん情勢だ。気を引き締しめていけ。雛は再検査ののちウィルスの拮きつ抗こう措そ置ちを。異常を感じたらすぐに担当医師に言え」

「聞こえましたわね、お二人とも。副官にお返事は？」鳳＝ぴしりと教導／まるで入隊したばかりの子どもの面めん倒どうを見るよう──乙＋雛＝鳳をチラ見／従順に返答。「了解ヤー」「了解ヤー」

「行くぞ」ニナ＝きびすを返す──〈アイギス〉の横に立つ冬真へ。「バックアップを頼たのんだぞ。どんな異変も理論上は修復可能だ。そうディーゼル課長もバロウ神父も言っている。そのためにもお前が必要だ」

　ニナなりの気遣い──同時に詫わび言／冬真の存在がバロメーターに／鳳の記憶の状態をはかるため／異変の度合いをはかるため／万一にも異常をきたさないため／人間関係を用いた定点観測──冬真＝しっかりうなずき返した。「はい。お役に立てるなら」

　ニナ＝珍めずらしく冬真へ微笑みかける／無言で感謝を告げる──その様子を見守る乙＋雛。

　移動──鳳／乙／雛──三人ばらばら。

　鳳＝ニナとともにＭＳＳ公用車で出発──乙＝戦術班のいる区画へ──雛＝検査室へ。

　冬真＝みんないなくなるまで見送った──最後に雛が振ふり返ってこちらを見た／窺うかがうような眼まな差ざし／あるいは何かを伝えたがるよう──〝諦あきらめないで〟──小さくうなずき返した。

「あの子は元気で、そしていつも通りだ」水無月＝むっくり起き上がる──赤くなった額を気にもせず。「君を新参者とみなしている以外はな。君の記き憶おくが盾になった。彼女にとってそれだけ大きな存在だってことだ。誇ほこらしいことじゃないか？」

「これ以上、鳳さんの中で時間が止まっていくのをやめさせないと。鳳さんにとって、もっと大切な人たちがいたのに昔の仲間のことも忘れてしまったなんて」悲しげ／悔くやしげ──だが意志を込こめて。「乙さんや雛さんも同じ状態になるかもしれない。ＭＰＢの特甲トツコー児童だって。君や吹雪フブキくんだって。忘れることを受け入れるなんて間違ってる。そんなの心が死んでしまうのと一いつ緒しよじゃないか」

「ふむ……君が消えたんだぞ。なのに鳳が心配か？」

「え？」

「それだけじゃない。僕や、他の特甲児童たちのことまで気にかけようってのか？」

「僕、何かおかしいことを言った？」

「やれやれ。自分の存在を消されたのに彼女やみんなの心配か。驚おどろくべきお人ひと好よしだな君は」

「ごめん……これでも冷静なつもりなんだけど」

「何も悪くない。君は冷静だ。それどころか僕やあのＭＰＢの天才くんよりもずっと特甲児童全員のことを考えてくれている。まるでブラウン博士がいつもそうしてくれていたみたいに。一つ確かなことは、僕らにはそういうたぐいの人間が必要だってことだ」

「それって、どういうこと？」

「つまりだな。驚いたことに今こうしてこの僕が、特甲児童たちを代表して、君に感謝しているわけだ」咳せき払ばらい──歯痛に襲われたような顔。「口にさせるな。恥はずかしい」

「ごめん」

「謝られると余計に気まずい。いいか、絶対に諦めるなよ。解決のヒントは必ずどこかにある。たとえば、〈[image: ばく]バク〉の枝基幹ユニットで解かい析せき中の、僕の脳内チップの中身とかにな」

「うん」

「僕と君で、あの子の記憶をすっかり取り戻もどしてやろうじゃないか。あの子の中の君を。成功すればそれがみんなの希望になる。君の言う通り、鳳に限ったことじゃない。僕らや、敵側にいる特甲猟りよう兵へいどもにとってさえも。特甲児童全員の希望になるんだ」
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　長官室──ヘルガ＝応客用のソファに座り朝食を平らげながら置きっぱなしにさせたモニターを俯ふ瞰かん──正念場＝都市各所の重要戦術ポイントに向かわせた部隊。

　戦術班──御ミ影カゲの指揮＝ＭＳＳ本部ビルがある第三十ジーク五区ムントの地下に半数──日向ヒナタの指揮＝残りの半数──乙の同行／〈二トンの荷〉／犠ぎ脳のう体／敵残党を捜査──ＡＰ爆弾の捜そう索さく。

　セーフガード車両〈アイギス〉＋マスターユニット車両〈トリアイナ〉＝いつでも出動可能な状態に──解析課によるＡＰ爆弾の解析結果を待つ。

　デスク──置きっぱなしの黒い封ふう筒とう／今朝がた届いた電報──開封もせず。

　待った──開くに値あたいするタイミング／自分がメッセージに備えることができるときを。

　コール──モニターを見ながら携けい帯たい電話を取る／一方の手でナプキンを取り口元を拭ぬぐいつつ番号確かく認にん──おもむろに応答。「おはようございます、利ト根ネ先せん輩ぱい」

《成人前の名で呼ぶな》いつもの反応。《朝食どきに悪いな。それとももう済んだか？》

　朝食の話題＝いつかの四人の捜査官を思い出す。「ええ、ご心配なく。ご用件は？」

《アダー・ガウス神父を逮たい捕ほする》端たん的てき＝ヘルガの反応を待たず詳しよう説せつ。《あの神父が〈ローデシア〉側のスパイであり、ＡＰ爆弾に関かん与よしている。あの神父が〈ローデシア〉幹部の名を出せば、その連中も我々が逮捕する》

「そして〈ローデシア〉の実働部隊を瓦が解かいさせ、ハンス・Ｗ・クライン自ら組織を修復せねばならなくなるまで追い詰つめる」

《そうだ。ハンス・Ｗ・クラインを窮きゆう地ちに立たせる。敵グループか〈ローデシア〉の上層連中か、あるいはプリンチップ社に殺されるか、我々に逮捕されるかだ》

「あの男の逮捕までもう一歩……というわけですのね。とはいえ、ここで焦あせっては元も子もありませんわ。ＡＰ爆弾の捜索はいかが？」

《中隊を総動員し、我々の本部がある第二エー・十四区ヴエーの地下を、徹てつ底てい的に洗わせている。今のところ何もなしだ》

「私どももテリトリーである第三十ジーク五区ムントを捜索中。まだ発見はなし。残るは福ふく祉し局のマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉がある第十ジンメ一区リングですが、担当している〈特憲コブラ〉と〈第二作戦部隊〉からは何の連れん絡らくもありません。成果があったとして連絡を下さるかしら？」

《はなはだ疑問だが、あの周辺の地下の予備電線に異常がないことは確認した。こちらの捜索部隊を潜もぐり込ませたが、そちらは？》

「同様ですわ。どこかの国の捜査官が招き入れた幽ゆう霊れいの騎き士したちも、きっとその辺りにいるのではないかしら」

《なのに成果も交戦もないというわけだ。敵は予備電線のスイッチングが自動ではなく手動になると踏んでいるのだろう》

「それにはＢＶＴの決断が必要……第二十ドナウシ二区ユタツトのマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉および〈[image: かむき]カムキ〉を電子的に防護する予備電線のスイッチングが、初めて、治安機構の直ちよつ轄かつになるかどうかの駆かけ引きが行われているのでしょうね」

《国防省管理の〈[image: かむき]カムキ〉に関して言えば、軍は〈アンタレス事件〉で枝基幹ユニットを内部から汚お染せんされるという失態を犯おかした。駆け引きは分が悪い》

「つまり、今事件でようやくＢＶＴが動く……〈特憲コブラ〉と〈第二作戦部隊〉を率いて。局長がそう決断すればの話ですけれど。エゴン先輩のご様子はいかが？」

《相変わらずだ。いや、どんどんひどくなる。哀あわれとしか言いようがない。ＭＰＢに対してテレビ通信で恫どう喝かつするだけだ。何の意味もないし、聞いていられない》

「それでも真面目まじめにお聞きになるくせに」

《なんであれＢＶＴはいつも通りだ。動くとしても最低限のことしかしないだろう。だが一つおかしいことがある。グスタフ内務調査官から連絡はあったか？》

「いいえ。私どもの特甲児童の一人を現場でマークしてのちは、すっかり音おと沙さ汰たがありませんわ。てっきり私どもの捜査に否定的な報告書が飛んでくるかと思っていましたのに」

《それどころか、彼はここしばらく、まったく動いていない。連絡がないどころか、彼が今どこにいるかもわからない。内務調査課に尋たずねても、答えられないの一点張りだ》

「何かに備えているのかしら。それとも、本当に動けない……？」

《わからない。だが気をつけろ。私はこの国の組織に関しては、すっかり楽観的ではなくなってしまった。特に相手が、元国法研のメンバーだった場合はな》

「同感です……と言いたいところですけれど、私はもう少しだけ信しん頼らいしてみますわ」

《忍にん耐たい強いな。また連絡する》

「こちらも進展があり次し第だい、ご連絡しますわ。ごきげんよう、先輩」

《ああ。お互たがいごきげんよくなれるよう祈いのろう》

　通話オフ──モニターを見つめる。

　今の会話をゆっくりと思い出す／一つ一つ点検／どこにも違い和わ感かんがないことに感心──ＭＰＢ副長フランツ・利根・エアハルトはカール・クラウスのメッセージを受け取っていない──ニナがそうであるように／その確信に穏おだやかな安心を抱いだいた。

　立ち上がってデスクへ──じっと封筒を見た／レオーベン刑けい務む収しゆう監かん施し設せつの文字。

　手に取って開封──自分に備えがあることを祈りながら。





火を分かち合わんとする雷らい火かの騎き士しへ

民衆の名を刻む冠かんむりを選んだ者に十じゆう字じ架かの道が開かれる

さかえの王がまさに磔たつ刑けいの前にしいられたように

今や荊いばらの呪のろいが栄光を偽ぎ冠かんに変えてしまうだろう

羊の中に席をもうけた彼らを裁く者は

ともに玉座の左側に身を置くほかない

真実の鏡の持ち主が巡じゆん礼れいの列につらなる

外げ典てんの影かげを覗のぞく者はその後を追ってはならない

みいつの王は多大なる恵めぐみゆえに恐おそれられる

呪われし者たちを永遠の炎ほのおに投げ込めるのは

都市の眠ねむりから遠ざかる者のみ




〝かくて審さばき手の座したもうとき




外典は黙もく示し録ろくとなりて顕あらわれ

我ら報むくいられざること一つとしてなからん〟







カール・クラウス






　一読してすっかり頭に入ってしまう／それほど心に入り込まれている／予期していたと思わされるほどに──メッセージに取り込まれたときはどうすればいいかもうわかっている。

　電報を封筒に戻してデスクの鍵かぎつきの引き出しに入れた──これまで受け取った全すべてのメッセージとともに／まるで秘密の文通相手との記憶をしまい込むように。

　モニターに目を戻す──メッセージを頭の中で読み返す／丹たん念ねんに／意図せず自然と。

〝民衆の名を刻む冠〟──国民党／イグナツ上院議員／〈戦犯法ほう廷てい事件〉でも問われた。

〝十字架の道〟〝偽冠〟──自分が遭そう遇ぐうするであろう何かを示し唆さ？

〝さかえの王〟──栄光の王たるイエス・キリストの磔刑／転落の運命。

〝羊の中に席をもうけた彼ら〟──罪を免まぬかれた人々。

〝玉座の左側〟──罪あるとされる者がつく場所──あるいは刑務所。

〝真実の鏡の持ち主が巡礼の列につらなる〟──真相を知る誰だれかが〈戦犯法廷事件〉の証人たちのように危機を迎むかえている／だがその後を追うなと告げている／その人物が抱いた何らかの決断ゆえに／遊覧船とともに吹ふき飛ばされた枢すう機き卿きようのように。

〝みいつの王〟──審しん判ぱん者たる神／だが具体的な誰かを示唆している／神のように振ふる舞まう誰か／あるいはそのような人々？

〝都市の眠り〟──大規模な情報汚染／マスターサーバーへの攻こう撃げき。

　そして最後の一行──以前の文言とほぼ同じ／違うのは一いつ箇か所しよだけ。

〝我ら〟──自分が陽炎カゲロウに送ったものと同様の意図。

　会おう──獄ごく中ちゆうの暗がりで手招く男の笑えみを見た気分。




　　　　†




　第インネ一レシユ区タツト＝フリードリッヒ・シュミット広場──ミリオポリス＝ウィーン市庁舎。

　議会用の秘書室に来客──市庁舎に集つどうマスコミや党員や業者たちに姿を見られず／有能な秘書たちが出で迎むかえ／案内──警備とすら顔を合わせず入室。

　執しつ務む室へ通じる重じゆう厚こうなドアを秘書がノック。「州知事。お見えになりました」

　ドアが開く──重厚な部屋のあるじたるエドワルトの重厚な笑み──州知事自ら出迎え／ドアを大きく開いて迎える。「入りたまえ」

「失礼します」警けい戒かい心しんみなぎる様子であちこち目を配りながら入室──黒ずくめのスーツ＝ＢＶＴ局長エゴン・ポリ＝神経疲ひ労ろうでくずおれそうな瘦そう身しん／黒々とした目のクマ──ソファに座らず直立不動。

　エドワルト＝率そつ先せんしてソファに座る──さもくつろいだように手招き。「この都市の治安を担になう、最も重要な人物をわざわざ呼び立ててしまって申し訳ない。何しろここが私にとって最も安全と呼べる場所なものでね」

　女性の秘書がするする入室──テーブルにお茶の用意をしてまた退室。

　平然と紅茶をすするエドワルト──エゴンが座ろうが座るまいが気にもしていない顔。

　エゴン──落ち着かなげ／ややあって前進＝ソファへ／エドワルトの正面へ。

　ゆっくりと着席──疲労しきった顔にやどる最後の執しゆう念ねんの証あかしとでもいうべき眼光を向ける。「緊きん急きゆうのご用とは？」

「その前に質問がある」落ち着き払はらった重厚さ──にこやかに。「〈サイクロプス〉は君かね？」

　エゴン──完全に思考停止した顔／動どう揺ようは微み塵じんもなし／ひたすら呆あつ気けに取られている。「……なんですと？」

「私やヘルガへの間接的な恫喝、攻撃すると威おどしながら実際は拳こぶしを振り上げることも躊ちゆう躇ちよするような態度からして、てっきり君ではないかと推測してしまったのだ、エゴン・ポリ局長」

「申し訳ないが……」手の甲こうで眼鏡を押し上げる──言葉を選ぼうとする様子／だが結局のところ選ばず。「そんな馬ば鹿かげたことを訊きくため、今この危急のとき、私を呼んだのですか？」

「君は未来党員であり、どちらかというと私と敵対していると思っていたのだが？」質問に質問で返す──あえて相手の感情を逆なで。

　エゴン＝充じゆう血けつした目の血管が亀き裂れつに見える。「私は未来党員であり、白人の優ゆう越えつ性と同時に、この国の歴史的な過あやまちと帰結を指し摘てきする者です。だが、白人の犯罪者を利用する〈ローデシア〉とは違う。私はあの集団に関かかわりはない。党もそうだ。関わりがあるという証しよう拠こは何もない。それはあなたにもわかっているはずだ」

「だがその犯罪者どもの動向は聞いているはずだ。未来党員として。彼らを利用しているわけなのだからな」

「利用ではなく、社会悪の囲い込みです。彼らも人権を持つ市民であり、福祉から見放され、生活の困こん窮きゆうに直面している。最初から犯罪者だったわけではない。それに彼らの監かん視しはＭＰＢもＭＳＳも行っている」

「君が本音を述べていることは疑わないよ、エゴン・ポリ局長」カップをテーブルに置く──大きな両手を組み合わせて大きな三角形を作ってみせる／その中に相手を閉じこめるというように見せつける。「ある事件の捜そう査さ資料が欲しい。提供してもらえるかね？」

「その程度のことは、隣となりの部屋にいる秘書を通して私に連絡を下さればよろしいでしょう」はねつける──だが微び動どうだにせず見つめてくるエドワルトをはねつけきれず。「いったい何の資料ですか？」

「クローネンブルク爆ばく殺さつ事件の捜査資料だ」

「なんですと──」

　エドワルト──手をほどく／立ち上がる／デスクから電子ペーパーを取ってスイッチを入れる──音もなくエゴンのカップの隣に並べる。

　書類──『機密：車両爆破／仕し掛かけ爆ばく弾だん：死亡／ヨハン・レオナルト・クローネンブルク／少しよう尉い／ＭＳＳ所属』

「どうやって、これを──」

　再びエゴンの正面で腰こしを下ろすエドワルト──再び手で三角形を作る／その三角形の頂点に分厚い顎あごを乗せる。「君が揉もみ潰つぶしたな？」

　エゴン──瞠どう目もく／絶句／今にも脳天から砕くだけて塵ちりになりそう──神経疲労をもたらす最も根本的な点を突つかれたというよう。

「この事件を揉み潰した代わりに、君は何を求めてＢＶＴ局長にまで上り詰つめたのかね？　ぜひここで聞いておきたいな」

「……馬鹿げている」相手がどこまで答えを知っているか必死に探さぐろうと忙せわしなく動く目。「もしそうだとして、そんなことを話すと思いますか？」

「もし〈ローデシア〉だけでなく、今の未来党が瓦が解かいしたら？」質問に答えず──ひたすら質問しか投げつけず。「君の政治的基き盤ばん、あるいは権力の基盤が形を変えたときのための保険だと思ったらどうかね？」

「あなたは何を──」

　エドワルト──手の三角形の片方を下へ／右手を電子ペーパーへ／さっと指先で操作──別の文章を表示──『法人格における刑けい法ほう適用について／刑けい罰ばつ法規／総則の歴史的解かい釈しやく／特別刑法における適用の可能性』

「その昔、君が書いたレポートだ。国際刑法学研究メンバーだったときの」

「こんなものどこで──」意志の力で言葉を吞のみ込む──なけなしの抵てい抗こう。「こんなレポートはどこにも提出されていない。私が書いたという証拠もない」

「だがクローネンブルクには渡わたした。君の隠された意思を理解してもらうために」

「クローネンブルクは──」

「これを誰にも見せなかったと思われる。婚こん約やく者だったヘルガにすらな。私が見つけたのは偶ぐう然ぜんだ。彼が生前所持していた全ての文書を調べたところ、これを発見した。だが彼の書いたものとは思えなかった。おそらく彼が所属していたグループの他ほかの誰かが書いたものだと推測した。そこで文章の一部を鑑かん定ていさせ、同様の言葉遣づかいが顕けん著ちよな文書を探させたところ、君が国際刑法学研究グループに属していた頃ころの多くのレポートと合がつ致ちした」

「馬鹿げている。そうまでして何を──」

「非常に興味深いレポートだ。何しろ企業に刑罰を与えるすべを模も索さくしているのだから。この国の法体系には法人を裁くことができないという大きな特とく徴ちようがある。東西冷戦時代の名残なごりであり、現代の国際化路線における、やむをえざる法体系だ。そしてそのお陰かげで、あのプリンチップ社ですら法の名において裁くことができない。裁かれないからこそ、あれは幽ゆう霊れい企き業ぎようを装よそおっている。企業体を構成する人員を裁くことはできても、法人格を有する企業そのものにはどのようなペナルティも科せられないのだから」

　エゴン──顔つきが変わる／落ち着きなく動いていた目がぴたりとエドワルトに据すえられる──態度豹ひよう変へん＝逆に恫どう喝かつするような声こわ音ね。「あなたは法人格を裁くことに賛同すると？」

「さて？」またもや質問形で返す。

「返答次し第だいでは、あなたの政治生命は終わる」据わった目。「わかっているはずだ。あなたはこの国の最大のタブーを話題にしている」

「いいや。私がわかっているのは……というよりも、今ここでわかったことは、君がそのために司法長官の地位にまで上り詰める気でいるに違いないということだ。クローネンブルクの死の真相という真実を犠ぎ牲せいにすることで、クローネンブルクとともに目指したこの国の法の魂たましいを守り、新たな時代の法体系が生まれることを望んだのだ」

　エゴン──無言／ぎらぎらした目／何もかも吞み込んで一言も発さずにいようと必死にこらえている。

「私が君の願いを叶えよう。今の事件を通して、私と社会党が、君をその地位に立たせる。もちろんその年ねん齢れいですぐに司法長官になれるわけではない。だが少なくとも君に逆らうことができる人間はことごとく私の手で排はい除じよされることになるだろうな」

「……正気ですか」

「本気なのか、と訊くところだぞ」重厚な笑み──組んでいた手をほどく／ソファに背を預けてゆったりくつろぐ／これから囲い込むべき相手を鷹おう揚ように眺ながめる。「君が〝怠たい惰だ〟の罪を自ら背負い、クローネンブルクの捜査資料を隠いん蔽ぺいした。だが廃はい棄きはしていないだろう？　いつか君が望む形で再捜査させるために。それを渡したまえ。君とは異なる形で活用させてもらう。むろん今の君の立場には、いかなる悪い影えい響きようも与えない。良い影響はあってもな」

「活用……？」

「敵の狙ねらいはクローネンブルクではなく、ヘルガだったのだな？」さらに質問──相手の問いをまったく許さず。「彼女を抹まつ殺さつするために、クローネンブルクは犠牲になったのだな？　そして彼が自分のレポートに記した〝拡大的混乱の演出〟の一部にされたのだ。しかし疑問が残る。なぜ引き続き彼女を狙わなかった？」

「私には何の話かまるでわかりません」額ににじむ汗あせ──からからに渇かわいた喉のどからこぼれる声音。「あなたにもわかるとは思えない。わかるべきだとも」

「かつて教会が定めた七つの大罪のうち、君が〝怠惰〟なら、我が妹は〝憤ふん怒ぬ〟だな。私はさしずめ〝傲ごう慢まん〟といったところだろう。何しろ、どんな罪悪であろうと、私なら良いものに変えられると言っているのだから。そうは思わないかね？」

「返事をする必要がある質問とは思えませんな」

「快かい諾だくと受け取るよ、エゴン・ポリ局長」

　エゴン──追つい及きゆう／誘ゆう導どう／妥だ協きよう案／願いが叶かなう道筋／味方だというそそのかし／徹てつ底ていして封ふうじられた反論／自分が属する陣じん営えいから半ば引き剝はがされつつ──気力を振り絞しぼって起立＝がんじがらめの瘦やせカマキリ。

「失礼します」最後にエドワルトを振り返る──眼鏡の奥のひび割れたような目／決してタフではない知能派が必死にエドワルトの真意を読み取ろうとするも読み取れず。

　見送るエドワルト──とどめを刺さす微び笑しよう。「そうそう。未来党が君に圧力をかけている件だが、治安機構の幹部を君の権限で解かい雇こする気なら、遠えん慮りよはいらない。やりたまえ。どのみちみな私とこの都市の兵になるのだから。方はこ舟ぶねの兵士に。君がそうならざるをえないようにな」

　エゴン＝退室──ようやく解放されたというよりどこかへ連行されるように自分の足を見ながら歩き去った。




　　　　†




　ＭＳＳ本部ビル地下二階・駐ちゆう車しや場──大型車両の狭はざ間まで膝ひざを抱かかえる雛＝いつものゴスっ気たっぷり衣い裳しよう＋入念なるパンクトゲトゲ髪がみ＋ヘッドホン──完全武装。

　じっとマンホールの蓋ふたを見つめる＝やがて蓋の裏をカリカリ引っ搔かく音──すっと立ち上がって蓋の固定レバーをガン！　と蹴けり上げた──蓋がゴトリと重々しく移動。

　開いた蓋の隙すき間まからカサカサ這はい出てくる──小こ蟹がに＝〈ボーマン・ユニット〉を通して遠えん隔かく操作／第二ラツフ十六ルズシ区テイの巣からようやく到とう着ちやく。

　小蟹が発するダミー信号を確かく認にん＝雛のＩＤ──便利な身代わり／これでマスターサーバーの目をほんのしばらく騙だませる／自分がこのビル内にいるかのように記録をごまかせる。

　同時に〈ボーマン・ユニット〉を使って自分の信号を阻そ害がい──セルフ情報汚お染せん／ＭＳＳの保護から外れる／小蟹と入れ替かわる。

　カサカサ移動する小蟹──床ゆかから壁かべへ／壁から天てん井じようへ／天井パネルを外して天井裏へ──誰だれにも見み咎とがめられず配線用の空間を移動──車両試験用の区画の真上で待機モードに。

　言い訳＝〝暇ひまつぶしに電話帳ほどもあるマスターユニット車両〈トリアイナ〉のマニュアルを終日読みふけってました〟──本当のところもうすっかり読んでしまったけれど。

　移動──蓋のレバーが閉まりきらないようハンカチを挟はさんでおく／マンホールの中へ／蓋を元通りセット──地下道へ＝さくさく疾しつ走そう／機械仕掛けの脚きやく力りよく。

　息切れ／発熱／胸の痛み──なし──４ＪＯウィルスの鎮ちん静せい化／サードアイが攻こう撃げきをやめた／おそらくＭＳＳ医い療りようフロアで施ほどこしてもらった投薬による洗せん浄じようや拮きつ抗こう措そ置ちも効果があった。

　八百メートルほど移動──昔の農場の名残である給水設備の中を通って地上へ／最も寄よりのバス停──ラウヘンヴァルト街。

　ウィーンがミリオポリスとなり、全二十三区から全三十五区へ拡大される前は、だだっ広い農村地帯だった場所──地名もペレンドルフとかランツェンドルフとか農村ドルフがつくか、さもなければドナウ河の支流ヴアルトとかウィーン近バ郊イとか名めい称しようだけなら牧歌的──ただし今はどこもかしこも都市化済み。

　高速バスに乗って元下オーストリア州との州境間高速道路を移動──ウィーン中央墓地の近くでバスを降りて電車に乗り換かえ──特甲で飛べばあっという間なのに／車とか運転できれば楽なのに／どちらも使えず──今はまだ。

　電車に揺ゆられて市内を北へ縦断──第十デープ九区リングのハイリゲンシュタット駅で下車。

　徒歩──ドブ臭くさい集合住宅ヌースドルフ・ホーフ──農村ドルフであり宮殿ホーフであり刑けい務む所しよの中庭ホーフたる場所──そこら中にＭＰＢのロゴ入り装そう甲こう車が停とまっている／所しよ轄かつの警官隊を動員。

　封ふう鎖さ──〈ローデシア〉団員の一いつ斉せい逮捕の真っ最中＝大おお騒さわぎ──逃にげ回るスキンヘッドたち／各所で小こ競ぜり合い／銃じゆう撃げき戦せん／ＭＰＢの圧あつ倒とう的戦力。

　ＭＰＢの特甲児童の姿はなし──ＭＰＢ機動捜そう査さ課が出動中／彼らに見られないよう死角を移動／壁を蹴って垂直に上階へ──廊ろう下かの手すりに隠れつつ中庭の騒ぎをじっと観察。

　ふと見覚え──ＭＰＢの女性──短いブロンド／きりっとした長身の美人／孔雀ピーコ色ツク・の瞳ブルー──防弾チョッキ／メガホン／きびきび指示──ようやく思い出す。

　特甲児童の訓練施し設せつ＝モリィ教官──銃器の扱あつかいとか教えてくれた人──つまり自分の顔を知っている人間がいる／絶対に見られないよう警けい戒かいレベルをアップ。

　中庭側はまずい──エレベーター・非常階段・管理人用の通路は使えない──外がい壁へき側に回って水道管をひょいひょいよじ登って移動／犯罪者さながらの用心深さ／大だい胆たんさ／後ろめたさ。

　目的の階の洗せん濯たく室──誰もいない／換かん気きのため開きっぱなしの小窓から潜もぐり込む／足音を立てずするする移動／廊下へ続くドアを二ミリほど開ける／ヘッドホンを外して首にかける──足音＋話し声＝なし。

　するりと廊下へ──ようやく目的の部屋へ＝まだ体があった頃のボーマンが〝炎ほのおの洞窟ＤＥＮ〟と呼んだワンルーム──狭せま苦くるしい爆弾製造工場＝雛が鍵かぎを与えられた部屋。

　ＭＳＳに提出する前に自作した合鍵を出す──錠じようは変わらず／すんなり開く／中へ入る──ボーマンが犠ぎ脳のう者になったせいで誰も知らない部屋／ＭＰＢの突とつ入にゆうリストにも載らず。

　こぢんまりしたリビング──のんびりハーブティーを淹いれているアダー神父がいた。

「やあ、カミルくん」何度見てもこの上なく個性的な醜みにくい面相──嬉うれしげな笑え顔がお。「君の部屋にお邪じや魔ましているよ。ちょうどお茶を淹れているところでね。かけて待っていて欲しい」

　建物のそこら中で逮たい捕ほ劇が繰くり広げられているというのに平然とした顔のアダー神父──おそらく建物の秘密の抜ぬけ道を知っている／悪党の鑑かがみという感じ／大いに見習うべき相手。

　言われた通りいつも爆弾の組み立て作業をしていた席に座る──マグカップが二つ運ばれる／一つが雛の前に置かれる。「誰にも見つからなかったかね？」

　こくんとうなずく──そんなの当たり前というように。「シャーリーン、怒おこってるぅ？」

「相手を怒らせたかどうか心配かね？」いたずらげな笑み──向かいの席に座る／カップの中身をゆったりすする／毒とかそういうものは入っていない。

「ううん」相手が飲み込むのをじっと観察してから同じようにすする──アダー神父＝〝よくできました〟という笑み／悪党同士の会話のいろはを無言のうちに教えてもらう感じ。「シャーリーンが怒ってくれてる方がいい。きっとそれってボクが怖こわいってことだから」

「その通りだ」カップを置いて拍はく手しゆ──初めて自転車を漕こげた子供を誉ほめるように／法衣の袖そでもとから大おお振ぶりな衛星電話を取り出す──雛の前に置く。「今後はこれで、直接、彼女と連れん絡らくを取りたまえ。私はそろそろ自分の仕事に取りかからねばならなくてね。誰とも連絡が取れなくなってしまうだろう」

「どこかに行くのぉ？」

「さて。おおかたＭＰＢに逮捕され、〈ローデシア〉の幹部の名前を白状してしまうだろうね」

「ふぅん」淡たん々たんと返答──ただ単に観念してＭＰＢに保護を求めるような男ではない／目的がない限りわざわざそんな状じよう況きようにならない。「その後は？」

「未来党には瓦が解かいしてもらう。そして君たちに、〈サイクロプス〉と、その連絡役である〈ムニン〉の正体を暴あばいてもらう。外げ典てんは構築される途と中ちゆうで焼かれ、暗黒社会のエージェントであるお喋り屋トーカーやガララトルガラスネヘビイクといった悪あしき霊たちは真実によって祓はらわれる。眠ねむれる枢すう機き卿きようは目覚めてお日様を見るだろうし、ルフトハンザ３１９便ハイジャックを指揮した〈キャラバン〉をはじめ報むくわれざることは一つとしてなく、〈ローデシア〉に莫ばく大だいな献けん金きんをもたらした〈偉い大だいな龍りゆう王おう〉ことみいつの王もまた報いを受ける。そして君は今このときから私に代わる混沌の使者として玉座の左側すなわち罪ある者たちの一員となる。そうだろう？　そして罪なき羊たちの席に座ろうとする厚こう顔がん無む恥ちの罪人どもを、君がもたらす混沌によって引きずり落とし、永遠の炎に投げ入れる。そしてほどよきところで君は新しい自分になり、この広い世界のどこかへ逃げ、幸せで平和な暮らしを手に入れる」

　歌うように喋るアダー神父──最後の言葉とともに衛星電話の隣となりに別の何かの束を置く＝パスポート／市民ＩＤ／健康保険証／預金通帳──それぞれ一つではなく複数／全て違ちがう名義／違う国こく籍せき／雛の顔写真入り──アダー神父が自分のために所持していたものを丸ごと雛のものにして渡わたしたのだと知れた。

　まるで白紙のコインを渡されたときのように──〈戦犯法ほう廷てい〉の裏切りの銀行家ことマイトガング・ヴィッテルスが雛に預けたように──返すすべとてなく。

「ありがとう」きちんと御お礼れいを告げる──急に寂さびしさが湧わく／この人と会えるのはこれが最後なのだと悟さとる／もっとその怖さも賢かしこさも学びたかった／自分でも意外な感情──つい会話を長引かせたくて訊きいた。「誰かを殺したくて船を爆ばく発はつさせたんでしょぉ？」

「本来は、船に隠かくされたものを守り、大勢を混乱させるためだった」後こう悔かいと罪を背負いながらも決して押しつぶされない者の穏おだやかな微笑。「だが私が、ヴィッテルスの仇かたきを討うつと決めた。ロッシーニ枢機卿も、フォルクマール社の社長も、ＭＳＳビルの前で撃うち殺された日本人の青年も、みんな私が巻き込んだ」

　きっとそうなんじゃないかと察していた──話してくれたことへ感謝してうなずいた。「どっちのリヒャルト・トラクルが船に乗ってたのぉ？」

「ガララトルガラスネヘビイクの方だ。空港で顔の右側に火傷やけどを負った方の男だよ。今は体のあちこちに火傷を負っているだろうね。特甲猟りよう兵へいに守られていて殺せなかったが、無傷では帰さなかったということだ。そしてどちらのリヒャルト・トラクルも、今のエドワルトを殺すことはできない。ＢＶＴ局長ですらエドワルトの奴ど隷れいになるだろう。多くの犠ぎ牲せいが、エドワルトを不ふ可か侵しんの王に変えるのだ。私が、その仕上げをする」

　雛の望み通り色々なことを喋ってくれる──どういう風にことを運ぶか教えてくれる。

「君の場合、ハンス・Ｗ・クラインとシャーリーン、そしてサードアイだ。未来党に〈ローデシア〉、〈インフィニティ〉、〈キャラバン〉といったところかな。私が仕し掛かけた混沌を利用するといい。中国製の犠脳ユニットである〈太公望〉が、今は〈ジークフリート〉と呼ばれていることは知っているね？」

「うん」

「未来党が秘ひ匿とくしている。気をつけたまえ。あれがお喋り屋トーカーたちの手にわたると厄やつ介かいだ。ぜひ君が手に入れるといい」カップの中身をゆるゆると飲み干す──立ち上がる。「失礼するよ。ＭＰＢが来る前に帰らないといけない。そうそう、キッチンにクッキーがある。ここの騒ぎが終わるまでゆっくりするといい。何ならここで電話を済ませておくのもいいだろう」

　雛も思わず立ち上がる──心細さ＝とことん悪に染まりながら心を白紙に保ち続けた男／そんな途と方ほうもない孤こ独どくにこの自分も耐たえられると最後にこの人の口から言って欲しかった。

　アダー神父はそうしてくれた──ただし彼自身の言葉ではなく／ロザリオを取り出す／両手で握にぎる／雛と向かい合ったままその場で膝をつく──雛も同じようにして目を閉じた。

　祈いのり──雛のために。「天なるまことのみいつの王よ、あなたという善に感謝を献ささげます。願わくは私の自由を受け入れて下さい。私の記き憶おくと知ち恵えを、また意志の全てを受け入れて下さい。私が持てるものはみな意図せず与あたえられたもの。私はそれらをあなたに返すでしょう。あなたの聖せい寵ちようをお与え下さい。私が満ち足りて、他ほかの何ものもあえて願わずにいられるように。アーメン」

「アーメン」真しん摯しに唱えた──目を開いた。

　微笑ほほえんで立ち上がるアダー神父。「さようなら」

　立ち上がって見送った。「さようなら」

　きびすを返すアダー神父──玄げん関かんのドアを開く／振ふり返らずに出て行った／逮捕されるために／最後の大仕事がなんであれきちんと果たすために。

　ドアが閉まった──ヘッドホンを再び耳にかけた。

　テーブルに積まれた偽にせの身分証の束──一つずつ確認／三つの塊かたまりにまとめる／その一つを持ってトイレに入った──天井板を外して防火材の中に突つっ込んで隠す／天井板を元に戻もどす。

　トイレを出てキッチンへ──アダー神父の教会で販はん売ばいしているらしい聖母様の絵が描かかれたクッキーの箱──テーブルに戻ってそれが未み開かい封ふうであり変な薬とか罠わなとか仕掛けられていないことを丹たん念ねんに確認──テーブルにティッシュを敷しいてその上に綺き麗れいに並べて一つずつもそもそ食べながらお茶を飲んだ。

　思案──地下道のあちこちに小こ蟹がにを移動させながら／自分の心の暗くら闇やみを見つめながら／ヴィッテルスの仇を討つと決めたというアダー神父の言葉を何度か心の中で繰り返しながら──どう操作すべきか／仕掛け爆ばく弾だんの配線を考えるように。

　半分ほどクッキーを平らげたところでまたヘッドホンを外す──衛星電話を手に取る／一つしかない回線にかける／ノイズ混じりのコール音に耳を澄すます──ジジジ・ジジジという空電音＝すぐにつながった。

「こんにちは、シャーリーン」

　ささやき──眠れる父親の枕まくらの下に爆弾を差し込んだときのように／落ち着き払はらって。




　　　　†




　ニナが運転する車＝河岸の高速道路を南へ／北へ──前後にいる護衛車とともに往復。

　後部座席＝鳳──隣にブラックストーン＝ＢＶＴでの合同会議のときの姿・顔・口調。

「ＡＰ爆弾の解かい析せき結果を共有させてもらえたことは非常にありがたい。私もチームから責められずに済む。戦せん闘とうに成功しても、外交に失敗しては何の意味もないとね」

「ご心配いりませんわ」鳳＝率そつ先せんしてブラックストーンの相手を務める。「事件解明のためにあらゆる手段を尽つくすべきとヘルガ長官はお考えです」

「まことに賢けん明めいだ。それで、ＡＰ爆弾の解析結果について、ＭＳＳはどのような評価を？」

「敵の戦術は推測通りであると断定」ニナ＝危なげなく車を飛ばしながら。「起爆装置は予備電線のスイッチング・システムに同期していた。電子的防護を破は壊かいするための手段としてＡＰ爆弾が用いられたことは間違いない」

「だがその目的については再検討せざるを得ない。爆弾に付ふ随ずいする犠脳パーツは、ただ単に起爆を防がせないためのものではなかったのだから」

「そこまで断定はできませんわ」鳳＝やんわり口を挟はさむ。「あの忌いまわしいユニットが、未知の敵性ユニットに接続されていた痕こん跡せきが発見されただけです」

「ただ電子防護を破壊したいなら、爆弾をユニットにつなぐ意味はまったくない。ユニットの存在が露ろ見けんするリスクを冒おかしてまで爆弾とセットにした理由を考えるべきだ」

「爆弾を守る転送兵器の起動も司つかさどっていましたわ。それも敵のブラフとお考えですか？」

「サードアイ個人の脳を使えば済む。それこそ爆弾とセットにする意味がない。犠脳パーツは転送兵器を使用するためのものであると思わせたいのだ」

「検討を要するということには賛成ですが、完全な解明を待ってはいられない状況ですわ。そちらはどのような評価を？」

「まさに、解明を待てないことが問題だな」ブラックストーン＝質問を賛同ではぐらかす。

「第六の爆弾とは違う目標を設定すると？」ニナ＝鋭するどくたたみかける。

「いいや。次のＡＰ爆弾を確保する際も、Ｇチームは〈クイーン〉に従って働くだろう。ただしそこで判明した捜そう査さ項こう目もくにおいて君たちが遅おくれを取るようなら、その次は我々が先行する」

「遅れを取るつもりはありませんわ」鳳＝聞き捨てならないというように。

「君の勇ゆう敢かんさを疑う気はないよ、ミズ・アゲハ。だが組織として動けるかどうか、我々は疑問に思っている。何しろＢＶＴは今なお〈インフィニティ〉の捜査を行うと言っていながら何もしておらず、他の組織にも捜査を許していないのだから」

「ＭＰＢが〈ローデシア〉を一いつ斉せい逮たい捕ほしていますわ。その成果をもとに〈インフィニティ〉も捜査できるはずでは？」鳳＝自信が持てずつい疑問形に──付け加える。「あの少女たちの身み柄がらも確保されていますし」

　ニナ＝ちらりとミラー越ごしに後部座席を見る──鳳＝〈インフィニティ〉のことも犠脳少女たちのことも冷静に言げん及きゆう／自分の過去の因いん縁ねんをまったく感じさせない口調／因縁があったとしてもそれがどうしたのかという態度。

　ブラックストーン＝ニナと同じく鳳を観察する眼まな差ざし。「彼女たちは物言わぬ被ひ害がい者しやだ。〈インフィニティ〉を告こく訴そすることはない。〈インフィニティ〉側は自分たちこそ被害者だと主張している。しかも彼らは、この国の政党に保護された宗教団体だ」

「だから、あたくしたちの代わりに、あなたがたがやるというのですか？　ここはあなた方の国ではないのですよ？」

「我々が何かをするといったことは決して公言されない。もし何かが起こったとしても、我々には何も説明できないだろう。我々が関かん与よしたという証しよう拠こなど何一つ残らないだろうからね」

　幽霊として動くというプレッシャー──ＭＳＳとの関係解消／〈インフィニティ〉の捜査が行われない限り情報共有もせず／外交的暗あん黙もくのもとイギリス側が何もかも奪い去っていく。

　鳳＝ブラックストーンの真意を読む──普ふ通つうはこんな風に言葉にしないはず／やるなら黙だまってやる人々／言葉にすることでけしかけている／ニナもそう感じている。

「あなた方は〈インフィニティ〉に関して、あたくしたちの知らない情報をお持ちなのですわね。だから、あたくしたちをそうまでして焚たきつけているのでは？」

「そこはもう少しかまをかけた方がいい、ミズ・アゲハ」いきなり教官モードに。「どんな捜査でも尋じん問もんは貴重な機会だ。優すぐれた捜査官になるには、もっと慎しん重ちようにならなければいけない。そして、基本はあくまで０足す０だ。先入観のない眼差しで全体を見たまえ」

「不心得でしたわ」呆あきれ顔──相手の教育的指導につけ込む／言い直す。「あたくしたちが何を見落としているか、お教え下さいますか？」

「〈インフィニティ〉はなぜ守られるのか？　なぜなら未来党の重要な資金源だからだ。彼らは信しん仰こうを利用して偽いつわりの医い療りようを売る。その莫大な利益があの教団の存在意義だ。そうだね？」

「はい、そうですわ」きちんと応じる。

「では彼らはこの事件で何を売り買いしたのか？」

「何を……」答えを探す──相手が眩げん惑わくしにかかっているのではという疑いを拭ぬぐいきれず／だがふと合点／怒いかりで産うぶ毛げが逆立つのを覚えた。「少女たちを売った……？」

「それが答えへの手がかりだ。〈インフィニティ〉が事件の首しゆ謀ぼう者しやとしてユニットを所有しているのでない限り、彼女たちの脳は〈インフィニティ〉のものではなく、それを買った者の支配下にある。では彼らはただ脳を売っただけだろうか？　いいや、それだけでは彼らの存在意義とならない。彼らの売り物はあくまで救済たる違法な医療なのだ。そして敵グループの中には、犠ぎ脳のう体兵器になることを最後の望みとする集団もいる」

「犠脳手術そのものを商品にしていると……？」

「八人の少女たちはその見本だったのかもしれない。かつてこの国の旧〈インフィニティ〉は非合法に脳内チップを手に入れ、自分たちだけで違い法ほうな手術を行い、死者を出した。何のためか？　彼らは脳内チップを売りたかったのだ。闇市場で。政府が崩ほう壊かいした国で。国際社会の暗闇で。だが技術的に困難で実現しなかった。だから代わりに犠脳手術をものにしたのだ。我々が悪あく魔まの手術台である〈オールド・ニック〉を発見したのは〈インフィニティ〉施し設せつ内であり、それは決して彼らがトレーラーの置き場所を提供していただけではない」

　ニナ＝相手の結論をそのまま受け入れはせず。「〈アンタレス事件〉では〈タフタ〉と呼ばれる集団が犠脳手術を行っていたことが確かく認にんされている。また、テログループが独自に犠脳手術を行っていたこともある。〈インフィニティ〉が独どく占せん的に行っているわけではない」

「どんな最新技術もやがては共有され、より新しい技術が生まれる。どこかの政党が良い商品に目をつけ、自分たちのものにするよう命じたのかもしれない」

　ニナ＝あえて反論せず／代わりに話題変へん更こう。「〈蟲チオン〉のリーダー的存在である人物が転送兵器を使いこなしたことから、敵が脳内チップの技術を手に入れた可能性が高いと兵器開発局が警告している。そちらは〈インフィニティ〉が開発に成功したと考えていると？」

「さて。その脳内チップに無インフ限イニ大テイの記号が刻まれていても、プリンチップ社の刻印があっても不思議はないが、もっと現実的な考え方もある。そもそも特甲猟兵が何名もプリンチップ社に支配され、うち一名は頭部を切断されて死んだ。その頭部から摘てき出しゆつした脳内チップの一部を、あの〈蟲〉のリーダーに移植したのだろう、というのが我々の見解だ」

　データ＝〈戦犯法ほう廷てい事件〉で死んだはずの特甲猟兵──まさにその相手と遭そう遇ぐうした鳳。「その死んだはずの特甲猟兵ですが、先ごろ戦闘中に現れましたわ」

「何かからくりがあるはずだ、ミズ・アゲハ。死者はよみがえらない。特に、首のない遺体が回収されている場合は。それが、この世の基本的な原理原則なのだから。死者がよみがえるときは、その死が偽ぎ装そうされているときだけだ。何が偽装で、何がそうでないのかを判明させるためにも、我々は次なる爆弾を確保し、そしてその成果をもって、あの偽りの教団の何もかもを暴あばくべきなのだ」
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　４フイアーＪ・ヨツトＯ・オーウィルスに侵された女性＝アイラ・シェン──投薬による洗せん浄じよう／拮きつ抗こう措そ置ち／ＭＳＳ本部ビル内の信号を遮しや断だんする特とく殊しゆな部屋で集中治療。

　急激に悪化する容態──かと思えば急に回復／病状が消える／健康体と診しん断だんされる。

　ウィルスを駆く除じよできたわけではない──敵がウィルスの悪性化を止めた／理由不明／おそらくシディカ・シェンが捕つかまったせいで。

　持ち直したアイラ──祖母が同じ建物で拘こう束そくされており四十八時間後に勾留施設に移送されることを知って主張──シディカ・シェンの尋問への参加。

　肉親を使った揺ゆさぶり／情報の引き出し──有効と判断される。

　ふてぶてしく笑う脳のない祖母との対面──青ざめるアイラ／だが健けな気げに尋問／日向の同席／隣りん室しつからマジックミラー越しに見守る乙──トルコ語の応おう酬しゆう＝乙にはわからない言葉／だが尋問に進展がなさそうなことはなんとなくわかる。

　日向と捜査官が交代──貧ひん血けつ気味で治療室に戻るアイラ。

　乙も出る──日向と合流。

「どうだった？」

「敵は次の爆破準備を終えている。それしかわからなかった」日向＝憮ぶ然ぜん。「シディカ・シェンはもう自分は炎ほのおの階段をのぼり天国にいると言っていた」

「どーいうこと？」

「彼女の脳を搭とう載さいした犠脳体兵器が、爆弾のそばにいるということだろう」

「やあ、お嬢じようさん、日向隊員」やって来るピエール──いつにも増してくたびれた様子／ずびずび洟はなをかむ。「どんな調子だい？」

　無言でかぶりを振る日向──肩かたをすくめる乙。

「こっちもだ。二トンものダイヤをどこに隠かくしたと思う？」

「〈ローデシア〉、クルド人民戦線、トルコ自由戦士団、〈蟲〉──これまで叩たたいた拠きよ点てん以外のどこかということしかわからない」

「〈アルレッキーノ〉も除外だ。あっちはカンパネッロ捜査官が情報を集めてる。大量の荷が運び込まれれば耳に入るはずだからな。お嬢さんが斬きったマスク男たちの身元は？」

「イタリア人だってこと以外、バラバラだってさ」乙＝また肩をすくめる。「プロの殺し屋とか、ギャングとか、傭よう兵へいとかだってニナが言ってた」

「古式ゆかしい連中だ。おそらく職業ではなく地ち縁えんで結ばれてるんだろう」

「地縁？」

「華か僑きようやイタリア系移民に共通する特とく徴ちようで、出身地ごとにお互たがいを助け合うグループが存在するんだ。多くは血縁者たちで、何があっても地縁だけは裏切らない。もし裏切れば世界のどこにいても必ず殺される。ま、そっちもカンパネッロ捜査官に任せるさ。嫌いやな話だが、残る相手は限られている。調べたかい？」

「隊員を向かわせた」日向＝厳しい表情。「第二ライヒ十五エンシユ区マオスにあるマリの事務所と、ケンジ・アリサワの会社を捜そう索さく中だ。聴ちよう取しゆには協力的だが、今のところ何も見つかっていない」

「あの人たちが敵に協力してると思う？」乙＝ついそんなことはないと言って欲しくなる。

「わからん。だがサソリ男は、ケンジの会社を寄よ越こせとマリにわめいていた。会社ごと奪われた可能性もある」

「あのサソリ男はあくどい商売をしているしな。ところで俺の方も一つ調べたんだ」携けい帯たい電話を取り出す──画面に何かを表示。「お嬢さんが言っていたワニについて」

　乙──携帯電話を受け取る／画面を見る／死体検案書──氏名／生年月日／死亡状じよう況きよう／死亡原因／小難しい専門用語だらけの文書──乙と同じ飛行機に乗っていた男の死を告げる書類。

　レオナルド・タッキナルディ──緑の目をしたイタリア系／バラバラになって焼け焦こげていたらしい遺体／歯型とかパスポートとかで本人だと判断された──つい首を傾かしげた。

　覗のぞき込む日向──ちらりと乙を見る／異変が生じないか観察している。

「これって本当？」特に何か感情を刺し激げきされることなく携帯電話を返す──日向に向かって安心させるように肩をすくめてみせる。

「さて、どうだろうな。係けい累るいがないせいでＤＮＡ鑑かん定ていは行われていない。比ひ較かくするＤＮＡがないからだ。事件後に作成された被害者リストによれば、この国の無縁墓地に葬ほうむられている。掘ほり返す許可を取るのは簡単だろう。嫌がる親族もいないんだから。もしこの書類が偽にせ物ものなら手の込んだ仕事だ。当時のＢＶＴか、調査を担当した軍人の誰だれかが改かい竄ざんしたことになる」

「そうなの？」日向を見上げて質問。

「わからん。本当に死んでいる可能性の方が高い。もし誰かがその男の生存を隠したのなら、何か理由があるはずだ。思い当たることはあるか？」

「うーん……」カタナの柄つかのカシラを額に当てる──だが忌まわしい笑い声の他ほかは何も思い出せず。「ピエールのおっちゃんは、どー思う？」

「同じく何もわからん。だが少なくとも、事件を担当した人間のリストは持ってる。ＢＶＴの人間は何人か事故やら何やらで死んでるが、まだ大勢生きている。昔やったように、一人ずつ訊きいて回るさ。〝この男を知らないか〟ってね。怪あやしい反応をするやつがいるかもしれない」

「ありがとう。オレも手伝う」

「そりゃ心強い。こっちこそ、ありがとうだ。前に同じことをしたときは、みんなから嫌な顔かおをされた上に、誰かに撃うたれて死にかけたからな」

「誰が撃ったかわからないの？」

「背中を撃たれたしな。まあ、俺が訊いて回った誰かが、俺を撃てと命令したんじゃないかと思ってるよ。ＢＶＴからはただの強盗だといわれたがね」

「オレが守ってあげるよ」神しん妙みような顔。「絶対に撃たせない」

　微笑ほほえむピエール。「そんなことをしそうにない相手から訊くさ。お嬢さんに守ってもらったっていうグスタフ内務調査官とかな」

　びっくり。「あの人も飛行機のこと調べてたの？」

「機内にダイヤの原石があったからだ。資マネ金ー・ロ洗ンダリ浄ングの疑いがあるってことで彼も調査に加わっていた。彼はその手の事件をずっと長いこと担当している。ちょっと前にウィリー・ココシュカっていう悪党が、飛行機の墜つい落らくで死んだときも、グスタフ氏がニュースに出ていろいろ喋しやべっていたしな」

　コール音＝さっと携帯電話を取り出す日向──番号を見て顔つきが変わる／口調も変わる。「俺です、ヘルガ長官」

　ヘルガからの直接通信──乙＋ピエール＝日向を注目。

「わかりました。ただちに向かいます」通話オフ──携帯電話をしまう／黙だまって待つ乙＋ピエール／おもむろに告げた。「長官の命令だ。グスタフ内務調査官を見つけ出して連行する」
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　長官室──通信を終えてのちも携帯電話の画面を見るヘルガ＝送られてきたメッセージ。

『カゲロウ文書』──アダー神父を逮たい捕ほしたＭＰＢ側からの情報提供の中で最も早い。

　当時の軍の支給品管理部で横流しを行った者──〈医師狙そ撃げき事件〉ならびに〈クローネンブルク爆ばく殺さつ事件〉で用いられた火薬を密売したと目される人物──だが獄ごく中ちゆうで死亡してのちその帳ちよう簿ぼの暗号だけ解読されぬまま残された──誰に何を売ったかは判明せず。

　その事件の担当＝グスタフ・アードラー──元陸軍士官／軍の内務調査部／ＢＶＴの内務調査課──憎にくまれ役に徹てつする頑がん固こ者／軍のあらゆる横流しルートを調査。

　だが〝高度に暗号化された帳簿〟の解読を諦あきらめる──横流し犯の死亡で調査終しゆう了りよう。

　その暗号を解いた──ともに火を追う少女の成果──〈ローデシア〉の暗号。

　帳簿に記された名──Ｈ．Ｈ．Ｈ．──〈ローデシア〉で〝万歳フラー、ハイル・ヒトラー〟を意味する言葉──軍の給きゆう与よ番号＝名義人──グスタフ・アードラー。

　可能性──軍内部の白人至上主義者たちの犯行／内務調査課まで参加して組織ぐるみで横流しが行われた──グスタフがその後始末を担当したばかりかそもそも帳簿管理者だった／自分の給与振ふり込み用の口座番号さえ貸していた／多額の金を管理して手数料をもらっていた。

　まるで密入国者たちがお互いの金を守るために作る地下銀行のたぐい──元国法研メンバーが／あの潔けつ癖ぺきの真面目まじめ人間が──本当にこんなものに荷担していたというのか？

　衝しよう撃げき／疑念──どちらも心から拭ぬぐい去る──本人を聴取するまで予断を許さず。

　その間にも送られてきていたデータ──全て部屋に設置されたモニターの一つに転送。

　ＭＰＢが押おう収しゆう──アダー神父の隠し部屋から発見されたファイル。

　爆破された遊覧船のコネクターの中にあったとみなされるもの──書類＝〝植物状態にある患かん者じやに対して行われる覚かく醒せい手術の同意書〟──サイン＝ベルナルド・ジュリーニ／患者のゆいいつの親族／覚醒手術に同意した──驚おどろくべき付記＝〝ヴァチカン〟の文字。

　患者の名＝サルヴァトーレ・ラニエリ枢すう機き卿きよう──遊覧船爆破で死んだロッシーニ枢機卿の前任者／ヴァチカンのピエトロ銀行の管理者／八年前の爆ばく弾だんテロで負傷／眠ねむったままに。

　その顔写真──戦せん慄りつ。

　爆弾で顔面を吹ふき飛ばされた人間──目も鼻も口も耳もない肉にく塊かい＝生命維い持じのためのチューブだらけ／悪夢のような光景／決して醒さめない悪夢に囚とらわれた顔のない人物。

　写真の裏に記された数字──『３７２９２３１７１３１１７』

　デスクに腰こしを下ろす──ソファに座ってモニターを見つめている老人を見る。

「私は今、多くのものがつながったと感じておりますわ、バロウ神父様」

「ああ……私もだよ、ヘルガ」バロウ神父──穏おだやかさを失わず／背負ったものに耐たえるような厳しい面おも持もち。「植物状態の人間を目覚めさせられる者など限られている。この十三桁けたの数字を書いたであろう人物……ヴェルナー・フォン・ブラウンことルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデルが、この枢機卿を目覚めさせようとしたのだ。鳳を覚醒させたように。この数字は、植物状態の人間を目覚めさせるための脳内チップにまつわる何かだろう。私や他の開発顧こ問もんも共有していない、彼の研究にとって重要な何かだ」

　ヘルガ＝右手の人差し指を立てる。「一つ──八年前、爆弾テロでピエトロ銀行の管理者だった、このラニエリ枢機卿が植物状態となった」

　中指を立てる。「二つ──その翌年。七年前、この都市で〈クーデター事件〉が発生」

　薬指を立てる。「三つ──同年、私とクローネンブルクが乗る車が爆破された事件が発生」

　小指を立てる。「四つ──その翌年。六年前、〈インフィニティ〉がＡＰ爆弾で自爆」

　親指を立てる。「五つ──同年、〈ルフトハンザ３１９便ハイジャック事件〉が発生」

　左手の人差し指を立てる。「六つ──同年、〈医師狙撃事件〉が発生。容疑をかけられたライフル友愛会の一員がベルナルド・ジュリーニであり、〝ハイジャック事件は偶ぐう然ぜんとは思えない〟と彼が口にしたことを、事件の被ひ害がい者しやである少女が覚えていますわ」

　左手の中指を立てる。「七つ──今、その被害者の少女と、クローネンブルクを爆殺した火薬の出所を示す帳簿と、ベルナルド・ジュリーニが遊覧船に隠した書類が発見されました」

　立てた指を眺ながめる──昂こう揚ように満ちた声こわ音ね。「まるで七つのラッパが鳴りわたる……という気分ですわ」

「この書類が、啓けい示じたる黙アポ示カリ録プスというわけかね」バロウ神父＝沈ちん痛つうな面持ち──だが無む惨ざんな写真と数々の悲劇を前にしても失われぬ穏やかさ。「ラニエリ枢機卿と〈クーデター事件〉、そしてクローネンブルク爆殺との間に、関係は見られるのかね？」

「以前、兄が申していたのを思い出しましたわ。彼が推進した〈戦犯法ほう廷てい〉は過去にも試みられたことがあると。しかしある重要人物が証言するはずだったものの、その人物が所属する組織の事情で証言は不可能となった。そしてその翌年、〈クーデター事件〉が起こり、法廷は開かれず、兄が州知事になってようやく実現したのだと」

「ニュースで私も見た。州知事が議会の弾だん劾がいに対して反論するところをね。州知事は、ロッシーニ枢機卿が〈戦犯法廷〉の証言者となるはずだったと言った。つまり、ラニエリ枢機卿もそうだったというのかね？」

「ヴァチカンのピエトロ銀行は今なお史上最大の預金額を有し、第二次世界大戦では共産主義の脅きよう威いにさらされたことで、やむなく当時のイタリア政権およびナチス・ドイツに協力せざるを得ませんでした。戦時中に構築された国際的なアンダーグラウンド・マネーは、ピエトロ銀行にとってまさに外げ典てんであり彼らが背負う十じゆう字じ架か……現代にいたるも、いまだ解消されざる問題を抱かかえています」

「その十字架を背負うラニエリ枢機卿が爆弾テロで倒たおれ……彼が証言するはずだった都市では何者かによって〈クーデター事件〉が発生し、法廷は開かれることなく終わった。では、クローネンブルクとの関係は？」

「彼の書いたレポートは、まさにその後に起きた事件の手口を言い当てるものでしたわ」

「全すべて、そうだというのかね？　眠れる枢機卿を目覚めさせないため……彼を法廷に立たせないためだけに……全ての事件が起きたのだと。十年近くにわたり、おびただしい死者を出したのも、一つの目的のためのものだったと。そんなことがありうるのかね？」

「今の私には、それ以外の考えが浮うかびませんわ。メンデル博士が鳳さんを目覚めさせた直後に起きた事件の全てが、ラニエリ枢機卿につながるのですから。もう一つ……ハンス・Ｗ・クラインが仕し掛かけた、特甲トツコー児童の初出撃における異常事態もふくめて」

「五十九番目の脳内チップ」宙を見つめる──そこに誰かがいるよう目を細める。「植物状態から目覚めさせる〈魂プシケー〉の座を葬ほうむるために、あの悲劇が起きたというのか……」

「バロウ神父様は、死んだとされる人物の生存について思うところはありませんか？」ヘルガ──沈痛なバロウ神父と対照的に戦意をやどす眼差し／憤ふん怒ぬの火を抱いだいてますます輝かがやくようなおもて／燃えるような華はなやかさ──それでも失われぬ冷静さで訊いた。「ＭＳＳとＭＰＢによる国内特甲児童の初出撃で起きた、同士討うちという異常事態。それが鳳さんの脳内チップを破壊するためだったという前提に立ったとき、特甲児童の開発顧問のうち、最も敵に協力した可能性の高い人物は誰だとお考えになりますか？　そしてその人物は、今なお、特甲児童に対する情報汚お染せんを試みていると思いますか？」

「三人のうち誰かが、実は死んではいない、という前提かね」宙を見つめたまま──今まさにその人物を思い描えがいているというように。「残念ながら誰もが可能性を持っている。この私もふくめてね。だがわからない。設計顧問のメンデルが、自分自身の研究を破壊する理由など私には思いつかない。心理顧問のポラック博士は、政治や経済といったものにはきわめて無関心な人物だった。発案顧問のカラス博士は、私と同じようにキプロス紛ふん争そうで心を痛めていた。カラス博士はギリシャ系でね、キプロスに大勢の親族がいた。たまたま私が顧問を辞やめたのが先だっただけで、彼も兵器の開発から身を引こうとしていた」

「ですがその三人しか考えられませんわ。そしてその三人の誰もが、プリンチップ社に特甲児童のデータを渡わたした可能性がある……。特甲猟兵がリヒャルト・トラクルのもとにいるということを、特甲の面からもっと考えるべきでした。特甲猟兵たちのためのメンテナンス、転送設定、脳内チップと機械化義ぎ肢しの調整……限られた者にしか扱あつかえない技術ばかり。しかも特甲児童ではないはずの機械化兵士ですら、特甲を転送した。つまり脳内チップの移植手術を行える人物が敵の側にいるということなのです」

「わかっているよ、ヘルガ」ようやく思い描く人物から目を離はなす──報復の炎ほのおを燃やす長官を振ふり返る／痛む手をさすりながら／心に抱く罪が手の痛みとなってあらわれているというように。「そのために私はこの仕事に戻もどったのだから。私が彼女たちを守らねばならない。そのために必要なことを私にさせてもらえるかね？」

「何なりとおっしゃって下さい、神父様。あらゆる人員を同行させますわ」

「私一人で十分だよ、ヘルガ。それに、捜そう査さということにしてしまってはいろいろと支障が出るのではないかね？」

　ヘルガ＝相手の意図を察して口をつぐむ／さすがに予期しておらず──この老人の決意を甘く見ていたことを思い知らされる気分。

　バロウ神父──あくまで穏やかな微び笑しよう。「私は、自分の教会を焼かれてしまった情けない身だが、今もこの都市の宗教会議の担にない手の一人ということになっていてね。〈インフィニティ〉も、基本は宗教団体だ。私なら彼らと接触できる。彼らは私の技術も欲しているだろうしね。ともかく私は彼らに問うつもりだ。彼らがどのようにして八人もの少女たちの脳を接続させてユニット化したか。そのために必要なはずの犠ぎ脳のう技術と脳内チップの併へい用ようをどのようにしてなしえたか。そして、誰だれがその技術を彼らに提供したか。私のこの身を懸かけて聞き出し、君に伝えるよ。ただし一つお願いがある。冬真には何も言わないで欲しい。あの子は賢かしこいから、いずれ何もかも知ることになるだろう。だが、彼の父親がどんな形であれ事件に関かかわっていることを知るのは、もっと大人になってからでいい。どうか、それだけは頼たのむよ、ヘルガ」
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　午前八時＝ＭＳＳ本部ビル三階──大会議室＝通つう称しよう〝教室〟──人員が勢せい揃ぞろい＝みなぎる熱気。

　演台脇わきで座って見守るヘルガ──壇だん上じよう＝ニナ。「各員、報告を」

　ディーゼル課長。「ＡＰ爆弾の解かい析せき結果はやはり我々の推測を裏付けるものでした。予備電線の焼しよう却きやくによる都市中ちゆう枢すうのマスターサーバーに電子的攻こう撃げきを仕掛けるためのものです。また爆弾に付ふ随ずいする犠脳パーツの接続先は、複数の見えざるユニットでした。〈ローデシア〉のコード名に従えば〈オーディン〉、〈ニーベルング〉、〈九姉妹〉の全てにつながっており、解析課では多重犠脳体の可能性を検討中です」

　ニナ。「多重とは？」

　ディーゼル課長。「たとえば犠脳ユニットを搭とう載さいする犠脳体兵器は、もとの肉体の死とともに起動します。同じように、脳の一部を搭載した何かが、残りの脳の死とともに起動するのです。一方が断たたれることによる切りフエイ替えルオー機能バーで、仕組みとしてはサーバー障害時の代理ＡＩとまったく同じであると予想されます。なお、検査官による脳のＤＮＡ検査報告によれば、ＡＰ爆弾に付随する犠脳パーツの元の持ち主は最低でも七名の人間であり、うち一人は、八人の犠脳少女たちの一人です」

　冬真──解析データをいつでもモニターに映せるよう課長の隣となりで端たん末まつを膝ひざに置いて待機／端末モニターの隅すみで今も進行中であることが表示されている解析データ──〈シュピーゲル〉

　冬真＋水無月＋吹雪の話し合いで決めたコード名──〈鏡シユピ面ーゲル〉──精神の光を映す鏡／水無月の脳内チップの転写データの全解析／マスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の枝基幹ユニットで実行中／ＭＰＢのマスターサーバー〈刕レイ〉が共有。

　特甲児童にのみ許されるマスターサーバーとの直接リンク──ヘルガ＋ニナ＋ディーゼル課長＋バロウ神父にも〝特甲児童同士の特とく殊しゆな接続行こう為い〟としか認にん識しきできず／誰かがデータにアクセスすればたちまち警告とともにＭＳＳとＭＰＢの両マスターサーバーによる攻撃対象に。

　冬真＋水無月＋吹雪にとっては先の電子戦における最大の成果──何かが判明することを祈いのるばかり／彼女の助けになることを願うばかり。

　ニナ。「引き続き、敵性ユニットとＡＰ爆弾の関連と敵の目的の解析を。戦術班Ａ群」

　御影。「我々の縄なわ張ばりである第三十ジーク五区ムントの地下道にＡＰ爆弾はない。設置ポイントを示すようなマークもなかった。〈ローデシア〉団員の一いつ斉せい逮たい捕ほに踏ふみ切ったＭＰＢの中隊からの情報提供によれば、第二エー・十四区ヴエーにもＡＰ爆弾はなかった。また、第十ジンメ一区リングはＢＶＴ指揮下で〈特憲コブラ〉と第二作戦部隊が捜そう索さくしたところ何もなかったらしい。むろんのこと私もＭＰＢ中隊も彼らの報告を鵜う吞のみにするほど無む邪じや気きではないので、我々も独自に捜索したが、何もなかった。敵は地下からの爆撃を諦あきらめたか、まだ捜索されていない本丸である第二十ドナウシ二区ユタツトにいきなり攻せめ込むつもりだろう」

　雛──鳳の左ひだり隣どなりに座りちょっとだけヘッドホンをずらしてみんなの声を聞いている／いつものように自閉しているふりをしている／心の中で爆ばく弾だんの捜索と解体の手順をおさらい中／シャーリーンとの会話をリフレイン──あの女の怒いかりと困こん惑わくに満ちた声を聞くのは最高だった。

　混こん沌とんの使徒であることの自覚──シャーリーンやアダー神父やリヒャルト・トラクルたちはみんなこういう気分だったのだ──都市全体がまるで自由に操あやつれる時限爆弾のように思える／そうしてやるという意志の萌ほう芽が──ひそかに／平然と／落ち着き払はらって。

　ニナ。「敵の爆撃阻そ止しについてはのちほど長官からご指示がある。戦術班Ｂ群」

　日向。「〈二トンの荷〉の一部をトルコ系グループの施し設せつで発見。残りは不明だ。中国系、イタリア系、クルド系、トルコ系、日系、オーストリア系である〈ローデシア〉の関連施設を全て調べたがどこにもない。だが保管と運うん搬ぱんを行った痕こん跡せきは各所で見られた。これまで確認された敵集団の裏に、水面下で動いている別の組織がある。可能性が高いのは、脳を奪うばわれた少女たちの保護者を称しようする〈インフィニティ〉だろう」

　乙──鳳の右隣に座りカタナを抱えて会議を眺める／見み渡わたす／それまで退たい屈くつで仕方なかった大人たちの話し合い──今はゼン的なヘイジョーシンに支えられたショギョームジョーの心で眺められる／全てはシュギョーだという真しん摯しな気持ちになれる／自分が追うべきワニのことを惑まどわず心の中で見つめられる──すっかり自分のものにした静せい穏おんさとともにこの事件の行く末を見定めてやろうという決意──それこそワニの克こく服ふくになると信じて。

　ニナ。「〈インフィニティ〉は犠脳技術および脳内チップ技術を有し、今事件に用いている可能性大だ。これについても長官からご指示がある」

　鳳──二人の仲間とともに会議を静せい聴ちよう／いつにも増して引き締しまるおもて／自分の過去との因いん縁ねんをひどく客観的に認識／心を脅おびやかすものとてなし／ただ０と０であることを心がける／真実をとらえる８になるために／一いつ切さいの先入観も予断もなく──事件を未然に防ぐ・首しゆ謀ぼう者しやを確保する・事態を解明する──失われた因果関係を取り戻す──強い意志に満たされる／冷たく凍いてつくほど強きよう靱じんな精神──それがどこから来るかも知らずに。

　ニナ。「現時点での最重要目標は、第六のＡＰ爆弾を確保し、敵の手段を阻はばみ、その目的を解明し、主犯格に接近することだ。では長官、お願いいたします」

　ヘルガ＝立ち上がる──優ゆう雅がな足取り／ニナの傍かたわらに立つ／己おのれに許された火の使徒たる隊員たちを見渡す──報むくいを求める苛か烈れつな意志を秘ひめて。「ＡＰ爆弾に付随する犠脳パーツの存在は、敵が都市中枢のマスターサーバーに侵しん入にゆうするだけでなく、さらに別の目的を有していることを示し唆さしているわ。その解明に必要なものを一つずつ手に入れなさい。先ほど、ＢＶＴから連れん絡らくがあったわ。間もなく、マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉および〈[image: かむき]カムキ〉の電子防護はランダム・スイッチングからマニュアルに切り替わると。周辺地区における予備電線上の電子防護が喪そう失しつした場合に備えて防護を固定化し、第二十ドナウシ二区ユタツトの防護に集中することになるわ。敵はこのＢＶＴの動きを読み、目標を第二十ドナウシ二区ユタツトに定めたはず。すなわちマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の枝基幹ユニットおよびその予備電線への直接攻撃を決断した可能性大よ」

　静まりかえる会議室──静けさが秘める戦意の熱を味わいながら告げた。

「マスターサーバーを守る電子の城じよう壁へきは決して失われてはならない。ここにいる私たちこそ城壁に立つ兵士よ。これより全部隊を第二十ドナウシ二区ユタツトへ配置。総力を挙げてＡＰ爆弾を確保し、襲しゆう来らいする破壊分子を要撃。しかるのちＡＰ爆弾を解析するとともに、〈二トンの荷〉と犠脳技術者の捜索を。対象は〈インフィニティ〉と全ての関連組織。この都市にはびこる〝怠たい惰だ〟の罪を咎とがめる日が来たわ。失敗は許されない。いかなる火が敵の手にあろうと私たちに許された火をもって制圧するのみ」一いつ拍ぱくの間──号令。「総員、ただちに出動！」
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　ＭＳＳ本部ビル地下一階──車両区画。

　純白のセーフガード車両──〈アイギス〉の前＝鳳＋乙＋雛──先日に続き叱しつ咤た激げき励れい／おまじない／クイズのおさらい──鳳の右手首＝ブレスレット──〈チャンチエンピオンピオン〉の文字。

　ニナ＋ディーゼル課長＋バロウ神父にもクイズを振る鳳──「答えを検けん索さくした」ニナ＝なんでも即そくサーチの携けい帯たい電話世代──「これはしまった。私の視界の片かた隅すみに答えが表示されてしまった」ディーゼル課長＝サングラス型の端末が自動検索／ＡＩ＋ウェアラブル世代──「私は答えを知っていてね。意外な答えだ」バロウ神父＝そもそもなんでも知ってる雑学世代。

「答えは爆弾を確保してからお教えしますわ。それまでくれぐれも答えをおっしゃらないで下さい」鳳＝憮ぶ然ぜん。

　青く塗と装そうされたマスターユニット車両──〈トリアイナ〉の前＝冬真＋水無月。

　すでに答えた冬真＝真面目まじめに答えを待つ──冬真と同じ答えを選んだことにする水無月＝さらなるセクハラ発言を鳳の鋭するどい眼光が遮しや断だん。

　出動──お互たがいへ短い挨あい拶さつ／乗り込む者と見送る者。

「行くぞ」「行ってきますわ」「チュース」「行ってきまぁす」ニナ＋要撃小隊＋捜査班＋通信官──〈アイギス〉へ。

「出動だ」「行ってきます」ディーゼル課長＋冬真＋解析課の乗車組──〈トリアイナ〉へ。

　見送り──水無月＋バロウ神父──二つの大型トレーラーが見えなくなるまで立っていた。

「冬真の進路について……神父様はどうお考えなんです？」水無月＝ぽつりと。

「彼が決めることだよ、水無月。幸福な選せん択たくであって欲しいと祈るばかりだ」

「就労期間が過ぎたら、大学に行けって言ってやって下さい」目を伏ふせる。「いつまでもこんな所にいちゃ、あいつのためにならない。僕たちのメンテナンス係みたいなことをやるより、あいつは、もっと大きなことができるんですから」

「大きなこと？」

「わかりませんけど……今やってることより、ずっと大事なことがあるはずだ」

「ありがとう、水無月」微笑ほほえみ──感謝というより水無月を誉ほめるように。「それはお前の口から言ってあげて欲しい。冬真がどのような道を選ぶべきかは私にもわからない。ただ、これからの長い人生で、お前たち二人が友人であり続けてくれることを願っているよ。冬真の将来がどうあれ、彼にはお前のような友人が必要だ。お前にとってもそうであってくれれば幸いだ」

「そんなの別に……」口ごもる──鼻をかく／頭をかく。「あいつは超ちようがつくお人ひと好よしですから。相談に乗ってやる誰だれかが必要だってことはわかりますよ」

「ぜひ、そうしてやって欲しい」

「あいつが望む限りは」照れくさそうに耳をかく──エレベーター・ホールを振ふり返る。「もう行きませんか。現場に到とう着ちやくする前に、あのでかぶつ車両と同期しなきゃ」

「ああ。行こう」

　エレベーター──バロウ神父＝地下二階の資料閲えつ覧らん室──水無月＝地下四階の解析フロア。

　バロウ神父──ＰＤＡ／ロザリオ／聖書をカバンに──再びエレベーターへ。

　一階ロビー──法衣姿のまま外へ／自分が何者であるかすぐにわかる出いで立ち／ＭＳＳも追つい跡せきしやすい姿──歩いて駅へ。

　電車には乗らず──ロータリーに静かに佇たたずむ／ヘルガがつけた監かん視し員いんがどこかにいるだろうが姿は見えず／これから会う相手が同じように監視しているだろうがそれもわからず。

　やがて白しろ塗ぬりのバンが現れる──バロウ神父のすぐそばで停車／後部扉とびらがスライド／グレーのスーツを着た男たちが現れる──襟えりのバッジ＝〝魚〟のマークの腹に〝Ｉ〟の文字──宗教画にしばしば登場する〝イエスイエスの・フイ魚ツシユ〟のシンボル。

「トマス・バロウ神父様ですね」男たちの一人──慇いん懃ぎんな態度。「どうぞお乗り下さい」

「ありがとう。お邪じや魔まするよ」バロウ神父──男たちの手振りに従い後部座席の奥へ／窓は全すべてスモークガラスで外からは見えず／最も奥の席を覆おおう車内カーテン。

　扉が閉まる──バンがロータリーから滑すべり出す。

　席についたバロウ神父の両側にグレーのスーツの男たち──金属探知機／電波感知器／爆薬などの物質を検出するための機械──指一本触ふれずにバロウ神父を検査──うなずき合う。

「クリアです」最初に声をかけた男がカーテンの向こうへ報告。

　さっとカーテンが開く──広々とした横長のシート／小テーブルつき／バロウ神父と同じく宗教関係者であることを強調する法衣の男──微笑んで手招き。「こうして再びお目にかかれて光栄です、バロウ神父。常々、あなたとお話ししたいと思っておりました」

　男──五十代／瘦そう軀く／青い目／短く刈かった白しら髪が／尖とがり鼻／色いろ濃こいアーリア系の面おも立だち。

　手を差し出す──応じるバロウ神父／握あく手しゆ／そっと触れる程度の／バロウ神父のリウマチを気き遣づかっている。

「まさか君とは思わなかったよ、アルブレヒト・アイスラー博士」バロウ神父──手を戻もどす／捜そう査さ官の観察眼ではなく信しん仰こう者の平静さで受け入れる。「よもや生きているとは。最後に会ったのは、確か、君がメンデルと一緒に登とう壇だんした学会でだったかな」

「ええ、そうです。私が死ぬことになった研究を発表したときですから、もう六年以上も前になります。あの頃ころは、植物状態の人間を目覚めさせることが脳医学に輝かがやかしい未来をもたらすとしか思っていなかった。無邪気なものです」

「ＭＳＳで事件の概がい要よう書を読んだ。〈医師狙そ撃げき事件〉では君は凶きよう弾だんに倒たおれたことになっている。他ほかの医師たちも生きているのかね？」

「残念ながら、彼らは私たちの研究の巻き添ぞえになりました。心を痛めましたが、私も生きるのに必死だった。私が死なずにいられたのは、未来党員だったからに他なりません」

「ルートヴィヒ・数馬・メンデルも、未来党員だったはずだが？」

「彼は未来党をナチスと呼んでいましたよ」溜ため息いき混じりの笑い──そんな大人げないことをすべきではないのに、というよう。「十年前、脳内チップの実用化に賛成していたのは未来党だけでしたからね。メンデル博士は、やむなく党員になったと公言して憚はばからなかった。それどころか、自分はロケット開発のためにナチスに従わざるを得なかった科学者、ヴェルナー・フォン・ブラウン博士と同じだとも言っていました。そんな人物を党が助けるわけがありませんよ」

「確かに、メンデルは各政党が脳内チップを肯こう定ていした途と端たん、未来党員ではなくなっている。その後もブラウン博士の異名は使い続けたがね。いろいろ思うところがあったのだろう。ところで、君のことは何とお呼びすればいいのかな？」

「〈インフィニティ〉教師長のモーゼル・プファルツァーです。前教祖のモーゼル・プファルツァーから名をもらいましてね。私は彼の甥おいということになっている。できれば信者たちの前ではモーゼル教師長とお呼びいただけるとありがたい」

「他の誰かも、君のように匿かくまわれているのかね？　特甲トツコー児童の開発顧こ問もんも？　あるいは特甲猟りよう兵へいたちも？」

「直接その目でお確かめ下さい、バロウ神父。私はあなたを尊敬しているが、信しん頼らいしてはいけないとも言われていましてね。目的の場所まではしばらくかかります。その間、久々にお互いの研究についてゆっくり語らうというのはいかがですか？　私がメンデル博士と共同で研究していた頃に比べ、大いに前進しましてね。いよいよ製造段階に入ったものもある。特甲開発の製造部門を牽けん引いんしていたあなたのご意見を伺うかがいたいのですよ」

「私でよければ、モーゼル教師長どの」揺ゆるがぬ穏おだやかさ──自分を運ぶ者たちの手に身を委ゆだねながらまるで動じず／元いた場所に戻れるのかとも訊きかず──白塗りのバンはドナウ河を越こえ、第二ラツフ十六ルズシ区テイを通り、都市を北へと進んでいった。
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　第二十ドナウシ二区ユタツト──国連都市UNO-CITY付近を通過──かつて第レオポル二トシユ区タツトにあった国際原子ＩＡ力機関ＥＡの建物が見える／〈戦犯法ほう廷てい事件〉の戦火を思い出して身が引き締まる冬真──〈トリアイナ〉の前から二番目の解かい析せきルームにて本部の接続官コーラスがマスターサーバーと接続したことを確かく認にん。

　モニターガラス越ごし──接続ルームで設置された接続用カプセル／中は無人／車内の壁かべに設置された水無月の代理ＡＩが起動──カプセル内に立体映像＝水無月が出現／両りよう膝ひざをついて上着を脱ぬぎ、羽を生やした、いつもの接続時の姿。

「接続官コーラスの接続を確認。ノイズ・クリーナーを起動します」冬真──すぐ隣となりの大男へ。

「水無月くんのアバター・ホログラフを確認」ディーゼル課長＝自分の席で水無月の映像を視認──端たん末まつで同期を確認／巨きよ大だいな少年のように浮うき浮きした様子。「臨時経路バイパスを確立したぞ。今やこの車両は、移動する解析フロアだ。転送障害が発生した場合、特甲児童を車内に収容して電子的に保護する。また、雛くんが４ＪＯウィルスによって体調に異変をきたした場合も、同様に収容し、機械化ウィルスの信号を無効化する」

《ルートを一部変へん更こう》天てん井じようスピーカーから声──先頭の運転ルームから通信。《第二ライヒ十五エンシユ区マオスのデモ隊が進路を変更し、第二十ドナウシ二区ユタツトに入ったとのこと。混雑を避さけて進みます》

「捜そう索さくエリアと重なるな」ディーゼル課長──壁モニターの一つを見る／都市地図に表示された自分たちと部隊の位置──別モニターに公共放送ＯＲＦ局のニュース映像＝行進するデモ集団。

　ＭＰＢの護衛車両が画面を横切る──冬真＝特甲少女たちの姿をちらりと見る／ＭＰＢ遊撃小隊／あの小隊長さん──涼スズ月ツキさんがいた。

「偶ぐう然ぜんでしょうか？」解析官＝疑わしげ。

「わからない。だがデモ隊の中心人物はアダー・ガウス神父だ。彼はＭＰＢに逮たい捕ほされ、保護対象とされている。念のためデモを監視下に置こう。本部の解析課にも同様に連れん絡らくを」

　幾いくつも了りよう解かいの声──トレーラーで現場に移動していることを忘れるほどスムーズな通信／接続／追跡／監視／解析──本部と変わらぬ高機能システム。

　先行してルート変更済みの〈アイギス〉──デモ集団の目的地とみられる第二十ドナウシ二区ユタツトの国連広場を迂う回かい／広場から二キロ離はなれた通りへ。

　車両後部の待機室──壁モニター＝ＯＲＦのニュース映像──陽気に歌うデモ集団／野次馬だらけ／警官隊とＭＰＢの装甲車が護衛中。

「いーなー、テレビ出られてさ」乙＝羨せん望ぼう──「あれはあれで大変な仕事なのですわ」鳳＝以前どこかでそんな話を聞いたという記き憶おく／スシバーという単語がよぎる。

　雛＝無言でニュースを傍ぼう観かん──デモ集団を率いるアダー神父の姿／きっとあれが彼の仕事なのだ／ルートを変更したことにも意味があるのだ。

「到着だ」ニナ＝携帯電話を耳に当てつつ通路に立って指示──トレーラーが停車。「地下鉄のメンテナンス用トンネルから入り、予定通りそれぞれの捜索ルートを進め」

「さあ、お仕事ですわよ、乙さん、雛さん」鳳＝素す早ばやく立って出入り口へ──ドアを開く／外へ出る／宙に手を差し伸のべる。「転送を開かい封ふう」

　輝き＝立て続け──紫むらさき・青・黄──飛び立つ／ビル街の一角／警官とＭＳＳ捜査班が封ふう鎖さ中のトンネル入り口──目にも止まらぬ速度で飛び込んだ。

《こちら要撃小隊、東第一エリアよりＢ１へ》鳳＝無線通信──二人を従えトンネル内を飛ひ翔しよう。《これより捜索を開始します》

　御影の声。《こちら戦術班Ａ群およびＢ群、東第二エリアＢ１進入。二手に分かれる。Ａ群は私に続け。行くぞ、野や郎ろうども》──日向の声。《戦術班Ｃ群およびＤ群、南第一エリアＢ１へ入った。Ｃ群は俺と来い。Ｄ群は西第一エリアへ。同士討うちに注意しろ。ＭＰＢ中隊が近くにいる》

　ニナ。《各エリアの地下道出入り口を封鎖中。敵は確認されていない。別地区からの横道に気をつけろ》

　部隊の一いつ斉せい展開──鳳／乙／雛／戦術班Ａ群／Ｂ群／Ｃ群／Ｄ群＝七方向へ。

　鳳＝予定ルートを飛翔──羽の探査が、どーん、という間延びした爆ばく音おんを検知。

　各所で早くも交戦を示すサイン──声＝立て続け。《こちら戦術班Ｄ群、西第一エリアＢ２で二体の黒山羊と遭そう遇ぐう。何週間前から潜もぐり込んでたんだ？》

　Ｂ群。《こちらＢ群。北第一エリアＢ２。転送兵器および武装集団と交戦。クルド系だ。掃そう討とうする》

　御影。《こちらＡ群。戦せん闘とう用スーツのヘルメットの上からヴェネチアン・マスクをかぶったふざけた連中が発はつ砲ぽうしてきた。〈アルレッキーノ〉か？　なぎ倒せ、野郎ども》

　日向。《こちらＣ群。南第二エリアＢ２で戦闘。ＭＰＢ中隊が転送兵器および武装集団と交戦中。〈ローデシア〉の残党だ。敵側面に回り込む》

　ふいに別回線から声──慇懃に。《ごきげんよう、〈クイーン〉。我々の位置はおわかりかな？》

　データ確認＝Ｇチームのアームスーツ×四の位置情報──あらかじめ示し合わせていたルートを予定通り進行中。《ごきげんよう、〈ナイト〉。受信しておりますわ。あたくしの位置はおわかりですかしら？》

《無事に捕ほ捉そくできている。三十秒後にお目にかかろう》

　メンテナンス用トンネルからさらに地下でアリの巣状に広がるケーブル坑こうへ──ほどなくして音もなく走るアームスーツ×二が横道から出現。

《こちら〈ナイト〉。今日も我々がお供をいたしますぞ、〈クイーン〉》ハリー＝芝しば居いがかっているというより素で喋しやべっている感じ。

《こちら〈ビショップ〉。二つ目のチェックメイトと行きましょう、〈クイーン〉。何なりと申しつけ下さいよ》レイ＝ハリーに合わせつつ大いに楽しんでいるのがわかる陽気さ。

《頼たのもしい限りですわ》やはりまんざらでもない気分。《結局、コード名は変えなかったのですね》

《こちら〈ルーク〉》別の横道から現れるアームスーツ＝ＤＹ──いつものドスの利きいた声／紳しん士し的な口調。《前回せっかく成功したのに、わざわざコード名を変えてつきを落とすこともないですからな。メンバーが減ったわけでも、作戦の目的が変わったわけでもありませんし》かと思えば急にからかうような調子に。《だろう、坊やボーイ？》

《こちら〈ポーン〉。俺は何とも思っちゃいない》フロスト＝むすっとした調子／意外にこだわる性格──鳳の羽の探査に浮かび上がる四体目のアームスーツ──一キロ先の分ぶん岐き点の手前＝片かた膝ひざをついて暗がりへ機き銃じゆうの探査装置を向けているレイのアームスーツ＝斥せつ候こう。《先頭に立たせられるのも前進させられるのも大好きだ。この先の分岐点に三メートル四方の物体あり。転送兵器と予想される。調査すべきか問う》

《いかがしますか、〈クイーン〉？》ハリー＝あえて鳳に質問／ＭＳＳと協同すると言ってくれている。

《合流するまでお待ち下さい。敵集団が周囲に展開している可能性があります》

《二時方向、移動体を感知》レイ＝ケーブル坑の横穴へ機銃を向ける／速度を落とす／後ろ向きになりつつ追走。《音おん響きよう分ぶん析せき。アームスーツ三体。四百メートル先で遭エンカ遇ウントの可能性》

《〈ビショップ〉、連中の背後へ回れ》ハリー＝即そく座ざに指示。

《了解。ルートを変更する》レイ＝さっと身を翻ひるがえして次の横穴へ入り込む。

《〈クイーン〉、先に進んでくれ。我々が援えん護ごする》

《了解。〈ポーン〉、あたくしの到とう着ちやくと同時に、その物体を破は壊かいして下さい》飛翔──急加速。

《了解。〈クイーン〉を待つ》

《〈ルーク〉、十字プツト・砲火エイムスの照・フオー準を・ア・ク合わロス・フせろアイア》ハリー＝膝ひざ立だち──機銃を構える。

《了解。遭遇予想地点へ移動する》ＤＹ＝鳳を追う──途と中ちゆうでメンテナンス通路に滑すべり込む／音もなく腹はら這ばいに／機銃の脚きやく部ぶをセット／固定──早はや業わざ。《準備よしレデイ》

《狙えエイム》ハリー＝アームスーツの指を機銃の引き金に。《銃撃待機ホールド──銃撃待機ホールド》

　がちゃりと騒そう々ぞうしい足音が響ひびく──敵のアームスーツがトンネルへ飛び出す。

《撃てフアイア》号令──ハリー＋ＤＹ＝十字砲火──トンネル内を激しく照らす銃火。

　黒山羊×二──まともに被ひ弾だん／慌あわてて散開／ハリーたちの位置がわからず闇やみ雲くもに乱射。

　鳳＝到着──フロストの頭上／宙で機銃を構える／大きな箱を狙う──にわかに閃せん光こう。

　掃そう射しや×二──弾丸の雨を浴びながら輝かがやきとともに脚部×六が現れる──兜かぶと形の胴どう＝〈ギガントマキア〉──被弾しながら円えん筒とう形の上部装甲をスライド＝銃眼×六──おびただしい火線。

　途と方ほうもない轟ごう音おん──圧あつ倒とう的火力による要撃──そのはずだった。

《くそっフアツク！》レイ＝珍めずらしい悪あく罵ば。《なんだ、こいつ──》

　掃射中のハリーのアームスーツ──その背後＝いきなり壁が砕くだけてレイのアームスーツが飛び出す／けたたましい音を立てて転倒／銃身を切断された機銃が遅おくれて転がる。

　ハリー＝掃射中止／素早く振ふり返る／機銃を掲かかげる──壁に空いた穴から飛び出す影かげ。

　赤鹿──右手に機銃／左ひだり腕うでに刃やいば／背後から接近するレイに気づいて反撃──真っ直すぐハリーのアームスーツへ飛びかかった。
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　乙──迅じん速そく飛ひ翔しよう＝東側のＢ４へ誰だれよりも早く到とう達たつ──広々とした空間＝自然と伝わってくるもの──そこで待ち受けているはずの殺意を感じた──発揮される接続能力。

　作業用の車／木材／ドラム缶かん／敷ふ設せつ前のフェンス──誰もいない／だが感じる／悟さとる。

　空間に入るやそれらが一斉に襲しゆう来らい＝壁＋天井から──はりついていた伏ふく兵へい＝〈蟲チオン〉×十。

「あっは！」思わずこぼれる歓かん声せい──竜たつ巻まきのように迫せまる刃の群＝真っ向から迎むかえ撃った。

　蛇じや腹ばらの四し肢し×四十──突つき込まれる・薙なぎ払はらわれる・振り下ろされる・絡からめ取りに来る。

　双そう腕わん＝輝ける灼しやく刃じん──弾はじく・弾く・弾く──流す・いなす・かわす──斬きり結ぶ。

　空間の中央に火花──連発される花火さながら──きん、と鋭するどい音──立て続け。

　僅わずか数秒間の攻こう防ぼう──〈蟲チオン〉×五＝着地──×三＝再び壁へ──×二＝蛇腹の手足ごと胴どう体たいを切断されて落下──血しぶき──斬り飛ばされた蛇腹の四肢×多数＝くるくる宙を舞まって床ゆかに転がる・突き刺ささる・バラバラに砕ける。

　着地した五人＝みな蛇腹の四肢のいずれかを喪そう失しつ──滞たい空くうする少女の技量に度ど肝ぎもを抜ぬかれてじりじり後退／四肢を蠢うごめかせて散開／壁の三人とともに第二波の機会を探さぐる。

　乙＝あっという間に刃こぼれでボロボロになった両腕の刃を再転送──真新しい刃／身しん中ちゆうに満ちる静せい穏おんさ／我ながら上出来の安定した呼吸／どんな角度から斬り込まれても打ち勝てる自信をみなぎらせて敵を睥へい睨げい──にっと白い歯を見せて無む邪じや気きに微笑ほほえみかける。

　余よ裕ゆうを見せることで敵が怖こわがって逃にげ出すと思ったがそうはいかず──逆に満ちる殺気。

　ふいに探査に浮かび上がるもの──さっとそちらを向いた＝またもや歓声。「あはっ」

　ケーブル坑から突とつ如じよとして飛来──真っ赤な羽を翻らせる朱しゆと銀の特とつ甲こう＝六つの手足。

　データ＝〈蟲〉の親玉である娘むすめ──転送兵器をものにした機械化兵＝特甲の海かい賊ぞく版ばん。

　ぞっとするような艶つややかな笑み──六つの手足全すべてに灼刃ヒート機能ブレイド──仲間たちの恥はじを雪すすぐためといわんんばかりの兵装／殺意をみなぎらせて舞まい躍おどるように襲来──蛭ツー雪シユエ／乙＝互たがいに迫はく撃げき。

　身の毛もよだつような刃の騒そう音おん──たまらなくドキドキするしろもの。
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　雛──各所で勃ぼつ発ぱつする激しい戦闘を全て迂回／敵集団を尻しり目めに目的の場所へ。

　西側──Ｂ６＝螺ら旋せん状の階段の真ん中を直ちよつ滑かつ降こう／ひときわ巨きよ大だいな空間に飛び出す／馬ば鹿かでかい楕だ円えん状の柱が幾き何か学がく的に何本も林立する場所──地下の洪こう水ずい防止施し設せつ。

　途方もなく巨大な空間──〈戦犯法ほう廷てい事件〉で大雨が降ったときも大活かつ躍やく／ここがなければ地区一帯が浸しん水すいしていた──日ひ頃ごろはあちこちの地下道の連絡空間に。

　下ではなく壁かべの中に予備電線──上の方にマスターサーバーの枝基幹ユニット／その地上に国連広場──まさにデモ隊が向かっている場所。

　やっぱりここだった──空間の一角にどっかり鎮ちん座ざしている巨大なトレーラー。

　アダー神父と別れたあとで電話越ごしにシャーリーンと交かわした会話──脅おどし合い／騙だまし合い／情報の引き出し合戦──雛＝天然かつ茫ぼう々ぼうたる口調でとことん相手を苛いらつかせる。

　成果──光ミツ葉バは大おお怪け我がして治ち療りよう中／白シラ露ツユは転送限界で出動に間に合うかわからず／陸リク王オウと蛭雪が出動する予定──雛＝〝特甲猟りよう兵へいは邪じや魔まだしうっかり殺しちゃうかも〟〝自分の方が特甲猟兵より役に立つかも〟〝自分を味方にした方がいいかも〟──ふてぶてしく主張。

　シャーリーン＝呆あきれた調子〝あんたがそこまでこっち向きとは思わなかったな〟──前回は鳳がそばにいたから爆発させられなかったという雛の主張に同意／爆弾の代わりに予備電線を焼いた雛の努力を認める／そのレベル３の威い力りよくを認める／４ＪＯウィルスでも特甲猟兵への攻こう撃げきを止められなかったことを認める──特甲猟兵がそばにいたら今度こそ一いつ緒しよに焼いてしまうかもという雛の脅しを受け入れる。

　六つ目のＡＰ爆弾のだいたいの場所／形状／機能を引き出す──もし今回も爆発させられなかった場合は雛が予備電線を焼くという約束──代わりにＭＳＳから逃げる手段を求める／もうとっくに手に入れていることは言わずに。

　とにかくシャーリーンたちにとって雛が必要であることを思い知らせる／４ＪＯウィルスの駆く除じよを約束させる──さもなければ直接、リヒャルト・トラクルたちと取引して自由になるぞと言外に匂におわせる──それができるだけの情報とかコネとかがこちらにあると思わせる。

　丁々発止の対話──相手がこちらのペースにはまってくれつつあるという感かん触しよく。

　ふわりと舞い降りてトレーラーに歩み寄った──サードアイの基地だったもの／ＭＳＳ側の追つい跡せきをかわすために中身を分解して運び出した──空っぽの車体。

　後部ドアにてくてく近づく──車体のセンサーが自分を感知していることを察する。

　だが黄色くない／ぶんぶんいってない／何も気にすることなく後部ドアを開いて中へ──がらんとした暗い車内／天てん井じよう灯が点灯／蛍けい光こう灯とうのそばにセンサーのメインシステム──沈ちん黙もく。

　雛であれ誰であれ近づいた瞬しゆん間かんに遠えん隔かく装置で炸さく裂れつさせる気だった──だが炸裂させられず。

　マスターサーバーの電子防護はとっくにマニュアルに切り替かわっている──ＢＶＴの内部かその周辺に潜り込んでいるであろう〈サイクロプス〉ないし〈ムニン〉がその情報を得ているはず／いつでも炸裂させていいはず／だができずにいる。

　考えられる理由──きっとアダー神父が何かした／敵が咄とつ嗟さに爆弾を炸裂させられない状じよう況きようを作り出した／地下からの爆撃を遅ち延えんさせた。

　そう考えて間ま違ちがいない気分──醜みにくいアダー神父の笑み＝とことん学ぶに値あたいする相手。

　車内の通路を運転席側へ向かって進んだ──車内の中央辺りにそれが鎮座していた。

　巨大なＡＰ爆弾──タイマー＝でたらめな数字──内部に犠ぎ脳のうパーツ──周囲におびただしい数の配線／ＡＰ爆弾に近づく者を殺す別の爆弾が壁に／ＡＰ爆弾を解体する者を殺す別の爆弾が床に／解体した部品を運び出そうとすると炸裂する爆弾が天井に。

　偏へん執しつ狂きよう的という他ほかないしろもの──組み立て中に誤ご爆ばくしなかっただけでも大いに感心。

　どうやらホイテロートの自信作──〝解体できるものならしてみろ〟という声が聞こえてきそう──もちろんそうする気だった。

　パスタの山みたいな配線を一つずつ見て取る──しっかり記き憶おくして音を立てず戻もどる／車外へ出る／そっとトレーラーの外がい壁へきを撫なでつつ歩き回る──ぴたりと立ち止まる。

　だいたい見当をつけて作業開始──両手の特甲が解体器具に変へん貌ぼう／トレーラーの外壁を分解／慎しん重ちように一枚ずつ外す／配線を固定／ぶつぶつ呟つぶやき──この人すっごく黄色くて噓うそついてばっかりの感じだからいっつもぶんぶんしてるね、うんうん、そうそう、意味わかんないと思ってたけど意外にわかりやすいよね、だってどうせみんな嫌きらいなんだから、そういう人って夕焼け空みたいにわかりやすいよね──なんだか久々に自分自身に立ち返った感じのすっきり冴さえた頭脳と心でこのいかれた爆弾を作った人間の思考をトレース──この世界をとことん汚けがらわしいものとして憎ぞう悪おしているとか、人間というものに何の希望も抱いだいていないとか、そういう思考を読み取ったところで何の衝しよう撃げきも戦せん慄りつもなし──まあそういうこともあるよねという気分。

　外壁／タイヤ／非常バルブ／リレーバルブ／接合器──あっという間にバラバラになっていくトレーラー＝さながら巨大な獣けものの解体光景。

　車外にも仕し掛かけ爆弾──トレーラーを移動させようとすると爆発／ランディングギア／車の下部に潜もぐり込んで解体──馬鹿でかいパーツをしっかり固定しようと慎重に作業しているとき──突然、がちゃりと音。

　きょとんとなる──地面に背をつけたまま／羽をたたんでいたせいで探査できず。

　仰あお向むけ＝上下逆の視界──五十メートルほど先に馬鹿でかい対空砲ほうを抱かかえた黒山羊やぎ。

　おそらくホイテロートがセンサーの反応を見て指示した──爆弾の様子を見に来させた。

　もう見慣れた感のある悪夢──さして感かん銘めいも受けず／恐きよう怖ふもなく／茫々と見返す。

　黒いアームスーツが素す早ばやく武器を構える──雛に狙いをつける──ばん！

　いきなりアームスーツの足あし下もとで何かが炸裂──前のめりにぶっ倒たおれる／拍ひよう子しに目の前の地面を撃つ／着弾と砲撃の反動でがくがく震しん動どう／おかしな振り付けの踊おどりを見るよう。

　慌てて武器を放ほうり捨てるアームスーツ──片かた膝ひざをつく／ひしゃげて煙けむりを噴ふく右足／ふと周囲を見る──いつの間にか取り囲まれていることに気づく。

　かさかさ音を立てて集まってくるもの──小こ蟹がにたち。

　慌てて武器を拾うアームスーツ──その武器・腕・脚あし・腹・背・頭に一いつ斉せいに取り付く小蟹たち──ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ばん！

　おかしな振り付け第二弾──炸裂の衝撃で前後左右に跳はね飛ぶ＝あっという間にバラバラ。

　砕け散る黒山羊＋搭とう乗じよう者──雛＝そちらも見ずにさくさく作業終しゆう了りよう／車体下から這はい出る／ぱんぱんスカートをはたく──それから改めて車内に入り、本格的な解体を開始した。




　　　　†




　長官室＝さらに運び込まれた多数のモニター群──デスクに腰こし掛かけ見み渡わたすヘルガ。

　デスクに置かれたＰＤＡ＝開きっぱなし／スピーカーモード──各隊の状況報告。

　モニター群──作戦用の地図／地下道／部隊位置／解かい析せき課による状況評価。

　備え付けのモニター──ニュース＝事件現場である地下道の上で繰くり広げられているデモ隊の様子──ふいにレポーターが大声で喚わめき出す。《内務大臣です！》

　反射的に見た──予想外の光景／さすがに呆あつ気けに取られた。「なんですって？」

　手持ちカメラの映像──デモ隊の先頭で握あく手しゆするアダー・ガウス神父と未来党の幹部たるヴォルフガング・ラバグルト内務大臣＝苦々しい笑みの銀ギツネ──歓声と拍はく手しゆ。

　訳のわからない展開──アダー神父がＭＰＢの逮たい捕ほから逃のがれるため未来党に助けを求めたというおかしなシナリオが思い浮うかぶ──あり得ない／あの内務大臣が有色人種を支し援えんするはずがない／だがこのニュースを見ている視し聴ちよう者の中にはそう思う者が大勢いるはず。

　さらに別のモニター──別のニュース＝別の生なま中ちゆう継けい──開かい催さい中ちゆうの州議会。

　こちらも歓声と拍手──州知事の不信任案＝投票により『否決』の文字。

　エドワルトが乗り越えた──思わず笑みが浮かぶ／つい自分もモニターに向かって拍手／巻き返しのための弾だん劾がいキャンペーンを繰り広げていた未来党員たちの地じ団だん駄だ／怒いかりで青ざめている未来党のビクスラー党首──大いに胸がすく。

　エドワルトが壇だん上じようへ──喝かつ采さいする人々へ手を上げて応じる／微笑む。《──これは私個人の勝利ではない。私たち州議会の新時代に向けての前進である。ここにその証あかしである、新たな公約および州議会の決定を発表したい。まず賛成多数により、〈ヴィエナ・タワー〉の再建が決定された》

「なんですって？」ヘルガ──目を見開く／デスクから降りてモニターに近づく／自信に満ちた兄の顔をまじまじと見る──まさかあの兄が承しよう認にんするはずがないと思っていた。

　だが──やっとわかった──あのメッセージ──〝塔とうにのぼれ〟

　エドワルトに送られたカール・クラウスの言葉の意味がようやく理解できた──あのエドワルトに、この都市のありとあらゆる栄光と利権をその手中に収めろと言っていた。

　発表を続けるエドワルト──地下開発の見直し／観光地化／まさに本事件で敵の攻撃にさらされた地区／さらされるかもしれない地区──その全ての再開発。

《──これらをもとに都市内における国際金融機関の誘致を全面的に支持し、全ての望ましい栄光ある事業を早期に実現すべく、特区法案が成立する見通しだ》

「なんですって？」みたびの驚きよう愕がく──モニターから遠ざかる／デスクに後ろ手をついて腰こしかける／驚おどろきでよろめくように──まったく、なんてことを──未来党から／あるいは敵から／この都市の悪徳の全てから──その利権という利権を奪うばい取る気なのだ。

　いや──今まさに奪い取ったのかもしれない／ヘルガにすら想像できない手段で／あるいは想像することを心が拒こばむようなことをしでかして。

　エドワルトへのメッセージをまたぞろ思い出す──〝暗くら闇やみに片手をひたす者だけが光ある側の手で影をつかむ〟

　モニターの向こうの兄に心の中で問いかける──あなたはいったいどんな暗闇に手をひたしたの？　もう片方の手で何をつかんだというの？

　遠くにいる兄は答えず──わかることは一つだけ／兄なら誰だれよりも高くのぼりつめるだろうということ──自分とは異なる道を進むことを決意した兄のさらなる声。

《──これにより先の戦犯法廷を上回るテロリズムの流入を心配する声があるが、これについても心配はないと断言しよう。なぜなら同じく先の事件において見事に事態を沈ちん静せい化させた憲兵隊、すなわちＭＰＢを私の名において独立再編するからである。彼らは独立州軍に等しい州警護における最大の抑よく止し力りよくとして──》

　驚きを通り越して呆れる気分──顎あごが落ちたまま戻らない未来党党首ビクスラー／啞あ然ぜんとなっている国民党／驚きよう喜きの笑顔を浮かべる社会党──何もかも遥はるか遠くの光景に思えた。

　携けい帯たい電話にコール──取り出して耳に当てる／番号を見ずともわかる相手。「ヘルガです」

《イグナツだ、ヘルガ長官》

「ごきげんよう、上院議員様。州議会の中継を御ご覧らんになっていらっしゃる？」

《まさにね。法務省の面々は、州知事に先を越されていきり立っているよ。今すぐ君のサインをもらえといって聞かない。今しがた送ったところだ。電子上での手続きでよいと司法長官が言っている。驚くべき展開だ。君の考えを聞かせてくれないか》

　ヘルガ──もう一方の手でＰＤＡを見る／送られたばかりの書類／拡大画面に展開した。

　兄がどんな書類にサインしたのであれ、どのようにそれを行ったかわかった気がした──展開された書類を一いち瞥べつしただけで精査しようともせず──指し紋もん認証による電子サインを実行。

「私の考えは、今しがたお送りいたしましたわ」

《確認した。ありがとう、ヘルガ長官。これで国民党も、州知事と社会党に対たい抗こうできる》

「まだ事件は解決しておりませんわ。どうか、そのことをお忘れにならないで下さい」

《わかっているとも。今まさに事件を解決するための手段を手に入れたと思って欲しい。これで、君たちＭＳＳは独立組織への道を歩むことになる。何があろうとも決して後あと戻もどりすることはない。首相直ちよつ轄かつとなり、〈特憲コブラ〉とは別の指揮系統を持ち、法務省による追認保証が君たちの最高の武器となる。いかなる情報収集も可能となるし、どのような兵科も所持可能となる》

　僅わずか数秒のやり取り──立法と司法と行政にまたがる情報機関の萌ほう芽がを告げる声。

　まさに強権──アメリカＣＩＡや旧ソ連のＫＧＢといった超ちよう法規的ですらある機関の誕生に立ち会う気分──独裁政権における特とく殊しゆ警察や諜ちよう報ほう機関のごときものにもなりうる機関を政治的な都合でのみこうして生み出すとは──新たな味方となったこの国の最大政党に対し、むしろ呆れる思いさえする。

　だが、今その強権を自分が手中にしたのだという実感が他の思いを追いやってしまう──握にぎりしめた電話が熱を帯びて火に変貌しそう。

「必ずやご期待にお応こたえして見せますわ」

《信じているとも。忙いそがしいところ申し訳なかった。捜そう査さに戻ってくれたまえ》

「了解ですわ。ごきげんよう、上院議員様」

《ごきげんよう、ヘルガ長官》

　通話オフ──途と方ほうもない気分とともにモニターに目を戻す──また驚きに襲おそわれる。

　デモ隊が速度を上げて行進──予定にないルートをひた進んで国連広場へ。

　さっと位置を確認──爆弾の炸裂によって被ひ害がいを受ける可能性がある地点。

　まさか──内務大臣を盾たてにした？　敵の爆破を遅延させるために──敵と内通しているであろう未来党の誰かが敵に働きかけて爆破を遅おくれさせている──そんなことがあり得るのか？

　二つのモニター──エドワルト／アダー神父──かたや栄光の塔をのぼりゆく男／かたや罪を背負って民衆と政治家をともに危険地帯へ先導する男──さながら光と影。

　自分は果たしてどちらに近い場所へ向かうのか──ふとよぎる言葉＝〝玉座の左側〟

　デスクのパネルを操作──ニュース映像の音量を下げる／進行中の捜査／多数の地点で交戦中の隊員──いかなる場所に属することになるとしても、今こうして自分に許された火を信じて進むべきだった。
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　疾しつ風ぷうのごとき攻こう撃げき＝赤あか鹿じか──細身のアームスーツからは想像もつかない戦力。

　背後から迫せまっていたレイを撃退──機き銃じゆう切断／投げ飛ばす／右みぎ腕うで関節を損傷させる。

　十字砲ほう火かで被弾する黒山羊たち──ハリーの機体へ迫る赤鹿＝右手に機銃を抱えたまま突とつ進しん／ハリーの機銃を機銃で打ち払う──懐ふところに潜り込む。

　ハリーが飛び退のく間もなく接近──何をどうされたのかぶん投げられる。

　赤鹿の左腕に灼しやく熱ねつの刃は──一いつ閃せん──ハリー＝機銃を盾に／銃身が焼き切られる／転がって逃にげる／距きよ離りを取る／支援──異変を察したＤＹが機銃の向きを変えて掃そう射しや。

　さっと壁かべに空いた穴へ戻もどる赤鹿──元いた道へ／いきなり壁かべ越ごしの掃射／壁を挟はさんでＤＹと撃うち合う──赤鹿の掃射位置が高速で移動／黒山羊たちがいる場所より先へ。

　鳳＋フロスト＝転送兵器へ猛もう攻こう──そこへいきなり横よこ殴なぐりの掃射＝壁の向こうの赤鹿。

　鳳＝旋せん回かい／退たい避ひ──フロスト＝赤鹿がいるのとは逆の連れん絡らく通路へ退避──転送兵器が鳳のいる方へ通路を進む／その背後で壁を砕くだいて赤鹿が飛び出す。

《なんたる強敵だ》《気をつけて下さい。あんな動きは見たことがない》《あのバス野郎タード、正確に撃ち返してきましたよ。射撃も優ゆう秀しゆうだ》ハリー＋レイ＋ＤＹ──被弾してもがく黒山羊たちに次々にとどめを刺さす／黒山羊の機銃を奪うハリー＋レイ。

　散開──転送兵器と赤鹿を包囲しようとする──だができず。

　転送兵器と連れん携けいする赤鹿──通路から通路へ／鳳＋Ｇチームの間へ／機銃を構えようとするつどタイミングを外される──機銃を払われる／投げ倒される／転送兵器の援えん護ご──強い。

《動きが速すぎる。狙ねらう余よ裕ゆうがない》レイ＝驚きよう嘆たん。《たまげたアームスーツ使いだ》

《接近して組み付く》ＤＹ＝回り込もうとするや否いなや赤鹿の方から突進──一いつ瞬しゆんで宙を舞まう／転てん倒とう──盛せい大だいなスラング。《なんザ・フだとアツク!?》

《転送兵器から潰つぶす！》フロスト＝転送兵器の火線を避さける／掃射し返す／ようやく脚きやく部ぶの一つを破は壊かい──突進して残りの脚部を破壊しようとしたところへいつの間にか転送兵器の陰かげに回り込んでいた赤鹿に出くわす／薙なぎ払われる刃──転がってかわす。《いつ移動した!?》

　鳳＝宙から掃射するたびＧチームの誰かを撃ちそうになる。《お互たがいに離はなれて下さい！　味方同士が照準に入るよう動いています！》

《包囲は不可能だ！　後退しろ！》ハリー＝感かん嘆たんのにじむ声／熱くなることなく即そく断だん。《下がりながらステップ・スリーでＬ字隊形！》

　見事な統とう率そつ＝一斉に後退──バラバラにされていた陣じん形けいがうねるように戻ってゆく。

　ステップ・ワン＝Ｏ字に散開──ステップ・ツー＝Ｖ字に後退──ステップ・スリー＝Ｌ字隊形に──レイ＋ハリー＋ＤＹ＝縦列──ＤＹ＋フロスト＝横列──フロストの頭上＝鳳。

　前方にいる者は身を低めて後方の射角を作りつつするする後退──まるで一個の生き物／レイ＋ハリー＝前方から来る転送兵器を掃射で牽けん制せい──ＤＹ＋フロスト＝通路へ消えた赤鹿の側面攻撃を警けい戒かい──背後に確保された退路へ／後ろ向きのまま走る──迅じん速そくな後退。

　どのアームスーツにも被弾の痕あと／投げられて損傷した手足や探査機器──互いの損傷を補いつつ一丸となって戦う構え──あれだけ撹かく乱らんされながら見事という他ほかない連携。

　転送兵器＝壊こわれた脚部を軋きしませながら前進──残りの脚部を狙い撃ち＝転送兵器の動きが鈍にぶる／壁にぶつかる／壁を撃ちまくる／誤作動──脚部の探査機器に損傷──鳳＝さっと飛ひ翔しよう。

　動きが鈍った転送兵器へ火線をかわしながらのＳ字飛翔──機銃を槍やりのように構えて切せつ迫ぱく。

　機銃の銃口を転送兵器の銃眼の一つに突つっ込んだ──撃った＝おびただしい弾丸の一点集中──火の槍が敵兵器の胴どう部ぶを穿うがつ／貫つらぬく／内部で盛大に跳ちよう弾だん──ぼん！　と盛大な音を立てて円えん筒とう形の頭部が内側から破は裂れつした。

　転送兵器に突進した自分を狙って赤鹿が飛び込んでくるかと思ったが現れず──赤鹿を蜂はちの巣すにすべく機銃を構えていたＧチームたち＝とことん狙いを外される／周囲を警戒。

《来ません》レイ＝機銃を構えたまま感心。《賢明クレバーな敵だ》

《この五人が後退させられるとはな》ハリー＝機銃を下ろしつつ。《だが我々が隊形を組んだ時点で勝ち目はないと判断したらしい。賢かしこいが死ぬ気で戦うつもりはないということだ》

《てことは時間稼かせぎが目的の敵ですか。くそガツデっム・シたれツトですな》ＤＹ＝真しん摯しな口調／平然と飛び出すスラング。《いっそ今の言葉をやつのコード名にしませんか？》

《〈時間スター稼ぎリング〉をコード名に？》フロスト＝意外に天然。《他の行動を取る場合もあるぞ》

《だがやつの本質という気がするな》ハリー＝真面目まじめに検討。《仮に〈赤いレツド眩惑・スター者リング〉と名付けておこう。形状からして〈赤レツドい・デ鹿イアー〉と呼びたいところだが〈赤ローいトヴ鹿イルト〉と混同しそうだ》

《同一人物という可能性もありますがね》レイ＝わざわざアームスーツの肩かたをすくめる。

《その方が一石二鳥で助かる》フロスト＝ぼそりと。《ただそうなると、殺さないよう気をつける必要があるが──》

　ＤＹ＝さりげなくフロストのアームスーツの尻しりに機銃をぶつけて黙だまらせる。《失礼、坊や》

　鳳＝戻ってきて舞い降りつつフロストの言葉を思案──Ｇチームは〈キャラバン〉も標的にしている／殺さないよう／〈キャラバン〉が持つ情報を欲ほつしている？

《申し訳ない、〈クイーン〉。完全に足止めされた。急いで爆ばく弾だんを探そう》ハリー＝鳳の眼まな差ざしを自分に向けさせる。

《お待ち下さい。あたくしの仲間が予想ポイントの一つに向かってのち通信を切っています》

《危険な兆候だ。今すぐ支し援えんに向かおう》

《いいえ》微笑ほほえむ──雛の通信が切られている／あの子に限っては信頼すべき状況。《あの赤いアームスーツがあたくしたちを足止めしたように、あたくしたちもまたあの敵を足止めしたのですわ》

　あれが雛に襲いかかっていたらそれこそ支援が必要だった──ふいに〈アイギス〉を通して厳重な守秘回線から報告＝ニナ。《やったぞ。爆弾の確保に成功。繰り返す。第六のＡＰ爆弾の確保に成功。〈黄の火トパス〉が解体に成功した。戦術班Ａ群、ただちに運うん搬ぱんしろ。ＡＰ爆弾に代わる敵の襲しゆう撃げきが予想される。総員、警戒を最大にしろ》

《あたくしの仲間が、爆弾を確保しました》鳳＝誇ほこらしげに伝達。《運搬を護送する必要もありません。敵は目標を破壊するため、特甲猟兵を放つと予想されます。あの赤いアームスーツも戻ってくるかもしれません。ここにおられる騎き士しの方々には、どうか引き続き、ご助力をお願いいたしますわ》
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　地下の洪こう水ずい防止施し設せつ──ものの見事に解体されたトレーラー＋ＡＰ爆弾＋その他の爆弾──まるで子供が面おも白しろがって時計やラジオを分解したような有様。

　雛──綺き麗れいに取り出したものを掲かかげて眺ながめる──ＡＰ爆弾に付ふ随ずいしていたパーツ。

　大おお振ぶりなマグカップほどの大きさのカプセル──中に満たされた液体／何人もの脳の断だん片ぺんを特殊な有機化合物で溶よう接せつしたものが浮ういている──犠ぎ脳のう少女とか殺された人たちとかの脳。

　しばし思案＝どうやってやろう──安全に運ぶ／誰だれにも知られず隠かくす／どうにかして接続する──ほどなくして閃ひらめく。

　いったん特甲を還送＝通常の姿へ──そして右手にカプセルを持ったまま再び転送を開かい封ふう。

　特甲に犠脳パーツを飲み込ませる──人間の脳が入ったカプセル＝右腕の火炎フアイ放アブラ射器スターのタンクの位置／武器は使えないけれども──これでどうにかなる。

　特甲を即そつ興きようで変形──地上型の特甲の真ま似ね／空中機動型は飛ぶことに支障をきたすので普ふ通つうは変形させず／だがこれくらいは問題ない──右腕を電子戦のためのものにするくらいは。

　さあ、やってやろう──この犠脳パーツを使って／特甲を使って／〈ボーマン・ユニット〉を経由して／マスターサーバーを勝手に使って──たぶん接続官コーラスにはばれるけど／でもタイミング次し第だいなら何をしているかわからないはず──これで自分もつながれるはず。

　敵が構築しようとしているユニット＝〈九姉妹〉──それとブレークアウトすることで敵の通信経路とか転送経路とかいろいろなものに潜もぐり込めるはず。

　上手うまくすればサードアイに近づける──もしかすると４ＪＯウィルスの死し滅めつコードとか手に入れられたりするかも。

　そういうことをこっそりじっくりできる場所を求めて飛翔──他の爆弾のパーツは戦術班にお任せ／自分が犠脳パーツを持ち去った言い訳はあとで思案──今はとにかくつながるのだ。

　敵の見えざるネットワークに。

　そう思いつつＢ４のほどよく誰もいない昔の地下給水タービンによる発電施設に潜り込む──錆さびとカビだらけのそこに腰こしを落ち着けたとき──違い和わ感かん。

　にわかに〈アイギス〉から別の指令──地上に敵が現れた。

　デモ隊の襲撃──ハンス・Ｗ・クライン自ら指揮──逮たい捕ほされた〈ローデシア〉団員が脱だつ走そう／ついでに乙が逮捕したトルコ系グループも脱走／大挙して地上の広場に進行。

　警護中のＭＰＢが迎むかえ撃つ構え──ＭＰＢの特甲児童がいる／敵にもわかっている。

　なのに強ごう引いんな襲撃＝目的は一つしか考えられない──アダー神父が爆弾を炸さく裂れつさせられないようにした状況を強引に修正しにかかった。

　たぶん、内務大臣とか、デモに紛まぎれ込んでいる誰かとか、あるいは〈サイクロプス〉とか〈フギン〉とかが広場にいたりして、彼らを広場から移動させるための襲撃。

　そうこうするうちにアームスーツまで地上に現れたという報告──おかしい。

　爆弾は解体したのに／シャーリーンは雛がこの一帯を焼くと思っているはずなのに／さすがに広場まで焼いたりしないとわかっているはずなのに──敵はこれから爆弾を炸裂させるという前提で動いている。

　特甲猟兵は来ないはずなのに──いったい何が来るというのか？

　暗い地下でちょこんと膝ひざを揃そろえて座り沈ちん思し黙もつ考こう──はたと気づいた。

　来るのではない──あるのだ。

　シャーリーンのブラフ──こちらを信用した振ふりをして。

　この地下のどこかにそれが──もう一つのＡＰ爆弾があるのだ。




　　　　†




　広場周辺の通りを周回中の〈アイギス〉内──目まぐるしく変わる状況を把は握あくしようと猛もう烈れつに働く通信官たち──その背後でマイクを握にぎるニナ。「地上の襲撃部隊が封ふう鎖さ線を突破した。間もなくＭＰＢが交戦する。ハンス・Ｗ・クラインを探せ。どこかにいるはずだ」

　ふいに通信官の叫さけび。「本部より報告！　シディカ・シェンの容態が急変！　心停止寸前とのこと！」

「このタイミングでか？」ニナ＝鋭するどく険しい顔つき。「各群へ警告。犠脳体兵器が現れる可能性大。繰り返す、犠脳体兵器が現れる可能性大！」
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　ＭＳＳ本部ビル六階──医い療りようフロア＝拘こう束そく室でもある重要容疑者のための治療室。

　ベッドを二つ並べてようやく普通に横たえられた巨きよ体たい──シディカ・シェン＝まどろむような顔つき／微び笑しよう。「神が呼んでいるよ。お前たちにはわからないだろうね。我が子らが天国にいて、たおやかに輝かがやく丘おかに立つのが」

　医師たちとともに傍かたわらに立つアイラ・シェン──やり切れなさ／顔を手で覆おおう。「あなたが父をおかしくしたのよ……私たち一族を……コミュニティのみんなを」

「天国への道だよ。これで使命が果たされる。栄光が訪おとずれるのさ。キプロスで何もかも消えてしまったのは、こうして天国でそれ以上のものを手に入れるためだったんだよ」

　シディカ・シェン＝悪相が消えて穏おだやかに──なんとも幸福そうな顔で目を閉じる。

「栄光を……炎ほのおは天国への階段……いま御おん許もとへ……」

　呼吸停止／心停止／脳を失った肉体から命が消え去る──全すべての処置が無む駄だに終わる。

　医者たちの死亡宣告──アイラ・シェン＝悲しみと恨うらみの顔で祖母の死に顔を見下ろす。

　溢あふれる涙なみだ──もはや届かぬ怨えん嗟さを、弔とむらいの言葉に代えて吐はき捨てた。「あなたが、私たちみんなを地じ獄ごくに落としたのよ」
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　地下貯水槽そうの泥どろに沈しずんでいたそれが起動──歓かん喜きをもって／怒いかりも憎にくしみも消えて／古くすり切れた肉体もなく／ただ鋼鉄の機械としての新たな自じ我がを手に入れて。

　途と方ほうもない安らぎ──切なる使命そのものとなった喜び。

　戦火で奪うばわれたもの全て神の御許で取り戻す──これ以上の救済はない。

　さあ行こう──炎の階段をのぼって栄光の地に迎え入れられるために。




　　　　†




　戦術班Ｃ群＝日向の青いアームスーツ＋戦術班の機体×三──南側から進入／ＭＰＢ中隊とともに転送兵器と〈ローデシア〉の残党を掃そう討とう／地上へ戻もどるＭＰＢ中隊──Ｃ群はＢ４へ。

　ＡＰ爆弾を運搬中のＡ群＝東側エリアから地上を目指す──その背後を守るため急行。

　ざぶんと水の音──地下の古い水力発電所のための貯水槽の一部＝盛大に泥を跳はねさせ進むＣ群──向かう先に突とつ如じよとして爆発的な水しぶき──どろどろに汚よごれた巨大なもの。

　犠脳体兵器＝地獄の怪かい物ぶつさながら──扁へん平ぺいな体×三の結合＝〈ヘーラーの大おお蟹がに〉の連結バージョン──〈アンタレス事件〉で用いられた大蟹ムカデ＝複数のアームを展開／カバーが開く／新品の機き銃じゆうに反射するＣ群のサーチライト──にわかに掃そう射しや。

《犠脳体兵器と遭そう遇ぐう》日向＝果か敢かん──手振りで仲間に散開を指示／四方向から迎げい撃げき。《ＡＰ爆弾を奪だつ回かいする気だ。Ｄ群、合流急げ。ここで食い止める》

　大蟹ムカデの前進＝そこら中に乱射──その尾び部ぶの腹からわらわら現れる小蟹の群＝四方へ散る／Ｃ群の機体へ殺さつ到とう──素す早ばやく撃うつ日向たち＝炸裂──至る所で火柱／水柱／泥だまりが蒸気を上げて飛散。

　赤々と照らされる地下空間──業ごう火かの化け身しんのごとき怪物が貯水槽から出る／その腹部の背に縦長の甲こう羅ら──積もって固まった泥や水みず垢あかが音を立てて割れる／甲羅が幾いくつかに分割される／隙すき間まから驚おどろくほど美しい真しん珠じゆ色をした巨大な羽×四──さらに補助用の羽×四。

　輝きを放つ羽＝あっという間に展開完かん了りよう──アームで周囲三百六十度に掃射／走り回る小蟹たち──大蟹ムカデに組み付いて止めようとした戦術班の機体が被ひ弾だん・被弾・炸裂・炸裂──弾はじき飛ばされて横転＝装そう甲こうに亀き裂れつ／脚きやく部ぶの一つがもげて宙を舞まう。

《止められん》日向＝獰どう猛もうな唸うなり／アームスーツの装甲に被弾・被弾・被弾。《合流まだか》

　はばたき＝大蟹ムカデの巨体がふわりと宙へ──一いつ瞬しゆんの滞たい空くう──トンネルへ頭を向ける／飛び出さんとする──その頭部へ盛せい大だいな火花＝掃射の嵐あらし×五。

　トンネル＝一列横隊の白いアームスーツ×四──彼らの頭上に紫むらさきの輝き。

　鳳＝吶とつ喊かん。「ご奉ダダダダ仕いダ！ダダたしダダダ！ますダダダダわ─ダ！ダダ─ッダダダ！!!」
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　火花・火花・火花──燃え盛さかる刃はの閃き＝とどまるところを知らず。

　広い空間からトンネルへ──枝道へ／狭せまい連れん絡らく路へ／また広いトンネルへ。

　乙×蛭ツー雪シユエ──高速飛ひ翔しよう×高速乱らん舞ぶ──燃え盛る刃の応おう酬しゆう。

　娘むすめの眩惑的な舞い＝サソリ男とも違ちがう／〈蟲〉たちの誰とも違う／複雑怪かい奇きな空中機動──だが対応するすべはある／身についている／教えられている──刃の数の差は問題じゃない。

　正しく刃を扱あつかえるならそれでいい──娘の六つの刃＝朱あかい上じよう腕わん／銀の下腕／朱い両りよう脚あし──次にどれが来るかなんとなくわかる／自分を鏡にして相手の動きを映し出す／腕うでは四つもないけどなんとなく想像──ありとあらゆる角度から迫せまる刃をことごとく弾き返した。

　回転するミキサーの刃が二つ接せつ触しよくするようなけたたましい金属音──誰も介かい入にゆうできず／移動中の戦術班の上を通過／移動中の敵のアームスーツの上を通過／なんとか追いかけて来ようとする〈蟲〉たちを置き去りに──Ｂ４／Ｂ３／Ｂ２／Ｂ１──いつしか地上付近へ／陽光が差し込むトンネルの出口を何度も見る──支援が欲しいなどとまるで思わず＝刃の狂きよう騒そうに没ぼつ頭とう。

　ふと気づく──娘の動きが変わった／こちらを切り刻もうとする殺意はそのまま／だが何かの指示を聞いているような感じ／その指示に従って動くタイミングを見計らっている感じ──きっとこちらには聞こえない無線通信で会話している──何かが起こると予期している。

　センセイいわく＝スキアリとしかいえない動き──戦いへの没頭で相手に勝まさる／娘の思案が乙の没ぼつ我がに僅わずかに遅おくれを取る──迫はく撃げき＝朱い右上腕を弾く／銀の左下腕を弾く／朱い右上腕を弾く／朱い右脚を弾く／朱い左脚をかわす／銀の右下腕をかわす──一いつ閃せん＝青い右腕。

　真っ向から袈け裟さ斬ぎり──ぎん──防ぼう御ぎよのため交差した朱い上腕×二＝両断──娘が赤い眼を見開く／ぎらぎらした殺意／官能的ですらある凄せい惨さんな笑み──また一閃＝青い左腕。

　朱い右脚でガード＝刃の根本辺りで斬り飛ばされる──残った蛇じや腹ばら状の右脚が乙の左腕に巻きつく／ぐるりと娘が旋せん回かい／上下逆さまに──ばきん──墜つい落らく時の衝しよう撃げきを緩かん和わするため壊れるようにできている腕の関節を正確に見み抜ぬいてへし折る／バラバラに／巻きついた蛇腹の脚の先で輝く青い左腕の刃──振り下ろされる──一閃。

　紙一ひと重え──乙＝左の〈飾り耳オーア〉を斬り砕くだかれる／抗磁圧のヘルメットが弱体化／前まえ髪がみの先を焼かれる──静せい穏おんたる没我の反撃＝青い右腕──乙の体に巻きつこうとしていた朱い右脚を斬り飛ばす──くるりと舞う娘＝頭が再び上へ──返す刃＝逆袈裟──一閃。

　娘が自分の首を守るため交差した銀の下腕──×二＝まとめて斬った／斬られた勢いを利用して舞う娘──くるくる離はなれる＝赤い眼を大きく見開いて乙を凝ぎよう視し／六つの手足全て切り落とされた怒り──唇くちびるが吊つり上がる／憤ふん怒ぬの笑み／ぎりぎり食いしばった真っ白い歯。

　乙＝右の手刀をぴたりと相手に向けて滞空──スキアリなんて誰にもいわせない常に残心の姿勢──相手が怒おころうが笑おうが変わらぬヘイジョーシン。

　ふいにノイズ──ざらざら濁にごった音＝娘の声。《必ピー定テイン殺サー》

　言葉はわからないが意味はこの上なく感じ取れる──にわかに輝き＝六つの手足。

　娘が手足を再転送＝刃ではない──円えん筒とう形ポッド──一いつ斉せい展開＝連結式チエーン爆雷・マイン×六。

　動じない乙──こちらも再転送──壊れた特甲が復活／燃え盛る青い刃を双そう腕わんにやどして迫撃──投とう擲てきされた爆雷のど真ん中──一閃＝炸裂すれば娘自身が爆風でやられる距きよ離り。

　まとめて斬り払われる爆雷の群──炸裂せず／代わりに炎と煙けむり／真っ赤な噴ふん煙えん──熱。

　爆雷の中身を入れ替えて放った──爆薬ではなく燃料──火炎放射のための。

　炎の雲が勃ぼつ発ぱつするも構わず迫撃──直進して一閃──空から振ぶり。

　はっとなって振り返る──背後──猛火をまといながらトンネル出口へ向かう娘／爆雷を投げると同時に真っ直すぐ突つっ込んできた／乙が直進すると読んで／炎を隠かくれ蓑みのにしながらすれ違った──相手を眩げん惑わくすることにかけては一枚上手の娘。

　慌あわてて追撃──だが今度こそ本当に爆雷が飛んできた／迫撃不可能／直角に軌き道どう変へん更こう／直後に盛大な爆風──逆らえず／突き飛ばされて宙を舞う／トンネルを数百メートルも移動。

　爆熱で損傷した羽を大急ぎで再転送──体勢を整えて飛翔。

　トンネルの出口──広場のそばにある何かの古い施し設せつから地上へ飛び出した。

　急いで周囲を見回すが娘は影かげも形もなし──建物のどこかへ消えた／仲間と一いつ緒しよに逃にげた。

　まだまだシュギョーが足らないと猛反省──それでも娘を探して上空へ＝ふいに戦せん慄りつ。

　宙にレーザー光線×二──狙そ撃げき手の視線──探査に浮うかび上がったそれらを認にん識しき／地上の状じよう況きようを把握＝広場で銃撃戦──ＭＰＢの部隊と特甲トツコー児童たちが応戦。

　狙撃＝自分へではない──ビル屋上に紅あかい髪かみの少女／紅い特甲／右腕と一体化したライフルを構える陽炎おねーさん──そして広場に向けられたもう一つの視線＝白銀の特甲少女。

　危ない──警告しようとして息を吞のむ／自分など比ひ較かくにならないような静穏さに満ちた陽炎おねーさん／敵狙撃手の視線にとらえられたにもかかわらず相手を自らの視線でとらえ返す。

　ダーン──高らかな狙撃の音＝陽炎──相手に撃たせず／撃ち返す／直後にふわりと跳ちよう躍やく──広場の特甲少女を狙ねらっていた狙撃手が素早く陽炎を狙って撃った──だが陽炎はおらず。

　それまで陽炎がいた場所でビルの排はい気きダクトがひしゃげる──ぱっと噴煙が舞う。

　ダーン──さらなる狙撃の音＝陽炎──一瞬にして二人目へ撃ち返した──命中した。

　宙の乙──感動／戦慄／思わずこぼれ出る歓喜の声。「あっはは！」

　二人もの狙撃手を立て続けに撃ち倒した陽炎──だが緊きん張ちようを解かず／逆に驚いたように振り返る／最初に撃った狙撃手がいるらしい方角へ再び銃口を向けるや──被弾。

　陽炎の右腕がもぎ取られる──衝撃を利用して後方へ転がりながら遮しや蔽へい物の陰かげへ／さらに狙撃／さらに退たい避ひする陽炎／二人目の狙撃手が撃ち返してきた。

　陽炎が仕留め損そこなった？　だが自然と伝わってくるもの──違う／確かに撃った／だが打撃をものともせずに撃ってきた──損傷から一瞬で回復した。

　遅れて認識した狙撃の音おん紋もん──ヤマモトを撃ったのと同じ銃／ヤマモトを殺した狙撃手。

　敵狙撃手のさらなる眼差し──レーザー光線──陽炎ではなく再び地上の特甲少女へ。

　データ＝夕ユウ霧ギリ・クニグンデ・モレンツ／大きな車の上に乗っている／テレビ局のロゴ／その車をなぜか壊そうとしている──そして狙撃手は壊させまいとして少女を狙っている。

　乙＝一瞬で没我／高速飛翔──あの少女を撃たせてはならない／ヤマモトのように死なせては決していけないという思い──探査を頼たよりにレーザー光線を遮さえぎった＝自分の体で。

　その瞬間、なぜ少女が車を壊そうとしたかわかった──突如として通信にノイズ＝電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイ──！》

　だが動じず／右腕で輝く刃──その切っ先／レーザー光線／空気の流れ／飛来する弾丸／全てが自分の体の一部に思えた──その感覚に満たされながら右腕を薙なぎ払った。

　凄すさまじい衝撃／火花／閃せん光こう──右腕から伝わる震しん動どうが体全体に走る／目の前が光でいっぱいに／盛大に飛び散る鋼はがねの破は片へん──刃／弾丸──互たがいに砕けながら真っ向から受け弾いていた。

　直後にぱちくりとまばたき──本当にそんなことができたのか自分でも不思議な気分／これからもう一発撃つから同じ事をまたやれといわれてもできそうにないぞ、という心の声が上がるが、さらなる弾丸は襲おそってこず。

　必殺の狙撃を、いきなり空中機動型かつ接近戦用の兵装しかない少女に止められて相手の方こそ衝撃に襲われている──再び狙撃体勢に入れず／それどころかそいつが七百メートルほどさきでビルの壁を蹴って逃げるのが探査ではなく研とぎ澄すまされた接続能力を通して自然と伝わってきた──そいつが自分と同じような機械仕じ掛かけの手足を持っているということも。

　確信──ヤマモトを殺したのは敵の特甲児童だった──怒り／追撃の意志──だが次の瞬間、逃とう走そうした狙撃手より遥はるかに深刻な何かが迫ってくる感覚に襲われてぞっとなった。

　慌てて地上を見る──無事に車をバラバラにした夕霧＝壊れた車のそばに立ちつくしている／動けずにいる／その背から自然と伝わってくる──間に合わなかった。

　やがて到とう来らい──乙の視界＝見慣れた輝き──紫。

　なぜかそちらを見ることができなかった──身が凍こおるような恐きよう怖ふに襲われて。
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　凄まじい勢いで飛び抜ぬける大蟹ムカデ──おびただしい被弾／引き裂さかれた羽が次々に再転送で復活／止められない──追撃する戦術班Ｃ群／Ｇチーム／鳳──大蟹ムカデの進路上にふいに現れるＤ群──日向の通信。《やれ》

　Ｄ群＝苛か烈れつな機銃掃そう射しや／ロケット弾──大蟹ムカデではなく地下施設の柱へ。

　崩ほう落らくする上階の床ゆか／土ど砂しや／古びたコンクリートの塊かたまり──真っ直ぐ飛び抜けようとする大蟹ムカデの上に降り注ぐ──真珠色の羽がずたずたに引き裂かれる。

　それでも止まらず──アームと脚部が猛もう烈れつな勢いで地面や床をかく／抉えぐる／蹴る──土砂に飲み込まれた尾部が切り離される──尾部に残存していた小蟹の群が一挙に炸さく裂れつ。

　まるで巨大な地じ雷らいが爆発したかのよう──降り注いだ瓦が礫れきが散弾となって飛散／壁も床も天てん井じようも穴だらけに／追撃しようとしていたＣ群とＧチームの足が止まる。

　鳳──爆ばく風ふうと破片の中を飛翔＝盾たてにした機銃が穴だらけに／特甲に損傷／羽が裂かれる──一瞬で再転送／体勢を立て直して突破。

　Ｄ群＝大蟹ムカデの猛進を止められず／正面衝しよう突とつした機体×二が弾き飛ばされて壁に激突。

　暗い地下トンネルをどこかへ向かってまっしぐらに進む大蟹ムカデ──追いすがる鳳＝機銃を構える／その脚部に狙いを定める／後方から撃ち砕こうとしてふと気づく──大蟹ムカデの羽が千切れて露ろ出しゆつした形状──腹部に内蔵された球状の物体。

　記き憶おく＝〈アンタレス事件〉──あの大蟹ムカデとまったく同じ犠ぎ脳のう体兵器が抱かかえて飛ぼうとしていたもの／あのときは囮おとりだった／だがこれは──まさか。

　戦慄に襲われながら大急ぎで機き銃じゆうを撃うとうとしたとき──突とつ如じよとしてそれに襲われた。

　通信＝けたたましい電子の絶叫。《アアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイ！》

　ぎくりとなった──情報汚お染せん＝真っ黒い電子のイバラの幻まぼろしがいきなり周囲に満ちる。

　だが心配いらないはず──〈アイギス〉／〈トリアイナ〉／接続官コーラス／マスターサーバー──何重もの電子防護を施ほどこされているのだから／仲間が作る電子の鎧よろい──侵しん入にゆうできないはず。

　だが──声。《……お姉ちゃん》

　気づけば飛ぶのをやめていた──大蟹ムカデが闇やみに消えるのをただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　動け──飛べ──追いかける──心の叫さけび／だが動けず／飛翔せず／何も見えず。

　きーんと耳鳴り──虚うつろな目で夜の森を見回した／自分が振ふり返ってしまった暗闇／間もなく勃発するであろう炎ほのお／焼き払われる家族／焼かれる自分の体──あるいは心も。

　逆らえない──（外的解かい離り性ビジョン）──少しずつ削けずり取られてきた／少年の面おも影かげ／ねじきれて消えた心──（決して従ってはならない。だが無視してもいけない）もう何も身代わりにできないほど──（対決する以外に解決の道はない）──酸で溶とかすように少しずつ防ぼう壁へきを崩くずされ侵入されていた。

《お姉ちゃん……》声──ずっと聞こえていた誰だれかの呼び掛かけ。《殺して……》

　歌声──《３、７──》《２、９──》《２、３──》──つながろうとする声。

　奪うばわれた少女たちの魂たましいが悲しく歌っている──自分の中で目覚める機械の魂とともに。

　暗闇──《１、３──》《１、１──》《７》──魂の永遠の聖地たる５９の座において。

　３７２９２３１７１３１１７

　目覚めのための数字が輝かがやいている──出発しろと告げている／あのとき逃げ出した場所へ／自分も家族と一緒になるはずだった──助けを求めて逃げた／でももう間に合わないと悟さとって振り返った──自分も一緒になるために。

　ボーン、ボーン、ボーン──機械時計の人形たちが踊おどり出す／泣いている少女たち／その向こうにいるはずの者たち──魚のシンボル／犠ぎ牲せいの炎／何もかも眠ねむりについてゆく。

　微笑ほほえんだ──たまらない安楽にいざなわれて／暗闇の中へ／失われたもの全すべてが眠る場所／もう決して失われずに守られる心の揺ゆりかごの中へ──そこで、やっとまた会えるのだ。

　もう間もなく炎が起こるだろう──何もかも焼かれるだろう。

　ささやき──鳳の心が揺りかごの眠りにつくほどに／鳳を目覚めさせようとする機械仕掛けの魂が機能を発揮する──眠れる心を安楽に保つためにすべきことを定めてゆく。

　あるのは炎・炎・炎──鳳が繰くり返し見てきたもの／見させられてきたもの／何もかも奪う／守るすべは一つだけ──もう奪われないために／もう奪わせないために／いっそ炎を手に／炎を起こすものすべて──何もかも滅ほろぼせ。

「鳳ぁ……」ふいに声──黄色い輝き／大蟹ムカデを止めるためやってきた少女／だが鳳に出くわして戦慄／動けず──動けば機銃で撃たれるという恐怖に震ふるえている。

　鳳＝つと頭上を向く──虚きよ無むに満ちたおもて／微笑みも消えて／虚ろに世界を見つめて。

　にわかに羽を翻ひるがえした──トンネルを飛ひ翔しよう／火の応おう酬しゆうが行われている場所へ／火を消すために──自分の炎で。
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　騒そう然ぜん＝〈トリアイナ〉の解かい析せきルーム──〈アイギス〉との通信モニターから鋭するどい声＝ニナ。《何が起こった！　どこから情報汚染が発生した！》

「ＯＲＦ……公共放送局です、ニナ副官」ディーゼル課長──太い指でモニターを操作／サングラス型の端たん末まつでもひっきりなしにウィンドウが現れては消える。「テレビ中ちゆう継けい車から情報汚染が発生したことを確認。テレビ局およびマスコミ監かん視し用回線を経由して侵入されました」

《確かか？》

「はい。汚染は食い止めました。中継車の破は壊かいも確認。ですがヒドラ設定による何かが今も発生。特甲トツコー猟りよう兵へいが出現する際に特とく徴ちよう的なノイズを多数検出。接続官コーラスが処理に当たっています」

《ただちに処理しろ。特甲児童に異常があればすぐに〈トリアイナ〉に収容して守れ》

「了りよう解かいです、副官──」

　突とつ然ぜんノイズ──スピーカー／モニターガラス／接続ルームで明めい滅めつする光＝水無月のアバターである立体映像に乱れ──その背の緑の羽がヂヂヂ・ヂヂヂ・ヂヂヂと異様な音を立てる。

「冬真くん」ディーゼル課長＝タブレットを手に立ち上がる──モニター群を見回す。

「は……はい」冬真＝自分のモニターに目を向けたまま。「水無月くんのノイズ除去は通常通り進行中です。マスターサーバーとの接続にも問題ありません。現場の鳳さんたちとの接続も異常は──」

《鳳だ》スピーカーから声＝水無月──解析ルームのＡＩを通して。《鳳が何かとつながった。いや、何かが鳳と──。違ちがう、これは双方向的ブレークアウトだ》

「ブレークアウト？」冬真＝モニターから目を離はなす──手が宙をさまよう／いったい何をすればいいのかまるでわからず。「それって……え？　侵しん犯ぱん的ゲートは検出されてないよ？」

《あの子がやってるんだ、自分から！　どこかにある何かのユニットとつながった！　僕にも止められない！　何かが鳳から他の特甲児童へ広がっていくぞ──いや、これは……そうだ。きっと、これが、そうなんだ》

「水無月くん？」ディーゼル課長＝本人はいないとわかっているのについ解析ルームの方へ顔を向ける──冬真＝同じく身を乗り出してモニターに過ぎない仕切りガラスに手を当てる。「な……何を言ってるの？　これって……何？」

《初出しゆつ撃げきだ！》叫び──悲痛よりも怒いかりを込こめて。《きっと全ては鳳から起こったんだ！　あの出撃で起こったことが、また起こるぞ！》

　ディーゼル課長＋冬真＋解析課の面々──完全に手が止まる／対処がわからず／車内システムがモニターにおびただしい情報を表す──だが何が起こっているのかすら把は握あくできず。

　アラート＝解析課の一人がやっと声を発する。「マスターサーバーが接続官コーラスと〈紫アメのテユ火スト〉の乖かい離りを警告！　敵性ユニットの干かん渉しようを検出！　九十九％の確率で〈九姉妹〉と推定！」

「なんで……」冬真＝頭はただちに答えを導く／だが心がついていかず／そんなはずがないという心の声のせいで思考がまとまらず。「〈九姉妹〉って……マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉にブレークアウトするんじゃ……」

「九人目が存在したということだ。マスターサーバーに侵入するための最後の犠脳者が」ディーゼル課長＝沈ちん痛つう／にわかに指示／さながら咆ほう哮こう。「総員、先の電子戦のデータをもとに、ただちに敵性ユニットへの電子的攻こう撃げきを実行！　鳳くんと特甲児童を今すぐ車内に呼び入れて保護しろ！　敵の狙ねらいは鳳くんの脳内チップだ！　彼女だけが持つ特殊な脳内チップが存在する！　そのチップを利用し、脳を摘出することなく、鳳くんを〈九姉妹〉の最後の一人としてユニット化する気だ！　何としても彼女を呼び戻もどせ！」

　にわかに作業を開始する面々──水無月の声。《閉じるぞ、冬真！　あの子が僕との接続を解除しようとしている！　どうにかして食い止めるんだ！》

　水無月の映像──にわかに羽が展開＝緑に輝く大きなサナギへ変へん貌ぼう。

　その直後──地下で凄まじい炸裂が起こり、トレーラー全体が激しく揺さぶられた。
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　猛もう然ぜんと這はい進む大蟹ムカデ──戦術班Ｃ群／Ｄ群／Ｇチームが追撃──Ａ群が無事にＡＰ爆ばく弾だんを確保して地上へ＝ＭＳＳ本部ビルへ移送を開始。

　Ｂ群が特甲猟兵の出現を警けい戒かい──だが現れず。

《脚あしを狙え、動きを止めろ！》日向＝被ひ弾だんしつつも怯ひるまず追い続ける。《Ｃ群から〈アイギス〉へ。あれはどこへ向かっている？》

　ニナ＝切せつ迫ぱく。《階層は異なるが、マスターサーバーの枝基幹ユニットと予備電線が存在するエリアだ。特甲猟兵の代わりに犠脳体兵器で破壊する気かもしれん》

《それほどの火力は確かく認にんされていない》日向＝訝いぶかしげな唸うなり。《バロウ神父は？　あれを解析してもらえないのか？》

《神父は外出中だ。ヘルガ長官から、何かの調査を頼たのまれたらしい。連れん絡らくにも応じない》

《鳳は？　先ほどまであれを追っていた》

《情報汚染により電子保護態勢に入る。お前たちで犠脳体兵器を止めてくれ。何か切り札を隠かくし持っているかもしれん》

《了解》疾しつ走そうする青い水牛──支し援えんする構えのＧチーム＝前回の戦せん闘とうで味方だと認識している戦術班／何者だとも聞かず／通信もせず──暗あん黙もくのうちに連れん携けい。

　三つのチームが次々に追撃──一つずつ大蟹ムカデの脚を奪う／アームを奪う／進行速度を落とさせる──やがて右側の脚きやく部ぶを全て奪われた大蟹ムカデが転てん倒とう。

　壁かべを破壊して隣となりの通路へ転がり込む大蟹ムカデ──左側の脚部だけで這い進む／倒たおれながら前進／地下下水道のトンネルに潜もぐり込む。

　追う水牛＋アームスーツ＋戦術班の機体──サーチライトの明かりで照らし出す。

　大蟹ムカデ＝動かない／うずくまっている／ぎしぎし体を軋きしませて振り返る／その頭部が先頭の青い水牛を向く──鉄で出来た蟹のような顔が一いつ瞬しゆん、笑ったように見えた。

　日向＝はっとなる──さっとサーチライトを天井へ向ける。

　大蟹ムカデの頭上──白いペンキで書き殴なぐった文字＝『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！！』

《逃げろ！》日向＝回れ右──怒ど号ごう。《こいつが爆弾だ！　中にＡＰ爆弾が──！》

　転進するＣ群／倣ならうＤ群／倣うＧチーム──一いつ斉せいにトンネルから逃げ出す。

　刹せつ那な──鋼鉄に身を捧ささげた魂の歓かん喜きとともに、腹部の球状コンテナに格納されていた第七のＡＰ爆弾が炸裂し、追撃してきた戦士たちに激げき烈れつな爆風と炎えん熱ねつが襲おそいかかった。
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　ＭＳＳ本部ビル長官室＝目をみはるヘルガ──マスコミ中継車からの情報汚染。

　モニターの一つに解析課の報告データ──ＯＲＦのテレビ中継車から情報汚染／ＯＲＦクルーが突如として広場で発はつ砲ぽう／ＭＰＢと銃撃／雪崩なだれ込んできた〈ローデシア〉の脱だつ走そう囚しゆう人じんと見境なく撃ち合う──中継車が破壊された後も情報汚染が散発的に発生。

　しまった──水面下で動いていたもう一つの敵集団──よもやのアフリカ系グループ／マスコミに浸しん透とうした破壊分子たち／最後の伏ふく兵へい──おそらく〈二トンの荷〉も彼らが運んだ／ＡＰ爆弾の運うん搬ぱんも行った。

　ハンス・Ｗ・クラインの忌いまわしい笑みがよぎる──〈ローデシア〉が遂すい行こうしようとする作戦名＝『ヘルター・スケルター』──いかれた殺人カルトが作り上げた妄もう想そう／白人優ゆう越えつ主義者たちの思い描えがく最終戦争──白人と黒人が戦い、いったん黒人が勝利するが、最終的に黒人が自ら白人に覇は権けんを譲ゆずり渡わたす──最初から仕組んでいた／白人グループに目を向けさせた上で黒人グループを使った──対立する複数のグループを操作する手法──やってくれた。

　マスコミ用回線を通して流される馬ば鹿かげた声明──〝今こそ武器を手に取れ、武装蜂ほう起きのときが来た〟──マスコミ内部にテロリストがいたという事実を放送すべきかどうかの判断ができず各局が大混乱に。

　気づけば歯を食いしばっていた──ふいにコール＝デスクの上の携けい帯たい電話をさっとつかむ。

　番号を一いち瞥べつ＝驚おどろき／半ば予期──すぐに電話に出た。「ごきげんよう、グスタフ先輩」

《とても同じ挨あい拶さつを返せる気分ではないな》硬かたい声こわ音ね──息を潜ひそめている。《ただちに逆探知でこの電話の位置を調べさせろ》

　もう一方の手でＰＤＡの画面を操作──すでに指示を出し終えた後。「ええ、そうさせていただきますわ。どこにいらしたの？　ここしばらく、私の中ではあなたこそが〈サイクロプス〉の最有力容疑者でしたわ」

　すぐに位置が判明──今まさに戦闘が行われている国連広場のそば／地下のどこか。

《単独で捜そう査さしていた。先ほど広場でＭＰＢの護送車が爆発した。アダー・ガウス神父を殺すための道連れ爆弾だろう。それを仕し掛かけた人物が〈サイクロプス〉だ》

　やたら声を低めた早口──冷れい淡たんで知られた男とは思えぬほど焦あせった口調。

「捜査とは、たとえばＢＹＣＭバイシムという名の鍵かぎで閉とざされた軍の帳ちよう簿ぼかしら？」

《あの帳簿の解読結果は私も見た。あの給きゆう与よ番号は私をはめるための罠わなだ。私があの帳簿の管理者を捕つかまえたが、獄ごく中ちゆうで殺害された。その後、あの帳簿を管理した者がいる。私を装よそおって》

「ではあなたは今、何の捜査を？」

《クローネンブルク爆殺事件の再捜査だ》

「なんですって？」

《お前の兄である州知事の要よう請せいだ。過去に隠いん蔽ぺいされた捜査資料もある。それで、私が〈サイクロプス〉とみなしていた人物を追っていた。だが空から振ぶりだった上、敵に見つかった。イタリア人捜査官の情報屋であるカルロ・コッローディによれば、私に対する殺しの指令が出たそうだ》

「近辺にいるＭＳＳの部隊にあなたを保護させます。今何をしようとしているにせよ、思いとどまって撤てつ退たいと自衛をお考え下さい」

《もう遅おそい。包囲されている。それに、やつの声も聞こえる。ハンス・Ｗ・クラインも近くにいるだろう》

「やつ……？」

　とっくに解析課にフォローさせている通話──ＰＤＡを操作して指示＝音声を解析させる／モニターの一つにリアルタイムで結果を表示させる／スピーカーに接続させる。

《私こそが真実だよ、アダー・ガウス。君が信じる神よりも多くを語る存在だ》

　息を吞のむ──意気揚よう々ようとしたリヒャルト・トラクルの声＝まるで〈戦犯法ほう廷てい事件〉の再現。

「リヒャルト・トラクルを撃うつおつもり？」

《あるいはハンス・Ｗ・クラインをな。この携帯電話の通話記録を照会しろ。それで私が何をしていたかわかる》

「隊員が急行中です。どうか合流して下さい」ＰＤＡの画面──広場周辺の地図／グスタフの位置を示す光点／捜査班が向かっている／果たして間に合うだろうかという疑念。

《お前の端末に資料を全すべて送った。ＢＹＣＭのコードは他ほかに幾いくつもある。私もその一つを見つけた──》

　声が途と切ぎれる／ノイズ／がたん、ばたんという音──ぞっとなる。「グスタフ先輩!?」

《くそっ──》

　騒そう音おん──グスタフが電話を落とした／息づかい／バシュッ、バシュッというくぐもった銃じゆう声せい──消音器つきの拳けん銃じゆうを撃っている──リヒャルト・トラクルの声／他の誰だれかの声／押し殺したような息／呻うめき／さらにくぐもった銃声／解かい析せきが間に合わない──判然としない。

　だがにわかに鮮せん明めいな声──くすくす笑い。《俺たちは〈アルレッキーノ〉だ》

　携帯電話が軋むほど握にぎりしめた。「グスタフ捜査官に手を出せば、そこに急行する私の部隊があなたたちを──」

　ぷつんと通話が切れる──歯を食いしばってＰＤＡの画面に目を向けた。

　刹那──モニターが放つ輝かがやきに照らされた／燃え盛さかる炎ほのお／愕がく然ぜんとなった。

　複数のモニター＝それぞれ別の角度で映る巨きよ大だいな爆炎──ＡＰ爆弾の炸裂。

　運搬中のものではない──よもやの七つ目──六つ目を奪うばわれると予想して。

　急いで部隊通信の音量を上げる──ノイズまみれ。《──犠ぎ脳のう体──ＡＰ爆弾を搭とう載さい──！》《戦術班──！》《爆炎──巻き込まれ──》《退たい避ひ──！》《応答せよ──応答──》

　混信──爆発の影えい響きようで大半が通信不能に／情報汚お染せんと相まって通信障害が拡大。

　なんてこと──敵に出し抜ぬかれた衝しよう撃げきを憤ふん怒ぬが追い払はらう／ＰＤＡをスピーカーモードにしてニナへコール──そのときＡＰ爆弾の炸裂を上回る閃光がモニター内で勃ぼつ発ぱつした。
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「周辺部隊に退たい避ひ勧かん告こく！」ディーゼル課長＝かつてない切迫──全隊通信回線へ。「現場の特甲児童全員がレベル３を転送！　ＡＰ爆弾の炸裂、敵性ブレークアウト、情報汚染による複合的な異常事態が発生！　特甲児童同士が戦闘中！　〈トリアイナ〉の全機能を使用し、マスターサーバーを介かいして停止措そ置ちを試みる！　〈アイギス〉は各員の電子防護を！」

　その間も必死に作業中の面々＋冬真──だが成果なし。

　冬真＝自分の顔から血の気が引いていくのがわかる──モニターの向こう＝恐おそるべき輝き。

　紫・青・黄──紅ぐ蓮れん・白はく銀ぎん──燃え盛る炎──いつかのバロウ神父の言葉＝〝殺し合った〟

　仲間同士で──まさかそんなことがあっていいはずがない／こんな風になっていいわけがない／そうならないためにしてきた努力の全てが無む駄だになるなんて許されるはずない。

　視界がぼやける／涙なみだが溢あふれる／慌あわてて拭ぬぐう──だが拭いきれず──こんなの噓だ。
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　動きを止めなければいけない──高速で下降／刃やいばを振ふりかざしながら／訳のわからない何かに引きずり込まれながら──自然と心に浮うかび上がってくる考え──動きを止めろ。

　自分の考えではない──（脳の中の小人が狂い出す）──（小人の半身たる２３と２９の結合）──ブロードマン第４野／一次運動野／一次体性感覚野──感覚から乖離する運動を止めろ──何のことかわからない／自分が何を考えているかわからない／何を見ているのかもわからなくなってくる──ワニの笑い声に吞み込まれてゆく。

　自分がいったい誰を斬きろうとしているのかもわからない──がん、といきなり衝撃──特甲に損傷／生体部位に負傷／左ひだり肩かたのすぐ下に被弾／もう少しで貫つらぬかれていた。

　狙そ撃げき──紅あかい髪かみの少女──（撃て、陽炎ーっ！　撃て──っ！）──脳のう裏りにこだまする誰かの声──（あたしを撃てっ、陽炎っ！）──聞いた覚えのない叫さけび。

　だがそれが答えなのだという思い──動きが激しい者ほど進行する／巻き込まれる／おかしくなる──だから最小の動きでこちらの動きを止めてくれる相手が救いになる。

　静せい穏おん／狙撃──おそらく最も長い時間まともでいられる者──だが最後まで立っていられるわけではない／立ち続けてくれる者を守らねばならない──これを消してくれる者を。

　さもなければ最も激しく動く自分やあの白銀の少女が何もかも斬り砕くだいてしまいかねない。

　飛ひ翔しよう──真っ直すぐに／三メートル以内に近づかないと決して勝てない相手／みるみる切迫──早く撃って──早く──さもないと斬ってしまう。

　一いつ閃せん／銃声──明めい滅めつする意識／何が起こっているかよくわからない／切断されたライフル／その持ち主は──遅おくれて痛つう烈れつな衝撃を認にん識しき──僅わずかに意識が戻もどる。

　抗磁圧のヘルメットが半減／羽の左半分が貫かれた／〈飾り耳オーア〉の一つを正確に撃ち抜かれた──失しつ墜ついした──ワニの声が響ひびき出す／だがこれでいい／これしかない。

　そのまま落下して自分の動きを止められると思った矢先──またぞろ絡からみついてくる／真っ黒いイバラの群のビジョン／何もかもが絡め取られていく──紫の輝きから放たれるイバラの群にとらわれる──燃えるようなエメラルドの輝きが自分を包み込む。

　止められない──心が吞み込まれる／揺ゆりかごに／レベル３に──全て奪われる。
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　砕け散った壁／床ゆか／天てん井じよう──そこら中から溢れ出す水流／蒸気／火と煙けむり。

　青い水牛＝爆圧で吹ふき飛んだ両りよう脚あし／煮に立たった汚お泥でいに半ば身をひたしている──どこからか飛んできた大きなタンク／機銃／右腕部＝全てねじ曲がってとれなくなっている。

　日向──搭とう乗じよう空間を守る宇宙服なみの断熱素材に助けられる／それでもあちこち火傷やけどを負っていることが痛みでわかる／全身を襲った衝撃でまだ視界がぶれる──何とか胸部装そう甲こうを開こうと悪戦苦く闘とう。

　仲間の位置はわからず──自分の位置すらわからず──周囲に仲間の機体は見えず。

　そこら中でごうごうと火の音──ノイズまみれの水牛の視覚に突とつ然ぜん、踊おどるような影かげ。

　何かがぶつかり合っている──がん・がちゃん・がちゃりという音がやっと意識に届く。

　無傷の赤いアームスーツ──ボロボロの白いアームスーツが右みぎ腕うでの刃を振りかざしている／左腕はおかしな形に歪ゆがんでいる／ギャングが挑ちよう発はつするように赤いアームスーツに近づいては遠ざかる──なんとか牽けん制せいしようとしている。

　ノイズ＝混信／通信──《行け！　早く！　行け！》──《くそっ、よせ！　レイ！》──《いけません、〈ナイト〉！　この状態で戦闘は無理です！　何してる、坊ぼうや！　お前も来い！》──《ああ、くそ、レイが、くそ、くそ、くそ──》

　ひび割れたような映像──赤いアームスーツが突進──白いアームスーツが切り裂さかれる／よろめく／必死に反撃する／かわされる／いなされる／潜もぐり込まれる──激しい火花。

　赤いアームスーツの刃──白いアームスーツの胸部装甲を貫く／切っ先が背から飛び出す／乗っていた者を引き裂く──赤あか鹿じかの腕の中でくずおれる白山羊やぎ。

　日向──火傷やけどで痛む指先で操縦／機体が軋きしむ／やっと左腕が汚泥の中から出る──いきなりその手を踏ふみつけられる。

　黒山羊＝多少の被ひ弾だん以外はさして損傷もなし──青い水牛の手を踏みつけたまま屈かがみ込む／手を伸のばす／青い水牛の胸部装甲に手をかける──めりめりと音を立てて引き剝はがした。

　引きずり出された──濛もう々もうたる煙で咳せき込む──倒たおれて汚泥まみれに。

　日向──全身に痛み／朦もう朧ろう／まともに動けず──泥どろにつかりながら鋭するどく睨にらみ返す。

　黒山羊の胸部装甲が僅かに開く──知った顔──つまらなそうに日向を見下ろすサソリ男。

「前に言った通り殺してやる。今じゃない。捕ほ虜りよは生かして連れて行く。〈インフィニティ〉のいかれた連中が、お前の脳を抜き取る。抜け殻がらになったお前を、俺が石を投げて殺してやる」
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　止まらない──トパーズの輝き／何もかも燃え盛る／周りのもの全て／自分自身までも。

　揺りかごの中の夢──必死に逆らう／逆らえず／僅かに残った意識が繰くり返しささやく──あれを探せ／自分の特甲に吞み込んだパーツを使って／〈九姉妹〉に干かん渉しようしうる存在を。

　どこかにある別のユニット──複数の子供の脳をつなぎ合わせて作ったもの。

　廃はい棄きされるためにこの国に来た存在──〈太公望〉＝〈ジークフリート〉──呼べ──〈九姉妹〉が鳳を呼んだように──彼を呼び寄せろ。

　だが別の声が聞こえていることに気づく──けたたましい笑い声。《あっはははははは。ね、わかったでしょ？　別にあんたに頼たよんなくてもいいの。こういう手もあるの。ま、年の功ってやつかな。じゃ、またね。生きてたら電話しなよ──》

　消えかける意識──怒いかりがつないだ／体の感覚が全然ない／自分が何をしているかもわからない／だがそれでも呼び続けた──あの女に必ず報復するという誓ちかいを込こめて。

《……小シヤオ姐チエ》ふいに声──いた──隠かくされて眠ねむっていたそれが目覚めてつながりを持とうとしているのが感じられた──必死に心の手を伸ばす／助けを求める／つながりを求める／自分の存在と自分に連なる者たちの存在を告げ知らせる。

《吾われを殺して……》悲しい声──必ずそうしてあげると約束した／必ず見つけ出してあげると／代わりに今自分たちを襲おそっている犠脳少女たちのつながりに介かい入にゆうしてくれと頼たのんだ。

　ノイズ──ふいにイバラが揺らぐ／自分をとらえていた異常が遠のく／だが自分だけ／鳳には届かない／他のみんなを一いつ斉せいに解放するには至らない──だったらこの前みたいに自分一人にイバラを集中させてやろうとしたとき──声。《おいおい、それは僕たちの仕事だぞ》

　乖かい離りするばかりだった接続官コーラスとのつながり──ふいに回復の兆きざしを感じる／自分だけではなかった／ユニットの干渉に気づいてくれた／イバラの隙すき間まに手を伸ばしてくれた。

　気づけば父親の寝しん室しつに立っている幼い自分がいた──揺りかごの夢──だが父親がいなかった／ベッドもなかった／爆ばく弾だんもなかった──代わりに二人の少年がいた。

　水無月──接続時の姿／背に羽／ひざまずいて目を閉じている。

　ＭＰＢの制服を着た接続官の少年──水無月の前で安楽椅い子すみたいなものに横たわって目を閉じている／その手足が魚のヒレのようにひらめいている／羽そのものの手足。

（僕たちはつながってるから）横たわる少年の声──雛ではなく彼が守ろうとする相手へ。（涼月ちゃん）

　その少年の胸むな元もとで何かがきらめく──（黒いダイヤ）──（超ちよう高速回路）──安楽椅子がいきなり歪む／黒いイバラの群が現れる／絡みつく／蔓延はびこる──少年を覆おおってゆく。

　水無月の足あし下もとにもイバラの群──またたく間に全身に絡みついていく。

（僕たちの脳内チップをマスターサーバーに読み取らせている）水無月の声──雛ではなくこの事態を見守る別の少年へ。（あの子を取り戻せ。あの子の記き憶おくを）イバラが水無月を覆っていく──羽が引き裂かれていく。（君はこんな場所にいないで出て行くべきだ。親友として最後に──）

　二人の声が途切れる──真っ黒いイバラが二人を覆い尽つくす──徐じよ々じよにしぼんでいく。

　二人が吞み込まれる──イバラに取り込まれて消えてしまう──止めることもできず。

　手を伸ばそうとした──だがよせと言われた／水無月と少年に／それは彼らの役目だった。

　みなを守る最強の盾アイギス──二人、その身を挺ていして。
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「水無月くん!!」冬真＝呼び続けた／泣きわめいた──薄うすれゆく映像に向かって。「接続を戻してよ！　やめてよ！　お願いだから戻ってきてよ！」

　本部ビルの解析フロアにいる水無月──情報汚染を引き受けて孤こ絶ぜつ／通信オフ／マスターサーバーがその脳内チップを読み取る以外は支し援えんもなく──敵ユニットの干渉を自分の脳を使って閉へい鎖さ。

「ＭＰＢ側も同様の措置に入った」ディーゼル課長＝泣きわめく冬真をよそにただ事実を口にした。「接続官コーラスが敵性ゲートを阻そ止しした。代だい替たいＡＩによるリンク認証。マスターサーバーが特甲への干渉をスタートした。あと五秒、四、三、二、一──」

　モニターの一角──円えん盤ばん形の飛行監かん視し機械〝ハエフリーゲ〟がその様子をとらえる。

　パーンと乾かわいた音を立てて砕け散った──漆しつ黒こく──白銀──紅ぐ蓮れん──サファイア──トパーズ──次々に。

　レベル３の還送──輝きが舞まう／肉体を保護するための通常の特甲姿へ／街路に倒れる少女たち──生きた盾である接続官コーラスに守られて。

　救護要よう請せい＝ディーゼル課長──情報汚染の解かい析せき／追つい跡せき／防止措置＝解析課の面々。

「成功したよ、水無月くん！　早く戻って！　接続を──」冬真＝仕切りガラスの向こうへ叫び続ける──映像が掠かすれる／ノイズ／空電音──そして水無月の姿がふっと消えた。

　接続ルームの沈ちん黙もく──本部で水無月が接続用カプセルの外に出された。

「駄目だ、呼び戻せていない」ディーゼル課長＝無念がにじむ。「全データをただちにマスターサーバーによる解析にかけ、追跡を試み続けろ。必ず突破口はある。せめてあのレベル３だけでも解除するんだ」

　冬真＝信じがたい思いで振り返る──モニター群＝他の五つの輝かがやきが消えてのちも燦さん々さんと燃え盛さかるように輝き続ける特甲──紫の輝き＝異形の特甲。

「噓だ、なんで鳳さんだけ？」慌てて通信マイクをつかむ──全隊通信＝それ以外の通信経路は全すべて遮しや断だんされていた。「鳳さん！　鳳さん！　鳳さん！」

　モニター＝紫の輝きが遠ざかる──炎ほのおをまといながら空へ昇のぼってゆく。

　通信マイクを放ほうり捨てた──解析ルームを飛び出す／車外へ走り出る──後を追うディーゼル課長。「よすんだ、冬真くん！」

　走った──燃え盛るビル／無む惨ざんな紛ふん争そう地帯と化した広場／焼け焦こげた木々──見えた。

「鳳さん！」頭上の輝きに向かって──無力な自分を助けてくれるかもしれない誰だれかに向かって。「鳳さんを止めて！　お願いだから止めてよ！　誰か止めてよ！　鳳さん！　鳳さん！」

　頭上でパーンと何かが砕け散る音──鳳の変わり果てた右腕／左腕／半ばから折れて落下。

　宙で還送＝通常の腕に──広場の縁えん石せきにぶつかって砕けた。

　鳳＝両方の腕を再転送──レベル３の腕──ただ単に損傷を復旧した／あるいはつながりに邪じや魔まなものを排はい除じよした。

　遠ざかる輝き──黒こく煙えんの向こうに消えた。

「冬真くん、戻るんだ」ディーゼル課長＝火とサイレンの音に負けぬよう声を張り上げて。「一いつ緒しよに彼女を呼び戻す方法を考えよう」

　返事をせず──鳳の体から切り離はなされたものへ歩み寄った。

　砕けた両腕──右手首にひしゃげて千切れかけたもの──ブレスレット＝〈チャンチエンピオンピオン〉の文字──それを拾い上げて胸に抱だき、その場に膝ひざをついて泣いた。
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　がんがん耳鳴り／ぐらぐらする視界──無理やり接続状態から目覚める。

　どこかにいるユニット〈太公望〉が助けてくれた──そのまま寝ねているべきだと忠告もしてくれた。

　雛＝負担を軽くするため特甲を還送──通常の姿に。

　だが体が重い／起き上がれない──誰かが自分に覆い被かぶさっている。

　よっこらしょと押しのける──這はい出る──相手を見る。

　意識のないＭＰＢの小隊長さん──マスターサーバーか接続官コーラスのフォローで雛と同じく通常の姿に／べったりと血がついた制服／だが彼女の血ではない／彼女の体にそんな深い傷はない／命に別状はない──よろよろ立ち上がろうとして、ふと何かを感じた。

　小隊長さんが身につけたものの中にそれがあるという感覚──それが何かもわからずに。

　強きよう烈れつで複雑な接続の名残なごり──自然とどこにあるかわかった──小隊長さんの制服のポケットに手を突つっ込んで引っ張り出した。

　骨こつ董とう品のＰ３ピス８拳トーレ銃３８──ハンス・Ｗ・クラインの品──初期の電子捜そう査さ＝〝〈光の王〉に死の呪のろいをかけられた……〈大魔ま術じゆつ師し〉の魔法の品があれば解ける〟

　拳けん銃じゆうの弾倉──引き抜ぬいて見た。

　弾倉の右側＝やたらと長い文字列──左側＝もっとやたらと長い文字列──しっかり記憶。

　アダー神父が示してくれた答え──４ＪＯウィルスの死し滅めつコード。

　自由になるための最後の品──自分は死んだということにするための。

　弾倉を戻もどす／銃を小隊長さんのポケットに突っ込む──ゆっくり起き上がる。

　足下にカプセル──犠ぎ脳のうパーツ＝特甲の還送で分ぶん離り──拾って抱きかかえた。

　薄れかける意識──行けと自分に命じた／もたつく足を何とか運ぶ／ふらふら進む。

　ほとんど自分が何をしているのかという自覚もないままに──とぼとぼ歩き去った。
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　上空へ遠ざかる紫むらさきの輝き──広場を見下ろすハイテク・ビル＝屋上ヘリポート。

　待機中のヘリ＝国連のシンボル＋ロゴ／機械のように無表情な白人のパイロット。

　ヘリの傍かたわらで紫の輝きを見送る黒ずくめの男＝禿とく頭とう／鷲わし鼻ばな／緑の目──リヒャルト・トラクル──顔に火傷やけどなし＝〝リヒヘルャル・リヒトさんヤルト〟

　広場の一角から立ち上る黒煙がヘリの視界を奪うばわない程度に晴れてきたのを見計らってヘリに歩み寄るリヒャルト──その背後に声。「やあ、リヒャルトさん」

　振ふり返る＝緑の目を輝かせて微笑ほほえむ。「ごきげんよう、トラクルさん」

「私のことはトラクルおじさんと呼んで欲しいな。そちらとのささやかな差異としてね」ヘリポートのデッキに上がる男＝禿頭／鷲鼻／緑の目／白地に黒い手のマークが並ぶネクタイ／顔の右半面に火傷痕あと──〝トラクルおじさん〟

「それは君がベルナルド・ジュリーニの叔父おじにあたるということを意味しているのかね？」

「特に考えたことはなかったな。〈ライフル友愛会〉に所属していた男は私にとってはなんでもない。私の血けつ縁えんは世界の真実だけさ」

　リヒャルト──しげしげと相手を見返しながら。「こうして顔を合わせるのは初めてだな。いや、顔自体は毎日、鏡で見ているわけだが」

　トラクル──鷹おう揚ように肩かたをすくめて。「完全な鏡写しとはいえない顔になってしまったがね」

「火傷の痕を治すべきだな」続いて別の声──迷めい彩さい服を脱ぬいだ道どう化け師＝ハンス・Ｗ・クライン──ビジネスマン風の地味なスーツ／顔に殴なぐられた痕／折れた鼻に応急処置のテーピング。「俺がその顔をもらうときに、あまり傷ものになっていては困る。それともオリジナルは、そちらのまだ綺き麗れいな顔の方か？」

「さて、どうだったかな。私自身が顔にこだわったことはないのでね」リヒャルト＝愉ゆ快かいそうに。「こだわるのは、せっかく沈黙している真実をわざわざ暴あばこうとする不作法者たちだけさ。私はいつだってそういう人々の望むお喋しやべりを提供してきた」

「人々を真実から遠ざける、お喋り屋トーカーというわけだ」トラクル＝楽しげ。「それこそ常に世界を動かしてきたものの一つだ。世界を守ってきたともいえる。真実の守護者として長年働いてきたあなたに敬意を表するよ、リヒャルトさん」

「ありがとうトラクルおじさん。私も、テロ・ビジネスを軌き道どうに乗せてくれたガララトルガラスネヘビイクに感謝しているよ。あなたの介入は結果的に、世界の枠わく組ぐみに新しい発想と正しい筋道を与あたえた。ヘビの騒そう音おんが生み出す混乱は、戦争をする国としない国の架かけ橋はしとなり、お喋り屋トーカーとは根本的に異なる利益を世界にもたらした」

「お誉ほめにあずかり光栄だ。ビジネスそのものに興味を抱いだいたことはないがね」

「だと思ったよ。ゆっくりお喋りに興じたいところだが、〈外げ典てん〉の編へん纂さんが大おお詰づめでね。そろそろ失礼しなければいけない」リヒャルト＝軽く会え釈しやく──ヘリに乗り込む／ぎらぎらした目で笑いかける。「では、またアオフ会う・ヴイ日ーダーまでゼーエン」

　トラクル＋ハンス・Ｗ・クライン＝黙だまって見送る──ヘリが飛び立つ。

「さて、〈九姉妹〉の完成は目前だ」トラクル──とっくに空へ消えた紫の輝きを探すように空へ目を向けて。「私も〈インフィニティ〉で後片付けをしなければならないだろう。混こん沌とんの使徒はまだ生きていると考えるならね」

「アダー・ガウスは死んだ。粉々に吹ふっ飛んでな」

「思想を持つ者を殺しても、思想は死なないというのが世界の常識さ」にっこり振り返る。

「あの神父の遺志を誰かが継ついでいるというのか？」

「彼ならそれくらいの用意はしているだろう。〈戦犯法ほう廷てい〉の証人たちがしたように」その頭上で別のヘリが到とう着ちやく──テレビ局のロゴ／機械のように無表情な黒人パイロット。

「もともと、どちらが第二セカンの男ドマンだったんだ？」ハンス・Ｗ・クライン＝ヘリの騒音に負けぬよう声を張り上げて。「眠ねむれる枢すう機き卿きようの影かげとして振る舞ったのは、あのお喋り屋トーカーか？　それともお前か？」

「さて、考えたこともないな。私は真実に従って働いているだけさ」

「リヒャルトはお前が介かい入にゆうしたと言った。お前が第三の男なのか？」

「問題は君がどうなりたいかだよ、道化師くん」にっこり諭さとす──ヘリに乗り込む／ぎらぎらした目で笑いかける／さして張り上げるでもなく届く声。「暗黒社会の選挙に勝ちたければ、あのエドワルト・メッサーシュミット州知事をどうにかしたまえ。このままでは君が、州知事の第二の男として働かねばならなくなるぞ」

　ハンス・Ｗ・クライン＝表情を消す／怒いかりを隠かくす／相手に負けず劣おとらずぎらぎらした目。

「いよいよ素す晴ばらしい幕開けだぞ。ハレルヤ」笑ってドアを閉じる。

　ヘリの浮ふ上じよう──地上の混乱を笑うように飛び去った。
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　自分をいざなう声──新たなつながり。

　鳳＝体の周囲に灼しやく熱ねつをもたらす光の輪を浮うかばせて飛行──炎をもたらすものがあれば即そく座ざに自分の炎で消すのだ──（見よ青白い馬が現れる）──あの青い馬のバッジに込こめられた意味──（またがる者の名は「死」──これに黄よ泉みが従う）──そう──（人を滅ほろぼす権けん威いが与えられた）──それが機械仕じ掛かけの魂たましいにプログラムされた行動原理なのだから。

　北へ──国境付近まで、羽ではなく抗磁圧の力で流れ星のように移動。

　ささやきが強まる──再会のときが近づく──気づけば森を走る自分がいる。

　暗い森──聖地の暗くら闇やみ──必死に駆かけた。

　どんどん光が近づいてくる──木々の狭はざ間ま／信者たちが立てこもる砦とりで／だが扉とびらは開いている／自分を迎むかえるために道を作ってくれている。

　やがて触ふれた──砦にたどり着いた／開かれた扉／振り返った暗闇。

　炎とともに別の存在となった者たちの居場所──下降した──開かれた扉をくぐった。

（お姉ちゃん……）

　声──失われたはずの弟妹。

　あるいは博士の声──（外的解かい離り性ビジョン）──自分を導いてくれた者のささやき──（決して従ってはならない。だが無視してもいけない。対決する以外に解決の道はない）

　扉の向こう──歩んだ──信者が着る服に身を包んだ子供たちが出で迎むかえた。

　脳を奪われた八人の少女たち──それよりも前にとっくに奪われていた子供たち。

　彼らが歌う──《３、７──》《２、９──》《２、３──》──つながろうとする声。

　鳳もともに歌った──《１、３──》書き換かえられた魂の旋せん律りつ──《１、１──》

　残ざん骸がいとなった精神の輝き──より巨きよ大だいなものの一部になるために──〈外典〉の一部に。

　微笑んだ──《７》──子供たちの中から弟と妹が駆け寄り、鳳は二人を抱きしめ、もう決して彼らを置き去りにはしないという思いを込めてそれぞれの額にキスをした。
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　長い高速道路──ハンガリーへの国境通過道路。

　国境検問所から二キロ前の地点──ふいにバンが高速道路を降りて一いつ般ぱん道へ／いまだ農村の牧歌的光景を保つ一帯へ／やがて私道であることを示す標識の傍らを通って森へ。

　ほどなくして大きな館やかたが出現──大きな鉄てつ扉ぴが開かれて中へ／門の近くに石造りの古い建造物／中世の砦を買い取って改装したらしい──砦の壁へき面めんにイエスの魚のシンボル。

　館の前の車回しに大きな黒くろ塗ぬりのバス──そのそばに停車。

「長旅お疲つかれ様でした」アルブレヒト・アイスラー博士こと〈インフィニティ〉のモーゼル教師長──立ち上がってバロウ神父を手招く。「教団の幹部が住まう施し設せつです。お休みいただく部屋と、お食事を用意しています。ここでぜひ親しん睦ぼくを深めていただこうと思っています」

「親睦とは、君や教団の人々とかね？」バロウ神父──手荷物を運ぼうとする男たちを手て振ぶりで断る／穏おだやかな態度でバンを降りる。

「ええ。それと、あなたがご存じの方もいらっしゃいますよ」モーゼル教師長が微笑む──黒塗りの大型バスを見やる。

　シューッと空圧式の開閉装置が作動する音──バスの後部ドアが開いて女が現れる。

「お久しぶりでーっす、バロウ神父」シャーリーン＝アップにした髪かみ／以前のように眼鏡はなし／きりっとした秘書風の出いで立ち──だらんとした幽ゆう霊れいのような風ふ情ぜいはそのまま。「まさかこんなところで会えるとは思いませんでしたよ」

「久しぶりだね、シャーリーン」うなずくバロウ神父＝相手が裏切り者であっても変わらぬ穏やかさ──大型バスへ目を向けて。「それが、君たちのセーフガード車両というわけかね？」

「二つに分割しちゃったものの一つですけどねー。いつもはこれじゃない方を使ってるんですよ。今日は色々あってこっちにいなくちゃいけなくて。あ、ちなみにあたしのダーリンはもう一つの方に乗ってお仕事中です」

「ダーリンというのは、チェイス＝ザ・サードアイのことかね？」

「ピンポーン。どこにいるかは喋れませんけど。そのうちご紹しよう介かいできると思いますんで」

「幾いくつものユニットを二つの車両に分載し、別働しているというわけかね？」

「おっとぉ、ＭＳＳっぽい喋り方になってますよ、神父」半眼＝怖こわい笑み。

「そうかね？」揺ゆるがぬ穏やかさ。

「まー、そういう人じゃないとは思ってますよ。相手がテロリストでも話せばわかると思うって、ちょっと奇き特とくというか、不思議な精神構造ですよねー。どうせ、ヘルガ長官のためっていうより、鳳とか冬真くんのために来たんでしょうから。ぶっちゃけて話してもいいかなー」

　シャーリーン──相手に話しているというより半ば独白／如実な身勝手さ／無む抵てい抗こうな相手にすっかり安心している様子。

「ここにユニットの一つを運んだということは、何かの接続テストを行うためだと思うが、違ちがうかね？」バロウ神父＝堂々と質問を続行──やんわりとした態度で核かく心しんを突く。

「いろいろと不具合が予想されるテストです」割って入るモーゼル教師長。「あなたが協力して下されば非常に心強い──」

　ふいに輝かがやき──頭上。

　バロウ神父＋モーゼル教師長＋シャーリーン＋何人もの男たち──一いつ斉せいに仰あおぎ見る／息を吞のむ／降り注ぐ紫の輝きに目を細める──沈ちん黙もくが降りる。

　全員動かず──いつの間にか輝きを放つ存在の射程キル・圏内ゾーンにいることに慄りつ然ぜん。

　音もなく下降する輝き──異形の特とつ甲こうレベル３がふいにエメラルドの輝きを帯びる。

　ぱーんとガラスを叩たたき割るような音──特甲を還送。

　ふわりと着地──鳳＝虚うつろな眼まな差ざし／機械のような挙動／その場にいる全員の顔を見るともなく見る──おもむろに大型バスに顔を向けて歩き出す。

　そろそろと後ずさって離はなれるシャーリーン──喜き悦えつの笑み。

「鳳」バロウ神父＝穏やかな呼び掛かけ──周囲の者たちがぎくっとなる。

　振り返らない鳳──開きっぱなしの後部ドアから車内へ入ってしまう。

「鳳」バロウ神父＝やや声を強める──少女の後を追って車内へ。

　男たちがまごつく──モーゼル教師長＋シャーリーンに無言で指示を求める。

　モーゼル教師長＋シャーリーン──どちらも様子見／バロウ神父が遺体となってバスから放ほうり出されるかどうか見守る──何ごともないと判断して二人ともバスの中へ。

　バス内部──後部を占せん拠きよする解かい析せき機材──車体の中央近くに接続用の空間。

　接続機材の向こう──車体中央に設置された巨大な黒塗りの箱。

　箱の一部がするする開いてゆく──箱の前に立つ鳳とバロウ神父の顔を淡あわい光が照らす。

　円えん筒とう型カプセル＝髄ずい液えきで満たされた内部／上下にほのかな灯あかり／輝きの中に浮かぶもの──一体となった生体と機械──

「やはり犠ぎ脳のうユニットか……」バロウ神父＝入ってきた二人を振り返る。「八人の少女たちの脳だね？　これと鳳の接続を恒こう常じよう化させることが目的か？」

「目的はそうですが、これは違います、バロウ神父」モーゼル教師長＝やんわりと／バロウ神父を宥なだめるように。「最新の設備を増設していますが、これは何年も前の旧式です」

「旧式？」

　にやにや笑うシャーリーン。「六年前、〈インフィニティ〉が自じ爆ばくして吹っ飛んだでしょ。そのときにはもう、これができてたってわけですよ。適性を持った子供たちの脳を取り出してつなぎ合わせたユニット、〈ニーベルング〉がね。要するに、信者たちが前の教祖ごと自爆させられたのは、こいつの存在を隠すためだったってことです。脳を抜ぬかれた子供たちの体と、その有様に半はん狂きよう乱らんになった他の信者たちを焼くために」

　バロウ神父＝瞠どう目もく──鳳とカプセルを交こう互ごに見る──深々と息を吐はく／少女への憐あわれみを込こめて。「ＭＳＳで解析された別のユニットのうちの一つが、それほど昔のものだったとは。まさかその当時から関かん与よしていたというのか？　開発顧こ問もんのうちの誰だれかがこれに協力し、六年もの間、生かし続けてきたと……？　犠脳ユニット技術を発達させるために」

　モーゼル教師長＋シャーリーン──答えず／黙って少女と老神父を見守る。

　鳳──そっとカプセルに両手を当てる／うつろな表情に浮かぶ微笑ほほえみ──カプセルにキスした／分厚い硬こう化かガラスの向こう側にいる存在へ／二度──沢たく山さんの脳と一体化させられた二人。

　弟と妹の脳へ──愛いとおしさを込めて。
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　ＭＳＳ本部ビル＝長官室──戦せん闘とうから一昼夜の間つけっぱなしのモニター群。

　ヘルガ──集中を維い持じするための朝食／何の味も感じず／我が慢まんして吞み込む。

　確保されたＡＰ爆ばく弾だん──だが肝かん心じんの犠脳パーツが抜き取られていたことが判明。

　デモを主導したアダー・ガウス神父──ＡＰ爆弾の炸さく裂れつに巻き込まれる／死亡を確かく認にん。

　損傷──戦術班の機体×六体＋アームスーツ──大急ぎでリカバリーに。

　日向──破は壊かいされたアームスーツから連れ出された痕こん跡せき──行方ゆくえ不明。

　鳳の暴走──脳内チップへの侵しん食しよく／敵性ユニットの支配──行方不明。

　雛──帰き還かんせず／レベル３還送後に信号消失／マスターサーバーでも追つい跡せきできず──死亡して爆ばく炎えんで焼き尽つくされた可能性大。

　水無月──現場の特甲児童を情報汚お染せんから守る盾たてに──意識不明／集中治ち療りよう室へ／ひと晩経たっても覚かく醒せいせず／覚醒する見込みがどんどんなくなる──脳死する可能性大。

　バロウ神父──追跡と監かん視しを振り切られる／敵性ユニットが進路を覆おおい隠した／情報汚染が捜そう査さ班を撹かく乱らん──行方不明。

　グスタフ内務調査官──遺体は発見されず／携けい帯たい電話も回収されず──行方不明。

　損害──敵はマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の枝基幹ユニットを破壊した──本丸に打だ撃げき／ＢＶＴは予備電線の電子防護をもとのスイッチングに戻もどさざるを得ず。

　裏をかかれた／明らかな敗北──ただちに雪せつ辱じよくをはかる。

　イグナツ上院議員の激げき励れい──事件制圧を求める／だが残りのＡＰ爆弾のことは訊きかず／ＭＳＳの権限を最大にすることに躍やつ起きになる──イグナツら議員にとって事件はすでに政治化してしまっている／事件解決ではなくＭＰＢを直ちよつ轄かつ化した社会党の州知事と競争している。

　それならそれで状じよう況きようを活用するだけ──強化された権限にもとづき解析課の監視範はん囲いを拡大して捜査にあたらせる。

　朝食終しゆう了りよう──応客用のソファから立ち上がってデスクに戻りＰＤＡを開く。

　解析終了──グスタフが送って寄よ越こした捜査データ／通話履り歴れき／通信時の位置。

　グスタフがヘルガの前に連れん絡らくを取っていた相手──ラバグルト内務大臣。

　捜査データ──グスタフはラバグルト内務大臣が〈サイクロプス〉だと疑っていた／クローネンブルク爆殺にも関与しているのではと見当をつけた──〝空振り〟の捜査。

　やがてラバグルト内務大臣と直接コンタクトをとった──何度もやり取り／その過程で虎とらの尾おを踏ふんだ／敵に狙ねらわれた。

　おそらく本物の〈サイクロプス〉が罠わなを仕掛けた──Ｈ．Ｈ．Ｈ．と記された人物が。

　グスタフが発見したというコード──ＢＹＣＭ＝『Ｂ０Ｙ９７Ｃ０Ｍ９０』

　ローデシア迷めい彩さいとは異なる色相＝〝火のフアイようア・レな赤ツド〟──罪をもたらした火。

　彼自身が刑けい務む所しよに送った軍の横流し犯──その帳ちよう簿ぼを解く別の鍵かぎ＝火薬の売買ルート。

　焦しよう点てん──六年前に起きた幾つもの事件に関与したであろう〈キャラバン〉への武器供きよう与よ。

　ＭＰＢの少女へこれを送るべきか思案──あちらの特甲児童は三人とも無事に現場で確保されたと聞いている／今はまだ目覚めていないとも／火を追う同胞たる少女。

　少女とＭＰＢから提供された捜査データを再検討──カール・クラウスから送られた最後のメッセージの一節──〝真実の鏡の持ち主〟＝アダー神父のことだった。

　アダー神父の部屋で押おう収しゆうされた物品の一覧──壁かべに飾かざられていたという二人の白人の写真。

　一人──女性＝〈戦犯法ほう廷てい〉の証人となったシスター──名＝アンネリーゼ・アーレ。

　一人──男性＝アダー神父の昔の商売相手という情報──名＝リチャード・トーカー。

　トーカー──イギリス側の情報によればリヒャルト・トラクルにつながる──あるいは本人／その緑の目が見つめる先──この写真のトーカーが見ている相手は誰なのか？

　ヒント／あるいはこれすら罠かもしれない──ＭＰＢの少女に告げるべきか？

　いまだ敵の情報汚染を食い止めきれず──全ぜん貌ぼうをつかみきれず／どこに罠があるか知れず。

　まずは自分が踏み込むしかない──火を放つのはそれから。

　送信設定──一定時間、自分が端たん末まつにアクセスしなかったときに自動的に送信されるようにした／複数の経路で／敵の罠によって情報が遮しや断だんされたときのために。

　メッセージ──自然と自分が取り込まれたときのための文章になっていた。




　　聖地の暗くら闇やみに汚けがれた霊れいたちが新たな外げ典てんを記す

　　蝶ちようは暗闇へ去った　九人の姉妹しまいの列に連なって

　　偽いつわられた死者の目は今も鏡合わせの生者を見つめている

　　どうか、みいつの王に報むくいを




　　　　ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルク

　　　

　　〈シラヌイ文書：補遺〉

　　Ｂ０Ｙ９７Ｃ０Ｍ９０。内務調査課の捜査官は敵の手に落ちた。火を追いなさい。




　若き同どう胞ほうへのメッセージ──まるで遺テスタ書メントじみた言葉。

　それからデスクの電話でニナへコール──すぐに応答。《はい、長官》

「ラバグルト内務大臣の居場所を調べて。私が行って、彼を聴ちよう取しゆするわ」
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　ＭＳＳ本部ビル六階＝医療フロア──真っ白い天てん井じよう板いたがまるでモニターのよう／白い板のあちこちに火が見える／怪かい物ぶつと化した仲間同士の争い──目的すらない殺し合い。

　いや──目的はあるはず。

　暗闇に魂たましいを捧ささげた博士が書き換かえてしまった魂の旋せん律りつ──四人のうち誰が？

　プシケーの秘密／〝ブリリアント〟の輝き／ガラテア・コンプレックス──いったいどれを壊こわそうとしたのか？　あるいは──どれを守ろうとしたのか？

　完成すべき〈五〇一コード〉──特甲児童同士がつながり合うことでマスターサーバーに匹ひつ敵てきするターミナル・ユニットに──電子戦の申し子に──都市の守護者に。

　もしそれが完成すれば都市に寄生するあらゆるユニットを暴あばき出す存在となるだろう。

　特甲ユニット＝〈レベル４〉──だから敵は何としても開発を阻そ止しせねばならなかった？

　さまよう意識──浮うかんでは消える疑念──本来の自分なら考えもしないことばかり。

　そして突とつ然ぜん、ばしっと音を立てて本来の意識が戻ってきた──幽ゆう体たい離り脱だつしていた自分が元の肉体に叩き戻された感覚。

　乙＝ぽかん──ぼんやり周りを見る／見慣れた医療フロア／いつも特甲のセッティングで寝ね泊とまりさせられる部屋──ベッドの上に横たわる自分。

　検けん診しん用の服に着き替がえさせられている──鳳のおまじないもなくなっている。

　膝ひざから下の感覚がないことに気づく──ベッドのシーツをめくる／両りよう脚あしが外されている。

　心細くなって見回す──そばの壁に白しら鞘さやのカタナが立てかけてあった。

　懸けん命めいに手を伸のばした──なんとかつかんで引き寄せた。

　カタナを抱いだいて通信──だがずっと呼び続けていたことを遅おくれて悟さとった。

　みんな返事をしない──それで隊員情報を閲えつ覧らんした。

　鳳──行方不明。

　雛──行方不明。

　日向──行方不明。

　水無月──集中治療室。

　バロウ神父──行方不明。

　呆ぼう然ぜんとなる──ワニの声がどこからともなく響ひびき出す──涙なみだがこぼれ出す。

　緑の目をしたワニが笑っている──〝すごいだろう〟──両手で耳を塞ふさいだが無む駄だだった。

　凍こごえるように体が震ふるえた／これまで感じたことのない孤こ独どくに襲おそわれた──シーツを引っ張ってカタナを抱きながら丸くなった。

　声を殺して泣きながら無線通信をオフにした──返事がないことが怖こわくて。
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階──解析フロア＝雪辱のためしゃかりきになる課長＋人員。

　冬真──水無月の待機室に閉じこもったまま何もする気が起きず／何かしなくちゃいけないのに／何をすればいいのかまったくわからない。

　鳳を追うべき／日向や雛やバロウ神父を捜すべき──こうしている今も事態が深刻化して取り返しがつかなくなるかもしれないのに。

　水無月が戻ってきたら一緒にやろうという気持ちが行動を妨さまたげている──このまま目覚めず脳死に至る可能性さえあるというのに／心がそれを認めず動けなくなる──水無月は永遠に目覚めないなどという現実を受け入れることを拒こばんでいる。

　あるじを失った部屋──置かれた一つ一つの品が時間を止める／死んだ子供の部屋／ここにいてはいけないとわかっているのに──自分の心も止まっていくようだった。

　ふいに着信音──咄とつ嗟さにバロウ神父ではないかと思って慌あわててＰＤＡを開く／バロウ神父が水無月を目覚めさせてくれるという期待／みなを助けてくれるという希望が込み上げる。

　メッセージ──時間設定による自動送信──吹雪から。

　ＭＰＢの接続官コーラスも打撃を受けたとディーゼル課長から聞いていた──怖くて確かめられなかった／連絡を取ることにすら恐きよう怖ふを感じていた／送信されたメッセージにさえ嫌いやな予感しか抱けなかった──それでも開かい封ふうして見た──かすかな希望にすがって。

『冬真くんへ。これを冬真くんが読んでいるということは、きっと僕は電子戦で深刻な障害を負ったか、命を落としたのでしょう。でもそれはつまり、僕たちをおかしくさせているものを解明するヒントにもなるはずです。答えは僕たちが設定した〈鏡シユピ面ーゲル〉にあります。水無月くんの脳内チップを解かい析せきするのと同じように、僕も自分の脳内チップを解析させています。二人分の〈シュピーゲル〉を、あるファイルをもとに解析して下さい。本当なら冬真くんには読まないでいて欲しかったファイルです。バロウ神父様もそう願っていました。でも僕たちにはもう他ほかに頼たよれる人がいません。僕たちにはブラウン博士の遺志を継ついでくれる人が必要なんです。ファイルは車の中にあります。冬真くんのためにお父さんが遺のこした車の中に。僕がその車の中からチップを取り出しました。噓うそをついて僕が冬真くんであるようなふりをしたんです。もし無事に乗り越こえられたら元に戻すつもりでした。そうすることができなくて、ごめんなさい。お願いします。どうか涼月ちゃんたちを助けて下さい。みんなを助けて下さい』

　添てん付ぷファイル＝ボイス・メッセージ──タイトル＝『涼月ちゃんへ』──吹雪くんの遺書。

　読んでいる途と中ちゆうから涙が溢あふれた──吹雪くんも倒たおれた／もう他に頼れる人がいません／全すべてを冬真に託たくして。

　ある意味で希望通りの通信──ただし助けの手ではなかった／助けを求める声／助けるすべを示すヒント。

　お父さんが遺した車の中に──父のメンデルが設計した車／バロウ神父様から教えられた遺品／冬真が受け取る財産──だが、なぜ？

　吹雪くんが電子戦で超ちよう高速チップを使ったことはＭＳＳ側も把は握あくしていた／黒いダイヤと呼ばれる軍事品／下手すると所有すること自体が違い法ほうになる品──なぜそんなものが父が遺した車の中にあるのか？　吹雪くんは、どうしてそれがそこにあるとわかったのか？

　いつか最初に吹雪くんと電話で話したときと同じだった──何もわからず／わかるのは一つだけ／大切な人を守りたいという強い意志──応じるに値あたいするもの。

　冬真──ＰＤＡをたたんでようやく立ち上がった。

　吹雪くんのメッセージをＭＰＢの涼月さんに届けねばならなかった。

　盾たてとなった吹雪と水無月の思い──二人の〈シュピーゲル〉を活いかさねばならなかった。

　そのために見なければならないもの──部屋を出て真っ直すぐディーゼル課長の所へ行った。

　外出許可──自分が受け継ぐべきものを受け取るために。
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　国境付近の森の館やかた──社会から隔かく絶ぜつされた生活空間。

　バロウ神父──館の一室を与あたえられる／事実上の軟なん禁きん／穏おだやかに受け入れる。

　鳳──別の一室を与えられる／女性信者が身み繕づくろいと食事の世話をする／喋しやべらず／目の前の人間を認にん識しきせず／機械仕じ掛かけの魂が支配する──ひとりでに動く人形のよう。

　シャーリーン──自分が気に入った部屋を勝手に占せん拠きよ／機材を運び込んで研究室に。

　モーゼル教師長と十数人の幹部──館の食堂で挨あい拶さつ＝バロウ神父に協力を促うながす。

「開発顧こ問もんの誰だれが生きているか、すぐに教えてもらえると思ったがね」バロウ神父＝穏やかな態度で遠えん慮りよなく答えを求める／殺される覚かく悟ごすらにじませて。

「話すことは禁じられているのです。今はシステム構築にかかりきりのようですが、いずれここにいらっしゃいます。どのようなシステムかも、そのときお話しできます」モーゼル教師長──バロウ神父の気を引きつつ。「もし接続にご協力いただければ、その分、お会いできるのが早くなるでしょう」

　協力＝鳳の接続テスト──黒いバスの中の〈ニーベルング〉を経由／どこかにいる〈九姉妹〉と完全につながるための──バロウ神父＝協力を約束する／受け入れる／鳳を支配しているものが何か理解するために──モーゼル教師長＋シャーリーンの目的を知るために。

　だが異変──接続テストにおける断続的な障害が発生。

「ちょっとさー。やばいよ、あんたたち」シャーリーン──モーゼル教師長＋幹部らに。「これってもしかしなくても、あれでしょ？　〈ジークフリート〉ってやつでしょ？　他に干かん渉しようできるユニットなんてないんだよ？　ねえ、何してくれてんの？　〈太公望〉は破は棄きしろって言われたでしょ？　みんな死にたいの？」

　青ざめるモーゼル教師長＋幹部ら──言い訳。「我々も未来党には繰くり返し忠告している。まさか計画を邪じや魔まするはずがない」

「どーだかねー。あの人達さー、アダー神父とか州知事にいろいろやられちゃって、やばいんじゃない？　何かおかしなこと考えてたりしてない？　まさか〈九姉妹〉を乗っ取ろうとかしてないよね？」

「まさか、そんなはずはない」モーゼル教師長＝必死に抗こう弁べん。「未来党はあの州知事など問題ではないと言っている。みな〈ローデシア〉の〈大魔ま術じゆつ師し〉の言う通りにしているはずだ」

「だったらさ、いい加減そっちのユニットを渡わたしてちょーだいよ。大人用の特甲トツコーを作るためとか何とか言い訳してないでさ。もう、こっちで破棄するから。言うこと聞かないと、ほんとやばいよ、あんたたち」

「大だい丈じよう夫ぶだ。約束する。必ず未来党に伝える」

　だがさらなる異変──ある夜、幾いくつもあるシャーリーンの衛星電話の一つにコール。

　食堂に全員集合──バロウ神父も当然のように着席。

「あのさ、みんな命は惜おしいでしょ？　だったら正直に話そうね」シャーリーン＝この施し設せつをすっかり牛ぎゆう耳じる者の顔／のんびりした口調ににじむ恫どう喝かつ。「〈太公望〉を奪うばわれたって何？」

「奪われた？」モーゼル教師長＝愕がく然ぜん──みな騒そう然ぜん──要領を得ないモーゼル教師長＋幹部──慌てて未来党と連れん絡らくを取る／ざわざわ話し合う／食堂と各人の部屋を行ったり来たり。

「そもそも〈空港占拠事件〉で現れた戦せん闘とう機は、米中にデータを渡した際に、各国大使の立ち会いの下もとで破は壊かいされたのではなかったかね？」バロウ神父＝やんわり情報収集。

「未来党がすり替かえたわけですよ」シャーリーン＝不ふ機き嫌げんそうにふんぞり返ってべらべら喋り出す。「〈アンタレス事件〉で最後に核かくを運んだグループ、覚えてます？　〈白ヴアイきス・シ盾ルト〉ってんですけど。その残党がまだ軍にいて、未来党と一緒に〈太公望〉を自分たちのものにしたわけです。一応、〈ローデシア〉が監かん視しするってんで〈ジークフリート〉なんてコード名までつけましたけどね。鳳が〈九姉妹〉につながる前に消えてもらう予定でつけた名前ですよ」

「簡単に奪われるような場所に保管していたのかね？」

「れっきとした軍事基地らしいですよ。なんでも爆ばく弾だんテロを食くらって、どさくさに紛まぎれて奪われたとか何とか……」ふと顔から表情が消える──首を傾かしげる／かぶりを振ふる。「いや……まさかね。４ＪＯの信号で心停止したのはわかってるし。あの子じゃないね。そんなわけない」

「あの子？」

「こっちの話ですよー」にやにや＝言えばバロウ神父が協力を拒むと判断／話を逸そらす。「軍事基地に襲しゆう撃げきを仕掛けてユニットを盗ぬすみ出すなんて、考えられるのはイギリスのＳＡＳか、フランスのＧＩＧＮか、ドイツのＧＳＧ９か……あちこちの捜そう査さ官が都市内にいますからねー。でもまあ、未来党の狂きよう言げんだっていう可能性もあるわけだし。まー、なんていうか、アダー・ガウス神父の亡ぼう霊れいがうろついてるっていう感じもしますね。……なんだっていーけど、電話まだ？」

　じろりとした目で見やるシャーリーン──モーゼル教師長＝長テーブルの上に置かれた携けい帯たい電話／まさに未来党幹部からの電話を待ちながら蒼そう白はくの顔。

　ふいにコール──飛びつくように電話に出るモーゼル教師長。「もしもし──」

　口をつぐむ──蒼あおい顔に脂あぶら汗あせがにじむ／一言も喋らず通話オフ／呆然と目を見開いて宙を見つめる。

「で？」シャーリーン──だらんとした態度／無表情の顔／幽ゆう霊れいが悪あつ鬼きになったよう。

「未来党員のベルツ将軍からではなかった。ビクスラー党首からだ。このままではＭＰＢを事実上の独立州軍とする法案が州議会と国会の両方で可決されると……」モーゼル教師長──ショックで虚うつろな顔。「第一号書類の出撃要よう請せいの対象は……我々〈インフィニティ〉だ」

「あーあ」シャーリーン＝呆あきれた調子──他に言うこともないというように。
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　大音量で鳴り響く音楽──ヘッドホンではなく携帯端たん末まつにスピーカーを接続。

　混こん沌とんの使徒としての流りゆう儀ぎ──プラン構築と行動の合間に必ず穏やかな時間を設けること／不測の事態を漠ばく然ぜんと想像すること／乙がはまってるゼンとかそういう境地になること。

　アダー神父だったらきっと教会で祈いのってた──神様がいない自分はひたすら音楽を聴ききつつお茶とクッキーをもそもそ口にするばかり。

　敵の武器こそ急所になる──そのことを繰り返し考えた──切り札は弱点になりうる。

　複数のユニット──敵対関係を超こえて結けつ託たくする勢力──４ＪＯウィルス──政治的浸しん透とう。

　どれもが彼らの武器であり弱点なのだ。

　すっかり気に入ってわざわざ第二ライヒ十五エンシユ区マオスの黒人街まで行って買ってきた教会のクッキー──特にお気に入りのハチミツ味のそれを一つ手に取ったところへ──いきなり、ばしっと意識が戻もどってくる感覚──はたと正気に返った。

　ここ、どこ？　呆然と辺りを見回す──自分の部屋──ドブ臭くさい集合住宅＝ヌースドルフ・ホーフの一室──ボーマンが雛に与え、今は完全に自分のものになった部屋。

　クッキーを下ろす──テーブルに敷しいたティッシュの上に綺き麗れいに幾き何か学がく的に積み上げたクッキー＝ざっと見た限り数百個はある──まるでクリスマスに作るお菓か子しの上のバベルの塔とうバージョン。

　ハーブティーの入ったカップを持つ左手──左ひだり腕うでだけ肩かたから先が特甲／電子戦と防衛のためだという理解が湧わく／もし誰かが居場所を嗅かぎつけて襲おそってきても即そく反撃できるように／相手の通信に侵しん入にゆうして誰がどうやって自分を見つけたかすぐさま判明させられるように。

　特甲──誰にも気づかれずマスターサーバーとつながるすべを得たという実感／あの特甲猟りよう兵へいたちのように／露ろ見けんしないため転送限界という制限がつくけれども。

　どうすればそんなことができるのか──〈ボーマン・ユニット〉程度では駄だ目めなはず。

　また見回す──いつの間にか買ってきたらしい観葉植物が小さな窓辺に並んでいる／サボテンやアイビーの間に、ちょこんと置かれたもの──ＡＰ爆弾から抜ぬき取った犠ぎ脳のうパーツ＝〈アルタルフ〉と命名したことを思い出す。

　蟹かに座ざの星──アラビア語で「終わり」を意味する星の名／あの人の星座／優やさしい少年の微笑ほほえみがよぎる／プラチナみたいな少年の星。

　よく見ると他にも色々と増えている──オフィス用のデスク／端末とモニター／理科の実験セット／棚たな一いつ杯ぱいのワイヤーの束／時限爆弾用の基板／一見して特とく殊しゆ火薬とわかる包みの山──さらに一見して何だかわからない巨きよ大だいなプリンターみたいなもの。

　さながら、あるときテロを思いつき、かれこれ十年くらい計画を練り続けている人物が住まう部屋のよう──壁かべの時計＝これまたカラフルな自分の趣しゆ味み以外のなにものとも思えないデジタル式のカレンダー時計を見た。

　最後の戦闘から何日も経過──その間、自分が何をしていたかさっぱり思い出せない。

　ともかくは落ち着いてハーブティーをすする──すっかり冷めている。

　まだちょっとぼんやりしたまま立ち上がってキッチンへ──カップを電子レンジに入れてスイッチを入れる／ふと冷蔵庫の扉とびらにマグネットで貼はり出した紙が目につく。

　自分が書いた字──おかしな単語が二つ、上下に記されている。


　上──『floccinaucinihilipilification』



　確か英語の中で「やたらと長い」単語とされるものの一つ──意味＝〝無意味〟──〝ほとんど価値も意味もなくしてしまう〟というラテン語の言葉を一つにして英語化したもの。


　下──『pseudoantidisestablishmentarianism』



　これまた英語で「やたらと長い」単語とされるものの一つ──意味＝〝英国国教会への国家的援えん助じよの撤てつ廃ぱいに対する偽いつわられた反対〟という言葉を単語にしてしまったもの。

　よみがえる記き憶おく──あの骨こつ董とう品の拳けん銃じゆうの弾倉に刻まれた馬ば鹿かげた単語。

　４ＪＯウィルスに関するコード──上は死し滅めつコード──下は別のコード。

　さらにその紙の下に別の紙の束──コンピュータで入力してプリントアウトした文字列。

　数十万字はあるであろう一つの言葉──もはや単語ではない／何かの記号／あるいは配列。

　二秒ほど見続けてようやく思い出す──４ＪＯウィルスのＤＮＡ解析結果。

　いかれた道どう化け師が銃の弾倉に刻んだコード──死滅──そして増殖。

　ゆっくりと冷蔵庫を開いた──自分が空腹を満たすためのインスタント食品がずらりと並んでいるその下に、沢たく山さんの積み重なったビーカー／培ばい養よう皿／液体が入った注射器。

　４ＪＯウィルスを死滅させる前に自分の体から抽ちゆう出しゆつした──培養した。

　それだけではない──リボンをかけてある箱の表面に手書きの文字。


　自分が書いたもの──『supercalifragilisticexpialidocious』



　ミュージカル映画『メリー・ポピンズ』の歌──『スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス』──メリーの魔法の言葉＝〝苦難にこそ忘れていた喜びが舞い戻る〟

　はたと気づく──大音量でかけられている音楽＝メリー・ポピンズ──クラシック大好きの自分にしては珍めずらしい選曲／ハンス・Ｗ・クラインの英語趣味に対するもの。

　わかりやすく自分で設定するために──４ＪＯウィルスをただ培養するためではなく遺伝子改造して自分にしか死滅させられないコードを成立させるために。

　先ほど部屋にあるのを見た巨大なプリンターみたいなものの正体を悟さとる──今やネットで購こう入にゆうすることが可能となった遺伝子結合・有機体合成機。

　この部屋が途と方ほうもない前線基地にして研究施設と化していることをやっと自覚──爆弾テロ／電子テロ／ウィルス・テロ──まるで世界と戦争するための小部屋。

　おかしい──自分の左腕の特甲といい明らかにやり過ぎ──いつかやろうとしてたけど／やれるようになると思ってたけど／でもこんなの自分が手に入れた犠脳ユニットや犠脳パーツだけでできるはずがない──そう思ったところで電子レンジが温め完かん了りようをピーッと告知。

　冷蔵庫のドアを閉めて電子レンジを開く──カップを取り出す／別のカップを棚から出す／熱くなって口をつけられないカップから別のカップへ温まったハーブティーを移そうとする。

　ぴたりと止まる──電子レンジの横に置かれた馬鹿でかい黒い箱型のものを見つめる。

　咄とつ嗟さにそれが何であるかわからず──だがそれが答えであるという感覚に襲われる。

《プラン進行を確認。次のステージに入りますか？》

　いきなりそれが喋しやべった──きちんと接続された経路／ノイズ一つない通信。

　両方のカップを置いてまじまじと見つめた──自分はいったいどこで何をしてきたのだろうかという強い疑問──だが何をしたのであれ今それが目の前にあるという事実が全すべてを物語っていた。

　アダー神父が言ってくれたように──手に入れたのだ／自分が奪ったのだ──〈九姉妹〉に干渉しうるゆいいつのユニットを／このユニットの協力を得た上で／このユニットを隠いん匿とくしていたどこかの施設に打撃を与あたえた上で。

　呆ぼう然ぜんとする雛にさらにそれが声をかけた──彼が──無む邪じや気きな様子で／彼に死を与えるという雛の約束をすっかり信じて。

《指示を下さい、雛小シヤオ姐チエ》
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　第二フロリ十一ズド区ルフ──商業地区のハイテク・オフィスビルの一つ。

　ヴォルフガング・ラバグルト内務大臣──国会施設・未来党本部・ＢＶＴの聴ちよう取しゆ室といった場所での聴取を拒きよ否ひ／自分が株を所有する大手金きん融ゆう会社の会議室を選せん択たく／定期的に警備会社が盗とう聴ちようを厳重防止する処置を施ほどこしている空間。

　大臣ともあろう者が民間の施設しか信用していない──悪い兆候／周囲に存在する危険を自覚する者の態度。

　ヘルガ──こちらもニナによる厳重な警けい戒かい／ダミーの車を二台も出す／捜査中の軍用機体を護衛に回して来訪──移動中も捜査状じよう況きようが冬の烈れつ風ぷうのように吹ふき荒すさぶ／空から振ぶり続きの報告。

《都市内の主立った場所は全て捜した》御影＝不ふ眠みん不休で日向を捜す──必死に焦あせりを抑おさえ込む。《残る捜査対象は一つ──〈インフィニティ〉だけだ》

《じきに捜査許可が下りる》ニナ＝同じく焦りを押し殺して。《必ず見つけ出す。独走するな》

　みな日向がその場で殺されず連れ去られた理由を察している──犠脳者にするための拉ら致ち／アイラ・シェンを引き渡わたさなかった報復／捜査の指揮官である日向を狙ねらった。

　せめてもの救い──エドワルト州知事＋社会党＋ＭＰＢは〈インフィニティ〉制圧に動き出した／未来党を壊かい滅めつさせるための強烈な一手／事件の巻き返しの最善手。

　イグナツ上院議員＋国民党──社会党がＭＰＢを私兵化するという批判を展開──政治がＭＳＳの権限を押し上げる／同時に足を引っ張る／国民党がＭＰＢに捜査させない理由作りに躍やつ起きになるせいで司法機関による令状全ぜん般ぱんが下りにくくなっている──本ほん末まつ転てん倒とう。

　一方でＭＳＳの戦力不足も否定できず──先の現場で雛が自爆したと思われる痕こん跡せきを発見／鳳との通信回復は絶望的──切り札たる要撃小隊＝いつかと同じく一人しか残らず。

　政治を逆手に取るしかない──追い詰つめられた未来党を動かして〈インフィニティ〉を切り捨てさせる／未来党幹部の誰だれかをこちらに引き込む──今しかない。

　地下駐ちゆう車しや場から直通エレベーターで最上階へ──捜査班＋戦術班の護衛──目的の階に出るなり内務大臣が私的に雇やとったボディガードの群と出くわす。

　無言の睨にらみ合い──ヘルガのボディチェックをしようとしてボディガード達が近づく／捜査班＋戦術班が遮さえぎる──すぐに内務大臣の秘書がやって来てヘルガのみを招く。

　結果的に両者の護衛がホールに全員集合／そのまま動けず──ヘルガは武装解除されず。

　奥の会議室──豪ごう勢せいな調度品／楕だ円えん形のテーブル／東向きの窓にブラインド／木造の内装／金をかけた漆うるし塗ぬりの壁や棚のあちこちにプロジェクター＋通信機器＋盗聴防止装置。

　窓から離はなれた壁かべ際ぎわに佇たたずむラバグルト内務大臣──狙そ撃げきを警戒している／追い詰められてなお狡こう知ちを働かせようと躍起になっている銀ギツネの笑み──必死の形相。「やあ、ヘルガ長官。二人で話すのは〈戦犯法ほう廷てい事件〉のとき以来かな？　私に話があるとか？」

「どうか私どもの保護下にお入り下さい、ラバグルト内務大臣」

「ほう」

「首相および大統領が承しよう認にんする免めん責せき書類をご用意します。あなたがどのような犯罪に関かかわったとしても全ての罪を免まぬかれますわ」

「代わりに党と同どう胞ほうを裏切れというのかね？」

「裏切るのではなく是ぜ正せいするのですわ。未来党の党是は〝強き祖国〟のはず。しかし、おびただしいテロリズムの流入を招くことが〝強き〟につながるどころか、暗黒社会の利益にしかなりません。どうか、あなたの手で未来党を再建して下さい。私とＭＳＳは国民党と未来党のよりよき連帯が続くことを願っておりますわ」

　口八丁──我ながら心にもないことをすらすら述べ立てる。

　猜さい疑ぎ心しん──さすがに飛びつかない銀ギツネ／なけなしの抵てい抗こう／笑みを絶やさず問い返す。

「その言葉に迫はく真しん性を持たせるため、我々のユニットを強ごう奪だつしたのかね？」

「……ユニット」眉まゆをひそめる──目の前の男が窮きゆう地ちに立っているどころか死地にいることを察する。「追つい跡せき不能のユニットを所持していたと？　そしてそれを奪うばわれた？」

　じっとヘルガを見み据すえるラバグルト内務大臣──小さくかぶりを振ふる／浅い溜ため息いき。

「今の君の態度が演技だとするなら、私はもう自分の眼力を信じることができないだろうな」

「ユニットとは？　何者が奪取したとお考えですか？」

　ラバグルト内務大臣──ゆっくりと緊きん張ちようした様子で議長席に着く／ヘルガにも座るよう手振りで促うながす。「ここでの会話は一いつ切さい、記録されない。私も記憶にないと主張する」

「当然ですわ」全肯こう定ていしてやる──相手に逃にげ道があると示し続ける。「大臣に不利になるようなことは何一つするつもりはありません」

「君からそんな言葉を聞くことになるとはな。百万言の罵ば倒とうよりこたえるよ」皮肉で自分を守る──緊張で汗あせがにじむ手をさり気なくテーブルの下に隠かくす。「未来党幹部でもあるベルツ将軍が直ちよつ轄かつするバーデン歩兵連隊の第四大隊基地が襲しゆう撃げきされた。二十箇か所しよ以上も爆ばく破はされて。そこで秘密裏りに研究されていた〈太公望〉が奪われた」

「〈太公望〉……〈ローデシア〉の通信では〈ジークフリート〉と呼ばれておりますわね」

「それについては何も言うことはない」

「露見すれば外交問題になるにもかかわらず、何のためにユニットの研究を？」

「どうせ察しているのだろうが、成人した兵士を特甲猟兵にするためだ。より安価にね。特甲児童などというものを我々は認めていないのだよ」

「特甲児童が持つ脳内チップは、成人の脳には使用できません。つまり従来の脳内チップを破は棄きさせるために、新たな脳内チップの開発を行っていたと考えてよろしいのですね？」

「ああ。そういうことだ」

「特甲児童を認めることができないのは、彼らの脳内チップが、〈外げ典てん〉すなわち〈リスト〉の構築の障害になる可能性があるからですね？」

「ああ……」声が掠かすれる──緊張の汗がにじむ／アドレナリンの臭においが立ちこめる。

「逆に言えば、〈太公望〉を通していつでも〈外典〉に干かん渉しようできるようにしたかったということですかしら」

「君は危険で、恐おそれ知らずだ。七年前に君が生き残ったことがこの国の不幸かもしれんな」

「クローネンブルク爆殺事件は、〈外典〉隠いん蔽ぺいの手口を暴あばきかねない人物を暗殺するためのものだった。つまり〈クーデター事件〉を解明しかねなかったと──」

　ふいにコール＝ヘルガの携けい帯たい電話──はっと息を吞のむ／さっと取り出す。

　着信表示＝グスタフ内務調査官の番号──敵か？　それともグスタフが生き延びた？

「失礼」電話に出る──その直後で疑問──この部屋は電波遮しや断だん措そ置ちを取っていないのか？　厳重に盗聴を防止するなら有線通信以外のあらゆるデータ送信を防ぐための電波遮断装置を使用しているはずでは？

　通話＝かすかなノイズ──かすかな息づかい。

「グスタフ先せん輩ぱい？」

　電話の向こうへ声をかける／素す早ばやく部屋を見回す──建築規定より一つ多い火災探知機＝盗聴防止装置──ランプが消えている／電源を切っている。

　ラバグルト内務大臣に目を戻もどす──銀ギツネが見開く目／緊きん迫ぱく／目の前で人が死ぬことになれていない者の緊張。

「クローネンブルクは巻き込まれた。狙いは君だったのだよ、ヘルガ」

　ラバグルト内務大臣の手──テーブルの下で何かを持っている。

　ヘルガ──携帯電話の通話をオフに／テーブルに投げ出す──再びコール＝勝手につながる／今の通話で侵しん入にゆうされた。

　迅じん速そくに拳けん銃じゆうを抜ぬいて撃うった──携帯電話がテーブルの上で木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　銃口をラバグルト内務大臣に向けた。「手にしたものをテーブルへ置きなさい！　今すぐ！」

　動かぬラバグルト内務大臣──満面の脂あぶら汗あせ。「いきなり、どうしたのかね──」

「黙だまって！　従いなさい！」

「できないのだよ」歪ゆがむ笑えみ／早くしろと無言で叫さけぶ声が聞こえるよう──敵意と緊張と憐れん憫びんがごちゃまぜになった声こわ音ね。「息子むすこが、やつらの手に……」

　間に合わない──自分は果たしてここで生き延びるべきだろうかというかすかな疑念。

　炎ほのおに命を奪われたクローネンブルクのもとへ──そんなものが自分の心にあるとさえ知らなかった甘かん美びな誘ゆう惑わく／だが心の全てが即そく座ざに否定した。

　いいえ、まだそのときではない──撃ったタタン！。

　喉のどと胸に弾だん丸がんを食くらったラバグルトが後方へ吹っ飛ぶ／両手が万ばん歳ざいのように上げられる／血しぶきとともに背が壁かべに叩たたきつけられる──右手に握にぎったままの携帯電話がクレーン射撃の的のように左へ弧こを描えがいて落ちてゆく。

　意外に細いラバグルトの手──狙い澄すまして手ごと携帯電話を撃った──一発、二発、三発。

　砕け散る指／掌てのひら／携帯電話──豪ごう華かな木造の壁＝血みどろのアラベスク模様。

　最小限の動きで立て続けに撃った──壁＝通信機──直後に来た。

　窓とブラインドを貫つらぬいて──狙撃の弾丸──ヘルガの肩かたをかすめて壁を穿うがった。

　衝しよう撃げき波はで床ゆかに投げ出される──転てん倒とう／すぐに起き上がって出口へ駆かけた。

　闇やみ雲くもな狙撃──おそらく二人以上の狙撃手が次々に撃った──窓／ブラインド／壁／テーブル／椅い子す──穴だらけに──出口のドアを開け放って廊ろう下かへ転がり出る。

　無傷の自分＝信じがたい思い──狙撃に協力した内務大臣＝さらに信じがたい事態──三つの通話による音おん響きよう探査で部屋の中のヘルガの位置を外から特定させた。

　狙撃を警戒した態度も窓のブラインドもフェイクだった──ヘルガを油断させるための。

　痛つう恨こん＝舌打ち──ラバグルトはそこまで追い詰められていた──〝息子が、やつらの手に〟

　ヘルガが飛び出すと同時に駆け寄ってきた者たち──ボディガードではない／捜そう査さ班＋戦術班ではない／大臣の秘書ですらない──迷めい彩さい服の男たち。

　起き上がったヘルガに突つきつけられる銃×多数──全て軍の突とつ撃げき銃。

　他ほかに誰も来ず──フロアにいた全員がエレベーター付近で自分と同じように兵士達に囲まれているのだろう。

「なぜあなたたちがここに？」ヘルガ──銃を置いて両手を上げながら／ここまで罠わなを張られていたのかという衝しよう撃げき──感かん嘆たんすら覚える。

　やたら金属的な足音──かッかッかッ──武装した兵士達が左右に分かれる。

　右目にアイパッチをした男が登場──〝いったい何だこれは？〟という目でヘルガを見る／今しがたヘルガが飛び出してきた会議室の方へ左目を向ける──ヘルガに目を戻す。

「ＭＳＳだと？　訳がわからん」アイパッチ男──第二作戦部隊隊長＝ギリアン・ダイクの困こん惑わくしきった顔。「クローネンブルク長官、いったいなぜここにいる」

「同じ質問をしたいわ」微び笑しよう──誰もかれもが罠にはまったという気分に襲おそわれながら。「ギリアン・ダイク隊長……だったわね？」

　ぞんざいにうなずくアイパッチ男。「我々は行方ゆくえをくらましたグスタフ内務調査官を追っていた。彼が関かかわったとみなされる軍の備品横流しと、本事件の関かん与よを調査していたのだ」

　ヘルガ＝口の中で歯を嚙かむ──やはり──次の相手の言葉を完全に予期する／黙って聞き続ける。

「グスタフ内務調査官の電話を追跡したが、巧こう妙みような偽ぎ装そうのため位置はつかめずにいた。だが過去一時間ほどの間、彼の電話から、この近辺にいる何者かへ何度も暗号化メッセージが送られていることがわかり、急行した。メッセージを解読したところ、グスタフ内務調査官が何者かに暗殺を依頼するものだった。Ｈ．Ｈ．Ｈ．なる人物に、目の前の人間を殺せという文面だ」

「全て偽装よ」言っても無む駄だだと思いつつ端たん的てきに主張──ヘルガとラバグルトのどちらが生き残ったにせよ発動する罠──やってくれた。「Ｈ．Ｈ．Ｈ．は──」

「備品横流しの主犯かつ〈サイクロプス〉とみなされる人物だ。ここ数日、グスタフ内務調査官が頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っていた相手でもある。あの国連広場での戦せん闘とうの最中にもな。訳がわからん。グスタフ内務調査官は捜査を要よう請せいされる前から〈サイクロプス〉の命令で動いていたのか？」

「調べればわかるでしょうけど国連広場での通話相手は私──」言いかけてはたと口をつぐむ／聞き直そうとして思いとどまる──捜査を要請される──なぜこの男が知っているのか？

　エドワルトが要請したクローネンブルク爆殺の再捜査──まじまじとアイパッチ男を見た。「あなたはまさか……」

　冷れい酷こくそのものの無表情さを保つアイパッチ男──だが左目が僅わずかに見開かれる／やや前に顔を傾かたむけて睨み据すえるようにヘルガを見つめる。

　それで全てわかった──少なくともエドワルトは最後まで立ち続けてくれるということが。

「ヴォルフガング・ラバグルト内務大臣があの部屋で死んでいるわ。撃ったのは私。凶きよう器きはその銃。動機は、自己防衛のため。携帯電話と通信機器を介かいした音響探査を用いて私を狙撃しようとした痕跡が部屋中に認められるはず。内務大臣が私の暗殺に荷か担たんしたのよ」

「携帯電話と通信機器は？」

「私が同じ銃で撃って、全て破は壊かいしたわ」

「あなたが狙ねらわれたという肝かん心じんな証しよう拠こを、あなた自身が破壊したということか？」

「ええ、そうよ。そうしなければ死んでいた」

「証明不能に聞こえる。あなたが内務大臣暗殺を企たくらんだ可能性を考こう慮りよしなければならない」

「そうでしょうね」

「あなたこそ〈サイクロプス〉ではないか、という疑いがある。それが敵による工作であると証明できるまで、あなたを拘こう束そくしなければならない、クローネンブルク長官」

「どうぞ。私を逮たい捕ほしなさい」

　ゆっくりと手を下ろしたが手て錠じようをかけようとする様子はなし──うなずいてきびすを返すギリアンの後に従う／兵士達がようやく銃口を下ろしてヘルガの両りよう脇わきと背後につく。

　歩きながらてっきりカール・クラウスのメッセージを思い出すと思っていた──自分への。

　思い出したのは兄へのメッセージ──〝塔とうにのぼれ〟

　自分は暗闇へ降りてゆくのだという予感──兄が天高くのぼれるように／兄が半身を暗闇にひたさずに済むように。
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　冬真＝泊とまりがけの外出──ミリオポリスの南にあるグラーツの街。

　ニナが念のため護衛として捜査班員の男性を一人つけてくれた──事件捜査で大変なときに自分のために人員を割さいてもらうことに恐きよう縮しゆく──だがそれだけの価値があるとヘルガもニナもディーゼル課長も判断した。

　吹雪が利用したであろう高速バス＋列車は使わず──捜査班員が飛ばす車／冬真が工場近くのビジネス・ホテルを予約／吹雪が何をしていたか知るのにどれくらいかかるかわからず。

　夕刻に到とう着ちやく──マグナ・シュタイア社＝研究モデルとして整備された車が並ぶ倉庫。

　勤務時間を過ぎているが捜査班員がＭＳＳの身分証を見せて言うことを聞かせる──テロ容疑者が工場に侵入したと勘かん違ちがいした施し設せつの管理者が大おお慌あわてで従う。

　倉庫の一角──電動シャッターが上がって現れる白い車──メンデル・デザイン。

　父が財産として遺のこした品──最後に人が来て見たのは半月ほど前のこと。

　記録＝『車体受取人：遺族手続上の臨検：試乗：冬真・ヨハン・メンデル』──吹雪が冬真のふりをしてメンデル・デザインの車を見た／コンピュータ制せい御ぎよシステムの頭脳を覗のぞいた。

　車のシステム中ちゆう枢すうである回路を抜き取って別のものにすり替かえた──黒いダイヤを普ふ通つうのＡＩ用チップに／誰だれも気づかなかった／そもそも軍事用のチップが車の中に入ってるなんて誰も思っていなかった。

　疑問だらけ──なんとかして要点を絞しぼる。

　一──そもそも父はどこから桁けた違いの能力を持つ超ちよう高速チップを手に入れたのか？

　二──なぜそんなものが一いつ般ぱん車の制御システムに組み込まれたのか？

　三──なぜ吹雪くんはここにそんなチップがあるとわかったのか？

　無む免めん許きよでも法律違い反はんとならない〝私有地での試乗〟をさせてもらう前に設計開発の記録を閲えつ覧らん──『シュタイン家による提供』の文字に出くわす。

　シュタイン家──ダイヤモンド・ビジネスの世界的権けん威い／その一員であるブリギッテ・シュタインは〈戦犯法ほう廷てい〉の証人の一人としてミリオポリス市に来た。

　記き憶おく──特甲トツコー児童開発──シュタイン家が所有する会社から提供されたというダイヤモンド──発案課の〝ブリリアント・モデル〟のヒントとなったもの。

　この車に組み込まれていた超高速チップはシュタイン家からの別の寄き贈ぞう品だった──ブリリアント・カットによる五十八面体のダイヤモンドをモデルとした超精密光学式チップ。

　父はシュタイン家とつながりがあった──車の設計のためだけにそのつながりを使ったとは思えない／この車のためだけとは考えにくい／この車によって実現しようとしたもっと大きなもののためにシュタイン家は協力したはず。

　次なる疑問の解答──全すべての答えへつながる記録。

　政府が後押しするプロジェクト──都市内を走る全ての車両用ＡＩ同士のつながりを作る。

　数百万台の車が単一ユニットに──相手の車の動きに自分の車が自動で応じる／自分の動きが他のおびただしい車を制御する──理論上では交通事故をゼロにすることすら可能な〈ガラテア・コンプレックス〉の研究。

　記録からそれ以上のことはわからず──捜査班員と一いつ緒しよに車に乗った。

　運転席──生まれて初めてハンドルを握る／私道でエンジンのかけ方を捜査班員に教えてもらう／キーを差し込まずハンドル脇わきのポケットに入れるだけ──仮認にん証しようでスタート。

　危なっかしい手つきで吹雪くんが進んだのと同じコースを辿たどる──倉庫脇の広々とした走行テスト場──本来なら周囲の車と接続し合う設計＝どこにもつながらず──代わりにテスト場に設置されたセンサーと同期＝ほとんど勝手に走行を最適化してくれる──勝手に走る。

　するするとスタート地点に帰き還かん──パネルに表示される各種データ。

　その一つにおかしなファイル名──〈ＳＰＩＥＧＥＬ〉──鏡。

　車のミラー操作のことではない──吹雪くんが残したもの／見ろと言っている。

　元の場所に戻もどして車から降りる──エンジンは停止させず／データをＰＤＡにコピー。

　それから宿しゆく泊はく先として予約した小さなビジネス・ホテルに向かった──部屋で解かい析せき用端たん末まつと携けい帯たいプリンターを設置／買ってきたサンドイッチをテーブルに放ほうる。

　吹雪くんが残したもう一つの〈シュピーゲル〉──ろくに食事も摂とらず没ぼつ頭とうした。
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　第三メート十二区リング──ＢＶＴ管かん轄かつの勾こう留りゆう施し設せつ──レオーベンの刑けい務む所しよへの扉とびらとみなされる場所。

　ロビー──ニナの怒ど号ごう＝かつてなく迸ほとばしる叫び。「ふざけるな貴様ら！」

　夜間──無人のロビー／たじたじとなる受付の男。「ですがＢＶＴの命令で……」

「捜査中に襲しゆう撃げきされたＭＳＳ長官を拘束するだと!?　ろくな聴ちよう取しゆもせず何をやっている。もはや不当勾留などというものではない。反逆的な捜そう査さ妨ぼう害がいで、関与した人間全員の責任を追つい及きゆうされたいのか!?」

　ニナの剣けん幕まく＋手にした携けい帯たい電話に次々に届く書類／声／報復措そ置ち──首相＋司法長官＋イグナツ上院議員の全面支し援えん──受付の男＝このままでは自分が刑務所に送られるのではないかという恐きよう怖ふ／絶句／卒そつ倒とうせんばかり。

　携帯電話にコール＝御影から──怯おびえる男とカウンターに背を向けて電話に出る。「私だ」

《やっと第二作戦部隊のアイパッチ野や郎ろうをつかまえて全ての捜査データを共有させた。明らかにグスタフ内務調査官、ヘルガ長官、そして内務大臣を狙った周しゆう到とうな罠だ。そちらは？》

「釈しやく放ほうはまだだが、じき面会できるはずだ」くるりと振ふり向く＝烈れつ火かのごとき眼光──すくみ上がる男＝体が二回りほど小さくなったように見える。「そうだな？」

　男＝しどろもどろになって要領を得ず──睨にらみ続けながらカウンターから離はなれてロビーの通話用ブースに入る／もう一方の手でＰＤＡを展開──盗とう聴ちようをチェック＝異常なし。

「内務大臣の息子むすこは？　見つかったか？」

《解析課と捜査班が調べている。国連広場にＯＲＦのクルーとしてデモの中ちゆう継けいに参加していたらしい。学校の課外授業だそうだ。戦闘後の行方はつかめていない。ヘルガ長官の伝言通り、敵に人ひと質じちに取られている可能性が高い》

「ＯＲＦの捜査状じよう況きようは？」

《局を封ふう鎖さ。各機関が競って捜査中だ。局ビルにＢＶＴ、ＭＰＢ、ＭＳＳ、〈特憲コブラ〉、第二作戦部隊の人員が集合して大おお騒さわぎだ。ついでに包帯だらけのドイツ人捜査官もいる。国連広場で負傷したらしい》

「こちら側の行方不明者は？」

《誰も見つからん。ＭＰＢも捜査協力を約束してくれているが、社会党と国民党が馬ば鹿かげた政治争いを始めたせいで連絡がしにくい。〈インフィニティ〉の捜査許可はまだ下りないのか》

「もうすぐだ。乙の検けん診しんとセッティングが先ほど完かん了りようした。〈[image: ばく]バク〉、〈アイギス〉、〈トリアイナ〉の同期を保て。明朝、警けい戒かいパトロールという名目で第二ライン十八区プレヒトに展開。〈インフィニティ〉の教団施設を監かん視し下に置け」

《よーし。その意気だ、潮音シオン。接続官コーラスは？　本部ビルで待機か？》

「水無月は……回復の見込みはないそうだ」

《……そうか。冬真くんに伝えるのが辛つらいな。彼はまだ戻らないのか？　いったいどこへ行ってるんだ？》

「ＭＰＢ側の接続官コーラスが、敵ユニットに関するデータか何かを残したらしい。鳳や冬真とも付き合いがあった少年だ」

《あちらの接続官コーラスは無事なのか？》

「情報では脳死状態だ。マスターサーバーとの恒こう常じよう的接続の書類にサインしたらしい。あちらのマスターサーバーの補助脳として使われることになる」

《くそっ……。水無月もそうなるんだな？》

「ああ。今は捜査に集中しろ。非常事態における三交代制。私はとにかく長官を釈放させる」

《了解》

　通話オフ──通信ブースを出ようとして書類を必死に振りかざしている受付の男に出くわす。「め……面会許可が下りました……」

「よこせ」書類を引ったくる／一いち瞥べつ／大おお股またで進む──通路を閉とざす鉄格ごう子しの扉の前で書類をかざす。「何をしている、さっさと開け！　非常事態だぞ！」

　受付ではなく警備員が通路の向こうからすっ飛んできて扉を開く──ずかずか踏ふみ入る。

　逮捕した敵グループの人員を片っ端ぱしから送り込んだ場所──そんな施設にヘルガがいる。

　そう思うだけで闇やみ雲くもに怒いかりを訴うつたえたくなる──必死にこらえて通路を進んだ。
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　面会室──他の容疑者と同じように収監者用の衣服に着き替がえさせられたヘルガ。

　ひと目見て泣き崩くずれかけるニナ──自分たちの不ふ甲斐がいなさを詫わびようとして遮さえぎられる。

「ただちに可能な限りの戦力で第三十ジーク五区ムントの地下道を警戒しなさい」ヘルガ＝長官室にいるときと変わらぬ苛か烈れつさ。

　息を吞のむニナ──たちまちいつもの凛りん然ぜんたる表情に。「襲撃があるとお考えですか？」

「電子防護のスイッチングは再びランダムに切り替わったわ。残る城じよう壁へきは三つ。私達ＭＳＳの本部がある第三十ジーク五区ムント、ＭＰＢの本部がある第二エー・十四区ヴエー、福ふく祉し局のマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉がある第十ジンメ一区リング。次のスイッチングに合わせてどれかが狙ねらわれるわ。最も警備が厳重なのは〈特憲コブラ〉が指揮する第十ジンメ一区リング。次にＭＰＢが中隊を展開中の第二エー・十四区ヴエー。そして最も戦力が不足しているのは、特甲児童と戦術班に損害が出た私達ＭＳＳよ。行方ゆくえ不明者の捜そう索さくと〈インフィニティ〉の監視は捜査班に一任。隊員を可能な限り要撃に専念させなさい」

「はい、長官」ニナ＝相手が何をまとおうと変わらぬ呼び掛かけ。「第八のＡＰ爆ばく弾だんが使用される可能性大と判断し、ただちに第三十ジーク五区ムントでの爆弾の再捜索を命じます。長官の釈放も──」

「それは私自身がやるわ」微び笑しよう──忠実な副官を励はげますために。

「長官が……？」

「グスタフ内務調査官、ラバグルト内務大臣、そして私。この三人に同時に罠わなを仕し掛かけた。〈サイクロプス〉ことＨ．Ｈ．Ｈ．にとっても危険な賭かけだったはず。それだけ必死に自分の正体を隠かくさねばならないほど追い詰つめられているのよ。あるいは〈サイクロプス〉より上位の誰かが無理やり命じたのかもしれない。それをここで確かめるわ」

「どのようにしてですか？」

「まだわからないけれど」自然と噓うそがこぼれ出す──ニナに対してだけは決してしなかったことだというのに。「いずれ何らかの形でコンタクトがあるでしょうね。いわば敵は内務大臣と私を決けつ闘とうさせたようなものよ。リヒャルト・トラクル風にいえば、どちらか生き残った方とビジネスをするために。それを逆手に取るわ」

「危険です。お一人で──」

「心配無用よ、ニナ。今どき勾留施設や刑務所は最も暗殺に不都合な場所よ。もし私を消すのが目的なら、ここに来る前に必死に襲撃していたはず。しばらくの間、あなたが長官代理としてＭＳＳをまとめてちょうだい。許された火の全てをもって要撃を遂すい行こう。いいわね」

「了解」機き敏びんに立ち上がって敬礼──揺ゆるがぬ忠誠を誓ちかって退室。

　ヘルガ──ニナを見送ってのち施設の女性職員に従い自分にあてがわれた勾留室へ。

　待った──暗殺者とメッセンジャーのどちらが先に来るか／心が警戒心で研とぎ澄すまされる／ここで自分が死んだときのことを考える──忠実な副官の存在が不安を宥なだめてくれる。

　容疑者への最大限の寛かん容ようと敬意を払はらう施設──だが今いるのは凶きよう悪あく犯罪や反国家的な罪を犯おかした可能性がある者を勾留する棟とう──一つ間ま違ちがえばＭＳＳが逮たい捕ほした者たちに囲まれる。

　報復を受けるのは自分の方かもしれないという覚かく悟ご──ニナには決して言えないこと。

　やがて消灯──暗い部屋でよぎる思い──自分は果たして再びニナと会えるだろうか。

　ふいに足音──鉄格子ではなく強化ガラスと鉄の扉とびら越ごしに聞こえる。

　真っ直すぐ向かってくる──ヘルガがいる部屋の前で止まる。

　部屋の灯あかりがつく──かちりと音＝ドアの鍵かぎが開かれた。

　戻ってくるとき一緒だった女性職員。「夜間移送が決まりました。こちらが書類です」

　書類を受け取る──収監施し設せつの所長のサイン／だがどこの組織が命じたかわからず。

　被ひ疑ぎ者しやの権利を盾たてにして抵てい抗こうすべきか思案──ふと女性職員の視線に気づく／じっと書類を見つめている──くるりとひっくり返した。

『３７２９２３１７１３１１７』

　手書きの文字──アダー神父の部屋で発見された写真／顔のない枢すう機き卿きよう／その裏に記されたのと同じ数字だとわかった。

　書類を再び表にして女性職員に返す──呟つぶやく。「我ら報むくいられざること一つとしてなからん」

　ぴくりとも反応を示さない女性職員──普ふ通つうは怪け訝げんな顔になるところ。

　ヘルガ──微笑してうなずきかける──くるりときびすを返す女性職員の後について歩く。

　警戒は解かず／何もかも罠に思える──それでも黙だまって従う──見定めるために。

　施設裏手──護送バスに乗せられる──男性の運転手＋ヘルガ──他ほかに乗る者もおらず。

「これよりレオーベン刑けい務む収監施設へ移送します」ぼそりと運転手が呟く──返事を求める素そ振ぶりはなし／バスのエンジン音が低く唸うなりを上げた。

　出発した──暗い道へ／見知らぬ暗がりへ／都市の灯りが背後に遠ざかっていった。
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　ふと目覚めた──ぼんやり部屋を見る／カーテンの隙すき間まから漏もれる日差し／着替えもせず潜もぐり込んでいたベッド／気づけば眠ねむっていた──朝型人間の習性。

　テーブル──プリントアウトしたデータの束／スリープモードの端末／大急ぎで読んだ全てが冬真の頭の中で反はん響きよう──断だん片ぺん的に思い出されるもの全て一つの事実につながっていく。

　吹雪くんがかき集めた多数のレポート──冬真がバロウ神父に頼たのんで見せてもらおうとしていた以上のもの。

　植物状態の人間を目覚めさせるための研究──アルブレヒト・アイスラー博士とヴェルナー・フォン・ブラウン博士の共同レポート──鳳の五十九番目の脳内チップにつながるもの。

　ガラテア・コンプレックス──特甲トツコー児童の設計開発時に導入されたプラン／機械の手足の動作制せい御ぎよ／複数の特甲児童がつながるときの制御──脳の中の小人を狂くるわせないための技術。

　メンデル・デザインの車に搭とう載さいされた双そう方ほう向こう的ネットワークによる相そう互ごユニット化システム──軍事用チップを用いて実証した理由＝ＡＩより遥はるかに複雑な人の脳を接続する際のシミュレーションを行うため。

　ブラウン博士が遺のこしたレポート──父メンデルが遺したもの──何もかも重なってゆく。

　吹雪がもたらした〈シュピーゲル〉──鏡面が映し出すもの──ベッドに横たわったままぼんやりした頭で受け入れていた。

　鳳に生きる希望を与あたえた特甲児童の設計開発顧こ問もん──バロウ神父に設計思想の最終目的たるレベル４の正体を示せぬままこの世から消えた人物──この世から消えた冬真の父親。

　なぜバロウ神父がこの件から自分を遠ざけたがっていたかようやくわかった。

　あなたがブラウン博士だったんだ──心の中でささやいた／亡なき父に向かって。
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　森の館やかた──騒そう然ぜんたる夜が明ける。

　バロウ神父──浅い眠りから目覚めて食堂へ。

　誰だれとも会わず──混乱に次ぐ混乱に襲おそわれる〈インフィニティ〉の面々／ラバグルト内務大臣が死んだという連れん絡らく／奪うばわれたユニットは影かげも形もないという連絡／州知事が着々と〈インフィニティ〉捜査に向けて動いているという連絡。

　動どう揺ようするモーゼル教師長たち＋苛いら々いらと彼らを脅おどすシャーリーン──バロウ神父＝彼らに穏おだやかに話しかけ続けた／答えを引き出し続けた。

　雛＝シャーリーンが４ＪＯウィルスを仕掛けた──シャーリーンは雛が戦死したとみなしている。

　日向＝〈インフィニティ〉の別の施設で拘こう束そく──犠ぎ脳のう者にする手はずだが現状の混乱のせいで後回しにされている。

　鳳の五十九番目の脳内チップに侵しん入にゆうできたのは開発顧問の一人がデータを提供したから──それでも侵入まで長い時間がかかった／侵入したものの鳳本来の人格を眠らせるだけで支配することはできなかった／〈九姉妹〉ユニットですら完全につながりきっていない。

　脳内チップの一部コードは未解明のまま／メンデル博士が遺した十三桁けたの数字は謎なぞのまま──バロウ神父が解明しているのではと期待している。

　知れば知るほど生きては帰れないだろうという思いが増す──生きているうちにどうにかしてＭＳＳに伝えねばならない。

　十三桁の数字──それが鳳を取り戻もどす鍵になるのだと。

　食堂でようやく施設の人間に会う──給仕役の信者──モーゼル教師長と幹部達は夜明け前に別の施設に移動したと告げられる──〝特別な子供〟達がいる場所／給仕はそれしか知らなかった／おそらく特甲猟りよう兵へい達がいる──出しゆつ撃げきのための転送セッティングに駆かり出された。

　お食事をご用意するのでお待ち下さい──穏やかに従う。

　席について窓を見る──黒いバスもどこかへ消えていた。

　このまま軟なん禁きんされて誰とも話せなくなる不安──顔に出さず誰かが来るのを待った。

　給仕役の信者が用意する食器／パン／簡素な朝食──二人分。

　自分の席／向かいの席／並べられた朝食──やがて足音──ようやく現れた人物。

「そうか……。君だったのか」バロウ神父──穏やかさを崩さず微笑みながら出で迎むかえた。
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　レオーベンの刑務収しゆう監かん施設──世界で最も高級な刑務所と揶や揄ゆされる場所。

　爽さわやかなデザインで統一されたモダンな造りの牢ろう獄ごく──清潔／最新／明るい空間／どの囚しゆう人じんにも平等に与えられる落ち着いた生活空間。

　深夜に到とう着ちやく──女性収監区画に通される／裁判を待つ者のための独どく房ぼうに案内される／白で統一されたシンプルなワンルームという感じの部屋──鉄格子つきだがバルコニーまである。

　夜遅おそくに移送された者への軽食＝野菜ジュース＋サンドイッチ──ありがたく頂く。

　早朝に点呼のベルで目覚める──まだ容疑者に過ぎないヘルガ＝誰にも呼ばれず／自分がいる区画が空き室だらけであることに気づく。

　バルコニーに出て囚人達がだるそうに広場へ集められるのを見るうちこの施設の女性職員が現れる──指示に従い食堂へ。

　勾こう留りゆう中の容疑者／拘こう留りゆう中の軽犯罪者／投獄された重犯罪者を区別する設計──全員が顔を合わせられる場所とそれぞれの立場の者しか入れない場所に区別されている。

　容疑者が使用できる大部屋──食堂とセットになった場所。

　自分の他に一人しかおらず──隅すみでがつがつ食事をしている少女の後ろ姿を見つめた。

　ぼさぼさの金きん髪ぱつ／貧ひん者じやへの施ほどこしとして渡わたされたであろう払い下げの軍のジャケット／ストリートチルドレンが何かの容疑で捕つかまったのだろうか──なぜか目を引かれる。

　女性職員が立ち去る──ヘルガ＝少女の横顔が見える位置へ移動。

「まさかこんなところで再会することになるとは」

　ふいに聞き覚えのある声──ヘルガの足が止まる／少女ではない／食べ続けている少女のそばで声がした──だがどこからかわからず。

　少女＝牛乳パックの口から行ぎよう儀ぎ悪くがぶがぶ飲む──ストローを開かい封ふうもせず。

　ヘルガ──少女の仕草に見覚え／その横顔に息を吞のむ／こちらを振ふり返る少女に凍こおりつく。

「こんちはチユース、ヘルガ隊長。お久しぶり」少女──昔と変わらぬタフそのものの笑え顔がお。

「長官だ、皇スメラギ。ＭＳＳは組織的に拡大したと言ったろう」声──記き憶おくよりずっと冷れい淡たん／だが自分の知る少女であるという確信──いまだ姿が見えず。

　はたと気づく──少女の左手＝大きな機械化義手／見覚えのある手──螢ホタルの特甲。

　ヘルガ──見慣れぬ場所で少女と二人きり＝そのせいで自分が死んで少女と再会したような気分にさせられる。

「皇さん……螢さん。本当に、あなたたちなのね……」

「幽ゆう霊れいだと思った？」皇──しししと真っ白い歯を見せて笑う。「ま、似たようなもんさ」

「なぜ……死んだとばかり思っていたわ」

「悪あく霊りようを追うためだ」少女の左手＝螢──機械の掌てのひらから声。「それと仲間を助けるために。イギリスの王子と同じ選せん択たくをした」

「どこでそんな情報を……」驚おどろきで声が掠かすれる──生なま唾つばを飲む。「彼が……カール・クラウスが、あなたたちをここに導いたのね？」

「そうだとも言えるし、そうでないとも言える」螢──機械の手が左右に動く／上下に動く。

　眩げん惑わく好きのギリシャっ子の癖くせ──イエスでかぶりを振る／ノーでうなずく／ときおり逆になる──まぎれもなく螢本人だと思い知らされる。

「あたしたちはすぐ出かけないといけないんだ」皇──満腹で満足げ。「ようこそ、幽霊屋や敷しきへ。ヘルガ隊長──じゃなくて長官か。でも肩かた書がきなんてすぐなくなるし。隊長でいい？」

「好きに呼んでちょうだい」ヘルガ＝ようやく受け入れる──再会の喜びが意外なほど強く込み上げてくる。「どこへ行くのかしら？」

「接続官コーラスたちが開いてくれた道を進む」螢──感情が欠落したような冷淡さ。「鳳や、みなの止まった時間面を進ませられるかもしれない」

「どういうことか聞かせて──」言葉が宙をさまよう。

　ヘルガの目の前で皇の姿がすうっと消える──かすかな羽ばたきの音。

　透とう過か防ぼう壁へき──伏撃手たる皇の特甲──思い出したときには完全に消えていた／まるで本当に幽霊だったというように／周囲を見回しても部屋にいるのか出て行ったのかもわからず。

　呆ぼう然ぜんとしていると先ほどの女性職員が朝食のトレイを持って戻ってきた──ヘルガのそばのテーブルに置く／ささやく。「食事を。彼に会うなら外の警備室へ。別の者が案内します」

　すぐに立ち去る女性職員──ヘルガ＝朝食を見る／席に着く／黙って食べる。

　今ここで心の準備を整えろと言われている気分──この先に踏ふみ込むか／踏み込まず帰るか──どちらか選ばせようとしている。

　自分が思う以上に早く食べ終えていた──後あと戻もどりはできないという予感／むしろ急いで進みたくなった／一刻も早く確かめたかった──立ち上がって外の警備室へ向かった。

　ヘルガが通路へ出るなり警備室のドアが開いて男性職員が現れる──無言でヘルガにうなずきかける／小さく手招きして通路の奥へ／キーカードで鉄格ごう子しの扉とびらを開く／管理区画に踏み入る──大勢の囚人と職員がいるはずなのに誰とも出くわさず。

　階段──地下深くへ下りてゆく。

　通路──昔の牢獄を思わせる石の通路／天てん井じように裸はだか電球／湿しつ気けが溜たまって黴かびだらけの石。

　ドア──鉄製／がちゃがちゃと錠じように鍵かぎを差し込む／ぎいっと軋きしみ音を立てて開く。

　水道管理室らしい空間──一度も振り返らず進む男性職員の後について進み続ける。

　階段──地上へ／また錠前つきのドアを開く／今度は軋まず──明るい場所に。

　通路──ひどく穏やかな場所／清潔でモダンなデザイン／大きな折りたたみ式のガラス戸／外は綺き麗れいな芝しば生ふ──白い壁かべと有ゆう刺し鉄てつ線せんで囲まれていることを除けば小さな公園のよう。

　芝生の上にいる誰か──電動車くるま椅い子すに乗ってこちらに背を向けている。

　男性職員がガラス戸に歩み寄って開く──初めてヘルガを振り返る。

　ヘルガ──通路から芝生へ歩み出す──暗くら闇やみへ招かれる覚かく悟ごを抱いだいたはずが明るい陽光のもとへ──電動車椅子に乗った人物へ。

　車椅子に設置された酸素ボンベと点てん滴てきが目につく──チューブがまとわりついた瘦やせた腕うでが男のものであることを認にん識しきする／バスケットボールほどの大きさの何かを膝ひざに抱いている。

「ごきげんよう、カール・クラウス」できる限り穏やかに聞こえるよう努めた──静かに相手の正面に回り込んで見つめた。

　死んだはずの少女たちの声を聞いた時点で予想していた──だがそれでも心臓が飛び跳はねるような驚きに打たれる／自分が見ているものが現実と思えず。

「ごきげんよう、ヘルガ」車椅子の男の微笑ほほえみ──息子むすこそっくりの金髪／碧あおい瞳ひとみ／瘦せ衰おとろえてなお快活さを失わない顔。

「あなたが、カール・クラウスだった……」驚きよう愕がくから立ち直れぬまま──亡霊に等しい男の名を口にした／墓ぼ碑ひに刻まれたはずの名を。「ルートヴィヒ・数馬・メンデル博士」
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　明るい朝の光が降り注ぐ食堂──バロウ神父と向き合って食事を摂とる亡霊の男＝かさついた声こわ音ね。「鳳の〈魂プシケー〉と〈九姉妹〉の同期にここまで手こずったのは、メンデルが幾いくつかのコードを改かい竄ざんし、意図的な空白を作り出していたからだ。私にとってはまさに想定外でね。それさえなければ、二年前の初出撃の際、彼女は〈ニーベルング〉との間で恒こう常じよう的な〝ブリリアント・モデル〟の調和を果たしていたはずだ。しかしコードの空白を解除できず、〈ニーベルング〉の改良型である〈九姉妹〉によって、ようやく〈魂プシケー〉に侵入できた」

「だが鳳はきわめて不安定だ」バロウ神父──穏やかさを保つために心を振り絞しぼる／相手を咎とがめたい思いをしっかりと抑おさえる。「今の状態では双そう方ほう向こう的な調和は無理だろう。周囲にいる者を無差別に殺さつ戮りくしかねない。それとも、それが君の望みだというのかね？」

「時と場合によってはそうかもしれない。だがむろん、私の目的は〈外げ典てん〉の構築に協力することだ。この世界の秩ちつ序じよに貢こう献けんし、私の祖国を取り戻したい。キプロスを」

「あの地での戦火は終わった」

「私にとっては始まりだった。私から家族と故郷を奪った全すべての者たちに、過あやまちを教えねばならない。それが私の使命なのだ。平和が暴力となるということを。万ばん人にんの抵てい抗こうを封ふうじてしまうという現実の恐おそろしさを。奪われた者にとって、争ってはならないという命令ほど苦痛をもたらすものはないのだということを」

「いったい、いつからなのだ……」初めて穏やかさが揺ゆらぐ──悲しみと憤いきどおりがにじむ声。「いつから私達を欺あざむいていたのだ、テオ・カラス博士」

「欺いたことなどないよ、バロウ博士」真顔で答える──初老の男＝テーブルに置かれたかつら──その頭部＝耳＋額＋首から後ろがぽっかり消失──脳のない男が語る。「私は常にこの国の平和政策に共感してきた。特甲トツコー開発も必要だと思ったから参加した。いつでも模も索さくしていた。この世界の真実を知り、貢献するすべを。立場が違ちがっていれば君もそうしたはずだ。もし君が私の立場だったら。問題は、いつ神が語りかけるかということだ。私の場合、特甲児童のための脳内チップの開発そのものが世界の禁きん忌きに触ふれるものであると知ったときがそうだった。そしてそのとき神が語りかけたのだ。私自身がその禁忌の一部になれるのだと。私のこの肉体はもうじき役目を終えるだろう。その後、私は〈オーディン〉として〈ニーベルング〉と〈九姉妹〉をつなぎ、〈外典〉構築に貢献する存在となる。真実そのものになるのだ。そうして世界にあらゆる火をもたらし、戦火の循じゆん環かんを管理する。それこそ調和だ。世界は私によって至高の輝かがやきに──〝ブリリアント・モデル〟の輝きに満たされるのだよ、バロウ博士」
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　本当にこれは現実だろうか──自分が実は死んでいて死者と再会している気分。

「いったいいつから、カール・クラウスに成り代わっていたのですか？」

　車椅子の男──深刻な病状を物語る瘦せこけた頰ほお／だがいたずらげな輝きをやどした目だけは生気に満ちている／かつての面おも影かげそのままでヘルガを見上げている。

「彼からメッセージを受け取ってしばらくしてからだな。彼は死期を悟さとっていた。それで後こう継けい者しやを求めていたんだ。選ばれたのが私だった。カール・クラウスの死後、彼の名と存在は私の隠かくれ蓑みのとなってくれた。それは私が置かれた状じよう況きようでゆいいつ対たい抗こうできるすべでもあった。だから私は、彼のメッセージ・ゲームを受け継ついだ」

「対抗……プリンチップ社への？」

「プリンチップ社を生み出したもの。そしてプリンチップ社が生み出すもの。それら両方だよ。私は二つの点でお喋り屋トーカーたちの抹まつ殺さつリストに載のった。植物状態の人間を覚かく醒せいさせる研究。そしてガラテア・コンプレックスによる相そう互ごユニット化テクノロジーの開発だ。私は、彼らが眠ねむらせようとした人物を目覚めさせ、彼らが築こうとしたものを崩ほう壊かいさせかねなかった。我ながら大したものだと思うよ。何しろ彼らが絶対に守らねばならないものにことごとく手を出していたのだから」

「そして今も手を出し続けているというわけですのね」ようやく現実感が戻もどってくる──変わり果てた姿／変わらぬ精神／変わる様子もなさそうな楽しげな喋り方。「いったいどのようにしてこの閉へい鎖さ空間で敵の情報を手に入れていたのですか？」

「自前の脳と今日の新聞があれば十分だろう？」にこやかにウィンク──死相が浮うかぶ顔でなければ茶目っ気たっぷりに見えたかもしれない笑顔。「ついでに言えば、ここは刑務所だ。最新の犯罪者が最新の情報を持ってやって来る。暗黒社会の事情通になるにはうってつけの場所でね、だからカール・クラウスもここにとどまることを選んだ」

「周囲の人間を片っ端ぱしから自分の配下のようにしてしまう者ならではですわ」

「後でやり方を教えよう。なに、そんなに難しいことじゃない。相手を注意深く観察して、理解する。それだけだ」

「それだけで〈戦犯法ほう廷てい〉で私に送ったようなメッセージは書けませんわ。いったいどうやってマスターサーバーの通信管理網もうに入り込んでいるのです？」

「さすがだ、ヘルガ」優やさしい微笑み──膝に置いた銀色の円えん筒とう形の物体をそっと撫なでる。「ただし、答えはすでに君の目の前にある。注意深い観察、そして理解すること」

　バスケットボールほどの大きさの物体──まじまじと見るヘルガ＝ふいに答えが目に見えぬ手となって突つき飛ばしたように息を吞んでのけぞった。

「犠ぎ脳のうユニット……」

「私のガラテア・コンプレックスと、ポラック博士のプシケーのレポートを応用した、カラス博士の発明品だよ。人間をターミナル・ユニットにしてしまう。ただしそのためには複数の脳をつなぎ合わせなければならなかったが、カラス博士と〈タフタ〉がさらに発展させて個人の脳を単独ユニット化することに成功した」

「あなたも〈タフタ〉とつながりが？」

「彼らは違い法ほうな科学技術を売る、きわめて中立的な集団だよ。長老のマチルダ婆ばあさんとは知り合いでね、正月祝いには必ずメッセージが届く。そのたびに国際科学シンポジウムに出席することを勧すすめるんだが、ロマ差別に遭あうだけだからといって拒こばまれている。私もカラス博士もプリンチップ社も、ついでにいえばイギリス情報部も、〈タフタ〉から最新技術を買っている」

「初出しゆつ撃げきの前後には、あなたはもうその技術を手に入れていた……ということですのね」

「ああ」

「初出撃の戦せん闘とう後、私達は、首のない螢さんの遺体を回収しました」

「ＭＳＳの極ごく秘ひ事じ項こうファイルを覗のぞいたときに見たよ。ちゃんと埋まい葬そうしてくれたことを螢も感謝している」

「つまり……あなたが持っているそれの中に……螢さんの脳が入っているのですね」

「そうだ。ただし彼女の人格的フリック・ポイントの登録先はここではない。フリック・ポイントというのは、自分はどこにいるのかという認識のことだ。彼女のそれは今、皇の左腕……螢の特甲だった左腕部に登録してある。いつでも二人ひと組で動くための、螢の望みでね」

「でも現実には、あなたの膝の上にいる」

「そして必要な情報をもたらしてくれる。端たん末まつや携けい帯たい電話があれば、いつでも彼女の声を聞くことができる。いつもは自分の部屋に置いているんだが、天気の良いときはこうして外に出してやりたくなるんだ。ポラック博士が構築した接続官コーラスの理論がなければ、いかな〈タフタ〉といえども、ここまで軽量化できなかっただろう。持ってみるかね？　君のかつての隊員だ」

　悪あく魔まのような男──いつだったかメンデル博士のことを誰だれかがそう言っていたのを思い出す／倫りん理りを超ちよう越えつしたかのような無む邪じや気きですらある態度に引き込まれる。

　両手を伸のばした──死んだはずの隊員のなれの果て／戦うことを諦あきらめなかった者の姿。

　胸に抱いた──感謝／黙もく禱とう／謝罪／憐あわれみ／頼たのもしさ──何もかもごっちゃになった。

「〈オルフェウス〉ユニット。システムとしてはそう呼んでいる。冥めい府ふへ下ってエウリディーチェを捜し、首だけになっても歌い続けた英雄の名だよ。とはいえ螢の意識は皇の腕に根付いているから、これは脳ではあるが、実質的には心臓のようなものだ」

「そろそろ、私をここで保護することに決めた理由をおっしゃって下さいませんか？」問いながらユニットの表面にぼんやり映る自分の顔を見つめる──うすうす答えを悟りながら。

「見ての通り私の寿じゆ命みようが尽つきようとしているからだ。抗こう癌がん剤ざい治ち療りようもそろそろ限界でね。これ以上、薬物投とう与よで自分の脳にダメージを与あたえたくない。私の脳が正常であるうちに、次の担にない手へメッセージ・ゲームを受け継がせたい」

　死に瀕ひんした男の予期された答え──目を閉じて聞いた／死者の魂の器うつわを抱きながら／報むくわれざること一つとしてなからんことを願う者たち──自分はその一人なのだと強く自覚した。

　カール・クラウスことメンデル博士が言った──朗ほがらかに。

「君が、カール・クラウスになるんだ、ヘルガ」

　啓アポカ示リプス──さながら黙もく示し録ろくの言葉のよう。
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　第三十ジーク五区ムント──地下道＝洪こう水ずい用放水路の緩かん衝しよう施し設せつ──古い排はい水すいポンプ＝バラバラに解体。

　遠巻きに集まる戦術班の軍用機体×四──一台から御影が出てきてサーチライトで照らされたものを睥へい睨げい──八つ目のＡＰ爆ばく弾だん。

　外見──巨きよ大だいな貯水タンクにありったけの電子機器を取り付けたようなおかしな形状。

　周囲──爆発物処理班がポンプを解体して中に潜ひそんでいたＡＰ爆弾を露ろ出しゆつ／同時にセンサーが起動／解体作業を阻はばむための驚愕の仕し掛かけ爆弾の山。

　解体したポンプの蓋ふたの裏側にペンキで白い字──『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！』

「間違いないな？」御影＝処理班の人員に──防護服姿の人々が手て振ぶりで返答＝〝確認〟──ＰＤＡを耳に当てる御影。「長官代理へ。こちら戦術班Ａ群。Ｂ５北区でＡＰ爆弾を発見」

《確かか》本部にいるニナ＝ヘルガの代理として勢い込んだ声こわ音ね。

「処理班が確かく認にんした。最初の頃ころのように剝むき出しで置いてくれれば発見もたやすいのだがな。爆弾を隠せる場所をしらみ潰つぶしに探してようやくだ」

《敵てき襲しゆうを警けい戒かい。爆弾の解体は可能か？》

「周囲で接近するものはない。今は解体を封じるための仕掛け爆弾を沈ちん黙もくさせているところだ。本体に辿たどり着くのにどれほどかかるかわからん。ＡＰ爆弾では移動させて爆破処理をすることもできん。つい、この道のエキスパートである特甲児童がここへ飛んできてくれることを願ってしまう」

《行方ゆくえ不明者の捜そう索さくは続行中だ。今いる人員だけで現状に対処するしかない》

「すまん、つい口にしてしまった。お前の方がよっぽど願っているだろうに。許せ──」

　ふいに遠くで反はん響きよう音──機体の操縦パネルに警告＝複数の銃じゆう器きが使用された音。

「上階のどこかで銃撃戦だ」御影＝怪け訝げんそうに。「こちらから遠ざかっている。どこかの部隊が敵と交戦しているのか？」

　ついでノイズ──ざらざらとした空電音──にわかに電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアアアアイイイイイイイイ──！》

「くそっ」慌あわてて耳から離はなす。「情報汚お染せんだ！　敵襲を警戒！　機体の通信に異常はないか？」

《〈アイギス〉の電子防護が機能中》傍かたわらの機体から返答──報告。《地下の監かん視し装置に次々に侵しん入にゆうされています。ここじゃない。南へ三キロ地点──本部周辺の地下に侵入が集中》

「なんだと」御影＝ＰＤＡをオフにして機体に乗り込む──〈アイギス〉へ通信。「こちら戦術班Ａ群。通常回線への情報汚染および本部ビル周辺の地下監視装置に異常が発生」

《こちら〈アイギス〉。異常確認。本部解かい析せき課が解析中》地上で待機中の〈アイギス〉搭とう乗じよう員の応答──本部のニナが通信に参加。《こちら本部。ＡＰ爆弾の発見現場に敵襲は？》

「敵はこちらに現れていない。警戒しろ、潮音。敵は爆弾の解体は不可能だとみなしているのかもしれん。その場合、そちらが──本部ビルが襲撃される可能性大だ」




　　　　†




　ＭＳＳ本部ビル地下二階・駐ちゆう車しや場──大型車両専用の区画。

　車両の狭はざ間まのマンホール──ガン！　と蓋が吹ふっ飛ぶ──けたたましい音を立てて転がる。

　穴から飛び出す少年──陸王＝ぎらぎらした顔で辺りを見回す。「なんじゃァ～？　呆あつ気けのー入れたのォ～。最初っからこーすりゃァ、え～かったんじゃないかァ？」

　もぞもぞ這はい出てくる女──シャーリーン＝防弾ベスト／ヘルメット／眼球保護用ゴーグル／さながら従軍記者のよう──周囲を見やる。「まー、ＭＳＳは戦力半減の上、戦術班は出で払はらってるからねー。とは言っても入るのは簡単なんだよ。出るのが難しいの。全フロアが閉鎖されて閉じこめられるからさ。理想は五分以内に目的を果たしてここに戻ってくることかな」

「五分で皆みな殺ごろしにしたらーや」凶きよう悪あくな笑えみ──背後でマンホールからわらわらと〈蟲〉の群が現れる。

「他ほかはいいから。乙を押さえてよ」シャーリーン＝拳けん銃じゆうを取り出す──すっかり慣れた手つきで遊底をスライド。「転送限界には注意だよ。あんたが戦えなくなったら、あたしなんかすぐ殺されちゃうんだからね。蛭ツー雪シユエをメンテナンスできる人がいなくなったら可か哀わい想そうでしょ」

「全員でぶちかましゃァえーのに。白露も光葉もさっさと動けるよーにならんのかァ？」

「レベル４の構築のためなんだから仕方ないって。あとちょっとで転送限界もクリアできるから。もーちょっとの辛しん抱ぼうだね」

「やれやれ、わしらだけ働きもんじゃのォ」陸王＝ずかずかドアへ向かって歩く──その口から別の声。「えーじゃないかァ兄ちゃん。わしらだけの方がやりやすいけェ」──さらに別の声。「そーじゃ陸王兄ちゃん、秋シユウ水スイ兄ちゃんのゆー通りじゃ。お陰かげで他のやつらよりぎょ～さん暴れられるじゃーないかァ」

「しゃァないの～。じゃ、やるどォ」歩きながら宙に手を差さし伸べる。「転送を開かい封ふう」

　白熱する閃せん光こう──一秒余＝黒くろ鉄がね色いろの特甲トツコー姿──右手＝回転ノコギリに機銃を足した武器／おどろおどろしい唸うなり／薙なぎ払はらった──両断されたドアを吹き飛ばしてビル内に飛び込んだ。
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　本部ビル内部に鳴り響ひびく警報──施設各所でシャッターや防弾扉とびらが閉とざされる。

　乙──四階の自室＝シャツと下着姿のままごろごろ待機／思考停止／孤こ独どくに苛さいなまれる。

　だが警報でいきなり叩たたき起こされた気分──センセイのカツみたいに。

　壁かべにかけた制服──手が勝手につかむ／立ち上がって素す早ばやく身み繕づくろい／しっかり顔を洗う／髪かみを結ぶ──戦うときに身だしなみを整えることは精神集中にとても役立つとセンセイが言っていた／サムライは死んだとき恥はずかしくないようきちんと正装して戦った。

　カタナを引き寄せる──姿見の前に立つ。

　ようやく心が受け入れる──自分は仲間を失った──鳳が味わったであろう苦しみ。

　いつか自分が吐はいた言葉──スペアっしょ──自分は欠員の補ほ充じゆうに過ぎないと思っていた。

　ごめんなさい──鏡を通して鳳に謝った／鳳の死んだ仲間たちに。

　涙なみだが一ひと粒つぶだけ両目に溢あふれて頰ほおを滑すべり落ちた──決意の訪おとずれ。

　静せい穏おんさに満たされる──今度は自分が守るのだ／人々を／鳳のように──力を尽くして。

（克こく服ふくあれ）

　大きく深呼吸──ヘイジョーシンに満ちた足取りで部屋を出た。

　閉へい鎖さされた女子寮りようエリア──脳内チップを通して自分が出撃する旨むねを告げる。

　階段──ひらりと跳とぶ／五秒とかからず一階に到とう達たつ──ロックされた踊おどり場のドアが解かい錠じようされる音──解析課が乙の出撃に合わせて通り道を用意してくれた──ドアを開いた。

　通路──出てドアを閉じる──背後でロックされる音が響く。

　目前──侵入を防ぐ防弾扉──右手に停止したエレベーター×二。

　カタナを引っ提さげて待った──目を閉じて耳を澄すました──ドドドドドと激しく轟とどろくエンジン音／刃やいばの手足が猛もう然ぜんと這い進む音／ＭＳＳ隊員の激しい銃撃音。

　開眼──宙に手を差し伸べた。「転送を開封」

　直後に爆音──陸王＝左手の盾たてが放つ抗磁圧──防弾扉が砕くだけ散った。

　躍おどり出る黒鉄色の特甲猟りよう兵へい──殺到する〈蟲〉の兵士×五──相手に不足なし。

　吶とつ喊かん＝小隊長を真ま似ねて。「やァ────ッ！」

　青い火──真っ向から迫はく撃げきした──誇ほこりある要撃小隊の一人として。
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　本部ビル八階＝最上階／長官室──長官代理として指示を出すニナ＝左手に携帯電話／デスクにＰＤＡ──モニター群を俯ふ瞰かんしながら通話。「閉へい鎖さ措そ置ちの進行状じよう況きようは？」

　ディーゼル課長＝いつにも増して冷静／みなぎる戦意。《マスターサーバーの基幹ユニットおよび解析課サーバー・エリアの閉鎖を完かん了りよう。物理的侵入に備えて〈[image: ばく]バク〉の機能を一部停止。全バックアップ措置を開始済み。閉鎖区画から侵入者への電子的攻こう撃げきを開始します》

「よし。敵の行動で目立ったところは？」

《敵は地下二階から侵入後、資料閲えつ覧らん室を通過した際にビル内の証しよう拠こ品データを呼び出しています》

「二階の証拠保管室にある犠ぎ脳のうパーツを破は壊かいする気だ。武装済みの捜そう査さ班員は二階へ」

　デスクのＰＤＡ──捜査班員から報告。《二階に〈蟲〉の機械化兵、四名が出現。爆弾でシャッターとバリケードを破壊。止められない》

　相手がそこにいるかのようにデスクへ呼び掛かける。「証拠保管室を閉鎖。無理せず退たい避ひしろ。少数で応戦しても皆殺しにされるだけだ。戦術班の帰き還かんはまだか？」

《地下道にて戦術班Ｄ群の機体四体が帰還、敵性アームスーツと交戦》

　一部モニター＝地下の監視装置──ノイズが走る画像／銃火の閃ひらめきが見える。

「ＡＰ爆弾の発見現場にいる者たちは襲撃を警戒。解体を優先。それ以外は帰還を急げ」

　閃光──モニターの一つ＝一階──乙の特甲の輝かがやき／敵の銃火。

　ディーゼル課長＝緊きん迫ぱく。《一階ホール西側にて乙くんが特甲猟兵と交戦。〈蟲〉の機械化兵士もいます》

「解析課は乙の支し援えんを優先。特甲猟兵どもへ電子的攻撃を集中させろ。乙が持ちこたえてくれる間に態勢を整える」

　モニターの一つがふいにブラックアウト──二階の屋内カメラを破壊された。

　ＰＤＡ＝捜査班員。《敵が証拠保管室のシャッターをこじ開けようとしています》

「解析済みの犠脳パーツだ、くれてやれ。戦力を二階に集中。戦術班の帰還を待って叩く」

　携けい帯たい電話＝ディーゼル課長。《東側Ａ号エレベーター扉が開きました。内部の配線から直接操作されています。コード変へん換かんが読み取られている模様。こんなことができるのは──》

　モニター──一階＝開いたエレベーターの脇わきの壁に亀き裂れつ──穴。

　穴から引っ張り出された配線──端たん末まつから伸のびるコードとつなぎ合わせている女。

　ニナ＝瞠どう目もく──憤ふん怒ぬの眼まな差ざし。「シャーリーンだ」

　ディーゼル課長＝同じく怒いかりのにじむ声。《電源の遮しや断だん後も停止せず。バッテリーをつないだようです。このままではエレベーター一基が完全に乗っ取られます》

「三階以上のフロアにいる人員は全員武装。Ａ号エレベーターの各階のドアに注意。迂う闊かつに近づかず、遮しや蔽へい物の陰で警戒待機」指示を出しつつ怒りを込めて右手で銃を抜ぬく──左手の携帯電話を耳に当てたまま長官室を出る。「私への通信をこの回線に集中させろ。私もドア付近で待機する」

　わらわら出てくる事務官──ニナ＝銃をエレベーターのドアに向けながら指示。「バリケードになるものをドアの前に積み上げろ。急げ」

　慌てて従う事務官──突とつ貫かんリレー作業／エレベーター前に次々に置かれる椅い子す・テーブル・台・会議用の長机。

　ディーゼル課長。《Ａ号エレベーターが移動。モニターでは誰だれも乗っていません》

「エレベーターの上か下にいる。各階のドアの開閉に注意しろ」

《六階のドアが開きました。エレベーターは到着していません》

「ワイヤーで引っ張り上げたんだ。六階に何が──」言いさす／愕がく然ぜんとなる──階段へ走り出す。「階段のドアを開け。シャーリーンは集中治ち療りよう室にいる水無月を殺す気だ。六階にいる者は階段で上階に退避。三階より上にいる捜査班員および武装した人員は六階に集合」

《なんてことだ。こちらの電子的攻撃が遮さえぎられる。止められない》ディーゼル課長＝痛つう恨こん。《二階の証拠保管室が突とつ破ぱされました》

　ニナ──階段を駆かけ下りる／壁に肩かたからぶつかって勢いを殺す／痣あざになろうと構わず走る──ドアを開いて六階へ飛び出し銃を通路へ向ける。

　無人──ドアが閉じる／ロックがかかる／六階の人員はみな別の階段で上階へ──Ａ号エレベーターがあるエリアへ足早に移動。

　エレベーター・ホールの曲がり角──身を屈かがめて近づく／ホールに誰もおらず。

　エレベーターのドア＝開いたまま──七階にエレベーター／ワイヤーに滑かつ車しや。

　敵はすでに六階フロアに侵入した──捜査班員を待たず銃を構えて進む。

　前方の右側＝集中治療室への通路──ふいに物音／背後／Ａ号エレベーターの方角。

　薄うす暗ぐらい通路に飛び込み身を伏ふせる──直後に銃撃──バン！　バン！　バン！　銃撃戦に慣れていない者の乱射──通路の壁に弾だん丸がんが突つき刺ささって粉ふん塵じんが舞まった。

「当たんないし。これでもかなり銃の練習したんだけどね」だらんとした声＝シャーリーン。

　ニナ＝裏切り者への怒りが燃え上がる／冷たい恐きよう怖ふに襲おそわれる──敵はエレベーター坑こうの陰かげに身を潜ひそめていた／水無月以外にも目的があった──医療フロアに近い八階から自分が単独で下りてくるのを待っていた。

「あんたのことだから銃を持って飛び出してくると思ったんだ、ニナ」愉ゆ快かいそうなシャーリーンの声──同じ方角から金属的な音が幾いくつも響く／刃で床ゆかを引っ搔かくような音をわざと立てている──〈蟲〉の機械化兵士がこれから殺しに行くぞと脅おどしている。

「貴様、目的は何だ！」怒ど号ごう──携帯電話を置く／それから素早く這って通路の奥へ／集中治療室のドアを音を立てず開く──室内に入ってタンクを積んだ人工呼吸装置を引き寄せる。

　携帯電話から断続的に響き出す報告＝何を言っているか聞き取れず──携帯電話がある位置にニナがいるだろうと見当をつけて喋しやべっているシャーリーン。「目的を訊きくってことは、やっぱりここにあるわけ？　それとも単に訊いてるわけ？　まー、時間ないから言っちゃうけどさ。〈太公望〉を手に入れたのってあんたらでしょ？　ね？　違ちがうの？　素直に答えてくんないとさ、ちょっと嫌いやなことしなきゃいけなくなるよ。ここにいる〈蟲〉の御方達がさ、あんたを切り刻むなんて、さすがにあたしも見たくないわけよ。だから正直に言って欲しいんだ。ここに〈太公望〉があって、それを素直にあたし達に引き渡わたすって」

　通路の真ん中にタンクを設置──敵が迫せまると同時に酸素が充じゆう満まんするそれを撃うつ気だった／捜査班員が駆けつけるまでの時間稼かせぎ／シャーリーンの声はみなに聞こえているはず。

「何の話だ！　〈太公望〉など我々は知らないぞ！」通路でまた叫さけぶ──すぐに戻もどる。

　集中治療室が火災に見み舞まわれないことを祈いのり銃を構える──できれば空あいているベッドを動かしてドアを塞ぎたかったが間に合うかわからず。

　三つ並んだベッドを振ふり返る──はたと気づく。

　二つは使用されておらず──真ん中のベッドのタグ＝『水無月・アドルフ・ルックナー』

　昏こん睡すいした少年が機材に囲まれ、チューブと電極と酸素マスクを身につけさせられて横たわっているはずのベッド──はだけた布団／垂れ下がったチューブ／床に落ちたマスク。

　水無月がいない。

「さっきも言ったけど時間ないからさー」シャーリーンの間延びした声。「今から水無月を心停止させないといけないし。あんたが本当のこと言ってるかどうか、ゆっくり訊いてる時間ないんだよね。ここにいる人達、あんたを掠さらっちゃおうって言ってるのよ。どー思う？」

　ニナ＝通路に目を戻す──おそらく誰かが水無月を抱かかえて逃にげてくれた。

　ここで自分が時間を稼げばいい──何ならこの部屋を火の海にしてでも。

　医療用のガスを供給する天てん井じようのパイプを撃ってやろうと見上げたとき──頭上で何かがのそりと動いた──それまで平面だと思っていた天てん井じよう板に陰いん翳えいが浮うかぶ──すぐに消える。

　ニナ＝呆ぼう然ぜん──なんだあれは。

「返事がないねー。じゃ、とりあえず顔を見せてもらうね」シャーリーンの声とともに床をひっかく金属音──殺到する〈蟲〉×四──にわかに通路に飛び込んできた。

　ニナ＝はっと我に返って銃じゆうの狙ねらいをタンクにつける──だが引き金を引く前に、自分が設置したものよりも遥はるかに効果的な罠わなが発動していた。

　壁・天井・左右の壁を蛇じや腹ばらの四し肢しで疾しつ走そうする機械化兵士達──なんと通路の半分も進まぬうちに次々に転てん倒とう／凍こおりついたように落下／手足が動かなくなる／互たがいにぶつかり合う。

　ギチギチと何かが食い込んで軋きしみを立てる音──もがく〈蟲〉の兵士達／その手足にきらきら光るもの──蛇腹の手足の隙すき間まに食い込んで絡からまった、極ごく細ぼそワイヤー。

　通路の壁や床や天井にワイヤーを張りつけていた──網あみのように／蜘く蛛もの巣すのように。

　ニナ＝自分の体を慌あわてて確かめる──スーツのあちこちに銀色の粒つぶ＝液状化金属──自分に絡まったワイヤーだけ液状化させて絡みつかせなかった──いったい誰が？

　また頭上でのそりと何かが動いた──折り重なった〈蟲〉達が互いの四肢の刃に絡まったワイヤーをこすりつける／ぶつんと楽器の弦げんを切るような音──立て続け。

　先頭の〈蟲〉が解放される──ニナが仕し掛かけた罠に違いないと思い込んだ顔＝怒りを滾たぎらせ起き上がった途と端たん──ずがん！　すさまじい炸さく裂れつ音とともに四人全員が粉ふん砕さいされた。

　まるで目に見えない巨きよ大だいな両手で叩たたき潰つぶされたよう──両側の壁から突とつ如じよとして吹ふき荒あれた何かをまともに食くらう／四人全員がおかしな姿勢で宙に浮ふ遊ゆう／四肢が一いつ瞬しゆんで木こっ端ぱ微み塵じんに。

　さらにはニナが設置したタンクが炸裂──爆ばく圧あつが二重三重に襲いかかったため、いったん一つの塊かたまりとなった四人の体が、次の瞬間にはそこら中に飛び散って通路に転がった。

　ばらばらと床にまき散らされるもの──対人地じ雷らい用の小さな鋼球＝たちまち液状化。

　ニナ＝啞あ然ぜん──何者かが壁かべ際ぎわの床ゆか板いたを剝はがして対人地雷を仕掛けてのち床板を元に戻した。

　ワイヤーは殺傷範はん囲いに敵をとどめるため──最高のタイミングで遠えん隔かく操作で地雷を起爆。

　ばたばた足音──ヘルメットをかぶったシャーリーンが通路の向こうで顔を覗のぞかせる／惨さん状じように愕然となる／通路の先の集中治療室で銃を持つニナに気づいてぎくっとなる。

　ニナ＝反射的に射殺しようと銃を構える──その頭上でにわかに何かが動く／〈蟲〉と同じように天井を進むもの／通路に出たところで陰翳が明らかに──急激にその身が色を帯びる。

　人の形をしたものが天井に張りついて這はい進んでいた──それが姿を現した／透とう過か防ぼう壁へきではない／全身の表面が天井板と同じ色や模様に発色していたため薄暗い場所では見分けがつかず──明るい場所でも微び動どうだにせずうずくまられると咄とつ嗟さに判別できず。

　それが天井から離はなれる──くるりと宙で身をひねる──どん、と威い嚇かくするような音を立ててニナとシャーリーンの間に降り立つ。

　緑ろく青しよう色いろの甲かつ冑ちゆうのような姿──フルフェイスのヘルメット／両手に鋭えい利りな爪つめ／全身に鱗うろこのような模様──背に輝く緑の羽＝キチキチと音を立てるキリギリスの羽。

「まさか……」ニナ＝ますます呆然／まじまじと微細に震ふるえる羽を見つめる。

「はは……本当、あんたってば、あの子のためならどこまでも頑がん張ばるんだね」シャーリーン＝握にぎった銃を構えることもせず後ずさる──身を翻ひるがえす／脱だつ兎とのごとく逃とう走そう／通路から姿を消す。

「待て！」ニナ＝立ち上がって追おうとする──通路に立ったままの特甲トツコー児童に遮られて進めず──怖こわ々ごわと声をかける。「お前はいったい……」

　いきなり跳ちよう躍やく──緑の特甲児童＝ひとっ飛びで通路から出る／床を蹴けって直角に跳とぶ──シャーリーンが消えた方角へ姿を消す。

　慌てて追いかけるニナ──血みどろの床を避さける／置きっぱなしの携帯電話をひっつかむ／通路を出て廊ろう下かへ──誰もおらず。

　階段のある方から複数の足音／ニナを探す声──ＭＳＳ隊員達がようやく駆けつけた。

　Ａ号エレベーター＝開いたドア──覗き込む──エレベーターが下階へ降りていく。

　激しい金属音──緑の羽の輝き＝先ほどの特甲児童──シャーリーンを追ってエレベーター坑に飛び込んだ──暗い縦穴にいた〈蟲〉と戦っていた。

「六階の敵は撃退！　シャーリーンが下階へ逃げた！」ニナ＝携帯電話へ。

《撃退？》電話の向こうでニナを呼び続けていたディーゼル課長＝仰ぎよう天てんの叫び。《お一人で？》

　下方──やまぬ金属音／鋭利な金属がぶつかり合っている──緑の光がふっと消える／天井に張りついていたときのように周囲の色や模様を映し込んで見えなくなった──〈蟲〉が打だ撃げきを負ったらしい叫びが暗い縦穴にこだました。

「違う。私ではない」ニナ＝ふいに込み上げてくるものを吞のみ込む──冷静さを保って告げる。「マスターサーバーの特甲転送を調べろ。私は接続官コーラスになったあいつしか知らないので断定できない。しかし……他ほかに考えられん。あいつが……特甲を転送して、助けてくれたんだ……」
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　父の遺産／吹雪の意志──両方を確かめようやくグラーツからミリオポリスへ帰還。

　捜そう査さ班員が走らせる車──高速道路を飛ぶように疾走。

　冬真──後部座席で端末＋ＰＤＡ＋プリントアウトした書類を広げて検証を繰くり返す──数日がかりで照合／解かい析せき／推理／ディーゼル課長の助けも借りてひたすら仮説の証明をはかる。

　集められたもの──〈魂プシケー〉のレポート／ガラテア・コンプレックスの基き礎そ理論／〝ブリリアント・モデル〟の概がい論ろん／吹雪がかき集めた書類と彼の推測をまとめた〈シュピーゲル〉──このうち冬真が単独で手に入れたのは〈魂プシケー〉のレポートだけ／驚きよう嘆たんすべき吹雪の執しゆう念ねん。

　ガラテア・コンプレックスについての記述の最後の部分は数万桁けたの数字＝何かの暗号化コード──吹雪によればレベル４に関かかわるもの。

　水無月と吹雪の二人の〈シュピーゲル〉──その脳内チップの解析結果が集められたレポートの上に仮説を芽生えさせてくれた。

　完成するはずだった〈五〇一コード〉──うち時間面たる６０は特甲児童達を守るために止められた／進行する何かを可能な限り遅ち延えんさせるために。

　特甲児童同士がつながり合おうとする際に生じるノイズ──これも彼らを守るためのものだ／つながりの間で薄うすい膜まくのように個々の存在を守る。

　ポラック博士の定めた数位の座に従って一つずつ仮説を立てる──どれが特甲児童をおかしくさせるのか／どれが特甲児童を守るのか。

　５２の座──脳の中の小人＝運動と感覚の座／２３と２９の結合──運動野の２３が特甲児童をおかしくさせる／感覚野の２９が特甲児童を守る。

　５３の座──素数＝空白の座──ポラック博士がブラウン博士の提案で定めた数位──特甲児童を守るもの。

　５８の座──頭ず蓋がい骨こつの数／脳内チップの数──〝ブリリアント・モデル〟──正しい発揮が特甲児童を守る／５９とのつながりにおいて特甲児童をおかしくさせる。

　５９の座──素数＝植物状態の人間を目覚めさせる脳内チップ──精神の光／魂の輝かがやき──５８とのつながりにおいて特甲児童をおかしくさせる。

　６０の座──時間面／身代わり／精神の盾たて──特甲児童に自分自身を守らせるもの。

　６１の座──素数＝接続官コーラスたちの座──他の特甲児童達を守るもの。

　レベル４＝相そう互ごユニット化システム──三人の博士のうち一人が悪意ある罠を仕掛けた／一人が罠から特甲児童を守るすべを組み込んだ。

　悪意ある罠──５９の座に仕組まれた何か。

　守るすべ──十三桁の数字から始まるもの／おそらく相互ユニット化における暗号化コード＝殺さつ戮りくのつながりを防ぐため５９とのつながりを阻そ害がいしながら正しい複合化を待っている。

　吹雪の推測──複合化＝ケルベルス認にん証しよう──ある特定の人物にしか開けない鍵かぎ。

　冬真の推測──５３の座に定められた誰だれかがその鍵を開く──有用なる空白の持ち主。

　５９に支配された鳳を元に戻せるのは５３の人物しかない──手て遅おくれになる前に伝えねばならない／頼たのまねばならない──５９の座の支配への対たい抗こう措そ置ち。

　吹雪から託たくされたデータ──ケルベルス認証──５３が誰かを明白に物語る。

　自分がそれを届けるのだ──ＭＳＳに戻り次し第だい／ＭＰＢに赴おもむいて／鳳を追う。

　それが特甲児童全員の希望になる──最初にあった希望を取り戻せる──おそらくブラウン博士こと父メンデルが目指した５９の座の正しい発揮が、これまた推測では〝ブリリアント・モデル〟を開発したカラス博士によって歪ゆがめられた──植物状態からの覚かく醒せいを司つかさどる脳内チップに、悪意あるつながりのコードを仕掛けられた。

　６０の座も６１の座も、もう鳳を守れない──全すべての盾が砕くだかれた。

　早く５３の座を発揮させなければならない──彼女にみなの止まってしまった時間面を進めてもらわなければならない。

　まるで得体の知れない錬れん金きん術じゆつ師の妄もう想そう／だがこの上なく真実だと思える──水無月と吹雪の二人が見み出いだしてくれた複雑怪かい奇きな光明。

　車がスピードダウン──急ブレーキのせいで座席に押しつけられたようになる。

「どうしたんですか──」身を乗り出しながら口にした質問が宙を泳いで消えた。

「なんだこれは」運転する捜査班員──高速道路の様子に呆然とした様子。

　七車線もある道路が見たこともないほど渋じゆう滞たいしている──カー・ナビゲーション／道路の掲けい示じ板ばん／信号機──全て作動せず──交通情報すらまったく入って来ず。

　捜査班員＋冬真──同時に携けい帯たい電話でＭＳＳへ連れん絡らく／何か異変があったか訊きこうとする──だがつながらず／情報汚お染せんではなく沈ちん黙もく／あるいは誤作動の表示──回線麻ま痺ひ。

　すぐ向こうにミリオポリス市のビル群が見える──ＭＳＳ本部ビルがある地区までもう少しのところでのろのろとした速度でしか進めなくなる。

　捜査班員の携帯電話のメッセージ──画面を見て息を吞む／読み上げる。「シュニービッテン長官代理からだ。第三十ジーク五区ムントの地下にＡＰ爆ばく弾だん。ＭＳＳ本部ビルが敵に襲しゆう撃げきされている。くそっ……非常回線で届いたメッセージだというのに、返信ができない。いったいどれほどの規模の情報汚染なんだ？」

　冬真──絶句／襲撃？／咄嗟に頭がついていかず──本部ビルが？

　道路の電光掲示板──ふとおかしな表示になっているものに気づく冬真＋捜査班員＝呆然。

　ぴかぴか光る文字──『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！』

　どれほどの規模か──二人とも慄りつ然ぜんとなって悟さとった──都市規模での情報汚染。

「マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉への侵しん入にゆうが始まったんです」慌てて携帯電話＋ＰＤＡ＋端たん末まつを操作──ＭＳＳと連絡できず／ディーゼル課長に推測を話すこともできず／今すぐＭＰＢの特甲児童の一人と会ってみんなの時間面を進めてくれと頼むこともできず。「早く本部に戻もどらないと、この影えい響きようで、また特甲児童がおかしくなるかもしれません」

「その前に道路が使えなくなりそうだ。賭かけになるが、高速道路を降りて一いつ般ぱん道を進む」

「でも……一般道でこれと同じ渋滞につかまったら……」

「残り二十キロほどの距きよ離りを、お互いの足で走るしかない」

「そんな……」冬真＝焦しよう燥そうと無力感にいっぺんに襲おそわれる──ぞっとするような虚きよ脱だつ／思わず涙なみだがにじむ。「やっと答えが見つかりかけたのに……」

　諦めるなよ──どこからともなく声が聞こえた気がした／水無月の声／歯を食いしばってＰＤＡを開いた──どこかに突破口があるはずだという思いで必死に操作した。

　突然の光明──いきなり通話サイン──接続先＝不明──相手＝不明──だが聞き覚えのある声。《あたしらが引き受けてやるよ、メンデル博士の息子むすこさん》

　啞然となる──記き憶おく＝鳳のデスク／写真立て／少女たちの写真──金きん髪ぱつの幽ゆう霊れい少女。

《お前が見つけたものを一足早く涼月に届けとく。お前が会えるときには定着してるはずさ。接続官コーラスたちの頑張りを見守ってくれて感謝だぜ。でもデータを分ぶん析せきするだけじゃなく、そろそろ呼んでやんなよ。あいつはまだ眠りきっちゃいないんだ。自分がどこにいるかわからなくなっただけで。メンデル博士風に言えば、フリック・ポイントが混乱してるのさ》

　ふっと通話が切れる──まるで本当に幽霊の声。

　かと思えばコール音──漠ばく然ぜんと理解＝今しがた喋しやべりかけてきた少女がつないでくれた。

　表示＝見知ったＩＤ──思わず指が震えた／そっと受信した。

《やれやれ、ようやくつながった》

　聞き慣れた声──込み上げてくるもので喋れなくなった──どっと涙が溢あふれた。

《この端末なら君か？　冬真？　なあ、一つ教えてくれ。いったい僕はどこにいるんだ？　というか、僕の体は今、どこで何をしてるんだ？》
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　ＭＳＳ本部ビル一階──通路／聴ちよう取しゆエリア／来訪者用ロビー──たちまち廃はい墟きよのように。

　激突──燃え盛さかる刃やいばを振ふるう青い火──獰どう猛もうなエンジン音を唸うならせる黒くろ鉄がね色いろの特甲トツコー猟りよう兵へい＋〈蟲〉×五。

　牽けん制せいと撹かく乱らんに徹てつする〈蟲〉たち──陸王＝隙すきを突ついては銃じゆう撃げき・斬ざん撃げき・盾が放つ抗磁圧の一撃を見み舞まう。

　乙──屋内という不利な状じよう況きよう／連れん携けいできる仲間もなく──何度となく特甲を砕かれては再転送──傷だらけになりながらも不退転の迫はく撃げき。「あっは！　ドキドキするっしょーっ！」

「しぶといあまっこじゃァ～！」陸王＝苛いらつき／むかつき──通路へ飛び込み乙の探査から消える／盾の抗磁圧で壁かべをぶち抜ぬき進行／乙の死角へ回り込む──その体にまとわりつく何か。「あ～？　なんじゃいやァ──」

　ばん！　いきなり右足の車輪の下で炸さく裂れつ──地じ雷らいの鉄球が右足首を粉ふん砕さい。

　陸王＝咄嗟に左足の車輪だけで走行──右足を再転送／空港のようなロビーで停止。

　手荷物検査所の陰かげ──だらんと両りよう腕うでを垂らして立つ特甲児童──緑青色の特甲／フルフェイスのヘルメット／背に羽＝緑の輝き。

「ＭＳＳの特甲使いは三人だけじゃァなかったんかぁ～？」陸王＝殺意に満ちた呟つぶやき──予備動作なしのフルスロットル＝緑の特甲児童へ驀ばく進しん。

　すっと検査所から奥のエリアへ引っ込む緑の特甲児童──陸王＝Ｘ線検査ゲートを肩かたの超振動型雷らい撃げき器で木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕──相手ダダダダが消ダダダダえたダダダ！辺りダダダダへ機ダダダダ銃をダダダ！掃射ダダダ！。

　そこら中が蜂はちの巣すに──手て応ごたえなし。

「どぉーこ行ったぁ～」エンジン音を唸らせ相手が消えた方角へ見当をつけて進行──ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　四方で地雷が炸裂──鋼こう弾だんと化した液状化金属の嵐あらし＝耳をつんざく騒そう音おんがフロア中に反はん響きよう──陸王＝盾で防ぎきれず──ヘルメット・肩パッド・背の装甲・膝ひざ下したが傷だらけに。

　頭上──天てん井じように張りついていた特甲児童＝全身＋羽が天井と同じ色に──両手の爪つめをふりかざして音もなく飛びかかった。

　陸王＝回転するノコギリの刃はを頭上へ──けたたましい金属音／擦さつ過か音／破は砕さい音──特甲児童が弾はじき飛ばされながらも着地＝斬きり砕かれた右みぎ腕うでが陸王のそばに落下。

「ボケがァ～、周りにおらんかったら上に決まっとるじゃろォがぁ～。バラっバラにしてメットむしりとったるけェ──」右手のノコギリ機銃を突きつける──その手首をいきなり何かがつかむ。「なんじゃ──」

　砕かれた特甲児童の右腕＝ひとりでに跳はねて陸王の手首をつかむ／爪が食い込む／灼刃ヒート機能ブレイドつきの五爪そう──陸王の右手首が裂さける／灼やける／おかしな角度に折れ曲がる。

「なんッじゃとォ!?」陸王＝慌あわてて爪を振り払はらおうとする──いきなり炸裂。

　特甲児童の右腕＝機甲が展開／射出式の地雷の束──全て点火──鋼弾化した液状化金属が高速で飛散。

　凄すさまじい爆音／破砕音＝ノコギリ機銃もろとも右みぎ肘ひじから先がそっくり消失──両足の車輪で急バック＝特甲児童から迅じん速そくに離はなれる──その車輪にけたたましい擦過音／巻き込み音──車輪が急停止してバランスを崩くずす──壁に激突。

　特甲児童──左手＝掌てのひらの付け根の放出口から伸のびる極ごく細ぼそのワイヤーの束＝硬こう化かした液状化金属──陸王の足下どころかフロア中に張り巡めぐらされたワイヤーの網あみ。

　右の肘関節から伸びるワイヤー──斬り砕かれてのち地雷と化した右腕につながっている／ワイヤー吸引／砕かれた腕が引き寄せられる／本体の肘先に戻ってゆく──損傷した箇か所しよにのみエメラルドの輝き＝最小限の再転送で右腕が復活。

「ほぉ～、そぉかァ～。わざと腕ぇ斬られたぁゆーんかァ？」陸王＝声こわ音ねに満ちる殺気──右手を再転送／ワイヤーが絡からまって動かなくなった両足の車輪を再転送。「手品みとーな戦い方しよってェ～、次はどぉ～すんじゃ──」

　特甲児童＝前まえ屈かがみの姿勢でするする後退──通路の奥へ／暗がりへ／すっと姿を消す──全身の色を周囲に同化させる──いかにも罠わなを用意していると言わんばかり。

　陸王＝怒いかり心しん頭とう。「ふッざッけンッならァ～！　真っ直すぐかかってこんかいやァ～！」

　両足の車輪をフルスロットルで回転しようとしたとき脳のう裏りに通信──シャーリーン。《何やってんの。さっさと帰るよ。犠ぎ脳のうユニットのパーツは破は壊かいしたし。もー、終わり》

《ＭＳＳが奪うばったァゆー、例のユニットはどぉ～すんじゃァ》

《ここにはないね。やっぱＭＳＳじゃないんだ。ニナは噓うそつける子じゃないしさ。ほーら撤てつ退たい、撤退。あたしは行くよ。ＡＰ爆弾に火がついたときしか逃にげるチャンスはないんだからね》

「くそがぁァ～」ばしゃっと音を立ててヘルメットを開く──怒ど鳴なり散らす。「覚えとれよ緑のバッタ野や郎ろうがァ～。おどれだきゃァ～必ずわしの手でバラっバラにしよるけ～のォ～」

　転進──怒り任せの爆音を轟とどろかせながら退路を目指し元来た場所へ走り去った。
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　凶きよう暴ぼうな叫さけびを上げる特甲猟兵は通路に消えたまま戻って来ず──相手は〈蟲〉×五のみ。

　十分に動きを学んだ相手／眩げん惑わくという点ではあの四本腕の娘むすめにかなうはずもなし──燃え盛る刃で次々に迫撃──両断・両断・両断・斬撃・袈け裟さ斬ぎり──たちまち二人が両腕を失う／一人が左腕と左ひだり脚あしをまとめて斬り飛ばされる／二人が蛇じや腹ばらの腕ごと胴どうを斬られる。

　二人死亡／三人がただちに撤退を開始──破壊して入ってきたドアから階段へ／地下へ。

　乙──狭せまい通路を飛ひ翔しよう＝階段の折り返しを迅速ターン──地下二階の広い駐ちゆう車しや区画へ。

　探査＝敵が飛び込んだマンホール──小さな穴に頭から飛び込んだ。

　地下道──燃える刃と化して敵を追わんとした矢先に通信＝ニナ。《止まれ〝青ザーのフ火イア〟！　ＡＰ爆弾が炸裂する！　ビル内に戻れ！》

　急停止──暗くら闇やみを見つめる／今は本部を守ることが大事だと自分に言い聞かせる／諭さとしてくれる小隊長が不在であることの辛つらさ──胸に抱かかえて戻った。

　駐車区画へ飛び出した直後に震しん動どう──まるで地震が発生したよう。

　爆ばく炎えんは本部の真下までは届かない──だが空気が灼ける臭においがマンホールから漂ただよった。

　床ゆかに降りる──建物の中に敵が残っていないか確かめるため戻ろうとして凍こおりつく。

　いつの間にかすぐ後ろに現れていた異様な存在──緑青色の特甲児童。

　敵？　反射的に両腕の刃を構える──一瞬で飛び退のいて距離を取る／宙で滞たい空くう／迫撃のための間合いをはかる──そこへまた通信。《敵ではない！　攻こう撃げきするな！》

《え？》きょとんとなる。《敵じゃないって……誰だれ？》

　特甲児童＝フルフェイスのヘルメットがばしゃっと音を立てて開く──虚うつろな顔が現れる。

　啞あ然ぜんとなった──ふわりと飛んで相手の目の前に降り立った。

　特甲の下から素す顔がおをあらわした少年──何も見ておらず／感じておらず／考えておらず──人形のようにただ危機に反応して動いていた。

「どうして……」乙──応えぬ相手／口をつぐむ／ただ感謝を示すため両手を合わせた。

　脳に打撃を負ってなお自分たちを守ってくれた接続官コーラス＝虚ろな顔が秘ひめた底知れない戦意／仲間の盾たてになる意志──ドージョーで教わった通りお辞じ儀ぎをしながら涙がこぼれた。
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　爆弾本体には触さわることも出来ず──爆弾内部のＡＰ燃料の混合が最終段階に。

　御影＝解体を放ほう棄き／撤退を指示──痛つう恨こん。「総員、退たい避ひポイントまでただちに移動しろ！」

　処理班＝機材を放ほうり出して乗車──急発進──しんがり＝戦術班の軍用機体×四。

　地下道にこだまするエンジン音──Ｂ５／Ｂ４／Ｂ３／Ｂ２──地上の出口まであと僅わずか。

　炸裂──三千度にも及およぶ超ちよう高熱──巨きよ大だいな火の玉が上下の地面を吹ふき飛ばしてのち火柱となってＢ２まで貫つらぬくとともに周囲数キロにわたり地下道全すべてを火炎地じ獄ごくと化しめる。

　御影ら──後方から吹き荒すさぶ風──土・コンクリート・地下道の水が熱を吸い取り拡散してなお数百度の熱風が襲いかかった──耐たい熱ねつ処理の車両＋軍用機体＝辛からくも脱だつ出しゆつ。

　敵はおらず──かと思いきや別の地下道から複数のアームスーツと軍用機体が合流／車両とぶつかりそうになりながら地上出口へ／ドナウ河の支流の河岸へ次々に飛び出す。

　二つに分かれる──処理班＋戦術班──迷めい彩さい柄がら＝アームスーツ×四＋軍用機体×四。

　御影＝半ば反射的／敵てき愾がい心しん／半ば嫌いやがらせで機体を転進──アームの機銃を相手に向ける。

　迷彩柄の機体＝先頭の一体が同じように転進──アームの機銃を御影の機体に向ける。

　どちらも〝カブトケーフムシエル〟と呼ばれる同型機──両集団が武器を向け合い対たい峙じ。

　がちゃんと音──熱で蒸気を漂わせる機体のハッチが開いて出てくる御影。

　アームの機銃を向けている相手の機体のハッチが開く──アイパッチをした男が現れる。

　機体を降りる御影──機体を降りるアイパッチ男。

　胸を反らしてずかずか歩む御影──かつかつ歩くアイパッチ男──どん、と互たがいの胸をぶつけ合う／至近距離で睨にらみ合う──猿さるかゴリラが縄なわ張ばりを主張し合うような光景。

　御影＝敵意をたっぷり込こめた笑えみ／戦意に満ちた口調。「貴様ら第二作戦部隊が何のつもりだ？　ヘルガ長官を不当に勾こう留りゆうした挙げ句、どさくさに紛まぎれて私達を制圧する気だったか？」

　アイパッチ男──第二作戦部隊隊長＝ギリアン・ダイク──冷然たる侮ぶ蔑べつの顔。「第十ジンメ一区リングの防衛力を割さいてこちらの支し援えんに回ったのだ。貴様らがＡＰ爆弾を確保すると踏ふんで敵勢力の排はい除じよに専念したが、このざまか。ふざけおって」

「支援？」怒り半分／疑念半分。「確かに地下での交戦は確かく認にんしているが、ＡＰ爆弾を解体中の私達を守るために戦ったとでも言うつもりか？　なんだそのたわけた言い分は。私達より前に敵と遭そう遇ぐうしただけだろうが。もっとましな言い訳を考えろ。誰が信じるか」

「私とて信じられん」ギリアン──歯を食いしばった憤ふん怒ぬの形相。「悲ひ惨さんというしかない。この清き白人の都市で、あらゆる客観的判断を考こう慮りよしてなお、有色人種の元兵士をリーダーとせねばならないとは。そればかりか、白人のＭＳＳ長官が罠にかかった挙げ句、その代理としてまたもや有色人種が戦いの矢や面おもてに立つとは。いったいこの国はどうしてしまったのだ。我が同どう胞ほうと信じた者たちは揃そろいも揃ってクズばかりだ。お前も白人として忸じく怩じたる思いを抱いだかんのか」

「いったい何を言ってるんだ？　お前とて未来党の犬だろうが──」

「私を犬と呼ぶな！」金切り声じみた怒鳴り声──呆あつ気けに取られる御影＋戦術班＋処理班──ギリアンの背後で機体から現れる第二作戦部隊の面々＝何やら沈ちん痛つうな面おも持もち。

　犬と呼ばれて激げき昂こう──そう呼ばれたくないと思っている／そう呼ばれるかもしれないと思っている／そう呼ばれて当然だと自分を呪のろっている。

　御影＝大いに混乱──一歩後退／思考の大逆転についていけず／だが持ち前の明めい晰せきさでそうとしか考えられないと結論／呆気に取られた顔を隠かくさず相手をまじまじと見つめる。

「私達を支援するようお前達に命令できる人間など限られている。まさか……そうなのか？　州知事がお前に私達を守れと命じたのか？」

　ギリアン＝答えず──きりきりと糸でも嚙かみ切ろうとするように前歯を軋きしらせる。

「だから我々の捜そう査さの先回りができたのか？　つまり……こういうことか？　そもそもお前は、未来党に従属するふりをしながら、エドワルト州知事に情報を流していた──」

「黙だまれ！」ギリアン──怒りで真っ赤になる顔／左目ににじむ涙なみだ。「私が従うのは偉い大だいな祖国とその国民だ。この危急存亡の事態に対処し、首都を守ることができる指揮官が必要なのだ。そして〝キプロスの英えい雄ゆう〟ならば多くの市民と兵士が従う。人望においても手しゆ腕わんにおいても権限においても匹ひつ敵てきする者はいない。客観的に、理性的に、論理的に、他ほかに答えはないのだ。なんたる皮肉、なんたる堕だ落らくだ。第二作戦部隊を内務省のくびきから解放し、真の特とく殊しゆ部隊とするというエドワルトとの約束がなければ、中央墓地に行って英えい霊れいに詫わびながら自分の頭を撃うち抜ぬいているところだ」

　これまで堪こらえに堪えてきたであろうことを軒のき並なみ大放言──御影＋ＭＳＳ人員＝ぽかん──第二作戦部隊＝みな涙ぐんでいる。

　御影＝ぱちぱち目をしばたたかせて。「一つ訊きくが……そんな約束を信じるほど州知事と親しいのか？」

「親しいだと？」ギリアン──ぎょっとして。「馬ば鹿かを言うな。誰があんなやつと。せいぜい、キプロスでやつと遂すい行こうした作戦について軍事的かつ政治的観点から議論する程度だ。私か、やつの自宅で」
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　地下道──バイクで走り抜けるシャーリーン＝ヘルメットの下でインカムにだらだら吹き込まれるお喋しやべり。「やー、怖こわかった。無事に脱出できて良かったけどさ。犠ぎ脳のう体の分ぶん離りパーツは一つしか処分できなかったし。もう一つは誰が取ってったんだろーね。やっぱイギリスの連中だよね。ほんと腹立つな、あいつら。まー、今回は無事にＡＰ爆弾も爆発させられたけどさ。予定外のことばっかだよ。もー、〈太公望〉は見つからないし。どこにあんの、あれ？　あたしの仕事、増えて増えて仕方ないよ」

《知るかいや》陸王＝苛いら々いらと無線通信で返答／バイクの荷台に行ぎよう儀ぎ悪く着席──後方を疾しつ走そうする〈蟲〉＋アームスーツの軍勢を振ふり返る。《戦せん闘とうのたんびに人が減ってくわァ。そろそろ数が足らなくなるんじゃーないかァ？》

「さっきも言ったけど、そのうちレベル４が完成するから大だい丈じよう夫ぶだってば。バロウ神父も捕つかまえたし。カラス博士もいるし」

《じゃァ、ちっとは被ひ害がいが減りよるかの。わしらァ自分たちの国を作って平和に暮らしたいだけじゃ、ほんまァ～。このままじゃァ国を作っても住む人間がおらんよーになってまうわァ》

「大丈夫、大丈夫」シャーリーン＝完全に他人ひと事ごと／気楽な調子。「心配ないって」

　都市に大打撃を与あたえて揚よう々ようと撤退する集団──そのしんがりを守る黒いアームスーツ＝クルド系兵士が操縦するその背にぴたりと張りつくもの──小こ蟹がに。

　暗闇をひた走る者たち──小蟹がひそかにその声と位置と方角を記録していた／安全な場所で送信するために／彼らにさらなる混こん沌とんをもたらすために。
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　交通の大混乱──一いつ般ぱん道に降りたもののミリオポリス市から南のヴィーナー・ノイシュタット市＝〝新しノイシユい街タツト〟という名とは裏腹の歴史ある郊こう外がいの街／第二次大戦時にアメリカ軍による無差別爆撃で市のほぼ全域が崩ほう壊かい／数千人の犠ぎ牲せい／市民の尽じん力りよくで復興。

　周囲の交通はやや混こんでいただけで走行不能とまではいかず──だがミリオポリス市に入る南側の道が全て車で埋うまっているか、大渋じゆう滞たいが予想されるため、手前の街で待機せざるを得ず。

　近辺にある軍の基地と連れん絡らく──基地の宿舎に泊とめてもらえることに／軍用通信でようやくまともにＭＳＳと連絡がついた──ＭＳＳ本部ビルの無事を確かめることが出来た。

　水無月の声は聞こえず──ＭＳＳ本部ビルがマスターサーバーを緊きん急きゆう閉へい鎖さから再起動させるための作業でＰＤＡが使えず。

　ニュース──内務大臣の死亡／グスタフ内務調査官が行方ゆくえ不明に／ヘルガ長官の逮たい捕ほとスピード起き訴そ──イグナツ上院議員が代行閣かく僚りようとして内務大臣に就任＝大打撃を負ったＭＳＳだがそんな打撃は負わなかったかのように扱あつかって事態鎮ちん静せいに当たらせる／交通施し設せつの混乱を収しゆう拾しゆうするよう各機関に呼び掛かける。

　翌朝＝鎮静するどころか増大する交通混乱──基地の人々までも慌あわただしく走り回る／防災施設にも情報汚お染せんが波は及きゆう／通つう信しん網もうに未知の障害／このままでは緊急出動部隊すら機能停止に。

　平和に見える人口二千五百万の超大型国際都市──だがＡＰ爆弾による被ひ害がい額がくは何十億ユーロにものぼり、全都市規模の情報汚染でさらに被害額が激増──九発目のＡＰ爆弾が炸さく裂れつするという噂うわさが飛び交かい、各国の大使が都市を出るため大挙して空港へ。

　このまま情報汚染が広がれば都市が眠ねむりにつく──恐おそるべき経済的空白＝商しよう行こう為い／為替かわせ／証券取引所が機能停止しかねない──物々交こう換かんが主だった中世の暗黒時代に戻もどりかねない。

　そうなれば想像を絶する巨きよ額がくの損失に──ニュース＝アナリストたちの悲鳴──このままでは国の紙し幣へいの信用が暴落して第二次大戦前のときのような経済崩壊に直面する。

　さらには内政的・国防的空白＝警察／消防／病院／軍事基地が機能停止するか孤こ立りつしかねない──国の首都として何もかも崩壊しかねない。

　音もなく蔓延はびこっていた電子のイバラの呪のろい──まるで発はつ症しよう時にはもう手て遅おくれになっている凶きよう悪あくな感染症のよう──都市が眠りながら死んでいく。

　なんとかしなくてはいけない──誰もが右往左往／だが解決の糸口はどこにもなし。

　冬真──捜査班員と相談／市の警察の交通課と相談／道路以外の道を探す──河川に注目。

　二人で河に行って観光用の釣つり船をレンタル──ドナウ河の支流を遡そ上じよう──河岸＝車は使わない方がいいと判断した人々＝徒歩／自転車／馬やポニー──本当に中世に戻ったかのよう。

　のろのろとした速度で河を遡さかのぼりミリオポリス第三十ジーク五区ムントへ到とう着ちやく──町外れの田舎道。

　そこから荷物を抱えて歩く──ぎゅう詰づめのバスに乗る──バスの終点の街でまた一いつ泊ぱく。

　街で自転車を買って田舎道を終ひもす日がら走り続ける──ウィーン国際空港が見えたときは冬真も捜査班員も感動で思わずハイタッチしていた。

　空港＋空港用高速道は機能を維い持じ──まるで逃にげたい者は逃げろと言っているかのよう。

　夕暮れ＝レンタカーを飛ばす捜査班員──冬真＝大学に行こうと行くまいと運転免めん許きよは必ず取ろうと決意──やがて最後の難関に到とう達たつ。

　本部ビルまで五キロの地点──完全に一般車の群で埋まってしまった道路。

　駐車場にレンタカーを停とめて徒歩で移動──それまでの道程に比べればたやすい距きよ離り。

　夜──疲つかれきった冬真＋捜査班員の到着──玄げん関かんで閉鎖されたロビーの扉とびらを開いてもらう／掃そう射しやの痕あとが生々しく刻まれたゲートを通過──冬真は地下へ／捜査班員は上階へ──別れ際ぎわに固い握あく手しゆ＝旅の道連れとして／感謝を述べる冬真／有意義な捜査だったと告げる捜査班員。

　解かい析せきフロア──入るなり男泣きのディーゼル課長に巨大な両りよう腕うでで抱だきすくめられる。「頑がん張ばったね、冬真くん……君と接続官コーラスたちこそ真のサイバー戦士だ」

　うっかりそのまま眠ってしまいそうなほど疲ひ労ろう困こん憊ぱいの冬真。「水無月くんは……？」

　ようやく冬真を離はなす──大きな掌てのひらで涙を拭ぬぐう／さらに溢あふれ出す。「医い療りようフロアで眠っているよ。脳は眠ったまま身体機能だけ目覚めたんだ。マスターサーバーへの接続時とは逆に。それで特甲トツコーを転送して敵を退けてくれた」

「水無月くんから連絡があったんです。本当に。間ま違ちがいじゃありません」

　大きくうなずく。「脳内チップによる接続で、フリック・ポイントが混乱したんだ。マジシャンがパチンフリツクと指を鳴らして人を消してしまうように。とはいえ本当に消えたり魂たましいが肉体を去ったわけじゃない。必ず種を明かす。君は休みたまえ」

　眠りたくはなかったがそうせざるを得ないほど眠ねむ気けに襲おそわれる朝型人間──ありがたく従う／自室に行く前に医療フロアへ／眠れる水無月の傍かたわらで感謝を述べる──いつでもＰＤＡや端たん末まつのチャンネルは空けてあるからと呼び掛ける。

　返事はなし──だが必ず返事はあるはずだと信じて自室へ──バロウ神父が戻ってきていないことに胸むな騒さわぎを覚えるも何も出来ず──この疲労さえ取れればきっと何かが出来ると信じて眠りに落ちた。

　夢の中で鳳がイバラに囚とらわれて眠っていた──イバラに触ふれた者はみな眠りに落ちる。

　有用なる空白の持ち主を除いては──イバラが絡からみつくことのできない空白──その人物が進んだ後に道が出来る──その人物に会わなければならない。

　いったいその空白が何であるか──ふと気づいた。

　運動野と感覚野の結合に忍しのび込むイバラ──その結合そのものが空白であるということ。

　生まれながらの特質たる脳──父が何を考えていたか、やっとわかった。

　彼らがつながることの意味──彼らならイバラに勝てると父は知っていたのだ。
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　翌朝──ＭＳＳ本部ビル＝三階──被害を免まぬかれた大会議室＝通つう称しよう〝教室〟に集合。

　残された者達の戦意がみなぎる──長官代理としてみなの前に立つニナ。「ついに〈インフィニティ〉の捜査許可が下りた。ＭＰＢにも同様の許可が下りている。作戦は合同で行われるが遠えん慮りよはするな。ただちに教団の全施設を急きゆう襲しゆうし、本事件の主犯を確保。拉ら致ちされた仲間を救出する。監かん視し班の報告では第二グリン十九区ツイングの施設に教団のリーダーがいる。また、転送兵器と思われる物体も複数確認された。〈アイギス〉と戦術班Ａ群はこちらを急襲する。戦術班Ｂ群と要よう撃げき小隊は〈トリアイナ〉とともに第十ジンメ一区リングへ。予備電線を守るとともにマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉を我々の管理下に置く。これについてはディーゼル課長から説明を」

「はい」巨きよ漢かんがぬっと立ち上がる。「第三十ジーク五区ムントの予備電線が焼しよう却きやくされたことと、襲しゆう撃げきへの防護のため緊急閉鎖を行ったことが原因で、〈[image: ばく]バク〉の防護力の低下が懸け念ねんされます。さらには保護された八人の少女のうち七人までもが死亡。敵性ユニットが構築する何らかのシステムは完成段階に入ったと思われます。また一方で、ＭＰＢの〈刕レイ〉とのブレークアウトで敵性ユニットへの有効な攻こう撃げきが実行できたことから、さらなるブレークアウトを行うべきと判断しました。すなわち予備電線がまだ無傷な第十ジンメ一区リングにある福ふく祉し局のマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉に、〈トリアイナ〉を介かいして我らが接続官コーラスを接続するのです。しかるのち接続官コーラスの仲ちゆう介かいで、〈[image: よう]ヨウ〉、〈[image: ばく]バク〉、〈刕レイ〉の三つのマスターサーバーのブレークアウトを実行。敵性ユニットに対たい抗こうする電子的な要よう塞さいを築いて〈[image: あまた]アマタ〉と〈[image: かむき]カムキ〉を守り、都市を襲う情報汚染を駆く除じよします」

　御影＝挙手。「水無月は……大丈夫なんだな」

「はい」断定する声が僅わずかに震ふるえる。「彼ならやってくれると信じています」

　みんな黙り込む──脳死してなお盾たての役目を続ける少年──乙＝カタナと静せい穏おんさを抱いだいて宙を見つめる／ひそかな覚かく悟ご──水無月が本当に駄だ目めになったときは自分しかいない。

　自分が情報汚染を引き受けねばならない──再び特甲児童達がおかしくなる前に。

　ディーゼル課長の着席──ニナ＝壇だん上じようにて果断に号令／ヘルガの代理を全身全ぜん霊れいで務める者の声。「一、〈インフィニティ〉をＭＰＢと協同で徹てつ底てい制圧、一人残らず確保しろ。二、第十ジンメ一区リングで第二作戦部隊と協同で最後にして最大の電子的防護を築き、これを守れ。いかなる火が敵の手にあろうとも、我々に許された火をもって要撃するのみ。総員、ただちに出動！」

　一いつ斉せいに立ち上がる人々──素す早ばやく退室／それぞれの役割をまっとうするため駆かけ出す。

　冬真──用意した荷物を抱かかえてニナ＋乙＋ディーゼル課長とともに地下一階の駐ちゆう車しや場へ。

　ニナ＝冬真へ。「道路状じよう況きようは悪化するばかりだ。解析課と連絡を取り合い、最善の道を進め」

「はい、ニナさん」

　乙＝くるりとみなを振り返る。「冬真、一人でどっか行くの？」

　うなずくディーゼル課長。「ＭＰＢへ行くんだ。特甲児童に対する情報汚染の切り札になるかもしれない。その後、僕らと合流することになるだろう」

　乙＝それがどんなものであるか皆かい目もくわからず──だが冬真が変わらず必死に自分たちのために頑張ってくれていることに感謝──カタナを一方の手に握にぎったまま、きちんとお辞じ儀ぎ。「ありがとう」

「必ず成功させてみせる」冬真＝いつになく決意を込こめて。「信じて。鳳さんも水無月くんも戻ってくる。雛さんも日向さんもきっと見つかる」

「うん」にっこり──不安も悲しみもぴたりと隠かくして。

　駐車場＝特とく殊しゆ車両がずらりと並ぶ一角──冬真のために用意されたもの＝スクーター──ホンダ・スーパーカブ。

「砂さ漠ばくでも走れる往年の名機だ」ディーゼル課長＝愛車を提供──冬真のために早朝から小一時間レクチャー＝ＭＳＳの権限で運転免許をその場で作成──太い手で〈トリアイナ〉の備品である防ぼう弾だんチョッキ＋ヘルメットをスクーターのシートに置く。

　冬真──両方を着用／端末や非常用の荷を入れたリュックサックを胸側にかける──勇ましくスクーターに乗車。「行ってきます」

　うなずくニナ──冬真＝エンジン・スタート──パタタタと軽快な音を響ひびかせスロープをのぼる／教わった通り加速と減速を繰くり返しながら街路へ走り出た。
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　揺ゆらめく現実感──夢の中から見る光景──別の存在が見ている夢が今の自分であるという感覚──胡こ蝶ちようの夢──機械仕じ掛かけの魂がもたらす揺りかごの眠りと覚かく醒せい。

　国境際の森の館やかた──一人の女＋二人の博士＋男たちが移動する／女と脳のない博士が年老いた博士を強ごう引いんに黒いバスに乗せる。「ほらほら、バロウ神父。早く早く。ここにいたら、あたしらみんな、憲兵に蜂はちの巣すにされるだけですって。その前にあたしが撃うってもいいんですよ」

　鳳を手招く博士──脳がない頭をかつらで隠している／その顔が別の誰だれかのものに見える／優やさしいブラウン博士の微笑ほほえみ──あるいは緑の目をした鷲わし鼻ばなの男。

　従おうとしてふと何かを感じる──火が起こる予感／宙を仰あおぐ／自分とつながっている者たちが殺さつ戮りくに興じている──悲鳴が聞こえる。

（お姉ちゃん）弟妹の声──殺戮を喜んでいる。（殺して）

　エメラルドの輝かがやきが満ちる──空中機動型＝レベル２。

「鳳はどこへ行こうとしているのだ？」バロウ神父──バスから身を乗り出して。

「特甲猟兵達の行動に何かを感じたようだ」カラス博士──どこかにある自分の脳を通して察知している／ユニット同士のつながり。「モーゼル教師長が……アルブレヒト・アイスラー博士たちが逃げ込んだ砦とりでに行こうとしている。ＭＰＢとＭＳＳの両方に狙ねらわれている施設だ。我々は近づかない方がいい」

「アイスラー博士を見捨てる気かね？」

「あの人はねー、〈太公望〉が見つかんないせいで、ちょーっとやばい選せん択たくをしちゃったんですよ。未来党に頼たのんで軍の〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の残党に守ってもらおうとしたわけ。ＭＰＢとかＭＳＳだけじゃなく、あたしらからも。トラクルのおじさんとの交こう渉しようも上手うまく行かなかったみたいだし。ま、しょーがないですよ。本当なら六年前に死んでる人なんですから」

「鳳をそんな場所に行かせる気かね？」

「だって、あたしらにも止められないじゃないですか。〈九姉妹〉が完成しないと。ほら、鳳がこの国と戦争を始める前に止めてあげましょうよ。あたしとカラス博士とあなたで。そうするのが一番でしょ？　バロウ神父？」

　鳳──言い合う人々を地上に残して、ふわりと宙を舞まった──機械の迅じん速そくさで飛ひ翔しよう。

　眼下に広がる都市──自分と同じように眠ねむりにつこうとしている／夢の中で真実を知ろうとしている／新たに目覚めて別の存在になろうとしている。

　時間の感覚が消えているため速いとも遅おそいとも感じず到着──森に囲まれた施し設せつ。

　古い修道院を要塞化した建物──看板＝〝主のお慈じ悲ひ〟と書かれていたらしい／『３７２９２３１７１３１１７』に見える──自分を守る数字／つながりを導く数字／脳の中の狂くるった小人たちにかろうじて残された鍵かぎ──すぐに見えなくなった。

　特甲を還送──施設に歩み入った。

　通路に引き裂さかれた死体／銃じゆうで抵てい抗こうしようとした男たち──血まみれ。

　南側──浴場へ／自分が来たことをここにいる者たちは察している／彼らのいる方へ。

　蒸気──怒ど号ごう／わめき声／悲鳴／断だん末まつ魔ま──むせ返るような血の臭におい。

　三人のけだものが人々をなぎ倒たおしている──アリジゴクの女王がその光景を楽しんでいる。

　振ふり返る四人──白露／光葉／陸王＝両腕だけの部分的な特甲姿──蛭ツー雪シユエ＝いつもの手足／四本の蛇じや腹ばらの腕──蛭雪に付き従う三人の〈蟲〉たち。

　蛭雪＝ちらりと殺意が光る──だが今の鳳の状態を見て取って嘲ちよう笑しようの光に変わる。

　歩み寄る鳳──全身が錆さびつく幻まぼろし／喉のどの渇かわき／カサカサと黒い虫が這はう／全身の感覚がなくなっていく／おびただしいフロー状態──何の抵抗もなく受け入れた。

「助けてくれ」モーゼル教師長＝鳳へ──ぜえぜえ喘あえぐ／口の端はしからしたたる血／切り裂かれた法衣が真っ赤に染まっている。「頼む、私達は君の役に立つ。君と彼らと〈九姉妹〉のために働ける」

（殺して）声──子供たちのささやき。（お姉ちゃん）

　ここに火は起こらない──起こるとすればこの後になる／今は何もすることはない。

　機械仕掛けの魂がそう判断した──何もしない代わりに黙だまって見守った。

　モーゼル教師長に歩み寄る白露──両手＝白しろ銀がね色いろの特甲／血で真っ赤に濡ぬれている──冷え冷えとした微笑み＝唇くちびるに濡れた血。「あなたの脳を食べれば恐きよう怖ふを思い出せるかもしれない」

　絶望のあまり虚うつろな顔になるモーゼル教師長──歩み寄る光葉＝両手に特甲／きらきら光るガラスの爪つめ──釘くぎでも打ち込むようにモーゼル教師長の脳天に爪を突つき刺さした。

　まだ生き残っている者たちが叫さけび続けている──かつて教団の信者達を教祖ごと炎ほのおに投げ込んだ者達──巡まわり巡って血の饗きよう宴えんに供えられる──鳳＝ただ虚ろに見つめた／揺りかごの夢の中から／弟や妹たちと一いつ緒しよに。

　陸王＝返り血を浴びた顔／ぎらぎらした目──鳳へ。「今度会お～たら玩具おもちやにしたる～思ォたがのォ～」──別の声。「ま～脳を抜ぬき取られるまで我が慢まんじゃあ～兄ちゃんよォ」──別の声。「わしも遊ばせてェな兄ちゃんら～。ほんま、べっぴんじゃこの子ー」

　するすると蛭ツー雪シユエが近づく──陸王の体に蛇腹の四し肢しを巻き付ける／怖こわい笑みを浮うかべる。

　陸王＝呆あきれ顔。「お前の方がずっとべっぴんじゃァ、蛭ツー雪シユエよォ～。弟らにゃァちょーどえーゆーだけでなァ」

「ねえ、君も浴びなよ」白露──鳳へ。

　三人の〈蟲〉たちと同じく傍ぼう観かんしていた鳳──白露を向く。

　白露＋光葉──顔中が真っ赤／体中が真っ赤／ずたずたにされて息絶えたモーゼル教師長の遺体をロープで吊つるしている。

「〈ローデシア〉のやり方だよ。吊すと血を浴びるのに便利なんだ。体の錆さびが取れるよ」

　暗い森の中から綺き麗れいな月がのぼるのが見えた──振り返った暗くら闇やみで木々の間から見た月──真っ赤な月──こちらへ来いとささやいていた／狂える脳の小人を宥なだめる応急処置／感覚野へのアプローチ──いつか誰かにこの身に触ふれてもらったように。

　歩み寄った──木々の間を抜けると月の光が降り注いでいた。

　光を浴びた──真っ赤に濡れた──まるでお日さまのような温かさ。
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　いよいよだと覚悟する──まだそのときではなかったと安あん堵どを抱く。

　その繰り返し＝体力と精神力を削けずられる日々──いっそ敵に協力したくなるよう仕向けられる──自分をこんな目に遭あわせた者達へ必ず報復してやるという思いにすがって耐たえた。

　絶望的な状況では復ふく讐しゆう心が支えになる──愛国心や家族への愛といったものは逆用されやすいし冷静でいられなくなるが、激しい復讐心はむしろ冷れい徹てつな思考を与あたえてくれる──脱だつ出しゆつの計画のための精神力を生み出してくれる。

　日向──窓のないどこかの狭せまい部屋──一日の大半は拘こう束そく具でベッドに固定。

　消えかける時間の感覚を必死に保つ──常に手術用の患かん者じや服を着せられる恐怖に耐える。

　頭部──剃そられた髪かみ／油性ペンで記された手術のための印／いつ脳を抜き取られるかわからない不安に一度でも負ければ心を砕くだかれるとわかっていた──無言でとことん戦った。

　たまに現れるサソリ男──つまらなそうに。「なんでさっさと脳を抜き取らないんだ？　やっと黒人どもが運び終えたってのに。いいか。お前を爆ばく弾だんに縛しばりつけるか、線路に縛りつけるか考えたんだが、やっぱり線路にしたよ。死んだ連中の取り分だったダイヤの石を投げつけて殺してやる。そんな豪ごう勢せいな石打ち刑けいは見たことがないだろう？　砂漠でくたばったお前の家族にも、あの世で自じ慢まんできるんじゃないか？」

　ベッドに拘束されたまま見聞きした全すべての情報からここがどこか考え続けた──どうすれば脱出できるか──不可能ではないと自分に言い聞かせた／必ず脱出して報復すると。

　戦場での拷ごう問もんとは異なる状況──清潔な環かん境きよう／おかしな法衣を来た連中が部屋の清せい掃そうに来るたび鎮ちん静せい剤ざいで眠らされる──目覚めるたびにどれくらい時間が経たったかはかろうとする。

　時間が止まった薄うす暗ぐらい部屋──あるときふいに銃声らしき音が聞こえた。

　ベッドに拘束されたまま本当にその音を聞いたか確かめようとした──投とう与よされた薬の効果が残っていてぼんやりする／そのうち現実と幻げん覚かくの区別がつかなくなるという予感──あるいはもうそうなっているのかも。

　だがそうではなかった。

　世界を震しん撼かんさせんばかりの音──部屋中がびりびり震ふるえた。

　爆弾でも爆発したのかと思った──だが実際は巨きよ大だいなものが扉とびらを蹴けり開いただけ／ずっと静かな部屋に閉じこめられていたせいで物音に過か敏びんになっていた。

　驚おどろくほど音を立てずに白いアームスーツが入ってくる──静かすぎて幻に思える。

《遅くなった。今解放する、アナベル伍ご長ちよう》誰のものとも知れぬ電子音声。

　アームスーツの手が拘束ベルトの一つを引きちぎる──後は自分で外せと手て振ぶりで示して片手に持った機銃を用心深く通路の外へ向ける。

　日向──思うように動かない体＝何とかベルトを外す／転がり落ちるようにしてベッドから降りる／両足に力を入れて立ち上がる──ふと相手が自分をどう呼んだか思い出した。

「……カリウス軍ぐん曹そう？」

　アームスーツは答えず──日向を置いて信じがたいほど素早く走り出す＝通路へ消える。

　呆ぼう然ぜんとして追おうとしたとき背後から何かに抱え上げられる──別の白いアームスーツ×二──真後ろにいたのに気づかないほどの静せい穏おん性。

　抱えられたまま運ばれた──幾いくつもの死体＝アームスーツの機銃に撃たれて粉々に吹ふっ飛んだと思おぼしき者達──サソリ男らしき者はおらず。

　外へ──森の中の建物だったことを知る／修道院のような施設／どこかで激しい銃撃戦が行われている音がこだまする──迅速に音もなく走るアームスーツ×二＝森に張り巡らされたワイヤーのフェンスを跳とび越こえる──河岸へ＝古いトンネルへ。

　地下道──停とめられていた車＝救急車──開きっぱなしの後部扉。

　車内の担たん架かに荷物のように置かれた──急激な移動と鎮静剤のせいで空を飛んでいた気分。

　後部扉が閉まる──救急車が走り出す。

　日向──身をよじって起き上がる／車内の揺れで倒れないよう進む／運転席の背後で座り込む──掠かすれた声で問う。「なぜ助けた」

「人道的な配はい慮りよとしては当然ではないかね？」微笑み──救急隊員に変装した男──ミネラルウォーターのペットボトルをパネルのフックから取る／片手で蓋ふたを開ける／自分で飲んでみせてから日向に差し出す。

　受け取る──男がごくりとわざとらしく音を立てる＝毒ではない──一気に飲み干した。

　誰だかわからず──だがデータで見たイギリス人捜そう査さ官のデューク・ブラックストーンとしか思えない──高度な静穏能力を誇ほこるアームスーツ＝イギリスＧチームの主力兵器。

「俺から何を聞き出したい？」親切心だけで助けるわけがないと決めてかかる──その通りだと男の横顔が笑みを浮かべる。

「虜りよ囚しゆうの経験を語らせるのはこの世で最も残ざん酷こくなことだと知りながら、あえて質問しよう。拘束されていたとき、やつらから爆弾かダイヤかマスターサーバーについて、何か話を聞かなかったかね？」

　すぐにぴんと来る──薬の効果が切れてゆくのがわかる。「その前に教えてくれ。敵に黒人グループはいるか？」

「公共Ｏ放送Ｒ局Ｆに浸しん透とうしたアフリカ系の過激派が国連広場での戦せん闘とうで情報汚お染せんを中ちゆう継けいした」

「そいつらがダイヤと爆弾を運んだ」

「ふむ、さもありなん。容易に推測できることだな。肝かん心じんの運うん搬ぱん先はどこだと思うかね？」

「文化委い託たくだ」石を投げつけて殺してやると告げた男の顔を思い出す──心を守るために燃やし続けた復讐の炎が暗い声となって口から噴ふき出す。「やつらはもともとあった場所にダイヤを戻もどした」
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　警察とか特とく殊しゆ部隊とかに踏ふみ込まれて部屋にある物を全て押おう収しゆうされたときのことを想像──いったい懲ちよう役えき何年くらいになるのだろう？

　そもそも終身刑である雛──だがなんとなく想像すると愉ゆ快かいな気分になる／判決を読み上げる判事が終身刑のついでに死んだら遺体に唾つばを吐はきかけて国民の前で焼いてしまえと言っている様子が思い浮かぶ──暗い空想をもてあそびながら武器をセットアップ。

　床ゆか一面に小こ蟹がにの群──爆弾・ウィルス・電子戦用中継器──全ての武器を別々に組み込む。

　もともと大蟹が内蔵していた小蟹の組み立て機を参考にして自作──市し販はんのリモコン・ロボットの玩がん具ぐを買えば簡単に改造できることを発見──せっせと大量生産＝驚きよう異いの手工業。

　作業をしながら空想にひたる──自分が決断から逃にげていることを自覚する。

　キッチンでは〈太公望〉が敵性ユニットへの対たい抗こう措そ置ちを準備中──だがそれだけでは敵への致ち命めい傷しようとはならない／敵が手に入れようとしたものを奪うばってやらねばならない。

　敵が開発しようとしてできなかったもの──鳳の頭の中の脳内チップ。

　おそらく脳内チップだけなら作れていた──だがかつて開発されたコードを解読できなかった／だから鳳をとらえてその頭の中を見るしかなかった／つなぐ方法を探さぐるしかなかった。

　その方法が見つかれば──鳳の脳を抜き取ってユニットと一体化させるはず。

　では──自分はどうするべきか？　〈ボーマン・ユニット〉と〈アルタルフ〉と〈太公望〉を手に入れた今、鳳を正気に戻すことが限りなく不可能であることを思い知らされる。

　そもそも特甲トツコー児童開発の際に仕組まれていたとしか思えない──鳳にのみ移植された特殊な脳内チップをいじったとしか思えない。

　下手をすればせっかくこうして死んだふりをして逃げられた自分さえ鳳のチップを通して追つい跡せきされかねない──支配されかねない──どれだけ離はなれていたって関係ない。

　考えれば考えるほどシャーリーンに仕し掛かけられた４ＪＯウィルス以上に厄やつ介かい──シャーリーンやサードアイや彼らの仲間を皆みな殺ごろしにしたところで事態は変わらない。

　自分は鳳を殺すべきだろうか？

　やれ──心の暗闇がささやく──彼女の脳内チップを破は壊かいするのだ。

　百一体目の新品の小蟹を完成──もう十分すぎるという心の声／ようやく手を止める。

　大音量で鳴らし続けている音──モーツァルトが途中まで書いて亡なくなった『レクイエム』──アダー神父の後を受け継つぐ自分のテーマ曲。

　アダー神父もこんな風に世界を感じていたのだろうかという思い──どれほど音楽を鳴らそうとも自分が一人であるという事実はごまかせない。

　孤こ独どく──これまで言葉だけは知っていたし一人になったって全然平気とか思っていたけど、これはもう恐おそろしいとしか言いようがない──自分はこの先ずっと死ぬまでこんな風に誰だれとも本当のことは話せないままなのだろうと思うと耐え難がたいほどの寂さびしさに襲おそわれた。

　犯罪者の鉄則──会話する相手が少なければ少ないほど捕つかまりにくい。

　どこかで平和に幸せに暮らすのだとアダー神父は言ってくれた──どうすればそんな風になれるのか見当もつかない。

　自分は消えるのだ──この自分自身だけでなく／誰かの心の中にいる自分が消える／誰にも思い出してもらえなくなる／この宇宙において本当の意味で自分はいなかったことになる。

　それだけは嫌いやだと心が叫ぶ──そうするしかないのだと理性が宥めようとする。

　きっとそのうち完かん璧ぺきに偽にせの自分を作り上げればそれが自分だと思えるようになる──偽の自分を本物として扱あつかってくれるどこかの誰かがいてくれるようになる──決してそうなるとは思えないのに必死に自分を宥めすかす。

　コール──突とつ如じよとしてソファのどこかで何かが鳴り出し、ぎょっと立ち上がっていた。

　見つめる──アダー神父が渡わたしてくれた衛星電話──シャーリーンとの連れん絡らく用回線。

　そのうち改造して自分だけの無料電話にしてやろうと考えていた──話し相手もいないのに。

　とっくにシャーリーンはその回線を閉じている──雛が死んだと判断した証しよう拠こ──なのに回線を復活した？　こちらの生存がばれた？　どうして？

　そろそろと電話を手に取る──着信表示を見てぽかんとなった。

　特甲転送のときいつも助けてくれていた少年のＩＤナンバー──急に腹が立った。

　自分たちを守って倒たおれた接続官コーラス──その存在を餌えさにして誰かがこちらを釣つり上げようとしている／水無月の存在を利用している──許してはいけないという思いが瞬しゆん間かん的に沸ふつ騰とう。

　別にそんな風に思わなくたっていいのにという冷静な自分──どうだっていいはずなのに。

　だけど不思議な感情が記き憶おくとともによみがえる──いつだったか鳳と冬真のデートを邪じや魔ましに街へ水無月と一いつ緒しよに飛び出したときのこと──脚あしが動かなくなった雛をおぶってくれた。

　電話の相手が誰であれ自分のタブーに触れた──一瞬で各ユニットによる追跡を準備／この通信者が誰であれ相応の報むくいを受けさせねばならない。

　おもむろに通話オン──じっと無言で相手の声を聞いた。

《やれやれ、やっとつながったか。聞こえてるな、雛？　いや、雛くん？　そこにいるのはわかってるんだ》

　手から電話をすとんと落とした──ソファの上で跳はねながら声を放ち続けた。

《君につながったということは、どうやら君が関係しているらしいな。電子戦の最中に僕に干かん渉しようしたに違ちがいない。君は大だい丈じよう夫ぶなのか？　このままだと君はＭＳＳのデータベース上でもうじき死亡扱いになるぞ。もしかして困ったことになっているのか？　〈アンタレス事件〉のときの冬真みたいに閉じこめられているとか？　もし助けが欲しければ、早めにそう言ってくれ。というか今すぐに。どれくらいこの回線に意識がとどまっていられるかわからないんだ》

　このまま自分と話していて欲しい──危あやうく口にするところだった／両手で口を押さえた／涙なみだがぽろぽろこぼれた／携けい帯たい電話にぽたぽた落ちた──息を殺して泣きながらしゃがみ込んで携帯電話に顔を寄せた──ずっと話していて欲しい。

　決して口にしてはいけない──口にすればもう自分はこの孤独に耐たえられないから／投とう獄ごくされるとわかっていながら仲間のもとに戻ってしまうから。

　でもわかって欲しい──自分がそう思っているということを──大半の逃とう亡ぼう犯が抱いだく最も強きよう烈れつで辛つらい感情──自分はここにいると伝えたい──あなた達に会いたい。

《返事がないな。よくわからないが危機的状じよう況きようと判断する。僕が消えるまでの間に可能な限り助けるから、くれぐれもこの回線を維い持じして──》

　手を伸のばして携帯電話のスイッチをオフにした──声が途と切ぎれた／ユニットで遮しや断だんした。

　ソファに倒れ込んで声を上げて泣いた──悲しくて嬉うれしくて──自分を見つけてくれた。

　それで十分だった──本当に死んでしまうほど頑がん張ばるくせに誰からも誉ほめられなくてもいいと思っている水無月──ママのキスも知らずに育ったくせに──助けると言ってくれた。

　やってやろう──水無月のために／冬真のために／仲間のために／特甲児童達みんなのために──鳳を呼び戻してやれ──殺すのではなく。

　本当なら今すぐ逃げる準備をしないといけないのに──シャーリーンへの報復は秘密裏りに行うべきであってＭＳＳや他の組織と出くわすようなことはしてはいけないのに──〈太公望〉もそれだけはやめた方がいいと忠告しているのに。

　鳳の脳が摘てき出しゆつされるのを待ってシャーリーンたちごと木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばす方が断然たやすいのに。

　でも自分はママの愛情だけは知っていて、だからこそためらいなく父親を吹き飛ばせたのだとわかったから──自分はそういう人間だけど少なくとも誰かのために何かをするという心だけは失っていないことがみじめでちっぽけな自分の最後の誇りなのだと自覚したから。

「逃げない……ボク、逃げない」

　めそめそ泣きながら告げた──キッチンで〈太公望〉がちょっと困ったように沈ちん黙もくしたが、すぐに別のプランの構築を始めながら綺き麗れいな透とう明めいな声で言った。

《明ミン白バイ了ラ。別ビエ哭クー。我ウオ帮バン助ヂユー你ニー》

　わかったから──一緒にやってあげるから、泣かないで──と。
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　　第七の天使が器うつわの中身を空に注ぐとき

　　玉座から放たれる声が神しん殿でんから響ひびき、「ことは終わった」と告げる。

　　都市は三つに裂さかれ、かつての兵士が建てる方はこ舟ぶねは戦火に船出を迎むかえるだろう。

　　弔とむらわれた十二の将兵の墓標を薪たきぎに、外げ典てんを焼くときが来た。

　　手にした三つの剣つるぎに塗ぬられた毒を拭ぬぐうすべはなく、

　　火のしもべたる三つの樹を手に入れるほかない。

　　赤の札を切れ。




　　　　カール・クラウス




　守るべきルールを教わりながら自分が送ったメッセージ──何度も見返した──相手がメッセージに従って正しく動き始めたことを確かく認にんするために。

「完璧だ、ヘルガ」車くるま椅い子すに乗ったメンデル──デスクに向かうヘルガを微笑ほほえんで見守る／デスクの小さな端たん末まつのモニターを見やる──ニュース・サイト＝『ＭＰＢが事実上の独立州軍に──出動要よう請せいの第一号は過去に自じ爆ばく事件を起こしたカルト教団』『〈インフィニティ〉の施し設せつで銃じゆう撃げき戦せん？　死傷者が確認されるも捜そう査さを拒きよ否ひしようとする教団幹部達』『都市のシステム混乱を収しゆう拾しゆうするため内務省は、福ふく祉し局のマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉をＭＳＳの管理下に置くと発表。また国防省は、兵器管理局のマスターサーバー〈[image: かむき]カムキ〉の警護のためＭＰＢに部隊出動を要請』

　自分が放った僅わずかな言葉──ＭＰＢは確実に動き出した／イギリスが赤の札を手に入れて〈インフィニティ〉を襲しゆう撃げきした／ＭＰＢはマスターサーバーへの情報汚染に備えて兵器管理局を押さえてくれるはず。

「本当にこの端末と〈オルフェウス〉だけでずっとメッセージ・ゲームを行っていたのですか？」こうして効果を目まの当たりにしても信じられない気分。

「主にね。ただし重要なのは、この施設を活用することだ。看守たちだけでなく収しゆう監かんされた犯罪者たち全員を君のシンパにする必要がある。たとえば元ＭＳＳのシステム・エンジニアだった水無月の母親もここにいるが、彼女に協力させれば世界中の悪あく辣らつなハッカーたちとつながれる。悪を知り、上手うまく活用することだ」

「自分は悪に染まらずに？」

「善も悪も超ちよう越えつする場所があってそこに立ち続けていると信じればいい」チョコレートの箱を差し出す。「私からの御ご褒ほう美びだ。自分の部屋に戻って開くといい」

「また明日あした、レッスンのために来いと？」

「それが理想ではあるが、男子棟とうに女性が入りびたるのはよろしくないな。端末も〈オルフェウス〉も君の部屋へ運ばせる。連絡はその箱の中身で取り合える」

「わかりましたわ」

「見たところ、君がメッセージを送りたがらないのは二人か」

「何でもお見通しですのね」

「気持ちはわかる。私もバロウに送ることはできなかった。息子むすこや死んだ妻の墓の前でメッセージを開かれるところを想像してしまうからな。戻もどる途と中ちゆう、電話を使うといい。この施設の備品を活用することも覚えるんだ」

「了解ヤー、我がマイ師よスター」からかう──立ち上がる／部屋を出る。「ごきげんよう」

「ごきげんよう、カール・クラウス」からかい返す顔。

　案内もなく進む──囚しゆう人じん服のポケットにチョコレートの箱／あちこちのドアの鍵かぎ──最初に案内された道を通って女子棟へ。

　部屋に戻る前に電話の使用許可をもらう──許可された一日一本の電話。

　この刑けい務む所しよが誇ほこる高級ホテルなみの設備──個人ブースに入って有線電話の受話器を持ち上げた／一度も迷うことなくナンバーを押す──すぐにつながった。

　自然と相手を成人後の名前で呼んでいた──元国法研メンバーであるという記憶を遠ざけるために。「ごきげんよう、フランツ先せん輩ぱい」

　フランツ──すぐにヘルガを釈しやく放ほうするためのあれこれを口にする──穏おだやかに遮さえぎる。「いいえ、必要ありませんわ。私の状況はよくわかっています。ご心配感謝しますわ」

　口をつぐむフランツ──ヘルガの願いは何でも聞くという態度──メッセージ・ゲームを仕し掛かければ必ず動いてくれる相手──だがそうはしたくなかった。

　フランツとニナの二人には──自分の口で伝えたかった──今はまだ。

　いずれ自分もメンデルのように死んだことにせねばならないだろう──そうなっては二度と話せないのだから。

「〈インフィニティ〉の教師長であるモーゼル・プファルツァーは、〈医師狙そ撃げき事件〉で死んだとされるアルブレヒト・アイスラー博士です。彼を確保することが最善。しかし、未来党とプリンチップ社の利害が対立したとすれば、殺害されている可能性は高いでしょう。彼が未来党に匿かくまわれた経けい緯いを解明することで、ハンス・Ｗ・クライン、未来党、特甲トツコー児童の開発顧こ問もん、そしてお喋り屋トーカーたちのつながりが見えてくるはずですわ。どうか綿密な捜査を。そしてハンス・Ｗ・クラインに報いを」

　了解するフランツ──再び感謝を告げる──そっと電話を切る。

　部屋に戻るとすでに端末と銀色の円えん筒とう形をしたユニットがデスクに置かれていた。

　ベッドに座ってチョコレートの箱を開いた──最新のＰＤＡを取り出した。

　ふとニナと話したいという強い思いが湧わく──忠実な副官／世界で一番信しん頼らいしている姉妹しまいのように思っていたことに改めて気づかされる──その感情を抑おさえた。

　ニナならメッセージもないまま自分の意志を受け継ついで遂すい行こうしてくれる。

　ＰＤＡのバッテリーを充じゆう電でんしながら画面を展開──ユニットを通してすでに都市中のマスターサーバーとつながっていることがわかった。

　それを他の品々と一緒にデスクに並べた──独どく房ぼうのベッドで膝ひざを抱かかえる自分／なのにまるで大学の寮りように入って最初の一日目を納なつ得とくして終わらせられた気分──明日からの自分に自信が湧いてくる。

　自分に与あたえられた品々／これから学ぶべきゲーム──それらの力を実感しながら、次に送るべきメッセージの骨子を頭の中で組み立てていった。




　　　　†




　ミリオポリス市を北へ縦断する特別仕様のホンダ・スーパーカブ＝第三十ジーク五区ムント──ドナウ河──第二十ドナウシ二区ユタツト──第二ライヒ十五エンシユ区マオス──第二エー・十四区ヴエー。

　解かい析せき課の情報を参照＝交通混乱は迂う回かい──北や東へ行くほど緩かん和わ──北のハンガリー国境道路／東の空港用高速道／いずれも機能維持──やはり敵は国外への出入り口を塞ふさいでいない。

　大混雑の交差点／ジャンクション／料金所──全すべて無視して二輪車用道路を突つっ走る──大勢が自転車やバイクに乗り換かえたせいで混雑する道も事前に把は握あくして迂回。

　最速の道のり＝それでも三時間以上かけてようやく到とう着ちやく──ＭＰＢ本部ビル。

　ヘルメットを取って脇わきに抱えながら入った。

　ロビー＝州の紋もん章しよう／国旗／ＭＰＢのエンブレムが床ゆかに彫ほってある──ＭＳＳに比べて軍隊調の重じゆう厚こうな装そう飾しよく──受付でＩＤを見せる／ＭＳＳのニナが連れん絡らく済み──ゲートを通してもらう。

　案内──専門医だというブロンドの女性が連れていってくれる──名前＝マリア・鬼キ濡ヌ・ローゼンバーグ／快活でしっかりした感じの女性／なぜか右手に包帯／口調や態度から特甲児童のことを心から気き遣づかってくれていることがわかる。

　ＭＳＳよりもやや広い医い療りようフロア──奥へ──隔かく離り室＝呆あつ気けに取られた。

　先の戦せん闘とうの影えい響きようで幻げん覚かくを見ているという──暴れることはないと思うと付け加えられる。

　ドアの覗のぞき窓から中を見る──ベッドに座ってぼんやり宙を見ている黒くろ髪かみの少女＝涼月。

　さながら試合後のボクサー──顔が痣あざだらけ／きっと戦闘のせいだろうと推測。

　最後に見た鳳とは違う変化──ひどく虚きよ脱だつした様子／怯おびえている感じ／右手を開いたり閉じたりしている／掌てのひらを開くたびにぎゅっと目をつむったり開いたりしている。

　自分の手の上に何かが見えているのかもしれない──中へ入っていいか女性へ尋たずねる。

　許可＝あまり刺し激げきしないでと警告される──ヘルメットと荷物を通路に置く──ドアを開いてもらう──中へ。

「あの……涼月さん。覚えてますか。冬真です。吹雪くんとはよく連絡を取ってました」

　涼月──応こたえず／聞こえておらず／握にぎった右手を見ている──手を開く──震ふるえる。

「ダイヤ……」ぽつりと呟つぶやき＝涼月──手の上にそれが見えているらしい──切れ長の黒い目が涙なみだで潤うるんでいる。「吹雪がくれた……誕生日プレゼントだ……」

　息を吞のむ──吹雪はそれが彼女を救う鍵になるかもしれないという思いを込こめて贈おくったに違ちがいなかった／代わりに自分は黒いダイヤを見つけて彼女を助けるための盾たてになった。

「そう、五十八面体のダイヤモンドです」近づいて静かに声をかけた──返事は来ないと思っていたが、いきなり涼月の目がこちらを向いた──まるでたった今、眠ねむりから醒さめたように。

　ぼんやりとした眼まな差ざしがだんだんと焦しよう点てんを持つ──冬真の顔をまじまじと見つめる。

　こちらを認識した──思わず勢い込んで続けた／相手がどこまで知っているかわからないので理論名を強調して口にした。「それが〈ブリリアント・モデル〉のヒントになったんです。〈ガラテア・コンプレックス〉という仮説の根こん拠きよに。機械化義ぎ肢しの双そう方ほう向こう的な調和の可能性に」

　涼月＝しっかりと話を聞いているという表情に──その目が見開かれる。

　冬真＝自然と声が大きくなる──自分が導き出した仮説を思い切って述べる。「おそらくあなたと吹雪くんに託たくされていたんです。有用なる空白。〈魂プシケー〉の器うつわが。あなたと吹雪くんだけなんです。生まれたとき脳が手足の存在を学習しなかったのは」

　急に不ふ審しんがるような顔になる涼月＝話についてこられていない。

　冬真──急いでチョッキからＰＤＡを取り出す──データを読み出しながら喋り続ける。

「僕が見つけたのは心理部門の〈魂プシケー〉のレポートです。蝶ちようの名であり精神の名である相そう互ごユニット化コード。それが発案部門の〈ブリリアント・モデル〉の目的だったんです。双方向的調和の可能性に基づいた開発部門の〈ガラテア・コンプレックス〉──そして製造部門に託されるはずだったレベル４のレポートさえ解読できれば──」

　涼月＝ますますついていけないという顔──冬真＝自分が喋り続けても届かないと判断／ＰＤＡの液えき晶しよう画面を開く／涼月に画面を見せる──吹雪から託された〈シュピーゲル〉の一つ。

「ケルベルス認証による暗号データです。解除キーはただ一つ。特定の個人の声せい紋もんです。エンハンサー・フィルターがかけられているので電話や録音された声ではダメなんです。あなたが直接、声を吹ふき込むことでしか開けません。吹雪くんがそう設定したんです。僕に最後のレポートを見つけさせて、そして……きっとあなたに、彼の最後の声を届けさせるために──」

「誰だれがなんだって？」いきなり涼月が声を上げる──ＰＤＡがその声を認識／暗号データが自動的に複合を開始／すぐさま開かれるファイル。

　吹雪が自分を撮さつ影えいしたビデオデータ──その微笑みに冬真も胸を衝つかれる思いがした。

《僕は、涼月ちゃんが大好きです》

　優やさしい声──二度と目覚めなくなったときのためにカメラへ語りかけている──涼月に。

　冬真＝その勇気を思って涙がにじむ──涼月＝肩かたが震える／すがるように画面の吹雪を見ている／その頰ほおを涙が流れ落ちる──両手で拭いながら必死に吹雪を見ようとしている。

　吹雪──涼月への愛情と感謝とを微笑みとともに告げる／苦しいとも怖こわいとも言わずに／何の見返りも求めずに／孤こ独どくに戦っていたことを誉ほめて欲しいとも言わずに。

　吹雪が個人的な要求を口にした箇か所しよはただ一つだけ──心からの願いだと知れる言葉。

《もしももう一度、僕が目覚めることを神様が許してくれたら……そのときは、また二人であの観覧車に乗りたいです》

　ＰＤＡを持つ手が震えそうになった──目覚めることを神様が許してくれたら──全く突とつ然ぜん、それが自分の役割なのではないかという思いに打たれていた。

　鳳だけではなく──吹雪と水無月を──あるいは眠れる者達全て──特甲児童の中で消えてしまった記憶の全て。

　吹雪は最後まで、ただ涼月のために祈いのっていた──涼月と特甲児童達全員のために。

　その祈りでさらに思いが強まった──彼らの眠ってしまった心を目覚めさせろ──鳳の記憶を取り戻すことが特甲児童全員の希望になるのだという水無月の言葉が強く思い出された。

　あるいは過去に別の者が抱いだいた思いが乗り移るようだった──父が抱いたであろう思いが。

　ビデオデータの終しゆう了りよう──同時に吹雪自身がマスターサーバーを用いて分ぶん析せきしたであろう〈有用なる空白の座〉についてのデータが解読されて冬真のＰＤＡにファイルを出現させていた。

　自分と同じ考えを吹雪が抱いていたことがそれでわかった──鳳の５９の座に対たい抗こうするために父メンデルがポラック博士の研究をもとに遺のこしたもの──涼月と吹雪の５３の座。

　奪うばわれた正しいつながり──本来のレベル４──それを取り戻せと心が告げていた／吹雪が／水無月が／涼月の涙が／鳳の微笑ほほえみの記憶が──全てを取り返せと声を上げていた。

　ＰＤＡの画面を戻す──泣きじゃくる涼月へ。「ブラウン博士は……特甲児童の開発顧問たちは、脳内チップの研究をしていました。そして今、鳳さんはその研究内容の悪用によって、敵のユニットに支配されています。でも奪われたものを取り戻せば鳳さんは……もしかすると彼も、目覚めさせることができるかもしれません。お願いします。どうか僕と一いつ緒しよに来て下さい。〈ガラテア・コンプレックス〉による──」

　涼月＝いきなり手が伸のびる──冬真のチョッキをつかんで引き寄せながら立ち上がる。「なんだって？」

　先ほどまで虚うつろだった少女にいきなり生命が戻って熱気を放つ──大いにたじろぎながらも詳しよう説せつ。「〈ガラテア・コンプレックス〉の内容はまだ不明な点が多いんです。でもおそらく特甲児童を襲おそうフロー状態を解消する何か──」

　決定的な打開策が隠かくされているのではと言いかける──涼月が遮る。「違う。そっちじゃない。その前に、お前が言ったことだ。何をすれば、誰を目覚めさせられるって？　ちゃんとあたしにそれを説明してくれ」

　覗き窓から女性が心配そうにこちらを見ている──手て振ぶりで大だい丈じよう夫ぶだと告げつつ機械仕掛けの握あく力りよくで締しめ上げられる苦しさに呻うめきながら言った。「ブ、ブラウン博士は……ある医師と、脳内チップによる植物状態の人間の覚かく醒せいを研究していました。それがこの事件につながっているんです。同時にそれは〈ブリリアント・モデル〉のヒントになり、〈ガラテア・コンプレックス〉という高度な心理面での開発──」

「お前の言うことはさっぱりだ」またもや遮る──また涙が溢あふれ出す／必死に言いつのる。「あたしに分かるように喋ってくれ。はっきりあたしに教えてくれ。お前が言ってるのは吹雪のことか？　そうなのか？　吹雪は目覚めるって言ったのか？」

　冬真──迂う闊かつなことを言った後こう悔かいに襲われかける／この少女の必死の思いをわかっていたはずなのに／だがそれが希望なのだともわかっていた／接続官コーラスたちの覚醒／わからないのは本当にできるかどうかだけだった──しかし決意を抱けるかどうかについては自分でも意外に思うほど強く心が叫さけんでいた──挑いどめ／受け継げ／父が目指したものを──完成させろ。

　その叫びに従いながら少女に告げた。「ブラウン博士は、僕の父です……もうご存じかもしれませんが。僕は……彼の遺志を継ぐつもりです」

「それってのは、つまり──」

「吹雪くんを目覚めさせてみせます」胸むなぐらをつかまれながら告げた──同時にこの少女の力を借りれば必ず出来るのだという確信が初めて湧き起こっていた。「だからお願いです。どうか鳳さんを目覚めさせて下さい。みんなを助けて下さい」

　ぱっと手を離はなされた──そのまま後ろに倒たおれそうになって慌あわてて体勢を保つ／涼月の返答を待つ／自分を信じてくれたのかどうか見て取ろうとする。

　涼月──自分の手を開いたり閉じたりしている／掌てのひらに何かを見ようとしている／また幻まぼろしに覆おおわれるのかと冬真の方が不安になる──だが手を見ながら涼月が訊きいた。「教えてくれ。あたしは何に向かって進めばいい。あたしは突とつ撃げき手だ。あたしに出来るのは真っ直すぐ前に進むことだけだ」

　なんともシンプルで力強い問い──素す直なおに感心した／どんどんこの少女の前進しようとする力に引っ張られる──彼女こそ鍵かぎなのだという確信をますます抱かされる。

　有用なる空白──あらゆる希望が生み出される可能性──彼女のもとで全ての力を集めるべきなのだ。

「そう。あなたは先の事件で、こう言ったと聞きました。あなたは突撃手だと。あなたが情報であり、あなたが作戦なんだと。ここから先の全てが、あなたによって作られる可能性があるんです。そのために一つ言えることがあります。一刻も早く、みんなをあなたの指揮下に入れて下さい。あなたの仲間も、鳳さんの仲間も、みんなを。その上で、鳳さんと、彼女を支配するユニットに──特甲猟兵全員に、戦いを挑んで下さい」

　自分が戦うわけでもないのに言い過ぎたかと不安になる──涼月の力強い笑みがそんな不安を吹き飛ばす──ぎゅっと握りしめられる涼月の拳こぶし＝戦いの意志そのもの。

「今までで一番分かりやすい説明だ。気に入ったぜ、特に最後の言葉がな」その拳がぽんと冬真の肩を叩たたく──改めて確かく認にんするというような調子で質問。「お前、あいつの恋人か？」

　予想もしていなかった問い──びっくりしながらも記憶を刺激される＝自分に微笑みかけてくれる鳳──自分を忘れる前と／忘れた後と──等しく恋こい焦こがれさせられた。

「いえ……でも好きです。とても」

「それも気に入った」にやりとなる──先ほどまでの虚ろな様子など微み塵じんも窺うかがわせない強きよう烈れつな闘とう争そう心に満ちた笑み。「行こうぜ。あたしたちにどんなことがしでかせるか、この全てを仕組んだバカどもと、ろくでなしの神様の両方に、しっかり見せつけてやるために。あたしはあたしの、お前はお前の、魂ってやつを取り戻もどしに」

「はい──」

　冬真＝自分なりに精せい一いつ杯ぱいの力強さで返答──その直後、凄すさまじい衝撃が地下深くで勃ぼつ発ぱつし、ビル全体を震しん撼かんさせた。
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　反射的にＰＤＡを展開──ＭＳＳ全隊配信＝『第九のＡＰ爆ばく弾だんが第二エー・十四区ヴエーの地下で炸さく裂れつ』

　涼月＝脳内チップを通して情報を入手。「くそっ、あたしらの縄なわ張ばりでやりやがった」

　冬真＋涼月＝急いで部屋を出る──冬真＝ヘルメットと荷物を拾う──涼月＝ぎくっとした感じで女性を見る。「マリア医セン師セイ……」

　じっと涼月を見つめる女性──先ほど起きた震動も感じなかったというように仁に王おう立ち。

　なぜかやたらと気き後おくれしたような涼月。「ごめんなさい……あたし……」

　女性が両手を広げて思い切り涼月を抱だきしめる──怪け我がをした右手で涼月の頭を優しく抱かかえ込む。「あなたたちは……揃そろいも揃って、無茶ばっかりするんだから。行きたくないならそう言いなさい。私が絶対に何とかするから」

「だ……大丈夫だって」涼月＝赤面──冬真の視線を気にしてまごつく／かといって女性の手を邪じや険けんに払はらいのけられず。「あの……悪かったよ、センセー」

「悪いなんてもんじゃないわよ」女性＝ゆっくりと涼月を離す──涙ぐんだ目で見つめる。「本当に、大丈夫なのね？」

「ああ」涼月＝傷だらけの顔でうなずく──真しん摯しに見返す。「あたしの着き替がえと持ってた物は？」

「あなたの部屋に置いてあるわ。銃以外はね」女性＝じろりとした目。

「わかった」何かをごまかすように頭をかいている──冬真を見やる。「ロビーでちょっと待っててくれ。すぐ準備するから」

　了解＝二人と別れて再びロビーへ──ぎょっとなる。

　ロビーに整列したＭＰＢの隊員達──明らかにこれから戦闘へ赴おもむこうとする緊きん迫ぱく。

　冬真の傍かたわらを大おお柄がらな男が通り過ぎる──真っ直ぐロビーに集合する人員の前へ。

　男の徽き章しよう／階級章──ＭＰＢ大隊長──この組織のトップであることに遅おくれて気づく。

　ロビーに満ちる沈ちん黙もく──それ自体が鬨ときの声のような迫はく力りよく──やがて男が告げた。「行け」

　たった一言が銃じゆう撃げきのように響ひびく──隊員が一いつ斉せいに回れ右＝猛もう然ぜんとビル外へ駆かけ出した。

　見送る男──呆ぼう然ぜんとつったったままの冬真──重々しい沈黙第二弾。

　男が急にこちらを振ふり返る──びくっとなる冬真──背後に足音＝涼月。「大隊長」

「どこへ行く？」男＝低い声──なのに一言一言が裁判所の木き槌づちの音のように耳を打つ。

「爆弾を仕し掛かけた奴やつらがまだそこら辺にいるかもしれないんで」涼月＝軍隊並みに大急ぎでシャワーを浴びて身み繕づくろいを完了／隔かく離り室にいたときの患かん者じや服姿からぴりっと凛り々りしい制服姿に／腫はれた顔さえ凜りんと澄すんだ感じに。「見つけたらぶっ飛ばして、それから、そこのＭＳＳの人間と一緒に、仲間と合流します」

「爆破は想定内だ」

「え？」涼月＝面食くらう。「想定って……わざと爆破させたってことですか？」

「敵の狙ねらいは第十ジンメ一区リングに絞しぼられた。中隊が展開中だ。ＭＳＳ、第二作戦も」

　冬真＝啞あ然ぜん──ＭＳＳとは根本的に異なる対応／決戦主義とでも呼ぶべき態度／肉を切らせることで敵を引き寄せ、骨を撃うち砕くだくのがＭＰＢの通常の対応だというよう。

「えっと……じゃ、大隊長もそっちに？」

「第二十ドナウシ二区ユタツトだ。〈[image: かむき]カムキ〉を押さえる。フランツが白ヴア犬イスといる。モリィ捜そう査さ官が紅ロツ犬ターといる」

「モリィ教官が？　ミハエル中隊長はどうしたんです？」

「使命を果たすために組織を去った」

「え……」涼月＝虚きよを衝つかれた顔──顔を引き締める。「陽炎と夕霧は知ってるんですか？」

　うなずく大隊長──それだけで場の緊張が増すよう──ずしりと響く声。「行け」

　具体的な説明も命令も何もなし──だがそれがいつものことらしい──さっと敬礼する涼月＝こちらも何も言わず。

　背を向けて歩み去る大隊長──涼月＝別の方向へ歩み出す。「待たせたな。行こうぜ」

「は、はい」ＭＰＢ流の端たん的てきなやり取りに圧あつ倒とうされつつ追う──外に出て屋外の来客用駐ちゆう車しや場に回る／自分が乗ってきたカブを指で示す。「あの……これに乗ってきたんですが」

　涼月＝さすがに予想外だったらしくあんぐり大口を開けている──困ったように宙を仰あおぐ／脳内チップで便乗できる車両がないか調べている／一台もないらしく道路を見る。「あー……バスに乗るか、タクシー拾うかするか？」

「いえ。敵の情報汚お染せんで交通が混乱してるんです。タクシーだと、渋じゆう滞たいに巻き込まれます」

「あー、だからこれに乗ってきたわけか」しげしげカブを見る。「二人乗り出来るのか？」

「えっと……見ての通り、僕よりずっと大きな人が乗る仕様にしてますから。十分、乗れると思います。あの……僕も今日初めて運転したもので」

「マジかよ」呆あきれ顔──だがあっさり承知。「しゃーねーな。とりあえず第十ジンメ一区リングにみんな集まるんだな？」

「そのはずです。先行部隊はもう出発しました。〈インフィニティ〉を制圧すれば、そちらの部隊も第十ジンメ一区リングに来ます」

「よし、行こーぜ」シートに手をかける。

「は、はい」リュックサックを胸側にかけてシートに乗る──後ろに涼月が乗り込む。

「えーと、こう乗るのか？　腕うでを回すんだっけ？」律りち儀ぎに二人乗りのルールに従う。

「あ、はい。たぶん……」少女の腕が胴どうに回される──咄とつ嗟さに鳳だったらと思う／なぜか吹雪くんに申し訳ない気分──両方の感情を押しやる。「では行きます」

　危なっかしく始動──思わぬ加重だが車体の安定性とディーゼル課長のチューンナップに助けられて走行──最短距きよ離りを進むため第二フロリ十一ズド区ルフへ。

「なかなか上手うまいじゃんか」涼月＝感心した調子。

「ありがとうございます」冬真＝素直に感謝──曲がるたび的確に体重移動をしてくれる涼月──さすが地上型の特甲トツコー児童と思わせる動作──お陰かげで安定して走れる。

　だが二キロほど進んだ地点で停車──かつて〈ヴィエナ・タワー〉があったミリオポリス版のグラウンド・ゼロのすぐ近く──道路を埋うめる車両／歩道を埋める人の群／二輪車用の道路すら大混雑──ＰＤＡで横道を探すも全すべて大混雑＝つい途と方ほうに暮れる。「どうしよう」

「下に降りろ」涼月＝あっさり打開策を提示。「そっちなら空すいてる」

「下……？」はたと気づく。「地下道へ？」

「あたしが道を教えるから。あそこでまごついてる連中がみんな降りてくる前に行くぞ」

「は……はい」本当に前進することしか考えていない少女に感心──混雑を迂う回かい／ビル下のトンネルへ──地下道の管理用通路の入り口＝鍵のかかった鉄の扉とびら──少女がひょいと降りる／てくてく歩いていく──特甲の転送もなしに右ストレート──どかん！

　扉が吹ふっ飛んで中の通路の壁かべに激突──盛大な音を立てて落下──警報が鳴るが完全無視。

「あー、あれだ。ここからは、あたしが運転して、お前が後ろに乗るってのはどーだ？」

「えっと……はい」冬真＝強ごう引いんかつ的確な涼月の突破力にだんだん恐おそれをなす気分に──言われるがまま座る場所を替かえる／前に座る少女──相手のしなやかな体に腕を回す──なぜか鳳と吹雪の両方に心の中で謝る。

「よーし」なんだか浮うき浮きしたような涼月の声。「じゃー、行くぜ」

　はい──と答えようとして息を吞のむ──急加速＝ライトを点灯──下り坂をアクセル全開で疾しつ走そう──悲鳴を上げたくなるがその余よ裕ゆうすらなし／鳳に抱えられて空を飛ぶのとは違ちがう速度感＋恐きよう怖ふ──思わず少女にしがみついた。

　ふいに輝かがやき──涼月が頭部に〈飾り耳オーア〉だけ転送＝抗磁圧のヘルメット／探査機能。

「ちゃんとつかまってろよ！」どうやらすっかり運転を学習したらしい涼月──猛もう進しん／ブレーキ知らず／加速することしか考えておらず──幾いくら探査で障害物の位置がわかるとはいえライトが届く範はん囲いしか見えない暗くら闇やみのまっただ中を恐怖のかけらもなく驀ばく進しん。

　冬真＝相手に合わせて体重移動などする余裕もなし──少女に振り落とされないよう必死でつかまる／いきなり浮ふ遊ゆう感かん／どすんと衝撃／段差を無視して走っている──ひたすら最短距離を突つっ走る。

　この上なく頼たのもしくも恐ろしい走行──どんどん地下へ／ドナウ河のさらに下を走っている／かと思えば平板な道に──河の中なか州すである第レオポル二トシユ区タツトに入ったらしい。

　ふいに初めてブレーキ──勢いを殺しつつカーブ──通路に入り込んで急停止。

　勢いで少女の背に顔をぶつける──ヘルメットがずれて視界が覆おおわれる。

「どうしたんですか？」慌あわててヘルメットを上げる。

「しっ」涼月＝声を潜ひそめさせる──バイクのエンジンを停止／ライトが消える／すっと運転席から離はなれる──冬真にハンドルを握にぎらせて小声で指示。「なんか変なのがいる。あれだ。たぶん、アームスーツとかいうやつだ」

「な──」戦せん慄りつ──まさかここで敵戦力と遭そう遇ぐうするとは思ってもいなかった。

「あたしが逃にげろと言ったら、来た道を戻って逃げろ。いいな？」

　慌ててうなずく──ハンドルを握る手に汗あせがにじむ。

　灯あかりは地下河川を利用した水力発電による数も少ない小さな照明だけ──目を凝こらさねば何があるかもわからない暗さ──まともに逃げられるかどうかもわからず。

　涼月──暗がりへ／音を立てず通路を戻っていく／壁に背をつけて呼吸を整えている──戦闘が日常となった者の自然な動作。

　いきなりシャウト。「あたしはＭＰＢの特甲児童、涼月・ディートリッヒ・シュルツだ！　今から出て行く！　撃ちたいんなら撃て！　撃たないならなんでそこでそんなもんに乗ってんのか話せ！　いーな！」

　つくづく対決と突とつ破ぱのみの選せん択たく──返事なし──涼月＝飛び出す／全身にエメラルドの輝き。「転送を開かい封ふう」

　輝きが地下道へ消える──冬真＝ハンドルを握りしめたまま硬こう直ちよく／からからに喉のどが渇かわく／なんとか生なま唾つばを吞み込む。

　激しい銃火が勃発するに違いないと身構えた──だが物音一つせず。

　暗闇にじっと目を凝らす──逃げるべきか／ニナたちに助けを求めるべきか／何か自分に出来ることはないか──必死に思案──ふいに足音。

「あー、冬真。そこにいるな？」涼月──何やら肩かたすかしを食わされたように頭をかきながら通路に帰き還かん。

「は……はい。敵はいなかったんですか？」

「いや、なんか……ＭＳＳがどーのっつーのがいるんだけど」

「え？」

「ロルフ・日向・アナベルって、お前の知り合いか？」




　　　　†




　周囲の色を映し出すカメレオン装そう甲こう──カモフラージュをオフにした純白のアームスーツ×二──それぞれ自己紹しよう介かい。《デイヴィッド・イェリーだ。ＤＹと呼んでいただきたい》《フロストだ》

「あー」涼月＝特甲姿のまま振ふり上げた拳こぶしの下ろしどころを失って頭をかいている。「あたしはもう名乗ったよな。あれか？　どっちもＭＳＳ？」

「あ……いえ」冬真＝ニナから鳳の捜査情報の概がい略りやくを教えてもらっていたのでイギリスの秘密部隊であることを知っているものの口にしていいか迷う。「ＭＳＳに協力して下さっていた部隊です……たぶん」

《敵を警けい戒かいしていたがＭＳＳとＭＰＢに会うとは》ＤＹ＝さらっと話題変へん更こう。《こちらへ。アナベル伍ご長ちようもいる。面おも白しろいものをお目にかけよう》

　涼月＝やや警戒しつつアームスーツの後を追う──冬真＝カブを押しながらついていく。

　地上への通路──案内版＝地下鉄の管理用通路──第レオポル二トシユ区タツトのウィーン北駅へ。

　車両用倉庫へ──交通障害で駅の機能が麻ま痺ひしたせいで職員はみな帰宅──空っぽの駅。

　広大な整備場──放射状に敷ふ設せつされた線路／車両整備の台座──涼月＋冬真＝ぽかんとなってそれを見た。

　事件の前に偶ぐう然ぜん出会うことになった物──蒸気機関車＝〈Ｄ１０１エンデミオン号〉十二両編成──涼月＋冬真＝思わずその日のことを思い出す／それぞれの思いにひたる。

　二人の様子を察して何も言わないＤＹ──空気を読まないフロスト。《何してる？　こっちに来い》

　肩をすくめるＤＹのアームスーツ＝機銃をフロストのアームスーツの尻しりにぶつける。《失礼》

　涼月＋冬真──さらに奥へ＝古くなった車両を解体する空間──巨きよ大だいなコンテナが山積み。

　コンテナの一つを開いて中を見ている三人の男──一斉に振り返る。

「冬真？」日向＝髪かみを剃そられた頭にバンダナ代わりのタオルを巻いている／どこかで買ってきたらしい真新しい運動靴ぐつ＋ジーンズ＋シャツ＋ジャケット──驚おどろきの顔。「どうしてここに？」

「日向さんこそ……」冬真＝カブのスタンドを立てて手を離す──半信半疑だったが本人を見て一挙に脱だつ力りよく／歩み寄りながら安あん堵どの溜ため息いきとともに涙なみだがにじむ。「無事で……良かった。本当に……」

　小さくうなずく日向──申し訳なさそうに。「先ほどニナに連れん絡らくした。ここの捜査を終わらせたら合流するつもりだった」

「捜査って……」

「〈二トンの荷〉さ」男の一人──よれよれのトレンチコート＝ＭＳＳのデータベースで冬真も見た顔／乙＋日向と同行していたというフランス人捜そう査さ官。「俺はピエール・バスティーユ。フランス情報局の者だ。ＭＳＳのサムライお嬢じようさんや、そちらのアナベル伍長なんかと一いつ緒しよに、捜査させてもらっていた。敵に捕つかまったアナベル伍長を探してたら、そちらのイギリス人と出くわしてな。ここまでついて来たんだ」

「私はデューク・ブラックストーン」もう一人の男──ぱりっとしたスーツ姿／紳しん士しを絵に描かいたような顔がん貌ぼう／出いで立ち／喋しやべり方。「イギリス対テロ諜ちよう報ほう機関の者だ。そちらのアームスーツの使い手たちと一緒に、ＭＳＳと極ごく秘ひ捜査を行っていた。ここでその成果の一つを見ていたところだ」

「僕はＭＳＳ情報解かい析せき課所属、冬真・ヨハン・メンデル。お二人のお名前はデータベースで見ました」冬真＝ＭＳＳとの協同捜査についても知っていると暗あん黙もくのうちに告げる──二人ともすぐに察してうなずき返す。

「あー……あたしは、ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊、涼月・ディートリッヒ・シュルツだ」涼月＝自分だけ誰だれとも顔見知りではない空気にまごつく──困こん惑わくが素す直なおに顔に出る。「捜査って……汽車の石炭を追っかけてたのか？」

「そう、石炭さ」ピエール＝さも愉ゆ快かいそうに──シュコーッと吸入器を口に当てて吸う。「きらきら光る石炭だ。見てみな」

　涼月＋冬真──開いたコンテナを覗のぞき込む──中に幾つも積まれた木箱＝乳白色の石の山。

「これって……あれだ」涼月＝あんぐり──以前に同じものを見たことがあるという顔。「全部、ダイヤモンドだ」

「ダイヤ……？」冬真＝瞠どう目もく──汽車用の無む煙えん石炭のコンテナを呆ぼう然ぜんと見る。「この大量の石……全部がですか？」

「文化委い託たくを隠かくれ蓑みのにして運び込んだのだ」ブラックストーン──また別のコンテナを拳でこんこん叩たたきながら。「ＡＰ爆ばく弾だんの燃料と一緒に。複数のグループが都市中を移動させることで隠いん匿とく場所をわからなくさせていた。そしてＯＲＦに浸しん透とうしたグループが、ここに戻もどした」

「ただちにここを封ふう鎖さして、搬はん入にゆう経路を調べたいところだがな」ピエール＝ずびーっと洟はなをかむ。「どうやら道路が塞ふさがってて、誰もここには来られないらしい。電車も動かせない。ヘリも飛ばせない。どうしようもないな」

「九発目のＡＰ爆弾が爆発しました」冬真＝改めて緊きん迫ぱくした顔に──日向へ。「敵のユニットは完成段階に入ってます。敵は第十ジンメ一区リングで最後の予備電線を破は壊かいするはず。ＡＰ爆弾を使い切ったのなら、特甲猟兵達が来ます。〈インフィニティ〉を制圧しに行った部隊も、作戦が終われば第十ジンメ一区リングに来るはず。一緒に行きませんか」

「そのつもりだが、移動手段はない」日向＝唸うなるように。「第レオポル二トシユ区タツトからあちらの対岸へ渡わたれる地下通路は全て浸しん水すいしている。ＡＰ爆弾でやられたせいだ。泳いで渡るしかない」

「部隊の合流ってのも怪あやしいな」ピエール＝やれやれという調子。「第十ジンメ一区リングに辿たどり着けていない部隊が大半のはずだ。ＭＳＳの大型車両も、交通の混乱で困っているらしい。そもそも敵は都市内の部隊移動を妨さまたげるために、交通機能を麻痺させてるんだろうしな」

「地下がダメなら、線路を使えばいーじゃん」涼月＝あっけらかんと。

「電車は走っていないよ、レイディ」ブラックストーン──イギリス風の思い切り肩をすくめるリアクション。「マスターサーバーへの情報汚お染せんが実行されている中、コンピュータ制せい御ぎよの電車を走らせれば大事故を起こしかねない」

「線路を進みゃいいってことなんだけど」涼月＝むすっと。

「車が脱だつ輪りんして動けなくなるな」ピエール＝さらに反論。「バイクなら枕まくら木ぎの上を走れるかもしれん。アームスーツや軍用機体も行けそうだな。だが肝かん心じんのＭＳＳの車両は無理だろう」

「列車にあんじゃん。タンクとか運ぶ、でっかい台車みたいなやつ。それで運べるだろ」涼月＝お前ら、進みたくないのかよ、という顔。

「無理だよ、涼月さん。電車そのものを動かせないんだもの」冬真＝どうしてこの人はわからないんだろうという口調に。

「だから、電気とかコンピュータとか使わなきゃいーんだろ。それとも、あれか。あの鉄の塊も本当はコンピュータで動いてんのか？」

「鉄の塊？」ピエール＝問い返す──ふと気づいたように視線を車両整備エリアへ。「こりゃあ……参ったなトウシエ」

「ははあ」ブラックストーン＝急に合点した顔。「目の前にあったものを。私としたことが。かつてない情報汚染のせいで目を曇くもらされていたようだ」

「確かにコンピュータ制御ではない」日向＝しげしげと鋼鉄の車両を眺ながめる。

「で……でも、動かせるんですか？」冬真＝やっとみなの言っていることを理解──困惑。「そもそもデモンストレーション用の……文化委託財産ですし」

「なら説明書とかあるだろ。駅の管理室を調べりゃあるかもだぜ。でなきゃ、お披ひ露ろ目めのときに運転してたやつを見つけて動かし方を聞けばいーじゃん」

「駅のパンフレットに構造図が載のっていた。それほど複雑な機械ではない」日向＝完全にやる気になっている顔。「本部に連絡して操縦法を確かく認にんする」

《ですが問題が一つ》大人しく聞いていたアームスーツの一人＝ＤＹ。《見たところ燃料が足らない。石炭の入ったコンテナは一つか二つで、ほとんどすり替かえられている》

《ガソリンか爆薬を試ためすか？》フロスト＝意外に短たん絡らく的。《案外、動くかもしれん》

「ま、待って下さい。自動車機関じゃないんです。蒸気を作らないと」冬真＝慌てて制止。

「燃料ならあるじゃん」涼月＝あっけらかんと石の山を指さす。「ほら、どっさり」

　全員がぴたりと動きを止めて棒立ちに──冬真＝啞あ然ぜん──日向＝瞠目──ピエール＝ぽかん──ブラックストーン＝しげしげ──アームスーツたち＝黙だまりこくる。

　冬真──涼月に目を戻しながら改めて自分が告げた言葉が現実のものになるだろうという実感を味わう──彼女は突撃手であり、彼女が情報となり、作戦そのものとなって、ここから先の全てを作る可能性がある──そして事実、早くもその通りになりつつあった。

　涼月──沈ちん黙もくする大人たちをよそにポケットから何かを取り出す──口にくわえる／しゅぼっと火をつける／ふーっと細く煙けむりを吐はく。

　煙草＝ショートホープ──呆あつ気けに取られる男たち。

　ジッポライター＝『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ』の刻印──〝可能アズ・な限スーンりさ・アズっさ・ポシとやれブル〟──ぱちんと蓋ふたを閉めてポケットに。

　くわえ煙草の涼月──にやりと笑えみを浮うかべて言い放った。

「ダイヤって燃えるんだろ？」




　　　　†




　第二グリン十九区ツイングへ向かっていた〈アイギス〉──完全に渋じゆう滞たいに巻き込まれて立ち往生。

　ニナ＝怒いかりを押し殺して通信マイクへ。「まだ現場から十キロ地点だ。そちらの状じよう況きようは？」

《ＭＰＢと〈インフィニティ〉施し設せつで交戦中》御影＝果断。《転送兵器を確認。それと、今しがた施設の一角で凄すさまじい爆発が起こった。特甲猟兵か……さもなくば、あの規模の爆ばく炎えんからするとおフロ嬢イラ様インかもしれん。もしおフロ嬢イラ様インなら、こちらの機体の捕ほ獲かく器具で捕とらえられるか試してみる。その上で、電子的な遮しや断だん措そ置ちを行うため、そちらの車内に閉じこめたいが……》

「間に合わん。ディーゼル課長、接続官コーラスとマスターサーバーが必要だ。セッティングはいつ始められる？」

《現在、第十ジンメ一区リングの福ふく祉し局本部から四キロ地点》ディーゼル課長＝悔くやしげ。《敵は意図的にマスターサーバー周辺の地区に車を流入させ、道路を埋うめています。主な地下出入り口も車両で塞がれました。敵はこちらの動きを読んでいます。戦術班の機体で道路の車両をどかして進んでいますが、あと二時間はかかるでしょう。福祉局には接続官コーラスのための接続設備はないため、〈トリアイナ〉のユニット部が必要不可欠。ＭＰＢ側も接続用の備品をトラックに積んで移動していますが、あちらはさらに距きよ離りがあります》

「やむをえない場合は、軍用機体に車両を解体させ、必要な部品だけ施設に運び込む」

《それで余計に時間がかかるか、短縮できるかは賭かけです……》ふいに声が遠ざかる──誰かと話している。《お待ち下さい、副官。今、冬真くんから連絡が。移動経路を確保したと──これは、なんと……》

　ニナ＝思わず通信マイクを握にぎったまま前のめりに。「何か打開策が？」

《まさに打開策です、ニナ長官代理》ディーゼル課長＝愉快そうな笑い声。《いやはや、これなら敵の情報汚染は完全に無力化される。お喜び下さい。〈アイギス〉と〈トリアイナ〉の両方を搭とう載さいし、目標付近にまで運うん搬ぱんすることが可能です》

「運搬……？　車両をか？」

《はい。現在、第レオポル二トシユ区タツトを出発し、そちらへ進行。電子機器をまったく搭載しない大型車両が、線路上を疾しつ走そう中です》




　　　　†




　しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ──ぼーっ！

　火室の燃焼エネルギーがボイラー胴どう部ぶに充じゆう満まんして蒸気を発生──煙室へ噴ふん出しゆつする風が燃焼を活性化──シリンダーにおいて熱エネルギーを機械的エネルギーへ変へん換かん──走行装置がシリンダーから迸ほとばしるエネルギーを連結棒によって動輪に伝導──猛もう然ぜんと車輪を回転。

　電力も電子機器もないままに疾走する漆しつ黒こくの鋼鉄──〈Ｄ１０１エンデミオン号〉＝その汽笛の音──さながら雄お叫たけび。

　炭水車＝たっぷり積まれた燃料と水──ＤＹのアームスーツが屋根に乗って護衛。

　十一両の豪ごう華かな客車──うち六両を切り離はなして大型貨車と屋根なし運搬車両を接続。

　運転席＝日向＋冬真──計器類を頭に叩き込んで即そつ興きよう運転──冬真＝ＰＤＡでマニュアルを確認＋情報管制を担当──日向＝奇き抜ばつな鉄のオブジェにしか見えないしろものを的確に操縦。

　火室前＝ブラックストーン＋ピエール──シャベルでせっせと燃料を投入。

　燃え盛さかる火室にくべられる石炭と乳白色の石──即席の混合燃料──ＤＹ＝後ろの車両の屋根で嘆なげかわしげとも痛快ともつかぬ声。《いったいそのひとかきで何万ポンドだ？　いや何十万ポンドなんだ？》

「ポンドで言われてもわからん。イギリスもいい加減、ユーロにすればいい。意固地に貨か幣へいを変えないから島国根こん性じようだと言われるんだ」ピエール＝火室の蓋が左右に開くたび、容よう赦しやなくダイヤモンドの原石を雪でもかくように煌こう々こうたる炎へ放ほう擲てき。

「その島国がどれだけＥＵに貢こう献けんしているのやら。やれやれ、それにしてもこれは大変な重労働だ。労働法が、かつて炭たん坑こうや列車といった石炭に関かかわる労働から生まれたのも納なつ得とくできる」ブラックストーン＝ジャケットを脱ぬいでシャツの袖そでをまくり煤すすだらけになりながら白と黒の石に重油をかけてかき混ぜる──燃焼速度が速いダイヤモンドだけでは絶え間なく放ほうり込まねばならないので長持ちする石炭と混ぜて投とう擲てき。

　冬真──自分のすぐそばで何億ユーロものダイヤモンドが汽車を動かす燃料と化して燃え上がっているという事実にすっかり心が麻ま痺ひ──この途と方ほうもない進行手段をこともなげに提案して見せた少女＝車両の先頭部に陣じん取どって警けい戒かい態勢。

　先頭車両──前灯の辺り＝特甲トツコー姿の涼月──砂箱近く＝白いアームスーツに乗るフロスト。

　進行方向を探査／二人とも濛もう々もうと噴ふき出す煙を気にもせず──線路上に障害物なり敵集団なりを確認すればただちに走っていってどかす構え。

　フロストがさっと探査機のついた機銃を彼方かなたへ向ける──涼月とＤＹへ臨時チャンネルで無線通信。《一キロ先で線路に向かって移動するものがいる。形状からしてアームスーツ二体》

《やっぱり来やがった》涼月＝フロストが銃口を向ける方を睨にらみ据すえる──探査で敵の姿を捉とらえる。《あたしがぶっ飛ばしてくる。あんたは線路を見守っててくれ》

《了りよう解かいだ、〈ブラック・ドッグ〉》本場の発音＝涼月のコードネーム。《援えん護ごする》

　冬真──窓から身を乗り出して巨きよ大だいなエネルギー発生装置たる機関を見る。

　前方──小こ柄がらな少女の背──信じられない発想／前進の意志／線路の周辺は混乱しきった道路が広がっているのに／自分たちだけ何にも遮さえぎられず突つっ走っている──その事実に何より仰ぎよう天てんしてしまう。

　彼女がここから先の全てを作り出す──その可能性を信じられる／この人となら鳳さんを連れ戻せると思わされる。

　かと思えばコール＝ＰＤＡ──慌あわてて臨時チャンネルに応答。「冬真です」

　スピーカーモード＝涼月の声。《あたしだ。さっそく敵だぜ。黒いアームスーツ野や郎ろうが二つ。線路に向かってる。あたしがやるから走り続けろ》

「もう敵が!?」冬真＝驚きよう愕がく──日向＋ブラックストーン＋ピエール＝一様に厳しい顔に。

　日向＝険しい眼まな差ざしで運転続行。「この汽車を見れば敵はダイヤを奪うばわれたと判断する。大挙して来るぞ。線路を破壊されたら終わりだ」

　涼月＝果か敢かんな応答。《あたしが守る》

「一人でですか？」

《ＤＹとフロストには周りを守ってもらう。前の敵はあたしの仕事だ。今は一人だけど、これから仲間が集まるしな。じゃ、行くぜ》

　車両の先頭──巨大な黒い鋼鉄の上で漆黒の特甲少女が立ち上がる──予備動作なし＝砲ほう弾だんのように跳ちよう躍やく──その高らかな声──けたたましい汽笛の音と走行音を貫つらぬいて届く叫さけび。

「止まらず進め!!　前へキープ・進みムービン続けグ・フオろワード!!　真っストレー直ぐト・フオ前へワード──!!」
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